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●形式記号説明（例）

セット形式 室内ユニット形式 室外ユニット形式

冷房最大能力を示す
（5.6kW）

冷房最大能力を示す
（5.6kW）

FD C

室外ユニット

室外シリーズNo.

ファンコイルダイレクト

Z

ファンコイルダイレクト

床置形

シリーズNo.

FD TC Z P56P56 55SA

冷房最大能力を示す
（6.3kW）

Z

ファンコイルダイレクト

床置形

FD TC 56 5 Ｈ 5SA H
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27
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126

15.  保護装置一覧 187

188

ヒートポンプ機
ヒートポンプ単相機HK

H

ヒートポンプ機 H 
ヒートポンプ単相機 HK 

17.  耐重塩害仕様室外ユニット

18.  別 売 品 191

189

室内シリーズNo.

エクシードハイパー
ハイパーインバータV

Z

エクシードハイパー
ハイパーインバータ

シリーズNo.

エクシードハイパー
ハイパーインバータV

Z
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運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

I         P         コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmm

A

MPa

トン

　　

パ ネ ル 形 式（別 売 品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス単相電源形）〔FDTCZ-HK〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

0.52（届出不要）0.46（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×5個
φ12.7（フレア接続）

φ6.35（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：33，暖：33

34

20

20

30（20）

2.0

1.5（R32）［配管30m分封入済］

0.450（M-MB75）

2.0 × 2本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

－

側板を利用して可能（100×100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：14，急：12 ，強：10，弱：8

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：14，エアフレックスパネル：3

本体：248 × 570 × 570，パネル：10 × 620 × 620

単相　200V　50/60Hz

RC-DX３B，RC-D4G（9）

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCZP455HK

定格：3.92，中間：5.63

1.8（中温：1.8）
1.3

FDTCZ455HK5SA

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCZP405HK

FDTCZ405HK5SA

 5（16）

1.02

冷：88，暖：89

4.5 [ 1.1 ～ 5.0 ]（最小：1.1）

2.1

4.6

0.80

5.8

6.4

0.320（中温：0.268）

0.188
1.14（最小：0.242）

0.380

1.83

定格：3.95，中間：5.53

5.3

5.2

定格：4.00，中間：5.59

1.7（中温：1.7）
1.3

冷：88，暖：88

4.0[ 1.0 ～ 4.5 ]（最小：1.0）

1.8

4.6

0.83

5.1

5.4

 5（16）

0.900

0.304（中温：0.249）

0.188
0.950（最小：0.224）

0.331

1.83

定格：4.21，中間：5.44

5.3

5.3

冷：59，暖：61
冷：45，暖：45

TC-PSAE-5AW（8）

4.0 [ 1.3 ～ 4.5 ]3.6 [ 1.3 ～ 4.0 ]

P急：60，急：56，強：51，弱：45
P急：46，急：42，強：38，弱：32

冷：43，暖：45
冷：58，暖：60

640 × 800（+71）× 290
47

0.80.6

50

RMT5113SWE11 × 1

ℓ

冷 
却 
装 

置

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は
　　　最小最大範囲幅を示します。
　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。
　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。
　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 1台
　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP40形，P45形に設定され，
　　　上記の仕様で運転します。
　(8)  エアフレックスパネルにはドラフト防止機能・人感センサを搭載しております。
　(9)  エアフレックスパネルについては，RC-DX3Bのみ使用可能です。
 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

⑴　エクシードハイパーシリーズ

1. 仕　　様
PJF000Z579
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室
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運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

I         P         コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmm

A

MPa

トン

　　

パ ネ ル 形 式（別 売 品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

0.64（届出不要）0.56（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×5個
φ12.7（フレア接続）

φ6.35（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：33，暖：33 冷：38，暖：33

34

20

20

30（20）

2.0

1.5（R32）［配管30m分封入済］

0.450（M-MB75）

2.0 × 2本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

－

側板を利用して可能（100×100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：14，急：12 ，強：10，弱：8

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：14，エアフレックスパネル：3

本体：248 × 570 × 570，パネル：10 × 620 × 620

単相　200V　50/60Hz

RC-DX３B，RC-D4G（9）

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCZP565HK

定格：3.50，中間：4.98

2.3（中温：2.4）
1.3

FDTCZ565HK5SA

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCZP505HK

FDTCZ505HK5SA

 5（16）

1.43

冷：93，暖：93

5.6 [ 1.4 ～ 6.3]（最小：1.4）

2.6

5.1

0.71

7.7

8.1

0.462（中温：0.425）

0.187
1.51（最小：0.301）

0.472

2.01

定格：3.71，中間：5.51

5.0

4.9

定格：3.69，中間：5.57

2.1（中温：2.1）
1.3

冷：89，暖：91

5.0[ 1.3 ～ 5.6 ]（最小：1.3）

2.3

5.1

0.75

6.9

6.9

 5（16）

1.22

0.377（中温：0.317）

0.187
1.26（最小：0.257）

0.412

2.01

定格：3.97，中間：5.58

5.4

5.2

冷：63，暖：61
冷：49，暖：47

TC-PSAE-5AW（8）

5.0 [ 1.3 ～ 5.6]4.5 [ 1.3 ～ 5.0 ]

P急：60，急：56，強：51，弱：45
P急：46，急：42，強：38，弱：32

冷：45，暖：46
冷：60，暖：61

640 × 800（+71）× 290
47

1.00.9

50

RMT5113SWE11 × 1

ℓ

冷 

却 

装 

置

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 1台

　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP50形，P56形に設定され，

　　　上記の仕様で運転します。

　(8)  エアフレックスパネルにはドラフト防止機能・人感センサを搭載しております。

　(9)  エアフレックスパネルについては，RC-DX3Bのみ使用可能です。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。
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運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

I         P         コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmm

A

MPa

トン

　　

パ ネ ル 形 式（別 売 品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法
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気 
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線
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冷暖房兼用機（ヒータレス三相電源形）〔FDTCZ-H〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

0.52（届出不要）0.46（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×5個
φ12.7（フレア接続）

φ6.35（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：33，暖：33

34

20

15

15（15）

2.0

1.5（R32）［配管30m分封入済］

0.450（M-MB75）

2.0 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

－

側板を利用して可能（100×100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：14，急：12 ，強：10，弱：8

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：14，エアフレックスパネル：3

本体：248 × 570 × 570，パネル：10 × 620 × 620

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３B，RC-D4G（9）

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCZP455H

定格：4.00，中間：5.71

1.8（中温：1.8）
1.3

FDTCZ455H5SA

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCZP405H

FDTCZ405H5SA

 5（12）

1.00

冷：87，暖：87

4.5 [ 1.1 ～ 5.0 ]（最小：1.1）

2.1

4.6

0.80

3.3

3.7

0.315（中温：0.264）

0.186
1.11（最小：0.240）

0.375

1.82

定格：4.05，中間：5.60

5.4

5.3

定格：4.04，中間：5.67

1.7（中温：1.7）
1.3

冷：84，暖：85

4.0[ 1.0 ～ 4.5 ]（最小：1.0）

1.8

4.6

0.83

3.1

3.2

 5（12）

0.890

0.300（中温：0.245）

0.186
0.940（最小：0.222）

0.327

1.82

定格：4.26，中間：5.50

5.4

5.4

冷：59，暖：61
冷：45，暖：45

TC-PSAE-5AW（8）

4.0 [ 1.3 ～ 4.5 ]3.6 [ 1.3 ～ 4.0 ]

P急：60，急：56，強：51，弱：45
P急：46，急：42，強：38，弱：32

冷：43，暖：45
冷：58，暖：60

640 × 800（+71）× 290
46

0.80.6

50

RMT5113SWE11 × 1

ℓ

冷 

却 

装 

置

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 1台

　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP40形，P45形に設定され，

　　　上記の仕様で運転します。

　(8)  エアフレックスパネルにはドラフト防止機能・人感センサを搭載しております。

　(9)  エアフレックスパネルについては，RC-DX3Bのみ使用可能です。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。
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音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

I         P         コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg
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m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W
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パ ネ ル 形 式（別 売 品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 
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置

送
風
装
置
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法
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冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

0.64（届出不要）0.56（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×5個
φ12.7（フレア接続）

φ6.35（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：33，暖：33 冷：38，暖：33

34

20

15

15（15）

2.0

1.5（R32）［配管30m分封入済］

0.450（M-MB75）

2.0 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

－

側板を利用して可能（100×100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：14，急：12 ，強：10，弱：8

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：14，エアフレックスパネル：3

本体：248 × 570 × 570，パネル：10 × 620 × 620

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３B，RC-D4G（9）

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCZP565H

定格：3.52，中間：5.00

2.3（中温：2.4）
1.3

FDTCZ565H5SA

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCZP505H

FDTCZ505H5SA

 5（12）

1.42

冷：88，暖：89

5.6 [ 1.4 ～ 6.3 ]（最小：1.4）

2.6

5.1

0.71

4.7

4.9

0.460（中温：0.423）

0.186
1.50（最小：0.300）

0.470

2.00

定格：3.73，中間：5.53

5.1

4.9

定格：3.72，中間：5.60

2.1（中温：2.1）
1.3

冷：87，暖：88

5.0[ 1.3 ～ 5.6 ]（最小：1.3）

2.3

5.1

0.75

4.0

4.1

 5（12）

1.21

0.375（中温：0.315）

0.186
1.25（最小：0.256）

0.410

2.00

定格：4.00，中間：5.61

5.5

5.3

冷：63，暖：61
冷：49，暖：47

TC-PSAE-5AW（8）

5.0 [ 1.3 ～ 5.6]4.5 [ 1.3 ～ 5.0 ]

P急：60，急：56，強：51，弱：45
P急：46，急：42，強：38，弱：32

冷：45，暖：46
冷：60，暖：61

640 × 800（+71）× 290
46

1.00.9

50

RMT5113SWE11 × 1

ℓ

冷 

却 

装 

置

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 1台

　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP50形，P56形に設定され，

　　　上記の仕様で運転します。

　(8)  エアフレックスパネルにはドラフト防止機能・人感センサを搭載しております。

　(9)  エアフレックスパネルについては，RC-DX3Bのみ使用可能です。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。
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運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

I         P         コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmm

A

MPa

トン

　　

パ ネ ル 形 式（別 売 品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法
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配 

線

運
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音
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性
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ユ
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ト

冷暖房兼用機（ヒータレス単相電源形）〔FDTCV-HK〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

0.52（届出不要）0.46（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×5個
φ12.7（フレア接続）

φ6.35（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：33，暖：33

34

20

20

30（20）

2.0

1.5（R32）［配管30m分封入済］

0.450（M-MB75）

2.0 × 2本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

－

側板を利用して可能（100×100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：14，急：12 ，強：10，弱：8

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：14，エアフレックスパネル：3

本体：248 × 570 × 570，パネル：10 × 620 × 620

単相　200V　50/60Hz

RC-DX３B，RC-D4G（9）

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP455HK

定格：3.74，中間：5.39

1.8（中温：1.8）
1.3

FDTCV455HK5SA

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP405HK

FDTCV405HK5SA

 5（16）

1.07

冷：88，暖：89

4.5 [ 1.1 ～ 5.0 ]（最小：1.1）

2.1

4.6

0.80

6.1

6.6

0.334（中温：0.282）

0.195
1.18（最小：0.251）

0.394

1.88

定格：3.81，中間：5.33

5.1

5.0

定格：3.85，中間：5.41

1.7（中温：1.7）
1.3

冷：88，暖：88

4.0[ 1.0 ～ 4.5 ]（最小：1.0）

1.8

4.6

0.83

5.3

5.6

 5（16）

0.935

0.314（中温：0.261）

0.195
0.985（最小：0.233）

0.342

1.88

定格：4.06，中間：5.26

5.1

5.1

冷：59，暖：61
冷：45，暖：45

TC-PSAE-5AW（8）

4.0 [ 1.3 ～ 4.5 ]3.6 [ 1.3 ～ 4.0 ]

P急：60，急：56，強：51，弱：45
P急：46，急：42，強：38，弱：32

冷：43，暖：45
冷：58，暖：60

640 × 800（+71）× 290
47

0.80.6

50

RMT5113SWE11 × 1

ℓ

冷 

却 

装 

置

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 1台

　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP40形，P45形に設定され，

　　　上記の仕様で運転します。

　(8)  エアフレックスパネルにはドラフト防止機能・人感センサを搭載しております。

　(9)  エアフレックスパネルについては，RC-DX3Bのみ使用可能です。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

⑵　ハイパーインバータシリーズ
PJF000Z579
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運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

I         P         コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmm

A

MPa

トン

　　

パ ネ ル 形 式（別 売 品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 
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置

送
風
装
置

配
管
寸
法
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冷暖房兼用機（ヒータレス単相電源形）〔FDTCV-HK〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

0.52（届出不要）0.46（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×5個
φ12.7（フレア接続）

φ6.35（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：33，暖：33

34

20

20

30（20）

2.0

1.5（R32）［配管30m分封入済］

0.450（M-MB75）

2.0 × 2本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

－

側板を利用して可能（100×100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：14，急：12 ，強：10，弱：8

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：14，エアフレックスパネル：3

本体：248 × 570 × 570，パネル：10 × 620 × 620

単相　200V　50/60Hz

RC-DX３B，RC-D4G（9）

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP455HK

定格：3.74，中間：5.39

1.8（中温：1.8）
1.3

FDTCV455HK5SA

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP405HK

FDTCV405HK5SA

 5（16）

1.07

冷：88，暖：89

4.5 [ 1.1 ～ 5.0 ]（最小：1.1）

2.1

4.6

0.80

6.1

6.6

0.334（中温：0.282）

0.195
1.18（最小：0.251）

0.394

1.88

定格：3.81，中間：5.33

5.1

5.0

定格：3.85，中間：5.41

1.7（中温：1.7）
1.3

冷：88，暖：88

4.0[ 1.0 ～ 4.5 ]（最小：1.0）

1.8

4.6

0.83

5.3

5.6

 5（16）

0.935

0.314（中温：0.261）

0.195
0.985（最小：0.233）

0.342

1.88

定格：4.06，中間：5.26

5.1

5.1

冷：59，暖：61
冷：45，暖：45

TC-PSAE-5AW（8）

4.0 [ 1.3 ～ 4.5 ]3.6 [ 1.3 ～ 4.0 ]

P急：60，急：56，強：51，弱：45
P急：46，急：42，強：38，弱：32

冷：43，暖：45
冷：58，暖：60

640 × 800（+71）× 290
47

0.80.6

50

RMT5113SWE11 × 1

ℓ

冷 

却 

装 

置

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 1台

　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP40形，P45形に設定され，

　　　上記の仕様で運転します。

　(8)  エアフレックスパネルにはドラフト防止機能・人感センサを搭載しております。

　(9)  エアフレックスパネルについては，RC-DX3Bのみ使用可能です。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。
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パ ワ ー レ ベ ル
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パ ネ ル 形 式（別 売 品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格
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最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管
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冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

0.64（届出不要）0.56（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×5個
φ12.7（フレア接続）

φ6.35（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：33，暖：33 冷：38，暖：33

34

20

20

30（20）

2.0

1.5（R32）［配管30m分封入済］

0.450（M-MB75）

2.0 × 2本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

－

側板を利用して可能（100×100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：14，急：12 ，強：10，弱：8

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：14，エアフレックスパネル：3

本体：248 × 570 × 570，パネル：10 × 620 × 620

単相　200V　50/60Hz

RC-DX３B，RC-D4G（9）

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP565HK

定格：3.36，中間：4.77

2.3（中温：2.4）
1.3

FDTCV565HK5SA

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP505HK

FDTCV505HK5SA

 5（16）

1.49

冷：93，暖：93

5.6 [ 1.4 ～ 6.3 ]（最小：1.4）

2.6

5.1

0.71

8.0

8.4

0.482（中温：0.444）

0.195
1.57（最小：0.315）

0.492

2.06

定格：3.57，中間：5.28

4.8

4.7

定格：3.57，中間：5.36

2.1（中温：2.1）
1.3

冷：89，暖：91

5.0[ 1.3 ～ 5.6 ]（最小：1.3）

2.3

5.1

0.75

7.1

7.1

 5（16）

1.26

0.392（中温：0.334）

0.195
1.30（最小：0.268）

0.428

2.06

定格：3.85，中間：5.37

5.2

5.0

冷：63，暖：61
冷：49，暖：47

TC-PSAE-5AW（8）

5.0 [ 1.3 ～ 5.6 ]4.5 [ 1.3 ～ 5.0 ]

P急：60，急：56，強：51，弱：45
P急：46，急：42，強：38，弱：32

冷：45，暖：46
冷：60，暖：61

640 × 800（+71）× 290
47

1.00.9

50

RMT5113SWE11 × 1

ℓ

冷 

却 

装 

置

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 1台

　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP50形，P56形に設定され，

　　　上記の仕様で運転します。

　(8)  エアフレックスパネルにはドラフト防止機能・人感センサを搭載しております。

　(9)  エアフレックスパネルについては，RC-DX3Bのみ使用可能です。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。
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室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

I         P         コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmm

A

MPa

トン

　　

パ ネ ル 形 式（別 売 品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

0.52（届出不要）0.46（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×5個
φ12.7（フレア接続）

φ6.35（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：33，暖：33

34

20

15

15（15）

2.0

1.5（R32）［配管30m分封入済］

0.450（M-MB75）

2.0 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

－

側板を利用して可能（100×100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：14，急：12 ，強：10，弱：8

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：14，エアフレックスパネル：3

本体：248 × 570 × 570，パネル：10 × 620 × 620

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３B，RC-D4G（9）

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP455H

定格：3.85，中間：5.49

1.8（中温：1.8）
1.3

FDTCV455H5SA

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP405H

FDTCV405H5SA

 5（12）

1.04

冷：87，暖：87

4.5 [ 1.1 ～ 5.0 ]（最小：1.1）

2.1

4.6

0.80

3.5

3.8

0.328（中温：0.276）

0.192
1.15（最小：0.248）

0.388

1.87

定格：3.91，中間：5.41

5.2

5.1

定格：3.90，中間：5.52

1.7（中温：1.7）
1.3

冷：84，暖：85

4.0[ 1.0 ～ 4.5 ]（最小：1.0）

1.8

4.6

0.83

3.2

3.3

 5（12）

0.923

0.308（中温：0.255）

0.192
0.973（最小：0.230）

0.336

1.87

定格：4.11，中間：5.36

5.2

5.2

冷：59，暖：61
冷：45，暖：45

TC-PSAE-5AW（8）

4.0 [ 1.3 ～ 4.5 ]3.6 [ 1.3 ～ 4.0 ]

P急：60，急：56，強：51，弱：45
P急：46，急：42，強：38，弱：32

冷：43，暖：45
冷：58，暖：60

640 × 800（+71）× 290
46

0.80.6

50

RMT5113SWE11 × 1

ℓ

冷 

却 

装 

置

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 1台

　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP40形，P45形に設定され，

　　　上記の仕様で運転します。

　(8)  エアフレックスパネルにはドラフト防止機能・人感センサを搭載しております。

　(9)  エアフレックスパネルについては，RC-DX3Bのみ使用可能です。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

冷暖房兼用機（ヒータレス三相電源形）〔FDTCV-H〕
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室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

I         P         コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmm

A

MPa

トン

　　

パ ネ ル 形 式（別 売 品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

0.52（届出不要）0.46（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×5個
φ12.7（フレア接続）

φ6.35（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：33，暖：33

34

20

15

15（15）

2.0

1.5（R32）［配管30m分封入済］

0.450（M-MB75）

2.0 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

－

側板を利用して可能（100×100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：14，急：12 ，強：10，弱：8

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：14，エアフレックスパネル：3

本体：248 × 570 × 570，パネル：10 × 620 × 620

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３B，RC-D4G（9）

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP455H

定格：3.85，中間：5.49

1.8（中温：1.8）
1.3

FDTCV455H5SA

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP405H

FDTCV405H5SA

 5（12）

1.04

冷：87，暖：87

4.5 [ 1.1 ～ 5.0 ]（最小：1.1）

2.1

4.6

0.80

3.5

3.8

0.328（中温：0.276）

0.192
1.15（最小：0.248）

0.388

1.87

定格：3.91，中間：5.41

5.2

5.1

定格：3.90，中間：5.52

1.7（中温：1.7）
1.3

冷：84，暖：85

4.0[ 1.0 ～ 4.5 ]（最小：1.0）

1.8

4.6

0.83

3.2

3.3

 5（12）

0.923

0.308（中温：0.255）

0.192
0.973（最小：0.230）

0.336

1.87

定格：4.11，中間：5.36

5.2

5.2

冷：59，暖：61
冷：45，暖：45

TC-PSAE-5AW（8）

4.0 [ 1.3 ～ 4.5 ]3.6 [ 1.3 ～ 4.0 ]

P急：60，急：56，強：51，弱：45
P急：46，急：42，強：38，弱：32

冷：43，暖：45
冷：58，暖：60

640 × 800（+71）× 290
46

0.80.6

50

RMT5113SWE11 × 1

ℓ

冷 

却 

装 

置

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 1台

　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP40形，P45形に設定され，

　　　上記の仕様で運転します。

　(8)  エアフレックスパネルにはドラフト防止機能・人感センサを搭載しております。

　(9)  エアフレックスパネルについては，RC-DX3Bのみ使用可能です。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

冷暖房兼用機（ヒータレス三相電源形）〔FDTCV-H〕

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

I         P         コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmm

A

MPa

トン

　　

パ ネ ル 形 式（別 売 品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

0.64（届出不要）0.56（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×5個
φ12.7（フレア接続）

φ6.35（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：33，暖：33 冷：38，暖：33

34

20

15

15（15）

2.0

1.5（R32）［配管30m分封入済］

0.450（M-MB75）

2.0 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

－

側板を利用して可能（100×100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：14，急：12 ，強：10，弱：8

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：14，エアフレックスパネル：3

本体：248 × 570 × 570，パネル：10 × 620 × 620

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３B，RC-D4G（9）

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP565H

定格：3.42，中間：4.86

2.3（中温：2.4）
1.3

FDTCV565H5SA

室内：FDTCZP565SA
室外：FDCVP505H

FDTCV505H5SA

 5（12）

1.46

冷：88，暖：89

5.6 [ 1.4 ～ 6.3 ]（最小：1.4）

2.6

5.1

0.71

4.8

5.0

0.473（中温：0.435）

0.192
1.54（最小：0.308）

0.483

2.05

定格：3.64，中間：5.38

4.9

4.8

定格：3.63，中間：5.48

2.1（中温：2.1）
1.3

冷：88，暖：89

5.0[ 1.3 ～ 5.6 ]（最小：1.3）

2.3

5.1

0.75

4.1

4.2

 5（12）

1.24

0.383（中温：0.325）

0.192
1.28（最小：0.263）

0.419

2.05

定格：3.91，中間：5.49

5.3

5.1

冷：63，暖：61
冷：49，暖：47

TC-PSAE-5AW（8）

5.0 [ 1.3 ～ 5.6 ]4.5 [ 1.3 ～ 5.0 ]

P急：60，急：56，強：51，弱：45
P急：46，急：42，強：38，弱：32

冷：45，暖：46
冷：60，暖：61

640 × 800（+71）× 290
46

1.00.9

50

RMT5113SWE11 × 1

ℓ

冷 

却 

装 

置

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 1台

　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP50形，P56形に設定され，

　　　上記の仕様で運転します。

　(8)  エアフレックスパネルにはドラフト防止機能・人感センサを搭載しております。

　(9)  エアフレックスパネルについては，RC-DX3Bのみ使用可能です。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。
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室 内 吸 込 空 気 温 度

室 外 吸 込 空 気 温 度

冷 房 時
暖 房 時
冷 房 時
暖 房 時

適 用 地 域

設 置 場 所

室 内 ユ ニ ッ ト 雰 囲 気 温・湿 度 ⑵

30m 以下
（室外ユニットが下の場合：15m 以下）

7 分以上（停止〜停止／始動〜始動）
3 分以上

定格電圧 200V ± 10％以内
定格電圧 200V の 15％

3％以内
電源電圧

圧縮機の
発停頻度

1 サ イ ク ル 時 間
停 止 時 間
電 圧 変 動
始 動 時 の 電 圧 降 下
相 間 ア ン バ ラ ン ス

50m 以下

⑴　エクシードハイパーシリーズ／ハイパーインバータシリーズ

詳細は使用温度範囲（次ページ）をご覧ください。

ヒートポンプ機（暖房運転を考慮して）日最低気温が 12 〜 3 月の冬期 4 か月間の
平均値で 0℃ DB 以上であって降雪の多くない地域。降雪地域では，防雪フード

（オプション）を組付け使用してください。
外形図に据付スペースに関する制限を記載しております。
室内ユニットの据付は床面から 2.5 ｍ以上としてください。　　

露点温度 28℃以下，相対湿度 80％以下

相対温度が 70％を越える天井内等では，厚さ 20mm 以上の断熱が必要になります。
相対温度が 70％を越える天井内等では，厚さ 10mm 以上の断熱が必要になります。

冷 媒 配 管 の 断 熱
ド レ ン 配 管 の 断 熱
冷 媒 配 管 の 片 道 配 管 長（ 実 長 ）⑶

室 外 ユ ニ ッ ト の 高 さ の 差

注⑴　次のような場所への設置は行わないでください。
　　　・調理場や機械工場など，油の飛沫や油煙，蒸気・湿気の立ち込める場所。
　　　・可燃性ガスの漏れる恐れがある場所。
　　　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ等，機器に影響する物質の発生・滞留するところ。
　　　・海岸地帯の潮風が直接当たる場所。
　　　・化粧品，特殊なスプレーを頻繁に使用するところ。
　　　・電磁波・高周波の発生する機器の近く。
　　　・カーボン繊維や金属分・粉およびパウダー等が浮遊する場所。
　　　・煙突の煙がかかる場所。
　　　・標高 1000m 以上の場所。
　　　・洗たく室等 水が掛かる場所。
　　　　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。
　　　・車両・船舶等移動するものへの設置。
　　　・積雪の多い所。
　　　・ワイヤレス仕様で使れわる場合，受信部に影響のある光線が飛び交うところ。
　⑵　雰囲気の温湿度が上記の値を超える場合は外板の断熱材のポリウレタンホーム（t10 以上）を追加してください。
　⑶　 片道配管長が 8m より短い場合は工場出荷時のチャージ量から 0.2kg 減らしてください。
　⑷　 冷媒 R32 には，わずかながら燃焼性があります。そのため，半地下や狭小部など換気の悪い場所で室外ユニットを設置・修理・移設する

際の作業時は，冷媒漏えいセンサを携行してください。冷媒が漏えいした場合は，窒息や着火の原因となる恐れがあります。

2. 使用範囲
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APCA001Z812
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■使用温度範囲

・冷房運転

・暖房運転

■ ユニットの風量を妨げる様な場所，室外ユニットに強風・他のユニット吹出風が当たる場所に設置された場合，冷房・暖房能力の

注(1)　※－５℃以下で使用する場合は，防雪フード（オプション）を組付けてください。

    減少，制御により連続運転をしない範囲が発生します。

冷房使用範囲

暖房使用範囲

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

（℃DB）

10 12 14 16 18 20 22 24 26

室内湿球温度（℃WB）

5

10

15

20

25

30

35

（℃DB）

-25 -20 -5 0 5 2520

室外湿球温度（℃WB）

■冷媒量と最小床面積の関係

冷媒量

kg

最小床面積

m2

1.5 5.4

2.0 7.2

2.5 9.1

3.0 10.9

3.5 12.7

4.0 15.1

4.5 19.2

5.0 23.7

5.5 28.6

6.0 34.1

6.5 40.0

7.0 46.3

7.5 53.2

8.0 60.5

冷媒量ごとに規定している室内の最小床面積を下回るスペースへの設置はできません。

冷媒量［kg］

最
小
床
面
積

［m2］

0

10

20

30

40

50

60

70

1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0
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B 冷媒液側配管
C ドレン配管 VP25（I.D.25,O.D.32）
D１ 電源線取入口

F 吊りボルト M10またはM8

据付スペース • 記号一覧

障害物

隣接設置の場合は、ユニット間を4000以上離してください。

1000以上10
00

以
上

H φ125吹出分岐ダクト接続口

φ6.35（フレア）

吊りボルトピッチ530

吊り
ボル

トピ
ッチ

53
0

□570

24
8

13
019

0

10
21

0
13

0

288
110

50
以

上

764

225
175
185

35
4 32
5

73

184 63

H

H

H

BA C F

D2D1

60

14
0

140

88

100

10
0

H

D1

制御箱

吊り金具

（付属品）
現地取付

ドレンホース

エアフレックス

パネル

吹出口吸込口

現
地ド

レン
アッ

プ
最

大
寸

法

～245215

85
0以

下

穴

6-∅4
タッピン用

D２ リモコン線・通信線取入口

□400
□620

記 号 内          容

制御箱

点検口設置位置（注（2）参照）
Ｊ 450×450点検口

システム天井以外の開口寸法□576～600
システム天井時の開口寸法□576～610

人感センサ

15
0～

20
0

A 冷媒ガス側配管 φ12.7（フレア）

注（1）装置銘板は制御箱の蓋に付いてます。
　（2）このユニットは、システム天井用に設計されています。
           もし、システム天井以外に据付ける場合は、制御箱側に点検口を設置してください。

⑴　室内ユニット

3. 外  形  図

PJF000Z580
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B 冷媒液側配管
C ドレン配管 VP25（I.D.25,O.D.32）
D１ 電源線取入口

F 吊りボルト M10またはM8

据付スペース • 記号一覧

障害物

隣接設置の場合は、ユニット間を4000以上離してください。

1000以上10
00

以
上

H φ125吹出分岐ダクト接続口

φ6.35（フレア）

吊りボルトピッチ530

吊り
ボル

トピ
ッチ

53
0

□570

24
8

13
019

0

10
21

0
13

0

288
110

50
以

上

764

225
175
185

35
4 32
5

73

184 63

H

H

H

BA C F

D2D1

60

14
0

140

88

100

10
0

H

D1

制御箱

吊り金具

（付属品）
現地取付

ドレンホース

エアフレックス

パネル

吹出口吸込口

現
地ド

レン
アッ

プ
最

大
寸

法

～245215

85
0以

下

穴

6-∅4
タッピン用

D２ リモコン線・通信線取入口

□400
□620

記 号 内          容

制御箱

点検口設置位置（注（2）参照）
Ｊ 450×450点検口

システム天井以外の開口寸法□576～600
システム天井時の開口寸法□576～610

人感センサ

15
0～

20
0

A 冷媒ガス側配管 φ12.7（フレア）

注（1）装置銘板は制御箱の蓋に付いてます。
　（2）このユニットは、システム天井用に設計されています。
           もし、システム天井以外に据付ける場合は、制御箱側に点検口を設置してください。

⑵　室外ユニット
	 FDCZP405H，455H，505H，565H，405HK，455HK，505HK，565HK
	 FDCVP405H，455H，505H，565H，405HK，455HK，505HK，565HK

PCA001Z805

94
.5

42
.5

64
0

800

89 510 201

327.383
.5

29
0

43
.5

327.3 50.6
12

24
.3

31
2.5

14
.8

71.2

17.9
40°40°

33.5148.4

12
.4

35
1.6

38.6

90
.6

520.6 161
35

.6

L1

L4L3L2

21.9

A

C

電源接続用端子台

D

B

E

冷媒ガス側配管接続口
φ6.35（フレア）冷媒液側配管接続口

配管配線取出口

M10用4か所
φ20  5か所

φ12.7（フレア）

アンカ―ボルト用穴
ドレン排水用穴

E
D
C
B
A

250 250

280

L4

75

据　付　例

80

280

80
100
100

開放

開放

L3
L2
L1

Ｉ

開放

注（1） 四面障壁は不可です。
　（2） ユニットは必ずアンカーボルトで固定してください。
　　 　 アンカーボルト飛び出し長さは15mm以下としてください。
　（3） 強風が吹きつける場合は吹出口と風向を直角にしてください。
　（4） ユニット上部には,1m以上のスペ―スをとってください。
　（5） 吹出口前面の障壁はユニット高さ以下としてください。
　（6） 装置銘板は正面右下についています。

内　　　　　容記号

Ⅱ Ⅲ

寸
法 80

180
開放

Ⅳ

開放

吸込

吹出

吸込

サービス
スペース

E

E

E

据付最小スペース

（　  ）
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⑶　リモートコントローラ
⒜　ワイヤードリモコン（別売品）
　ⅰ　RC-DX3B

52mm

30mm

12
0m

m

30mm

30mm

リモコン温度センサ

配線

中央取出しの場合左上取出しの場合

37 23 23

83
.5

12
0

18
.3

19
120

正面から見た取付寸法

固定穴

取付用位置5か所から
上下2か所を固定

●　リモートコントローラ品番

長さ（m） 備　考適用機種 重工空調品番

全機種

ＨＡ０６１９２
配線心数：２

（０．３ｍｍ２）ＨＡ０６１９３

ＨＡ０６１９４

１０

５０

１００

■リモコン配線（別売品）

適用機種

全機種

ＭＨＩ品番

ＲＣ-ＤＸ1G

リモコンコードを延長する場合の注意

● 詳細については，リモートコントローラ
　の取付（000ページ）をご覧ください。

リモコン取付寸法設置スペース

ケース分解作業のため,
最小スペースを確保し
てください。
上面・左右側面：30mm以上
下面　　　　　：120mm以上
L形ドライバー使用の場合は，
50mm以上

ただし

PJZ000Z332
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PJZ000Z290

　ⅱ　RC-D4G

温度設定 運転／停止 

48

□120

中央取出しの場合

X, Y端子台
M3ねじ角座金付

左上取出しの場合

液晶表示部

0.3ｍｍ２、2心

配線露出取付
壁面

配線
（埋込の場合）

JISボックス
（客先手配品）

19

配線埋込取付

ただし
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⒝　ワイヤレスリモコン（別売品）：RCN-D5
　ⅰ　リモコン

PJZ000Z324 A

　ⅱ　本体受信・表示部
　　　■天井埋込形小容量（FDTC)

表示部 

RUN
TI MER
CHECK

受信部 
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⒜　パネル

⒝　パネル形式

⑵　リモートコントローラ

　　⒜　RC-DX3B

温度設定  運転／停止 

  パールホワイト 
（マンセルＮ₈．₅近似） 

　　⒝ RC-D4G

運転/停止

・
F 1 F 2

 パールホワイト
  （DSC-0006）

外板一式 
  スタッコホワイト 

（マンセル4.2Y7.5/1.1近似） 

⑶　室外ユニット
FDCZP405H，455H，505H，565H，405HK，455HK，505HK，565HK
FDCVP405H，455H，505H，565H，405HK，455HK，505HK，565HK

⑴　室内ユニット

4. 塗  装  色

ファインスノー（マンセル 8.0Y9.3/0.1 近似）

パネル形式 パネル色

TC-PSAE-5AW
（エアフレックス）

パネル

吹出口
吸込グリル
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5. 能力特性
 仕様の能力値はJIS B 8616条件による値です。実際の能力は下式により求めてください。
（なお，暖房能力は，補助ヒータを含まないヒートポンプのみの値です。）

実際の
ユニット能力

＝ 定格能力 × × ×
配管相当長による
補正係数

室内･外高低差による
補正係数

風量変更時の
補正係数

ご注意：外気温度が－5℃以下で冷房運転する場合は，できるだけ室外ユニットは自然風の影響を受けない設置状態とし
            てください。風が当たると，低圧圧力の低下により圧縮機の停止頻度が多くなり，能力が更に低下しユニットの
            故障原因となります。
            

能 力 特 性

温度条件による
補正係数

×

2)  室内・外温度条件による消費電力補正 

消
費
電
力
補
正
係
数

室外乾球温度 (℃DB)

0.5

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50

(a)  温度条件による能力補正（全形式共通）

(1)  エクシードハイパーシリーズ

       ( i )  冷房

           1)   室内・外温度条件による能力補正 

能
力
補
正
係
数

室外乾球温度 (℃DB)

0.5

0

0

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50

室内湿球温度 24℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 17℃WB

室内湿球温度 12℃WB

室内湿球温度 15℃WB

室内湿球温度 12℃WB

室内湿球温度 15℃WB

室内湿球温度 17℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 24℃WB
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       ( ii)  暖房

           1)  室内・外温度条件による能力補正 

2)  室内・外温度条件による消費電力補正 

能
力
補
正
係
数

消
費
電
力
補
正
係
数

室内乾球温度 (℃DB)

室内乾球温度 (℃DB)

0

0.5

1.0

1.5

0.5

0

1.0

1.5

5 1510 2520 3530

5 10 15 20 25 30 35

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 1℃WB

室外湿球温度 6℃WB

室外湿球温度 10℃WB

室外湿球温度 1℃WB

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 6℃WB

室外湿球温度 10℃WB

室外湿球温度 18℃WB

室外湿球温度 18℃WB
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(c) 風量変更時の能力補正係数

風            量

能力補正係数

P急

1.00

強

0.97

弱

0.95

冷暖房能力算出方法

●例１…暖房

      室外湿球温度：1℃ＷＢ，室内乾球温度：23℃ＤＢ
      配管距離相当長：30ｍ
      室内，室外ユニットの高さ方向の差：10ｍ
                                                  (室外ユニットが上)

●例2…冷房

      室外乾球温度：32℃DＢ，室内湿球温度：19℃WＢ
      配管距離相当長：30ｍ
      室内，室外ユニットの高さ方向の差：5ｍ
                                                  (室外ユニットが下)

この場合の暖房能力：

5.6  × 0.73 ×  0.984 × 0.98 × 1.0 ≒ 3.9kW

FDTCZ565H5SA
定格暖房能力

風量
P急

温度条件に
よる補正

相当長
30m

高低差
10m

この場合の冷房能力：

5.0  × 1.01 ×  0.962 × 0.99 × 1.0 ≒ 4.9kW

FDTCZ565H5SA
定格冷房能力

風量
P急

温度条件に
よる補正

相当長
30m

高低差
5m

形式：FDTCZ565H5SA，風量：P急，

形式：FDTCZ565H5SA，風量：P急，

(b) 配管距離･室内･外ユニット高低差による能力補正
     冷媒配管長（室内･室外ユニット間の片道長）および室内･室外ユニット高低差により，冷房・暖房能力の補正が必要です。
    (i) 配管相当長による能力補正係数

          室内･外ユニット間の高低差0mの場合の配管相当長対応の補正係数は下表のとおりです。
        P405～P565

注(1)   相当長は次ページの式により計算してください。
           ただし相当長としてそれぞれの形式の配管距離制限長さ（実長）＋５ｍ以内となるよう設置してください。

冷    房

暖    房    (    全    形    式    共    通    )

P405
P455

P505
P565

1
1

1

1
1

0.997
0.997

0.995

0.996
0.996

0.991
0.990

0.992

0.989
0.987

0.985
0.983

0.990

0.981
0.979

0.980
0.976

0.987

0.973
0.970

0.974
0.970

0.984

0.966
0.962

0.968
0.963

0.981

0.958
0.953

0.962
0.956

0.978

0.951
0.945

0.956
0.950

項目 相当長(m)(1) 50 557.5 10 15 20 25 30 35 40 45
0.975

0.943
0.936

0.949
0.945

0.972

0.936
0.928

0.943
0.939

0.970

0.929
0.919

●相当長＝実長＋（ベンドの相当長×途中配管のベンド数）
   ベンド1個当りの相当長
ガス配管径(ｍｍ)

ベンドの相当長 

φ9.52

0.15

φ12.7

0.20

φ15.88

0.25

φ19.05

0.30

φ25.4

0.40

φ25.88

0.45

(ii) 室内･外ユニット高低差による能力補正係数
      冷房時室外ユニットが下，暖房時室外ユニットが上，の場合のみ補正してください。

室 内 ・ 室 外 ユ ニ ッ ト の 高 さ 方 向 の 差 （ ｍ ）
補           正           係           数  

5
0.99

P405～P565

50

30(15)

10
0.98

15
0.97

20
0.96

25
0.95

30
0.94

■配管距離の制限値

最 大 片 道 長 さ ( 実 長 ) (１) (ｍ)

高   さ   方   向  (２)   (ｍ)

注(1)　表中の数値は室内，室外ユニット間の配管片道長さを示します。
注(2)　(　)は室外ユニットが室内ユニットよりも下にある場合を示します。

項目

形式
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(2)  ハイパーインバータシリーズ
 (a)  温度条件による能力補正（全形式共通）

       (i)  冷房
           1)  室内・外温度条件による能力補正 

2)  室内・外温度条件による消費電力補正 

室内湿球温度 12℃WB

室内湿球温度 15℃WB

室内湿球温度 17℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 24℃WB

消
費
電
力
補
正
係
数

室外乾球温度 (℃DB)

0.5

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50

0

室内湿球温度 24℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 17℃WB

室内湿球温度 12℃WB

室内湿球温度 15℃WB

能
力
補
正
係
数

室外乾球温度 (℃DB)

0.5

0

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50
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室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 1℃WB

室外湿球温度 6℃WB

室外湿球温度 10℃WB

室外湿球温度 18℃WB

室外湿球温度 1℃WB

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 6℃WB

室外湿球温度 10℃WB

室外湿球温度 18℃WB

2)  室内・外温度条件による消費電力補正 

(ii)  暖房
     1)  室内・外温度条件による能力補正 

能
力
補
正
係
数

室内乾球温度 (℃DB)

0

0.5

1.0

1.5

5 1510 2520 3530

消
費
電
力
補
正
係
数

室内乾球温度 (℃DB)

0.5

0

1.0

1.5

5 10 15 20 25 30 35
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(b) 配管距離･室内･外ユニット高低差による能力補正
     冷媒配管長（室内･室外ユニット間の片道長）および室内･室外ユニット高低差により，冷房・暖房能力の補正が必要です。
    (i) 配管相当長による能力補正係数
          室内･外ユニット間の高低差0mの場合の配管相当長対応の補正係数は下表のとおりです。
        P405～P565

注(1)   相当長は次ページの式により計算してください。
           ただし相当長としてそれぞれの形式の配管距離制限長さ（実長）＋５ｍ以内となるよう設置してください。

50 55項目 相当長(m)(1)

冷    房

暖    房    (    全    形    式    共    通    )

P405
P455

P505
P565

1
1

7.5
1

1
1

0.997
0.997

10
0.995

0.996
0.996

0.991
0.990

15
0.992

0.989
0.987

0.985
0.983

20
0.990

0.981
0.979

0.980
0.976

25
0.987

0.973
0.970

0.974
0.970

30
0.984

0.966
0.962

0.968
0.963

35
0.981

0.958
0.953

0.962
0.956

40
0.978

0.951
0.945

0.956
0.950

45
0.975

0.943
0.936

0.949
0.945

0.972

0.936
0.928

0.943
0.939

0.970

0.929
0.919

●相当長＝実長＋（ベンドの相当長×途中配管のベンド数）
   ベンド1個当りの相当長
ガス配管径(ｍｍ)

ベンドの相当長 

φ9.52

0.15

φ12.7

0.20

φ15.88

0.25

φ19.05

0.30

φ25.4

0.40

φ25.88

0.45

(ii) 室内･外ユニット高低差による能力補正係数
      冷房時室外ユニットが下，暖房時室外ユニットが上，の場合のみ補正してください。

室 内 ・ 室 外 ユ ニ ッ ト の 高 さ 方 向 の 差 （ ｍ ）
補           正           係           数  

5
0.99

P405～P565

50

30(15)

10
0.98

15
0.97

20
0.96

25
0.95

30
0.94

■配管距離の制限値

最大片道長さ(実長)(１) (ｍ)

高  さ  方  向 (２)  (ｍ)

注(1)　表中の数値は室内，室外ユニット間の配管片道長さを示します。
注(2)　(　)は室外ユニットが室内ユニットよりも下にある場合を示します。

項目

形式

(c) 風量変更時の能力補正係数

風            量

能力補正係数

P急または急

1.00

強

0.97

弱

0.95

冷暖房能力算出方法

●例１…暖房
      形式：FDTCV455H5SA，風量：P急，
      室外湿球温度：1℃ＷＢ，室内乾球温度：23℃ＤＢ
      配管距離相当長：30ｍ
      室内，室外ユニットの高さ方向の差：10ｍ
                                                  (室外ユニットが上)

●例2…冷房
      形式：FDTCV455H5SA，風量：P急，
      室外乾球温度：32℃DＢ，室内湿球温度：19℃WＢ
      配管距離相当長：30ｍ
      室内，室外ユニットの高さ方向の差：5ｍ
                                                  (室外ユニットが下)

この場合の暖房能力：

4.5 × 0.73 ×  0.984 × 0.98 × 1.0 ≒ 3.2kW

FDTCV455H5SA
定格暖房能力

風量
P急

温度条件に
よる補正

相当長
30m

高低差
10m

この場合の冷房能力：

4.0 ×  1.01 ×  0.970 × 0.99 × 1.0 ≒ 3.9kW

FDTCV455H5SA
定格冷房能力

風量
P急

温度条件に
よる補正

相当長
30m

高低差
5m
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 冷房  風量: P 急 

  ルーバ位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 暖房  風量: P 急 

  ルーバ位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
1m 0m 2m 3m 4m 5m 5m 4m 3m 2m 1m 

2.7m 

2m 

1m 

0m 

2.7m 

2m 

1m 

0m 

 
1m 0m 2m 3m 4m 5m 5m 4m 3m 2m 1m 

2.7m 

2m 

1m 

0m 

2.7m 

2m 

1m 

0m 

 

 

 

 

 

 

 2424 
 2121  1818  1515 

 2424 
 2121  1818  1515 

  
  

 

 

  

 23 

 32 
 35 

 26  29 
 32 

 35 

 23  26  29 

  

 

  
 

 

1m 0m 2m 3m 4m 5m 5m 4m 3m 2m 1m 

2.7m 

2m 

1m 

0m 

2.7m 

2m 

1m 

0m 

1m 0m 2m 3m 4m 5m 5m 4m 3m 2m 1m 

2.7m 

2m 

1m 

0m 

2.7m 

2m 

1m 

0m 

 

 

 

0.30.3

0.60.6

0.90.9

0.30.3

0.60.6

0.90.9

0.30.3

0.60.6
0.90.9

0.30.3

0.60.6
0.90.9

風速分布

温度分布

風速分布

(℃)

(m/sec)

(℃)

(m/sec)

温度分布

FDTCZP565SA

6. 気流分布

AISD18195
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オクターブ中心周波数（Hz）

音
圧

レ
ベ

ル
（

d
B
）（

基
準

音
圧

2
×

1
0

－
5
P
a
）

63 125 250 500 1000 2000 4000 8000

20

10

30

40

50

60

20

10

30

40

50

60

N30

N40

N20

N50

N60

FDTCZP565SA

注⑴　暖房時もほぼ同じです。

ユニット 

1.
5m

測定条件：JIS B 8616･ 冷房　測定場所：無響室
マイク位置：ユニット中央下方1.5m )(

FDTCZP565SA

運転音は，JIS規格に準拠し，無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は，周囲の騒音や部
屋の反響を受け，表示値より大きくなるのが普通です。

7. 運  転  音
⑴　室内ユニット
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⑵　室外ユニット （測定条件：JIS B 8616         　      ）　マイク位置：本体前方 1m・高さ 1m
エクシードハイパーシリーズ・ハイパーインバータシリーズ共通

FDCZP405HK,405H
FDCVP405HK,405H

63 125 250 500 1000 2000 4000 8000

20

10

30

40

50

60

20

10

30

40

50

60

N30

N40

N20

N50

N60

オクターブ中心周波数 (Hz)

音
圧

レ
ベ

ル
 (

d
B

) 
(標

準
音

圧
 2

×1
0

-5
 P

a
) 冷房

63 125 250 500 1000 2000 4000 8000

20

10

30
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CN
TA アオ

1
2

Th
i-A 

CN
I

アオ

CN
J1 シロ

CN
J2 ハイ

AM
4

AM
1

AM
2

AM
3

6 5 4 3 2 1

CN
N キ

Th
i-R

3

Th
i-R

2

Th
i-R

1
t°t°t°

2 1
Th

i-A
F

t°
CN

F キ

2 1
CN

C
シロ

HS

CN
H クロ

1
2

t°
DM

1
2 CN

R シロ

M

CN
M1 シロ

FM
i M

F2

CN
B クロCN
K1 シロ

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

2 1

アカ アカアカアカキクロクロ キ

1
4

5
6

7

XR
1

XR
5（遠

方操
作：

無電
圧接

点）

CN
T

アオ

（運
転）

（暖
房）

（コ
ンプ

）
（点

検）

オプ
ショ

ン XR
2

XR
3

XR
4

1 2 3 4 5 6

FS
X Y

t°リモ
コン

シロ クロ アオ アカ

Th
c 

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

ア オ
ア カ

チ ャ
ダ イ

シ ロ

+1
2

+1
2

+1
2

（
2.0

A）

キ ／ ミ ド

クロクロ

ク ロ
ク ロ

ア カ
シ ロ

LM
4

LM
1

LM
2

LM
3

M
M

1

M
M

2
3

4
5

1
2

3
4

5
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5

M
M

1

M
M

2
3

4
5

1
2

3
4

5
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5

ク ロ
ク ロ

ク ロ
ク ロ

ク ロ
ク ロ

ク ロ
ク ロ

ク ロ
ク ロ

ア カ
ア カ

ア カ
ア カ

ア カ
ア カ

ア カ
ア カ

ア カ
ア カ

E1

F1

CN
WO シロ

1
3

5

キ ／ ミ ド
アカ

（
3.1

5A
）

シロ 電 
源 

回 
路

室内
ユニ

ット
基板

（遠
方操

作：
無電

圧接
点）

オプ
ショ

ン

CN
L

クロ
3 12

PIS
クロクロクロ オプ

ショ
ン

1 21 2

シ ロ
シ ロ

シ ロ
シ ロ

シ ロ
シ ロ

シ ロ
シ ロ

シ ロ
シ ロ

ア オ
ア オ

ア オ
ア オ

ア オ
ア オ

ア オ
ア オ

ア オ
ア オ

シ ロ
シ ロ

シ ロ
シ ロ

シ ロ
シ ロ

シ ロ
シ ロ

シ ロ
シ ロ

ア オ
ア オ

ア オ
ア オ

ア オ
ア オ

ア オ
ア オ

ア オ
ア オ

CN
J3

シロ
CN

J4
シロ

CN
M2 シロ

ア オ
ア カ

チ ャ
ダ イ

シ ロ

ク ロ
ク ロ

ク ロ
ク ロ

ク ロ
ク ロ

ク ロ
ク ロ

ク ロ
ク ロ

ア カ
ア カ

ア カ
ア カ

ア カ
ア カ

ア カ
ア カ

ア カ
ア カ

3 12

SW
2

SW
1

SW
6

SW
7

CN
K2

スー
パー

リン
ク（

予備
）

JSL
1

クロ

LED
・3

LED
・2

SW
５

CN
W3 シロ

1 3

シロ アオ

1 2TB
1

アー
ス

キ ／ ミ ド3
1

2
3

［　
     

 ］
室内

外接
続線

ドレ
ンポ

ンプ
モー

タ

ファ
ンモ

ータ

DM

ルー
バモ

ータ

フロ
ート

スイ
ッチ

LM
1～

4

FS

ヒュ
ーズ

（室
内ユ

ニッ
ト基

板）
F1

,2

表示
灯（

赤-
点検

表示
）

コネ
クタ

CN
B～

Z

LE
D・

2

吸込
空気

温度
セン

サ

熱交
温度

セン
サ

リモ
コン

付属
温度

セン
サ

端子
台（

電源
）（□

印）
TB

1
端子

台（
通信

）（□
印）

TB
2

表示
灯（

緑-
マイ

コン
正常

表示
）

LE
D・

3

FM
i

Th
i-A

Th
i-R

1,2
,3

Th
c

名称
記号

吹出
空気

温度
セン

サ
Th

i-A
F

エア
フレ

ック
スモ

ータ
AM

1～
4

機種
容量

切替
SW

6

SW
2

室内
アド

レス
No

.1の
位

SW
5

プル
ーラ

ル機
　親

／子
設定

運転
チェ

ック
・ド

レン
試運

転
SW

7-1

HS
湿度

セン
サ

PIS
人感

セン
サ

SW
7-2

SW
7-3

スー
パー

リン
ク自

動判
定／

旧固
定

室内
アド

レス
No

.10
0の

位

JSL
1

スー
パー

リン
ク（

予備
）切

換

SW
1

室内
アド

レス
No

.10
の位

ネッ
トワ

ーク
信号

線
（ス

ーパ
ーリ

ンク
）

オプ
ショ

ン

記事
 1. 

－ 
－は

現地
配線

を示
しま

す。
2.T

B1
は強

電用
端子

台（
室内

外接
続線

）、
TB

2は
弱電

用端
子台

（リ
モコ

ン線
、ネ

ット
ワー

ク信
号線

）で
す。

3.室
内外

接続
線は

、室
外ユ

ニッ
ト配

線図
をご

覧く
ださ

い。
4.リ

モコ
ン配

線は
0.3

mm
2 ×

2心
を使

用し
てく

ださ
い。

  
延長

距離
が1

00
mを

超え
る場

合の
仕様

につ
いて

はリ
モコ

ン＜
納入

仕様
書＞

をご
覧く

ださ
い。

5.集
中制

御す
る場

合は
ネッ

トワ
ーク

信号
線を

弱電
用端

子台
に接

続し
てく

ださ
い。

6.ネ
ット

ワー
ク（

スー
パー

リン
ク）

信号
線は

、
・シ

ール
ド線

、太
さ0

.75
mm

2 を使
用す

る場
合は

15
00

mま
で

 
・シ

ール
ド線

、太
さ1

.25
mm

2 を使
用す

る場
合は

10
00

mま
で

  
  

7.リ
モコ

ン配
線、

ネッ
トワ

ーク
信号

線は
電源

線や
他の

動力
線と

並行
配列

しな
いで

くだ
さい

。

電源
線

信号
線

●
記号

説明

X YTB2 A B

⑴　室内ユニット

8. 電気配線図
FD
TC
Z
P
5
6
5
S
A

PJF000Z581
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H
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H
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H
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CN
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ダ
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CN
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CN
SW

1

2

2

単
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00
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50
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60

Hz
電

源
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たは

配線
用し
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器

漏電 しゃ
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M
CM
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シ ロ

（        ）
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M
FM
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TB
（

ハ
イ
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SW
5

SW
8

6

信号
線

電源
線

室内
外接
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2

TB
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（
キ

／
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）
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2
3

4
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1
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4
5

6コン
トロ
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（
ク

ロ
）

2.室
内外

接続
線は

、総
長7

0m
まで

とし
てく

ださ
い。

　　
 　

室内
外接

続線
は、

3心
ケー

ブル
を使

用し
てく

ださ
い。

　　
 　

太さ
は2

mm
2 （φ

1.6
mm

以上
）以

上で
す。

（
シ

ロ
）

（
キ

／
ミド

）

V
ク
ロW

ア
カU

シ
ロ

●
圧

縮
機

端
子

配
置

2.0
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2 ×
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手
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器
定

格
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流
漏
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器

M
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×
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m

A,
0.

1s
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流

配線
用し
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器

太
さ×

本
数
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太

さ
太さ

×
本数

内外
接続

線
電

源
配

線 こう
長

開閉
器容

量
B種

ヒュ
ーズ

記事
1.配

線仕
様は

、金
属管

また
は合

成樹
脂管

配線
で、

　　
　 

管内
に３

本以
下で

電圧
降下

2%
とし

た場
合を

示し
ます

。

機
種
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56

コネ
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CN
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Z

現地
設定

スイ
ッチ

クラ
ンク
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スヒ
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号
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弁
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温度
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記

号
説

明
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電圧
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2.室
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。
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室外：FDCZP405HK

室内：FDTCZP565SA

FDTCZ405HK5SA

2.0mm2 M5

1.3

1.6

1.7

2.0

（単位） 
項   目 

形  式  

14m20 20
20A,30mA,
0.1sec以下

30

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

手元開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm×32.0mm2×2
室外：FDCZP455HK

室内：FDTCZP565SA

FDTCZ455HK5SA

室外：FDCZP505HK

室内：FDTCZP565SA

FDTCZ505HK5SA

室外：FDCZP565HK

室内：FDTCZP565SA

FDTCZ565HK5SA

(kVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量
内外接続線
太さ×本数

配線用しゃ断器
定格電流(A)

室外：FDCZP405H

室内：FDTCZP565SA

FDTCZ405H5SA

2.0mm2 M5

1.4

1.6

1.8

2.1

（単位） 
項   目 

形  式  

21m15 15
15A,30mA,
0.1sec以下

15

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

手元開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm×32.0mm2×3
室外：FDCZP455H

室内：FDTCZP565SA

FDTCZ455H5SA

室外：FDCZP505H

室内：FDTCZP565SA

FDTCZ505H5SA

室外：FDCZP565H

室内：FDTCZP565SA

FDTCZ565H5SA

(kVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量
内外接続線
太さ×本数

配線用しゃ断器
定格電流(A)

《標準仕様》 

■単相200V機 

《標準仕様》 

■三相200V機  

ヒータレス冷暖房機 

（電気特性についてはそれぞれの形式の仕様をご覧ください。）

9. 電源・配線仕様

ヒータレス冷暖房機 

室外:FDCZP805HK

室内:FDTZP805

FDTZ805HK5S

φ1.6mm M5

2.0

2.7

2.4

2.5

2.2

80

（単位） 
項   目 

《標準仕様》 

■単相200V機 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

19m

17m

19m

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm×3□3.5mm2×2

（電気特性についてはそれぞれの形式の仕様をご覧ください。）

　 電源・配線仕様

〔備考〕共通
（1） 配線こう長は電圧降下2％とした場合を示します。表示の配線こう長を超える場合は，内線規程により配線太さを見直してください。
（2） シングル機を複数台制御する時は，電源容量は形式毎の容量の加算値としてください。

シ
リ
ー
ズ

室外:FDCZP805HK

室内:FDTWZVP804B

FDTWZ805HK4B

室外:FDCZP805HK

室内:FDTSZVP804B

FDTSZ805HK4B

室外:FDCZP805HK

室内:FDRZVP804B

FDRZ805HK4B

室外:FDCZP805HK

室内:FDUZVP804B

FDUZ805HK4B

室外:FDCZP805HK

室内:FDESZVP804B

FDESZ805HK4B

2.3

室外:FDCZP805HK

室内:FDEZVP804B

FDEZ805HK4B

室外:FDCZP805H

室内:FDTZP805

FDTZ805H5S

φ1.6mm M5

2.2

2.9

2.6

2.4

80

（単位） 
項   目 

《標準仕様》 

■三相200V機  

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

31m

27m

31m

20 20
20A, 30mA,
0.1sec以下

30

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm×3□3.5mm2×3
シ
リ
ー
ズ

室外:FDCZP805H

室内:FDTWZVP804B

FDTWZ805H4B

室外:FDCZP805H

室内:FDTSZVP804B

FDTSZ805H4B

室外:FDCZP805H

室内:FDRZVP804B

FDRZ805H4B

室外:FDCZP805H

室内:FDUZVP804B

FDUZ805H4B

室外:FDCZP805H

室内:FDESZVP804B

FDESZ805H4B

2.5

室外:FDCZP805H

室内:FDEZVP804B

FDEZ805H4B

⑴　エクシードハイパーシリーズ

ヒータレス冷暖房機 

室外:FDCZP805HK

室内:FDTZP805

FDTZ805HK5S

φ1.6mm M5

2.0

2.7

2.4

2.5

2.2

80

（単位） 
項   目 

《標準仕様》 

■単相200V機 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

19m

17m

19m

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm×3□3.5mm2×2

（電気特性についてはそれぞれの形式の仕様をご覧ください。）

　 電源・配線仕様

〔備考〕共通
（1） 配線こう長は電圧降下2％とした場合を示します。表示の配線こう長を超える場合は，内線規程により配線太さを見直してください。
（2） シングル機を複数台制御する時は，電源容量は形式毎の容量の加算値としてください。

シ
リ
ー
ズ

室外:FDCZP805HK

室内:FDTWZVP804B

FDTWZ805HK4B

室外:FDCZP805HK

室内:FDTSZVP804B

FDTSZ805HK4B

室外:FDCZP805HK

室内:FDRZVP804B

FDRZ805HK4B

室外:FDCZP805HK

室内:FDUZVP804B

FDUZ805HK4B

室外:FDCZP805HK

室内:FDESZVP804B

FDESZ805HK4B

2.3

室外:FDCZP805HK

室内:FDEZVP804B

FDEZ805HK4B

室外:FDCZP805H

室内:FDTZP805

FDTZ805H5S

φ1.6mm M5

2.2

2.9

2.6

2.4

80

（単位） 
項   目 

《標準仕様》 

■三相200V機  

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

31m

27m

31m

20 20
20A, 30mA,
0.1sec以下

30

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm×3□3.5mm2×3
シ
リ
ー
ズ

室外:FDCZP805H

室内:FDTWZVP804B

FDTWZ805H4B

室外:FDCZP805H

室内:FDTSZVP804B

FDTSZ805H4B

室外:FDCZP805H

室内:FDRZVP804B

FDRZ805H4B

室外:FDCZP805H

室内:FDUZVP804B

FDUZ805H4B

室外:FDCZP805H

室内:FDESZVP804B

FDESZ805H4B

2.5

室外:FDCZP805H

室内:FDEZVP804B

FDEZ805H4B
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室外：FDCVP405HK

室内：FDTCZP565SA

FDTCV405HK5SA

2.0mm2 M5

1.4

1.6

1.8

2.1

（単位） 
項   目 

形  式  

14m20 20
20A,30mA,
0.1sec以下

30

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

手元開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm×32.0mm2×2
室外：FDCVP455HK

室内：FDTCZP565SA

FDTCV455HK5SA

室外：FDCVP505HK

室内：FDTCZP565SA

FDTCV505HK5SA

室外：FDCVP565HK

室内：FDTCZP565SA

FDTCV565HK5SA

(kVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量
内外接続線
太さ×本数

配線用しゃ断器
定格電流(A)

室外：FDCVP405H

室内：FDTCZP565SA

FDTCV405H5SA

2.0mm2 M5

1.4

1.6

1.8

2.1

（単位） 
項   目 

形  式  

21m15 15
15A,30mA,
0.1sec以下

15

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

手元開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm×32.0mm2×3
室外：FDCVP455H

室内：FDTCZP565SA

FDTCV455H5SA

室外：FDCVP505H

室内：FDTCZP565SA

FDTCV505H5SA

室外：FDCVP565H

室内：FDTCZP565SA

FDTCV565H5SA

(kVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量
内外接続線
太さ×本数

配線用しゃ断器
定格電流(A)

《標準仕様》 

■三相200V機  

⑵　ハイパーインバータシリーズ

《標準仕様》 

■単相200V機 

ヒータレス冷暖房機 

〔備考〕共通

（1） 配線こう長は電圧降下2％とした場合を示します。表示の配線こう長を超える場合は，内線規程により配線太さを見直してください。
（2） シングル機を複数台制御する時は，電源容量は形式毎の容量の加算値としてください。
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⑴　エクシードハイパーシリーズ
　⒜　耐震データ
　　⒤　室内ユニット

10. 防振設計用参考資料

FDCZP405HK
FDCZP455HK
FDCZP505HK
FDCZP565HK
FDCZP405H
FDCZP455H
FDCZP505H
FDCZP565H

製品外形寸法
幅×奥行×高さ

（mm）

製品外形寸法
幅×奥行×高さ

（mm）

製品質量
（kg）

製品質量
（kg）

重心位置（mm）（1）

重心位置（mm）（1）

幅方向 奥行方向

幅方向 奥行方向

高さ
ZL2Y2Y1YL1X2X1X形　　式

項　　目

800（＋71）×290×640

47

46

510292 91 419 152 158 154.5 29.2312.5

・P405～P565形

重心重心

Ｙ

Ｙ２ Ｙ１

Z

L２

Ｘ

Ｘ２ Ｘ１

L１

ⅱ 室外ユニット

注（1）急運転時の数値を示します。

FDCZP405HK, 405H
FDCZP455HK, 455H
FDCZP505HK, 505H
FDCZP565HK, 565H 800/685

685/6853600/5520
3900/5520
4200/7200
4500/7440

形　　式

項　　目
圧縮機回転数

（min-1）
送風機回転数

（min-1）

（冷房/暖房）ⅱ 室外ユニット
⒝ 防振データ

ⅰ 室内ユニット

注（1）L1（X1, X2）, L2（Y1, Y2）寸法は据付ボルトの位置を示します。

注（1）L1（X1, X2）, L2（Y1, Y2）寸法は据付ボルトの位置を示します。

項　　目
形　　式 送風機回転数(1)(min-1)

FDTCZP565SA

FDTCZP565SA

935

注(1)　P急運転時の値です。

620×620×258 53017 314 269 261 530 335 310 220 77

項　　目

形　　式

高さ

Ｘ Ｘ1 Ｘ2 Ｌ1 Ｙ Ｙ1 Ｙ2 Ｌ2 Ｚ

L1

X2

重心 重心

X1

X

L2

Y2 Y1

Y

Z

FDTC 形
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⑵　ハイパーインバータシリーズ
　⒜　耐震データ
　　⒤　室内ユニット

FDCVP405HK
FDCVP455HK
FDCVP505HK
FDCVP565HK
FDCVP405H
FDCVP455H
FDCVP505H
FDCVP565H

製品外形寸法
幅×奥行×高さ

（mm）

製品質量
（kg）

製品外形寸法
幅×奥行×高さ

（mm）

製品質量
（kg）

重心位置（mm）（1）
幅方向 奥行方向 高さ

重心位置（mm）（1）

幅方向 奥行方向 高さ

ZL2Y2Y1YL1X2X1X

ZL2Y2Y1YL1X2X1X

形　　式

項　　目

形　　式

項　　目

800（＋71）×290×640

47

46

510292 91 419 152 158 154.5 29.2312.5

・P405～P565形

重心重心

Ｙ

Ｙ２ Ｙ１

Z

L２

Ｘ

Ｘ２ Ｘ１

L１

ⅱ 室外ユニット

注（1）急運転時の数値を示します。

FDCVP405HK, 405H
FDCVP455HK, 455H
FDCVP505HK, 505H
FDCVP565HK, 565H 800/685

685/6853600/5520
3900/5520
4200/7200
5280/7200

形　　式

項　　目
形　　式

項　　目
圧縮機回転数

（min-1）
送風機回転数

（min-1）

（冷房/暖房）ⅱ 室外ユニット
⒝　防振データ

ⅰ　室内ユニット

注（1）L1（X1, X2）, L2（Y1, Y2）寸法は据付ボルトの位置を示します。

注（1）L1（X1, X2）, L2（Y1, Y2）寸法は据付ボルトの位置を示します。

送風機回転数(1)(min-1)

FDTCZP565SA

FDTCZP565SA

935

注(1)　P急運転時の値です。

620×620×258 53017 314 269 261 530 335 310 220 77

L1

X2

重心 重心

X1

X

L2

Y2 Y1

Y

Z

FDTC 形
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シングル形

11. 冷媒配管系統図

P405～P565形

ストレーナストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ12.7)

(φ6.35)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R)

吐出管温度センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

   電子膨張弁
(EEV)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ

マフラ

マフラ

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

暖房用レシーバ 冷房用レシーバ

名　　称

設定値一覧表 (運転停止に至る代表的な設定値を示します。詳細は室内，室外コントローラによる運転制御機能をご覧ください。)

室内熱交温度センサ(Thi-R1,2)

室外熱交温度センサ(Tho-R)
吐出管温度センサ(Tho-D)

形　　式
P405～P565形

1.0 OFF/10 ON (℃)…冷房時フロスト防止
63 OFF/56 ON (℃)…暖房時過負荷保護

62 OFF/51 ON (℃)…冷房時高圧保護
115 OFF/95 ON (℃)…吐出管温度異常上昇保護

設　定　値

圧縮機
アキュムレータ
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システム天井時の開口寸法口576～610
システム天井以外の開口寸法口576～600

530（吊ボルトピッチ）

35
4

32
5

46
7

73

A C FB

H

H

D1

吊
り

ボ
ルト

ピ
ッ

チ
53

0

制御箱

ドレンホース
（付属品）
現地取付

288
110

175
185 225

H [mm]50
以

上

穴

6-ø4
タッピン用

14
0 15

0～
20

0

10
0

88

100

140

60

J

制御箱

点検口設置位置

※システム天井以外の場合は制御
箱側に点検口を設置してください。

D1

冷媒ガス側配管
冷媒液側配管
ドレン配管
電源線取入口
リモコン線・通信線取入口
吊りボルト
吹出分岐ダクト接続口
点検口

内容記号
A
B
C
D1

D2

F
H
J

D2
63184

吊り金具エアフレックス

19
0

13
0

□570

10

13
0 21

0
24

8

人感センサ検知範囲の目安

φb

φa

室内ユニット

h

80
0m

m

作業手順

5０ｍｍ
１3０mm

下側ナット(ダブル)

平座金 

上側ナット 

吊りボルト 

バネ座金

<システム天井以外の場合>

天井面

35＋4
0 35＋4

0

<システム天井の場合>

天井ボード

Tバー

レベルゲージ（※2） 下側ナット、平座金がガタなく
吊り金具に接している状態

座金仮固定材（※1）
座金仮固定材（※1）

ホース

室内ユニット

梱包材内側の補強材

パネル取付用ボルトを
使用して、梱包材を取
付けてください。パネ
ル取付ピッチと同じ位
置に＋のスリットがあ
ります。

天井面

レベルゲージレベルゲージ
（室内ユニットに差し込みます） （室内ユニットに差し込みます）

座金仮固定材（※1）とレベル
ゲージ（※2）を切り離す。

必ず35～39mmの
範囲内とすること。
この範囲が守れない場合、
故障等の原因となります。

必ず35～39mmの
範囲内とすること。
この範囲が守れない場合、
故障等の原因となります。

本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載しております。
電気配線（室内ユニット）は、89ページをご覧ください。ワイヤードリモコンの取付方法は、45ページをご覧ください。
ワイヤレスキットの取付方法は、191ページをご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外ユニット）および冷媒配管工事方法は、74ページをご覧ください。
また、故障診断は、126ページをご覧ください。本室内ユニットは必ずパネルを取付けてご使用ください。
この室内ユニットは、日本国内用に設計されているため海外では使用できません。また、海外においてはアフターサービスもできません。

付属品
室内ユニット吊り込み用 冷媒配管用 ドレン配管用

平座金
（M10）

レベルゲージ
および

平座金仮固定
パイプ

カバー（大）
パイプ

カバー（小） バンド パイプ
カバー（大）

パイプ
カバー（小）

ドレン
ホース

ホース
クランプ

８個 １個 １個 １個 ４本 １個 １個 １個 １個

吊りボルト用
室内ユニットの

位置調整および吊り
込み時の補助用

ガス管
断熱用

液管
断熱用

パイプ
カバー
固定用

ドレン
ソケット
断熱用

ドレン
ソケット
断熱用

ドレン配管
接続用

ドレン
ホース
取付用

室内ユニット据付スペース

吹出パターンの設定

2500mm以上
1000mm以上

障害物

床

4000mm以上

③据付準備

天井開口穴・吊りボルトピッチ・各配管の位置

●据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、室内ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂 ･ ケガの原因となり、また水漏れや感電 ･ 火災などの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は万一冷媒が漏れても、限界濃度を超えない対策をする。（JRA GL-13）
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、室内ユニット落下、水漏れ、火災、感電などの原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、室内ユニットの落下などにより、ケガの原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。
●室内ユニットの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒以外の空気などを入れない。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書に従って施工し、必ず

専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●配管、フレアナット、工具は R32用または R410A用を使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締付ける。
　フレアナットの締付過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
● ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内ユニットを腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。
●据付作業では圧縮機を運転する前に確実に冷媒配管を取付ける。

に圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空、とるす転運を機縮圧で態状放開ブルバスビーサ、ずらおてけ付取を管配媒冷 　
なり、破裂、ケガなどの原因になります。

●ポンプダウン作業では、サービスバルブを閉じた後配管を外す前に圧縮機を停止する。
、裂破、りなに圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空とす外を管配媒冷で態状放開ブルバスビーサままたし転運を機縮圧 　

ケガなどの原因になります。
● オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF する。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。

、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ
く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
使用いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告
●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。

● ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に設け
ない。

　試運転時にドレン排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。

●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。

●フィルタをはずしたまま運転しない。
　内部に油・ゴミなどが詰まり、故障の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになることがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。

●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●製品の運搬は十分注意して行う。
　 20kg 以上の製品は原則として 2 人以上で行ってください。PP バンドなど所定の位置以外をもって製品を動かさないでください。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギなどの金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとケガをすることがあります。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
　不完全な断熱施工を行うと配管など表面が結露して、露たれなどを発生し、天井・床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。

●アース（接地）を確実に行う。
漏や障故、は合場な全完不が）地接（スーア。いさだくでいなし続接に線スーアの話電、針雷避、管道水、管スガ、は線スーア 　

電のとき感電や火災の原因になることがあります。

●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋ B 種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスが室内ユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
● 腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある所、揮発性引火物を取扱う

所での据付、使用は行わない。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。

●洗濯室など、水の掛かる所では使用しない。
　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災などの原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下などの原因になることがあります。
● 病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付、使用しない。

らか側ンコアエ、りたっなに因原の障故や動作誤のンコアエるよに響影の器機信通線無、器機療医波周高、機電発家自、器機ターバンイ 　
医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

●次の場所への据付は避ける。
　・可燃性ガスの漏れる恐れがある所   ・煙突の煙がかかる所
　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ・アンモニアなど、 ・カーボン繊維や金属粉、パウダーなどが浮遊する所
　　機器に影響する物質の発生する所   ・車両・船舶等移動するものへの設置
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場など） ・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・高周波を発生する機械を使用する所   ・積雪の多い所
　・海浜地区等塩分の多い所    ・標高１０００ｍ以上の所
　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。

●室内ユニット近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、室内ユニット内へのスパッタの進入を防止する。
　 溶接作業時などに発生するスパッタが室内ユニットにあたった場合、ドレンパンなどに損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れなどの原因にな

ることがあります。室内ユニット内へのスパッタの進入を防ぐため梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●室内ユニットの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80% 以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、室内ユニットから露が滴下し損害が生じることがあります。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだ状態で放置すると室内ユニットの落下につながり、ケガなどの原因になることがあります。

●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財などを濡らす原因になることがあります。

●室外ユニットは、小動物のすみかになるような場所に設置しない。
。すまりあがとこるなに因原の火発・煙発や障故、とるれ触に品部気電の部内、てし入侵が物動小 　

　また、お客様に周辺をきれいに保つことをお願いしてください。

●漏電しゃ断器は必ず取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。

●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 

●次の場所への室内ユニットの据付は避ける。（機種により異なる制限があるので、その指示に従うこと）。
　・吸込口、吹出口に風の障害物がある所
　・強度が不十分で振動が発生する所
　・ワイヤレス機の場合、受光部に直接太陽光や強い光が当たる所
　・高周波に影響される機器のある所（TV およびラジオ等の近傍）
　・ドレンの排水がとれない所
　性能や機能等に影響をおよぼす原因になります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。　
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因となることがあります。

●ＧＨＰ〔ガスヒートポンプ〕の場合、室外ユニットの排気ドレン管と室内ユニットの排水ドレン管は共用しない。
　室内に有毒ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。

注意

埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の
点検が可能なように点検口などを設けてください。

天井高さ h [m] 2.7 3.5 4.0

検知範囲① φa [m] 約 4.5 約 6.4 約 7.6

検知範囲② φb [m] 約 6.4 約 8.3 約 9.5

人感センサ検知範囲の目安

①据付前に

②室内ユニットの据付場所の選定

④室内ユニットの据付

①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
。所るたわき行に分十が風温はたま風冷 ・　

　　据付高さが３ｍを超えると暖気が天井にこもりますので、サーキュレータの併設をご指導ください。
据付高さは 4m 以内としてください。センサー感度が鈍くなり、検知しにくくなります。

　・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。
　・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。
　・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤作動しない所。ショートサーキットしない所。
　・侵入外気の影響のない所。
　・直射日光の当たらない所。
　・周囲の露点温度が２８℃以下、相対湿度８０％以下の所。

が囲周トッニユ内室、がすまりおてし認確をとこいなの合具不、い行を験試てに）HR％87/℃72：内室（件条付露SIJはトッニユ内室本 　　
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使用する可能性がある場合は、
室内ユニットの全ておよび配管、ドレン配管にさらに１０～２０ｍｍの断熱材を取付けてください。

　・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音が生じることがあります。）
　・室内ユニット真下に食品・食器やパソコン・サーバー、医療機器など濡れて困るものを置かない所。
　・調理器具が発する熱の影響を受けない所。
　・フライヤーの真上など油・粉・蒸気などを直接吸込まない所。

。所たれ離けだるきでりよ灯熱白、灯光蛍 ・　
　　ワイヤレス機種の場合、ワイヤレスリモコンでの正常な操作ができなくなることがあります。

業作付据てし強補で等桁、板らたしまれわ思と険危、し討検かうどかるれらえ耐に量重トッニユ内室が所場るすとうよけ付据 ②
を行ってください。強度不足の場合は、室内ユニット落下によるケガの原因になります。

③ワイヤレス機種を２台以上据付ける場合は、混信による誤動作を防止するため室内ユニット間を 6 ｍ以上離してください。
④室内ユニットを隣接して設置する場合は、室内ユニット間距離を４ｍ以上離して設置してください。

、は合場いなれとが隔間、どな間トッニユ内室－トッニユ内室、壁－トッニユ内室 ●
そちら側の吹出口をしゃ風しショートサーキットしないことを確認してください。
●据付高さは２．５ｍ以上としてください。

●部屋の形や据付位置に最適な吹出方向を４方向・３方向・２方向から選定してください。( １方向はできません。)
●吹出口数を変更する場合は、別売のしゃ風材を手配してください。
●２方向・３方向吹出の場合は風量「弱」での使用は避けてください。
●高温・多湿環境での２方向吹出は行わないでください。( 結露・水漏れの原因になります。)
●吹出ルーバの上下位置の設定などによりさまざまな吹出パターンが設定できます。設定方法は取扱説明書をご覧ください。

1． このユニットは、システム天井用に設計されています。
必要ならば、一時的に T バーを取り外して、ユニットを据付けて
ください。
もし、システム天井以外に据付ける場合は、制御箱側に点検
口を設置してください。

２． 吊りボルト位置（５３０ｍｍ×５３０ｍｍ）を決めてください。
３． 吊りボルトは、４本使用し、１本当り５００Ｎの引抜き荷重に耐え

られるよう固定してください。
4． 吊りボルト長さは、天井面より50mm 程度としてください。
5． 吊りボルトの下側ナット（4か所）は、天井面から130mm 程度に

仮止めしてください。
6． 吊りボルトの上側ナット（4か所）は、室内ユニット吊り込みおよび

高さ調整時に支障のないよう、下側ナットから十分距離を取った
位置に仮止めしてください。

7． 吊りボルトの上側ナットと上側座金（各4か所）を下側ナットから十
分な距離をとった状態で、座金仮固定材（※1）を吊りボルトに挿
しこんでください。上側座金が落下してきません。

8． 室内ユニットを吊り込んでください。
9． 室内ユニット吊り込み後、付属のレベルゲージ（※2）を室内ユニッ

トの吹出口に取付、室内ユニットの吊り込み高さを調整してく
ださい。高さ調整は上側ナット（4か所）を緩めた状態で、下側ナッ
ト（4か所）で調整してください。室内ユニット吊り金具（4か所）が
下側ナット，平座金にガタなく接していることを確認してください。

10．座金仮固定材（4か所全て）を取外してください。
11． 室内ユニットの水平度を確認してください。水平度は水準器また

は透明ホースに水を入れたものを使用して確認してください。
（室内ユニットの両端での高さ許容差は3mm以内）

12．吊りボルトの上側ナット（4か所）を締付けてください。

室内ユニットの養生
を)ルーボンダ面天(材包梱、は合場る貼を材井天に後付据をトッニユ内室はたま、合場いなれらけ付取間のくらばしをルネパ ●

使用して、室内ユニットを養生してください。

室内ユニット据付時のお願い
ンァフ、りたっかなきでけ付組がルネパ、し形変りかかが力な理無にトッニユ内室。いさだくでいなわ行を整調さ高でトッナ側上 ●

干渉音が発生することがあります。
、れ漏風とるあが備不に付据。いさだくてし置設くし正をさ高の面井天と面下トッニユ内室、け付据に平水ず必はトッニユ内室 ●

結露・水漏れ、騒音の原因になります。
原のれ漏水・露結、れ漏風とるあが間隙。いさだくてせさ着密に実確は部触接のとトッニユ内室とルネパびよお、面井天とルネパ ●

因になります。

人感センサー搭載パネルは次のような場所への設置はしないで
ください。誤検知・検知不能・特性劣化を招く恐れがあります。

・長時間振動が加わる状態
・静電気や強い電磁波のある場所
・長時間高温、多湿になる場所
・塵埃の多い場所、レンズ面に汚れおよび損傷を与える恐れのある場所

●据付はこの据付説明書に従って正しく行ってください。
●次の項目を確認してください。
　○機種・電源仕様　　　○配管・配線・小物部品　　　○付属品

●吊りボルト長さが長くなる場合は耐震補強を実施してください。
　○システム天井（グリッド天井・ライン天井）の場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）５００ｍｍ以上または天井ふところ高さ７００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置してください。
　○強度が十分にある天井面に設置され直接スラブから吊り下げる場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）１０００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置してください。
●吊りボルト・ナット・バネ座金（Ｍ１０ or Ｍ８）を４組現地にて手配してください。

室内ユニットを移動させるときは吊り金具（４か所）を持ち、
他の部分（特に冷媒配管、ドレン配管および樹脂部品）に
は、力を加えないでください。

⑴　室内ユニット
　⒜　室内ユニットの据付

12. 据付関連事項
PJF012D508
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システム天井時の開口寸法口576～610
システム天井以外の開口寸法口576～600
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冷媒ガス側配管
冷媒液側配管
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吊りボルト 

バネ座金

<システム天井以外の場合>
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<システム天井の場合>

天井ボード

Tバー

レベルゲージ（※2） 下側ナット、平座金がガタなく
吊り金具に接している状態

座金仮固定材（※1）
座金仮固定材（※1）

ホース

室内ユニット

梱包材内側の補強材

パネル取付用ボルトを
使用して、梱包材を取
付けてください。パネ
ル取付ピッチと同じ位
置に＋のスリットがあ
ります。

天井面

レベルゲージレベルゲージ
（室内ユニットに差し込みます） （室内ユニットに差し込みます）

座金仮固定材（※1）とレベル
ゲージ（※2）を切り離す。

必ず35～39mmの
範囲内とすること。
この範囲が守れない場合、
故障等の原因となります。

必ず35～39mmの
範囲内とすること。
この範囲が守れない場合、
故障等の原因となります。

本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載しております。
電気配線（室内ユニット）は、89ページをご覧ください。ワイヤードリモコンの取付方法は、45ページをご覧ください。
ワイヤレスキットの取付方法は、191ページをご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外ユニット）および冷媒配管工事方法は、74ページをご覧ください。
また、故障診断は、126ページをご覧ください。本室内ユニットは必ずパネルを取付けてご使用ください。
この室内ユニットは、日本国内用に設計されているため海外では使用できません。また、海外においてはアフターサービスもできません。

付属品
室内ユニット吊り込み用 冷媒配管用 ドレン配管用

平座金
（M10）

レベルゲージ
および

平座金仮固定
パイプ

カバー（大）
パイプ

カバー（小） バンド パイプ
カバー（大）

パイプ
カバー（小）

ドレン
ホース

ホース
クランプ

８個 １個 １個 １個 ４本 １個 １個 １個 １個

吊りボルト用
室内ユニットの

位置調整および吊り
込み時の補助用

ガス管
断熱用

液管
断熱用

パイプ
カバー
固定用

ドレン
ソケット
断熱用

ドレン
ソケット
断熱用

ドレン配管
接続用

ドレン
ホース
取付用

室内ユニット据付スペース

吹出パターンの設定

2500mm以上
1000mm以上

障害物

床

4000mm以上

③据付準備

天井開口穴・吊りボルトピッチ・各配管の位置

●据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、室内ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂 ･ ケガの原因となり、また水漏れや感電 ･ 火災などの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は万一冷媒が漏れても、限界濃度を超えない対策をする。（JRA GL-13）
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、室内ユニット落下、水漏れ、火災、感電などの原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、室内ユニットの落下などにより、ケガの原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。
●室内ユニットの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒以外の空気などを入れない。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書に従って施工し、必ず

専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●配管、フレアナット、工具は R32用または R410A用を使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締付ける。
　フレアナットの締付過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
● ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内ユニットを腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。
●据付作業では圧縮機を運転する前に確実に冷媒配管を取付ける。

に圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空、とるす転運を機縮圧で態状放開ブルバスビーサ、ずらおてけ付取を管配媒冷 　
なり、破裂、ケガなどの原因になります。

●ポンプダウン作業では、サービスバルブを閉じた後配管を外す前に圧縮機を停止する。
、裂破、りなに圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空とす外を管配媒冷で態状放開ブルバスビーサままたし転運を機縮圧 　

ケガなどの原因になります。
● オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF する。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。

、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ
く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
使用いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告
●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。

● ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に設け
ない。

　試運転時にドレン排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。

●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。

●フィルタをはずしたまま運転しない。
　内部に油・ゴミなどが詰まり、故障の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになることがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。

●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●製品の運搬は十分注意して行う。
　 20kg 以上の製品は原則として 2 人以上で行ってください。PP バンドなど所定の位置以外をもって製品を動かさないでください。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギなどの金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとケガをすることがあります。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
　不完全な断熱施工を行うと配管など表面が結露して、露たれなどを発生し、天井・床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。

●アース（接地）を確実に行う。
漏や障故、は合場な全完不が）地接（スーア。いさだくでいなし続接に線スーアの話電、針雷避、管道水、管スガ、は線スーア 　

電のとき感電や火災の原因になることがあります。

●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋ B 種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスが室内ユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
● 腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある所、揮発性引火物を取扱う

所での据付、使用は行わない。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。

●洗濯室など、水の掛かる所では使用しない。
　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災などの原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下などの原因になることがあります。
● 病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付、使用しない。

らか側ンコアエ、りたっなに因原の障故や動作誤のンコアエるよに響影の器機信通線無、器機療医波周高、機電発家自、器機ターバンイ 　
医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

●次の場所への据付は避ける。
　・可燃性ガスの漏れる恐れがある所   ・煙突の煙がかかる所
　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ・アンモニアなど、 ・カーボン繊維や金属粉、パウダーなどが浮遊する所
　　機器に影響する物質の発生する所   ・車両・船舶等移動するものへの設置
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場など） ・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・高周波を発生する機械を使用する所   ・積雪の多い所
　・海浜地区等塩分の多い所    ・標高１０００ｍ以上の所
　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。

●室内ユニット近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、室内ユニット内へのスパッタの進入を防止する。
　 溶接作業時などに発生するスパッタが室内ユニットにあたった場合、ドレンパンなどに損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れなどの原因にな

ることがあります。室内ユニット内へのスパッタの進入を防ぐため梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●室内ユニットの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80% 以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、室内ユニットから露が滴下し損害が生じることがあります。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだ状態で放置すると室内ユニットの落下につながり、ケガなどの原因になることがあります。

●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財などを濡らす原因になることがあります。

●室外ユニットは、小動物のすみかになるような場所に設置しない。
。すまりあがとこるなに因原の火発・煙発や障故、とるれ触に品部気電の部内、てし入侵が物動小 　

　また、お客様に周辺をきれいに保つことをお願いしてください。

●漏電しゃ断器は必ず取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。

●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 

●次の場所への室内ユニットの据付は避ける。（機種により異なる制限があるので、その指示に従うこと）。
　・吸込口、吹出口に風の障害物がある所
　・強度が不十分で振動が発生する所
　・ワイヤレス機の場合、受光部に直接太陽光や強い光が当たる所
　・高周波に影響される機器のある所（TV およびラジオ等の近傍）
　・ドレンの排水がとれない所
　性能や機能等に影響をおよぼす原因になります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。　
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因となることがあります。

●ＧＨＰ〔ガスヒートポンプ〕の場合、室外ユニットの排気ドレン管と室内ユニットの排水ドレン管は共用しない。
　室内に有毒ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。

注意

埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の
点検が可能なように点検口などを設けてください。

天井高さ h [m] 2.7 3.5 4.0

検知範囲① φa [m] 約 4.5 約 6.4 約 7.6

検知範囲② φb [m] 約 6.4 約 8.3 約 9.5

人感センサ検知範囲の目安

①据付前に

②室内ユニットの据付場所の選定

④室内ユニットの据付

①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
。所るたわき行に分十が風温はたま風冷 ・　

　　据付高さが３ｍを超えると暖気が天井にこもりますので、サーキュレータの併設をご指導ください。
据付高さは 4m 以内としてください。センサー感度が鈍くなり、検知しにくくなります。

　・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。
　・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。
　・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤作動しない所。ショートサーキットしない所。
　・侵入外気の影響のない所。
　・直射日光の当たらない所。
　・周囲の露点温度が２８℃以下、相対湿度８０％以下の所。

が囲周トッニユ内室、がすまりおてし認確をとこいなの合具不、い行を験試てに）HR％87/℃72：内室（件条付露SIJはトッニユ内室本 　　
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使用する可能性がある場合は、
室内ユニットの全ておよび配管、ドレン配管にさらに１０～２０ｍｍの断熱材を取付けてください。

　・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音が生じることがあります。）
　・室内ユニット真下に食品・食器やパソコン・サーバー、医療機器など濡れて困るものを置かない所。
　・調理器具が発する熱の影響を受けない所。
　・フライヤーの真上など油・粉・蒸気などを直接吸込まない所。

。所たれ離けだるきでりよ灯熱白、灯光蛍 ・　
　　ワイヤレス機種の場合、ワイヤレスリモコンでの正常な操作ができなくなることがあります。

業作付据てし強補で等桁、板らたしまれわ思と険危、し討検かうどかるれらえ耐に量重トッニユ内室が所場るすとうよけ付据 ②
を行ってください。強度不足の場合は、室内ユニット落下によるケガの原因になります。

③ワイヤレス機種を２台以上据付ける場合は、混信による誤動作を防止するため室内ユニット間を 6 ｍ以上離してください。
④室内ユニットを隣接して設置する場合は、室内ユニット間距離を４ｍ以上離して設置してください。

、は合場いなれとが隔間、どな間トッニユ内室－トッニユ内室、壁－トッニユ内室 ●
そちら側の吹出口をしゃ風しショートサーキットしないことを確認してください。
●据付高さは２．５ｍ以上としてください。

●部屋の形や据付位置に最適な吹出方向を４方向・３方向・２方向から選定してください。( １方向はできません。)
●吹出口数を変更する場合は、別売のしゃ風材を手配してください。
●２方向・３方向吹出の場合は風量「弱」での使用は避けてください。
●高温・多湿環境での２方向吹出は行わないでください。( 結露・水漏れの原因になります。)
●吹出ルーバの上下位置の設定などによりさまざまな吹出パターンが設定できます。設定方法は取扱説明書をご覧ください。

1． このユニットは、システム天井用に設計されています。
必要ならば、一時的に T バーを取り外して、ユニットを据付けて
ください。
もし、システム天井以外に据付ける場合は、制御箱側に点検
口を設置してください。

２． 吊りボルト位置（５３０ｍｍ×５３０ｍｍ）を決めてください。
３． 吊りボルトは、４本使用し、１本当り５００Ｎの引抜き荷重に耐え

られるよう固定してください。
4． 吊りボルト長さは、天井面より50mm 程度としてください。
5． 吊りボルトの下側ナット（4か所）は、天井面から130mm 程度に

仮止めしてください。
6． 吊りボルトの上側ナット（4か所）は、室内ユニット吊り込みおよび

高さ調整時に支障のないよう、下側ナットから十分距離を取った
位置に仮止めしてください。

7． 吊りボルトの上側ナットと上側座金（各4か所）を下側ナットから十
分な距離をとった状態で、座金仮固定材（※1）を吊りボルトに挿
しこんでください。上側座金が落下してきません。

8． 室内ユニットを吊り込んでください。
9． 室内ユニット吊り込み後、付属のレベルゲージ（※2）を室内ユニッ

トの吹出口に取付、室内ユニットの吊り込み高さを調整してく
ださい。高さ調整は上側ナット（4か所）を緩めた状態で、下側ナッ
ト（4か所）で調整してください。室内ユニット吊り金具（4か所）が
下側ナット，平座金にガタなく接していることを確認してください。

10．座金仮固定材（4か所全て）を取外してください。
11． 室内ユニットの水平度を確認してください。水平度は水準器また

は透明ホースに水を入れたものを使用して確認してください。
（室内ユニットの両端での高さ許容差は3mm以内）

12．吊りボルトの上側ナット（4か所）を締付けてください。

室内ユニットの養生
を)ルーボンダ面天(材包梱、は合場る貼を材井天に後付据をトッニユ内室はたま、合場いなれらけ付取間のくらばしをルネパ ●

使用して、室内ユニットを養生してください。

室内ユニット据付時のお願い
ンァフ、りたっかなきでけ付組がルネパ、し形変りかかが力な理無にトッニユ内室。いさだくでいなわ行を整調さ高でトッナ側上 ●

干渉音が発生することがあります。
、れ漏風とるあが備不に付据。いさだくてし置設くし正をさ高の面井天と面下トッニユ内室、け付据に平水ず必はトッニユ内室 ●

結露・水漏れ、騒音の原因になります。
原のれ漏水・露結、れ漏風とるあが間隙。いさだくてせさ着密に実確は部触接のとトッニユ内室とルネパびよお、面井天とルネパ ●

因になります。

人感センサー搭載パネルは次のような場所への設置はしないで
ください。誤検知・検知不能・特性劣化を招く恐れがあります。

・長時間振動が加わる状態
・静電気や強い電磁波のある場所
・長時間高温、多湿になる場所
・塵埃の多い場所、レンズ面に汚れおよび損傷を与える恐れのある場所

●据付はこの据付説明書に従って正しく行ってください。
●次の項目を確認してください。
　○機種・電源仕様　　　○配管・配線・小物部品　　　○付属品

●吊りボルト長さが長くなる場合は耐震補強を実施してください。
　○システム天井（グリッド天井・ライン天井）の場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）５００ｍｍ以上または天井ふところ高さ７００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置してください。
　○強度が十分にある天井面に設置され直接スラブから吊り下げる場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）１０００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置してください。
●吊りボルト・ナット・バネ座金（Ｍ１０ or Ｍ８）を４組現地にて手配してください。

室内ユニットを移動させるときは吊り金具（４か所）を持ち、
他の部分（特に冷媒配管、ドレン配管および樹脂部品）に
は、力を加えないでください。
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システム天井時の開口寸法口576～610
システム天井以外の開口寸法口576～600
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φb

φa

室内ユニット

h

80
0m

m

作業手順

5０ｍｍ
１3０mm

下側ナット(ダブル)

平座金 

上側ナット 

吊りボルト 

バネ座金

<システム天井以外の場合>

天井面

35＋4
0 35＋4

0

<システム天井の場合>

天井ボード

Tバー

レベルゲージ（※2） 下側ナット、平座金がガタなく
吊り金具に接している状態

座金仮固定材（※1）
座金仮固定材（※1）

ホース

室内ユニット

梱包材内側の補強材

パネル取付用ボルトを
使用して、梱包材を取
付けてください。パネ
ル取付ピッチと同じ位
置に＋のスリットがあ
ります。

天井面

レベルゲージレベルゲージ
（室内ユニットに差し込みます） （室内ユニットに差し込みます）

座金仮固定材（※1）とレベル
ゲージ（※2）を切り離す。

必ず35～39mmの
範囲内とすること。
この範囲が守れない場合、
故障等の原因となります。

必ず35～39mmの
範囲内とすること。
この範囲が守れない場合、
故障等の原因となります。

本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載しております。
電気配線（室内ユニット）は、89ページをご覧ください。ワイヤードリモコンの取付方法は、45ページをご覧ください。
ワイヤレスキットの取付方法は、191ページをご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外ユニット）および冷媒配管工事方法は、74ページをご覧ください。
また、故障診断は、126ページをご覧ください。本室内ユニットは必ずパネルを取付けてご使用ください。
この室内ユニットは、日本国内用に設計されているため海外では使用できません。また、海外においてはアフターサービスもできません。

付属品
室内ユニット吊り込み用 冷媒配管用 ドレン配管用

平座金
（M10）

レベルゲージ
および

平座金仮固定
パイプ

カバー（大）
パイプ

カバー（小） バンド パイプ
カバー（大）

パイプ
カバー（小）

ドレン
ホース

ホース
クランプ

８個 １個 １個 １個 ４本 １個 １個 １個 １個

吊りボルト用
室内ユニットの

位置調整および吊り
込み時の補助用

ガス管
断熱用

液管
断熱用

パイプ
カバー
固定用

ドレン
ソケット
断熱用

ドレン
ソケット
断熱用

ドレン配管
接続用

ドレン
ホース
取付用

室内ユニット据付スペース

吹出パターンの設定

2500mm以上
1000mm以上

障害物

床

4000mm以上

③据付準備

天井開口穴・吊りボルトピッチ・各配管の位置

●据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、室内ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂 ･ ケガの原因となり、また水漏れや感電 ･ 火災などの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は万一冷媒が漏れても、限界濃度を超えない対策をする。（JRA GL-13）
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、室内ユニット落下、水漏れ、火災、感電などの原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、室内ユニットの落下などにより、ケガの原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。
●室内ユニットの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒以外の空気などを入れない。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書に従って施工し、必ず

専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●配管、フレアナット、工具は R32用または R410A用を使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締付ける。
　フレアナットの締付過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
● ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内ユニットを腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。
●据付作業では圧縮機を運転する前に確実に冷媒配管を取付ける。

に圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空、とるす転運を機縮圧で態状放開ブルバスビーサ、ずらおてけ付取を管配媒冷 　
なり、破裂、ケガなどの原因になります。

●ポンプダウン作業では、サービスバルブを閉じた後配管を外す前に圧縮機を停止する。
、裂破、りなに圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空とす外を管配媒冷で態状放開ブルバスビーサままたし転運を機縮圧 　

ケガなどの原因になります。
● オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF する。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。

、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ
く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
使用いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告
●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。

● ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に設け
ない。

　試運転時にドレン排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。

●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。

●フィルタをはずしたまま運転しない。
　内部に油・ゴミなどが詰まり、故障の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになることがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。

●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●製品の運搬は十分注意して行う。
　 20kg 以上の製品は原則として 2 人以上で行ってください。PP バンドなど所定の位置以外をもって製品を動かさないでください。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギなどの金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとケガをすることがあります。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
　不完全な断熱施工を行うと配管など表面が結露して、露たれなどを発生し、天井・床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。

●アース（接地）を確実に行う。
漏や障故、は合場な全完不が）地接（スーア。いさだくでいなし続接に線スーアの話電、針雷避、管道水、管スガ、は線スーア 　

電のとき感電や火災の原因になることがあります。

●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋ B 種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスが室内ユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
● 腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある所、揮発性引火物を取扱う

所での据付、使用は行わない。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。

●洗濯室など、水の掛かる所では使用しない。
　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災などの原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下などの原因になることがあります。
● 病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付、使用しない。

らか側ンコアエ、りたっなに因原の障故や動作誤のンコアエるよに響影の器機信通線無、器機療医波周高、機電発家自、器機ターバンイ 　
医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

●次の場所への据付は避ける。
　・可燃性ガスの漏れる恐れがある所   ・煙突の煙がかかる所
　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ・アンモニアなど、 ・カーボン繊維や金属粉、パウダーなどが浮遊する所
　　機器に影響する物質の発生する所   ・車両・船舶等移動するものへの設置
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場など） ・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・高周波を発生する機械を使用する所   ・積雪の多い所
　・海浜地区等塩分の多い所    ・標高１０００ｍ以上の所
　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。

●室内ユニット近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、室内ユニット内へのスパッタの進入を防止する。
　 溶接作業時などに発生するスパッタが室内ユニットにあたった場合、ドレンパンなどに損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れなどの原因にな

ることがあります。室内ユニット内へのスパッタの進入を防ぐため梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●室内ユニットの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80% 以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、室内ユニットから露が滴下し損害が生じることがあります。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだ状態で放置すると室内ユニットの落下につながり、ケガなどの原因になることがあります。

●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財などを濡らす原因になることがあります。

●室外ユニットは、小動物のすみかになるような場所に設置しない。
。すまりあがとこるなに因原の火発・煙発や障故、とるれ触に品部気電の部内、てし入侵が物動小 　

　また、お客様に周辺をきれいに保つことをお願いしてください。

●漏電しゃ断器は必ず取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。

●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 

●次の場所への室内ユニットの据付は避ける。（機種により異なる制限があるので、その指示に従うこと）。
　・吸込口、吹出口に風の障害物がある所
　・強度が不十分で振動が発生する所
　・ワイヤレス機の場合、受光部に直接太陽光や強い光が当たる所
　・高周波に影響される機器のある所（TV およびラジオ等の近傍）
　・ドレンの排水がとれない所
　性能や機能等に影響をおよぼす原因になります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。　
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因となることがあります。

●ＧＨＰ〔ガスヒートポンプ〕の場合、室外ユニットの排気ドレン管と室内ユニットの排水ドレン管は共用しない。
　室内に有毒ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。

注意

埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の
点検が可能なように点検口などを設けてください。

天井高さ h [m] 2.7 3.5 4.0

検知範囲① φa [m] 約 4.5 約 6.4 約 7.6

検知範囲② φb [m] 約 6.4 約 8.3 約 9.5

人感センサ検知範囲の目安

①据付前に

②室内ユニットの据付場所の選定

④室内ユニットの据付

①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
。所るたわき行に分十が風温はたま風冷 ・　

　　据付高さが３ｍを超えると暖気が天井にこもりますので、サーキュレータの併設をご指導ください。
据付高さは 4m 以内としてください。センサー感度が鈍くなり、検知しにくくなります。

　・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。
　・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。
　・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤作動しない所。ショートサーキットしない所。
　・侵入外気の影響のない所。
　・直射日光の当たらない所。
　・周囲の露点温度が２８℃以下、相対湿度８０％以下の所。

が囲周トッニユ内室、がすまりおてし認確をとこいなの合具不、い行を験試てに）HR％87/℃72：内室（件条付露SIJはトッニユ内室本 　　
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使用する可能性がある場合は、
室内ユニットの全ておよび配管、ドレン配管にさらに１０～２０ｍｍの断熱材を取付けてください。

　・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音が生じることがあります。）
　・室内ユニット真下に食品・食器やパソコン・サーバー、医療機器など濡れて困るものを置かない所。
　・調理器具が発する熱の影響を受けない所。
　・フライヤーの真上など油・粉・蒸気などを直接吸込まない所。

。所たれ離けだるきでりよ灯熱白、灯光蛍 ・　
　　ワイヤレス機種の場合、ワイヤレスリモコンでの正常な操作ができなくなることがあります。

業作付据てし強補で等桁、板らたしまれわ思と険危、し討検かうどかるれらえ耐に量重トッニユ内室が所場るすとうよけ付据 ②
を行ってください。強度不足の場合は、室内ユニット落下によるケガの原因になります。

③ワイヤレス機種を２台以上据付ける場合は、混信による誤動作を防止するため室内ユニット間を 6 ｍ以上離してください。
④室内ユニットを隣接して設置する場合は、室内ユニット間距離を４ｍ以上離して設置してください。

、は合場いなれとが隔間、どな間トッニユ内室－トッニユ内室、壁－トッニユ内室 ●
そちら側の吹出口をしゃ風しショートサーキットしないことを確認してください。
●据付高さは２．５ｍ以上としてください。

●部屋の形や据付位置に最適な吹出方向を４方向・３方向・２方向から選定してください。( １方向はできません。)
●吹出口数を変更する場合は、別売のしゃ風材を手配してください。
●２方向・３方向吹出の場合は風量「弱」での使用は避けてください。
●高温・多湿環境での２方向吹出は行わないでください。( 結露・水漏れの原因になります。)
●吹出ルーバの上下位置の設定などによりさまざまな吹出パターンが設定できます。設定方法は取扱説明書をご覧ください。

1． このユニットは、システム天井用に設計されています。
必要ならば、一時的に T バーを取り外して、ユニットを据付けて
ください。
もし、システム天井以外に据付ける場合は、制御箱側に点検
口を設置してください。

２． 吊りボルト位置（５３０ｍｍ×５３０ｍｍ）を決めてください。
３． 吊りボルトは、４本使用し、１本当り５００Ｎの引抜き荷重に耐え

られるよう固定してください。
4． 吊りボルト長さは、天井面より50mm 程度としてください。
5． 吊りボルトの下側ナット（4か所）は、天井面から130mm 程度に

仮止めしてください。
6． 吊りボルトの上側ナット（4か所）は、室内ユニット吊り込みおよび

高さ調整時に支障のないよう、下側ナットから十分距離を取った
位置に仮止めしてください。

7． 吊りボルトの上側ナットと上側座金（各4か所）を下側ナットから十
分な距離をとった状態で、座金仮固定材（※1）を吊りボルトに挿
しこんでください。上側座金が落下してきません。

8． 室内ユニットを吊り込んでください。
9． 室内ユニット吊り込み後、付属のレベルゲージ（※2）を室内ユニッ

トの吹出口に取付、室内ユニットの吊り込み高さを調整してく
ださい。高さ調整は上側ナット（4か所）を緩めた状態で、下側ナッ
ト（4か所）で調整してください。室内ユニット吊り金具（4か所）が
下側ナット，平座金にガタなく接していることを確認してください。

10．座金仮固定材（4か所全て）を取外してください。
11． 室内ユニットの水平度を確認してください。水平度は水準器また

は透明ホースに水を入れたものを使用して確認してください。
（室内ユニットの両端での高さ許容差は3mm以内）

12．吊りボルトの上側ナット（4か所）を締付けてください。

室内ユニットの養生
を)ルーボンダ面天(材包梱、は合場る貼を材井天に後付据をトッニユ内室はたま、合場いなれらけ付取間のくらばしをルネパ ●

使用して、室内ユニットを養生してください。

室内ユニット据付時のお願い
ンァフ、りたっかなきでけ付組がルネパ、し形変りかかが力な理無にトッニユ内室。いさだくでいなわ行を整調さ高でトッナ側上 ●

干渉音が発生することがあります。
、れ漏風とるあが備不に付据。いさだくてし置設くし正をさ高の面井天と面下トッニユ内室、け付据に平水ず必はトッニユ内室 ●

結露・水漏れ、騒音の原因になります。
原のれ漏水・露結、れ漏風とるあが間隙。いさだくてせさ着密に実確は部触接のとトッニユ内室とルネパびよお、面井天とルネパ ●

因になります。

人感センサー搭載パネルは次のような場所への設置はしないで
ください。誤検知・検知不能・特性劣化を招く恐れがあります。

・長時間振動が加わる状態
・静電気や強い電磁波のある場所
・長時間高温、多湿になる場所
・塵埃の多い場所、レンズ面に汚れおよび損傷を与える恐れのある場所

●据付はこの据付説明書に従って正しく行ってください。
●次の項目を確認してください。
　○機種・電源仕様　　　○配管・配線・小物部品　　　○付属品

●吊りボルト長さが長くなる場合は耐震補強を実施してください。
　○システム天井（グリッド天井・ライン天井）の場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）５００ｍｍ以上または天井ふところ高さ７００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置してください。
　○強度が十分にある天井面に設置され直接スラブから吊り下げる場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）１０００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置してください。
●吊りボルト・ナット・バネ座金（Ｍ１０ or Ｍ８）を４組現地にて手配してください。

室内ユニットを移動させるときは吊り金具（４か所）を持ち、
他の部分（特に冷媒配管、ドレン配管および樹脂部品）に
は、力を加えないでください。
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システム天井時の開口寸法口576～610
システム天井以外の開口寸法口576～600
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φb

φa

室内ユニット

h

80
0m

m

作業手順

5０ｍｍ
１3０mm

下側ナット(ダブル)

平座金 

上側ナット 

吊りボルト 

バネ座金

<システム天井以外の場合>

天井面

35＋4
0 35＋4

0

<システム天井の場合>

天井ボード

Tバー

レベルゲージ（※2） 下側ナット、平座金がガタなく
吊り金具に接している状態

座金仮固定材（※1）
座金仮固定材（※1）

ホース

室内ユニット

梱包材内側の補強材

パネル取付用ボルトを
使用して、梱包材を取
付けてください。パネ
ル取付ピッチと同じ位
置に＋のスリットがあ
ります。

天井面

レベルゲージレベルゲージ
（室内ユニットに差し込みます） （室内ユニットに差し込みます）

座金仮固定材（※1）とレベル
ゲージ（※2）を切り離す。

必ず35～39mmの
範囲内とすること。
この範囲が守れない場合、
故障等の原因となります。

必ず35～39mmの
範囲内とすること。
この範囲が守れない場合、
故障等の原因となります。

本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載しております。
電気配線（室内ユニット）は、89ページをご覧ください。ワイヤードリモコンの取付方法は、45ページをご覧ください。
ワイヤレスキットの取付方法は、191ページをご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外ユニット）および冷媒配管工事方法は、74ページをご覧ください。
また、故障診断は、126ページをご覧ください。本室内ユニットは必ずパネルを取付けてご使用ください。
この室内ユニットは、日本国内用に設計されているため海外では使用できません。また、海外においてはアフターサービスもできません。

付属品
室内ユニット吊り込み用 冷媒配管用 ドレン配管用

平座金
（M10）

レベルゲージ
および

平座金仮固定
パイプ

カバー（大）
パイプ

カバー（小） バンド パイプ
カバー（大）

パイプ
カバー（小）

ドレン
ホース

ホース
クランプ

８個 １個 １個 １個 ４本 １個 １個 １個 １個

吊りボルト用
室内ユニットの

位置調整および吊り
込み時の補助用

ガス管
断熱用

液管
断熱用

パイプ
カバー
固定用

ドレン
ソケット
断熱用

ドレン
ソケット
断熱用

ドレン配管
接続用

ドレン
ホース
取付用

室内ユニット据付スペース

吹出パターンの設定

2500mm以上
1000mm以上

障害物

床

4000mm以上

③据付準備

天井開口穴・吊りボルトピッチ・各配管の位置

●据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、室内ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂 ･ ケガの原因となり、また水漏れや感電 ･ 火災などの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は万一冷媒が漏れても、限界濃度を超えない対策をする。（JRA GL-13）
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、室内ユニット落下、水漏れ、火災、感電などの原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、室内ユニットの落下などにより、ケガの原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。
●室内ユニットの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒以外の空気などを入れない。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書に従って施工し、必ず

専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●配管、フレアナット、工具は R32用または R410A用を使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締付ける。
　フレアナットの締付過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
● ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内ユニットを腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。
●据付作業では圧縮機を運転する前に確実に冷媒配管を取付ける。

に圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空、とるす転運を機縮圧で態状放開ブルバスビーサ、ずらおてけ付取を管配媒冷 　
なり、破裂、ケガなどの原因になります。

●ポンプダウン作業では、サービスバルブを閉じた後配管を外す前に圧縮機を停止する。
、裂破、りなに圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空とす外を管配媒冷で態状放開ブルバスビーサままたし転運を機縮圧 　

ケガなどの原因になります。
● オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF する。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。

、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ
く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
使用いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告
●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。

● ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に設け
ない。

　試運転時にドレン排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。

●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。

●フィルタをはずしたまま運転しない。
　内部に油・ゴミなどが詰まり、故障の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになることがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。

●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●製品の運搬は十分注意して行う。
　 20kg 以上の製品は原則として 2 人以上で行ってください。PP バンドなど所定の位置以外をもって製品を動かさないでください。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギなどの金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとケガをすることがあります。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
　不完全な断熱施工を行うと配管など表面が結露して、露たれなどを発生し、天井・床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。

●アース（接地）を確実に行う。
漏や障故、は合場な全完不が）地接（スーア。いさだくでいなし続接に線スーアの話電、針雷避、管道水、管スガ、は線スーア 　

電のとき感電や火災の原因になることがあります。

●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋ B 種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスが室内ユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
● 腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある所、揮発性引火物を取扱う

所での据付、使用は行わない。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。

●洗濯室など、水の掛かる所では使用しない。
　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災などの原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下などの原因になることがあります。
● 病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付、使用しない。

らか側ンコアエ、りたっなに因原の障故や動作誤のンコアエるよに響影の器機信通線無、器機療医波周高、機電発家自、器機ターバンイ 　
医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

●次の場所への据付は避ける。
　・可燃性ガスの漏れる恐れがある所   ・煙突の煙がかかる所
　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ・アンモニアなど、 ・カーボン繊維や金属粉、パウダーなどが浮遊する所
　　機器に影響する物質の発生する所   ・車両・船舶等移動するものへの設置
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場など） ・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・高周波を発生する機械を使用する所   ・積雪の多い所
　・海浜地区等塩分の多い所    ・標高１０００ｍ以上の所
　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。

●室内ユニット近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、室内ユニット内へのスパッタの進入を防止する。
　 溶接作業時などに発生するスパッタが室内ユニットにあたった場合、ドレンパンなどに損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れなどの原因にな

ることがあります。室内ユニット内へのスパッタの進入を防ぐため梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●室内ユニットの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80% 以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、室内ユニットから露が滴下し損害が生じることがあります。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだ状態で放置すると室内ユニットの落下につながり、ケガなどの原因になることがあります。

●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財などを濡らす原因になることがあります。

●室外ユニットは、小動物のすみかになるような場所に設置しない。
。すまりあがとこるなに因原の火発・煙発や障故、とるれ触に品部気電の部内、てし入侵が物動小 　

　また、お客様に周辺をきれいに保つことをお願いしてください。

●漏電しゃ断器は必ず取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。

●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 

●次の場所への室内ユニットの据付は避ける。（機種により異なる制限があるので、その指示に従うこと）。
　・吸込口、吹出口に風の障害物がある所
　・強度が不十分で振動が発生する所
　・ワイヤレス機の場合、受光部に直接太陽光や強い光が当たる所
　・高周波に影響される機器のある所（TV およびラジオ等の近傍）
　・ドレンの排水がとれない所
　性能や機能等に影響をおよぼす原因になります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。　
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因となることがあります。

●ＧＨＰ〔ガスヒートポンプ〕の場合、室外ユニットの排気ドレン管と室内ユニットの排水ドレン管は共用しない。
　室内に有毒ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。

注意

埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の
点検が可能なように点検口などを設けてください。

天井高さ h [m] 2.7 3.5 4.0

検知範囲① φa [m] 約 4.5 約 6.4 約 7.6

検知範囲② φb [m] 約 6.4 約 8.3 約 9.5

人感センサ検知範囲の目安

①据付前に

②室内ユニットの据付場所の選定

④室内ユニットの据付

①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
。所るたわき行に分十が風温はたま風冷 ・　

　　据付高さが３ｍを超えると暖気が天井にこもりますので、サーキュレータの併設をご指導ください。
据付高さは 4m 以内としてください。センサー感度が鈍くなり、検知しにくくなります。

　・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。
　・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。
　・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤作動しない所。ショートサーキットしない所。
　・侵入外気の影響のない所。
　・直射日光の当たらない所。
　・周囲の露点温度が２８℃以下、相対湿度８０％以下の所。

が囲周トッニユ内室、がすまりおてし認確をとこいなの合具不、い行を験試てに）HR％87/℃72：内室（件条付露SIJはトッニユ内室本 　　
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使用する可能性がある場合は、
室内ユニットの全ておよび配管、ドレン配管にさらに１０～２０ｍｍの断熱材を取付けてください。

　・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音が生じることがあります。）
　・室内ユニット真下に食品・食器やパソコン・サーバー、医療機器など濡れて困るものを置かない所。
　・調理器具が発する熱の影響を受けない所。
　・フライヤーの真上など油・粉・蒸気などを直接吸込まない所。

。所たれ離けだるきでりよ灯熱白、灯光蛍 ・　
　　ワイヤレス機種の場合、ワイヤレスリモコンでの正常な操作ができなくなることがあります。

業作付据てし強補で等桁、板らたしまれわ思と険危、し討検かうどかるれらえ耐に量重トッニユ内室が所場るすとうよけ付据 ②
を行ってください。強度不足の場合は、室内ユニット落下によるケガの原因になります。

③ワイヤレス機種を２台以上据付ける場合は、混信による誤動作を防止するため室内ユニット間を 6 ｍ以上離してください。
④室内ユニットを隣接して設置する場合は、室内ユニット間距離を４ｍ以上離して設置してください。

、は合場いなれとが隔間、どな間トッニユ内室－トッニユ内室、壁－トッニユ内室 ●
そちら側の吹出口をしゃ風しショートサーキットしないことを確認してください。
●据付高さは２．５ｍ以上としてください。

●部屋の形や据付位置に最適な吹出方向を４方向・３方向・２方向から選定してください。( １方向はできません。)
●吹出口数を変更する場合は、別売のしゃ風材を手配してください。
●２方向・３方向吹出の場合は風量「弱」での使用は避けてください。
●高温・多湿環境での２方向吹出は行わないでください。( 結露・水漏れの原因になります。)
●吹出ルーバの上下位置の設定などによりさまざまな吹出パターンが設定できます。設定方法は取扱説明書をご覧ください。

1． このユニットは、システム天井用に設計されています。
必要ならば、一時的に T バーを取り外して、ユニットを据付けて
ください。
もし、システム天井以外に据付ける場合は、制御箱側に点検
口を設置してください。

２． 吊りボルト位置（５３０ｍｍ×５３０ｍｍ）を決めてください。
３． 吊りボルトは、４本使用し、１本当り５００Ｎの引抜き荷重に耐え

られるよう固定してください。
4． 吊りボルト長さは、天井面より50mm 程度としてください。
5． 吊りボルトの下側ナット（4か所）は、天井面から130mm 程度に

仮止めしてください。
6． 吊りボルトの上側ナット（4か所）は、室内ユニット吊り込みおよび

高さ調整時に支障のないよう、下側ナットから十分距離を取った
位置に仮止めしてください。

7． 吊りボルトの上側ナットと上側座金（各4か所）を下側ナットから十
分な距離をとった状態で、座金仮固定材（※1）を吊りボルトに挿
しこんでください。上側座金が落下してきません。

8． 室内ユニットを吊り込んでください。
9． 室内ユニット吊り込み後、付属のレベルゲージ（※2）を室内ユニッ

トの吹出口に取付、室内ユニットの吊り込み高さを調整してく
ださい。高さ調整は上側ナット（4か所）を緩めた状態で、下側ナッ
ト（4か所）で調整してください。室内ユニット吊り金具（4か所）が
下側ナット，平座金にガタなく接していることを確認してください。

10．座金仮固定材（4か所全て）を取外してください。
11． 室内ユニットの水平度を確認してください。水平度は水準器また

は透明ホースに水を入れたものを使用して確認してください。
（室内ユニットの両端での高さ許容差は3mm以内）

12．吊りボルトの上側ナット（4か所）を締付けてください。

室内ユニットの養生
を)ルーボンダ面天(材包梱、は合場る貼を材井天に後付据をトッニユ内室はたま、合場いなれらけ付取間のくらばしをルネパ ●

使用して、室内ユニットを養生してください。

室内ユニット据付時のお願い
ンァフ、りたっかなきでけ付組がルネパ、し形変りかかが力な理無にトッニユ内室。いさだくでいなわ行を整調さ高でトッナ側上 ●

干渉音が発生することがあります。
、れ漏風とるあが備不に付据。いさだくてし置設くし正をさ高の面井天と面下トッニユ内室、け付据に平水ず必はトッニユ内室 ●

結露・水漏れ、騒音の原因になります。
原のれ漏水・露結、れ漏風とるあが間隙。いさだくてせさ着密に実確は部触接のとトッニユ内室とルネパびよお、面井天とルネパ ●

因になります。

人感センサー搭載パネルは次のような場所への設置はしないで
ください。誤検知・検知不能・特性劣化を招く恐れがあります。

・長時間振動が加わる状態
・静電気や強い電磁波のある場所
・長時間高温、多湿になる場所
・塵埃の多い場所、レンズ面に汚れおよび損傷を与える恐れのある場所

●据付はこの据付説明書に従って正しく行ってください。
●次の項目を確認してください。
　○機種・電源仕様　　　○配管・配線・小物部品　　　○付属品

●吊りボルト長さが長くなる場合は耐震補強を実施してください。
　○システム天井（グリッド天井・ライン天井）の場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）５００ｍｍ以上または天井ふところ高さ７００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置してください。
　○強度が十分にある天井面に設置され直接スラブから吊り下げる場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）１０００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置してください。
●吊りボルト・ナット・バネ座金（Ｍ１０ or Ｍ８）を４組現地にて手配してください。

室内ユニットを移動させるときは吊り金具（４か所）を持ち、
他の部分（特に冷媒配管、ドレン配管および樹脂部品）に
は、力を加えないでください。
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目安としてねじの締め代（L）
は 17～20mm（参考：1.2
～1.5N・m）としてください。

17～20mm
（1.2～1.5N・m）

ドレンホース段差

ドレンソケット

ドレンホースドレンソケット

ホースクランプ

ホースクランプはドレンホースのイン
シュレーションに当たる位置で締付
け、固くなるまで締付けること。
接着剤で接続しないでください。

ホースクランプ
（付属品、接着剤使用不可）

（1）ねじ２か所を外します
（2）つめ部の引っかかりを外して、リッドを外します。

ゴム栓

リッド

つめ

ねじ ドレンパン

ねじ

スライド

制御箱の蓋

バンド 電源側端子台 信号側端子台 バンド リモコン線

信号線

信号線（スーパーリンク
接続時のみ）

電源線 バンドアース線 電源側端子台 信号側端子台 バンド リモコン線

電源線

バンド

アース線

バンド

バンド

バンド

ドレンキャップ

〈ドレンキャップ取外し前〉 〈ドレンキャップ取外し後〉

ドレンポンプ
吸込口

作業手順
。いさだくてし入挿に実確でま部差段のトッケソ、し通をプンラクスーホに側質軟のスーホンレドの属付 ．１

その際、ホースクランプのねじが室内ユニットの外側になる位置にし、ボルトが鉛直方向になるようにしてください。
●接着剤使用不可

２．ホースクランプはドレンホースの断熱材に接触する位置で、ねじを締付けてください。
３．ねじを数回回転させて締付が固くなる位置まで締付け、それ以上に締付けないでください。

。いさだくてし続接を）配手地現もれずい（管配、ーボルエや手継用５２ＰＶ ．4
　　※ドレン管は、市販の硬質塩ビパイプ一般管ＶＰ２５を使用してください。
　●接着剤は付属のドレンホース内部に流れ込まないようにしてください。
　　乾燥後、フレキ部に力が加わった場合、フレキ部が破損することがあります。
　●ドレンホースは、室内ユニットあるいはドレン配管の据付時の微小なズレを吸収するためのものです。

故意に曲げたり、引っ張って使用された場合は、破損し、水漏れに至ることがあります。
5．ドレン配管は下り勾配（１／１００以上）としてください。不可能な場合はドレンアップしてください。

途中山越えやトラップを作らないように施工してください。
　●ドレン配管を接続する場合に室内ユニット側の配管に力が加わらないように注意して行い、できる限り

室内ユニット近傍で配管を固定してください。
　●エア抜きは絶対に設けないでください。

に下ｍｍ００１約りよ口出ンレドトッニユ内室、合場の管配ンレドの台数複 ●　
集合配管がくるようにしてください。
また集合配管はＶＰ３０以上を使用してください。

6．ドレン配管の断熱施工を行ってください。
。いさだくてし熱断に実確はプイパビ塩質硬るあに内室びよお部トッケソンレド、でのすまりあがれそおすこおをれ漏水、し生発が露結 ●　

　　※ ドレンソケット部は、排水テスト実施後、付属のパイプカバー（小）をドレンソケット部に装着した後、付属のパイプカバー（大）にてパイプ
カバー（小）、クランプおよびドレンホースの一部を覆い、テープにより隙間のないように巻いてください。

ドレンアップする場合
物害障に内井天。すまきでがとこるすく高でまｍｍ０５８りよ面井天、はさ高口出の管配ンレド ●

などがある場合、エルボなどを用いて施工してください。この場合、ドレン配管を立ち上げるま
での距離が長いと、運転停止時におけるドレン逆流量が多くなり、オーバーフローすることがあ
りますので、右図寸法内で処理願います。

ドレン排水テスト
こいなのれ漏水らか部ンパンレドのトッニユ内室びよお部続接、をとこるいてれわ行に実確が水排、に後了完の事工管配ンレド ●

とを確認してください。このとき、ドレンポンプのモータ音に異常がないことも確認してください。
●暖房期の据付の際にも必ず実施してください。
●新築の場合には天井を張る前に実施してください。

。いさだくてしにうよいなけかを水に品部機電のどなプンポンレド、は時水注。いさだくてし水注cc０００１約を水へ中のンパンレドトッニユ内室 ．１
注水は、吹出口から給水ポンプなどを使用するか、冷媒配管取出部から行ってください。

か部続接管配ンレド、とこるれわ行に実確が水排ンレド ．２
ら水漏れのないことを確認してください。
ドレンポンプの回転音を確認しながら排水するかどうかを
テストしてください。ドレン排水の確認は、ドレンソケッ
ト部（透明）より確認できます。

３．排水テスト後は、ゴム栓を外して水抜きを行ってください。
水抜き確認後は、ゴム栓を元通りにはめ込んでください。
ドレン配管の断熱を室内ユニット部まで完全に行ってく
ださい。
リッドを外して注水した場合は、リッドを装着しなおしてく
ださい。

、し工施てっ従に書明説事工線配気電」程規線内「」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
必ず専用回路を使用してください。

。いさだくてし定固にうよいならわ伝が力外のルブーケに部続接子端、し続接に実確てし用使をルブーケの定所、は線配 ●
。すまりあがとこるなに因原の障故や作動誤。いさだくてしにうよいなさ通を路経一同は線号信と線源電 ●

●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●電気配線工事の詳細は、付属の電気配線工事説明書をご覧ください。

１．室内ユニット本体の制御箱の蓋のねじ（２本）を緩めてください。
２．制御箱の蓋を図の矢印方向にスライドさせて、取外してください。
３．配線を制御箱内に入れ、端子台に確実に接続してください。
４．下図のように配線をバンドで固定してください。
５．配線を噛み込まないように制御箱の蓋を取付け、ねじ（２本）で締付けてください。

冷媒配管時の注意事項
●冷媒配管は、新規配管をご使用ください。フレアナットは、製品付属のものまたは JIS B 8607 ２種適合品をご使用ください。
　他のフレアナット（1種）を使用すると冷媒漏れの原因となります。

。いさだくてし認確で料資術技・グロタカはまた書明説付据のトッニユ外室、はていつに法方浄洗びおよ否可の用利再管配設既 　
 B 8607 ２種適合品を使用してください。または

●冷媒配管は、リン脱酸銅合金継目無銅管（Ｃ１２２０Ｔ、ＪＩＳ Ｈ ３３００）をご使用ください。
　 また管の内外面は美麗であり、使用上有害な硫黄、酸化物、ゴミ、切粉等（コンタミ）の

付着がないことを確認してください。
　冷媒配管の内部にコンタミの付着があると冷凍機油劣化などの原因になります。
●指定冷媒以外は使用しないでください。

入混がどな気空たま。すまりなに因原のどな化劣油機凍冷、とるす用使を外以媒冷定指 　
すると、異常高圧になり、破裂などの原因になります。指定冷媒は室外ユニットの形式ラ
ベルをご覧ください。

● 据付に使用する配管は屋内に保管し、両端ともろう付する直前までシールしてください。
　冷媒回路内に埃、ゴミ、水分が混入すると、油の劣化・圧縮機の故障の原因になります。
●工具は R ３２用またはＲ４１０Ａ用の工具を使用してください。

作業手順
１．室内ユニットのフレアナットおよびキャップを取外してください。
　　※ 室内ユニットの配管端部のフレアナットは、必ずスパナで２丁掛けして外してください。
　　　（このときガスが出ることがありますが、異常ではありません。）
　●フレアナット飛びに注意してください。（内部に圧力がかかっている場合があります。）
２．液管・ガス管をフレア加工し、右図に示すように冷媒配管を接続してください。
　　※ 配管の曲げは４Ｄ以上の大きな半径で行い、曲げなおしを行わないでください。

また配管をねじったり、2/3D 以下につぶしたりしないでください。
　　※フレア接続は、以下のように行ってください。

、み込じね転回４～３でし回手初最、せわ合を心中アレフ、は時続接トッナアレフ ・　　　
２丁スパナ掛けで表の締付力で締めてください。

３．室内ユニットのフレア部は、ガス漏れチェック後、右図に示すように断熱材をかぶせ、
バンドでしっかりと締付けてください。

　●ガス側配管、液側配管とも断熱は完全に行ってください。
　　※ 配管は断熱しないと結露し水漏れします。
　●ガス側配管の断熱材は耐熱 120℃以上のものを使用してください。
　● 高湿度雰囲気で使用する場合は設置環境に合わせて、冷媒配

管の断熱を強化してください。強化しない場合は断熱材表面
に結露することがあります。

４．冷媒は室外ユニットに充填されています。
は78ていつに量加追媒冷の分管配続接びよおトッニユ内室 　　

ページをご覧ください。

ドレンパン汚れ確認方法
1．パネル据付説明書に従ってパネルを取外してください。
2．ドレンキャップからドレンパンの汚れやドレンポンプ吸込口を確認してください。汚れが多い場合はドレンパンを取外し、

清掃してください。

 
●ドレンパンを取外す前に、ドレンパン内のドレンを排水してください。ゴム栓を取外して排水してください。
●ドレンパンは仮止めプレートで仮止めされています。ドレンパン取付ねじ（２個）を取外し、仮止めプレートのねじ（２個）を緩めてください。
　仮止めプレートをドレンパンの外側にスライドしてください。ドレンパンを取外せます。 

ーレプめ止仮と）個２（じね付取ンパンレド、後のそ。いさだくてしめ止仮をンパンレド、しドイラスに側内をトーレプめ止仮、は時け付取ンパンレド  ●
トのねじ（２個）を締付けてください。また、取外したゴム栓は確実に取付けてください。

ドレンポンプ吸込口の清掃  
●ドレンパンを取外さず、ドレンキャップを取外すことでドレンポンプ吸込口およびその付近の清掃ができます。
●ドレンキャップを取外す前に、ゴム栓を取外してドレンパン内のドレンを排水してください。
1．ドレンキャップの凹部（２か所）にラジオペンチの先を挿入し、反時計回りに約１回転するとドレンキャップを取外せます。
2．ドレンポンプ吸込口を清掃する場合はプラスチック製の道具を使用してください。金属製の道具を使用するとドレンキャップ

取付部をキズつけ、水漏れの原因になります。
3．ドレンキャップを取付ける前に、流水で水洗いし、ドレンキャップ内側の異物を取除いてください。異物が付着したままドレン

キャップを取付けると水漏れの原因になります。
4．ドレンキャップの取付は、ラジオペンチでドレンキャップの凹部を使用して取付けてください。時計回りに約１回転させ、
キャップが回転しなくなるまで締付けてください。 キャップが１回転以上回転しない場合は正しく取付けられていません。
一度、ドレンキャップを取外し、改めて取付け直してください。

5．ドレンキャップ締付後、ドレンキャップの△マークがドレンパンの△マーク付近にあることを確認してください。ドレン
キャップの△マークがドレンパンの△マーク付近にない場合は、増し締めしてください。

6．取外したゴム栓は確実に装着してください。装着が不完全な場合、結露 ･ 水漏れの原因となります。

ドレンポンプ運転方法
○電気配線工事が完了している場合
　ドレンポンプの運転がリモコン（ワイヤード）操作により可能です。運転操作方法は、92ページの電気配線工事説明書の ドレンポンプ運転操作  をご覧ください。
○電源が供給されている場合

ンポンレド、とるす）Ｖ００２ＣＡへ②、①台子端（ＮＯ源電、後たい抜をＢＮＣタクネコの上板基、つか、しにＮＯを１－７ＷＳの上板基トッニユ内室 　
プのみ連続運転します。ドレン排水確認後は、必ずＳＷ７－１を元の状態（ＯＦＦ）に戻し、かつ、基板上のコネクタＣＮＢを差し込んでください。

○電源が供給されていない場合
書明説扱取の属付にカッェチ転運試プンポンレドは法方作操。すで能可がとこるす転運をプンポンレドで）売別（ーカッェチ用転運試プンポンレド 

をご覧ください。

ドレン配管時の注意事項
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管してください。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財等を濡らす原因になることがあります。
●ドレン配管はイオウ系ガスなど有害ガスおよび可燃性ガスが発生する排水溝には、入れないでください。
　室内に有害ガスおよび可燃性ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。また熱交換器の腐食、異臭の原因になります。
●接続部から水漏れのないように確実に施工してください。
●水漏れが起こらないように、断熱工事を確実に行ってください。
●施工後、ドレンが排水されていることを、室内ユニットのドレン口およびドレン配管最終出口部で確認してください。
●  ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らないでください。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に

設けないでください。
。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ・検点、たま。いさだくてし認確をとこるいてれわ行に実確が水排ンレドに時転運試 　

<断熱材を強化する場合>

室内
ユニット

バンド（付属品）
バンド（現地手配）

現地配管断熱材

パイプカバー（現地手配）

<断熱材厚さ10mmを使用する場合>
パイプカバー（付属品）

室内
ユニット

バンド（付属品）

現地配管断熱材厚さ（ mm）

215～245ｍｍ 100以下

85
0ｍ

ｍ
以

下

VP25用（現地手配）

ドレン
ホース

●パネルは、電気配線工事完了後に、室内ユニットに取付けてください。
●パネルの取付方法は、パネル付属の据付説明書をご覧ください。

●室内ユニット・パネル据付工事、電気配線工事完了後、下記項目についてチェック願います。
チェック項目 不良の場合 チェック欄
室内外ユニットの取付はしっかりしていますか。 落下、振動、騒音
ガス漏れ検査は行いましたか。 冷えない
断熱は完全に行いましたか。 水漏れ
ドレン排水はスムーズに流れていますか。 水漏れ
電源電圧は室内ユニットの銘板と同じですか。 運転不能・焼損
誤配線・誤配管はありませんか。 運転不能・焼損
アース工事はされていますか。 漏電時危険
配線の太さは仕様通りですか。 運転不能・焼損
室内外ユニットの吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか。 冷えない

注意
同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した
場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸方向分力が増
加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニ
オンねじ部、またはフレア外面への冷凍機油塗布は推奨しません。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとしてください。

店舗シリーズ

ビル空調シリーズ

フレア
ダイス

頭出し寸法
D

配管径
d

mm

配管の
最小肉厚

mm

フレア加工 頭出し寸法　mm
フレア外径

D
mm

フレアナット
締付トルク

N·m

リジッド（クラッチ式）

R32 用
R410A 用 従来ツール

6.35 0.8

0 ～ 0.5 0.7 ～ 1.3

8.9 ～ 9.1 14 ～ 18

9.52 0.8 12.8 ～ 13.2 34 ～ 42

12.7 0.8 16.2 ～ 16.6 49 ～ 61

15.88 1 19.3 ～ 19.7 68 ～ 82

19.05 1.2 23.6 ～ 24.0 100 ～ 120

20mm以

20mm以上

⑦電気配線取出位置および電気配線接続

⑥ドレン配管のつづき

⑧パネルの取付

⑨室内ユニット据付工事完了後のチェック項目

⑩ドレンパン汚れ確認、ドレンポンプ吸込口清掃（メンテナンス）

⑥ドレン配管

⑥ドレン配管⑤冷媒配管

●吹出口から注水する場合 ●冷媒配管取出部から注水する場合

ドレン
キャップ

凹部にラジオペンチ先端を挿入し、
キャップを回転させる。

ドレンキャップシール部先端、内側
およびねじ部にキズをつけないこと。

ドレンポンプ吸込口

ドレンパン ドレンポンプ
ドレンキャップの
△マーク

ドレンパンの△マーク
ドレンキャップの△がドレンパンの
△付近になるまで締付けること。

ドレンパン仮止めプレート

ドレンパン仮止め
プレート

ねじを取外す。

ねじを緩める。 プレートを外側に
スライドする。

トルクレンチ

ユニオン

フレアナット

スパナ

室内ユニット

および

ドレンパン取外し時の注意事項



－ 40 －

目安としてねじの締め代（L）
は 17～20mm（参考：1.2
～1.5N・m）としてください。

17～20mm
（1.2～1.5N・m）

ドレンホース段差

ドレンソケット

ドレンホースドレンソケット

ホースクランプ

ホースクランプはドレンホースのイン
シュレーションに当たる位置で締付
け、固くなるまで締付けること。
接着剤で接続しないでください。

ホースクランプ
（付属品、接着剤使用不可）

（1）ねじ２か所を外します
（2）つめ部の引っかかりを外して、リッドを外します。

ゴム栓

リッド

つめ

ねじ ドレンパン

ねじ

スライド

制御箱の蓋

バンド 電源側端子台 信号側端子台 バンド リモコン線

信号線

信号線（スーパーリンク
接続時のみ）

電源線 バンドアース線 電源側端子台 信号側端子台 バンド リモコン線

電源線

バンド

アース線

バンド

バンド

バンド

ドレンキャップ

〈ドレンキャップ取外し前〉 〈ドレンキャップ取外し後〉

ドレンポンプ
吸込口

作業手順
。いさだくてし入挿に実確でま部差段のトッケソ、し通をプンラクスーホに側質軟のスーホンレドの属付 ．１

その際、ホースクランプのねじが室内ユニットの外側になる位置にし、ボルトが鉛直方向になるようにしてください。
●接着剤使用不可

２．ホースクランプはドレンホースの断熱材に接触する位置で、ねじを締付けてください。
３．ねじを数回回転させて締付が固くなる位置まで締付け、それ以上に締付けないでください。

。いさだくてし続接を）配手地現もれずい（管配、ーボルエや手継用５２ＰＶ ．4
　　※ドレン管は、市販の硬質塩ビパイプ一般管ＶＰ２５を使用してください。
　●接着剤は付属のドレンホース内部に流れ込まないようにしてください。
　　乾燥後、フレキ部に力が加わった場合、フレキ部が破損することがあります。
　●ドレンホースは、室内ユニットあるいはドレン配管の据付時の微小なズレを吸収するためのものです。

故意に曲げたり、引っ張って使用された場合は、破損し、水漏れに至ることがあります。
5．ドレン配管は下り勾配（１／１００以上）としてください。不可能な場合はドレンアップしてください。

途中山越えやトラップを作らないように施工してください。
　●ドレン配管を接続する場合に室内ユニット側の配管に力が加わらないように注意して行い、できる限り

室内ユニット近傍で配管を固定してください。
　●エア抜きは絶対に設けないでください。

に下ｍｍ００１約りよ口出ンレドトッニユ内室、合場の管配ンレドの台数複 ●　
集合配管がくるようにしてください。
また集合配管はＶＰ３０以上を使用してください。

6．ドレン配管の断熱施工を行ってください。
。いさだくてし熱断に実確はプイパビ塩質硬るあに内室びよお部トッケソンレド、でのすまりあがれそおすこおをれ漏水、し生発が露結 ●　

　　※ ドレンソケット部は、排水テスト実施後、付属のパイプカバー（小）をドレンソケット部に装着した後、付属のパイプカバー（大）にてパイプ
カバー（小）、クランプおよびドレンホースの一部を覆い、テープにより隙間のないように巻いてください。

ドレンアップする場合
物害障に内井天。すまきでがとこるすく高でまｍｍ０５８りよ面井天、はさ高口出の管配ンレド ●

などがある場合、エルボなどを用いて施工してください。この場合、ドレン配管を立ち上げるま
での距離が長いと、運転停止時におけるドレン逆流量が多くなり、オーバーフローすることがあ
りますので、右図寸法内で処理願います。

ドレン排水テスト
こいなのれ漏水らか部ンパンレドのトッニユ内室びよお部続接、をとこるいてれわ行に実確が水排、に後了完の事工管配ンレド ●

とを確認してください。このとき、ドレンポンプのモータ音に異常がないことも確認してください。
●暖房期の据付の際にも必ず実施してください。
●新築の場合には天井を張る前に実施してください。

。いさだくてしにうよいなけかを水に品部機電のどなプンポンレド、は時水注。いさだくてし水注cc０００１約を水へ中のンパンレドトッニユ内室 ．１
注水は、吹出口から給水ポンプなどを使用するか、冷媒配管取出部から行ってください。

か部続接管配ンレド、とこるれわ行に実確が水排ンレド ．２
ら水漏れのないことを確認してください。
ドレンポンプの回転音を確認しながら排水するかどうかを
テストしてください。ドレン排水の確認は、ドレンソケッ
ト部（透明）より確認できます。

３．排水テスト後は、ゴム栓を外して水抜きを行ってください。
水抜き確認後は、ゴム栓を元通りにはめ込んでください。
ドレン配管の断熱を室内ユニット部まで完全に行ってく
ださい。
リッドを外して注水した場合は、リッドを装着しなおしてく
ださい。

、し工施てっ従に書明説事工線配気電」程規線内「」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
必ず専用回路を使用してください。

。いさだくてし定固にうよいならわ伝が力外のルブーケに部続接子端、し続接に実確てし用使をルブーケの定所、は線配 ●
。すまりあがとこるなに因原の障故や作動誤。いさだくてしにうよいなさ通を路経一同は線号信と線源電 ●

●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●電気配線工事の詳細は、付属の電気配線工事説明書をご覧ください。

１．室内ユニット本体の制御箱の蓋のねじ（２本）を緩めてください。
２．制御箱の蓋を図の矢印方向にスライドさせて、取外してください。
３．配線を制御箱内に入れ、端子台に確実に接続してください。
４．下図のように配線をバンドで固定してください。
５．配線を噛み込まないように制御箱の蓋を取付け、ねじ（２本）で締付けてください。

冷媒配管時の注意事項
●冷媒配管は、新規配管をご使用ください。フレアナットは、製品付属のものまたは JIS B 8607 ２種適合品をご使用ください。
　他のフレアナット（1種）を使用すると冷媒漏れの原因となります。

。いさだくてし認確で料資術技・グロタカはまた書明説付据のトッニユ外室、はていつに法方浄洗びおよ否可の用利再管配設既 　
 B 8607 ２種適合品を使用してください。または

●冷媒配管は、リン脱酸銅合金継目無銅管（Ｃ１２２０Ｔ、ＪＩＳ Ｈ ３３００）をご使用ください。
　 また管の内外面は美麗であり、使用上有害な硫黄、酸化物、ゴミ、切粉等（コンタミ）の

付着がないことを確認してください。
　冷媒配管の内部にコンタミの付着があると冷凍機油劣化などの原因になります。
●指定冷媒以外は使用しないでください。

入混がどな気空たま。すまりなに因原のどな化劣油機凍冷、とるす用使を外以媒冷定指 　
すると、異常高圧になり、破裂などの原因になります。指定冷媒は室外ユニットの形式ラ
ベルをご覧ください。

● 据付に使用する配管は屋内に保管し、両端ともろう付する直前までシールしてください。
　冷媒回路内に埃、ゴミ、水分が混入すると、油の劣化・圧縮機の故障の原因になります。
●工具は R ３２用またはＲ４１０Ａ用の工具を使用してください。

作業手順
１．室内ユニットのフレアナットおよびキャップを取外してください。
　　※ 室内ユニットの配管端部のフレアナットは、必ずスパナで２丁掛けして外してください。
　　　（このときガスが出ることがありますが、異常ではありません。）
　●フレアナット飛びに注意してください。（内部に圧力がかかっている場合があります。）
２．液管・ガス管をフレア加工し、右図に示すように冷媒配管を接続してください。
　　※ 配管の曲げは４Ｄ以上の大きな半径で行い、曲げなおしを行わないでください。

また配管をねじったり、2/3D 以下につぶしたりしないでください。
　　※フレア接続は、以下のように行ってください。

、み込じね転回４～３でし回手初最、せわ合を心中アレフ、は時続接トッナアレフ ・　　　
２丁スパナ掛けで表の締付力で締めてください。

３．室内ユニットのフレア部は、ガス漏れチェック後、右図に示すように断熱材をかぶせ、
バンドでしっかりと締付けてください。

　●ガス側配管、液側配管とも断熱は完全に行ってください。
　　※ 配管は断熱しないと結露し水漏れします。
　●ガス側配管の断熱材は耐熱 120℃以上のものを使用してください。
　● 高湿度雰囲気で使用する場合は設置環境に合わせて、冷媒配

管の断熱を強化してください。強化しない場合は断熱材表面
に結露することがあります。

４．冷媒は室外ユニットに充填されています。
は78ていつに量加追媒冷の分管配続接びよおトッニユ内室 　　

ページをご覧ください。

ドレンパン汚れ確認方法
1．パネル据付説明書に従ってパネルを取外してください。
2．ドレンキャップからドレンパンの汚れやドレンポンプ吸込口を確認してください。汚れが多い場合はドレンパンを取外し、

清掃してください。

 
●ドレンパンを取外す前に、ドレンパン内のドレンを排水してください。ゴム栓を取外して排水してください。
●ドレンパンは仮止めプレートで仮止めされています。ドレンパン取付ねじ（２個）を取外し、仮止めプレートのねじ（２個）を緩めてください。
　仮止めプレートをドレンパンの外側にスライドしてください。ドレンパンを取外せます。 

ーレプめ止仮と）個２（じね付取ンパンレド、後のそ。いさだくてしめ止仮をンパンレド、しドイラスに側内をトーレプめ止仮、は時け付取ンパンレド  ●
トのねじ（２個）を締付けてください。また、取外したゴム栓は確実に取付けてください。

ドレンポンプ吸込口の清掃  
●ドレンパンを取外さず、ドレンキャップを取外すことでドレンポンプ吸込口およびその付近の清掃ができます。
●ドレンキャップを取外す前に、ゴム栓を取外してドレンパン内のドレンを排水してください。
1．ドレンキャップの凹部（２か所）にラジオペンチの先を挿入し、反時計回りに約１回転するとドレンキャップを取外せます。
2．ドレンポンプ吸込口を清掃する場合はプラスチック製の道具を使用してください。金属製の道具を使用するとドレンキャップ

取付部をキズつけ、水漏れの原因になります。
3．ドレンキャップを取付ける前に、流水で水洗いし、ドレンキャップ内側の異物を取除いてください。異物が付着したままドレン

キャップを取付けると水漏れの原因になります。
4．ドレンキャップの取付は、ラジオペンチでドレンキャップの凹部を使用して取付けてください。時計回りに約１回転させ、
キャップが回転しなくなるまで締付けてください。 キャップが１回転以上回転しない場合は正しく取付けられていません。
一度、ドレンキャップを取外し、改めて取付け直してください。

5．ドレンキャップ締付後、ドレンキャップの△マークがドレンパンの△マーク付近にあることを確認してください。ドレン
キャップの△マークがドレンパンの△マーク付近にない場合は、増し締めしてください。

6．取外したゴム栓は確実に装着してください。装着が不完全な場合、結露 ･ 水漏れの原因となります。

ドレンポンプ運転方法
○電気配線工事が完了している場合
　ドレンポンプの運転がリモコン（ワイヤード）操作により可能です。運転操作方法は、92ページの電気配線工事説明書の ドレンポンプ運転操作  をご覧ください。
○電源が供給されている場合

ンポンレド、とるす）Ｖ００２ＣＡへ②、①台子端（ＮＯ源電、後たい抜をＢＮＣタクネコの上板基、つか、しにＮＯを１－７ＷＳの上板基トッニユ内室 　
プのみ連続運転します。ドレン排水確認後は、必ずＳＷ７－１を元の状態（ＯＦＦ）に戻し、かつ、基板上のコネクタＣＮＢを差し込んでください。

○電源が供給されていない場合
書明説扱取の属付にカッェチ転運試プンポンレドは法方作操。すで能可がとこるす転運をプンポンレドで）売別（ーカッェチ用転運試プンポンレド 

をご覧ください。

ドレン配管時の注意事項
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管してください。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財等を濡らす原因になることがあります。
●ドレン配管はイオウ系ガスなど有害ガスおよび可燃性ガスが発生する排水溝には、入れないでください。
　室内に有害ガスおよび可燃性ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。また熱交換器の腐食、異臭の原因になります。
●接続部から水漏れのないように確実に施工してください。
●水漏れが起こらないように、断熱工事を確実に行ってください。
●施工後、ドレンが排水されていることを、室内ユニットのドレン口およびドレン配管最終出口部で確認してください。
●  ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らないでください。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に

設けないでください。
。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ・検点、たま。いさだくてし認確をとこるいてれわ行に実確が水排ンレドに時転運試 　

<断熱材を強化する場合>

室内
ユニット

バンド（付属品）
バンド（現地手配）

現地配管断熱材

パイプカバー（現地手配）

<断熱材厚さ10mmを使用する場合>
パイプカバー（付属品）

室内
ユニット

バンド（付属品）

現地配管断熱材厚さ（ mm）

215～245ｍｍ 100以下

85
0ｍ

ｍ
以

下

VP25用（現地手配）

ドレン
ホース

●パネルは、電気配線工事完了後に、室内ユニットに取付けてください。
●パネルの取付方法は、パネル付属の据付説明書をご覧ください。

●室内ユニット・パネル据付工事、電気配線工事完了後、下記項目についてチェック願います。
チェック項目 不良の場合 チェック欄
室内外ユニットの取付はしっかりしていますか。 落下、振動、騒音
ガス漏れ検査は行いましたか。 冷えない
断熱は完全に行いましたか。 水漏れ
ドレン排水はスムーズに流れていますか。 水漏れ
電源電圧は室内ユニットの銘板と同じですか。 運転不能・焼損
誤配線・誤配管はありませんか。 運転不能・焼損
アース工事はされていますか。 漏電時危険
配線の太さは仕様通りですか。 運転不能・焼損
室内外ユニットの吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか。 冷えない

注意
同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した
場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸方向分力が増
加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニ
オンねじ部、またはフレア外面への冷凍機油塗布は推奨しません。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとしてください。

店舗シリーズ

ビル空調シリーズ

フレア
ダイス

頭出し寸法
D

配管径
d

mm

配管の
最小肉厚

mm

フレア加工 頭出し寸法　mm
フレア外径

D
mm

フレアナット
締付トルク

N·m

リジッド（クラッチ式）

R32 用
R410A 用 従来ツール

6.35 0.8

0 ～ 0.5 0.7 ～ 1.3

8.9 ～ 9.1 14 ～ 18

9.52 0.8 12.8 ～ 13.2 34 ～ 42

12.7 0.8 16.2 ～ 16.6 49 ～ 61

15.88 1 19.3 ～ 19.7 68 ～ 82

19.05 1.2 23.6 ～ 24.0 100 ～ 120

20mm以

20mm以上

⑦電気配線取出位置および電気配線接続

⑥ドレン配管のつづき

⑧パネルの取付

⑨室内ユニット据付工事完了後のチェック項目

⑩ドレンパン汚れ確認、ドレンポンプ吸込口清掃（メンテナンス）

⑥ドレン配管

⑥ドレン配管⑤冷媒配管

●吹出口から注水する場合 ●冷媒配管取出部から注水する場合

ドレン
キャップ

凹部にラジオペンチ先端を挿入し、
キャップを回転させる。

ドレンキャップシール部先端、内側
およびねじ部にキズをつけないこと。

ドレンポンプ吸込口

ドレンパン ドレンポンプ
ドレンキャップの
△マーク

ドレンパンの△マーク
ドレンキャップの△がドレンパンの
△付近になるまで締付けること。

ドレンパン仮止めプレート

ドレンパン仮止め
プレート

ねじを取外す。

ねじを緩める。 プレートを外側に
スライドする。

トルクレンチ

ユニオン

フレアナット

スパナ

室内ユニット

および

ドレンパン取外し時の注意事項
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目安としてねじの締め代（L）
は 17～20mm（参考：1.2
～1.5N・m）としてください。

17～20mm
（1.2～1.5N・m）

ドレンホース段差

ドレンソケット

ドレンホースドレンソケット

ホースクランプ

ホースクランプはドレンホースのイン
シュレーションに当たる位置で締付
け、固くなるまで締付けること。
接着剤で接続しないでください。

ホースクランプ
（付属品、接着剤使用不可）

（1）ねじ２か所を外します
（2）つめ部の引っかかりを外して、リッドを外します。

ゴム栓

リッド

つめ

ねじ ドレンパン

ねじ

スライド

制御箱の蓋

バンド 電源側端子台 信号側端子台 バンド リモコン線

信号線

信号線（スーパーリンク
接続時のみ）

電源線 バンドアース線 電源側端子台 信号側端子台 バンド リモコン線

電源線

バンド

アース線

バンド

バンド

バンド

ドレンキャップ

〈ドレンキャップ取外し前〉 〈ドレンキャップ取外し後〉

ドレンポンプ
吸込口

作業手順
。いさだくてし入挿に実確でま部差段のトッケソ、し通をプンラクスーホに側質軟のスーホンレドの属付 ．１

その際、ホースクランプのねじが室内ユニットの外側になる位置にし、ボルトが鉛直方向になるようにしてください。
●接着剤使用不可

２．ホースクランプはドレンホースの断熱材に接触する位置で、ねじを締付けてください。
３．ねじを数回回転させて締付が固くなる位置まで締付け、それ以上に締付けないでください。

。いさだくてし続接を）配手地現もれずい（管配、ーボルエや手継用５２ＰＶ ．4
　　※ドレン管は、市販の硬質塩ビパイプ一般管ＶＰ２５を使用してください。
　●接着剤は付属のドレンホース内部に流れ込まないようにしてください。
　　乾燥後、フレキ部に力が加わった場合、フレキ部が破損することがあります。
　●ドレンホースは、室内ユニットあるいはドレン配管の据付時の微小なズレを吸収するためのものです。

故意に曲げたり、引っ張って使用された場合は、破損し、水漏れに至ることがあります。
5．ドレン配管は下り勾配（１／１００以上）としてください。不可能な場合はドレンアップしてください。

途中山越えやトラップを作らないように施工してください。
　●ドレン配管を接続する場合に室内ユニット側の配管に力が加わらないように注意して行い、できる限り

室内ユニット近傍で配管を固定してください。
　●エア抜きは絶対に設けないでください。

に下ｍｍ００１約りよ口出ンレドトッニユ内室、合場の管配ンレドの台数複 ●　
集合配管がくるようにしてください。
また集合配管はＶＰ３０以上を使用してください。

6．ドレン配管の断熱施工を行ってください。
。いさだくてし熱断に実確はプイパビ塩質硬るあに内室びよお部トッケソンレド、でのすまりあがれそおすこおをれ漏水、し生発が露結 ●　

　　※ ドレンソケット部は、排水テスト実施後、付属のパイプカバー（小）をドレンソケット部に装着した後、付属のパイプカバー（大）にてパイプ
カバー（小）、クランプおよびドレンホースの一部を覆い、テープにより隙間のないように巻いてください。

ドレンアップする場合
物害障に内井天。すまきでがとこるすく高でまｍｍ０５８りよ面井天、はさ高口出の管配ンレド ●

などがある場合、エルボなどを用いて施工してください。この場合、ドレン配管を立ち上げるま
での距離が長いと、運転停止時におけるドレン逆流量が多くなり、オーバーフローすることがあ
りますので、右図寸法内で処理願います。

ドレン排水テスト
こいなのれ漏水らか部ンパンレドのトッニユ内室びよお部続接、をとこるいてれわ行に実確が水排、に後了完の事工管配ンレド ●

とを確認してください。このとき、ドレンポンプのモータ音に異常がないことも確認してください。
●暖房期の据付の際にも必ず実施してください。
●新築の場合には天井を張る前に実施してください。

。いさだくてしにうよいなけかを水に品部機電のどなプンポンレド、は時水注。いさだくてし水注cc０００１約を水へ中のンパンレドトッニユ内室 ．１
注水は、吹出口から給水ポンプなどを使用するか、冷媒配管取出部から行ってください。

か部続接管配ンレド、とこるれわ行に実確が水排ンレド ．２
ら水漏れのないことを確認してください。
ドレンポンプの回転音を確認しながら排水するかどうかを
テストしてください。ドレン排水の確認は、ドレンソケッ
ト部（透明）より確認できます。

３．排水テスト後は、ゴム栓を外して水抜きを行ってください。
水抜き確認後は、ゴム栓を元通りにはめ込んでください。
ドレン配管の断熱を室内ユニット部まで完全に行ってく
ださい。
リッドを外して注水した場合は、リッドを装着しなおしてく
ださい。

、し工施てっ従に書明説事工線配気電」程規線内「」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
必ず専用回路を使用してください。

。いさだくてし定固にうよいならわ伝が力外のルブーケに部続接子端、し続接に実確てし用使をルブーケの定所、は線配 ●
。すまりあがとこるなに因原の障故や作動誤。いさだくてしにうよいなさ通を路経一同は線号信と線源電 ●

●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●電気配線工事の詳細は、付属の電気配線工事説明書をご覧ください。

１．室内ユニット本体の制御箱の蓋のねじ（２本）を緩めてください。
２．制御箱の蓋を図の矢印方向にスライドさせて、取外してください。
３．配線を制御箱内に入れ、端子台に確実に接続してください。
４．下図のように配線をバンドで固定してください。
５．配線を噛み込まないように制御箱の蓋を取付け、ねじ（２本）で締付けてください。

冷媒配管時の注意事項
●冷媒配管は、新規配管をご使用ください。フレアナットは、製品付属のものまたは JIS B 8607 ２種適合品をご使用ください。
　他のフレアナット（1種）を使用すると冷媒漏れの原因となります。

。いさだくてし認確で料資術技・グロタカはまた書明説付据のトッニユ外室、はていつに法方浄洗びおよ否可の用利再管配設既 　
 B 8607 ２種適合品を使用してください。または

●冷媒配管は、リン脱酸銅合金継目無銅管（Ｃ１２２０Ｔ、ＪＩＳ Ｈ ３３００）をご使用ください。
　 また管の内外面は美麗であり、使用上有害な硫黄、酸化物、ゴミ、切粉等（コンタミ）の

付着がないことを確認してください。
　冷媒配管の内部にコンタミの付着があると冷凍機油劣化などの原因になります。
●指定冷媒以外は使用しないでください。

入混がどな気空たま。すまりなに因原のどな化劣油機凍冷、とるす用使を外以媒冷定指 　
すると、異常高圧になり、破裂などの原因になります。指定冷媒は室外ユニットの形式ラ
ベルをご覧ください。

● 据付に使用する配管は屋内に保管し、両端ともろう付する直前までシールしてください。
　冷媒回路内に埃、ゴミ、水分が混入すると、油の劣化・圧縮機の故障の原因になります。
●工具は R ３２用またはＲ４１０Ａ用の工具を使用してください。

作業手順
１．室内ユニットのフレアナットおよびキャップを取外してください。
　　※ 室内ユニットの配管端部のフレアナットは、必ずスパナで２丁掛けして外してください。
　　　（このときガスが出ることがありますが、異常ではありません。）
　●フレアナット飛びに注意してください。（内部に圧力がかかっている場合があります。）
２．液管・ガス管をフレア加工し、右図に示すように冷媒配管を接続してください。
　　※ 配管の曲げは４Ｄ以上の大きな半径で行い、曲げなおしを行わないでください。

また配管をねじったり、2/3D 以下につぶしたりしないでください。
　　※フレア接続は、以下のように行ってください。

、み込じね転回４～３でし回手初最、せわ合を心中アレフ、は時続接トッナアレフ ・　　　
２丁スパナ掛けで表の締付力で締めてください。

３．室内ユニットのフレア部は、ガス漏れチェック後、右図に示すように断熱材をかぶせ、
バンドでしっかりと締付けてください。

　●ガス側配管、液側配管とも断熱は完全に行ってください。
　　※ 配管は断熱しないと結露し水漏れします。
　●ガス側配管の断熱材は耐熱 120℃以上のものを使用してください。
　● 高湿度雰囲気で使用する場合は設置環境に合わせて、冷媒配

管の断熱を強化してください。強化しない場合は断熱材表面
に結露することがあります。

４．冷媒は室外ユニットに充填されています。
は78ていつに量加追媒冷の分管配続接びよおトッニユ内室 　　

ページをご覧ください。

ドレンパン汚れ確認方法
1．パネル据付説明書に従ってパネルを取外してください。
2．ドレンキャップからドレンパンの汚れやドレンポンプ吸込口を確認してください。汚れが多い場合はドレンパンを取外し、

清掃してください。

 
●ドレンパンを取外す前に、ドレンパン内のドレンを排水してください。ゴム栓を取外して排水してください。
●ドレンパンは仮止めプレートで仮止めされています。ドレンパン取付ねじ（２個）を取外し、仮止めプレートのねじ（２個）を緩めてください。
　仮止めプレートをドレンパンの外側にスライドしてください。ドレンパンを取外せます。 

ーレプめ止仮と）個２（じね付取ンパンレド、後のそ。いさだくてしめ止仮をンパンレド、しドイラスに側内をトーレプめ止仮、は時け付取ンパンレド  ●
トのねじ（２個）を締付けてください。また、取外したゴム栓は確実に取付けてください。

ドレンポンプ吸込口の清掃  
●ドレンパンを取外さず、ドレンキャップを取外すことでドレンポンプ吸込口およびその付近の清掃ができます。
●ドレンキャップを取外す前に、ゴム栓を取外してドレンパン内のドレンを排水してください。
1．ドレンキャップの凹部（２か所）にラジオペンチの先を挿入し、反時計回りに約１回転するとドレンキャップを取外せます。
2．ドレンポンプ吸込口を清掃する場合はプラスチック製の道具を使用してください。金属製の道具を使用するとドレンキャップ

取付部をキズつけ、水漏れの原因になります。
3．ドレンキャップを取付ける前に、流水で水洗いし、ドレンキャップ内側の異物を取除いてください。異物が付着したままドレン

キャップを取付けると水漏れの原因になります。
4．ドレンキャップの取付は、ラジオペンチでドレンキャップの凹部を使用して取付けてください。時計回りに約１回転させ、
キャップが回転しなくなるまで締付けてください。 キャップが１回転以上回転しない場合は正しく取付けられていません。
一度、ドレンキャップを取外し、改めて取付け直してください。

5．ドレンキャップ締付後、ドレンキャップの△マークがドレンパンの△マーク付近にあることを確認してください。ドレン
キャップの△マークがドレンパンの△マーク付近にない場合は、増し締めしてください。

6．取外したゴム栓は確実に装着してください。装着が不完全な場合、結露 ･ 水漏れの原因となります。

ドレンポンプ運転方法
○電気配線工事が完了している場合
　ドレンポンプの運転がリモコン（ワイヤード）操作により可能です。運転操作方法は、92ページの電気配線工事説明書の ドレンポンプ運転操作  をご覧ください。
○電源が供給されている場合

ンポンレド、とるす）Ｖ００２ＣＡへ②、①台子端（ＮＯ源電、後たい抜をＢＮＣタクネコの上板基、つか、しにＮＯを１－７ＷＳの上板基トッニユ内室 　
プのみ連続運転します。ドレン排水確認後は、必ずＳＷ７－１を元の状態（ＯＦＦ）に戻し、かつ、基板上のコネクタＣＮＢを差し込んでください。

○電源が供給されていない場合
書明説扱取の属付にカッェチ転運試プンポンレドは法方作操。すで能可がとこるす転運をプンポンレドで）売別（ーカッェチ用転運試プンポンレド 

をご覧ください。

ドレン配管時の注意事項
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管してください。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財等を濡らす原因になることがあります。
●ドレン配管はイオウ系ガスなど有害ガスおよび可燃性ガスが発生する排水溝には、入れないでください。
　室内に有害ガスおよび可燃性ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。また熱交換器の腐食、異臭の原因になります。
●接続部から水漏れのないように確実に施工してください。
●水漏れが起こらないように、断熱工事を確実に行ってください。
●施工後、ドレンが排水されていることを、室内ユニットのドレン口およびドレン配管最終出口部で確認してください。
●  ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らないでください。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に

設けないでください。
。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ・検点、たま。いさだくてし認確をとこるいてれわ行に実確が水排ンレドに時転運試 　

<断熱材を強化する場合>

室内
ユニット

バンド（付属品）
バンド（現地手配）

現地配管断熱材

パイプカバー（現地手配）

<断熱材厚さ10mmを使用する場合>
パイプカバー（付属品）

室内
ユニット

バンド（付属品）

現地配管断熱材厚さ（ mm）

215～245ｍｍ 100以下

85
0ｍ

ｍ
以

下

VP25用（現地手配）

ドレン
ホース

●パネルは、電気配線工事完了後に、室内ユニットに取付けてください。
●パネルの取付方法は、パネル付属の据付説明書をご覧ください。

●室内ユニット・パネル据付工事、電気配線工事完了後、下記項目についてチェック願います。
チェック項目 不良の場合 チェック欄
室内外ユニットの取付はしっかりしていますか。 落下、振動、騒音
ガス漏れ検査は行いましたか。 冷えない
断熱は完全に行いましたか。 水漏れ
ドレン排水はスムーズに流れていますか。 水漏れ
電源電圧は室内ユニットの銘板と同じですか。 運転不能・焼損
誤配線・誤配管はありませんか。 運転不能・焼損
アース工事はされていますか。 漏電時危険
配線の太さは仕様通りですか。 運転不能・焼損
室内外ユニットの吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか。 冷えない

注意
同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した
場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸方向分力が増
加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニ
オンねじ部、またはフレア外面への冷凍機油塗布は推奨しません。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとしてください。

店舗シリーズ

ビル空調シリーズ

フレア
ダイス

頭出し寸法
D

配管径
d

mm

配管の
最小肉厚

mm

フレア加工 頭出し寸法　mm
フレア外径

D
mm

フレアナット
締付トルク

N·m

リジッド（クラッチ式）

R32 用
R410A 用 従来ツール

6.35 0.8

0 ～ 0.5 0.7 ～ 1.3

8.9 ～ 9.1 14 ～ 18

9.52 0.8 12.8 ～ 13.2 34 ～ 42

12.7 0.8 16.2 ～ 16.6 49 ～ 61

15.88 1 19.3 ～ 19.7 68 ～ 82

19.05 1.2 23.6 ～ 24.0 100 ～ 120

20mm以

20mm以上

⑦電気配線取出位置および電気配線接続

⑥ドレン配管のつづき

⑧パネルの取付

⑨室内ユニット据付工事完了後のチェック項目

⑩ドレンパン汚れ確認、ドレンポンプ吸込口清掃（メンテナンス）

⑥ドレン配管

⑥ドレン配管⑤冷媒配管

●吹出口から注水する場合 ●冷媒配管取出部から注水する場合

ドレン
キャップ

凹部にラジオペンチ先端を挿入し、
キャップを回転させる。

ドレンキャップシール部先端、内側
およびねじ部にキズをつけないこと。

ドレンポンプ吸込口

ドレンパン ドレンポンプ
ドレンキャップの
△マーク

ドレンパンの△マーク
ドレンキャップの△がドレンパンの
△付近になるまで締付けること。

ドレンパン仮止めプレート

ドレンパン仮止め
プレート

ねじを取外す。

ねじを緩める。 プレートを外側に
スライドする。

トルクレンチ

ユニオン

フレアナット

スパナ

室内ユニット

および

ドレンパン取外し時の注意事項
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目安としてねじの締め代（L）
は 17～20mm（参考：1.2
～1.5N・m）としてください。

17～20mm
（1.2～1.5N・m）

ドレンホース段差

ドレンソケット

ドレンホースドレンソケット

ホースクランプ

ホースクランプはドレンホースのイン
シュレーションに当たる位置で締付
け、固くなるまで締付けること。
接着剤で接続しないでください。

ホースクランプ
（付属品、接着剤使用不可）

（1）ねじ２か所を外します
（2）つめ部の引っかかりを外して、リッドを外します。

ゴム栓

リッド

つめ

ねじ ドレンパン

ねじ

スライド

制御箱の蓋

バンド 電源側端子台 信号側端子台 バンド リモコン線

信号線

信号線（スーパーリンク
接続時のみ）

電源線 バンドアース線 電源側端子台 信号側端子台 バンド リモコン線

電源線

バンド

アース線

バンド

バンド

バンド

ドレンキャップ

〈ドレンキャップ取外し前〉 〈ドレンキャップ取外し後〉

ドレンポンプ
吸込口

作業手順
。いさだくてし入挿に実確でま部差段のトッケソ、し通をプンラクスーホに側質軟のスーホンレドの属付 ．１

その際、ホースクランプのねじが室内ユニットの外側になる位置にし、ボルトが鉛直方向になるようにしてください。
●接着剤使用不可

２．ホースクランプはドレンホースの断熱材に接触する位置で、ねじを締付けてください。
３．ねじを数回回転させて締付が固くなる位置まで締付け、それ以上に締付けないでください。

。いさだくてし続接を）配手地現もれずい（管配、ーボルエや手継用５２ＰＶ ．4
　　※ドレン管は、市販の硬質塩ビパイプ一般管ＶＰ２５を使用してください。
　●接着剤は付属のドレンホース内部に流れ込まないようにしてください。
　　乾燥後、フレキ部に力が加わった場合、フレキ部が破損することがあります。
　●ドレンホースは、室内ユニットあるいはドレン配管の据付時の微小なズレを吸収するためのものです。

故意に曲げたり、引っ張って使用された場合は、破損し、水漏れに至ることがあります。
5．ドレン配管は下り勾配（１／１００以上）としてください。不可能な場合はドレンアップしてください。

途中山越えやトラップを作らないように施工してください。
　●ドレン配管を接続する場合に室内ユニット側の配管に力が加わらないように注意して行い、できる限り

室内ユニット近傍で配管を固定してください。
　●エア抜きは絶対に設けないでください。

に下ｍｍ００１約りよ口出ンレドトッニユ内室、合場の管配ンレドの台数複 ●　
集合配管がくるようにしてください。
また集合配管はＶＰ３０以上を使用してください。

6．ドレン配管の断熱施工を行ってください。
。いさだくてし熱断に実確はプイパビ塩質硬るあに内室びよお部トッケソンレド、でのすまりあがれそおすこおをれ漏水、し生発が露結 ●　

　　※ ドレンソケット部は、排水テスト実施後、付属のパイプカバー（小）をドレンソケット部に装着した後、付属のパイプカバー（大）にてパイプ
カバー（小）、クランプおよびドレンホースの一部を覆い、テープにより隙間のないように巻いてください。

ドレンアップする場合
物害障に内井天。すまきでがとこるすく高でまｍｍ０５８りよ面井天、はさ高口出の管配ンレド ●

などがある場合、エルボなどを用いて施工してください。この場合、ドレン配管を立ち上げるま
での距離が長いと、運転停止時におけるドレン逆流量が多くなり、オーバーフローすることがあ
りますので、右図寸法内で処理願います。

ドレン排水テスト
こいなのれ漏水らか部ンパンレドのトッニユ内室びよお部続接、をとこるいてれわ行に実確が水排、に後了完の事工管配ンレド ●

とを確認してください。このとき、ドレンポンプのモータ音に異常がないことも確認してください。
●暖房期の据付の際にも必ず実施してください。
●新築の場合には天井を張る前に実施してください。

。いさだくてしにうよいなけかを水に品部機電のどなプンポンレド、は時水注。いさだくてし水注cc０００１約を水へ中のンパンレドトッニユ内室 ．１
注水は、吹出口から給水ポンプなどを使用するか、冷媒配管取出部から行ってください。

か部続接管配ンレド、とこるれわ行に実確が水排ンレド ．２
ら水漏れのないことを確認してください。
ドレンポンプの回転音を確認しながら排水するかどうかを
テストしてください。ドレン排水の確認は、ドレンソケッ
ト部（透明）より確認できます。

３．排水テスト後は、ゴム栓を外して水抜きを行ってください。
水抜き確認後は、ゴム栓を元通りにはめ込んでください。
ドレン配管の断熱を室内ユニット部まで完全に行ってく
ださい。
リッドを外して注水した場合は、リッドを装着しなおしてく
ださい。

、し工施てっ従に書明説事工線配気電」程規線内「」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
必ず専用回路を使用してください。

。いさだくてし定固にうよいならわ伝が力外のルブーケに部続接子端、し続接に実確てし用使をルブーケの定所、は線配 ●
。すまりあがとこるなに因原の障故や作動誤。いさだくてしにうよいなさ通を路経一同は線号信と線源電 ●

●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●電気配線工事の詳細は、付属の電気配線工事説明書をご覧ください。

１．室内ユニット本体の制御箱の蓋のねじ（２本）を緩めてください。
２．制御箱の蓋を図の矢印方向にスライドさせて、取外してください。
３．配線を制御箱内に入れ、端子台に確実に接続してください。
４．下図のように配線をバンドで固定してください。
５．配線を噛み込まないように制御箱の蓋を取付け、ねじ（２本）で締付けてください。

冷媒配管時の注意事項
●冷媒配管は、新規配管をご使用ください。フレアナットは、製品付属のものまたは JIS B 8607 ２種適合品をご使用ください。
　他のフレアナット（1種）を使用すると冷媒漏れの原因となります。

。いさだくてし認確で料資術技・グロタカはまた書明説付据のトッニユ外室、はていつに法方浄洗びおよ否可の用利再管配設既 　
 B 8607 ２種適合品を使用してください。または

●冷媒配管は、リン脱酸銅合金継目無銅管（Ｃ１２２０Ｔ、ＪＩＳ Ｈ ３３００）をご使用ください。
　 また管の内外面は美麗であり、使用上有害な硫黄、酸化物、ゴミ、切粉等（コンタミ）の

付着がないことを確認してください。
　冷媒配管の内部にコンタミの付着があると冷凍機油劣化などの原因になります。
●指定冷媒以外は使用しないでください。

入混がどな気空たま。すまりなに因原のどな化劣油機凍冷、とるす用使を外以媒冷定指 　
すると、異常高圧になり、破裂などの原因になります。指定冷媒は室外ユニットの形式ラ
ベルをご覧ください。

● 据付に使用する配管は屋内に保管し、両端ともろう付する直前までシールしてください。
　冷媒回路内に埃、ゴミ、水分が混入すると、油の劣化・圧縮機の故障の原因になります。
●工具は R ３２用またはＲ４１０Ａ用の工具を使用してください。

作業手順
１．室内ユニットのフレアナットおよびキャップを取外してください。
　　※ 室内ユニットの配管端部のフレアナットは、必ずスパナで２丁掛けして外してください。
　　　（このときガスが出ることがありますが、異常ではありません。）
　●フレアナット飛びに注意してください。（内部に圧力がかかっている場合があります。）
２．液管・ガス管をフレア加工し、右図に示すように冷媒配管を接続してください。
　　※ 配管の曲げは４Ｄ以上の大きな半径で行い、曲げなおしを行わないでください。

また配管をねじったり、2/3D 以下につぶしたりしないでください。
　　※フレア接続は、以下のように行ってください。

、み込じね転回４～３でし回手初最、せわ合を心中アレフ、は時続接トッナアレフ ・　　　
２丁スパナ掛けで表の締付力で締めてください。

３．室内ユニットのフレア部は、ガス漏れチェック後、右図に示すように断熱材をかぶせ、
バンドでしっかりと締付けてください。

　●ガス側配管、液側配管とも断熱は完全に行ってください。
　　※ 配管は断熱しないと結露し水漏れします。
　●ガス側配管の断熱材は耐熱 120℃以上のものを使用してください。
　● 高湿度雰囲気で使用する場合は設置環境に合わせて、冷媒配

管の断熱を強化してください。強化しない場合は断熱材表面
に結露することがあります。

４．冷媒は室外ユニットに充填されています。
は78ていつに量加追媒冷の分管配続接びよおトッニユ内室 　　

ページをご覧ください。

ドレンパン汚れ確認方法
1．パネル据付説明書に従ってパネルを取外してください。
2．ドレンキャップからドレンパンの汚れやドレンポンプ吸込口を確認してください。汚れが多い場合はドレンパンを取外し、

清掃してください。

 
●ドレンパンを取外す前に、ドレンパン内のドレンを排水してください。ゴム栓を取外して排水してください。
●ドレンパンは仮止めプレートで仮止めされています。ドレンパン取付ねじ（２個）を取外し、仮止めプレートのねじ（２個）を緩めてください。
　仮止めプレートをドレンパンの外側にスライドしてください。ドレンパンを取外せます。 

ーレプめ止仮と）個２（じね付取ンパンレド、後のそ。いさだくてしめ止仮をンパンレド、しドイラスに側内をトーレプめ止仮、は時け付取ンパンレド  ●
トのねじ（２個）を締付けてください。また、取外したゴム栓は確実に取付けてください。

ドレンポンプ吸込口の清掃  
●ドレンパンを取外さず、ドレンキャップを取外すことでドレンポンプ吸込口およびその付近の清掃ができます。
●ドレンキャップを取外す前に、ゴム栓を取外してドレンパン内のドレンを排水してください。
1．ドレンキャップの凹部（２か所）にラジオペンチの先を挿入し、反時計回りに約１回転するとドレンキャップを取外せます。
2．ドレンポンプ吸込口を清掃する場合はプラスチック製の道具を使用してください。金属製の道具を使用するとドレンキャップ

取付部をキズつけ、水漏れの原因になります。
3．ドレンキャップを取付ける前に、流水で水洗いし、ドレンキャップ内側の異物を取除いてください。異物が付着したままドレン

キャップを取付けると水漏れの原因になります。
4．ドレンキャップの取付は、ラジオペンチでドレンキャップの凹部を使用して取付けてください。時計回りに約１回転させ、
キャップが回転しなくなるまで締付けてください。 キャップが１回転以上回転しない場合は正しく取付けられていません。
一度、ドレンキャップを取外し、改めて取付け直してください。

5．ドレンキャップ締付後、ドレンキャップの△マークがドレンパンの△マーク付近にあることを確認してください。ドレン
キャップの△マークがドレンパンの△マーク付近にない場合は、増し締めしてください。

6．取外したゴム栓は確実に装着してください。装着が不完全な場合、結露 ･ 水漏れの原因となります。

ドレンポンプ運転方法
○電気配線工事が完了している場合
　ドレンポンプの運転がリモコン（ワイヤード）操作により可能です。運転操作方法は、92ページの電気配線工事説明書の ドレンポンプ運転操作  をご覧ください。
○電源が供給されている場合

ンポンレド、とるす）Ｖ００２ＣＡへ②、①台子端（ＮＯ源電、後たい抜をＢＮＣタクネコの上板基、つか、しにＮＯを１－７ＷＳの上板基トッニユ内室 　
プのみ連続運転します。ドレン排水確認後は、必ずＳＷ７－１を元の状態（ＯＦＦ）に戻し、かつ、基板上のコネクタＣＮＢを差し込んでください。

○電源が供給されていない場合
書明説扱取の属付にカッェチ転運試プンポンレドは法方作操。すで能可がとこるす転運をプンポンレドで）売別（ーカッェチ用転運試プンポンレド 

をご覧ください。

ドレン配管時の注意事項
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管してください。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財等を濡らす原因になることがあります。
●ドレン配管はイオウ系ガスなど有害ガスおよび可燃性ガスが発生する排水溝には、入れないでください。
　室内に有害ガスおよび可燃性ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。また熱交換器の腐食、異臭の原因になります。
●接続部から水漏れのないように確実に施工してください。
●水漏れが起こらないように、断熱工事を確実に行ってください。
●施工後、ドレンが排水されていることを、室内ユニットのドレン口およびドレン配管最終出口部で確認してください。
●  ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らないでください。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に

設けないでください。
。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ・検点、たま。いさだくてし認確をとこるいてれわ行に実確が水排ンレドに時転運試 　

<断熱材を強化する場合>

室内
ユニット

バンド（付属品）
バンド（現地手配）

現地配管断熱材

パイプカバー（現地手配）

<断熱材厚さ10mmを使用する場合>
パイプカバー（付属品）

室内
ユニット

バンド（付属品）

現地配管断熱材厚さ（ mm）

215～245ｍｍ 100以下

85
0ｍ

ｍ
以

下

VP25用（現地手配）

ドレン
ホース

●パネルは、電気配線工事完了後に、室内ユニットに取付けてください。
●パネルの取付方法は、パネル付属の据付説明書をご覧ください。

●室内ユニット・パネル据付工事、電気配線工事完了後、下記項目についてチェック願います。
チェック項目 不良の場合 チェック欄
室内外ユニットの取付はしっかりしていますか。 落下、振動、騒音
ガス漏れ検査は行いましたか。 冷えない
断熱は完全に行いましたか。 水漏れ
ドレン排水はスムーズに流れていますか。 水漏れ
電源電圧は室内ユニットの銘板と同じですか。 運転不能・焼損
誤配線・誤配管はありませんか。 運転不能・焼損
アース工事はされていますか。 漏電時危険
配線の太さは仕様通りですか。 運転不能・焼損
室内外ユニットの吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか。 冷えない

注意
同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した
場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸方向分力が増
加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニ
オンねじ部、またはフレア外面への冷凍機油塗布は推奨しません。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとしてください。

店舗シリーズ

ビル空調シリーズ

フレア
ダイス

頭出し寸法
D

配管径
d

mm

配管の
最小肉厚

mm

フレア加工 頭出し寸法　mm
フレア外径

D
mm

フレアナット
締付トルク

N·m

リジッド（クラッチ式）

R32 用
R410A 用 従来ツール

6.35 0.8

0 ～ 0.5 0.7 ～ 1.3

8.9 ～ 9.1 14 ～ 18

9.52 0.8 12.8 ～ 13.2 34 ～ 42

12.7 0.8 16.2 ～ 16.6 49 ～ 61

15.88 1 19.3 ～ 19.7 68 ～ 82

19.05 1.2 23.6 ～ 24.0 100 ～ 120

20mm以

20mm以上

⑦電気配線取出位置および電気配線接続

⑥ドレン配管のつづき

⑧パネルの取付

⑨室内ユニット据付工事完了後のチェック項目

⑩ドレンパン汚れ確認、ドレンポンプ吸込口清掃（メンテナンス）

⑥ドレン配管

⑥ドレン配管⑤冷媒配管

●吹出口から注水する場合 ●冷媒配管取出部から注水する場合

ドレン
キャップ

凹部にラジオペンチ先端を挿入し、
キャップを回転させる。

ドレンキャップシール部先端、内側
およびねじ部にキズをつけないこと。

ドレンポンプ吸込口

ドレンパン ドレンポンプ
ドレンキャップの
△マーク

ドレンパンの△マーク
ドレンキャップの△がドレンパンの
△付近になるまで締付けること。

ドレンパン仮止めプレート

ドレンパン仮止め
プレート

ねじを取外す。

ねじを緩める。 プレートを外側に
スライドする。

トルクレンチ

ユニオン

フレアナット

スパナ

室内ユニット

および

ドレンパン取外し時の注意事項
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●配線は、確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

付属品

・据付はこの説明書に従って正しく行ってください。
・次の項目を確認してください。
　○パネル・リモコンのタイプ
　○付属品

付属品収納場所

注：付属品はコーナリッドを外した位置にあります。

① 据付の前に

<システム天井以外の場合>

天井面

吹出口

レベルゲージ
（室内ユニットに差込みます）

35＋4
0

必ず35～39mmの範囲内
とすること。
この範囲が守れない場合、
故障等の原因となります。

② 室内ユニットの据付高さの確認

〈取外し〉

ストッパー

③ 吸込グリルの取外し

コーナリッド

矢印方向に動かし
引き上げてください

・コーナリッドを矢印の方向へ移動させ取外してください。（4コーナとも）

④ コーナリッドの取外し

室内ユニットの据付説明書と共にお読みください。

機能名称について
機能の名称の意味は下記のとおりです。

エアフレックス ： ドラフト防止機能

ボルト

ストラップ

グリルフック

ねじ

4本

4本

1個

4本

パネル取付用

コーナリッド落下防止用

グリル落下防止用

コーナリッド固定用

室内ユニットと天井材との高さは、パネル取付の際、パネルに無理な荷重がかからない高さにしてください。
パネルが変形し破損の恐れがあります。

１.  吸込グリルのストッパー（２か所）に指をかけて矢印①の方向に押したまま吸込グリルを下方へ
引くと吸込グリルが開きます。

２.  吸込グリルが開いた状態で吸込グリルのヒンジ部をパネルから外します。

警　　告

ご注意

検知範囲①

検知範囲②

h [m]

φa [m]

φb [m]

2.7

約4.5

約6.4

3.5

約6.4

約8.3

4.0

約7.6

約9.5

φb

φa

室内ユニット

吊りボルト

130
50

以上

h

80
0m

m

人感センサ検知範囲の目安

人感センサ

エアフレックスルーバ

天井面 天井面

吊り金具吊り金具 室内ユニット

・ 室内ユニットの据付説明書と共にお読みください。
・ 室内ユニットに付属されているレベルゲージで室内ユニット高さおよび天井開口寸法が正しいことを確認してください。
・ 室内ユニットと天井材との取付レベルを確認してください。
・ 室内ユニット付属のレベルゲージを吹出口にセットし、室内ユニットの吊込み高さを調整してください。
・ レベルゲージはパネル取付前に取外してください。

①

<システム天井の場合>

天井ボード

吹出口

レベルゲージ
（室内ユニットに差込みます）

35＋4
0

必ず35～39mmの範囲内
とすること。
この範囲が守れない場合、
故障等の原因となります。

ス
ラ

イ
ド

Tバー

①室内ユニットの据付高さに注意してください。
また、本室内ユニットは旧ユニット（従来機）と据付高さが異なるため、注意してください。

天井面から室内ユニットまでの据付高さ
旧ユニット：30mm ⇒ 本ユニット：35+4 

0 mm

②ルーバおよびエアフレックスは無理に動かさないでください。

※ご使用前の注意点

冷媒配管
ドレン配管

⑤ パネルの取付方向

・上図以外の方向で取付けると、風漏れの原因となり、また電気配線の接続ができません。

・パネルの取付方向は室内ユニットに対し方向性があります。
・パネルは、下図に示す方向で取付けてください。
・パネル吸込部の「ドレン排水」と室内ユニットのドレン配管の位置を合わせてください。
・パネル吸込部の「配管側」と室内ユニットの冷媒配管の位置を合わせてください。

ご注意

制御箱

斜線部（8 か所）は可動し、
手で無理に動かすと破損します。
パネルを持つ際は取扱に注意
してください。

（       　）
35+4 

0 

（       　）（       　）3（       　）（       　）0（       　）（       　）

。
い
さ
だ
く
て
し
意
注
に
さ
高
付
据

※室内ユニットが上記の高さに据付けられていない場合、風漏れ
による露付・露垂れや天井面の汚れ発生の原因となります。

⒝　パネルの据付 PJF012Z502
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１.  パネルの仮止め
　・パネルの仮止め用ハンガーを起こします。（２か所）
　・パネルの仮止め用ハンガーを室内ユニットのフックにかけて、パネルを室内ユニットに吊るします。

⑥ パネルの取付

パネルの仮止め
ハンガー

室内ユニットのフック

パネルの
仮止めハンガー

１.  付属のコーナリッド落下防止用ストラップをコーナリッドのピンに折返して引掛けてください。
２.  コーナリッドに取付けたストラップの反対側をパネルのピンに引掛けてください。
３.  コーナリッドのつめ3か所をはめ、付属のねじで固定してください。

ねじ

⑧ コーナリッドの取付

ピン

吸込グリルの取付方法は　　   　　　　　　　の手順を逆に作業してください。
①グリルフックをパネルに取付けてください。
②吸込グリルのヒンジをパネルのヒンジ挿入穴に取付けてください。

吸込グリルのヒンジを取付後、ストッパ ー（２か所）を押したまま、閉じてください。
両方のストッパーが確実にパネルに差込まれていることを確認してください。

・グリルフックは確実にパネル本体側に取付けてください。
・吸込グリルの取付は、必ずヒンジ側から行ってください。
・吸込グリルは確実に取付けてください。取付が不十分ですと落下する

恐れがあります。
・ストッパーが変形・破損した場合は、速やかに修理依頼し、交換してく

ださい。吸込グリルが落下する恐れがあります。

〈①グリルフックの取付〉

〈②グリルの取付〉

パネルと吸込グリルには方向性がありません。（吸込グリルのヒンジは４辺どこでも取付可能です。）

⑨ 吸込グリルの取付

ヒンジ引掛け部

パネル

グリルフック

閉方向

＜ルーバの動作範囲設定（フリーフロー設定）＞
ワイヤードリモコンを使用することで、吹出口のルーバの動作範囲を変更することができます。本モードで上限位置と下限位
置を設定すると、ルーバは設定された上限位置と下限位置の間で動作します。各ルーバ毎に個別の動作範囲の設定が可能です。

＜エアフレックスの設定＞
エアフレックスパネルを取付、配線接続をするだけではエアフレックスは作動しません。
エアフレックスを作動させるために、ワイヤードリモコンまたはワイヤレスリモコンを使用して、エアフレックスの設定を有効にして
ください。（ワイヤードリモコンRC-DX3A、RC-D4G以前、ワイヤレスリモコンRCN-D3G以前のリモコンでは設定できません。）
本モードで有効に設定すると運転開始時にエアフレックスが作動し、運転中は常時エアフレックスが開いています。また、停止
時にエアフレックスは閉じます。各吹出口毎に有効/無効の設定が可能です。
設定方法はリモコンの取扱説明書を参照してください。

＜人感センサの設定＞
エアフレックスパネルを取付、配線接続をするだけでは人感センサは機能しません。
人感センサを機能させるために、ワイヤードリモコンまたはワイヤレスリモコンを使用して、人感センサの設定を有効にしてく
ださい。（ワイヤードリモコンRC-DX2、RC-D4G以前、ワイヤレスリモコンRCN-D3G以前のリモコンでは設定できません。）
設定方法は53ページを参照してください。

⑩ パネルの設定

③吸込グリルの取外し

ご注意

パネル取付の際、パネルに無理な荷重がかからないよう、室内ユニット据付高さを調整してください。
パネルが変形し、吸込グリル、エアフレックス部品が収まらないおそれがあります。

２.  パネルの室内ユニットへの固定
　・付属のパネル取付用ボルト４本を用いて、室内ユニットに締付けてください。

パネル取付用ボルト

・吊りボルトの締込みが不十分な場合、下図の
ような不具合発生の原因となりますので確実に
締込んでください。

・吊りボルトを締込んでも天井面とパネルとの
間に隙間ができる場合は、室内ユニットの高さ
を再調整してください。

隙間のないようにしてください

空気漏れ

天井面空気漏れ

汚れ発生 露付・露垂れ

ご注意

ご注意

人感センサ配線が噛込まないように注意してください。
ご注意

⑦ 電気配線

⑦ 電気配線のつづき

①ユニット本体の制御箱のねじ（２本）を緩めてください。
②制御箱の蓋を図の矢印方向にスライドさせて取外してください。
③配線カバーのねじを緩めてください。
④図の矢印方向に蓋をスライドさせて、配線カバーを取外してください。
⑤人感センサ配線のコネクタを制御箱内の基板のCNL（3P，黒）に接続してください。
⑥図のように人感センサ配線をバンドで固定してください。
⑦パネル側のルーバモータ配線（配線色：赤，黒）のコネクタを、ユニット側のルーバモータ配線（配線色：赤，黒）のコネクタ

CnJ3（20P，白）に接続してください。
⑧パネル側のエアフレックスモータ配線（配線色：青，白）のコネクタを、ユニット側のエアフレックスモータ配線（配線色：青，

白）のコネクタCnJ4（20P，白）に接続してください。
⑨配線が噛込まないように配線カバーを取付、ねじで締付けてください。
⑩配線を噛込まないように制御箱の蓋を取付、ねじ(2本)で締付けてください。

⑤
フック

フック

⑥

③
④

①

スライド

②

⑦、⑧

⑨

⑦

⑧

（色、赤、黒） （色、赤、黒）

（色、青、白） （色、青、白）

モータ配線接続詳細図

⑩ 配線カバー
引掛け用
フック

※フックに配線カバーを引掛けることで作業がしやすくなります。
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裏面から見た基板面

リモコンの上下ケースを組立て後、再度取外す場合
・リモコン下面の凹部にマイナスドライバー等を挿し込んで軽くねじって

外してください。ケースを傷つけないよう、ドライバー先端にテープなど
を貼ることをおすすめします。
取外した上ケースは ､ 水分・ゴミが付かないようにしてください。

スイッチボックスを使用する場合 （配線方向「背面」の場合）

① スイッチボックスとリモコン配線をあらかじめ埋込んでおきます。
リモコン配線引込口はパテでシールしてください。

8
50

200

壁
電線管

ロックナット

スイッチ
ボックス

パテでシール
すること

リモコン配線

下ケース配線穴

ブッシング

USB 端子37 23 23

固定穴

18
.3

83
.5

12
0

19
120

警告
●据付は、お買上げの販売店または専門業者に依頼する。

ご自分で据付工事をされ不備があると、感電、火災、故障の原因になります。

●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
据付に不備があると感電、火災、故障の原因になります。

●据付工事部品は必ず付属品および指定部品を使用する。
当社指定の部品を使用しないと、落下、火災、感電の原因になります。

●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
強度が不足している場合は、本機の落下などにより、ケガの原因になります。

明説付据びよお」程規線内「、」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。
電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。

●据付工事は、必ず電源をしゃ断して行う。
感電、故障や動作不良の原因になります。

●改造は絶対にしない。
感電、火災、故障の原因になります。

●修理・点検に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF にする。
修理・点検にあたって、電源ブレーカが ON のままだと、感電およびケガの原因になります。

●特殊環境、可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれがあるところへ設置しない。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニア・硫黄化合物・酸など）の多いところや、酸性やアルカリ
性の溶液・特殊なスプレーなどを頻繁に使うところで使用すると、著しい性能の低下・腐食による感電、
火災、故障の原因になります。

●大量の水蒸気が発生するところ・結露するところには設置しない。
感電、火災、故障の原因になります。

●洗濯室など水のかかる所では使用しない。
感電、火災、故障の原因になります。

●ぬれた手で操作しない。
感電の原因になることがあります。

警告
●本機を水洗いしない。

感電、火災、故障の原因になります。

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように
固定する。
接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●リモコンケーブル引込口をパテでシールする。
水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。
また、水分が浸入すると画面表示不良の原因になります。

● 病院・通信事業所などに据付ける場合、ノイズに対する備えを行うこと。
インバータ機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響により、誤動作や故障の
原因になります。
リモコン側から医療機器・通信機器への影響により、医療行為の妨げ・映像放送の乱れや雑音の弊害
が生じる原因になります。

●リモコンの上ケースおよび USB 端子カバーを取外したまま放置しない。
水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。

PJZ012D126
この据付説明書は、リモコン関連の据付方法・注意事項を記載しております。
室内ユニット・室外ユニット・他に付属の説明書と合わせてご覧ください。
正しく工事していただくために、工事前に、必ずこの説明書をよくお読み
ください。

１．安全上のご注意
事工付据くし正、えうのみ読おくよを」意注ごの上全安「のこ、に前の事工 ●

をしてください。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
警告　

注意　

　 誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結び
   つく可能性が大きいもの。

　      誤った取扱いをしたときに、傷害を負う可能性、または物的損害
の可能性があるもの。

状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。
●本文中に使われる「絵表示」の意味は次の通りです。

絶対にしないでください。 必ず指示どおりに行ってください。

●お使いになる方は、この説明書をいつでも見られるところに大切に保管して
ください。移設・修理の場合、工事される方にお渡しください。また、お使い
になる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。 注意

●リモコンを下記場所に設置しない。
　（1）リモコンの変形・誤動作・故障の原因になる場合があります。

・直射日光のあたる場所。
・周囲温度が 0℃以下、40℃以上になる場所。
・取付面に凹凸のある場所。
・取付部が強度を有しない場所。

　（2）リモコン内部部品へ水分が付着し、画面表示不良の原因になります。
・リモコンが結露する湿度の高い場所。
・水がかかる場所。

　（3）リモコンの温度センサを使用して室内温度を検知する場合、正確な室温を検知できない場合があります。
・部屋の平均的な温度を検知できない場所。
・熱源の影響を受ける場所。
・ドアの開閉による室外空気の影響を受ける場所。
・直射日光やエアコンから吹出した風が直接当たる場所。
・壁面温度と室内温度の差が大きい場所。

　（4）室内ユニットにラクリーナパネルを使用する場合、昇降動作を確認できない場合があります。
・室内ユニットが見えない場所。

●パソコンに USB で接続する場合、専用のソフトウェアを使用する。
パソコンに他の USB 機器とリモコンを同時に接続しない。
リモコン・パソコンの誤動作・故障の原因になります。

２．部品確認

現地手配部品は、以下です。各々の据付方法に従い準備してください。
品　名 所要量 記　事

スイッチボックス
１個用　または　２個用（JIS C 8340） 1

壁面に直接据付ける場合は
不要です。薄鋼電線管（JIS C 8305） 必要量

ロックナット・ブッシング（JIS C 8330） 必要量

モール（JIS C 8425） 必要量 リモコンケーブルを壁面に
這わす場合に必要です。

パテ 適量 隙間シール用
モリーアンカー 必要量
リモコンケーブル（0.3mm2×2線） 必要量 100mを超える場合は右表

下記が付属されています。
付属品 リモコン本体、木ねじ（φ 3.5 × 16）2 本、取扱説明書・据付工事説明書

延長距離が100mを超える場合
リモコンケース内を通る配線は
最大0.5mm2以下とし､リモコン
外部の近傍で配線接続により､
サイズ変更してください。配線
する際は水分等が浸入しないよ
うな処置を行ってください。

200m 以内 0.5mm2 × 2 心
300m 以内 0.75mm2 × 2 心
400m 以内 1.25mm2 × 2 心
600m 以内 2.0mm2 × 2 心

３．据付場所
図の設置スペースを確保してください。
また、据付方式は「スイッチボックスを使用」の場合、

「壁面に直接据付」の場合の選択が可能です。
配線取出方向は「背面」、「上面中央」または「上面左」
の場合の選択が可能です。
据付方式と配線取出場所を考慮のうえ、据付場所を
決めてください。

室内ユニットにラクリーナパネルを採用される場
合は、グリルの昇降が確認しやすい場所としてくだ
さい。

設置スペース

30mm

30mm

30mm

12
0m

m

配線

４．据付・配線工事（つづき）

②リモコン下ケースを付属の木ねじ２本で平らな面に
固定してください。

③上面中央の場合はケース背面に配線を通してくださ
い。( 斜線部分）

④リモコン端子 X，Yと室内ユニットの端子 X，Yを接続
してください。配線 X、Y の極性はありません。リモ
コン上ケース端子ねじで配線を固定してください。

⑤リモコン配線が噛みこまないように、上ケースを取付
けてください。

⑥①で切取った部分をパテでシールしてください。

上面中央の場合

上面左の場合

上ケース
下ケース

120mm
左側の場合 190mm

中央の場合

8

8
50

200

壁
電線管

ロックナット

スイッチ
ボックス

パテでシール
すること

リモコン配線

下ケース配線穴

ブッシング

上面中央の場合は、上下ケース分解前に切取ってください。基板内部への影響が少なく作業がやり易くなります。
上面左の場合は、基板内部への影響を与えないように切取ってください。破片が内部に残らないように注意してください。

上面中央の場合

上面左の場合

上ケース
下ケース

。いさだくてし定固所箇２にスクッボチッイス､後たし通を線配にスーケ下 ②

１個用
スイッチボックス
の場合

２個用
スイッチボックス
の場合

配線取出口
下

上

下ケース

下

上

下ケース

配線取出口

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

配線取出口
下

上

下ケース

下

上

下ケース

配線取出口

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

４．据付・配線工事
リモコンの据付・配線工事は下記に従って実施ください。
正面から見た取付寸法図

30mm 30mm

30mm

12
0m

m

配線

リモコン温度センサ

37 23 23 19
120

固定穴

ケース分解作業のため
最少スペースを確保してください。
上面・左右側面　30mm 以上
下面　120mm 以上
Ｌ形ドライバー使用の場合は、50mm 以上

83
.5

12
0

18
.3

壁
電線管

センサ USB 端子
上面中央の場合 上面左の場合

下ケース

下ケース配線穴

下ケース

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

配線取出口

下ケース

下 下

上 上

配線取出口

上ケース

ロックナット

ブッシング

スイッチ
ボックス

パテでシール
すること

リモコン配線

120mm
左側の場合 190mm

中央の場合

③ リモコン端子 X，Yと室内ユニットの端子 X，Yを接続してください。配線 X、
Y の極性はありません。リモコン上ケース端子ねじで配線を固定してください。 

④リモコン配線が噛みこまないように、上ケースを取付けてください。
配線接続時のご注意
リモコンケース内を通る配線は 0.5 ㎟以下
とし、シースをかみこまないように接続して
ください。
配線接続は、手締め（0.7N･m 以下）で
行ってください。
電動ドライバーを使用すると、故障や変形
の原因になることがあります。

スイッチボックスを使用しない場合    （ 配線取出「上面中央」「上面左」の場合）

①ケース薄肉部を配線太さに合わせ切取ってください。

運転/停止

⑵　ワイヤードリモコンの据付
　⒜　RC-DX3B
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裏面から見た基板面

リモコンの上下ケースを組立て後、再度取外す場合
・リモコン下面の凹部にマイナスドライバー等を挿し込んで軽くねじって

外してください。ケースを傷つけないよう、ドライバー先端にテープなど
を貼ることをおすすめします。
取外した上ケースは ､ 水分・ゴミが付かないようにしてください。

スイッチボックスを使用する場合 （配線方向「背面」の場合）

① スイッチボックスとリモコン配線をあらかじめ埋込んでおきます。
リモコン配線引込口はパテでシールしてください。

8
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200

壁
電線管

ロックナット

スイッチ
ボックス

パテでシール
すること

リモコン配線

下ケース配線穴

ブッシング

USB 端子37 23 23

固定穴

18
.3

83
.5
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0

19
120

警告
●据付は、お買上げの販売店または専門業者に依頼する。

ご自分で据付工事をされ不備があると、感電、火災、故障の原因になります。

●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
据付に不備があると感電、火災、故障の原因になります。

●据付工事部品は必ず付属品および指定部品を使用する。
当社指定の部品を使用しないと、落下、火災、感電の原因になります。

●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
強度が不足している場合は、本機の落下などにより、ケガの原因になります。

明説付据びよお」程規線内「、」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。
電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。

●据付工事は、必ず電源をしゃ断して行う。
感電、故障や動作不良の原因になります。

●改造は絶対にしない。
感電、火災、故障の原因になります。

●修理・点検に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF にする。
修理・点検にあたって、電源ブレーカが ON のままだと、感電およびケガの原因になります。

●特殊環境、可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれがあるところへ設置しない。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニア・硫黄化合物・酸など）の多いところや、酸性やアルカリ
性の溶液・特殊なスプレーなどを頻繁に使うところで使用すると、著しい性能の低下・腐食による感電、
火災、故障の原因になります。

●大量の水蒸気が発生するところ・結露するところには設置しない。
感電、火災、故障の原因になります。

●洗濯室など水のかかる所では使用しない。
感電、火災、故障の原因になります。

●ぬれた手で操作しない。
感電の原因になることがあります。

警告
●本機を水洗いしない。

感電、火災、故障の原因になります。

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように
固定する。
接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●リモコンケーブル引込口をパテでシールする。
水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。
また、水分が浸入すると画面表示不良の原因になります。

● 病院・通信事業所などに据付ける場合、ノイズに対する備えを行うこと。
インバータ機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響により、誤動作や故障の
原因になります。
リモコン側から医療機器・通信機器への影響により、医療行為の妨げ・映像放送の乱れや雑音の弊害
が生じる原因になります。

●リモコンの上ケースおよび USB 端子カバーを取外したまま放置しない。
水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。

PJZ012D126
この据付説明書は、リモコン関連の据付方法・注意事項を記載しております。
室内ユニット・室外ユニット・他に付属の説明書と合わせてご覧ください。
正しく工事していただくために、工事前に、必ずこの説明書をよくお読み
ください。

１．安全上のご注意
事工付据くし正、えうのみ読おくよを」意注ごの上全安「のこ、に前の事工 ●

をしてください。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
警告　

注意　

　 誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結び
   つく可能性が大きいもの。

　      誤った取扱いをしたときに、傷害を負う可能性、または物的損害
の可能性があるもの。

状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。
●本文中に使われる「絵表示」の意味は次の通りです。

絶対にしないでください。 必ず指示どおりに行ってください。

●お使いになる方は、この説明書をいつでも見られるところに大切に保管して
ください。移設・修理の場合、工事される方にお渡しください。また、お使い
になる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。 注意

●リモコンを下記場所に設置しない。
　（1）リモコンの変形・誤動作・故障の原因になる場合があります。

・直射日光のあたる場所。
・周囲温度が 0℃以下、40℃以上になる場所。
・取付面に凹凸のある場所。
・取付部が強度を有しない場所。

　（2）リモコン内部部品へ水分が付着し、画面表示不良の原因になります。
・リモコンが結露する湿度の高い場所。
・水がかかる場所。

　（3）リモコンの温度センサを使用して室内温度を検知する場合、正確な室温を検知できない場合があります。
・部屋の平均的な温度を検知できない場所。
・熱源の影響を受ける場所。
・ドアの開閉による室外空気の影響を受ける場所。
・直射日光やエアコンから吹出した風が直接当たる場所。
・壁面温度と室内温度の差が大きい場所。

　（4）室内ユニットにラクリーナパネルを使用する場合、昇降動作を確認できない場合があります。
・室内ユニットが見えない場所。

●パソコンに USB で接続する場合、専用のソフトウェアを使用する。
パソコンに他の USB 機器とリモコンを同時に接続しない。
リモコン・パソコンの誤動作・故障の原因になります。

２．部品確認

現地手配部品は、以下です。各々の据付方法に従い準備してください。
品　名 所要量 記　事

スイッチボックス
１個用　または　２個用（JIS C 8340） 1

壁面に直接据付ける場合は
不要です。薄鋼電線管（JIS C 8305） 必要量

ロックナット・ブッシング（JIS C 8330） 必要量

モール（JIS C 8425） 必要量 リモコンケーブルを壁面に
這わす場合に必要です。

パテ 適量 隙間シール用
モリーアンカー 必要量
リモコンケーブル（0.3mm2×2線） 必要量 100mを超える場合は右表

下記が付属されています。
付属品 リモコン本体、木ねじ（φ 3.5 × 16）2 本、取扱説明書・据付工事説明書

延長距離が100mを超える場合
リモコンケース内を通る配線は
最大0.5mm2以下とし､リモコン
外部の近傍で配線接続により､
サイズ変更してください。配線
する際は水分等が浸入しないよ
うな処置を行ってください。

200m 以内 0.5mm2 × 2 心
300m 以内 0.75mm2 × 2 心
400m 以内 1.25mm2 × 2 心
600m 以内 2.0mm2 × 2 心

３．据付場所
図の設置スペースを確保してください。
また、据付方式は「スイッチボックスを使用」の場合、

「壁面に直接据付」の場合の選択が可能です。
配線取出方向は「背面」、「上面中央」または「上面左」
の場合の選択が可能です。
据付方式と配線取出場所を考慮のうえ、据付場所を
決めてください。

室内ユニットにラクリーナパネルを採用される場
合は、グリルの昇降が確認しやすい場所としてくだ
さい。

設置スペース

30mm

30mm

30mm

12
0m

m

配線

４．据付・配線工事（つづき）

②リモコン下ケースを付属の木ねじ２本で平らな面に
固定してください。

③上面中央の場合はケース背面に配線を通してくださ
い。( 斜線部分）

④リモコン端子 X，Yと室内ユニットの端子 X，Yを接続
してください。配線 X、Y の極性はありません。リモ
コン上ケース端子ねじで配線を固定してください。

⑤リモコン配線が噛みこまないように、上ケースを取付
けてください。

⑥①で切取った部分をパテでシールしてください。

上面中央の場合

上面左の場合

上ケース
下ケース

120mm
左側の場合 190mm

中央の場合

8
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壁
電線管

ロックナット

スイッチ
ボックス

パテでシール
すること

リモコン配線

下ケース配線穴

ブッシング

上面中央の場合は、上下ケース分解前に切取ってください。基板内部への影響が少なく作業がやり易くなります。
上面左の場合は、基板内部への影響を与えないように切取ってください。破片が内部に残らないように注意してください。

上面中央の場合

上面左の場合

上ケース
下ケース

。いさだくてし定固所箇２にスクッボチッイス､後たし通を線配にスーケ下 ②

１個用
スイッチボックス
の場合

２個用
スイッチボックス
の場合

配線取出口
下

上

下ケース

下

上

下ケース

配線取出口

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

配線取出口
下

上

下ケース

下

上

下ケース

配線取出口

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

４．据付・配線工事
リモコンの据付・配線工事は下記に従って実施ください。
正面から見た取付寸法図

30mm 30mm

30mm

12
0m

m

配線

リモコン温度センサ

37 23 23 19
120

固定穴

ケース分解作業のため
最少スペースを確保してください。
上面・左右側面　30mm 以上
下面　120mm 以上
Ｌ形ドライバー使用の場合は、50mm 以上

83
.5

12
0

18
.3

壁
電線管

センサ USB 端子
上面中央の場合 上面左の場合

下ケース

下ケース配線穴

下ケース

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

配線取出口

下ケース

下 下

上 上

配線取出口

上ケース

ロックナット

ブッシング

スイッチ
ボックス

パテでシール
すること

リモコン配線

120mm
左側の場合 190mm

中央の場合

③ リモコン端子 X，Yと室内ユニットの端子 X，Yを接続してください。配線 X、
Y の極性はありません。リモコン上ケース端子ねじで配線を固定してください。 

④リモコン配線が噛みこまないように、上ケースを取付けてください。
配線接続時のご注意
リモコンケース内を通る配線は 0.5 ㎟以下
とし、シースをかみこまないように接続して
ください。
配線接続は、手締め（0.7N･m 以下）で
行ってください。
電動ドライバーを使用すると、故障や変形
の原因になることがあります。

スイッチボックスを使用しない場合    （ 配線取出「上面中央」「上面左」の場合）

①ケース薄肉部を配線太さに合わせ切取ってください。

運転/停止



－ 47 －

裏面から見た基板面

リモコンの上下ケースを組立て後、再度取外す場合
・リモコン下面の凹部にマイナスドライバー等を挿し込んで軽くねじって

外してください。ケースを傷つけないよう、ドライバー先端にテープなど
を貼ることをおすすめします。
取外した上ケースは ､ 水分・ゴミが付かないようにしてください。

スイッチボックスを使用する場合 （配線方向「背面」の場合）

① スイッチボックスとリモコン配線をあらかじめ埋込んでおきます。
リモコン配線引込口はパテでシールしてください。
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パテでシール
すること

リモコン配線

下ケース配線穴

ブッシング

USB 端子37 23 23

固定穴
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警告
●据付は、お買上げの販売店または専門業者に依頼する。

ご自分で据付工事をされ不備があると、感電、火災、故障の原因になります。

●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
据付に不備があると感電、火災、故障の原因になります。

●据付工事部品は必ず付属品および指定部品を使用する。
当社指定の部品を使用しないと、落下、火災、感電の原因になります。

●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
強度が不足している場合は、本機の落下などにより、ケガの原因になります。

明説付据びよお」程規線内「、」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。
電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。

●据付工事は、必ず電源をしゃ断して行う。
感電、故障や動作不良の原因になります。

●改造は絶対にしない。
感電、火災、故障の原因になります。

●修理・点検に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF にする。
修理・点検にあたって、電源ブレーカが ON のままだと、感電およびケガの原因になります。

●特殊環境、可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれがあるところへ設置しない。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニア・硫黄化合物・酸など）の多いところや、酸性やアルカリ
性の溶液・特殊なスプレーなどを頻繁に使うところで使用すると、著しい性能の低下・腐食による感電、
火災、故障の原因になります。

●大量の水蒸気が発生するところ・結露するところには設置しない。
感電、火災、故障の原因になります。

●洗濯室など水のかかる所では使用しない。
感電、火災、故障の原因になります。

●ぬれた手で操作しない。
感電の原因になることがあります。

警告
●本機を水洗いしない。

感電、火災、故障の原因になります。

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように
固定する。
接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●リモコンケーブル引込口をパテでシールする。
水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。
また、水分が浸入すると画面表示不良の原因になります。

● 病院・通信事業所などに据付ける場合、ノイズに対する備えを行うこと。
インバータ機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響により、誤動作や故障の
原因になります。
リモコン側から医療機器・通信機器への影響により、医療行為の妨げ・映像放送の乱れや雑音の弊害
が生じる原因になります。

●リモコンの上ケースおよび USB 端子カバーを取外したまま放置しない。
水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。

PJZ012D126
この据付説明書は、リモコン関連の据付方法・注意事項を記載しております。
室内ユニット・室外ユニット・他に付属の説明書と合わせてご覧ください。
正しく工事していただくために、工事前に、必ずこの説明書をよくお読み
ください。

１．安全上のご注意
事工付据くし正、えうのみ読おくよを」意注ごの上全安「のこ、に前の事工 ●

をしてください。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
警告　

注意　

　 誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結び
   つく可能性が大きいもの。

　      誤った取扱いをしたときに、傷害を負う可能性、または物的損害
の可能性があるもの。

状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。
●本文中に使われる「絵表示」の意味は次の通りです。

絶対にしないでください。 必ず指示どおりに行ってください。

●お使いになる方は、この説明書をいつでも見られるところに大切に保管して
ください。移設・修理の場合、工事される方にお渡しください。また、お使い
になる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。 注意

●リモコンを下記場所に設置しない。
　（1）リモコンの変形・誤動作・故障の原因になる場合があります。

・直射日光のあたる場所。
・周囲温度が 0℃以下、40℃以上になる場所。
・取付面に凹凸のある場所。
・取付部が強度を有しない場所。

　（2）リモコン内部部品へ水分が付着し、画面表示不良の原因になります。
・リモコンが結露する湿度の高い場所。
・水がかかる場所。

　（3）リモコンの温度センサを使用して室内温度を検知する場合、正確な室温を検知できない場合があります。
・部屋の平均的な温度を検知できない場所。
・熱源の影響を受ける場所。
・ドアの開閉による室外空気の影響を受ける場所。
・直射日光やエアコンから吹出した風が直接当たる場所。
・壁面温度と室内温度の差が大きい場所。

　（4）室内ユニットにラクリーナパネルを使用する場合、昇降動作を確認できない場合があります。
・室内ユニットが見えない場所。

●パソコンに USB で接続する場合、専用のソフトウェアを使用する。
パソコンに他の USB 機器とリモコンを同時に接続しない。
リモコン・パソコンの誤動作・故障の原因になります。

２．部品確認

現地手配部品は、以下です。各々の据付方法に従い準備してください。
品　名 所要量 記　事

スイッチボックス
１個用　または　２個用（JIS C 8340） 1

壁面に直接据付ける場合は
不要です。薄鋼電線管（JIS C 8305） 必要量

ロックナット・ブッシング（JIS C 8330） 必要量

モール（JIS C 8425） 必要量 リモコンケーブルを壁面に
這わす場合に必要です。

パテ 適量 隙間シール用
モリーアンカー 必要量
リモコンケーブル（0.3mm2×2線） 必要量 100mを超える場合は右表

下記が付属されています。
付属品 リモコン本体、木ねじ（φ 3.5 × 16）2 本、取扱説明書・据付工事説明書

延長距離が100mを超える場合
リモコンケース内を通る配線は
最大0.5mm2以下とし､リモコン
外部の近傍で配線接続により､
サイズ変更してください。配線
する際は水分等が浸入しないよ
うな処置を行ってください。

200m 以内 0.5mm2 × 2 心
300m 以内 0.75mm2 × 2 心
400m 以内 1.25mm2 × 2 心
600m 以内 2.0mm2 × 2 心

３．据付場所
図の設置スペースを確保してください。
また、据付方式は「スイッチボックスを使用」の場合、

「壁面に直接据付」の場合の選択が可能です。
配線取出方向は「背面」、「上面中央」または「上面左」
の場合の選択が可能です。
据付方式と配線取出場所を考慮のうえ、据付場所を
決めてください。

室内ユニットにラクリーナパネルを採用される場
合は、グリルの昇降が確認しやすい場所としてくだ
さい。

設置スペース
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４．据付・配線工事（つづき）

②リモコン下ケースを付属の木ねじ２本で平らな面に
固定してください。

③上面中央の場合はケース背面に配線を通してくださ
い。( 斜線部分）

④リモコン端子 X，Yと室内ユニットの端子 X，Yを接続
してください。配線 X、Y の極性はありません。リモ
コン上ケース端子ねじで配線を固定してください。

⑤リモコン配線が噛みこまないように、上ケースを取付
けてください。

⑥①で切取った部分をパテでシールしてください。

上面中央の場合

上面左の場合

上ケース
下ケース

120mm
左側の場合 190mm

中央の場合

8
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壁
電線管

ロックナット

スイッチ
ボックス

パテでシール
すること

リモコン配線

下ケース配線穴

ブッシング

上面中央の場合は、上下ケース分解前に切取ってください。基板内部への影響が少なく作業がやり易くなります。
上面左の場合は、基板内部への影響を与えないように切取ってください。破片が内部に残らないように注意してください。

上面中央の場合

上面左の場合

上ケース
下ケース

。いさだくてし定固所箇２にスクッボチッイス､後たし通を線配にスーケ下 ②

１個用
スイッチボックス
の場合

２個用
スイッチボックス
の場合

配線取出口
下

上

下ケース

下

上

下ケース

配線取出口

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

配線取出口
下

上

下ケース

下

上

下ケース

配線取出口

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

４．据付・配線工事
リモコンの据付・配線工事は下記に従って実施ください。
正面から見た取付寸法図

30mm 30mm

30mm

12
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m

配線

リモコン温度センサ

37 23 23 19
120

固定穴

ケース分解作業のため
最少スペースを確保してください。
上面・左右側面　30mm 以上
下面　120mm 以上
Ｌ形ドライバー使用の場合は、50mm 以上

83
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センサ USB 端子
上面中央の場合 上面左の場合

下ケース

下ケース配線穴

下ケース

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

配線取出口

下ケース

下 下

上 上

配線取出口

上ケース

ロックナット

ブッシング

スイッチ
ボックス

パテでシール
すること

リモコン配線

120mm
左側の場合 190mm

中央の場合

③ リモコン端子 X，Yと室内ユニットの端子 X，Yを接続してください。配線 X、
Y の極性はありません。リモコン上ケース端子ねじで配線を固定してください。 

④リモコン配線が噛みこまないように、上ケースを取付けてください。
配線接続時のご注意
リモコンケース内を通る配線は 0.5 ㎟以下
とし、シースをかみこまないように接続して
ください。
配線接続は、手締め（0.7N･m 以下）で
行ってください。
電動ドライバーを使用すると、故障や変形
の原因になることがあります。

スイッチボックスを使用しない場合    （ 配線取出「上面中央」「上面左」の場合）

①ケース薄肉部を配線太さに合わせ切取ってください。

運転/停止
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裏面から見た基板面

リモコンの上下ケースを組立て後、再度取外す場合
・リモコン下面の凹部にマイナスドライバー等を挿し込んで軽くねじって

外してください。ケースを傷つけないよう、ドライバー先端にテープなど
を貼ることをおすすめします。
取外した上ケースは ､ 水分・ゴミが付かないようにしてください。

スイッチボックスを使用する場合 （配線方向「背面」の場合）

① スイッチボックスとリモコン配線をあらかじめ埋込んでおきます。
リモコン配線引込口はパテでシールしてください。
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警告
●据付は、お買上げの販売店または専門業者に依頼する。

ご自分で据付工事をされ不備があると、感電、火災、故障の原因になります。

●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
据付に不備があると感電、火災、故障の原因になります。

●据付工事部品は必ず付属品および指定部品を使用する。
当社指定の部品を使用しないと、落下、火災、感電の原因になります。

●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
強度が不足している場合は、本機の落下などにより、ケガの原因になります。

明説付据びよお」程規線内「、」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。
電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。

●据付工事は、必ず電源をしゃ断して行う。
感電、故障や動作不良の原因になります。

●改造は絶対にしない。
感電、火災、故障の原因になります。

●修理・点検に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF にする。
修理・点検にあたって、電源ブレーカが ON のままだと、感電およびケガの原因になります。

●特殊環境、可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれがあるところへ設置しない。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニア・硫黄化合物・酸など）の多いところや、酸性やアルカリ
性の溶液・特殊なスプレーなどを頻繁に使うところで使用すると、著しい性能の低下・腐食による感電、
火災、故障の原因になります。

●大量の水蒸気が発生するところ・結露するところには設置しない。
感電、火災、故障の原因になります。

●洗濯室など水のかかる所では使用しない。
感電、火災、故障の原因になります。

●ぬれた手で操作しない。
感電の原因になることがあります。

警告
●本機を水洗いしない。

感電、火災、故障の原因になります。

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように
固定する。
接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●リモコンケーブル引込口をパテでシールする。
水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。
また、水分が浸入すると画面表示不良の原因になります。

● 病院・通信事業所などに据付ける場合、ノイズに対する備えを行うこと。
インバータ機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響により、誤動作や故障の
原因になります。
リモコン側から医療機器・通信機器への影響により、医療行為の妨げ・映像放送の乱れや雑音の弊害
が生じる原因になります。

●リモコンの上ケースおよび USB 端子カバーを取外したまま放置しない。
水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。

PJZ012D126
この据付説明書は、リモコン関連の据付方法・注意事項を記載しております。
室内ユニット・室外ユニット・他に付属の説明書と合わせてご覧ください。
正しく工事していただくために、工事前に、必ずこの説明書をよくお読み
ください。

１．安全上のご注意
事工付据くし正、えうのみ読おくよを」意注ごの上全安「のこ、に前の事工 ●

をしてください。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
警告　

注意　

　 誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結び
   つく可能性が大きいもの。

　      誤った取扱いをしたときに、傷害を負う可能性、または物的損害
の可能性があるもの。

状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。
●本文中に使われる「絵表示」の意味は次の通りです。

絶対にしないでください。 必ず指示どおりに行ってください。

●お使いになる方は、この説明書をいつでも見られるところに大切に保管して
ください。移設・修理の場合、工事される方にお渡しください。また、お使い
になる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。 注意

●リモコンを下記場所に設置しない。
　（1）リモコンの変形・誤動作・故障の原因になる場合があります。

・直射日光のあたる場所。
・周囲温度が 0℃以下、40℃以上になる場所。
・取付面に凹凸のある場所。
・取付部が強度を有しない場所。

　（2）リモコン内部部品へ水分が付着し、画面表示不良の原因になります。
・リモコンが結露する湿度の高い場所。
・水がかかる場所。

　（3）リモコンの温度センサを使用して室内温度を検知する場合、正確な室温を検知できない場合があります。
・部屋の平均的な温度を検知できない場所。
・熱源の影響を受ける場所。
・ドアの開閉による室外空気の影響を受ける場所。
・直射日光やエアコンから吹出した風が直接当たる場所。
・壁面温度と室内温度の差が大きい場所。

　（4）室内ユニットにラクリーナパネルを使用する場合、昇降動作を確認できない場合があります。
・室内ユニットが見えない場所。

●パソコンに USB で接続する場合、専用のソフトウェアを使用する。
パソコンに他の USB 機器とリモコンを同時に接続しない。
リモコン・パソコンの誤動作・故障の原因になります。

２．部品確認

現地手配部品は、以下です。各々の据付方法に従い準備してください。
品　名 所要量 記　事

スイッチボックス
１個用　または　２個用（JIS C 8340） 1

壁面に直接据付ける場合は
不要です。薄鋼電線管（JIS C 8305） 必要量

ロックナット・ブッシング（JIS C 8330） 必要量

モール（JIS C 8425） 必要量 リモコンケーブルを壁面に
這わす場合に必要です。

パテ 適量 隙間シール用
モリーアンカー 必要量
リモコンケーブル（0.3mm2×2線） 必要量 100mを超える場合は右表

下記が付属されています。
付属品 リモコン本体、木ねじ（φ 3.5 × 16）2 本、取扱説明書・据付工事説明書

延長距離が100mを超える場合
リモコンケース内を通る配線は
最大0.5mm2以下とし､リモコン
外部の近傍で配線接続により､
サイズ変更してください。配線
する際は水分等が浸入しないよ
うな処置を行ってください。

200m 以内 0.5mm2 × 2 心
300m 以内 0.75mm2 × 2 心
400m 以内 1.25mm2 × 2 心
600m 以内 2.0mm2 × 2 心

３．据付場所
図の設置スペースを確保してください。
また、据付方式は「スイッチボックスを使用」の場合、

「壁面に直接据付」の場合の選択が可能です。
配線取出方向は「背面」、「上面中央」または「上面左」
の場合の選択が可能です。
据付方式と配線取出場所を考慮のうえ、据付場所を
決めてください。

室内ユニットにラクリーナパネルを採用される場
合は、グリルの昇降が確認しやすい場所としてくだ
さい。

設置スペース

30mm

30mm

30mm

12
0m

m

配線

４．据付・配線工事（つづき）

②リモコン下ケースを付属の木ねじ２本で平らな面に
固定してください。

③上面中央の場合はケース背面に配線を通してくださ
い。( 斜線部分）

④リモコン端子 X，Yと室内ユニットの端子 X，Yを接続
してください。配線 X、Y の極性はありません。リモ
コン上ケース端子ねじで配線を固定してください。

⑤リモコン配線が噛みこまないように、上ケースを取付
けてください。

⑥①で切取った部分をパテでシールしてください。

上面中央の場合

上面左の場合

上ケース
下ケース

120mm
左側の場合 190mm

中央の場合

8

8
50

200

壁
電線管

ロックナット

スイッチ
ボックス

パテでシール
すること

リモコン配線

下ケース配線穴

ブッシング

上面中央の場合は、上下ケース分解前に切取ってください。基板内部への影響が少なく作業がやり易くなります。
上面左の場合は、基板内部への影響を与えないように切取ってください。破片が内部に残らないように注意してください。

上面中央の場合

上面左の場合

上ケース
下ケース

。いさだくてし定固所箇２にスクッボチッイス､後たし通を線配にスーケ下 ②

１個用
スイッチボックス
の場合

２個用
スイッチボックス
の場合

配線取出口
下

上

下ケース

下

上

下ケース

配線取出口

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

配線取出口
下

上

下ケース

下

上

下ケース

配線取出口

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

４．据付・配線工事
リモコンの据付・配線工事は下記に従って実施ください。
正面から見た取付寸法図

30mm 30mm

30mm

12
0m

m

配線

リモコン温度センサ

37 23 23 19
120

固定穴

ケース分解作業のため
最少スペースを確保してください。
上面・左右側面　30mm 以上
下面　120mm 以上
Ｌ形ドライバー使用の場合は、50mm 以上

83
.5

12
0

18
.3

壁
電線管

センサ USB 端子
上面中央の場合 上面左の場合

下ケース

下ケース配線穴

下ケース

ねじ取付部の
薄肉部分を
ナイフ等で、
切りとって
からねじを
しめてくだ
さい。

配線取出口

下ケース

下 下

上 上

配線取出口

上ケース

ロックナット

ブッシング

スイッチ
ボックス

パテでシール
すること

リモコン配線

120mm
左側の場合 190mm

中央の場合

③ リモコン端子 X，Yと室内ユニットの端子 X，Yを接続してください。配線 X、
Y の極性はありません。リモコン上ケース端子ねじで配線を固定してください。 

④リモコン配線が噛みこまないように、上ケースを取付けてください。
配線接続時のご注意
リモコンケース内を通る配線は 0.5 ㎟以下
とし、シースをかみこまないように接続して
ください。
配線接続は、手締め（0.7N･m 以下）で
行ってください。
電動ドライバーを使用すると、故障や変形
の原因になることがあります。

スイッチボックスを使用しない場合    （ 配線取出「上面中央」「上面左」の場合）

①ケース薄肉部を配線太さに合わせ切取ってください。

運転/停止
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６．電源投入初期設定
電源投入時の表示に沿って親子リモコン設定を行います。

・親子が設定されていない場合⇒⑴
・親子が設定されている場合   ⇒⑵

⑴ 親子が設定されていない場合
 ①⇒②親子入力画面を表示します。
 枠で囲まれた  　  　 どちらかをタッチしてください。初期設定作業を開始します。
誤ってタッチした場合は､初期設定作業が終了後に設定変更することができます。（８．リモコン機能設定④）

を目個１､合場るいてれさ続接がンコモリチッタoceの個２、にプールグ１、はたま台１トッニユ内室 
 　 で設定開始すると ２個目は自動で  　 になります。

親 子

親 子

⑵ リモコンの親子設定がされている場合

ご注意
リモコン１台の場合は、 親 を
タッチしてください。
初期状態では､どちらか選択さ
れるまで ､ 待ち続けます。

①スタート画面

③室内機検索中 ④室内機情報取得中 ⑤ TOP 画面

⑧初期設定中画面⑥設定継続確認画面

はい ⑧⇒⑤の順で画面が遷移し
ます。

いいえ ⑦に画面が遷移します。
表示が 15 秒間タッチされない場合
は はい   継続を認識して⑤画面に
変わります。

⑦初期化確認画面

はい ①⇒②の順で画面が遷移し
ます。

いいえ ⑥に画面が遷移します。
初期化すると出荷状態に戻ります。

７．据付設定　試運転（つづき）

FDT お掃除パネルを組合せる場合
に操作できます。
詳細は、お掃除パネルの説明書を
ご覧ください。

②親子設定入力画面

 　を選択した場合　③⇒④⇒⑤の順で画面が遷移します。
 　を選択した場合　①⇒⑧⇒⑤の順で画面が遷移します。
親
子

７．据付設定　試運転

▼ で設定してください。
セット で登録されます。

①据付設定メニュー＃ 1

選択した画面に移ります。 選択した画面に移ります。

②据付設定メニュー＃ 2

お知らせ　パソコン接続について
USB コネクタ（mini-B）を介してパソコンからの設定が可能です。
上ケース下面カバーを外して接続してください。
使用後はカバーを元の位置にはめてください。
接続には、専用のソフトが必要です。
詳細は、ホームページを参照してください。

お知らせ　パスワード初期化

おねがい

管理者パスワード（日常使用する項目設定用）と
サービスパスワード（据付・試運転・メンテナンス用）があります。

0000、は値期初ドーワスパ者理管 ○  です。設定変更ができます（取扱説明書参照）。
］1F［で面画力入ドーワスパ者理管、は合場たれ忘をドーワスパ者理管 　  

［F2］スイッチを同時に５秒長押しするとパスワードは初期化されます。
○サービスパスワードは、9999 です。設定変更ができません。
　管理者パスワード入力の時、サービスパスワードでも受付られます。

1 つのリモコンに複数台の FDT、FDTC を接続する場合、パネルの種類をエアフレックス機能のあるパネルか、
標準パネルのどちらかに統一してください。

５．複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台または１グルー
プに対して最大２個までのリモ
コンを接続できます。
片側が親リモコン、反対側が
子リモコンになります。
右表のように子リモコンは操作
できる機能に制限があります。

室内ユニット

リモコン線（無極性）

リモコン
「親」

リモコン
「子」

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ

6 項の操作で「親」「子」の
設定をしてください。

通信が 10 分間確定しない場合、
赤 LED が点滅します。

個別発停マルチシリーズで親室内
ユニットのみ、冷房 - 暖房運転モー
ドの選択を許可します。子とする
室内ユニットに対し、親室内機ア
ドレスを設定します。親室内機ア
ドレスが設定された子室内ユニッ
トは、親室内ユニットの設定に追
従します。

リモコン操作 親 子
運転 / 停止、設定温度切換、
風向切換・オートスイング、風量切換　操作 ○ ○

エアフレックス ON/OFF ○ ×
ハイパワー運転、省エネ運転 ○ ○
室外静音制御 ○ ×
便利機能 フリーフロー設定 ○ ×

エアフレックス（風よけ）設定 ○ ×
タイマー設定 ○ ○
おこのみ設定 ○ ○
ウィークリータイマー ○ ×
るす番運転 ○ ×
換気 ○ ○
言語切換設定 ○ ○
室外静音制御 ○ ×
見てみて ○ ×
消費電力量表示 ○ ×

省エネ設定 ○ ×
お手入れ フィルターサインリセット ○ ○

グリル昇降 ○ ○※

お掃除パネル操作 ○ ×
ユーザー設定 初期設定 ○ ○

管理者設定 操作制限設定 ○ ×
室外静音タイマー ○ ×
設定温度範囲 ○ ×
温度設定刻み切換 ○ ×
設定温度表示切換 ○ ○
リモコン表示設定 ○ ○
管理者パスワード変更 ○ ○
スイッチ機能変更 ○ ○

○：操作可能、×：操作不可
リモコン操作 親 子
サービス設定 据付設定 据付日登録 ○ ×

サービス情報入力 ○ ○
試運転 ○ ×
ダクト機静圧補正 ○ ×
自動アドレス変更 ○ ×
親室内機アドレス設定 ○ ×
バックアップ制御 ○ ×
人感センサー設定 ○ ×
グリル昇降操作 ○ ○

リモコン設定 リモコン親子設定 ○ ○
吸込センサー制御 ○ ×
リモコンセンサー ○ ×
リモコンセンサー補正 ○ ×
運転モード選択 ○ ×
温度設定単位 ○ ×
ファン速度 ○ ×
外部入力設定 ○ ×
上下ルーバ制御 ○ ×
左右ルーバ制御 ○ ×
換気設定 ○ ×
停電補償 ○ ×
設定温度自動設定 ○ ×
風量自動設定 ○ ×

室内設定 ○ ×
サービス・
メンテナンス

エアコン No. 表示 ○ ○
次回点検日 ○ ×
運転データ表示 ○ ×
点検表示 異常履歴表示 ○ ○

異常時運転データ
表示・消去 ○ ×

定期点検リセット ○ ○
室内設定保存 ○ ×
特殊操作 室内機アドレス消去 ○ ×

CPU リセット ○ ○
初期化設定 ○ ×
タッチパネル調整 ○ ○

室内機容量表示 ○ ×
お掃除パネル点検 ○ ×

※リモコンに接続されている室内ユ
ニットが複数台の場合、子リモコ
ンから室内ユニットの選択はでき
ません。全台同時に昇降します。

個別発停マルチシリーズで使用の際に自動アドレス設定で登録されてい
る場合に操作できます。
室内ユニット毎の室内外アドレスを変更するための機能です。室内ユ
ニットを選択して
○ 変更 をタッチすると⑬に画面が遷移します。
○ セットをタッチすると⑫に画面が遷移し、新アドレスが表示されます。
○ 確定 をタッチすると登録されます。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

室内ユニット

リモコン
「親」

リモコン
「子」

リモコン線
（無極性）

USB端子

カバーカバー
USB 端子

チッイス］2F［］1F［

メニュー

風向冷房

16：14（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

停止しています。

設定温度室内機情報取得中室内機検索中

電源立上げ前の設定を
継続しますか？

リモコンの設定を全て
初期化しますか？

リモコン初期設定中

はい

削除

セット

戻る
4桁の数字を入力してください。

パスワード入力
管理者パスワードを入力してください。

はいいいえ いいえ

リモコンバージョン：
プログラムID：

終了目安：約  1230秒

運転/停止

⑪ダクト機静圧補正

機外静圧補正機能付ダクト形室内
ユニットを組合せる場合に操作できま
す。機外静圧を選択し、 セット ボ
タンをタッチしてください。

ダクト機静圧補正

戻る

セット

▲▼で補正値の変更ができます。

⑭親室内機アドレス設定

親室内機アドレス設定

戻る

セット

解除

▲▼でアドレスを選択してください。

⑧冷房試運転

冷房の停止中に操作可能です。室
温が低く冷房試運転ができない場
合 ､ 室温設定を 30 分間 5℃に下
げて運転します。

⑨ドレンポンプ試運転

ドレンポンプのみで運転が可能で
す。

冷房試運転

戻る

開始

開始をタッチすると
冷房5℃で30分間試運転します。
30分経過及び、TOP画面で運転/停止、
運転モード、設定温度を変更すると
試運転を終了します。

ドレンポンプ試運転

戻る

運転 停止

操作を選択してください。

据付設定

据付日登録

サービス情報入力

試運転

ダクト機静圧補正

自動アドレス変更

次ページ 戻る

操作を選択してください。

据付設定

親室内機アドレス設定

バックアップ制御

人感センサー設定

グリル昇降操作

前ページ 戻る

操作を選択してください。

③据付日登録

据付日登録

年 月 日

戻るセット
年月日を設定してください。

4

3

7

11

12

15

14

18

19

⑫自動アドレス変更

自動アドレス変更

戻る

確定

室内機No. 室外機No.

次ページ変更

変更する室外機を選択してください。○Ⅰ

○Ⅲ

⑬自動アドレス変更

自動アドレス変更

戻る

セット

室内機
No.2

接続室外機
No.0

▲▼でアドレスを選択してください。
○Ⅱ

⑥連絡先 TEL 登録

連絡先電話番号を 13 文字以内で
入力し、セット ボタンをタッチし
てください。

連絡先TEL

戻る

セット

削除

電話番号を入力してください。

④サービス情報入力

お客様がサービスを依頼される際
の連絡先を入力してください。

5

6

サービス情報入力

連絡先名

連絡先TEL

戻る

操作を選択してください。

⑤連絡先名登録

連絡先名を半角 26 文字相当以内
で入力し、セット ボタンをタッチ
してください。数字、英字、カナ、
漢字、キリル文字、中国文字での
入力ができます。

連絡先名

戻る

セット

漢字

数字 英字

カナ

次削除

名称を入力してください。

�字

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 据付設定 　⇒　 サービスパスワード

⑩お掃除試運転
お掃除試運転

フィルター清掃

ブラシ清掃

戻る

操作を選択してください。

⑦試運転

選択した画面に移ります。

8

9

試運転

冷房試運転

ドレンポンプ試運転

周波数固定運転

お掃除試運転

戻る

操作を選択してください。

10 1 台のリモコンに室内ユニット 2 台（2 グループ）が接続されている時に、
以下の制御が可能です。
1.  ローテーション：2 台の室内ユニットが設定した時間毎に、交互に運

転します。
2.  キャパシティバックアップ：設定温度と室温の温度差により、室内ユ

ニットの運転台数を 1 台⇔ 2 台へ切り換えます。
3.  フォルトバックアップ：室内ユニット 2 台中 1 台が運転している場合、

運転している室内ユニットが異常停止すると、もう 1 台の室内ユニッ
トが運転を開始します。

有効 / 無効を選択し（ 無効をタッチすると 有効 に変わります。）、 登録 ボタ
ンをタッチすると、設定内容が確定します。

⑮バックアップ制御

バックアップ制御

戻る

詳細設定

詳細設定

登録

無効フォルトバックアップ

無効キャパシティバックアップ

無効ローテーション

操作を選択してください。

16

17
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６．電源投入初期設定
電源投入時の表示に沿って親子リモコン設定を行います。

・親子が設定されていない場合⇒⑴
・親子が設定されている場合   ⇒⑵

⑴ 親子が設定されていない場合
 ①⇒②親子入力画面を表示します。
 枠で囲まれた  　  　 どちらかをタッチしてください。初期設定作業を開始します。
誤ってタッチした場合は､初期設定作業が終了後に設定変更することができます。（８．リモコン機能設定④）

を目個１､合場るいてれさ続接がンコモリチッタoceの個２、にプールグ１、はたま台１トッニユ内室 
 　 で設定開始すると ２個目は自動で  　 になります。

親 子

親 子

⑵ リモコンの親子設定がされている場合

ご注意
リモコン１台の場合は、 親 を
タッチしてください。
初期状態では､どちらか選択さ
れるまで ､ 待ち続けます。

①スタート画面

③室内機検索中 ④室内機情報取得中 ⑤ TOP 画面

⑧初期設定中画面⑥設定継続確認画面

はい ⑧⇒⑤の順で画面が遷移し
ます。

いいえ ⑦に画面が遷移します。
表示が 15 秒間タッチされない場合
は はい   継続を認識して⑤画面に
変わります。

⑦初期化確認画面

はい ①⇒②の順で画面が遷移し
ます。

いいえ ⑥に画面が遷移します。
初期化すると出荷状態に戻ります。

７．据付設定　試運転（つづき）

FDT お掃除パネルを組合せる場合
に操作できます。
詳細は、お掃除パネルの説明書を
ご覧ください。

②親子設定入力画面

 　を選択した場合　③⇒④⇒⑤の順で画面が遷移します。
 　を選択した場合　①⇒⑧⇒⑤の順で画面が遷移します。
親
子

７．据付設定　試運転

▼ で設定してください。
セット で登録されます。

①据付設定メニュー＃ 1

選択した画面に移ります。 選択した画面に移ります。

②据付設定メニュー＃ 2

お知らせ　パソコン接続について
USB コネクタ（mini-B）を介してパソコンからの設定が可能です。
上ケース下面カバーを外して接続してください。
使用後はカバーを元の位置にはめてください。
接続には、専用のソフトが必要です。
詳細は、ホームページを参照してください。

お知らせ　パスワード初期化

おねがい

管理者パスワード（日常使用する項目設定用）と
サービスパスワード（据付・試運転・メンテナンス用）があります。

0000、は値期初ドーワスパ者理管 ○  です。設定変更ができます（取扱説明書参照）。
］1F［で面画力入ドーワスパ者理管、は合場たれ忘をドーワスパ者理管 　  

［F2］スイッチを同時に５秒長押しするとパスワードは初期化されます。
○サービスパスワードは、9999 です。設定変更ができません。
　管理者パスワード入力の時、サービスパスワードでも受付られます。

1 つのリモコンに複数台の FDT、FDTC を接続する場合、パネルの種類をエアフレックス機能のあるパネルか、
標準パネルのどちらかに統一してください。

５．複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台または１グルー
プに対して最大２個までのリモ
コンを接続できます。
片側が親リモコン、反対側が
子リモコンになります。
右表のように子リモコンは操作
できる機能に制限があります。

室内ユニット

リモコン線（無極性）

リモコン
「親」

リモコン
「子」

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ

6 項の操作で「親」「子」の
設定をしてください。

通信が 10 分間確定しない場合、
赤 LED が点滅します。

個別発停マルチシリーズで親室内
ユニットのみ、冷房 - 暖房運転モー
ドの選択を許可します。子とする
室内ユニットに対し、親室内機ア
ドレスを設定します。親室内機ア
ドレスが設定された子室内ユニッ
トは、親室内ユニットの設定に追
従します。

リモコン操作 親 子
運転 / 停止、設定温度切換、
風向切換・オートスイング、風量切換　操作 ○ ○

エアフレックス ON/OFF ○ ×
ハイパワー運転、省エネ運転 ○ ○
室外静音制御 ○ ×
便利機能 フリーフロー設定 ○ ×

エアフレックス（風よけ）設定 ○ ×
タイマー設定 ○ ○
おこのみ設定 ○ ○
ウィークリータイマー ○ ×
るす番運転 ○ ×
換気 ○ ○
言語切換設定 ○ ○
室外静音制御 ○ ×
見てみて ○ ×
消費電力量表示 ○ ×

省エネ設定 ○ ×
お手入れ フィルターサインリセット ○ ○

グリル昇降 ○ ○※

お掃除パネル操作 ○ ×
ユーザー設定 初期設定 ○ ○

管理者設定 操作制限設定 ○ ×
室外静音タイマー ○ ×
設定温度範囲 ○ ×
温度設定刻み切換 ○ ×
設定温度表示切換 ○ ○
リモコン表示設定 ○ ○
管理者パスワード変更 ○ ○
スイッチ機能変更 ○ ○

○：操作可能、×：操作不可
リモコン操作 親 子
サービス設定 据付設定 据付日登録 ○ ×

サービス情報入力 ○ ○
試運転 ○ ×
ダクト機静圧補正 ○ ×
自動アドレス変更 ○ ×
親室内機アドレス設定 ○ ×
バックアップ制御 ○ ×
人感センサー設定 ○ ×
グリル昇降操作 ○ ○

リモコン設定 リモコン親子設定 ○ ○
吸込センサー制御 ○ ×
リモコンセンサー ○ ×
リモコンセンサー補正 ○ ×
運転モード選択 ○ ×
温度設定単位 ○ ×
ファン速度 ○ ×
外部入力設定 ○ ×
上下ルーバ制御 ○ ×
左右ルーバ制御 ○ ×
換気設定 ○ ×
停電補償 ○ ×
設定温度自動設定 ○ ×
風量自動設定 ○ ×

室内設定 ○ ×
サービス・
メンテナンス

エアコン No. 表示 ○ ○
次回点検日 ○ ×
運転データ表示 ○ ×
点検表示 異常履歴表示 ○ ○

異常時運転データ
表示・消去 ○ ×

定期点検リセット ○ ○
室内設定保存 ○ ×
特殊操作 室内機アドレス消去 ○ ×

CPU リセット ○ ○
初期化設定 ○ ×
タッチパネル調整 ○ ○

室内機容量表示 ○ ×
お掃除パネル点検 ○ ×

※リモコンに接続されている室内ユ
ニットが複数台の場合、子リモコ
ンから室内ユニットの選択はでき
ません。全台同時に昇降します。

個別発停マルチシリーズで使用の際に自動アドレス設定で登録されてい
る場合に操作できます。
室内ユニット毎の室内外アドレスを変更するための機能です。室内ユ
ニットを選択して
○ 変更 をタッチすると⑬に画面が遷移します。
○ セットをタッチすると⑫に画面が遷移し、新アドレスが表示されます。
○ 確定 をタッチすると登録されます。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

室内ユニット

リモコン
「親」

リモコン
「子」

リモコン線
（無極性）

USB端子

カバーカバー
USB 端子

チッイス］2F［］1F［

メニュー

風向冷房

16：14（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

停止しています。

設定温度室内機情報取得中室内機検索中

電源立上げ前の設定を
継続しますか？

リモコンの設定を全て
初期化しますか？

リモコン初期設定中

はい

削除

セット

戻る
4桁の数字を入力してください。

パスワード入力
管理者パスワードを入力してください。

はいいいえ いいえ

リモコンバージョン：
プログラムID：

終了目安：約  1230秒

運転/停止

⑪ダクト機静圧補正

機外静圧補正機能付ダクト形室内
ユニットを組合せる場合に操作できま
す。機外静圧を選択し、 セット ボ
タンをタッチしてください。

ダクト機静圧補正

戻る

セット

▲▼で補正値の変更ができます。

⑭親室内機アドレス設定

親室内機アドレス設定

戻る

セット

解除

▲▼でアドレスを選択してください。

⑧冷房試運転

冷房の停止中に操作可能です。室
温が低く冷房試運転ができない場
合 ､ 室温設定を 30 分間 5℃に下
げて運転します。

⑨ドレンポンプ試運転

ドレンポンプのみで運転が可能で
す。

冷房試運転

戻る

開始

開始をタッチすると
冷房5℃で30分間試運転します。
30分経過及び、TOP画面で運転/停止、
運転モード、設定温度を変更すると
試運転を終了します。

ドレンポンプ試運転

戻る

運転 停止

操作を選択してください。

据付設定

据付日登録

サービス情報入力

試運転

ダクト機静圧補正

自動アドレス変更

次ページ 戻る

操作を選択してください。

据付設定

親室内機アドレス設定

バックアップ制御

人感センサー設定

グリル昇降操作

前ページ 戻る

操作を選択してください。

③据付日登録

据付日登録

年 月 日

戻るセット
年月日を設定してください。

4

3

7

11

12

15

14

18

19

⑫自動アドレス変更

自動アドレス変更

戻る

確定

室内機No. 室外機No.

次ページ変更

変更する室外機を選択してください。○Ⅰ

○Ⅲ

⑬自動アドレス変更

自動アドレス変更

戻る

セット

室内機
No.2

接続室外機
No.0

▲▼でアドレスを選択してください。
○Ⅱ

⑥連絡先 TEL 登録

連絡先電話番号を 13 文字以内で
入力し、セット ボタンをタッチし
てください。

連絡先TEL

戻る

セット

削除

電話番号を入力してください。

④サービス情報入力

お客様がサービスを依頼される際
の連絡先を入力してください。

5

6

サービス情報入力

連絡先名

連絡先TEL

戻る

操作を選択してください。

⑤連絡先名登録

連絡先名を半角 26 文字相当以内
で入力し、セット ボタンをタッチ
してください。数字、英字、カナ、
漢字、キリル文字、中国文字での
入力ができます。

連絡先名

戻る

セット

漢字

数字 英字

カナ

次削除

名称を入力してください。

�字

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 据付設定 　⇒　 サービスパスワード

⑩お掃除試運転
お掃除試運転

フィルター清掃

ブラシ清掃

戻る

操作を選択してください。

⑦試運転

選択した画面に移ります。

8

9

試運転

冷房試運転

ドレンポンプ試運転

周波数固定運転

お掃除試運転

戻る

操作を選択してください。

10 1 台のリモコンに室内ユニット 2 台（2 グループ）が接続されている時に、
以下の制御が可能です。
1.  ローテーション：2 台の室内ユニットが設定した時間毎に、交互に運

転します。
2.  キャパシティバックアップ：設定温度と室温の温度差により、室内ユ

ニットの運転台数を 1 台⇔ 2 台へ切り換えます。
3.  フォルトバックアップ：室内ユニット 2 台中 1 台が運転している場合、

運転している室内ユニットが異常停止すると、もう 1 台の室内ユニッ
トが運転を開始します。

有効 / 無効を選択し（ 無効をタッチすると 有効 に変わります。）、 登録 ボタ
ンをタッチすると、設定内容が確定します。

⑮バックアップ制御

バックアップ制御

戻る

詳細設定

詳細設定

登録

無効フォルトバックアップ

無効キャパシティバックアップ

無効ローテーション

操作を選択してください。

16

17

６．電源投入初期設定
電源投入時の表示に沿って親子リモコン設定を行います。

・親子が設定されていない場合⇒⑴
・親子が設定されている場合   ⇒⑵

⑴ 親子が設定されていない場合
 ①⇒②親子入力画面を表示します。
 枠で囲まれた  　  　 どちらかをタッチしてください。初期設定作業を開始します。
誤ってタッチした場合は､初期設定作業が終了後に設定変更することができます。（８．リモコン機能設定④）

を目個１､合場るいてれさ続接がンコモリチッタoceの個２、にプールグ１、はたま台１トッニユ内室 
 　 で設定開始すると ２個目は自動で  　 になります。

親 子

親 子

⑵ リモコンの親子設定がされている場合

ご注意
リモコン１台の場合は、 親 を
タッチしてください。
初期状態では､どちらか選択さ
れるまで ､ 待ち続けます。

①スタート画面

③室内機検索中 ④室内機情報取得中 ⑤ TOP 画面

⑧初期設定中画面⑥設定継続確認画面

はい ⑧⇒⑤の順で画面が遷移し
ます。

いいえ ⑦に画面が遷移します。
表示が 15 秒間タッチされない場合
は はい   継続を認識して⑤画面に
変わります。

⑦初期化確認画面

はい ①⇒②の順で画面が遷移し
ます。

いいえ ⑥に画面が遷移します。
初期化すると出荷状態に戻ります。

７．据付設定　試運転（つづき）

FDT お掃除パネルを組合せる場合
に操作できます。
詳細は、お掃除パネルの説明書を
ご覧ください。

②親子設定入力画面

 　を選択した場合　③⇒④⇒⑤の順で画面が遷移します。
 　を選択した場合　①⇒⑧⇒⑤の順で画面が遷移します。
親
子

７．据付設定　試運転

▼ で設定してください。
セット で登録されます。

①据付設定メニュー＃ 1

選択した画面に移ります。 選択した画面に移ります。

②据付設定メニュー＃ 2

お知らせ　パソコン接続について
USB コネクタ（mini-B）を介してパソコンからの設定が可能です。
上ケース下面カバーを外して接続してください。
使用後はカバーを元の位置にはめてください。
接続には、専用のソフトが必要です。
詳細は、ホームページを参照してください。

お知らせ　パスワード初期化

おねがい

管理者パスワード（日常使用する項目設定用）と
サービスパスワード（据付・試運転・メンテナンス用）があります。

0000、は値期初ドーワスパ者理管 ○  です。設定変更ができます（取扱説明書参照）。
］1F［で面画力入ドーワスパ者理管、は合場たれ忘をドーワスパ者理管 　  

［F2］スイッチを同時に５秒長押しするとパスワードは初期化されます。
○サービスパスワードは、9999 です。設定変更ができません。
　管理者パスワード入力の時、サービスパスワードでも受付られます。

1 つのリモコンに複数台の FDT、FDTC を接続する場合、パネルの種類をエアフレックス機能のあるパネルか、
標準パネルのどちらかに統一してください。

５．複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台または１グルー
プに対して最大２個までのリモ
コンを接続できます。
片側が親リモコン、反対側が
子リモコンになります。
右表のように子リモコンは操作
できる機能に制限があります。

室内ユニット

リモコン線（無極性）

リモコン
「親」

リモコン
「子」

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ

6 項の操作で「親」「子」の
設定をしてください。

通信が 10 分間確定しない場合、
赤 LED が点滅します。

個別発停マルチシリーズで親室内
ユニットのみ、冷房 - 暖房運転モー
ドの選択を許可します。子とする
室内ユニットに対し、親室内機ア
ドレスを設定します。親室内機ア
ドレスが設定された子室内ユニッ
トは、親室内ユニットの設定に追
従します。

リモコン操作 親 子
運転 / 停止、設定温度切換、
風向切換・オートスイング、風量切換　操作 ○ ○

エアフレックス ON/OFF ○ ×
ハイパワー運転、省エネ運転 ○ ○
室外静音制御 ○ ×
便利機能 フリーフロー設定 ○ ×

エアフレックス（風よけ）設定 ○ ×
タイマー設定 ○ ○
おこのみ設定 ○ ○
ウィークリータイマー ○ ×
るす番運転 ○ ×
換気 ○ ○
言語切換設定 ○ ○
室外静音制御 ○ ×
見てみて ○ ×
消費電力量表示 ○ ×

省エネ設定 ○ ×
お手入れ フィルターサインリセット ○ ○

グリル昇降 ○ ○※

お掃除パネル操作 ○ ×
ユーザー設定 初期設定 ○ ○

管理者設定 操作制限設定 ○ ×
室外静音タイマー ○ ×
設定温度範囲 ○ ×
温度設定刻み切換 ○ ×
設定温度表示切換 ○ ○
リモコン表示設定 ○ ○
管理者パスワード変更 ○ ○
スイッチ機能変更 ○ ○

○：操作可能、×：操作不可
リモコン操作 親 子
サービス設定 据付設定 据付日登録 ○ ×

サービス情報入力 ○ ○
試運転 ○ ×
ダクト機静圧補正 ○ ×
自動アドレス変更 ○ ×
親室内機アドレス設定 ○ ×
バックアップ制御 ○ ×
人感センサー設定 ○ ×
グリル昇降操作 ○ ○

リモコン設定 リモコン親子設定 ○ ○
吸込センサー制御 ○ ×
リモコンセンサー ○ ×
リモコンセンサー補正 ○ ×
運転モード選択 ○ ×
温度設定単位 ○ ×
ファン速度 ○ ×
外部入力設定 ○ ×
上下ルーバ制御 ○ ×
左右ルーバ制御 ○ ×
換気設定 ○ ×
停電補償 ○ ×
設定温度自動設定 ○ ×
風量自動設定 ○ ×

室内設定 ○ ×
サービス・
メンテナンス

エアコン No. 表示 ○ ○
次回点検日 ○ ×
運転データ表示 ○ ×
点検表示 異常履歴表示 ○ ○

異常時運転データ
表示・消去 ○ ×

定期点検リセット ○ ○
室内設定保存 ○ ×
特殊操作 室内機アドレス消去 ○ ×

CPU リセット ○ ○
初期化設定 ○ ×
タッチパネル調整 ○ ○

室内機容量表示 ○ ×
お掃除パネル点検 ○ ×

※リモコンに接続されている室内ユ
ニットが複数台の場合、子リモコ
ンから室内ユニットの選択はでき
ません。全台同時に昇降します。

個別発停マルチシリーズで使用の際に自動アドレス設定で登録されてい
る場合に操作できます。
室内ユニット毎の室内外アドレスを変更するための機能です。室内ユ
ニットを選択して
○ 変更 をタッチすると⑬に画面が遷移します。
○ セットをタッチすると⑫に画面が遷移し、新アドレスが表示されます。
○ 確定 をタッチすると登録されます。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

室内ユニット

リモコン
「親」

リモコン
「子」

リモコン線
（無極性）

USB端子

カバーカバー
USB 端子

チッイス］2F［］1F［

メニュー

風向冷房

16：14（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

停止しています。

設定温度室内機情報取得中室内機検索中

電源立上げ前の設定を
継続しますか？

リモコンの設定を全て
初期化しますか？

リモコン初期設定中

はい

削除

セット

戻る
4桁の数字を入力してください。

パスワード入力
管理者パスワードを入力してください。

はいいいえ いいえ

リモコンバージョン：
プログラムID：

終了目安：約  1230秒

運転/停止

⑪ダクト機静圧補正

機外静圧補正機能付ダクト形室内
ユニットを組合せる場合に操作できま
す。機外静圧を選択し、 セット ボ
タンをタッチしてください。

ダクト機静圧補正

戻る

セット

▲▼で補正値の変更ができます。

⑭親室内機アドレス設定

親室内機アドレス設定

戻る

セット

解除

▲▼でアドレスを選択してください。

⑧冷房試運転

冷房の停止中に操作可能です。室
温が低く冷房試運転ができない場
合 ､ 室温設定を 30 分間 5℃に下
げて運転します。

⑨ドレンポンプ試運転

ドレンポンプのみで運転が可能で
す。

冷房試運転

戻る

開始

開始をタッチすると
冷房5℃で30分間試運転します。
30分経過及び、TOP画面で運転/停止、
運転モード、設定温度を変更すると
試運転を終了します。

ドレンポンプ試運転

戻る

運転 停止

操作を選択してください。

据付設定

据付日登録

サービス情報入力

試運転

ダクト機静圧補正

自動アドレス変更

次ページ 戻る

操作を選択してください。

据付設定

親室内機アドレス設定

バックアップ制御

人感センサー設定

グリル昇降操作

前ページ 戻る

操作を選択してください。

③据付日登録

据付日登録

年 月 日

戻るセット
年月日を設定してください。

4

3

7

11

12

15

14

18

19

⑫自動アドレス変更

自動アドレス変更

戻る

確定

室内機No. 室外機No.

次ページ変更

変更する室外機を選択してください。○Ⅰ

○Ⅲ

⑬自動アドレス変更

自動アドレス変更

戻る

セット

室内機
No.2

接続室外機
No.0

▲▼でアドレスを選択してください。
○Ⅱ

⑥連絡先 TEL 登録

連絡先電話番号を 13 文字以内で
入力し、セット ボタンをタッチし
てください。

連絡先TEL

戻る

セット

削除

電話番号を入力してください。

④サービス情報入力

お客様がサービスを依頼される際
の連絡先を入力してください。

5

6

サービス情報入力

連絡先名

連絡先TEL

戻る

操作を選択してください。

⑤連絡先名登録

連絡先名を半角 26 文字相当以内
で入力し、セット ボタンをタッチ
してください。数字、英字、カナ、
漢字、キリル文字、中国文字での
入力ができます。

連絡先名

戻る

セット

漢字

数字 英字

カナ

次削除

名称を入力してください。

�字

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 据付設定 　⇒　 サービスパスワード

⑩お掃除試運転
お掃除試運転

フィルター清掃

ブラシ清掃

戻る

操作を選択してください。

⑦試運転

選択した画面に移ります。

8

9

試運転

冷房試運転

ドレンポンプ試運転

周波数固定運転

お掃除試運転

戻る

操作を選択してください。

10 1 台のリモコンに室内ユニット 2 台（2 グループ）が接続されている時に、
以下の制御が可能です。
1.  ローテーション：2 台の室内ユニットが設定した時間毎に、交互に運

転します。
2.  キャパシティバックアップ：設定温度と室温の温度差により、室内ユ

ニットの運転台数を 1 台⇔ 2 台へ切り換えます。
3.  フォルトバックアップ：室内ユニット 2 台中 1 台が運転している場合、

運転している室内ユニットが異常停止すると、もう 1 台の室内ユニッ
トが運転を開始します。

有効 / 無効を選択し（ 無効をタッチすると 有効 に変わります。）、 登録 ボタ
ンをタッチすると、設定内容が確定します。

⑮バックアップ制御

バックアップ制御

戻る

詳細設定

詳細設定

登録

無効フォルトバックアップ

無効キャパシティバックアップ

無効ローテーション

操作を選択してください。

16

17
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６．電源投入初期設定
電源投入時の表示に沿って親子リモコン設定を行います。

・親子が設定されていない場合⇒⑴
・親子が設定されている場合   ⇒⑵

⑴ 親子が設定されていない場合
 ①⇒②親子入力画面を表示します。
 枠で囲まれた  　  　 どちらかをタッチしてください。初期設定作業を開始します。
誤ってタッチした場合は､初期設定作業が終了後に設定変更することができます。（８．リモコン機能設定④）

を目個１､合場るいてれさ続接がンコモリチッタoceの個２、にプールグ１、はたま台１トッニユ内室 
 　 で設定開始すると ２個目は自動で  　 になります。

親 子

親 子

⑵ リモコンの親子設定がされている場合

ご注意
リモコン１台の場合は、 親 を
タッチしてください。
初期状態では､どちらか選択さ
れるまで ､ 待ち続けます。

①スタート画面

③室内機検索中 ④室内機情報取得中 ⑤ TOP 画面

⑧初期設定中画面⑥設定継続確認画面

はい ⑧⇒⑤の順で画面が遷移し
ます。

いいえ ⑦に画面が遷移します。
表示が 15 秒間タッチされない場合
は はい   継続を認識して⑤画面に
変わります。

⑦初期化確認画面

はい ①⇒②の順で画面が遷移し
ます。

いいえ ⑥に画面が遷移します。
初期化すると出荷状態に戻ります。

７．据付設定　試運転（つづき）

FDT お掃除パネルを組合せる場合
に操作できます。
詳細は、お掃除パネルの説明書を
ご覧ください。

②親子設定入力画面

 　を選択した場合　③⇒④⇒⑤の順で画面が遷移します。
 　を選択した場合　①⇒⑧⇒⑤の順で画面が遷移します。
親
子

７．据付設定　試運転

▼ で設定してください。
セット で登録されます。

①据付設定メニュー＃ 1

選択した画面に移ります。 選択した画面に移ります。

②据付設定メニュー＃ 2

お知らせ　パソコン接続について
USB コネクタ（mini-B）を介してパソコンからの設定が可能です。
上ケース下面カバーを外して接続してください。
使用後はカバーを元の位置にはめてください。
接続には、専用のソフトが必要です。
詳細は、ホームページを参照してください。

お知らせ　パスワード初期化

おねがい

管理者パスワード（日常使用する項目設定用）と
サービスパスワード（据付・試運転・メンテナンス用）があります。

0000、は値期初ドーワスパ者理管 ○  です。設定変更ができます（取扱説明書参照）。
］1F［で面画力入ドーワスパ者理管、は合場たれ忘をドーワスパ者理管 　  

［F2］スイッチを同時に５秒長押しするとパスワードは初期化されます。
○サービスパスワードは、9999 です。設定変更ができません。
　管理者パスワード入力の時、サービスパスワードでも受付られます。

1 つのリモコンに複数台の FDT、FDTC を接続する場合、パネルの種類をエアフレックス機能のあるパネルか、
標準パネルのどちらかに統一してください。

５．複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台または１グルー
プに対して最大２個までのリモ
コンを接続できます。
片側が親リモコン、反対側が
子リモコンになります。
右表のように子リモコンは操作
できる機能に制限があります。

室内ユニット

リモコン線（無極性）

リモコン
「親」

リモコン
「子」

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ

6 項の操作で「親」「子」の
設定をしてください。

通信が 10 分間確定しない場合、
赤 LED が点滅します。

個別発停マルチシリーズで親室内
ユニットのみ、冷房 - 暖房運転モー
ドの選択を許可します。子とする
室内ユニットに対し、親室内機ア
ドレスを設定します。親室内機ア
ドレスが設定された子室内ユニッ
トは、親室内ユニットの設定に追
従します。

リモコン操作 親 子
運転 / 停止、設定温度切換、
風向切換・オートスイング、風量切換　操作 ○ ○

エアフレックス ON/OFF ○ ×
ハイパワー運転、省エネ運転 ○ ○
室外静音制御 ○ ×
便利機能 フリーフロー設定 ○ ×

エアフレックス（風よけ）設定 ○ ×
タイマー設定 ○ ○
おこのみ設定 ○ ○
ウィークリータイマー ○ ×
るす番運転 ○ ×
換気 ○ ○
言語切換設定 ○ ○
室外静音制御 ○ ×
見てみて ○ ×
消費電力量表示 ○ ×

省エネ設定 ○ ×
お手入れ フィルターサインリセット ○ ○

グリル昇降 ○ ○※

お掃除パネル操作 ○ ×
ユーザー設定 初期設定 ○ ○

管理者設定 操作制限設定 ○ ×
室外静音タイマー ○ ×
設定温度範囲 ○ ×
温度設定刻み切換 ○ ×
設定温度表示切換 ○ ○
リモコン表示設定 ○ ○
管理者パスワード変更 ○ ○
スイッチ機能変更 ○ ○

○：操作可能、×：操作不可
リモコン操作 親 子
サービス設定 据付設定 据付日登録 ○ ×

サービス情報入力 ○ ○
試運転 ○ ×
ダクト機静圧補正 ○ ×
自動アドレス変更 ○ ×
親室内機アドレス設定 ○ ×
バックアップ制御 ○ ×
人感センサー設定 ○ ×
グリル昇降操作 ○ ○

リモコン設定 リモコン親子設定 ○ ○
吸込センサー制御 ○ ×
リモコンセンサー ○ ×
リモコンセンサー補正 ○ ×
運転モード選択 ○ ×
温度設定単位 ○ ×
ファン速度 ○ ×
外部入力設定 ○ ×
上下ルーバ制御 ○ ×
左右ルーバ制御 ○ ×
換気設定 ○ ×
停電補償 ○ ×
設定温度自動設定 ○ ×
風量自動設定 ○ ×

室内設定 ○ ×
サービス・
メンテナンス

エアコン No. 表示 ○ ○
次回点検日 ○ ×
運転データ表示 ○ ×
点検表示 異常履歴表示 ○ ○

異常時運転データ
表示・消去 ○ ×

定期点検リセット ○ ○
室内設定保存 ○ ×
特殊操作 室内機アドレス消去 ○ ×

CPU リセット ○ ○
初期化設定 ○ ×
タッチパネル調整 ○ ○

室内機容量表示 ○ ×
お掃除パネル点検 ○ ×

※リモコンに接続されている室内ユ
ニットが複数台の場合、子リモコ
ンから室内ユニットの選択はでき
ません。全台同時に昇降します。

個別発停マルチシリーズで使用の際に自動アドレス設定で登録されてい
る場合に操作できます。
室内ユニット毎の室内外アドレスを変更するための機能です。室内ユ
ニットを選択して
○ 変更 をタッチすると⑬に画面が遷移します。
○ セットをタッチすると⑫に画面が遷移し、新アドレスが表示されます。
○ 確定 をタッチすると登録されます。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

室内ユニット

リモコン
「親」

リモコン
「子」

リモコン線
（無極性）

USB端子

カバーカバー
USB 端子

チッイス］2F［］1F［

メニュー

風向冷房

16：14（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

停止しています。

設定温度室内機情報取得中室内機検索中

電源立上げ前の設定を
継続しますか？

リモコンの設定を全て
初期化しますか？

リモコン初期設定中

はい

削除

セット

戻る
4桁の数字を入力してください。

パスワード入力
管理者パスワードを入力してください。

はいいいえ いいえ

リモコンバージョン：
プログラムID：

終了目安：約  1230秒

運転/停止

⑪ダクト機静圧補正

機外静圧補正機能付ダクト形室内
ユニットを組合せる場合に操作できま
す。機外静圧を選択し、 セット ボ
タンをタッチしてください。

ダクト機静圧補正

戻る

セット

▲▼で補正値の変更ができます。

⑭親室内機アドレス設定

親室内機アドレス設定

戻る

セット

解除

▲▼でアドレスを選択してください。

⑧冷房試運転

冷房の停止中に操作可能です。室
温が低く冷房試運転ができない場
合 ､ 室温設定を 30 分間 5℃に下
げて運転します。

⑨ドレンポンプ試運転

ドレンポンプのみで運転が可能で
す。

冷房試運転

戻る

開始

開始をタッチすると
冷房5℃で30分間試運転します。
30分経過及び、TOP画面で運転/停止、
運転モード、設定温度を変更すると
試運転を終了します。

ドレンポンプ試運転

戻る

運転 停止

操作を選択してください。

据付設定

据付日登録

サービス情報入力

試運転

ダクト機静圧補正

自動アドレス変更

次ページ 戻る

操作を選択してください。

据付設定

親室内機アドレス設定

バックアップ制御

人感センサー設定

グリル昇降操作

前ページ 戻る

操作を選択してください。

③据付日登録

据付日登録

年 月 日

戻るセット
年月日を設定してください。

4

3

7

11

12

15

14

18

19

⑫自動アドレス変更

自動アドレス変更

戻る

確定

室内機No. 室外機No.

次ページ変更

変更する室外機を選択してください。○Ⅰ

○Ⅲ

⑬自動アドレス変更

自動アドレス変更

戻る

セット

室内機
No.2

接続室外機
No.0

▲▼でアドレスを選択してください。
○Ⅱ

⑥連絡先 TEL 登録

連絡先電話番号を 13 文字以内で
入力し、セット ボタンをタッチし
てください。

連絡先TEL

戻る

セット

削除

電話番号を入力してください。

④サービス情報入力

お客様がサービスを依頼される際
の連絡先を入力してください。

5

6

サービス情報入力

連絡先名

連絡先TEL

戻る

操作を選択してください。

⑤連絡先名登録

連絡先名を半角 26 文字相当以内
で入力し、セット ボタンをタッチ
してください。数字、英字、カナ、
漢字、キリル文字、中国文字での
入力ができます。

連絡先名

戻る

セット

漢字

数字 英字

カナ

次削除

名称を入力してください。

�字

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 据付設定 　⇒　 サービスパスワード

⑩お掃除試運転
お掃除試運転

フィルター清掃

ブラシ清掃

戻る

操作を選択してください。

⑦試運転

選択した画面に移ります。

8

9

試運転

冷房試運転

ドレンポンプ試運転

周波数固定運転

お掃除試運転

戻る

操作を選択してください。

10 1 台のリモコンに室内ユニット 2 台（2 グループ）が接続されている時に、
以下の制御が可能です。
1.  ローテーション：2 台の室内ユニットが設定した時間毎に、交互に運

転します。
2.  キャパシティバックアップ：設定温度と室温の温度差により、室内ユ

ニットの運転台数を 1 台⇔ 2 台へ切り換えます。
3.  フォルトバックアップ：室内ユニット 2 台中 1 台が運転している場合、

運転している室内ユニットが異常停止すると、もう 1 台の室内ユニッ
トが運転を開始します。

有効 / 無効を選択し（ 無効をタッチすると 有効 に変わります。）、 登録 ボタ
ンをタッチすると、設定内容が確定します。

⑮バックアップ制御

バックアップ制御

戻る

詳細設定

詳細設定

登録

無効フォルトバックアップ

無効キャパシティバックアップ

無効ローテーション

操作を選択してください。

16

17
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６．電源投入初期設定
電源投入時の表示に沿って親子リモコン設定を行います。

・親子が設定されていない場合⇒⑴
・親子が設定されている場合   ⇒⑵

⑴ 親子が設定されていない場合
 ①⇒②親子入力画面を表示します。
 枠で囲まれた  　  　 どちらかをタッチしてください。初期設定作業を開始します。
誤ってタッチした場合は､初期設定作業が終了後に設定変更することができます。（８．リモコン機能設定④）

を目個１､合場るいてれさ続接がンコモリチッタoceの個２、にプールグ１、はたま台１トッニユ内室 
 　 で設定開始すると ２個目は自動で  　 になります。

親 子

親 子

⑵ リモコンの親子設定がされている場合

ご注意
リモコン１台の場合は、 親 を
タッチしてください。
初期状態では､どちらか選択さ
れるまで ､ 待ち続けます。

①スタート画面

③室内機検索中 ④室内機情報取得中 ⑤ TOP 画面

⑧初期設定中画面⑥設定継続確認画面

はい ⑧⇒⑤の順で画面が遷移し
ます。

いいえ ⑦に画面が遷移します。
表示が 15 秒間タッチされない場合
は はい   継続を認識して⑤画面に
変わります。

⑦初期化確認画面

はい ①⇒②の順で画面が遷移し
ます。

いいえ ⑥に画面が遷移します。
初期化すると出荷状態に戻ります。

７．据付設定　試運転（つづき）

FDT お掃除パネルを組合せる場合
に操作できます。
詳細は、お掃除パネルの説明書を
ご覧ください。

②親子設定入力画面

 　を選択した場合　③⇒④⇒⑤の順で画面が遷移します。
 　を選択した場合　①⇒⑧⇒⑤の順で画面が遷移します。
親
子

７．据付設定　試運転

▼ で設定してください。
セット で登録されます。

①据付設定メニュー＃ 1

選択した画面に移ります。 選択した画面に移ります。

②据付設定メニュー＃ 2

お知らせ　パソコン接続について
USB コネクタ（mini-B）を介してパソコンからの設定が可能です。
上ケース下面カバーを外して接続してください。
使用後はカバーを元の位置にはめてください。
接続には、専用のソフトが必要です。
詳細は、ホームページを参照してください。

お知らせ　パスワード初期化

おねがい

管理者パスワード（日常使用する項目設定用）と
サービスパスワード（据付・試運転・メンテナンス用）があります。

0000、は値期初ドーワスパ者理管 ○  です。設定変更ができます（取扱説明書参照）。
］1F［で面画力入ドーワスパ者理管、は合場たれ忘をドーワスパ者理管 　  

［F2］スイッチを同時に５秒長押しするとパスワードは初期化されます。
○サービスパスワードは、9999 です。設定変更ができません。
　管理者パスワード入力の時、サービスパスワードでも受付られます。

1 つのリモコンに複数台の FDT、FDTC を接続する場合、パネルの種類をエアフレックス機能のあるパネルか、
標準パネルのどちらかに統一してください。

５．複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台または１グルー
プに対して最大２個までのリモ
コンを接続できます。
片側が親リモコン、反対側が
子リモコンになります。
右表のように子リモコンは操作
できる機能に制限があります。

室内ユニット

リモコン線（無極性）

リモコン
「親」

リモコン
「子」

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ

6 項の操作で「親」「子」の
設定をしてください。

通信が 10 分間確定しない場合、
赤 LED が点滅します。

個別発停マルチシリーズで親室内
ユニットのみ、冷房 - 暖房運転モー
ドの選択を許可します。子とする
室内ユニットに対し、親室内機ア
ドレスを設定します。親室内機ア
ドレスが設定された子室内ユニッ
トは、親室内ユニットの設定に追
従します。

リモコン操作 親 子
運転 / 停止、設定温度切換、
風向切換・オートスイング、風量切換　操作 ○ ○

エアフレックス ON/OFF ○ ×
ハイパワー運転、省エネ運転 ○ ○
室外静音制御 ○ ×
便利機能 フリーフロー設定 ○ ×

エアフレックス（風よけ）設定 ○ ×
タイマー設定 ○ ○
おこのみ設定 ○ ○
ウィークリータイマー ○ ×
るす番運転 ○ ×
換気 ○ ○
言語切換設定 ○ ○
室外静音制御 ○ ×
見てみて ○ ×
消費電力量表示 ○ ×

省エネ設定 ○ ×
お手入れ フィルターサインリセット ○ ○

グリル昇降 ○ ○※

お掃除パネル操作 ○ ×
ユーザー設定 初期設定 ○ ○

管理者設定 操作制限設定 ○ ×
室外静音タイマー ○ ×
設定温度範囲 ○ ×
温度設定刻み切換 ○ ×
設定温度表示切換 ○ ○
リモコン表示設定 ○ ○
管理者パスワード変更 ○ ○
スイッチ機能変更 ○ ○

○：操作可能、×：操作不可
リモコン操作 親 子
サービス設定 据付設定 据付日登録 ○ ×

サービス情報入力 ○ ○
試運転 ○ ×
ダクト機静圧補正 ○ ×
自動アドレス変更 ○ ×
親室内機アドレス設定 ○ ×
バックアップ制御 ○ ×
人感センサー設定 ○ ×
グリル昇降操作 ○ ○

リモコン設定 リモコン親子設定 ○ ○
吸込センサー制御 ○ ×
リモコンセンサー ○ ×
リモコンセンサー補正 ○ ×
運転モード選択 ○ ×
温度設定単位 ○ ×
ファン速度 ○ ×
外部入力設定 ○ ×
上下ルーバ制御 ○ ×
左右ルーバ制御 ○ ×
換気設定 ○ ×
停電補償 ○ ×
設定温度自動設定 ○ ×
風量自動設定 ○ ×

室内設定 ○ ×
サービス・
メンテナンス

エアコン No. 表示 ○ ○
次回点検日 ○ ×
運転データ表示 ○ ×
点検表示 異常履歴表示 ○ ○

異常時運転データ
表示・消去 ○ ×

定期点検リセット ○ ○
室内設定保存 ○ ×
特殊操作 室内機アドレス消去 ○ ×

CPU リセット ○ ○
初期化設定 ○ ×
タッチパネル調整 ○ ○

室内機容量表示 ○ ×
お掃除パネル点検 ○ ×

※リモコンに接続されている室内ユ
ニットが複数台の場合、子リモコ
ンから室内ユニットの選択はでき
ません。全台同時に昇降します。

個別発停マルチシリーズで使用の際に自動アドレス設定で登録されてい
る場合に操作できます。
室内ユニット毎の室内外アドレスを変更するための機能です。室内ユ
ニットを選択して
○ 変更 をタッチすると⑬に画面が遷移します。
○ セットをタッチすると⑫に画面が遷移し、新アドレスが表示されます。
○ 確定 をタッチすると登録されます。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

室内ユニット

リモコン
「親」

リモコン
「子」

リモコン線
（無極性）

USB端子

カバーカバー
USB 端子

チッイス］2F［］1F［

メニュー

風向冷房

16：14（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

停止しています。

設定温度室内機情報取得中室内機検索中

電源立上げ前の設定を
継続しますか？

リモコンの設定を全て
初期化しますか？

リモコン初期設定中

はい

削除

セット

戻る
4桁の数字を入力してください。

パスワード入力
管理者パスワードを入力してください。

はいいいえ いいえ

リモコンバージョン：
プログラムID：

終了目安：約  1230秒

運転/停止

⑪ダクト機静圧補正

機外静圧補正機能付ダクト形室内
ユニットを組合せる場合に操作できま
す。機外静圧を選択し、 セット ボ
タンをタッチしてください。

ダクト機静圧補正

戻る

セット

▲▼で補正値の変更ができます。

⑭親室内機アドレス設定

親室内機アドレス設定

戻る

セット

解除

▲▼でアドレスを選択してください。

⑧冷房試運転

冷房の停止中に操作可能です。室
温が低く冷房試運転ができない場
合 ､ 室温設定を 30 分間 5℃に下
げて運転します。

⑨ドレンポンプ試運転

ドレンポンプのみで運転が可能で
す。

冷房試運転

戻る

開始

開始をタッチすると
冷房5℃で30分間試運転します。
30分経過及び、TOP画面で運転/停止、
運転モード、設定温度を変更すると
試運転を終了します。

ドレンポンプ試運転

戻る

運転 停止

操作を選択してください。

据付設定

据付日登録

サービス情報入力

試運転

ダクト機静圧補正

自動アドレス変更

次ページ 戻る

操作を選択してください。

据付設定

親室内機アドレス設定

バックアップ制御

人感センサー設定

グリル昇降操作

前ページ 戻る

操作を選択してください。

③据付日登録

据付日登録

年 月 日

戻るセット
年月日を設定してください。

4

3

7

11

12

15

14

18

19

⑫自動アドレス変更

自動アドレス変更

戻る

確定

室内機No. 室外機No.

次ページ変更

変更する室外機を選択してください。○Ⅰ

○Ⅲ

⑬自動アドレス変更

自動アドレス変更

戻る

セット

室内機
No.2

接続室外機
No.0

▲▼でアドレスを選択してください。
○Ⅱ

⑥連絡先 TEL 登録

連絡先電話番号を 13 文字以内で
入力し、セット ボタンをタッチし
てください。

連絡先TEL

戻る

セット

削除

電話番号を入力してください。

④サービス情報入力

お客様がサービスを依頼される際
の連絡先を入力してください。

5

6

サービス情報入力

連絡先名

連絡先TEL

戻る

操作を選択してください。

⑤連絡先名登録

連絡先名を半角 26 文字相当以内
で入力し、セット ボタンをタッチ
してください。数字、英字、カナ、
漢字、キリル文字、中国文字での
入力ができます。

連絡先名

戻る

セット

漢字

数字 英字

カナ

次削除

名称を入力してください。

�字

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 据付設定 　⇒　 サービスパスワード

⑩お掃除試運転
お掃除試運転

フィルター清掃

ブラシ清掃

戻る

操作を選択してください。

⑦試運転

選択した画面に移ります。

8

9

試運転

冷房試運転

ドレンポンプ試運転

周波数固定運転

お掃除試運転

戻る

操作を選択してください。

10 1 台のリモコンに室内ユニット 2 台（2 グループ）が接続されている時に、
以下の制御が可能です。
1.  ローテーション：2 台の室内ユニットが設定した時間毎に、交互に運

転します。
2.  キャパシティバックアップ：設定温度と室温の温度差により、室内ユ

ニットの運転台数を 1 台⇔ 2 台へ切り換えます。
3.  フォルトバックアップ：室内ユニット 2 台中 1 台が運転している場合、

運転している室内ユニットが異常停止すると、もう 1 台の室内ユニッ
トが運転を開始します。

有効 / 無効を選択し（ 無効をタッチすると 有効 に変わります。）、 登録 ボタ
ンをタッチすると、設定内容が確定します。

⑮バックアップ制御

バックアップ制御

戻る

詳細設定

詳細設定

登録

無効フォルトバックアップ

無効キャパシティバックアップ

無効ローテーション

操作を選択してください。

16

17
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８．リモコン機能設定 お知らせ : 停止中のみ操作可能

⑤吸込センサー制御

７．据付設定　試運転（つづき）

・� �人感センサーを採用のお客様は上記の設定を行ってください。人の
活動量を検知させたい室内ユニットを有効にしてください。
�赤外線センサー（人感センサー）設定が無効の場合には、人の活動
量を検知しないため赤外線センサー制御�（パワーセーブ、オートオ
フ）を行いません。

・4�形以前の室内ユニットは赤外線センサー（人感センサー）設定
を有効にできません。
赤外線センサー（人感センサー）設定をタッチとすると、「操作
無効です」と表示されます。

ローテーションの運転を切換える時間を設定します。
1�〜�999�時間の間で�1�時間刻みで設定可能です。
時間切換後、セット�で仮設定してください。仮設定後
バックアップ制御画面に戻って�登録をタッチしてください。

キャパシティバックアップの 1台⇔ 2台を切換える設定温
度と室温の温度差を設定します。
2〜5℃の間で1℃刻みで設定可能です。温度切換後、
セット��で仮設定してください。仮設定後バックアップ制御
画面に戻って��登録をタッチしてください。

①リモコン設定メニュー＃ 1

4

5

9

12

6

選択した画面に移ります。

８．リモコン機能設定（つづき）

④リモコン親子設定

リモコンの親子設定を変更する場
合に操作します。

③リモコン設定メニュー＃ 3②リモコン設定メニュー＃ 2

室内ユニットの吸込センサーの検知温度によりサーモ判定を行います。
1台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に用いる
吸込温度センサーを選択できます。
1.� 個別 ：各々の室内ユニットの吸込温度でサーモ判定します。プルーラル接続

されている場合はプルーラル親機の吸込温度を基準とします。
2.� 親機 ：接続されている室内ユニットの中で、アドレスの若い室内ユニットの

吸込温度でサーモ判定します。
　1台のリモコンに、プルーラル接続が複数接続されている場合は、プルーラル
親機間でアドレスが若い室内ユニットの吸込温度を基準とします。

3.� 平均 ：接続されている室内ユニットの吸込温度を平均し、サーモ判定します。

⑥リモコンセンサー

運転中に停電した場合、
有効 ��停電復旧（電源投入後の制
御終了）しだい､停電前の状態に戻
ります。
無効 ��停電復旧後、停止します。

８．リモコン機能設定（つづき）

バックアップ制御の制約条件
１.運転モードが「自動」の場合、バックアップ制御はできません。運転モードが「自動」に設定された空調機にバッ

クアップ制御を設定すると、運転モードは自動的に「冷房」モードに切換わります。
２.ローテーション制御を設定した場合は、自動的にフォルトバックアップ制御も有効に設定されます。この場合、フォ

ルトバックアップ制御のみを無効にすることはできません。ローテーション運転を無効にした場合は、フォルト
バックアップ制御も無効になります。

３.キャパシティバックアップ制御を設定した場合は、自動的にフォルトバック制御も有効に設定されます。この場
合、�フォルトバックアップ制御のみを無効にすることはできません。キャパシティバックアップ制御を無効にした場
合は、フォルトバックアップ制御も無効になります。

４.フォルトバック制御を単独で有効に設定することも可能です。
５.るす番運転、ウォームアップ設定、外部入力設定は、バックアップ制御と同時に設定することはできません。
６.ローテーション運転制御または、フォルトバックアップ制御設定時には、設定対象となっている室内ユニット

２台（２グループ）の内、どちらか一方のみが運転します。両方同時に運転することはありません。
７.いずれの制御も、室内アドレスの若い室内ユニットが先に運転開始します。

室内ユニット本体吸込センサーをリモコン側に変更できます。
無効 ��室温表示は、本体側センサーになります。⇒�⑦
有効 ��室温表示は、リモコン側センサーになります。⇒�⑧
有効（暖房のみ）��室温表示は、暖房中のみリモコン側センサーになります。
有効（冷房のみ）��室温表示は、暖房以外で運転中にリモコン側センサーになり

ます。

⑰キャパシティバックアップ詳細設定

運転開始温度差設定

戻る

セット

▲▼で温度の変更ができます。

⑯ローテーション詳細設定

運転切換時間設定

戻る

セット

▲▼で時間を選択してください。

時間

リモコンに接続されている室内ユ
ニットの赤外線センサーの�有効�/�
無効�かを選択します。

リモコン設定

リモコン親子設定

吸込センサー制御

リモコンセンサー

リモコンセンサー補正

運転モード選択

次ページ 戻る

操作を選択してください。

リモコン設定

温度設定単位

ファン速度

外部入力設定

上下ルーバ制御

左右ルーバ制御

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

リモコン親子設定

親

子

戻る
操作を選択してください。

13

14

15

16

17

吸込センサー制御

個別

親機

戻る
操作を選択してください。

平均

⑫運転モード選択

各運転モード毎に 有効 ・ 無効 を
設定可能です。
冷房または暖房を無効にした場
合、自動も無効になります。

運転モード選択

自動 無効 有効

冷房 無効 有効

暖房 無効 有効

除湿 無効 有効

戻るセット
設定を選択してください。

⑬温度設定単位

設定温度の単位を設定します。

温度設定単位

戻る
操作を選択してください。

リモコンセンサー

無効

有効

戻る
操作を選択してください。

有効（暖房のみ）

有効（冷房のみ）

リモコンセンサー無効時は、TOP
画面で“室温○℃”と表示されま
す。

⑦TOP画面（本体側センサーの場合）

メニュー

風向自動

16：00（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

運転中です。

設定温度

会議室

室温

⑧TOP画面（リモコン側センサーの場合）

リモコンセンサー有効時は、TOP
画面で“室温 ( リモコン）○℃”
と表示されます。

メニュー

風向自動

16：00（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

運転中です。

設定温度

会議室

室温（リモコン）

⑨リモコンセンサー補正

リモコンセンサー検知温度の補正
ができます。
冷房時補正 ⇒ ⑩
暖房時補正 ⇒ ⑪

リモコンセンサー補正

冷房時補正

暖房時補正

戻る

操作を選択してください。

10

11

⑩冷房時補正

冷房運転中のリモコンセンサー検
知温度補正ができます。
－３〜＋３の範囲で設定します。

冷房時補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

⑪暖房時補正

暖房運転中のリモコンセンサー検
知温度補正ができます。
－３〜＋３の範囲で設定します。

暖房時補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

⑭ファン速度

ファン速度選択の変更が可能です。
室内ユニットにより対応できない
場合があります。

ファン速度

戻る
操作を選択してください。

4速

3速

2速（急-弱）

2速（急-強）

1速

⑮外部入力方式

1�つのリモコンに複数室内ユニッ
トが接続された場合、運転／停
止に対して�CnT�の入力の適用範
囲を設定できます。
個別� CnT入力された室内ユニッ
トのみに適用されます。
全台 リモコンが接続されている
室内ユニット全てに適用されます。

外部入力設定

戻る
操作を選択してください。

個別

全台

⑲停電補償

停電補償

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

�風量自動設定

有効 ��風量設定画面から自動の選
択が可能になります。
無効 ��風量設定の画面上に自動の
選択スイッチが表示されません。

⑳設定温度自動設定

有効 ��室温設定画面から自動の選
択が可能になります。
無効 ��室温設定の画面上に自動の
選択スイッチが表示されません。

設定温度自動設定

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

風量自動設定

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

４位置停止 ��上下吹出ルーバを４
段階で設定可能。
フリー停止 リモコンスイッチ操
作直後の位置に停止します。

⑯上下ルーバ制御

上下ルーバ制御

戻る
操作を選択してください。

4位置停止

フリー停止

固定位置停止 ��左右吹出ルーバを8
パターンで設定可能。
フリー停止 リモコンスイッチ操
作直後の位置に停止します。

⑰左右ルーバ制御

左右ルーバ制御

戻る
操作を選択してください。

固定位置停止

フリー停止

⑱換気設定

換気機器組合せの設定ができます。
無効 ��接続無し。
連動 エアコン運転／停止に連動
し、換気出力（CnT）に出力します。
単独操作 メニューから換気を選
択により換気単独で運転 /停止出
力を行います。

換気設定

戻る
操作を選択してください。

無効

連動

単独操作

リモコン設定

換気設定

停電補償

設定温度自動設定

戻る

操作を選択してください。

前ページ

風量自動設定

18

20

21

19

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 リモコン設定 　⇒　サービスパスワード

⑲グリル昇降操作設定

ラクリーナパネルを組合せる場合
は� ､据付場所電源周波数をタッチし
てください。

グリル昇降操作

有効50Hz

無効

有効60Hz

戻る
操作を選択してください。

ラクリーナパネルを採用のお
客様は、上記の設定を行って
ください。

⑱人感センサー設定

設定を選択してください。

無効

有効

戻る

人感センサー
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８．リモコン機能設定 お知らせ : 停止中のみ操作可能

⑤吸込センサー制御

７．据付設定　試運転（つづき）

・� �人感センサーを採用のお客様は上記の設定を行ってください。人の
活動量を検知させたい室内ユニットを有効にしてください。
�赤外線センサー（人感センサー）設定が無効の場合には、人の活動
量を検知しないため赤外線センサー制御�（パワーセーブ、オートオ
フ）を行いません。

・4�形以前の室内ユニットは赤外線センサー（人感センサー）設定
を有効にできません。
赤外線センサー（人感センサー）設定をタッチとすると、「操作
無効です」と表示されます。

ローテーションの運転を切換える時間を設定します。
1�〜�999�時間の間で�1�時間刻みで設定可能です。
時間切換後、セット�で仮設定してください。仮設定後
バックアップ制御画面に戻って�登録をタッチしてください。

キャパシティバックアップの 1台⇔ 2台を切換える設定温
度と室温の温度差を設定します。
2〜5℃の間で1℃刻みで設定可能です。温度切換後、
セット��で仮設定してください。仮設定後バックアップ制御
画面に戻って��登録をタッチしてください。

①リモコン設定メニュー＃ 1

4

5

9

12

6

選択した画面に移ります。

８．リモコン機能設定（つづき）

④リモコン親子設定

リモコンの親子設定を変更する場
合に操作します。

③リモコン設定メニュー＃ 3②リモコン設定メニュー＃ 2

室内ユニットの吸込センサーの検知温度によりサーモ判定を行います。
1台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に用いる
吸込温度センサーを選択できます。
1.� 個別 ：各々の室内ユニットの吸込温度でサーモ判定します。プルーラル接続

されている場合はプルーラル親機の吸込温度を基準とします。
2.� 親機 ：接続されている室内ユニットの中で、アドレスの若い室内ユニットの

吸込温度でサーモ判定します。
　1台のリモコンに、プルーラル接続が複数接続されている場合は、プルーラル
親機間でアドレスが若い室内ユニットの吸込温度を基準とします。

3.� 平均 ：接続されている室内ユニットの吸込温度を平均し、サーモ判定します。

⑥リモコンセンサー

運転中に停電した場合、
有効 ��停電復旧（電源投入後の制
御終了）しだい､停電前の状態に戻
ります。
無効 ��停電復旧後、停止します。

８．リモコン機能設定（つづき）

バックアップ制御の制約条件
１.運転モードが「自動」の場合、バックアップ制御はできません。運転モードが「自動」に設定された空調機にバッ

クアップ制御を設定すると、運転モードは自動的に「冷房」モードに切換わります。
２.ローテーション制御を設定した場合は、自動的にフォルトバックアップ制御も有効に設定されます。この場合、フォ

ルトバックアップ制御のみを無効にすることはできません。ローテーション運転を無効にした場合は、フォルト
バックアップ制御も無効になります。

３.キャパシティバックアップ制御を設定した場合は、自動的にフォルトバック制御も有効に設定されます。この場
合、�フォルトバックアップ制御のみを無効にすることはできません。キャパシティバックアップ制御を無効にした場
合は、フォルトバックアップ制御も無効になります。

４.フォルトバック制御を単独で有効に設定することも可能です。
５.るす番運転、ウォームアップ設定、外部入力設定は、バックアップ制御と同時に設定することはできません。
６.ローテーション運転制御または、フォルトバックアップ制御設定時には、設定対象となっている室内ユニット

２台（２グループ）の内、どちらか一方のみが運転します。両方同時に運転することはありません。
７.いずれの制御も、室内アドレスの若い室内ユニットが先に運転開始します。

室内ユニット本体吸込センサーをリモコン側に変更できます。
無効 ��室温表示は、本体側センサーになります。⇒�⑦
有効 ��室温表示は、リモコン側センサーになります。⇒�⑧
有効（暖房のみ）��室温表示は、暖房中のみリモコン側センサーになります。
有効（冷房のみ）��室温表示は、暖房以外で運転中にリモコン側センサーになり

ます。

⑰キャパシティバックアップ詳細設定

運転開始温度差設定

戻る

セット

▲▼で温度の変更ができます。

⑯ローテーション詳細設定

運転切換時間設定

戻る

セット

▲▼で時間を選択してください。

時間

リモコンに接続されている室内ユ
ニットの赤外線センサーの�有効�/�
無効�かを選択します。

リモコン設定

リモコン親子設定

吸込センサー制御

リモコンセンサー

リモコンセンサー補正

運転モード選択

次ページ 戻る

操作を選択してください。

リモコン設定

温度設定単位

ファン速度

外部入力設定

上下ルーバ制御

左右ルーバ制御

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

リモコン親子設定

親

子

戻る
操作を選択してください。

13

14

15

16

17

吸込センサー制御

個別

親機

戻る
操作を選択してください。

平均

⑫運転モード選択

各運転モード毎に 有効 ・ 無効 を
設定可能です。
冷房または暖房を無効にした場
合、自動も無効になります。

運転モード選択

自動 無効 有効

冷房 無効 有効

暖房 無効 有効

除湿 無効 有効

戻るセット
設定を選択してください。

⑬温度設定単位

設定温度の単位を設定します。

温度設定単位

戻る
操作を選択してください。

リモコンセンサー

無効

有効

戻る
操作を選択してください。

有効（暖房のみ）

有効（冷房のみ）

リモコンセンサー無効時は、TOP
画面で“室温○℃”と表示されま
す。

⑦TOP画面（本体側センサーの場合）

メニュー

風向自動

16：00（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

運転中です。

設定温度

会議室

室温

⑧TOP画面（リモコン側センサーの場合）

リモコンセンサー有効時は、TOP
画面で“室温 ( リモコン）○℃”
と表示されます。

メニュー

風向自動

16：00（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

運転中です。

設定温度

会議室

室温（リモコン）

⑨リモコンセンサー補正

リモコンセンサー検知温度の補正
ができます。
冷房時補正 ⇒ ⑩
暖房時補正 ⇒ ⑪

リモコンセンサー補正

冷房時補正

暖房時補正

戻る

操作を選択してください。

10

11

⑩冷房時補正

冷房運転中のリモコンセンサー検
知温度補正ができます。
－３〜＋３の範囲で設定します。

冷房時補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

⑪暖房時補正

暖房運転中のリモコンセンサー検
知温度補正ができます。
－３〜＋３の範囲で設定します。

暖房時補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

⑭ファン速度

ファン速度選択の変更が可能です。
室内ユニットにより対応できない
場合があります。

ファン速度

戻る
操作を選択してください。

4速

3速

2速（急-弱）

2速（急-強）

1速

⑮外部入力方式

1�つのリモコンに複数室内ユニッ
トが接続された場合、運転／停
止に対して�CnT�の入力の適用範
囲を設定できます。
個別� CnT入力された室内ユニッ
トのみに適用されます。
全台 リモコンが接続されている
室内ユニット全てに適用されます。

外部入力設定

戻る
操作を選択してください。

個別

全台

⑲停電補償

停電補償

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

�風量自動設定

有効 ��風量設定画面から自動の選
択が可能になります。
無効 ��風量設定の画面上に自動の
選択スイッチが表示されません。

⑳設定温度自動設定

有効 ��室温設定画面から自動の選
択が可能になります。
無効 ��室温設定の画面上に自動の
選択スイッチが表示されません。

設定温度自動設定

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

風量自動設定

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

４位置停止 ��上下吹出ルーバを４
段階で設定可能。
フリー停止 リモコンスイッチ操
作直後の位置に停止します。

⑯上下ルーバ制御

上下ルーバ制御

戻る
操作を選択してください。

4位置停止

フリー停止

固定位置停止 ��左右吹出ルーバを8
パターンで設定可能。
フリー停止 リモコンスイッチ操
作直後の位置に停止します。

⑰左右ルーバ制御

左右ルーバ制御

戻る
操作を選択してください。

固定位置停止

フリー停止

⑱換気設定

換気機器組合せの設定ができます。
無効 ��接続無し。
連動 エアコン運転／停止に連動
し、換気出力（CnT）に出力します。
単独操作 メニューから換気を選
択により換気単独で運転 /停止出
力を行います。

換気設定

戻る
操作を選択してください。

無効

連動

単独操作

リモコン設定

換気設定

停電補償

設定温度自動設定

戻る

操作を選択してください。

前ページ

風量自動設定

18

20

21

19

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 リモコン設定 　⇒　サービスパスワード

⑲グリル昇降操作設定

ラクリーナパネルを組合せる場合
は� ､据付場所電源周波数をタッチし
てください。

グリル昇降操作

有効50Hz

無効

有効60Hz

戻る
操作を選択してください。

ラクリーナパネルを採用のお
客様は、上記の設定を行って
ください。

⑱人感センサー設定

設定を選択してください。

無効

有効

戻る

人感センサー



－ 55 －

８．リモコン機能設定 お知らせ : 停止中のみ操作可能

⑤吸込センサー制御

７．据付設定　試運転（つづき）

・� �人感センサーを採用のお客様は上記の設定を行ってください。人の
活動量を検知させたい室内ユニットを有効にしてください。
�赤外線センサー（人感センサー）設定が無効の場合には、人の活動
量を検知しないため赤外線センサー制御�（パワーセーブ、オートオ
フ）を行いません。

・4�形以前の室内ユニットは赤外線センサー（人感センサー）設定
を有効にできません。
赤外線センサー（人感センサー）設定をタッチとすると、「操作
無効です」と表示されます。

ローテーションの運転を切換える時間を設定します。
1�〜�999�時間の間で�1�時間刻みで設定可能です。
時間切換後、セット�で仮設定してください。仮設定後
バックアップ制御画面に戻って�登録をタッチしてください。

キャパシティバックアップの 1台⇔ 2台を切換える設定温
度と室温の温度差を設定します。
2〜5℃の間で1℃刻みで設定可能です。温度切換後、
セット��で仮設定してください。仮設定後バックアップ制御
画面に戻って��登録をタッチしてください。

①リモコン設定メニュー＃ 1

4

5

9

12

6

選択した画面に移ります。

８．リモコン機能設定（つづき）

④リモコン親子設定

リモコンの親子設定を変更する場
合に操作します。

③リモコン設定メニュー＃ 3②リモコン設定メニュー＃ 2

室内ユニットの吸込センサーの検知温度によりサーモ判定を行います。
1台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に用いる
吸込温度センサーを選択できます。
1.� 個別 ：各々の室内ユニットの吸込温度でサーモ判定します。プルーラル接続

されている場合はプルーラル親機の吸込温度を基準とします。
2.� 親機 ：接続されている室内ユニットの中で、アドレスの若い室内ユニットの

吸込温度でサーモ判定します。
　1台のリモコンに、プルーラル接続が複数接続されている場合は、プルーラル
親機間でアドレスが若い室内ユニットの吸込温度を基準とします。

3.� 平均 ：接続されている室内ユニットの吸込温度を平均し、サーモ判定します。

⑥リモコンセンサー

運転中に停電した場合、
有効 ��停電復旧（電源投入後の制
御終了）しだい､停電前の状態に戻
ります。
無効 ��停電復旧後、停止します。

８．リモコン機能設定（つづき）

バックアップ制御の制約条件
１.運転モードが「自動」の場合、バックアップ制御はできません。運転モードが「自動」に設定された空調機にバッ

クアップ制御を設定すると、運転モードは自動的に「冷房」モードに切換わります。
２.ローテーション制御を設定した場合は、自動的にフォルトバックアップ制御も有効に設定されます。この場合、フォ

ルトバックアップ制御のみを無効にすることはできません。ローテーション運転を無効にした場合は、フォルト
バックアップ制御も無効になります。

３.キャパシティバックアップ制御を設定した場合は、自動的にフォルトバック制御も有効に設定されます。この場
合、�フォルトバックアップ制御のみを無効にすることはできません。キャパシティバックアップ制御を無効にした場
合は、フォルトバックアップ制御も無効になります。

４.フォルトバック制御を単独で有効に設定することも可能です。
５.るす番運転、ウォームアップ設定、外部入力設定は、バックアップ制御と同時に設定することはできません。
６.ローテーション運転制御または、フォルトバックアップ制御設定時には、設定対象となっている室内ユニット

２台（２グループ）の内、どちらか一方のみが運転します。両方同時に運転することはありません。
７.いずれの制御も、室内アドレスの若い室内ユニットが先に運転開始します。

室内ユニット本体吸込センサーをリモコン側に変更できます。
無効 ��室温表示は、本体側センサーになります。⇒�⑦
有効 ��室温表示は、リモコン側センサーになります。⇒�⑧
有効（暖房のみ）��室温表示は、暖房中のみリモコン側センサーになります。
有効（冷房のみ）��室温表示は、暖房以外で運転中にリモコン側センサーになり

ます。

⑰キャパシティバックアップ詳細設定

運転開始温度差設定

戻る

セット

▲▼で温度の変更ができます。

⑯ローテーション詳細設定

運転切換時間設定

戻る

セット

▲▼で時間を選択してください。

時間

リモコンに接続されている室内ユ
ニットの赤外線センサーの�有効�/�
無効�かを選択します。

リモコン設定

リモコン親子設定

吸込センサー制御

リモコンセンサー

リモコンセンサー補正

運転モード選択

次ページ 戻る

操作を選択してください。

リモコン設定

温度設定単位

ファン速度

外部入力設定

上下ルーバ制御

左右ルーバ制御

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

リモコン親子設定

親

子

戻る
操作を選択してください。

13

14

15

16

17

吸込センサー制御

個別

親機

戻る
操作を選択してください。

平均

⑫運転モード選択

各運転モード毎に 有効 ・ 無効 を
設定可能です。
冷房または暖房を無効にした場
合、自動も無効になります。

運転モード選択

自動 無効 有効

冷房 無効 有効

暖房 無効 有効

除湿 無効 有効

戻るセット
設定を選択してください。

⑬温度設定単位

設定温度の単位を設定します。

温度設定単位

戻る
操作を選択してください。

リモコンセンサー

無効

有効

戻る
操作を選択してください。

有効（暖房のみ）

有効（冷房のみ）

リモコンセンサー無効時は、TOP
画面で“室温○℃”と表示されま
す。

⑦TOP画面（本体側センサーの場合）

メニュー

風向自動

16：00（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

運転中です。

設定温度

会議室

室温

⑧TOP画面（リモコン側センサーの場合）

リモコンセンサー有効時は、TOP
画面で“室温 ( リモコン）○℃”
と表示されます。

メニュー

風向自動

16：00（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

運転中です。

設定温度

会議室

室温（リモコン）

⑨リモコンセンサー補正

リモコンセンサー検知温度の補正
ができます。
冷房時補正 ⇒ ⑩
暖房時補正 ⇒ ⑪

リモコンセンサー補正

冷房時補正

暖房時補正

戻る

操作を選択してください。

10

11

⑩冷房時補正

冷房運転中のリモコンセンサー検
知温度補正ができます。
－３〜＋３の範囲で設定します。

冷房時補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

⑪暖房時補正

暖房運転中のリモコンセンサー検
知温度補正ができます。
－３〜＋３の範囲で設定します。

暖房時補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

⑭ファン速度

ファン速度選択の変更が可能です。
室内ユニットにより対応できない
場合があります。

ファン速度

戻る
操作を選択してください。

4速

3速

2速（急-弱）

2速（急-強）

1速

⑮外部入力方式

1�つのリモコンに複数室内ユニッ
トが接続された場合、運転／停
止に対して�CnT�の入力の適用範
囲を設定できます。
個別� CnT入力された室内ユニッ
トのみに適用されます。
全台 リモコンが接続されている
室内ユニット全てに適用されます。

外部入力設定

戻る
操作を選択してください。

個別

全台

⑲停電補償

停電補償

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

�風量自動設定

有効 ��風量設定画面から自動の選
択が可能になります。
無効 ��風量設定の画面上に自動の
選択スイッチが表示されません。

⑳設定温度自動設定

有効 ��室温設定画面から自動の選
択が可能になります。
無効 ��室温設定の画面上に自動の
選択スイッチが表示されません。

設定温度自動設定

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

風量自動設定

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

４位置停止 ��上下吹出ルーバを４
段階で設定可能。
フリー停止 リモコンスイッチ操
作直後の位置に停止します。

⑯上下ルーバ制御

上下ルーバ制御

戻る
操作を選択してください。

4位置停止

フリー停止

固定位置停止 ��左右吹出ルーバを8
パターンで設定可能。
フリー停止 リモコンスイッチ操
作直後の位置に停止します。

⑰左右ルーバ制御

左右ルーバ制御

戻る
操作を選択してください。

固定位置停止

フリー停止

⑱換気設定

換気機器組合せの設定ができます。
無効 ��接続無し。
連動 エアコン運転／停止に連動
し、換気出力（CnT）に出力します。
単独操作 メニューから換気を選
択により換気単独で運転 /停止出
力を行います。

換気設定

戻る
操作を選択してください。

無効

連動

単独操作

リモコン設定

換気設定

停電補償

設定温度自動設定

戻る

操作を選択してください。

前ページ

風量自動設定

18

20

21

19

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 リモコン設定 　⇒　サービスパスワード

⑲グリル昇降操作設定

ラクリーナパネルを組合せる場合
は� ､据付場所電源周波数をタッチし
てください。

グリル昇降操作

有効50Hz

無効

有効60Hz

戻る
操作を選択してください。

ラクリーナパネルを採用のお
客様は、上記の設定を行って
ください。

⑱人感センサー設定

設定を選択してください。

無効

有効

戻る

人感センサー
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８．リモコン機能設定 お知らせ : 停止中のみ操作可能

⑤吸込センサー制御

７．据付設定　試運転（つづき）

・� �人感センサーを採用のお客様は上記の設定を行ってください。人の
活動量を検知させたい室内ユニットを有効にしてください。
�赤外線センサー（人感センサー）設定が無効の場合には、人の活動
量を検知しないため赤外線センサー制御�（パワーセーブ、オートオ
フ）を行いません。

・4�形以前の室内ユニットは赤外線センサー（人感センサー）設定
を有効にできません。
赤外線センサー（人感センサー）設定をタッチとすると、「操作
無効です」と表示されます。

ローテーションの運転を切換える時間を設定します。
1�〜�999�時間の間で�1�時間刻みで設定可能です。
時間切換後、セット�で仮設定してください。仮設定後
バックアップ制御画面に戻って�登録をタッチしてください。

キャパシティバックアップの 1台⇔ 2台を切換える設定温
度と室温の温度差を設定します。
2〜5℃の間で1℃刻みで設定可能です。温度切換後、
セット��で仮設定してください。仮設定後バックアップ制御
画面に戻って��登録をタッチしてください。

①リモコン設定メニュー＃ 1

4

5

9

12

6

選択した画面に移ります。

８．リモコン機能設定（つづき）

④リモコン親子設定

リモコンの親子設定を変更する場
合に操作します。

③リモコン設定メニュー＃ 3②リモコン設定メニュー＃ 2

室内ユニットの吸込センサーの検知温度によりサーモ判定を行います。
1台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に用いる
吸込温度センサーを選択できます。
1.� 個別 ：各々の室内ユニットの吸込温度でサーモ判定します。プルーラル接続

されている場合はプルーラル親機の吸込温度を基準とします。
2.� 親機 ：接続されている室内ユニットの中で、アドレスの若い室内ユニットの

吸込温度でサーモ判定します。
　1台のリモコンに、プルーラル接続が複数接続されている場合は、プルーラル
親機間でアドレスが若い室内ユニットの吸込温度を基準とします。

3.� 平均 ：接続されている室内ユニットの吸込温度を平均し、サーモ判定します。

⑥リモコンセンサー

運転中に停電した場合、
有効 ��停電復旧（電源投入後の制
御終了）しだい､停電前の状態に戻
ります。
無効 ��停電復旧後、停止します。

８．リモコン機能設定（つづき）

バックアップ制御の制約条件
１.運転モードが「自動」の場合、バックアップ制御はできません。運転モードが「自動」に設定された空調機にバッ

クアップ制御を設定すると、運転モードは自動的に「冷房」モードに切換わります。
２.ローテーション制御を設定した場合は、自動的にフォルトバックアップ制御も有効に設定されます。この場合、フォ

ルトバックアップ制御のみを無効にすることはできません。ローテーション運転を無効にした場合は、フォルト
バックアップ制御も無効になります。

３.キャパシティバックアップ制御を設定した場合は、自動的にフォルトバック制御も有効に設定されます。この場
合、�フォルトバックアップ制御のみを無効にすることはできません。キャパシティバックアップ制御を無効にした場
合は、フォルトバックアップ制御も無効になります。

４.フォルトバック制御を単独で有効に設定することも可能です。
５.るす番運転、ウォームアップ設定、外部入力設定は、バックアップ制御と同時に設定することはできません。
６.ローテーション運転制御または、フォルトバックアップ制御設定時には、設定対象となっている室内ユニット

２台（２グループ）の内、どちらか一方のみが運転します。両方同時に運転することはありません。
７.いずれの制御も、室内アドレスの若い室内ユニットが先に運転開始します。

室内ユニット本体吸込センサーをリモコン側に変更できます。
無効 ��室温表示は、本体側センサーになります。⇒�⑦
有効 ��室温表示は、リモコン側センサーになります。⇒�⑧
有効（暖房のみ）��室温表示は、暖房中のみリモコン側センサーになります。
有効（冷房のみ）��室温表示は、暖房以外で運転中にリモコン側センサーになり

ます。

⑰キャパシティバックアップ詳細設定

運転開始温度差設定

戻る

セット

▲▼で温度の変更ができます。

⑯ローテーション詳細設定

運転切換時間設定

戻る

セット

▲▼で時間を選択してください。

時間

リモコンに接続されている室内ユ
ニットの赤外線センサーの�有効�/�
無効�かを選択します。

リモコン設定

リモコン親子設定

吸込センサー制御

リモコンセンサー

リモコンセンサー補正

運転モード選択

次ページ 戻る

操作を選択してください。

リモコン設定

温度設定単位

ファン速度

外部入力設定

上下ルーバ制御

左右ルーバ制御

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

リモコン親子設定

親

子

戻る
操作を選択してください。

13

14

15

16

17

吸込センサー制御

個別

親機

戻る
操作を選択してください。

平均

⑫運転モード選択

各運転モード毎に 有効 ・ 無効 を
設定可能です。
冷房または暖房を無効にした場
合、自動も無効になります。

運転モード選択

自動 無効 有効

冷房 無効 有効

暖房 無効 有効

除湿 無効 有効

戻るセット
設定を選択してください。

⑬温度設定単位

設定温度の単位を設定します。

温度設定単位

戻る
操作を選択してください。

リモコンセンサー

無効

有効

戻る
操作を選択してください。

有効（暖房のみ）

有効（冷房のみ）

リモコンセンサー無効時は、TOP
画面で“室温○℃”と表示されま
す。

⑦TOP画面（本体側センサーの場合）

メニュー

風向自動

16：00（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

運転中です。

設定温度

会議室

室温

⑧TOP画面（リモコン側センサーの場合）

リモコンセンサー有効時は、TOP
画面で“室温 ( リモコン）○℃”
と表示されます。

メニュー

風向自動

16：00（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

運転中です。

設定温度

会議室

室温（リモコン）

⑨リモコンセンサー補正

リモコンセンサー検知温度の補正
ができます。
冷房時補正 ⇒ ⑩
暖房時補正 ⇒ ⑪

リモコンセンサー補正

冷房時補正

暖房時補正

戻る

操作を選択してください。

10

11

⑩冷房時補正

冷房運転中のリモコンセンサー検
知温度補正ができます。
－３〜＋３の範囲で設定します。

冷房時補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

⑪暖房時補正

暖房運転中のリモコンセンサー検
知温度補正ができます。
－３〜＋３の範囲で設定します。

暖房時補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

⑭ファン速度

ファン速度選択の変更が可能です。
室内ユニットにより対応できない
場合があります。

ファン速度

戻る
操作を選択してください。

4速

3速

2速（急-弱）

2速（急-強）

1速

⑮外部入力方式

1�つのリモコンに複数室内ユニッ
トが接続された場合、運転／停
止に対して�CnT�の入力の適用範
囲を設定できます。
個別� CnT入力された室内ユニッ
トのみに適用されます。
全台 リモコンが接続されている
室内ユニット全てに適用されます。

外部入力設定

戻る
操作を選択してください。

個別

全台

⑲停電補償

停電補償

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

�風量自動設定

有効 ��風量設定画面から自動の選
択が可能になります。
無効 ��風量設定の画面上に自動の
選択スイッチが表示されません。

⑳設定温度自動設定

有効 ��室温設定画面から自動の選
択が可能になります。
無効 ��室温設定の画面上に自動の
選択スイッチが表示されません。

設定温度自動設定

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

風量自動設定

戻る
操作を選択してください。

有効

無効

４位置停止 ��上下吹出ルーバを４
段階で設定可能。
フリー停止 リモコンスイッチ操
作直後の位置に停止します。

⑯上下ルーバ制御

上下ルーバ制御

戻る
操作を選択してください。

4位置停止

フリー停止

固定位置停止 ��左右吹出ルーバを8
パターンで設定可能。
フリー停止 リモコンスイッチ操
作直後の位置に停止します。

⑰左右ルーバ制御

左右ルーバ制御

戻る
操作を選択してください。

固定位置停止

フリー停止

⑱換気設定

換気機器組合せの設定ができます。
無効 ��接続無し。
連動 エアコン運転／停止に連動
し、換気出力（CnT）に出力します。
単独操作 メニューから換気を選
択により換気単独で運転 /停止出
力を行います。

換気設定

戻る
操作を選択してください。

無効

連動

単独操作

リモコン設定

換気設定

停電補償

設定温度自動設定

戻る

操作を選択してください。

前ページ

風量自動設定

18

20

21

19

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 リモコン設定 　⇒　サービスパスワード

⑲グリル昇降操作設定

ラクリーナパネルを組合せる場合
は� ､据付場所電源周波数をタッチし
てください。

グリル昇降操作

有効50Hz

無効

有効60Hz

戻る
操作を選択してください。

ラクリーナパネルを採用のお
客様は、上記の設定を行って
ください。

⑱人感センサー設定

設定を選択してください。

無効

有効

戻る

人感センサー
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９．室内機能設定 お知らせ : 停止中のみ操作可能

③データ読込中

室内ユニットからデータ受信後に
④に画面が切換わります

②室内機選択 2①室内機選択

複数室内ユニットを接続の場合、接続された室内ユニットが表示されます。
000 ～ 015   各室内ユニット毎に個別設定されます。
全台   全台同一設定されます。

９．室内機能設定（つづき）

⑩フィルターサイン

フィルターサイン点灯時間を設定
します。

⑪外部入力１設定 #1

室内ユニット CnT 入力時の制御を設定します。
詳細は ､ 108ページを参照ください。

⑫外部入力 1 設定 #2 ⑬外部入力 1 方式

室内ユニットCnTへの入力信号方
式を設定します。
詳細は ､ 108ページを参照ください。

９．室内機能設定（つづき）

㉚自動 1･2･3 切換㉙運転モード自動設定

運転モード自動での冷房／暖房切換方式を３方式から選択できます。
各方式の条件を設定をします。

標準 FDTお掃除

表示なし 無し 無し

設定 1 180Hr 1,000Hr

設定 2 600Hr 2,000Hr

設定 3 1,000Hr 2,500Hr

設定 4 1,000Hr後
運転停止

2,500Hr後
運転停止

自動 1  

自動 2  

自動 3  

設定温度と室温の温度差
で、冷房／暖房が切換わ
ります。
設定温度と室温の温度差
および外気温度で冷房／
暖房が切換わります。
室温および外気温度で、
冷房／暖房が切換わりま
す。

設定温度－冷房切換温度
　＜室内吸込温度の場合

⇒運転モード：冷房

設定温度＋暖房切換温度
　＞室内吸込温度の場合

⇒運転モード：暖房

⑱吸込温度補正

本体吸込センサー検知温度を補正
します。
-2℃／-1.5℃／-1℃／ 0℃／+1℃
／+1.5℃／+2℃

⑲冷房ファン制御

冷房サーモ OFF 中のファン速度設定
弱風 　弱風運転
設定風量 　サーモ ON 中と同風量
間欠 　2 分Lo（ULo）運転／5 分停止
停止 　停止

⑰暖房室温補正

暖房サーモ判定温度を補正します。
0℃／ +1℃／ +2℃／ +3℃

㉑フロスト防止温度

フロスト防止制御温度の切換がで
きます。

㉒フロスト防止制御

フロスト防止制御後 ､ ファン速度が
有効   アップします。
無効   変化しません。

⑳暖房ファン制御

暖房サーモ OFF 中のファン速度を
設定します。
弱風 　弱風運転
設定風量 サーモ ON 中と同風量
間欠 2 分 Lo（ULo）運転／ 5 分停止
停止 停止

㉖暖房ファン間欠

暖房運転 ､ 停止またはサーモOFF
後のファン制御を設定します。
非連動   停止  
20分停止 5分送風   25分毎に条件
チェックして 5 分送風
5分停止 5分送風   10分毎に条件
チェックして 5 分送風

㉗送風サーモ運転

サーキュレータ運転として使用する
場合
無効   送風時連続運転
有効   送風時リモコンと本体の温度差

を見て送風運転／停止します。

㉘外調機設定

マルチシステムにて、外調機の場
合に設定します。
圧力制御標準   通常
圧力制御切換   運転中の室内ユニッ

トが全て、この設定の場合、圧力制
御値が変わります。

冷房運転 ､ 停止またはサーモOFF 後
のファン残留運転時間を設定します。
なし   ファン残留運転なし
設定 1   0.5 時間
設定 2   2 時間
設定 3   6 時間
※残留時間が異なる場合があります。

㉔冷房ファン残留運転 ㉕暖房ファン残留運転

暖房運転 ､ 停止またはサーモOFF 後
のファン残留運転時間を設定します。
なし   ファン残留運転なし
設定 1   0.5 時間
設定 2   2 時間
設定 3   6 時間

㉓ドレンポンプ運転

 通常   冷房・除湿時に運転
 暖房時連動   通常＋暖房
 暖房 / 送風時連動   全運転中
 送風時連動   通常＋送風

⑭外部入力 2 設定 #1 ⑮外部入力２設定 #2 ⑯外部入力２方式

外部入力 2 を装備している室内ユニットと組合わせた場合に操作できます。詳細は ､ 109ページを参照ください。

室内機選択
メニュー

次ページ 戻る

室内機No.を選択してください。

全台

室内機選択
メニュー

戻る

室内機No.を選択してください。

全台

データ読込中です。しばらくお待ちください。

フィルターサイン

表示なし

設定1

設定2

設定3

設定4

戻る
操作を選択してください。

⑤室内設定メニュー＃２ ⑥室内設定メニュー＃３④室内設定メニュー＃１

選択した画面に移ります。

室内設定

風速設定

フィルターサイン

外部入力1設定

外部入力1方式切換

外部入力2設定

次ページ 戻る

操作を選択してください。

10

9

11

13

14

室内設定

外部入力2方式切換

暖房室温補正

吸込温度補正

冷房ファン制御

暖房ファン制御

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

室内設定

フロスト防止温度

フロスト防止制御

ドレンポンプ運転

冷房ファン残留運転

暖房ファン残留運転

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

16

17

20

19

18

21

22

25

24

23

⑦室内設定メニュー＃ 4 ⑭室内設定メニュー＃ 5

44

45

⑨風速設定

室内ユニットの風速設定を設定し
ます。詳細は、108ページを参照
ください。

⑧室内設定メニュー＃ 5

46

室内設定

暖房ファン間欠

送風サーモ運転

外調機設定

運転モード自動設定

サーモ判定切換

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

室内設定

風量自動切換

室内過負荷アラーム

外部出力設定

戻る

操作を選択してください。

前ページ

風速設定

標準

設定1

設定2

戻る
操作を選択してください。

26

27

40

29

28

外部入力1設定

運転/停止

許可/禁止

冷房/暖房

緊急停止

設定温度シフト

戻る
操作を選択してください。

次ページ

外部入力2設定

運転/停止

許可/禁止

冷房/暖房

緊急停止

設定温度シフト

戻る
操作を選択してください。

次ページ

冷房ファン制御

弱風

設定風量

間欠

停止

戻る
操作を選択してください。

運転モード自動設定

自動1・2・3切換

自動1関連設定

自動2関連設定

自動3関連設定

戻る

操作を選択してください。

暖房ファン間欠

非連動

20分停止5分送風

5分停止5分送風

戻る
操作を選択してください。

暖房ファン制御

弱風

設定風量

間欠

停止

戻る
操作を選択してください。

ドレンポンプ運転

通常

暖房時連動運転

暖房/送風時連動運転

送風時連動運転

戻る
操作を選択してください。

冷房ファン残留運転

なし

設定1

設定2

設定3

戻る
操作を選択してください。

暖房ファン残留運転

なし

設定1

設定2

設定3

戻る
操作を選択してください。

自動1・2・3切換

自動1

自動2

自動3

戻る
操作を選択してください。

フロスト防止温度

温度 低

温度 高

戻る
操作を選択してください。

フロスト防止制御

有効

無効

戻る
操作を選択してください。

送風サーモ運転

無効

有効

戻る
操作を選択してください。

外調機設定

圧力制御標準

圧力制御切換

戻る
操作を選択してください。

外部入力1方式切換

レベル入力

パルス入力

戻る
操作を選択してください。

外部入力2方式切換

レベル入力

パルス入力

戻る
操作を選択してください。

外部入力1設定

強制サーモOFF

一時停止

サイレントモード

戻る
操作を選択してください。

前ページ

外部入力2設定

強制サーモOFF

一時停止

サイレントモード

戻る
操作を選択してください。

前ページ

暖房室温補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

吸込温度補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

◆冷房：暖房の切替わりは、最低5分以上のサーモOFFをはさみます。
◆冷房切換温度および暖房切換温度が3℃の場合 

室温
設定

（例）

度
温
内
室

転
運
房
冷

転
運
房
暖

転
運
房
暖

転
運
房
冷

度
温
換
切
房
暖

度
温
換
切
房
冷

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 室内設定 　⇒　 サービスパスワード

９．室内機能設定（つづき）

30

31

32

33

㉛自動 1 関連設定

冷房／暖房の切換温度を設定しま
す。
切換温度は 1 ～ 4℃の範囲で設定
できます。

自動1関連設定

冷房切換温度

暖房切換温度

戻る

操作を選択してください。

34

35

自動 2 関連設定

冷房／暖房の切換温度、冷房／暖
房室外温度を設定します。

自動2関連設定

冷房切換温度

暖房切換温度

戻る

操作を選択してください。

冷房室外温度

暖房室外温度

34

35

36

37

度
温
込
吸
内
室

「設定温度－冷房切換温
度＜室内吸込温度」か
つ「設定した冷房室外
温度＜室外吸込温度」
の場合

⇒運転モード：冷房
 

「設定温度＋暖房切換温
度＞室内吸込温度」か
つ「設定した暖房室外
温度＞室外吸込温度」 
の場合

⇒運転モード：暖房

◆冷房切換温度および暖房切換温度が4℃で、
冷房室外温度が19℃、暖房室外温度が18℃の場合。 

設定
温度

冷房切換
温度

暖房切換
温度

暖房室外温度 選択範囲

冷房室外温度 選択範囲

暖房運転

冷房運転

強制サーモOFF

強制サーモOFF

サーモOFF

室外温度

サーモOFF

（例）
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９．室内機能設定 お知らせ : 停止中のみ操作可能

③データ読込中

室内ユニットからデータ受信後に
④に画面が切換わります

②室内機選択 2①室内機選択

複数室内ユニットを接続の場合、接続された室内ユニットが表示されます。
000 ～ 015   各室内ユニット毎に個別設定されます。
全台   全台同一設定されます。

９．室内機能設定（つづき）

⑩フィルターサイン

フィルターサイン点灯時間を設定
します。

⑪外部入力１設定 #1

室内ユニット CnT 入力時の制御を設定します。
詳細は ､ 108ページを参照ください。

⑫外部入力 1 設定 #2 ⑬外部入力 1 方式

室内ユニットCnTへの入力信号方
式を設定します。
詳細は ､ 108ページを参照ください。

９．室内機能設定（つづき）

㉚自動 1･2･3 切換㉙運転モード自動設定

運転モード自動での冷房／暖房切換方式を３方式から選択できます。
各方式の条件を設定をします。

標準 FDTお掃除

表示なし 無し 無し

設定 1 180Hr 1,000Hr

設定 2 600Hr 2,000Hr

設定 3 1,000Hr 2,500Hr

設定 4 1,000Hr後
運転停止

2,500Hr後
運転停止

自動 1  

自動 2  

自動 3  

設定温度と室温の温度差
で、冷房／暖房が切換わ
ります。
設定温度と室温の温度差
および外気温度で冷房／
暖房が切換わります。
室温および外気温度で、
冷房／暖房が切換わりま
す。

設定温度－冷房切換温度
　＜室内吸込温度の場合

⇒運転モード：冷房

設定温度＋暖房切換温度
　＞室内吸込温度の場合

⇒運転モード：暖房

⑱吸込温度補正

本体吸込センサー検知温度を補正
します。
-2℃／-1.5℃／-1℃／ 0℃／+1℃
／+1.5℃／+2℃

⑲冷房ファン制御

冷房サーモ OFF 中のファン速度設定
弱風 　弱風運転
設定風量 　サーモ ON 中と同風量
間欠 　2 分Lo（ULo）運転／5 分停止
停止 　停止

⑰暖房室温補正

暖房サーモ判定温度を補正します。
0℃／ +1℃／ +2℃／ +3℃

㉑フロスト防止温度

フロスト防止制御温度の切換がで
きます。

㉒フロスト防止制御

フロスト防止制御後 ､ ファン速度が
有効   アップします。
無効   変化しません。

⑳暖房ファン制御

暖房サーモ OFF 中のファン速度を
設定します。
弱風 　弱風運転
設定風量 サーモ ON 中と同風量
間欠 2 分 Lo（ULo）運転／ 5 分停止
停止 停止

㉖暖房ファン間欠

暖房運転 ､ 停止またはサーモOFF
後のファン制御を設定します。
非連動   停止  
20分停止 5分送風   25分毎に条件
チェックして 5 分送風
5分停止 5分送風   10分毎に条件
チェックして 5 分送風

㉗送風サーモ運転

サーキュレータ運転として使用する
場合
無効   送風時連続運転
有効   送風時リモコンと本体の温度差

を見て送風運転／停止します。

㉘外調機設定

マルチシステムにて、外調機の場
合に設定します。
圧力制御標準   通常
圧力制御切換   運転中の室内ユニッ

トが全て、この設定の場合、圧力制
御値が変わります。

冷房運転 ､ 停止またはサーモOFF 後
のファン残留運転時間を設定します。
なし   ファン残留運転なし
設定 1   0.5 時間
設定 2   2 時間
設定 3   6 時間
※残留時間が異なる場合があります。

㉔冷房ファン残留運転 ㉕暖房ファン残留運転

暖房運転 ､ 停止またはサーモOFF 後
のファン残留運転時間を設定します。
なし   ファン残留運転なし
設定 1   0.5 時間
設定 2   2 時間
設定 3   6 時間

㉓ドレンポンプ運転

 通常   冷房・除湿時に運転
 暖房時連動   通常＋暖房
 暖房 / 送風時連動   全運転中
 送風時連動   通常＋送風

⑭外部入力 2 設定 #1 ⑮外部入力２設定 #2 ⑯外部入力２方式

外部入力 2 を装備している室内ユニットと組合わせた場合に操作できます。詳細は ､ 109ページを参照ください。

室内機選択
メニュー

次ページ 戻る

室内機No.を選択してください。

全台

室内機選択
メニュー

戻る

室内機No.を選択してください。

全台

データ読込中です。しばらくお待ちください。

フィルターサイン

表示なし

設定1

設定2

設定3

設定4

戻る
操作を選択してください。

⑤室内設定メニュー＃２ ⑥室内設定メニュー＃３④室内設定メニュー＃１

選択した画面に移ります。

室内設定

風速設定

フィルターサイン

外部入力1設定

外部入力1方式切換

外部入力2設定

次ページ 戻る

操作を選択してください。

10

9

11

13

14

室内設定

外部入力2方式切換

暖房室温補正

吸込温度補正

冷房ファン制御

暖房ファン制御

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

室内設定

フロスト防止温度

フロスト防止制御

ドレンポンプ運転

冷房ファン残留運転

暖房ファン残留運転

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

16

17

20

19

18

21

22

25

24

23

⑦室内設定メニュー＃ 4 ⑭室内設定メニュー＃ 5

44

45

⑨風速設定

室内ユニットの風速設定を設定し
ます。詳細は、108ページを参照
ください。

⑧室内設定メニュー＃ 5

46

室内設定

暖房ファン間欠

送風サーモ運転

外調機設定

運転モード自動設定

サーモ判定切換

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

室内設定

風量自動切換

室内過負荷アラーム

外部出力設定

戻る

操作を選択してください。

前ページ

風速設定

標準

設定1

設定2

戻る
操作を選択してください。

26

27

40

29

28

外部入力1設定

運転/停止

許可/禁止

冷房/暖房

緊急停止

設定温度シフト

戻る
操作を選択してください。

次ページ

外部入力2設定

運転/停止

許可/禁止

冷房/暖房

緊急停止

設定温度シフト

戻る
操作を選択してください。

次ページ

冷房ファン制御

弱風

設定風量

間欠

停止

戻る
操作を選択してください。

運転モード自動設定

自動1・2・3切換

自動1関連設定

自動2関連設定

自動3関連設定

戻る

操作を選択してください。

暖房ファン間欠

非連動

20分停止5分送風

5分停止5分送風

戻る
操作を選択してください。

暖房ファン制御

弱風

設定風量

間欠

停止

戻る
操作を選択してください。

ドレンポンプ運転

通常

暖房時連動運転

暖房/送風時連動運転

送風時連動運転

戻る
操作を選択してください。

冷房ファン残留運転

なし

設定1

設定2

設定3

戻る
操作を選択してください。

暖房ファン残留運転

なし

設定1

設定2

設定3

戻る
操作を選択してください。

自動1・2・3切換

自動1

自動2

自動3

戻る
操作を選択してください。

フロスト防止温度

温度 低

温度 高

戻る
操作を選択してください。

フロスト防止制御

有効

無効

戻る
操作を選択してください。

送風サーモ運転

無効

有効

戻る
操作を選択してください。

外調機設定

圧力制御標準

圧力制御切換

戻る
操作を選択してください。

外部入力1方式切換

レベル入力

パルス入力

戻る
操作を選択してください。

外部入力2方式切換

レベル入力

パルス入力

戻る
操作を選択してください。

外部入力1設定

強制サーモOFF

一時停止

サイレントモード

戻る
操作を選択してください。

前ページ

外部入力2設定

強制サーモOFF

一時停止

サイレントモード

戻る
操作を選択してください。

前ページ

暖房室温補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

吸込温度補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

◆冷房：暖房の切替わりは、最低5分以上のサーモOFFをはさみます。
◆冷房切換温度および暖房切換温度が3℃の場合 

室温
設定

（例）

度
温
内
室

転
運
房
冷

転
運
房
暖

転
運
房
暖

転
運
房
冷

度
温
換
切
房
暖

度
温
換
切
房
冷

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 室内設定 　⇒　 サービスパスワード

９．室内機能設定（つづき）

30

31

32

33

㉛自動 1 関連設定

冷房／暖房の切換温度を設定しま
す。
切換温度は 1 ～ 4℃の範囲で設定
できます。

自動1関連設定

冷房切換温度

暖房切換温度

戻る

操作を選択してください。

34

35

自動 2 関連設定

冷房／暖房の切換温度、冷房／暖
房室外温度を設定します。

自動2関連設定

冷房切換温度

暖房切換温度

戻る

操作を選択してください。

冷房室外温度

暖房室外温度

34

35

36

37

度
温
込
吸
内
室

「設定温度－冷房切換温
度＜室内吸込温度」か
つ「設定した冷房室外
温度＜室外吸込温度」
の場合

⇒運転モード：冷房
 

「設定温度＋暖房切換温
度＞室内吸込温度」か
つ「設定した暖房室外
温度＞室外吸込温度」 
の場合

⇒運転モード：暖房

◆冷房切換温度および暖房切換温度が4℃で、
冷房室外温度が19℃、暖房室外温度が18℃の場合。 

設定
温度

冷房切換
温度

暖房切換
温度

暖房室外温度 選択範囲

冷房室外温度 選択範囲

暖房運転

冷房運転

強制サーモOFF

強制サーモOFF

サーモOFF

室外温度

サーモOFF

（例）



－ 59 －

９．室内機能設定 お知らせ : 停止中のみ操作可能

③データ読込中

室内ユニットからデータ受信後に
④に画面が切換わります

②室内機選択 2①室内機選択

複数室内ユニットを接続の場合、接続された室内ユニットが表示されます。
000 ～ 015   各室内ユニット毎に個別設定されます。
全台   全台同一設定されます。

９．室内機能設定（つづき）

⑩フィルターサイン

フィルターサイン点灯時間を設定
します。

⑪外部入力１設定 #1

室内ユニット CnT 入力時の制御を設定します。
詳細は ､ 108ページを参照ください。

⑫外部入力 1 設定 #2 ⑬外部入力 1 方式

室内ユニットCnTへの入力信号方
式を設定します。
詳細は ､ 108ページを参照ください。

９．室内機能設定（つづき）

㉚自動 1･2･3 切換㉙運転モード自動設定

運転モード自動での冷房／暖房切換方式を３方式から選択できます。
各方式の条件を設定をします。

標準 FDTお掃除

表示なし 無し 無し

設定 1 180Hr 1,000Hr

設定 2 600Hr 2,000Hr

設定 3 1,000Hr 2,500Hr

設定 4 1,000Hr後
運転停止

2,500Hr後
運転停止

自動 1  

自動 2  

自動 3  

設定温度と室温の温度差
で、冷房／暖房が切換わ
ります。
設定温度と室温の温度差
および外気温度で冷房／
暖房が切換わります。
室温および外気温度で、
冷房／暖房が切換わりま
す。

設定温度－冷房切換温度
　＜室内吸込温度の場合

⇒運転モード：冷房

設定温度＋暖房切換温度
　＞室内吸込温度の場合

⇒運転モード：暖房

⑱吸込温度補正

本体吸込センサー検知温度を補正
します。
-2℃／-1.5℃／-1℃／ 0℃／+1℃
／+1.5℃／+2℃

⑲冷房ファン制御

冷房サーモ OFF 中のファン速度設定
弱風 　弱風運転
設定風量 　サーモ ON 中と同風量
間欠 　2 分Lo（ULo）運転／5 分停止
停止 　停止

⑰暖房室温補正

暖房サーモ判定温度を補正します。
0℃／ +1℃／ +2℃／ +3℃

㉑フロスト防止温度

フロスト防止制御温度の切換がで
きます。

㉒フロスト防止制御

フロスト防止制御後 ､ ファン速度が
有効   アップします。
無効   変化しません。

⑳暖房ファン制御

暖房サーモ OFF 中のファン速度を
設定します。
弱風 　弱風運転
設定風量 サーモ ON 中と同風量
間欠 2 分 Lo（ULo）運転／ 5 分停止
停止 停止

㉖暖房ファン間欠

暖房運転 ､ 停止またはサーモOFF
後のファン制御を設定します。
非連動   停止  
20分停止 5分送風   25分毎に条件
チェックして 5 分送風
5分停止 5分送風   10分毎に条件
チェックして 5 分送風

㉗送風サーモ運転

サーキュレータ運転として使用する
場合
無効   送風時連続運転
有効   送風時リモコンと本体の温度差

を見て送風運転／停止します。

㉘外調機設定

マルチシステムにて、外調機の場
合に設定します。
圧力制御標準   通常
圧力制御切換   運転中の室内ユニッ

トが全て、この設定の場合、圧力制
御値が変わります。

冷房運転 ､ 停止またはサーモOFF 後
のファン残留運転時間を設定します。
なし   ファン残留運転なし
設定 1   0.5 時間
設定 2   2 時間
設定 3   6 時間
※残留時間が異なる場合があります。

㉔冷房ファン残留運転 ㉕暖房ファン残留運転

暖房運転 ､ 停止またはサーモOFF 後
のファン残留運転時間を設定します。
なし   ファン残留運転なし
設定 1   0.5 時間
設定 2   2 時間
設定 3   6 時間

㉓ドレンポンプ運転

 通常   冷房・除湿時に運転
 暖房時連動   通常＋暖房
 暖房 / 送風時連動   全運転中
 送風時連動   通常＋送風

⑭外部入力 2 設定 #1 ⑮外部入力２設定 #2 ⑯外部入力２方式

外部入力 2 を装備している室内ユニットと組合わせた場合に操作できます。詳細は ､ 109ページを参照ください。

室内機選択
メニュー

次ページ 戻る

室内機No.を選択してください。

全台

室内機選択
メニュー

戻る

室内機No.を選択してください。

全台

データ読込中です。しばらくお待ちください。

フィルターサイン

表示なし

設定1

設定2

設定3

設定4

戻る
操作を選択してください。

⑤室内設定メニュー＃２ ⑥室内設定メニュー＃３④室内設定メニュー＃１

選択した画面に移ります。

室内設定

風速設定

フィルターサイン

外部入力1設定

外部入力1方式切換

外部入力2設定

次ページ 戻る

操作を選択してください。

10

9

11

13

14

室内設定

外部入力2方式切換

暖房室温補正

吸込温度補正

冷房ファン制御

暖房ファン制御

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

室内設定

フロスト防止温度

フロスト防止制御

ドレンポンプ運転

冷房ファン残留運転

暖房ファン残留運転

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

16

17

20

19

18

21

22

25

24

23

⑦室内設定メニュー＃ 4 ⑭室内設定メニュー＃ 5

44

45

⑨風速設定

室内ユニットの風速設定を設定し
ます。詳細は、108ページを参照
ください。

⑧室内設定メニュー＃ 5

46

室内設定

暖房ファン間欠

送風サーモ運転

外調機設定

運転モード自動設定

サーモ判定切換

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

室内設定

風量自動切換

室内過負荷アラーム

外部出力設定

戻る

操作を選択してください。

前ページ

風速設定

標準

設定1

設定2

戻る
操作を選択してください。

26

27

40

29

28

外部入力1設定

運転/停止

許可/禁止

冷房/暖房

緊急停止

設定温度シフト

戻る
操作を選択してください。

次ページ

外部入力2設定

運転/停止

許可/禁止

冷房/暖房

緊急停止

設定温度シフト

戻る
操作を選択してください。

次ページ

冷房ファン制御

弱風

設定風量

間欠

停止

戻る
操作を選択してください。

運転モード自動設定

自動1・2・3切換

自動1関連設定

自動2関連設定

自動3関連設定

戻る

操作を選択してください。

暖房ファン間欠

非連動

20分停止5分送風

5分停止5分送風

戻る
操作を選択してください。

暖房ファン制御

弱風

設定風量

間欠

停止

戻る
操作を選択してください。

ドレンポンプ運転

通常

暖房時連動運転

暖房/送風時連動運転

送風時連動運転

戻る
操作を選択してください。

冷房ファン残留運転

なし

設定1

設定2

設定3

戻る
操作を選択してください。

暖房ファン残留運転

なし

設定1

設定2

設定3

戻る
操作を選択してください。

自動1・2・3切換

自動1

自動2

自動3

戻る
操作を選択してください。

フロスト防止温度

温度 低

温度 高

戻る
操作を選択してください。

フロスト防止制御

有効

無効

戻る
操作を選択してください。

送風サーモ運転

無効

有効

戻る
操作を選択してください。

外調機設定

圧力制御標準

圧力制御切換

戻る
操作を選択してください。

外部入力1方式切換

レベル入力

パルス入力

戻る
操作を選択してください。

外部入力2方式切換

レベル入力

パルス入力

戻る
操作を選択してください。

外部入力1設定

強制サーモOFF

一時停止

サイレントモード

戻る
操作を選択してください。

前ページ

外部入力2設定

強制サーモOFF

一時停止

サイレントモード

戻る
操作を選択してください。

前ページ

暖房室温補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

吸込温度補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

◆冷房：暖房の切替わりは、最低5分以上のサーモOFFをはさみます。
◆冷房切換温度および暖房切換温度が3℃の場合 

室温
設定

（例）
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ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 室内設定 　⇒　 サービスパスワード

９．室内機能設定（つづき）

30

31

32

33

㉛自動 1 関連設定

冷房／暖房の切換温度を設定しま
す。
切換温度は 1 ～ 4℃の範囲で設定
できます。

自動1関連設定

冷房切換温度

暖房切換温度

戻る

操作を選択してください。

34

35

自動 2 関連設定

冷房／暖房の切換温度、冷房／暖
房室外温度を設定します。

自動2関連設定

冷房切換温度

暖房切換温度

戻る

操作を選択してください。

冷房室外温度

暖房室外温度

34

35

36

37

度
温
込
吸
内
室

「設定温度－冷房切換温
度＜室内吸込温度」か
つ「設定した冷房室外
温度＜室外吸込温度」
の場合

⇒運転モード：冷房
 

「設定温度＋暖房切換温
度＞室内吸込温度」か
つ「設定した暖房室外
温度＞室外吸込温度」 
の場合

⇒運転モード：暖房

◆冷房切換温度および暖房切換温度が4℃で、
冷房室外温度が19℃、暖房室外温度が18℃の場合。 

設定
温度

冷房切換
温度

暖房切換
温度

暖房室外温度 選択範囲

冷房室外温度 選択範囲

暖房運転

冷房運転

強制サーモOFF

強制サーモOFF

サーモOFF

室外温度

サーモOFF

（例）
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９．室内機能設定 お知らせ : 停止中のみ操作可能

③データ読込中

室内ユニットからデータ受信後に
④に画面が切換わります

②室内機選択 2①室内機選択

複数室内ユニットを接続の場合、接続された室内ユニットが表示されます。
000 ～ 015   各室内ユニット毎に個別設定されます。
全台   全台同一設定されます。

９．室内機能設定（つづき）

⑩フィルターサイン

フィルターサイン点灯時間を設定
します。

⑪外部入力１設定 #1

室内ユニット CnT 入力時の制御を設定します。
詳細は ､ 108ページを参照ください。

⑫外部入力 1 設定 #2 ⑬外部入力 1 方式

室内ユニットCnTへの入力信号方
式を設定します。
詳細は ､ 108ページを参照ください。

９．室内機能設定（つづき）

㉚自動 1･2･3 切換㉙運転モード自動設定

運転モード自動での冷房／暖房切換方式を３方式から選択できます。
各方式の条件を設定をします。

標準 FDTお掃除

表示なし 無し 無し

設定 1 180Hr 1,000Hr

設定 2 600Hr 2,000Hr

設定 3 1,000Hr 2,500Hr

設定 4 1,000Hr後
運転停止

2,500Hr後
運転停止

自動 1  

自動 2  

自動 3  

設定温度と室温の温度差
で、冷房／暖房が切換わ
ります。
設定温度と室温の温度差
および外気温度で冷房／
暖房が切換わります。
室温および外気温度で、
冷房／暖房が切換わりま
す。

設定温度－冷房切換温度
　＜室内吸込温度の場合

⇒運転モード：冷房

設定温度＋暖房切換温度
　＞室内吸込温度の場合

⇒運転モード：暖房

⑱吸込温度補正

本体吸込センサー検知温度を補正
します。
-2℃／-1.5℃／-1℃／ 0℃／+1℃
／+1.5℃／+2℃

⑲冷房ファン制御

冷房サーモ OFF 中のファン速度設定
弱風 　弱風運転
設定風量 　サーモ ON 中と同風量
間欠 　2 分Lo（ULo）運転／5 分停止
停止 　停止

⑰暖房室温補正

暖房サーモ判定温度を補正します。
0℃／ +1℃／ +2℃／ +3℃

㉑フロスト防止温度

フロスト防止制御温度の切換がで
きます。

㉒フロスト防止制御

フロスト防止制御後 ､ ファン速度が
有効   アップします。
無効   変化しません。

⑳暖房ファン制御

暖房サーモ OFF 中のファン速度を
設定します。
弱風 　弱風運転
設定風量 サーモ ON 中と同風量
間欠 2 分 Lo（ULo）運転／ 5 分停止
停止 停止

㉖暖房ファン間欠

暖房運転 ､ 停止またはサーモOFF
後のファン制御を設定します。
非連動   停止  
20分停止 5分送風   25分毎に条件
チェックして 5 分送風
5分停止 5分送風   10分毎に条件
チェックして 5 分送風

㉗送風サーモ運転

サーキュレータ運転として使用する
場合
無効   送風時連続運転
有効   送風時リモコンと本体の温度差

を見て送風運転／停止します。

㉘外調機設定

マルチシステムにて、外調機の場
合に設定します。
圧力制御標準   通常
圧力制御切換   運転中の室内ユニッ

トが全て、この設定の場合、圧力制
御値が変わります。

冷房運転 ､ 停止またはサーモOFF 後
のファン残留運転時間を設定します。
なし   ファン残留運転なし
設定 1   0.5 時間
設定 2   2 時間
設定 3   6 時間
※残留時間が異なる場合があります。

㉔冷房ファン残留運転 ㉕暖房ファン残留運転

暖房運転 ､ 停止またはサーモOFF 後
のファン残留運転時間を設定します。
なし   ファン残留運転なし
設定 1   0.5 時間
設定 2   2 時間
設定 3   6 時間

㉓ドレンポンプ運転

 通常   冷房・除湿時に運転
 暖房時連動   通常＋暖房
 暖房 / 送風時連動   全運転中
 送風時連動   通常＋送風

⑭外部入力 2 設定 #1 ⑮外部入力２設定 #2 ⑯外部入力２方式

外部入力 2 を装備している室内ユニットと組合わせた場合に操作できます。詳細は ､ 109ページを参照ください。

室内機選択
メニュー

次ページ 戻る

室内機No.を選択してください。

全台

室内機選択
メニュー

戻る

室内機No.を選択してください。

全台

データ読込中です。しばらくお待ちください。

フィルターサイン

表示なし

設定1

設定2

設定3

設定4

戻る
操作を選択してください。

⑤室内設定メニュー＃２ ⑥室内設定メニュー＃３④室内設定メニュー＃１

選択した画面に移ります。

室内設定

風速設定

フィルターサイン

外部入力1設定

外部入力1方式切換

外部入力2設定

次ページ 戻る

操作を選択してください。

10

9

11

13

14

室内設定

外部入力2方式切換

暖房室温補正

吸込温度補正

冷房ファン制御

暖房ファン制御

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

室内設定

フロスト防止温度

フロスト防止制御

ドレンポンプ運転

冷房ファン残留運転

暖房ファン残留運転

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

16

17

20

19

18

21

22

25

24

23

⑦室内設定メニュー＃ 4 ⑭室内設定メニュー＃ 5

44

45

⑨風速設定

室内ユニットの風速設定を設定し
ます。詳細は、108ページを参照
ください。

⑧室内設定メニュー＃ 5

46

室内設定

暖房ファン間欠

送風サーモ運転

外調機設定

運転モード自動設定

サーモ判定切換

次ページ 戻る

操作を選択してください。

前ページ

室内設定

風量自動切換

室内過負荷アラーム

外部出力設定

戻る

操作を選択してください。

前ページ

風速設定

標準

設定1

設定2

戻る
操作を選択してください。

26

27

40

29

28

外部入力1設定

運転/停止

許可/禁止

冷房/暖房

緊急停止

設定温度シフト

戻る
操作を選択してください。

次ページ

外部入力2設定

運転/停止

許可/禁止

冷房/暖房

緊急停止

設定温度シフト

戻る
操作を選択してください。

次ページ

冷房ファン制御

弱風

設定風量

間欠

停止

戻る
操作を選択してください。

運転モード自動設定

自動1・2・3切換

自動1関連設定

自動2関連設定

自動3関連設定

戻る

操作を選択してください。

暖房ファン間欠

非連動

20分停止5分送風

5分停止5分送風

戻る
操作を選択してください。

暖房ファン制御

弱風

設定風量

間欠

停止

戻る
操作を選択してください。

ドレンポンプ運転

通常

暖房時連動運転

暖房/送風時連動運転

送風時連動運転

戻る
操作を選択してください。

冷房ファン残留運転

なし

設定1

設定2

設定3

戻る
操作を選択してください。

暖房ファン残留運転

なし

設定1

設定2

設定3

戻る
操作を選択してください。

自動1・2・3切換

自動1

自動2

自動3

戻る
操作を選択してください。

フロスト防止温度

温度 低

温度 高

戻る
操作を選択してください。

フロスト防止制御

有効

無効

戻る
操作を選択してください。

送風サーモ運転

無効

有効

戻る
操作を選択してください。

外調機設定

圧力制御標準

圧力制御切換

戻る
操作を選択してください。

外部入力1方式切換

レベル入力

パルス入力

戻る
操作を選択してください。

外部入力2方式切換

レベル入力

パルス入力

戻る
操作を選択してください。

外部入力1設定

強制サーモOFF

一時停止

サイレントモード

戻る
操作を選択してください。

前ページ

外部入力2設定

強制サーモOFF

一時停止

サイレントモード

戻る
操作を選択してください。

前ページ

暖房室温補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

吸込温度補正

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

◆冷房：暖房の切替わりは、最低5分以上のサーモOFFをはさみます。
◆冷房切換温度および暖房切換温度が3℃の場合 

室温
設定

（例）
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ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 室内設定 　⇒　 サービスパスワード

９．室内機能設定（つづき）

30

31

32

33

㉛自動 1 関連設定

冷房／暖房の切換温度を設定しま
す。
切換温度は 1 ～ 4℃の範囲で設定
できます。

自動1関連設定

冷房切換温度

暖房切換温度

戻る

操作を選択してください。

34

35

自動 2 関連設定

冷房／暖房の切換温度、冷房／暖
房室外温度を設定します。

自動2関連設定

冷房切換温度

暖房切換温度

戻る

操作を選択してください。

冷房室外温度

暖房室外温度

34

35

36

37

度
温
込
吸
内
室

「設定温度－冷房切換温
度＜室内吸込温度」か
つ「設定した冷房室外
温度＜室外吸込温度」
の場合

⇒運転モード：冷房
 

「設定温度＋暖房切換温
度＞室内吸込温度」か
つ「設定した暖房室外
温度＞室外吸込温度」 
の場合

⇒運転モード：暖房

◆冷房切換温度および暖房切換温度が4℃で、
冷房室外温度が19℃、暖房室外温度が18℃の場合。 

設定
温度

冷房切換
温度

暖房切換
温度

暖房室外温度 選択範囲

冷房室外温度 選択範囲

暖房運転

冷房運転

強制サーモOFF

強制サーモOFF

サーモOFF

室外温度

サーモOFF

（例）
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10．サービス・メンテナンス方法

③エアコン No. 表示

８台以上接続の場合は、次ページ
以降に表示がでます。室内ユニッ
ト選択後 個別送風 ボタンをタッ
チすると、選択した室内ユニット
が送風運転します。⇒④

②サービス・メンテナンス　メニュー

選択した画面に移ります。

①サービス・メンテナンス　メニュー

選択した画面に移ります。

９．室内機能設定（つづき）

９．室内機能設定（つづき）

９．室内機能設定（つづき）

風量自動切換

風量自動の切換範囲を設定
自動 1   急⇔強⇔弱
自動 2   Ｐ急⇔急⇔強⇔弱

冷房切換温度 暖房切換温度 冷房室外温度

自動 1、自動 2 で冷房切換温度を
設定します。
1 ～ 4℃の範囲で設定できます。

自動 1、自動 2 で暖房切換温度を
設定します。
1 ～ 4℃の範囲で設定できます。

自動 2、自動 3 で冷房室外温度を
設定します。
10 ～ 30℃の範囲で設定できます。

室外温度 _ 冷房補正 室外温度 _ 暖房補正

室外温度と冷房／暖房補正値によりサーモ判定します。
(a) 室外温度 _ 冷房補正：冷房中にサーモ判定します。
　室内温度＞（室外温度－冷房補正値）でサーモ ON します。
　冷房補正値は 0 ～ 10℃で設定できます。
(b) 室外温度 _ 暖房補正：暖房中にサーモ判定します。

室内温度＜（室外温度＋暖房補正値）でサーモ ON します。
暖房補正値は 0 ～ 5℃で設定できます。

室内過負荷アラーム設定

運転開始 30分後、設定温度と吸
込温度差が過負荷アラームで設定
した温度差以上ある場合、外部出力

（CnT-5）から過負荷アラーム信号
を送信します。

外部出力設定　機能選択 #2

外部出力設定　出力先選択

変更する出力先を選択後、選択した出力に割り当てる機能を選択します。
各出力のコネクターと初期設定は下記です。

外部出力 1   ＣnＴ-2　運転出力　　
外部出力 2   ＣnＴ-3　暖房出力
外部出力 3   ＣnＴ-4　コンプ ON 出力　
外部出力 4   ＣnＴ-5　点検（異常）出力

詳細は108ページを参照願います。

外部出力設定　機能選択 #3

外部出力設定　機能選択 #1

サーモ判定切換 通常制御／外気温度制御

室温制御、サーモ ON ／ OFF 切換方式・条件を設定します。
通常制御   室内温度と設定温度の差でサーモ判定をします。
室外温度制御   室外温度±補正値と室内温度でサーモ判定します。
室温設定は無効となります。

41

42

43

暖房室外温度 冷房室内温度 暖房室内温度

自動 2、自動 3 で暖房室外温度を
設定します。
10 ～ 22℃の範囲で設定できます。

自動 3 で冷房室内温度を設定しま
す。
18 ～ 30℃の範囲で設定できます。

自動 3 で暖房室内温度を設定しま
す。
10 ～ 30℃の範囲で設定できます。

サーモ判定切換

通常制御/室外温度制御

室外温度_冷房補正

戻る

操作を選択してください。

室外温度_暖房補正

通常制御/室外温度制御

通常制御

室外温度制御

戻る
操作を選択してください。

風量自動切換

自動1

自動2

戻る
操作を選択してください。

冷房切換温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

室内過負荷アラーム

戻る

セット

暖房切換温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

冷房室外温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

暖房室外温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

室外温度_冷房補正

戻る

セット

※室温調整設定を「室外温度により制御」
に設定した場合のみ有効です

室外温度_暖房補正

戻る

セット

※室温調整設定を「室外温度により制御」
に設定した場合のみ有効です

冷房室内温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

暖房室内温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

「設定した冷房室内温度
＜室内吸込温度」かつ「設
定した冷房室外温度＜室
外吸込温度」の場合

⇒運転モード：冷房

「設定した暖房室内温度
＞室内吸込温度」かつ「設
定した暖房室外温度＞室
外吸込温度」の場合

⇒運転モード：暖房

囲
範
択
選
度
温
内
室
房
暖

囲
範
択
選
度
温
内
室
房
冷

冷房室外温度選択範囲

暖房室外温度選択範囲

冷房運転

暖房運転

強制サーモOFF

強制サーモOFF

室外温度

度
温
込
吸
内
室

（例）

自動 3 関連設定

冷房／暖房室外温度、冷房／暖房
室内温度を設定します。

自動3関連設定

冷房室外温度

暖房室外温度

戻る

操作を選択してください。

冷房室内温度

暖房室内温度
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キャンセル

外部出力設定 出力先選択

外部出力1

外部出力2

戻る
操作を選択してください。

外部出力3

外部出力4

外部出力設定 機能選択

運転出力

暖房出力

コンプON出力

点検（異常）出力

冷房出力

次ページ 戻る

外部出力設定 機能選択

ファン運転出力1

ファン運転出力2

ファン運転出力3

デフロスト、油戻し出力

換気出力

次ページ 戻る

外部出力設定 機能選択

ヒータ出力

フリークーリング出力

室内過負荷アラーム出力

前ページ 戻る前ページ

サービス・メンテナンス

エアコンNo.表示

次回点検日

運転データ表示

点検表示

室内設定保存

次ページ 戻る

操作を選択してください。

エアコンNo.表示

室内機No.

次ページ 戻る

サービス・メンテナンス

特殊操作

室内機容量表示

お掃除パネル点検

戻る

操作を選択してください。

前ページ

3

5

15

26

7

室外機No.室内機名称

個別送風

29

34

④個別送風運転

運転 送風運転開始。
停止 送風運転停止。

⑤次回点検日

次回点検日を入力すると、点検月の運転開始／停止時にメッセージが表示されます。
表示は､次回点検日を更新するとリセットされます。
設定なし をタッチするとメッセージは表示されません。

⑥点検メッセージ

⑦運転データ画面 #1 ⑧運転データ画面 #2 ⑨運転データ画面 #3

運転データが表示されます。 全更新 タッチで全データが更新されます。
データを自動更新させて表示したい場合、６項目まで選択できます。６項目選択後、 選択表示 ボタンをタッ
チすると⑭の画面に変わります。

個別送風運転

戻る
動作を選択してください。

運転送風運転 停止

次回点検日

戻る

年月日を設定してください。

セット設定なし

年 月 日

室内機
項目 データ 表示
運転モード 冷房
設定温度
吸込温度
リモコン温度
室内熱交温度1

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

室内機
項目 データ 表示
室内熱交温度2
室内熱交温度3
室内ファン速度 5速
要求周波数
アンサー周波数

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
室内EEV開度
室内運転時間
吹出
外気温度
室外熱交温度1

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

ご使用期間 0年7ヶ月
次回の点検 2020年10月頃
連絡先名 ミツビシ
連絡先TEL 
サービスフロントセンター

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 サービス・メンテナンス 　⇒　 サービスパスワード

◆冷房室外温度が19℃、暖房室外温度が20℃、
冷房室内温度が18℃、　暖房室内温度が25℃の場合

冷媒漏洩出力
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10．サービス・メンテナンス方法

③エアコン No. 表示

８台以上接続の場合は、次ページ
以降に表示がでます。室内ユニッ
ト選択後 個別送風 ボタンをタッ
チすると、選択した室内ユニット
が送風運転します。⇒④

②サービス・メンテナンス　メニュー

選択した画面に移ります。

①サービス・メンテナンス　メニュー

選択した画面に移ります。

９．室内機能設定（つづき）

９．室内機能設定（つづき）

９．室内機能設定（つづき）

風量自動切換

風量自動の切換範囲を設定
自動 1   急⇔強⇔弱
自動 2   Ｐ急⇔急⇔強⇔弱

冷房切換温度 暖房切換温度 冷房室外温度

自動 1、自動 2 で冷房切換温度を
設定します。
1 ～ 4℃の範囲で設定できます。

自動 1、自動 2 で暖房切換温度を
設定します。
1 ～ 4℃の範囲で設定できます。

自動 2、自動 3 で冷房室外温度を
設定します。
10 ～ 30℃の範囲で設定できます。

室外温度 _ 冷房補正 室外温度 _ 暖房補正

室外温度と冷房／暖房補正値によりサーモ判定します。
(a) 室外温度 _ 冷房補正：冷房中にサーモ判定します。
　室内温度＞（室外温度－冷房補正値）でサーモ ON します。
　冷房補正値は 0 ～ 10℃で設定できます。
(b) 室外温度 _ 暖房補正：暖房中にサーモ判定します。

室内温度＜（室外温度＋暖房補正値）でサーモ ON します。
暖房補正値は 0 ～ 5℃で設定できます。

室内過負荷アラーム設定

運転開始 30分後、設定温度と吸
込温度差が過負荷アラームで設定
した温度差以上ある場合、外部出力

（CnT-5）から過負荷アラーム信号
を送信します。

外部出力設定　機能選択 #2

外部出力設定　出力先選択

変更する出力先を選択後、選択した出力に割り当てる機能を選択します。
各出力のコネクターと初期設定は下記です。

外部出力 1   ＣnＴ-2　運転出力　　
外部出力 2   ＣnＴ-3　暖房出力
外部出力 3   ＣnＴ-4　コンプ ON 出力　
外部出力 4   ＣnＴ-5　点検（異常）出力

詳細は108ページを参照願います。

外部出力設定　機能選択 #3

外部出力設定　機能選択 #1

サーモ判定切換 通常制御／外気温度制御

室温制御、サーモ ON ／ OFF 切換方式・条件を設定します。
通常制御   室内温度と設定温度の差でサーモ判定をします。
室外温度制御   室外温度±補正値と室内温度でサーモ判定します。
室温設定は無効となります。

41

42

43

暖房室外温度 冷房室内温度 暖房室内温度

自動 2、自動 3 で暖房室外温度を
設定します。
10 ～ 22℃の範囲で設定できます。

自動 3 で冷房室内温度を設定しま
す。
18 ～ 30℃の範囲で設定できます。

自動 3 で暖房室内温度を設定しま
す。
10 ～ 30℃の範囲で設定できます。

サーモ判定切換

通常制御/室外温度制御

室外温度_冷房補正

戻る

操作を選択してください。

室外温度_暖房補正

通常制御/室外温度制御

通常制御

室外温度制御

戻る
操作を選択してください。

風量自動切換

自動1

自動2

戻る
操作を選択してください。

冷房切換温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

室内過負荷アラーム

戻る

セット

暖房切換温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

冷房室外温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

暖房室外温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

室外温度_冷房補正

戻る

セット

※室温調整設定を「室外温度により制御」
に設定した場合のみ有効です

室外温度_暖房補正

戻る

セット

※室温調整設定を「室外温度により制御」
に設定した場合のみ有効です

冷房室内温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

暖房室内温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

「設定した冷房室内温度
＜室内吸込温度」かつ「設
定した冷房室外温度＜室
外吸込温度」の場合

⇒運転モード：冷房

「設定した暖房室内温度
＞室内吸込温度」かつ「設
定した暖房室外温度＞室
外吸込温度」の場合

⇒運転モード：暖房

囲
範
択
選
度
温
内
室
房
暖

囲
範
択
選
度
温
内
室
房
冷

冷房室外温度選択範囲

暖房室外温度選択範囲

冷房運転

暖房運転

強制サーモOFF

強制サーモOFF

室外温度

度
温
込
吸
内
室

（例）

自動 3 関連設定

冷房／暖房室外温度、冷房／暖房
室内温度を設定します。

自動3関連設定

冷房室外温度

暖房室外温度

戻る

操作を選択してください。

冷房室内温度

暖房室内温度
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キャンセル

外部出力設定 出力先選択

外部出力1

外部出力2

戻る
操作を選択してください。

外部出力3

外部出力4

外部出力設定 機能選択

運転出力

暖房出力

コンプON出力

点検（異常）出力

冷房出力

次ページ 戻る

外部出力設定 機能選択

ファン運転出力1

ファン運転出力2

ファン運転出力3

デフロスト、油戻し出力

換気出力

次ページ 戻る

外部出力設定 機能選択

ヒータ出力

フリークーリング出力

室内過負荷アラーム出力

前ページ 戻る前ページ

サービス・メンテナンス

エアコンNo.表示

次回点検日

運転データ表示

点検表示

室内設定保存

次ページ 戻る

操作を選択してください。

エアコンNo.表示

室内機No.

次ページ 戻る

サービス・メンテナンス

特殊操作

室内機容量表示

お掃除パネル点検

戻る

操作を選択してください。

前ページ

3

5

15

26

7

室外機No.室内機名称

個別送風

29

34

④個別送風運転

運転 送風運転開始。
停止 送風運転停止。

⑤次回点検日

次回点検日を入力すると、点検月の運転開始／停止時にメッセージが表示されます。
表示は､次回点検日を更新するとリセットされます。
設定なし をタッチするとメッセージは表示されません。

⑥点検メッセージ

⑦運転データ画面 #1 ⑧運転データ画面 #2 ⑨運転データ画面 #3

運転データが表示されます。 全更新 タッチで全データが更新されます。
データを自動更新させて表示したい場合、６項目まで選択できます。６項目選択後、 選択表示 ボタンをタッ
チすると⑭の画面に変わります。

個別送風運転

戻る
動作を選択してください。

運転送風運転 停止

次回点検日

戻る

年月日を設定してください。

セット設定なし

年 月 日

室内機
項目 データ 表示
運転モード 冷房
設定温度
吸込温度
リモコン温度
室内熱交温度1

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

室内機
項目 データ 表示
室内熱交温度2
室内熱交温度3
室内ファン速度 5速
要求周波数
アンサー周波数

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
室内EEV開度
室内運転時間
吹出
外気温度
室外熱交温度1

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

ご使用期間 0年7ヶ月
次回の点検 2020年10月頃
連絡先名 ミツビシ
連絡先TEL 
サービスフロントセンター

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 サービス・メンテナンス 　⇒　 サービスパスワード

◆冷房室外温度が19℃、暖房室外温度が20℃、
冷房室内温度が18℃、　暖房室内温度が25℃の場合

冷媒漏洩出力
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10．サービス・メンテナンス方法

③エアコン No. 表示

８台以上接続の場合は、次ページ
以降に表示がでます。室内ユニッ
ト選択後 個別送風 ボタンをタッ
チすると、選択した室内ユニット
が送風運転します。⇒④

②サービス・メンテナンス　メニュー

選択した画面に移ります。

①サービス・メンテナンス　メニュー

選択した画面に移ります。

９．室内機能設定（つづき）

９．室内機能設定（つづき）

９．室内機能設定（つづき）

風量自動切換

風量自動の切換範囲を設定
自動 1   急⇔強⇔弱
自動 2   Ｐ急⇔急⇔強⇔弱

冷房切換温度 暖房切換温度 冷房室外温度

自動 1、自動 2 で冷房切換温度を
設定します。
1 ～ 4℃の範囲で設定できます。

自動 1、自動 2 で暖房切換温度を
設定します。
1 ～ 4℃の範囲で設定できます。

自動 2、自動 3 で冷房室外温度を
設定します。
10 ～ 30℃の範囲で設定できます。

室外温度 _ 冷房補正 室外温度 _ 暖房補正

室外温度と冷房／暖房補正値によりサーモ判定します。
(a) 室外温度 _ 冷房補正：冷房中にサーモ判定します。
　室内温度＞（室外温度－冷房補正値）でサーモ ON します。
　冷房補正値は 0 ～ 10℃で設定できます。
(b) 室外温度 _ 暖房補正：暖房中にサーモ判定します。

室内温度＜（室外温度＋暖房補正値）でサーモ ON します。
暖房補正値は 0 ～ 5℃で設定できます。

室内過負荷アラーム設定

運転開始 30分後、設定温度と吸
込温度差が過負荷アラームで設定
した温度差以上ある場合、外部出力

（CnT-5）から過負荷アラーム信号
を送信します。

外部出力設定　機能選択 #2

外部出力設定　出力先選択

変更する出力先を選択後、選択した出力に割り当てる機能を選択します。
各出力のコネクターと初期設定は下記です。

外部出力 1   ＣnＴ-2　運転出力　　
外部出力 2   ＣnＴ-3　暖房出力
外部出力 3   ＣnＴ-4　コンプ ON 出力　
外部出力 4   ＣnＴ-5　点検（異常）出力

詳細は108ページを参照願います。

外部出力設定　機能選択 #3

外部出力設定　機能選択 #1

サーモ判定切換 通常制御／外気温度制御

室温制御、サーモ ON ／ OFF 切換方式・条件を設定します。
通常制御   室内温度と設定温度の差でサーモ判定をします。
室外温度制御   室外温度±補正値と室内温度でサーモ判定します。
室温設定は無効となります。
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暖房室外温度 冷房室内温度 暖房室内温度

自動 2、自動 3 で暖房室外温度を
設定します。
10 ～ 22℃の範囲で設定できます。

自動 3 で冷房室内温度を設定しま
す。
18 ～ 30℃の範囲で設定できます。

自動 3 で暖房室内温度を設定しま
す。
10 ～ 30℃の範囲で設定できます。

サーモ判定切換

通常制御/室外温度制御

室外温度_冷房補正

戻る

操作を選択してください。

室外温度_暖房補正

通常制御/室外温度制御

通常制御

室外温度制御

戻る
操作を選択してください。

風量自動切換

自動1

自動2

戻る
操作を選択してください。

冷房切換温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

室内過負荷アラーム

戻る

セット

暖房切換温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

冷房室外温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

暖房室外温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

室外温度_冷房補正

戻る

セット

※室温調整設定を「室外温度により制御」
に設定した場合のみ有効です

室外温度_暖房補正

戻る

セット

※室温調整設定を「室外温度により制御」
に設定した場合のみ有効です

冷房室内温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

暖房室内温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

「設定した冷房室内温度
＜室内吸込温度」かつ「設
定した冷房室外温度＜室
外吸込温度」の場合

⇒運転モード：冷房

「設定した暖房室内温度
＞室内吸込温度」かつ「設
定した暖房室外温度＞室
外吸込温度」の場合

⇒運転モード：暖房

囲
範
択
選
度
温
内
室
房
暖

囲
範
択
選
度
温
内
室
房
冷

冷房室外温度選択範囲

暖房室外温度選択範囲

冷房運転

暖房運転

強制サーモOFF

強制サーモOFF

室外温度

度
温
込
吸
内
室

（例）

自動 3 関連設定

冷房／暖房室外温度、冷房／暖房
室内温度を設定します。

自動3関連設定

冷房室外温度

暖房室外温度

戻る

操作を選択してください。

冷房室内温度

暖房室内温度
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キャンセル

外部出力設定 出力先選択

外部出力1

外部出力2

戻る
操作を選択してください。

外部出力3

外部出力4

外部出力設定 機能選択

運転出力

暖房出力

コンプON出力

点検（異常）出力

冷房出力

次ページ 戻る

外部出力設定 機能選択

ファン運転出力1

ファン運転出力2

ファン運転出力3

デフロスト、油戻し出力

換気出力

次ページ 戻る

外部出力設定 機能選択

ヒータ出力

フリークーリング出力

室内過負荷アラーム出力

前ページ 戻る前ページ

サービス・メンテナンス

エアコンNo.表示

次回点検日

運転データ表示

点検表示

室内設定保存

次ページ 戻る

操作を選択してください。

エアコンNo.表示

室内機No.

次ページ 戻る

サービス・メンテナンス

特殊操作

室内機容量表示

お掃除パネル点検

戻る

操作を選択してください。

前ページ

3

5

15

26

7

室外機No.室内機名称

個別送風

29

34

④個別送風運転

運転 送風運転開始。
停止 送風運転停止。

⑤次回点検日

次回点検日を入力すると、点検月の運転開始／停止時にメッセージが表示されます。
表示は､次回点検日を更新するとリセットされます。
設定なし をタッチするとメッセージは表示されません。

⑥点検メッセージ

⑦運転データ画面 #1 ⑧運転データ画面 #2 ⑨運転データ画面 #3

運転データが表示されます。 全更新 タッチで全データが更新されます。
データを自動更新させて表示したい場合、６項目まで選択できます。６項目選択後、 選択表示 ボタンをタッ
チすると⑭の画面に変わります。

個別送風運転

戻る
動作を選択してください。

運転送風運転 停止

次回点検日

戻る

年月日を設定してください。

セット設定なし

年 月 日

室内機
項目 データ 表示
運転モード 冷房
設定温度
吸込温度
リモコン温度
室内熱交温度1

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

室内機
項目 データ 表示
室内熱交温度2
室内熱交温度3
室内ファン速度 5速
要求周波数
アンサー周波数

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
室内EEV開度
室内運転時間
吹出
外気温度
室外熱交温度1

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

ご使用期間 0年7ヶ月
次回の点検 2020年10月頃
連絡先名 ミツビシ
連絡先TEL 
サービスフロントセンター

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 サービス・メンテナンス 　⇒　 サービスパスワード

◆冷房室外温度が19℃、暖房室外温度が20℃、
冷房室内温度が18℃、　暖房室内温度が25℃の場合

冷媒漏洩出力

10．サービス・メンテナンス方法

③エアコン No. 表示

８台以上接続の場合は、次ページ
以降に表示がでます。室内ユニッ
ト選択後 個別送風 ボタンをタッ
チすると、選択した室内ユニット
が送風運転します。⇒④

②サービス・メンテナンス　メニュー

選択した画面に移ります。

①サービス・メンテナンス　メニュー

選択した画面に移ります。

９．室内機能設定（つづき）

９．室内機能設定（つづき）

９．室内機能設定（つづき）

風量自動切換

風量自動の切換範囲を設定
自動 1   急⇔強⇔弱
自動 2   Ｐ急⇔急⇔強⇔弱

冷房切換温度 暖房切換温度 冷房室外温度

自動 1、自動 2 で冷房切換温度を
設定します。
1 ～ 4℃の範囲で設定できます。

自動 1、自動 2 で暖房切換温度を
設定します。
1 ～ 4℃の範囲で設定できます。

自動 2、自動 3 で冷房室外温度を
設定します。
10 ～ 30℃の範囲で設定できます。

室外温度 _ 冷房補正 室外温度 _ 暖房補正

室外温度と冷房／暖房補正値によりサーモ判定します。
(a) 室外温度 _ 冷房補正：冷房中にサーモ判定します。
　室内温度＞（室外温度－冷房補正値）でサーモ ON します。
　冷房補正値は 0 ～ 10℃で設定できます。
(b) 室外温度 _ 暖房補正：暖房中にサーモ判定します。

室内温度＜（室外温度＋暖房補正値）でサーモ ON します。
暖房補正値は 0 ～ 5℃で設定できます。

室内過負荷アラーム設定

運転開始 30分後、設定温度と吸
込温度差が過負荷アラームで設定
した温度差以上ある場合、外部出力

（CnT-5）から過負荷アラーム信号
を送信します。

外部出力設定　機能選択 #2

外部出力設定　出力先選択

変更する出力先を選択後、選択した出力に割り当てる機能を選択します。
各出力のコネクターと初期設定は下記です。

外部出力 1   ＣnＴ-2　運転出力　　
外部出力 2   ＣnＴ-3　暖房出力
外部出力 3   ＣnＴ-4　コンプ ON 出力　
外部出力 4   ＣnＴ-5　点検（異常）出力

詳細は108ページを参照願います。

外部出力設定　機能選択 #3

外部出力設定　機能選択 #1

サーモ判定切換 通常制御／外気温度制御

室温制御、サーモ ON ／ OFF 切換方式・条件を設定します。
通常制御   室内温度と設定温度の差でサーモ判定をします。
室外温度制御   室外温度±補正値と室内温度でサーモ判定します。
室温設定は無効となります。
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暖房室外温度 冷房室内温度 暖房室内温度

自動 2、自動 3 で暖房室外温度を
設定します。
10 ～ 22℃の範囲で設定できます。

自動 3 で冷房室内温度を設定しま
す。
18 ～ 30℃の範囲で設定できます。

自動 3 で暖房室内温度を設定しま
す。
10 ～ 30℃の範囲で設定できます。

サーモ判定切換

通常制御/室外温度制御

室外温度_冷房補正

戻る

操作を選択してください。

室外温度_暖房補正

通常制御/室外温度制御

通常制御

室外温度制御

戻る
操作を選択してください。

風量自動切換

自動1

自動2

戻る
操作を選択してください。

冷房切換温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

室内過負荷アラーム

戻る

セット

暖房切換温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

冷房室外温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

暖房室外温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

室外温度_冷房補正

戻る

セット

※室温調整設定を「室外温度により制御」
に設定した場合のみ有効です

室外温度_暖房補正

戻る

セット

※室温調整設定を「室外温度により制御」
に設定した場合のみ有効です

冷房室内温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

暖房室内温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

「設定した冷房室内温度
＜室内吸込温度」かつ「設
定した冷房室外温度＜室
外吸込温度」の場合

⇒運転モード：冷房

「設定した暖房室内温度
＞室内吸込温度」かつ「設
定した暖房室外温度＞室
外吸込温度」の場合

⇒運転モード：暖房

囲
範
択
選
度
温
内
室
房
暖

囲
範
択
選
度
温
内
室
房
冷

冷房室外温度選択範囲

暖房室外温度選択範囲

冷房運転

暖房運転

強制サーモOFF

強制サーモOFF

室外温度

度
温
込
吸
内
室

（例）

自動 3 関連設定

冷房／暖房室外温度、冷房／暖房
室内温度を設定します。

自動3関連設定

冷房室外温度

暖房室外温度

戻る

操作を選択してください。

冷房室内温度

暖房室内温度
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キャンセル

外部出力設定 出力先選択

外部出力1

外部出力2

戻る
操作を選択してください。

外部出力3

外部出力4

外部出力設定 機能選択

運転出力

暖房出力

コンプON出力

点検（異常）出力

冷房出力

次ページ 戻る

外部出力設定 機能選択

ファン運転出力1

ファン運転出力2

ファン運転出力3

デフロスト、油戻し出力

換気出力

次ページ 戻る

外部出力設定 機能選択

ヒータ出力

フリークーリング出力

室内過負荷アラーム出力

前ページ 戻る前ページ

サービス・メンテナンス

エアコンNo.表示

次回点検日

運転データ表示

点検表示

室内設定保存

次ページ 戻る

操作を選択してください。

エアコンNo.表示

室内機No.

次ページ 戻る

サービス・メンテナンス

特殊操作

室内機容量表示

お掃除パネル点検

戻る

操作を選択してください。

前ページ

3

5

15

26

7

室外機No.室内機名称

個別送風

29

34

④個別送風運転

運転 送風運転開始。
停止 送風運転停止。

⑤次回点検日

次回点検日を入力すると、点検月の運転開始／停止時にメッセージが表示されます。
表示は､次回点検日を更新するとリセットされます。
設定なし をタッチするとメッセージは表示されません。

⑥点検メッセージ

⑦運転データ画面 #1 ⑧運転データ画面 #2 ⑨運転データ画面 #3

運転データが表示されます。 全更新 タッチで全データが更新されます。
データを自動更新させて表示したい場合、６項目まで選択できます。６項目選択後、 選択表示 ボタンをタッ
チすると⑭の画面に変わります。

個別送風運転

戻る
動作を選択してください。

運転送風運転 停止

次回点検日

戻る

年月日を設定してください。

セット設定なし

年 月 日

室内機
項目 データ 表示
運転モード 冷房
設定温度
吸込温度
リモコン温度
室内熱交温度1

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

室内機
項目 データ 表示
室内熱交温度2
室内熱交温度3
室内ファン速度 5速
要求周波数
アンサー周波数

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
室内EEV開度
室内運転時間
吹出
外気温度
室外熱交温度1

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

ご使用期間 0年7ヶ月
次回の点検 2020年10月頃
連絡先名 ミツビシ
連絡先TEL 
サービスフロントセンター

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 サービス・メンテナンス 　⇒　 サービスパスワード

◆冷房室外温度が19℃、暖房室外温度が20℃、
冷房室内温度が18℃、　暖房室内温度が25℃の場合

冷媒漏洩出力
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10．サービス・メンテナンス方法

③エアコン No. 表示

８台以上接続の場合は、次ページ
以降に表示がでます。室内ユニッ
ト選択後 個別送風 ボタンをタッ
チすると、選択した室内ユニット
が送風運転します。⇒④

②サービス・メンテナンス　メニュー

選択した画面に移ります。

①サービス・メンテナンス　メニュー

選択した画面に移ります。

９．室内機能設定（つづき）

９．室内機能設定（つづき）

９．室内機能設定（つづき）

風量自動切換

風量自動の切換範囲を設定
自動 1   急⇔強⇔弱
自動 2   Ｐ急⇔急⇔強⇔弱

冷房切換温度 暖房切換温度 冷房室外温度

自動 1、自動 2 で冷房切換温度を
設定します。
1 ～ 4℃の範囲で設定できます。

自動 1、自動 2 で暖房切換温度を
設定します。
1 ～ 4℃の範囲で設定できます。

自動 2、自動 3 で冷房室外温度を
設定します。
10 ～ 30℃の範囲で設定できます。

室外温度 _ 冷房補正 室外温度 _ 暖房補正

室外温度と冷房／暖房補正値によりサーモ判定します。
(a) 室外温度 _ 冷房補正：冷房中にサーモ判定します。
　室内温度＞（室外温度－冷房補正値）でサーモ ON します。
　冷房補正値は 0 ～ 10℃で設定できます。
(b) 室外温度 _ 暖房補正：暖房中にサーモ判定します。

室内温度＜（室外温度＋暖房補正値）でサーモ ON します。
暖房補正値は 0 ～ 5℃で設定できます。

室内過負荷アラーム設定

運転開始 30分後、設定温度と吸
込温度差が過負荷アラームで設定
した温度差以上ある場合、外部出力

（CnT-5）から過負荷アラーム信号
を送信します。

外部出力設定　機能選択 #2

外部出力設定　出力先選択

変更する出力先を選択後、選択した出力に割り当てる機能を選択します。
各出力のコネクターと初期設定は下記です。

外部出力 1   ＣnＴ-2　運転出力　　
外部出力 2   ＣnＴ-3　暖房出力
外部出力 3   ＣnＴ-4　コンプ ON 出力　
外部出力 4   ＣnＴ-5　点検（異常）出力

詳細は108ページを参照願います。

外部出力設定　機能選択 #3

外部出力設定　機能選択 #1

サーモ判定切換 通常制御／外気温度制御

室温制御、サーモ ON ／ OFF 切換方式・条件を設定します。
通常制御   室内温度と設定温度の差でサーモ判定をします。
室外温度制御   室外温度±補正値と室内温度でサーモ判定します。
室温設定は無効となります。
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暖房室外温度 冷房室内温度 暖房室内温度

自動 2、自動 3 で暖房室外温度を
設定します。
10 ～ 22℃の範囲で設定できます。

自動 3 で冷房室内温度を設定しま
す。
18 ～ 30℃の範囲で設定できます。

自動 3 で暖房室内温度を設定しま
す。
10 ～ 30℃の範囲で設定できます。

サーモ判定切換

通常制御/室外温度制御

室外温度_冷房補正

戻る

操作を選択してください。

室外温度_暖房補正

通常制御/室外温度制御

通常制御

室外温度制御

戻る
操作を選択してください。

風量自動切換

自動1

自動2

戻る
操作を選択してください。

冷房切換温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

室内過負荷アラーム

戻る

セット

暖房切換温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

冷房室外温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

暖房室外温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

室外温度_冷房補正

戻る

セット

※室温調整設定を「室外温度により制御」
に設定した場合のみ有効です

室外温度_暖房補正

戻る

セット

※室温調整設定を「室外温度により制御」
に設定した場合のみ有効です

冷房室内温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

暖房室内温度

戻る

セット

▲▼で補正温度の変更ができます。

「設定した冷房室内温度
＜室内吸込温度」かつ「設
定した冷房室外温度＜室
外吸込温度」の場合

⇒運転モード：冷房

「設定した暖房室内温度
＞室内吸込温度」かつ「設
定した暖房室外温度＞室
外吸込温度」の場合

⇒運転モード：暖房

囲
範
択
選
度
温
内
室
房
暖

囲
範
択
選
度
温
内
室
房
冷

冷房室外温度選択範囲

暖房室外温度選択範囲

冷房運転

暖房運転

強制サーモOFF

強制サーモOFF

室外温度

度
温
込
吸
内
室

（例）

自動 3 関連設定

冷房／暖房室外温度、冷房／暖房
室内温度を設定します。

自動3関連設定

冷房室外温度

暖房室外温度

戻る

操作を選択してください。

冷房室内温度

暖房室内温度

36

37

38

39

キャンセル

外部出力設定 出力先選択

外部出力1

外部出力2

戻る
操作を選択してください。

外部出力3

外部出力4

外部出力設定 機能選択

運転出力

暖房出力

コンプON出力

点検（異常）出力

冷房出力

次ページ 戻る

外部出力設定 機能選択

ファン運転出力1

ファン運転出力2

ファン運転出力3

デフロスト、油戻し出力

換気出力

次ページ 戻る

外部出力設定 機能選択

ヒータ出力

フリークーリング出力

室内過負荷アラーム出力

前ページ 戻る前ページ

サービス・メンテナンス

エアコンNo.表示

次回点検日

運転データ表示

点検表示

室内設定保存

次ページ 戻る

操作を選択してください。

エアコンNo.表示

室内機No.

次ページ 戻る

サービス・メンテナンス

特殊操作

室内機容量表示

お掃除パネル点検

戻る

操作を選択してください。

前ページ

3

5

15

26

7

室外機No.室内機名称

個別送風

29

34

④個別送風運転

運転 送風運転開始。
停止 送風運転停止。

⑤次回点検日

次回点検日を入力すると、点検月の運転開始／停止時にメッセージが表示されます。
表示は､次回点検日を更新するとリセットされます。
設定なし をタッチするとメッセージは表示されません。

⑥点検メッセージ

⑦運転データ画面 #1 ⑧運転データ画面 #2 ⑨運転データ画面 #3

運転データが表示されます。 全更新 タッチで全データが更新されます。
データを自動更新させて表示したい場合、６項目まで選択できます。６項目選択後、 選択表示 ボタンをタッ
チすると⑭の画面に変わります。

個別送風運転

戻る
動作を選択してください。

運転送風運転 停止

次回点検日

戻る

年月日を設定してください。

セット設定なし

年 月 日

室内機
項目 データ 表示
運転モード 冷房
設定温度
吸込温度
リモコン温度
室内熱交温度1

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

室内機
項目 データ 表示
室内熱交温度2
室内熱交温度3
室内ファン速度 5速
要求周波数
アンサー周波数

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
室内EEV開度
室内運転時間
吹出
外気温度
室外熱交温度1

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

ご使用期間 0年7ヶ月
次回の点検 2020年10月頃
連絡先名 ミツビシ
連絡先TEL 
サービスフロントセンター

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 サービス・メンテナンス 　⇒　 サービスパスワード

◆冷房室外温度が19℃、暖房室外温度が20℃、
冷房室内温度が18℃、　暖房室内温度が25℃の場合

冷媒漏洩出力
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㉛タッチパネル調整画面＃1 タッチパネル調整画面＃2 タッチパネル調整画面＃3

表示とタッチ位置が一致しない場合に調整します。
画面の指示にそって、［＋］マーク中心をタッチしてください。
確定 で終了します。

㉕定期点検リセット

定期点検リセット操作により、時
間カウントがリセットされます。

㉖室内設定保存

室内設定を保存   リモコンに接続され
ている室内ユニットすべての設定をリモ
コンに保存します。
室内設定自動保存 毎日の自動保存
時刻を設定します。
保存データの転送  リモコンに保存し
た室内設定データを室内ユニットに転
送します。

お知らせ
室内ユニット基板を交換したが ､ 
設定内容が判らなくなったことは
ありませんか？
リモコンに室内ユニット設定を保
存しておくと､［保存データの転
送］により、保存されたデータが
室内ユニットに書込まれます。

⑳異常時運転データ表示 #4 ㉑異常時運転データ表示 #5⑲異常時運転データ表示 #3

異常発生直前の運転データが表示されます。

㉘保存データの転送

転送する室内ユニットを選択する
と、確認画面が表示されますので、
データ転送を行ってください。

室内機アドレス消去 マルチ室内ユ
ニットの記憶が消去されます。
CPU リセット   接続されている、室
内ユニット・室外ユニットのマイコンが
リセット（停電復帰状態）されます。
初期化設定   接続されている ､リモコ

ン・室内ユニットの設定が初期値（出
荷状態）になります。
タッチパネル調整   表示とタッチ位置
が一致しない場合に調整します。

㉙特殊操作

30

選択した画面に移ります。

室内機容量表示

リモコンに接続されている室内ユ
ニットの容量を表示します。
7 台以上接続の場合は、 次ページ
以降に表示がでます。
室内ユニット―室外ユニットの組
合せによっては表示できない場合
があります。

27

28

室内機
項目 データ 表示
室外熱交温度2
コンプ回転数
高圧圧力
低圧圧力
吐出管温度

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
ドーム下温度
電流
SH制御
SH
TDSH

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
保護制御
室外ファン速度 5速
63H1
デフロスト
コンプ運転時間

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

⑬運転データ画面 #7 ⑭運転データ個別表示画面

選択した６つの項目を自動更新して
表示します。

運転モード 冷房
設定温度
吸込温度
リモコン温度
室内熱交温度1
室内熱交温度2

戻る

運転データ

室内機
項目 データ 表示
室外EEV1開度
室外EEV2開度

室外機

全更新

選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

⑮点検表示

16

17

24

25

戻る

異常履歴表示

異常時運転データ表示

異常時運転データ消去

定期点検リセット

点検表示

操作を選択してください。

⑰異常時運転データ表示 #1

異常発生直前の運転データが表示されます。

⑱異常時運転データ表示 #2⑯異常履歴表示（例）

異常発生日時・室内アドレス・異
常コードを表示します。
消去 ボタンをタッチすると、異常履
歴を消去します。

時刻 室内機 異常コード

戻る

消去
異常履歴表示

運転モード 冷房
項目

室内機 室外機
データ

吸込温度
設定温度

室内熱交温度1
室内熱交温度2

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

室内熱交温度3
5速

項目
室内機 室外機

データ

要求周波数
室内ファン速度

アンサー周波数
室内EEV開度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

室内運転時間
項目

室内機 室外機
データ

外気温度
吹出

室外熱交温度1
室外熱交温度2

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

コンプ回転数
項目

室内機 室外機
データ

低圧圧力
高圧圧力

吐出管温度
ドーム下温度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

電流
項目

室内機 室外機
データ

SH
SH制御

TDSH
保護制御

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

㉒異常時運転データ表示 #6 ㉓異常時運転データ表示 #7 ㉔異常時運転データ消去

異常時運転データが消去されます。

室外ファン速度
項目

室内機 室外機
データ

デフロスト
63H1

コンプ運転時間
室外EEV1開度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

5速 室外EEV2開度
項目

室内機 室外機
データ

異常時運転データ表示

戻る

異常コード

前ページ

異常時運転データ消去

戻る

はい

操作を選択してください。

定期点検リセット

戻る

はい

設定を選択してください。

定期点検をリセットしますか？

戻る

室内機アドレス消去

CPUリセット

初期化設定

タッチパネル調整

特殊操作

操作を選択してください。

確定やり直しキャンセル

室内機No. 容量

室内機容量表示

㉚タッチパネル調整

戻る

調整開始

タッチパネル調整

調整開始をタッチしてください。

右下の「＋」をタッチしてください。 左上の「＋」をタッチしてください。

「＋」をタッチして位置を確認してください。

戻る

室内設定を保存

室内設定自動保存

保存データの転送

室内設定保存

操作を選択してください。

室内機選択

次ページ 戻る

室内機No.を選択してください。

㉗室内設定自動保存

毎日の自動保存時刻を設定します。
設定なし を選択すると、自動保
存は行いません。

戻る設定なし

セット

▲▼で時間を選択し、セットを押してください。

室内設定自動保存
設定時刻に室内設定を自動保存します。

次ページ 戻る
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㉛タッチパネル調整画面＃1 タッチパネル調整画面＃2 タッチパネル調整画面＃3

表示とタッチ位置が一致しない場合に調整します。
画面の指示にそって、［＋］マーク中心をタッチしてください。
確定 で終了します。

㉕定期点検リセット

定期点検リセット操作により、時
間カウントがリセットされます。

㉖室内設定保存

室内設定を保存   リモコンに接続され
ている室内ユニットすべての設定をリモ
コンに保存します。
室内設定自動保存 毎日の自動保存
時刻を設定します。
保存データの転送  リモコンに保存し
た室内設定データを室内ユニットに転
送します。

お知らせ
室内ユニット基板を交換したが ､ 
設定内容が判らなくなったことは
ありませんか？
リモコンに室内ユニット設定を保
存しておくと､［保存データの転
送］により、保存されたデータが
室内ユニットに書込まれます。

⑳異常時運転データ表示 #4 ㉑異常時運転データ表示 #5⑲異常時運転データ表示 #3

異常発生直前の運転データが表示されます。

㉘保存データの転送

転送する室内ユニットを選択する
と、確認画面が表示されますので、
データ転送を行ってください。

室内機アドレス消去 マルチ室内ユ
ニットの記憶が消去されます。
CPU リセット   接続されている、室
内ユニット・室外ユニットのマイコンが
リセット（停電復帰状態）されます。
初期化設定   接続されている ､リモコ

ン・室内ユニットの設定が初期値（出
荷状態）になります。
タッチパネル調整   表示とタッチ位置
が一致しない場合に調整します。

㉙特殊操作

30

選択した画面に移ります。

室内機容量表示

リモコンに接続されている室内ユ
ニットの容量を表示します。
7 台以上接続の場合は、 次ページ
以降に表示がでます。
室内ユニット―室外ユニットの組
合せによっては表示できない場合
があります。

27

28

室内機
項目 データ 表示
室外熱交温度2
コンプ回転数
高圧圧力
低圧圧力
吐出管温度

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
ドーム下温度
電流
SH制御
SH
TDSH

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
保護制御
室外ファン速度 5速
63H1
デフロスト
コンプ運転時間

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

⑬運転データ画面 #7 ⑭運転データ個別表示画面

選択した６つの項目を自動更新して
表示します。

運転モード 冷房
設定温度
吸込温度
リモコン温度
室内熱交温度1
室内熱交温度2

戻る

運転データ

室内機
項目 データ 表示
室外EEV1開度
室外EEV2開度

室外機

全更新

選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

⑮点検表示

16

17

24

25

戻る

異常履歴表示

異常時運転データ表示

異常時運転データ消去

定期点検リセット

点検表示

操作を選択してください。

⑰異常時運転データ表示 #1

異常発生直前の運転データが表示されます。

⑱異常時運転データ表示 #2⑯異常履歴表示（例）

異常発生日時・室内アドレス・異
常コードを表示します。
消去 ボタンをタッチすると、異常履
歴を消去します。

時刻 室内機 異常コード

戻る

消去
異常履歴表示

運転モード 冷房
項目

室内機 室外機
データ

吸込温度
設定温度

室内熱交温度1
室内熱交温度2

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

室内熱交温度3
5速

項目
室内機 室外機

データ

要求周波数
室内ファン速度

アンサー周波数
室内EEV開度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

室内運転時間
項目

室内機 室外機
データ

外気温度
吹出

室外熱交温度1
室外熱交温度2

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

コンプ回転数
項目

室内機 室外機
データ

低圧圧力
高圧圧力

吐出管温度
ドーム下温度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

電流
項目

室内機 室外機
データ

SH
SH制御

TDSH
保護制御

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

㉒異常時運転データ表示 #6 ㉓異常時運転データ表示 #7 ㉔異常時運転データ消去

異常時運転データが消去されます。

室外ファン速度
項目

室内機 室外機
データ

デフロスト
63H1

コンプ運転時間
室外EEV1開度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

5速 室外EEV2開度
項目

室内機 室外機
データ

異常時運転データ表示

戻る

異常コード

前ページ

異常時運転データ消去

戻る

はい

操作を選択してください。

定期点検リセット

戻る

はい

設定を選択してください。

定期点検をリセットしますか？

戻る

室内機アドレス消去

CPUリセット

初期化設定

タッチパネル調整

特殊操作

操作を選択してください。

確定やり直しキャンセル

室内機No. 容量

室内機容量表示

㉚タッチパネル調整

戻る

調整開始

タッチパネル調整

調整開始をタッチしてください。

右下の「＋」をタッチしてください。 左上の「＋」をタッチしてください。

「＋」をタッチして位置を確認してください。

戻る

室内設定を保存

室内設定自動保存

保存データの転送

室内設定保存

操作を選択してください。

室内機選択

次ページ 戻る

室内機No.を選択してください。

㉗室内設定自動保存

毎日の自動保存時刻を設定します。
設定なし を選択すると、自動保
存は行いません。

戻る設定なし

セット

▲▼で時間を選択し、セットを押してください。

室内設定自動保存
設定時刻に室内設定を自動保存します。

次ページ 戻る
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10．サービス・メンテナンス方法（つづき）

⑩運転データ画面 #4 ⑪運転データ画面 #5 ⑫運転データ画面 #6

10．サービス・メンテナンス方法（つづき）

10．サービス・メンテナンス方法（つづき） 10．サービス・メンテナンス方法（つづき）

㉛タッチパネル調整画面＃1 タッチパネル調整画面＃2 タッチパネル調整画面＃3

表示とタッチ位置が一致しない場合に調整します。
画面の指示にそって、［＋］マーク中心をタッチしてください。
確定 で終了します。

㉕定期点検リセット

定期点検リセット操作により、時
間カウントがリセットされます。

㉖室内設定保存

室内設定を保存   リモコンに接続され
ている室内ユニットすべての設定をリモ
コンに保存します。
室内設定自動保存 毎日の自動保存
時刻を設定します。
保存データの転送  リモコンに保存し
た室内設定データを室内ユニットに転
送します。

お知らせ
室内ユニット基板を交換したが ､ 
設定内容が判らなくなったことは
ありませんか？
リモコンに室内ユニット設定を保
存しておくと､［保存データの転
送］により、保存されたデータが
室内ユニットに書込まれます。

⑳異常時運転データ表示 #4 ㉑異常時運転データ表示 #5⑲異常時運転データ表示 #3

異常発生直前の運転データが表示されます。

㉘保存データの転送

転送する室内ユニットを選択する
と、確認画面が表示されますので、
データ転送を行ってください。

室内機アドレス消去 マルチ室内ユ
ニットの記憶が消去されます。
CPU リセット   接続されている、室
内ユニット・室外ユニットのマイコンが
リセット（停電復帰状態）されます。
初期化設定   接続されている ､リモコ

ン・室内ユニットの設定が初期値（出
荷状態）になります。
タッチパネル調整   表示とタッチ位置
が一致しない場合に調整します。

㉙特殊操作

30

選択した画面に移ります。

室内機容量表示

リモコンに接続されている室内ユ
ニットの容量を表示します。
7 台以上接続の場合は、 次ページ
以降に表示がでます。
室内ユニット―室外ユニットの組
合せによっては表示できない場合
があります。

27

28

室内機
項目 データ 表示
室外熱交温度2
コンプ回転数
高圧圧力
低圧圧力
吐出管温度

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
ドーム下温度
電流
SH制御
SH
TDSH

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
保護制御
室外ファン速度 5速
63H1
デフロスト
コンプ運転時間

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

⑬運転データ画面 #7 ⑭運転データ個別表示画面

選択した６つの項目を自動更新して
表示します。

運転モード 冷房
設定温度
吸込温度
リモコン温度
室内熱交温度1
室内熱交温度2

戻る

運転データ

室内機
項目 データ 表示
室外EEV1開度
室外EEV2開度

室外機

全更新

選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

⑮点検表示

16

17

24

25

戻る

異常履歴表示

異常時運転データ表示

異常時運転データ消去

定期点検リセット

点検表示

操作を選択してください。

⑰異常時運転データ表示 #1

異常発生直前の運転データが表示されます。

⑱異常時運転データ表示 #2⑯異常履歴表示（例）

異常発生日時・室内アドレス・異
常コードを表示します。
消去 ボタンをタッチすると、異常履
歴を消去します。

時刻 室内機 異常コード

戻る

消去
異常履歴表示

運転モード 冷房
項目

室内機 室外機
データ

吸込温度
設定温度

室内熱交温度1
室内熱交温度2

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

室内熱交温度3
5速

項目
室内機 室外機

データ

要求周波数
室内ファン速度

アンサー周波数
室内EEV開度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

室内運転時間
項目

室内機 室外機
データ

外気温度
吹出

室外熱交温度1
室外熱交温度2

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

コンプ回転数
項目

室内機 室外機
データ

低圧圧力
高圧圧力

吐出管温度
ドーム下温度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

電流
項目

室内機 室外機
データ

SH
SH制御

TDSH
保護制御

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

㉒異常時運転データ表示 #6 ㉓異常時運転データ表示 #7 ㉔異常時運転データ消去

異常時運転データが消去されます。

室外ファン速度
項目

室内機 室外機
データ

デフロスト
63H1

コンプ運転時間
室外EEV1開度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

5速 室外EEV2開度
項目

室内機 室外機
データ

異常時運転データ表示

戻る

異常コード

前ページ

異常時運転データ消去

戻る

はい

操作を選択してください。

定期点検リセット

戻る

はい

設定を選択してください。

定期点検をリセットしますか？

戻る

室内機アドレス消去

CPUリセット

初期化設定

タッチパネル調整

特殊操作

操作を選択してください。

確定やり直しキャンセル

室内機No. 容量

室内機容量表示

㉚タッチパネル調整

戻る

調整開始

タッチパネル調整

調整開始をタッチしてください。

右下の「＋」をタッチしてください。 左上の「＋」をタッチしてください。

「＋」をタッチして位置を確認してください。

戻る

室内設定を保存

室内設定自動保存

保存データの転送

室内設定保存

操作を選択してください。

室内機選択

次ページ 戻る

室内機No.を選択してください。

㉗室内設定自動保存

毎日の自動保存時刻を設定します。
設定なし を選択すると、自動保
存は行いません。

戻る設定なし

セット

▲▼で時間を選択し、セットを押してください。

室内設定自動保存
設定時刻に室内設定を自動保存します。

次ページ 戻る
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10．サービス・メンテナンス方法（つづき）

⑩運転データ画面 #4 ⑪運転データ画面 #5 ⑫運転データ画面 #6

10．サービス・メンテナンス方法（つづき）

10．サービス・メンテナンス方法（つづき） 10．サービス・メンテナンス方法（つづき）

㉛タッチパネル調整画面＃1 タッチパネル調整画面＃2 タッチパネル調整画面＃3

表示とタッチ位置が一致しない場合に調整します。
画面の指示にそって、［＋］マーク中心をタッチしてください。
確定 で終了します。

㉕定期点検リセット

定期点検リセット操作により、時
間カウントがリセットされます。

㉖室内設定保存

室内設定を保存   リモコンに接続され
ている室内ユニットすべての設定をリモ
コンに保存します。
室内設定自動保存 毎日の自動保存
時刻を設定します。
保存データの転送  リモコンに保存し
た室内設定データを室内ユニットに転
送します。

お知らせ
室内ユニット基板を交換したが ､ 
設定内容が判らなくなったことは
ありませんか？
リモコンに室内ユニット設定を保
存しておくと､［保存データの転
送］により、保存されたデータが
室内ユニットに書込まれます。

⑳異常時運転データ表示 #4 ㉑異常時運転データ表示 #5⑲異常時運転データ表示 #3

異常発生直前の運転データが表示されます。

㉘保存データの転送

転送する室内ユニットを選択する
と、確認画面が表示されますので、
データ転送を行ってください。

室内機アドレス消去 マルチ室内ユ
ニットの記憶が消去されます。
CPU リセット   接続されている、室
内ユニット・室外ユニットのマイコンが
リセット（停電復帰状態）されます。
初期化設定   接続されている ､リモコ

ン・室内ユニットの設定が初期値（出
荷状態）になります。
タッチパネル調整   表示とタッチ位置
が一致しない場合に調整します。

㉙特殊操作

30

選択した画面に移ります。

室内機容量表示

リモコンに接続されている室内ユ
ニットの容量を表示します。
7 台以上接続の場合は、 次ページ
以降に表示がでます。
室内ユニット―室外ユニットの組
合せによっては表示できない場合
があります。

27

28

室内機
項目 データ 表示
室外熱交温度2
コンプ回転数
高圧圧力
低圧圧力
吐出管温度

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
ドーム下温度
電流
SH制御
SH
TDSH

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

室内機
項目 データ 表示
保護制御
室外ファン速度 5速
63H1
デフロスト
コンプ運転時間

室外機

全更新

次ページ選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

⑬運転データ画面 #7 ⑭運転データ個別表示画面

選択した６つの項目を自動更新して
表示します。

運転モード 冷房
設定温度
吸込温度
リモコン温度
室内熱交温度1
室内熱交温度2

戻る

運転データ

室内機
項目 データ 表示
室外EEV1開度
室外EEV2開度

室外機

全更新

選択表示 戻る

運転データ

表示項目を6つ選択してください。

前ページ

⑮点検表示

16

17

24

25

戻る

異常履歴表示

異常時運転データ表示

異常時運転データ消去

定期点検リセット

点検表示

操作を選択してください。

⑰異常時運転データ表示 #1

異常発生直前の運転データが表示されます。

⑱異常時運転データ表示 #2⑯異常履歴表示（例）

異常発生日時・室内アドレス・異
常コードを表示します。
消去 ボタンをタッチすると、異常履
歴を消去します。

時刻 室内機 異常コード

戻る

消去
異常履歴表示

運転モード 冷房
項目

室内機 室外機
データ

吸込温度
設定温度

室内熱交温度1
室内熱交温度2

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

室内熱交温度3
5速

項目
室内機 室外機

データ

要求周波数
室内ファン速度

アンサー周波数
室内EEV開度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

室内運転時間
項目

室内機 室外機
データ

外気温度
吹出

室外熱交温度1
室外熱交温度2

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

コンプ回転数
項目

室内機 室外機
データ

低圧圧力
高圧圧力

吐出管温度
ドーム下温度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

電流
項目

室内機 室外機
データ

SH
SH制御

TDSH
保護制御

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

㉒異常時運転データ表示 #6 ㉓異常時運転データ表示 #7 ㉔異常時運転データ消去

異常時運転データが消去されます。

室外ファン速度
項目

室内機 室外機
データ

デフロスト
63H1

コンプ運転時間
室外EEV1開度

異常時運転データ表示

戻る次ページ

異常コード

前ページ

5速 室外EEV2開度
項目

室内機 室外機
データ

異常時運転データ表示

戻る

異常コード

前ページ

異常時運転データ消去

戻る

はい

操作を選択してください。

定期点検リセット

戻る

はい

設定を選択してください。

定期点検をリセットしますか？

戻る

室内機アドレス消去

CPUリセット

初期化設定

タッチパネル調整

特殊操作

操作を選択してください。

確定やり直しキャンセル

室内機No. 容量

室内機容量表示

㉚タッチパネル調整

戻る

調整開始

タッチパネル調整

調整開始をタッチしてください。

右下の「＋」をタッチしてください。 左上の「＋」をタッチしてください。

「＋」をタッチして位置を確認してください。

戻る

室内設定を保存

室内設定自動保存

保存データの転送

室内設定保存

操作を選択してください。

室内機選択

次ページ 戻る

室内機No.を選択してください。

㉗室内設定自動保存

毎日の自動保存時刻を設定します。
設定なし を選択すると、自動保
存は行いません。

戻る設定なし

セット

▲▼で時間を選択し、セットを押してください。

室内設定自動保存
設定時刻に室内設定を自動保存します。

次ページ 戻る
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リモコンコードを延長する場合の注意  最大総延長６００ｍ 

● リモコンコードは 0.3mm2×2 心です。 

延長距離が 100m を超える場合は、下記サイズに変更してください。 

ただし、リモコンケース内を通る配線は最大0.5mm2以下とし、リモコン外部の近傍で

配線接続により、サイズ変更してください。配線接続する際は、水分等が浸入しない

 

100～200m 以内・・・・・・0.5mm2×2 心 

    300m 以内・・・・・・0.75mm2×2 心 

    400m 以内･･････1.25mm2×2 心 

    600m 以内･･････2.0mm2×2 心 

 

電源投入時の表示 

電源投入時、リモコンとエアコンの通信が確定する間、リモコンには、下記表示がでます。 

  親リモコンの場合：「内機確認中 親」 

 子リモコンの場合：「内機確認中 子」 

室内ユニット１台（または１グループ）に、１個のリモコンを接続する場合は、必ず親リモコン
（出荷時設定）としてください。子リモコンにすると、通信ができません。
上記表示と同時に、最初の２秒間、記号又は数字が点灯いたします。 

これらはリモコンのソフトウェアの管理番号を表示させているものであり、異常コードの表

示ではありません。 

温度範囲設定

工場出荷時、設定温度範囲は、運転モードによって異なり、下記の様になっています。 

暖房時 ： 18～28℃（中温パッケージエアコンの場合10～30℃） 

暖房以外（冷房、送風、除湿、自動） ： 20～30℃（中温パッケージエアコンの場合10～30℃） 

●リモコンから、設定温度の上限および下限を設定することができます。 

上限値設定…暖房運転時に有効。20～30℃の範囲で設定可能です。 

下限値設定…暖房以外（自動、冷房、送風、除湿）時に有効。18～26℃（中温パッケージエアコンの

場合10～18℃）の範囲で設定可能です。 

本機能により、上限および下限を設定した場合、下記制御となります。 

１．機能設定モードのリモコン機能の⑫温度範囲設定が「表示変更有り」の時（出荷時設定）、 

【上限値を設定すると】 

  ① 暖房時、リモコンから上限値より高い温度が設定された場合： 

 ３０分間設定温度で運転し、その後自動的に上限値温度を送信します。 

リモコン表示もそれに付随します。 

  ② 暖房時、上限値以下の温度が設定された場合：  

 設定温度を送信します。 

【下限値を設定すると】 

  ① 暖房以外の運転モードの時、リモコンから下限値より低い温度が設定された場合： 

 ３０分間設定温度で運転し、その後自動的に下限値温度を送信します。 

リモコン表示もそれに付随します。 

  ② 暖房以外の運転モードの時、下限値以上の温度が設定された場合：   

 設定温度を送信します。 

２．機能設定モードの「リモコン機能」⑫温度範囲設定が「表示変更無し」の時 

【上限値を設定すると】 

  ① 暖房時、リモコンから上限値より高い温度が設定された場合： 

 上限値を送信します。ただし、リモコン表示はそれに付随せず、設定した温度のままです。 

  ② 暖房時、上限値以下の温度が設定された場合：  

 設定温度を送信します。 

【下限値を設定すると】 

  ① 暖房以外の運転モードの時、リモコンから下限値より低い温度が設定された場合： 

 下限値を送信します。ただし、リモコン表示はそれに付随せず、設定した温度のままです。 

  ② 暖房以外の運転モードの時、下限値以上の温度が設定された場合：   

設定温度を送信します 

 

●上限値，下限値の設定方法 

１．エアコンを停止させて、セットと運転切換ボタンを同時に３秒以上押します。 

  表示が「機能設定▼」となります。 

２．▼ボタンを一度押し、「温度範囲▲」表示に切換えます。 

３．セットボタンを押して、温度範囲設定モードに入ります。 

４．▲ ▼ ボタンにより、「上限設定▼」または「下限設定▲」を選びます。 

５．セットボタンを押して確定します。 

６．「上限設定▼」を選んだ場合（暖房時に有効となります。） 

①表示：「∨∧で設定」→「上限 28℃∨∧」 

②温度設定∨ ∧ボタンにより、上限値を選びます。表示例：「上限 26℃∨∧」（点滅） 

③セットボタンを押して確定します。表示例：「上限 26℃」（２秒間点灯） 

確定した上限値を２秒間点灯後、表示は「上限設定▼」に戻ります。 

７．「下限設定▲」を選んだ場合（冷房、除湿、送風時に有効となります。） 

①表示：「∨∧で設定」→「下限 20℃∨∧」 

②温度設定∨ ∧ボタンにより、下限値を選びます。表示例：「下限 24℃∨∧」（点滅） 

③セットボタンを押して確定します。表示例：「下限 24℃」（２秒間点灯） 

確定した下限値を２秒間点灯後、表示は「下限設定▼」に戻ります。 

８．運転／停止ボタンを押して、終了します。 
 

・設定の途中で、運転／停止ボタン

を押しても終了します。ただし、設

定が完了していない内容は無効と

なりますのでご注意ください。 

・設定の途中で、リセットボタンを押

すと、一回前の設定画面に戻りま

す。 

ＰＪＡ０１２Ｄ７２９

複数リモコン使用時の親子設定 

室内ユニット１台（または１ｸﾞﾙｰﾌﾟ）に対して最大２個までのリモコンを接続できます。 

 

リモコン線(無極性)

○Ｘ ○Ｙ  
リモコン 

ＳＷ１「親」 

室内ユニット  
 

○Ｘ ○Ｙ  

○Ｘ ○Ｙ  
リモコン 

ＳＷ１「子」

スイッチ 設定 機能内容 

親 親リモコン 
ＳＷ１ 

子 子リモコン 

 

 
子リモコンの切換スイッチ SW１を「子」に設定してください。工場出荷時は「親」設定です。 

（注）リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。 

  親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。 

  リモコンの親子設定をした場合、後操作優先で運転されます。 

様な処置を行ってください。また、配線の接続は、接触不良のない様確実に行ってください。 

リモコンと室内ユニットの通信ができない状態が30分程度続くと、下記表示がでます。
室内ユニットおよび室外ユニットの配線および、リモコンの親子設定等をご確認願います。

3・5・6-③
7-③

8

2・4

6-②
7-②

1

室内ユニットの据付説明書と共にお読みください。

付属品 リモコン本体、 木ねじ（φ3.5×16）2本 

客先手配品 リモコンコード（2心） 

  [埋込取付の場合] JISボックス、M4ねじ（2本） 

  [露出取付の場合] コードクランプ（適時） 

●リモコンを下記場所に設置しない。 
リモコンの故障や変形の原因になることがあります。

（１）直射日光の当たる場所          （４）取付面が発熱・結露する場所 
（２）発熱器具の近く               （５）油の飛沫や蒸気が直接触れる場所 
（３）湿気の多い所・水の掛る所        （６）取付面に凹凸がある所 

● リモコンの上ケースを取外したまま放置しない。 

上ケースを取外した場合は、内蔵の基板にゴミや水分等が付着しないように、 

梱包箱或いは梱包袋に入れて保護してください。 

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が
伝わらないように固定する。 
接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●元電源を切った後に電気工事をする。

感電、故障や動作不良の原因になります。 ！ 

！ 

ねじ

取付要領 
① リモコンの蓋を開け、スイッチ下部のねじを必ず外してください。 

② リモコンの上ケースを外してください。 
リモコン上部の凹部にマイナスドライバ等を差込んで軽くねじると、  
容易にはずれます。 

[埋込取付の場合] 
③ JISボックスとリモコンコードをあらかじめ埋込んでおきます。 

[使用可能な JISボックス] 

JIS　C　8340 1個用スイッチボックス 

2個用スイッチボックス 

④ M4ねじ 2本（推奨長さ 12～16mm）を用意して、下ケースを JISボックスに 

取付けてください。 

1 個用スイッチボックスの場合    2個用スイッチボックスの場合 

⑤ リモコンコードを端子台に接続してください。 

リモコンの端子（X，Y）と室内ユニットの端子（X，Y）とを 

接続してください。（X，Yの極性はありません。） 

⑥ リモコンコードが噛みこまないように、上ケースを元通り取付け、 

外したねじで固定してください。 

 

[露出取付の場合] 

③ リモコンコードの取出方向は、上部左上または、中央から可能です。 

薄肉部

リモコン下ケースの上方の薄肉部をニッパー・ナイフ等で切り取った後、 

ヤスリ等でバリを取ってください。 

④ リモコンの下ケースを付属の木ねじ２本（付属）で 

平らな壁に取付けます。 

 

 ⑤  リモコンコードを端子台に接続して
    ください。 

リモコンの端子（X，Y）と室内ユニット
の端子（X，Y）とを接続してください。 
（X，Yの極性はありません。） 

取出し方向によって、配線経路は 

右図の通りとなります。 

リモコン内部のリモコンコードは、0.3mm2（推奨）～最大 0.5mm2 以下としてくだ

さい。また、リモコンケース内を通る部分はシース部を皮むきしてください。 

各配線の皮むき長さは、下記の通りです。 

左上取出の場合　　　　中央取出の場合

X配線：215mm 

Y 配線：195mm 

X 配線：170mm 

Y 配線：190mm 

⑥ リモコンコードが噛みこまないように、上ケースを元通り取付け、外したねじ

で固定してください。 

⑦ 露出取付の場合は、リモコンコードがたるまないようにコードクランプ等で壁

面に固定します。 

 

左上取出の場合 　　　　中央取出の場合 

⑤

①

②

③

シース部
　皮むき長さ
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リモコンコードを延長する場合の注意  最大総延長６００ｍ 

● リモコンコードは 0.3mm2×2 心です。 

延長距離が 100m を超える場合は、下記サイズに変更してください。 

ただし、リモコンケース内を通る配線は最大0.5mm2以下とし、リモコン外部の近傍で

配線接続により、サイズ変更してください。配線接続する際は、水分等が浸入しない

 

100～200m 以内・・・・・・0.5mm2×2 心 

    300m 以内・・・・・・0.75mm2×2 心 

    400m 以内･･････1.25mm2×2 心 

    600m 以内･･････2.0mm2×2 心 

 

電源投入時の表示 

電源投入時、リモコンとエアコンの通信が確定する間、リモコンには、下記表示がでます。 

  親リモコンの場合：「内機確認中 親」 

 子リモコンの場合：「内機確認中 子」 

室内ユニット１台（または１グループ）に、１個のリモコンを接続する場合は、必ず親リモコン
（出荷時設定）としてください。子リモコンにすると、通信ができません。
上記表示と同時に、最初の２秒間、記号又は数字が点灯いたします。 

これらはリモコンのソフトウェアの管理番号を表示させているものであり、異常コードの表

示ではありません。 

温度範囲設定

工場出荷時、設定温度範囲は、運転モードによって異なり、下記の様になっています。 

暖房時 ： 18～28℃（中温パッケージエアコンの場合10～30℃） 

暖房以外（冷房、送風、除湿、自動） ： 20～30℃（中温パッケージエアコンの場合10～30℃） 

●リモコンから、設定温度の上限および下限を設定することができます。 

上限値設定…暖房運転時に有効。20～30℃の範囲で設定可能です。 

下限値設定…暖房以外（自動、冷房、送風、除湿）時に有効。18～26℃（中温パッケージエアコンの

場合10～18℃）の範囲で設定可能です。 

本機能により、上限および下限を設定した場合、下記制御となります。 

１．機能設定モードのリモコン機能の⑫温度範囲設定が「表示変更有り」の時（出荷時設定）、 

【上限値を設定すると】 

  ① 暖房時、リモコンから上限値より高い温度が設定された場合： 

 ３０分間設定温度で運転し、その後自動的に上限値温度を送信します。 

リモコン表示もそれに付随します。 

  ② 暖房時、上限値以下の温度が設定された場合：  

 設定温度を送信します。 

【下限値を設定すると】 

  ① 暖房以外の運転モードの時、リモコンから下限値より低い温度が設定された場合： 

 ３０分間設定温度で運転し、その後自動的に下限値温度を送信します。 

リモコン表示もそれに付随します。 

  ② 暖房以外の運転モードの時、下限値以上の温度が設定された場合：   

 設定温度を送信します。 

２．機能設定モードの「リモコン機能」⑫温度範囲設定が「表示変更無し」の時 

【上限値を設定すると】 

  ① 暖房時、リモコンから上限値より高い温度が設定された場合： 

 上限値を送信します。ただし、リモコン表示はそれに付随せず、設定した温度のままです。 

  ② 暖房時、上限値以下の温度が設定された場合：  

 設定温度を送信します。 

【下限値を設定すると】 

  ① 暖房以外の運転モードの時、リモコンから下限値より低い温度が設定された場合： 

 下限値を送信します。ただし、リモコン表示はそれに付随せず、設定した温度のままです。 

  ② 暖房以外の運転モードの時、下限値以上の温度が設定された場合：   

設定温度を送信します 

 

●上限値，下限値の設定方法 

１．エアコンを停止させて、セットと運転切換ボタンを同時に３秒以上押します。 

  表示が「機能設定▼」となります。 

２．▼ボタンを一度押し、「温度範囲▲」表示に切換えます。 

３．セットボタンを押して、温度範囲設定モードに入ります。 

４．▲ ▼ ボタンにより、「上限設定▼」または「下限設定▲」を選びます。 

５．セットボタンを押して確定します。 

６．「上限設定▼」を選んだ場合（暖房時に有効となります。） 

①表示：「∨∧で設定」→「上限 28℃∨∧」 

②温度設定∨ ∧ボタンにより、上限値を選びます。表示例：「上限 26℃∨∧」（点滅） 

③セットボタンを押して確定します。表示例：「上限 26℃」（２秒間点灯） 

確定した上限値を２秒間点灯後、表示は「上限設定▼」に戻ります。 

７．「下限設定▲」を選んだ場合（冷房、除湿、送風時に有効となります。） 

①表示：「∨∧で設定」→「下限 20℃∨∧」 

②温度設定∨ ∧ボタンにより、下限値を選びます。表示例：「下限 24℃∨∧」（点滅） 

③セットボタンを押して確定します。表示例：「下限 24℃」（２秒間点灯） 

確定した下限値を２秒間点灯後、表示は「下限設定▼」に戻ります。 

８．運転／停止ボタンを押して、終了します。 
 

・設定の途中で、運転／停止ボタン

を押しても終了します。ただし、設

定が完了していない内容は無効と

なりますのでご注意ください。 

・設定の途中で、リセットボタンを押

すと、一回前の設定画面に戻りま

す。 

ＰＪＡ０１２Ｄ７２９

複数リモコン使用時の親子設定 

室内ユニット１台（または１ｸﾞﾙｰﾌﾟ）に対して最大２個までのリモコンを接続できます。 

 

リモコン線(無極性)

○Ｘ ○Ｙ  
リモコン 

ＳＷ１「親」 

室内ユニット  
 

○Ｘ ○Ｙ  

○Ｘ ○Ｙ  
リモコン 

ＳＷ１「子」

スイッチ 設定 機能内容 

親 親リモコン 
ＳＷ１ 

子 子リモコン 

 

 
子リモコンの切換スイッチ SW１を「子」に設定してください。工場出荷時は「親」設定です。 

（注）リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。 

  親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。 

  リモコンの親子設定をした場合、後操作優先で運転されます。 

様な処置を行ってください。また、配線の接続は、接触不良のない様確実に行ってください。 

リモコンと室内ユニットの通信ができない状態が30分程度続くと、下記表示がでます。
室内ユニットおよび室外ユニットの配線および、リモコンの親子設定等をご確認願います。

3・5・6-③
7-③

8

2・4

6-②
7-②

1

室内ユニットの据付説明書と共にお読みください。

付属品 リモコン本体、 木ねじ（φ3.5×16）2本 

客先手配品 リモコンコード（2心） 

  [埋込取付の場合] JISボックス、M4ねじ（2本） 

  [露出取付の場合] コードクランプ（適時） 

●リモコンを下記場所に設置しない。 
リモコンの故障や変形の原因になることがあります。

（１）直射日光の当たる場所          （４）取付面が発熱・結露する場所 
（２）発熱器具の近く               （５）油の飛沫や蒸気が直接触れる場所 
（３）湿気の多い所・水の掛る所        （６）取付面に凹凸がある所 

● リモコンの上ケースを取外したまま放置しない。 

上ケースを取外した場合は、内蔵の基板にゴミや水分等が付着しないように、 

梱包箱或いは梱包袋に入れて保護してください。 

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が
伝わらないように固定する。 
接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●元電源を切った後に電気工事をする。

感電、故障や動作不良の原因になります。 ！ 

！ 

ねじ

取付要領 
① リモコンの蓋を開け、スイッチ下部のねじを必ず外してください。 

② リモコンの上ケースを外してください。 
リモコン上部の凹部にマイナスドライバ等を差込んで軽くねじると、  
容易にはずれます。 

[埋込取付の場合] 
③ JISボックスとリモコンコードをあらかじめ埋込んでおきます。 

[使用可能な JISボックス] 

JIS　C　8340 1個用スイッチボックス 

2個用スイッチボックス 

④ M4ねじ 2本（推奨長さ 12～16mm）を用意して、下ケースを JISボックスに 

取付けてください。 

1 個用スイッチボックスの場合    2個用スイッチボックスの場合 

⑤ リモコンコードを端子台に接続してください。 

リモコンの端子（X，Y）と室内ユニットの端子（X，Y）とを 

接続してください。（X，Yの極性はありません。） 

⑥ リモコンコードが噛みこまないように、上ケースを元通り取付け、 

外したねじで固定してください。 

 

[露出取付の場合] 

③ リモコンコードの取出方向は、上部左上または、中央から可能です。 

薄肉部

リモコン下ケースの上方の薄肉部をニッパー・ナイフ等で切り取った後、 

ヤスリ等でバリを取ってください。 

④ リモコンの下ケースを付属の木ねじ２本（付属）で 

平らな壁に取付けます。 

 

 ⑤  リモコンコードを端子台に接続して
    ください。 

リモコンの端子（X，Y）と室内ユニット
の端子（X，Y）とを接続してください。 
（X，Yの極性はありません。） 

取出し方向によって、配線経路は 

右図の通りとなります。 

リモコン内部のリモコンコードは、0.3mm2（推奨）～最大 0.5mm2 以下としてくだ

さい。また、リモコンケース内を通る部分はシース部を皮むきしてください。 

各配線の皮むき長さは、下記の通りです。 

左上取出の場合　　　　中央取出の場合

X配線：215mm 

Y 配線：195mm 

X 配線：170mm 

Y 配線：190mm 

⑥ リモコンコードが噛みこまないように、上ケースを元通り取付け、外したねじ

で固定してください。 

⑦ 露出取付の場合は、リモコンコードがたるまないようにコードクランプ等で壁

面に固定します。 

 

左上取出の場合 　　　　中央取出の場合 

⑤

①

②

③

シース部
　皮むき長さ
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リモコンコードを延長する場合の注意  最大総延長６００ｍ 

● リモコンコードは 0.3mm2×2 心です。 

延長距離が 100m を超える場合は、下記サイズに変更してください。 

ただし、リモコンケース内を通る配線は最大0.5mm2以下とし、リモコン外部の近傍で

配線接続により、サイズ変更してください。配線接続する際は、水分等が浸入しない

 

100～200m 以内・・・・・・0.5mm2×2 心 

    300m 以内・・・・・・0.75mm2×2 心 

    400m 以内･･････1.25mm2×2 心 

    600m 以内･･････2.0mm2×2 心 

 

電源投入時の表示 

電源投入時、リモコンとエアコンの通信が確定する間、リモコンには、下記表示がでます。 

  親リモコンの場合：「内機確認中 親」 

 子リモコンの場合：「内機確認中 子」 

室内ユニット１台（または１グループ）に、１個のリモコンを接続する場合は、必ず親リモコン
（出荷時設定）としてください。子リモコンにすると、通信ができません。
上記表示と同時に、最初の２秒間、記号又は数字が点灯いたします。 

これらはリモコンのソフトウェアの管理番号を表示させているものであり、異常コードの表

示ではありません。 

温度範囲設定

工場出荷時、設定温度範囲は、運転モードによって異なり、下記の様になっています。 

暖房時 ： 18～28℃（中温パッケージエアコンの場合10～30℃） 

暖房以外（冷房、送風、除湿、自動） ： 20～30℃（中温パッケージエアコンの場合10～30℃） 

●リモコンから、設定温度の上限および下限を設定することができます。 

上限値設定…暖房運転時に有効。20～30℃の範囲で設定可能です。 

下限値設定…暖房以外（自動、冷房、送風、除湿）時に有効。18～26℃（中温パッケージエアコンの

場合10～18℃）の範囲で設定可能です。 

本機能により、上限および下限を設定した場合、下記制御となります。 

１．機能設定モードのリモコン機能の⑫温度範囲設定が「表示変更有り」の時（出荷時設定）、 

【上限値を設定すると】 

  ① 暖房時、リモコンから上限値より高い温度が設定された場合： 

 ３０分間設定温度で運転し、その後自動的に上限値温度を送信します。 

リモコン表示もそれに付随します。 

  ② 暖房時、上限値以下の温度が設定された場合：  

 設定温度を送信します。 

【下限値を設定すると】 

  ① 暖房以外の運転モードの時、リモコンから下限値より低い温度が設定された場合： 

 ３０分間設定温度で運転し、その後自動的に下限値温度を送信します。 

リモコン表示もそれに付随します。 

  ② 暖房以外の運転モードの時、下限値以上の温度が設定された場合：   

 設定温度を送信します。 

２．機能設定モードの「リモコン機能」⑫温度範囲設定が「表示変更無し」の時 

【上限値を設定すると】 

  ① 暖房時、リモコンから上限値より高い温度が設定された場合： 

 上限値を送信します。ただし、リモコン表示はそれに付随せず、設定した温度のままです。 

  ② 暖房時、上限値以下の温度が設定された場合：  

 設定温度を送信します。 

【下限値を設定すると】 

  ① 暖房以外の運転モードの時、リモコンから下限値より低い温度が設定された場合： 

 下限値を送信します。ただし、リモコン表示はそれに付随せず、設定した温度のままです。 

  ② 暖房以外の運転モードの時、下限値以上の温度が設定された場合：   

設定温度を送信します 

 

●上限値，下限値の設定方法 

１．エアコンを停止させて、セットと運転切換ボタンを同時に３秒以上押します。 

  表示が「機能設定▼」となります。 

２．▼ボタンを一度押し、「温度範囲▲」表示に切換えます。 

３．セットボタンを押して、温度範囲設定モードに入ります。 

４．▲ ▼ ボタンにより、「上限設定▼」または「下限設定▲」を選びます。 

５．セットボタンを押して確定します。 

６．「上限設定▼」を選んだ場合（暖房時に有効となります。） 

①表示：「∨∧で設定」→「上限 28℃∨∧」 

②温度設定∨ ∧ボタンにより、上限値を選びます。表示例：「上限 26℃∨∧」（点滅） 

③セットボタンを押して確定します。表示例：「上限 26℃」（２秒間点灯） 

確定した上限値を２秒間点灯後、表示は「上限設定▼」に戻ります。 

７．「下限設定▲」を選んだ場合（冷房、除湿、送風時に有効となります。） 

①表示：「∨∧で設定」→「下限 20℃∨∧」 

②温度設定∨ ∧ボタンにより、下限値を選びます。表示例：「下限 24℃∨∧」（点滅） 

③セットボタンを押して確定します。表示例：「下限 24℃」（２秒間点灯） 

確定した下限値を２秒間点灯後、表示は「下限設定▼」に戻ります。 

８．運転／停止ボタンを押して、終了します。 
 

・設定の途中で、運転／停止ボタン

を押しても終了します。ただし、設

定が完了していない内容は無効と

なりますのでご注意ください。 

・設定の途中で、リセットボタンを押

すと、一回前の設定画面に戻りま

す。 

ＰＪＡ０１２Ｄ７２９

複数リモコン使用時の親子設定 

室内ユニット１台（または１ｸﾞﾙｰﾌﾟ）に対して最大２個までのリモコンを接続できます。 

 

リモコン線(無極性)

○Ｘ ○Ｙ  
リモコン 

ＳＷ１「親」 

室内ユニット  
 

○Ｘ ○Ｙ  

○Ｘ ○Ｙ  
リモコン 

ＳＷ１「子」

スイッチ 設定 機能内容 

親 親リモコン 
ＳＷ１ 

子 子リモコン 

 

 
子リモコンの切換スイッチ SW１を「子」に設定してください。工場出荷時は「親」設定です。 

（注）リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。 

  親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。 

  リモコンの親子設定をした場合、後操作優先で運転されます。 

様な処置を行ってください。また、配線の接続は、接触不良のない様確実に行ってください。 

リモコンと室内ユニットの通信ができない状態が30分程度続くと、下記表示がでます。
室内ユニットおよび室外ユニットの配線および、リモコンの親子設定等をご確認願います。

3・5・6-③
7-③

8

2・4

6-②
7-②

1

室内ユニットの据付説明書と共にお読みください。

付属品 リモコン本体、 木ねじ（φ3.5×16）2本 

客先手配品 リモコンコード（2心） 

  [埋込取付の場合] JISボックス、M4ねじ（2本） 

  [露出取付の場合] コードクランプ（適時） 

●リモコンを下記場所に設置しない。 
リモコンの故障や変形の原因になることがあります。

（１）直射日光の当たる場所          （４）取付面が発熱・結露する場所 
（２）発熱器具の近く               （５）油の飛沫や蒸気が直接触れる場所 
（３）湿気の多い所・水の掛る所        （６）取付面に凹凸がある所 

● リモコンの上ケースを取外したまま放置しない。 

上ケースを取外した場合は、内蔵の基板にゴミや水分等が付着しないように、 

梱包箱或いは梱包袋に入れて保護してください。 

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が
伝わらないように固定する。 
接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●元電源を切った後に電気工事をする。

感電、故障や動作不良の原因になります。 ！ 

！ 

ねじ

取付要領 
① リモコンの蓋を開け、スイッチ下部のねじを必ず外してください。 

② リモコンの上ケースを外してください。 
リモコン上部の凹部にマイナスドライバ等を差込んで軽くねじると、  
容易にはずれます。 

[埋込取付の場合] 
③ JISボックスとリモコンコードをあらかじめ埋込んでおきます。 

[使用可能な JISボックス] 

JIS　C　8340 1個用スイッチボックス 

2個用スイッチボックス 

④ M4ねじ 2本（推奨長さ 12～16mm）を用意して、下ケースを JISボックスに 

取付けてください。 

1 個用スイッチボックスの場合    2個用スイッチボックスの場合 

⑤ リモコンコードを端子台に接続してください。 

リモコンの端子（X，Y）と室内ユニットの端子（X，Y）とを 

接続してください。（X，Yの極性はありません。） 

⑥ リモコンコードが噛みこまないように、上ケースを元通り取付け、 

外したねじで固定してください。 

 

[露出取付の場合] 

③ リモコンコードの取出方向は、上部左上または、中央から可能です。 

薄肉部

リモコン下ケースの上方の薄肉部をニッパー・ナイフ等で切り取った後、 

ヤスリ等でバリを取ってください。 

④ リモコンの下ケースを付属の木ねじ２本（付属）で 

平らな壁に取付けます。 

 

 ⑤  リモコンコードを端子台に接続して
    ください。 

リモコンの端子（X，Y）と室内ユニット
の端子（X，Y）とを接続してください。 
（X，Yの極性はありません。） 

取出し方向によって、配線経路は 

右図の通りとなります。 

リモコン内部のリモコンコードは、0.3mm2（推奨）～最大 0.5mm2 以下としてくだ

さい。また、リモコンケース内を通る部分はシース部を皮むきしてください。 

各配線の皮むき長さは、下記の通りです。 

左上取出の場合　　　　中央取出の場合

X配線：215mm 

Y 配線：195mm 

X 配線：170mm 

Y 配線：190mm 

⑥ リモコンコードが噛みこまないように、上ケースを元通り取付け、外したねじ

で固定してください。 

⑦ 露出取付の場合は、リモコンコードがたるまないようにコードクランプ等で壁

面に固定します。 

 

左上取出の場合 　　　　中央取出の場合 

⑤

①

②

③

シース部
　皮むき長さ
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確認ください。

機能設定

●リモコンと室内ユニットの各機能は、リモコンと室内ユニットを接続した際に、標準的な使い方である初期設定に自動的に
および室外ユニットにより異なり、下記の通り自動判別されます。トッニユ内室るれさ続接、は定設期初の印」※「：１注。んせまりいは更変の定設、は合場るすを方い使な的準標。すまれさ定設　　

機能番号 項目 初期設定 機種
ﾘﾓｺﾝ機能02 自動運転設定 自動運転有効 「自動」モード選択可能な機種

自動運転無効 「自動」モードの無い機種
ﾘﾓｺﾝ機能06 風量切換 風量切換有効 室内ファン風量切換えが2速又は3速の機種

風量切換無効 室内ファン風量切換えが１速のみの機種
ﾘﾓｺﾝ機能07 風向切換 風向切換有効 オートスイングルーバ搭載機種

風向切換無効 その他
ﾘﾓｺﾝ機能13 室内ファン 3速HI-ME-LO

2速HI-LO
2速HI-ME
1速 室内ファン風量切換えが１速のみの機種

ﾘﾓｺﾝ機能14 ﾙｰﾊﾞ制御設定 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 床置FDF以外のｵｰﾄｽｲﾝｸﾞﾙｰﾊﾞ搭載機種
室内機能04 ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 床置FDF[機能設定のながれ]
ﾘﾓｺﾝ機能15 冷専／ヒーポン ヒーポン ヒーポン機

冷専 冷専機

室内機能17 外機制御 圧力制御標準 給気処理室内機以外
圧力制御切換 給気処理室内機

　
（注3）
室内ユニット複数台接続時のみ
室内ユニット №選択

機能 　 機能
01 ｸﾞﾘﾙ昇降設定 　 内000 02 高天井設定 設定

昇降無効 ○ 内001 標準
有効50Hz 50Hz地区で使用の場合 内002 高天井１
有効60Hz 60Hz地区で使用の場合 内003 高天井２

02 自動運転設定 内004 03 ﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝ設定
自動運転有効 ※ 表示なし
自動運転無効 ※ 自動運転不可 設定１ 180時間でﾌｨﾙﾀｻｲﾝを表示します。

03 温度設定 設定２ 600時間でﾌｨﾙﾀｻｲﾝを表示します。
温度設定有効 ○ 設定３ 1000時間でﾌｨﾙﾀｻｲﾝを表示します。

。すまし止停制強らたし過経間時42、後のそ、し示表をﾝｲｻﾀﾙｨﾌで間時0001４定設止禁作操のンタボ定設度温止禁定設度温
04 運転切換

40○効有換切転運 ﾙｰﾊﾞ制御設定 室内機能「04ﾙｰﾊﾞ制御設定」を変更する場合は、
運転切換禁止 運転切換ボタンの操作禁止 ﾘﾓｺﾝ機能「14ﾙｰﾊﾞ制御設定」も変更してください。

05 運転/停止 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、４位置より選択します。
運転/停止有効 ○ ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。

50止禁作操のンタボ止停／転運止禁止停/転運 外部入力切替
06 風量切換 ﾚﾍﾞﾙ入力 ○

風量切換有効 ※ ﾊﾟﾙｽ入力
60止禁作操のンタボ整調量風※止禁換切量風 運転許可／禁止

07 風向切換 無効 ○
風向切換有効 ※ 有効 運

（マルチ室内ユニットのみ）

転許可／禁止制御を有効にします。
止停急緊70止禁作操のンタボ整調向風※止禁換切向風

08 タイマー 無効 ○
タイマー有効 ○ 有効 マルチ室内ユニットの場合、同一室外ユニットに接続された全室内ユニットを
タイマー禁止 タイマーボタンの操作禁止 緊急停止させる時に使用します。

09 ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ設定 遠方発停端子「CnT－６」から停止信号が入った場合、全室内ユニットが
緊急停止します。ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ無効 ○

ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効 　 室温補正＋3.0℃ 暖房時の設定温度を＋3.0℃補正します。
まし正補℃0.2＋を度温定設の時房暖℃0.2＋正補温室。るす正補度温℃0.3＋つか、効有ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ℃0.3＋ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ す。

80。るす正補度温℃0.2＋つか、効有ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ℃0.2＋ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ 暖房室温補正 室温補正＋1.0℃ 暖房時の設定温度を＋1.0℃補正します。
○しな正補。るす正補度温℃0.1＋つか、効有ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ℃0.1＋ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ

ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、かつ－1.0℃温度補正する。
トッニユ内室℃0.2＋正補込吸。るす正補度温℃0.2－つか、効有ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ℃0.2－ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ
トッニユ内室℃5.1＋正補込吸。るす正補度温℃0.3－つか、効有ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ℃0.3－ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ

10 停電補償設定 09 吸込温度補正 吸込補正＋1.0℃ 室内ユニット

の吸込温度を＋2.0℃補正します。
の吸込温度を＋1.5℃補正します。
の吸込温度を＋1.0℃補正します。

停電補償無効 ○ 補正なし ○
停電補償有効 吸込補正－1.0℃ 室内ユニット

11 換気設定 吸込補正－1.5℃ 室内ユニット
換気なし ○ 吸込補正－2.0℃ 室内ユニット

の吸込温度を－1.0℃補正します。
の吸込温度を－1.5℃補正します。
の吸込温度を－2.0℃補正します。

シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 10 暖房ﾌｧﾝ制御
換気機器を接続すると、室内ユニットの運転に連動し、 弱風 ○ 暖房サーモOFF時、弱風で運転します。
換気機器の運転／停止を行います。 暖房サーモOFF時、設定風量で運転します。

換気連動なし シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 電気集塵機を取付けた場合は「設定風量」に設定してください。
換気機器を接続すると、換気ボタンの操作により、 間欠 暖房サーモOFF時、間欠運転します。
換気機器が単独で運転／停止を行います。 停止　 暖房サーモOFF時、ファンは停止します。

リモコンセンサ有効時は、自動的に「停止」に設定されます。
12 温度範囲設定 本体サーモの時は、設定しないでください。

温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、
制御に追従し変化します。 11 フロスト防止温度 フロスト防止制御を作動させる室内熱交温度の切換。

高　　　度温、ずせ従追に御制、は示表度温定設、合場たし更変を囲範定設度温し無更変示表
○低　　　度温。すまりなとままの度温たし定設

13 室内ファン
３速HI-ME-LO ※ ﾌｧﾝ風量が、急-強-弱の３速またはＰ急-急-強-弱の４速となります。 12 フロスト防止制御 シングル機のみ有効

。すまげ上をプッタンァフ内室、に時御制止防トスロフ○効有御制ﾝｧﾌ。すまりなと速２の弱-急、が量風ﾝｧﾌ※OL-IH速２
効無御制ﾝｧﾌ。すまりなと速２の強-急、が量風ﾝｧﾌ　EM-IH速２

プンポンレド31。すまれさ定固でみの速１が量風ﾝｧﾌ※速１
標準 ○ 冷房・除湿時ドレンポンプON

14 ﾙｰﾊ 湿除・房冷房暖、は合場るす更変を」定設御制ﾞﾊｰﾙ41「能機ﾝｺﾓﾘ定設御制ﾞ
湿除・房冷風送　　房暖。いさだくてし更変てせわ合も」定設御制ﾞﾊｰﾙ40「能機内室
湿除・房冷風送。すまし択選りよ置位４、は置位止停のﾞﾊｰﾙ※止停置位４ﾞﾊｰﾙ

＋暖房時ドレンポンプON
＋暖房＋送風時ドレンポンプON
＋送風時ドレンポンプON

ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。 14

15

冷房ファン運転
15 冷専／ﾋｰﾎﾟﾝ 連動なし ○ 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。

ヒーポン ※ 0.5時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。
冷専 ※ １時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、１時間ﾌｧﾝ残留運転する。

16 外部入力設定 ６時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。
室内基板のCnTに外部入力すると、その室内ユニットが単独で 暖房ファン運転
外部入力に従い運転します。 連動なし ○ 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。

全台同一運転 室内基板のCnTに外部入力すると、同一ﾘﾓｺﾝネットワークの全台が 0.5時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。
外部入力に従い運転します。 ２時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、２時間ﾌｧﾝ残留運転する。

17 室温表示設定 ６時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。
室温表示無し ○ 　 16 暖房ファン間欠
室温表示有り 通常

（親リモコンのみ切換可能）
○しな動連。すまし示表を温室にりわ代の示表量風、ていおに示表転運の

18 暖房準備表示
２０休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは20分OFF5分弱風の間欠運転。

表示有り ○
５休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは5分OFF5分弱風の間欠運転。

表示無し
暖房準備表示を出さない様にします。 17 外機制御

圧力制御標準 ※
圧力制御切換 ※ 給気処理室内機を接続すると、圧力制御切換に自動的に設定されます。

設定風量

室内機能

一台運転 ○

設定

機能設定

換気連動

ﾘﾓｺﾝ機能

表示変更有り ○

機能設定の仕方
１． エアコンを停止させて、セットと運転切換ボタンを同時に長

押しする。

表示が「機能設定 ▼」となります。

２． セットボタンを押す。

３． 設定したい内容が「リモコン機能」か「室内機能」かを確認

する。

４． ▲または▼ボタンを押す。

「リモコン機能▼」または「室内機能▲」を選びます。

５． セットボタンを押す。

６． 【リモコン機能を選んだ場合】

①「データ確認中」（約 2 秒間点滅表示） 

     ↓

 「０１ グリル昇降設定」と、表示が切換わります。

②▲または▼ボタンを押す。

  リモコン機能一覧表の「番号と機能」が順番に

表示されますので、機能を選びます。

③セットボタンを押す。

   選択した機能の、現在の設定が表示されます。

 （例） 「昇降無効 」 ← 「０１ グリル昇降設定」を選

択した場合。

④ ▲または▼ボタンを押す。

設定を選びます。

 

① セットボタンを押す。

「設定完了」が表示され、設定が完了します。

その後、「番号と機能」 の表示に戻りますので、

続けて設定する場合は、同じ要領で設定してください。

終了する場合は、７へお進みください。

【室内機能を選んだ場合】 

①「データ確認中」（データを読み込む間約 2～23 秒点滅）↓

「０２ 高天井設」と、表示が切換わります。  

②へお進みください。 

【注意】 

（1）室内ユニットをリモコンに複数台接続している場合は、

下記表示となります。 

「内 ０００」（点滅） ← 接続されている

室内ユニットの、

最も若い番号を表示。 

( 2) ▲または▼ボタンを押す。 

設定したい室内ユニットの番号を選びます。 

「全台▼」を選択すると、全台同一の設定ができます。 

（3）セットボタンを押す。 

 

②▲または▼ボタンを押す。 

室内機能一覧表の「番号と機能」が順番に表示されます

ので、機能を選びます。 

（例） 

 

 

③セットボタンを押す。 

選択した機能の、現在の設定が表示されます。 

（例） 「標準」 ← 「０２ 高天井設定」を選択した場合。 

 

 

④▲または▼ボタンを押す。 

設定を選びます。 

 

⑤ セットボタンを押す。 

「設定完了」が表示され、設定が完了します。 

その後、「番号と機能」の表示に戻りますので、続けて設

定する場合は、同じ要領で設定してください。 

終了する場合は、７へお進みください。 

 

※ 室内ユニット複数台接続時、エアコン№ ボタンを押すと 

室内ユニット選択表示（例「内 ０００」）に戻りますので、

室内ユニットを換えて設定する場合は、同じ要領で

設定してください。  

 

 

 

 

ラクリーナパネル使用時のご注意

初期設定では、リモコンはグリル昇降無効の設定となっています。ラクリーナパネルをご使用の場合は、
必ずグリル昇降有効の設定をしてください。 
据付地域の電源周波数に合わせ、50Hz 地区または 60Hz 地区のどちらかを選んで設定してください。  
【グリル昇降有効設定のしかた（簡易設定）】 
 １．エアコン停止状態で、セット ボタンと グリル昇降 ボタンを同時に長押ししてください。 
   表示が「昇降無効」となります。 
 ２．▲ または ▼ ボタンにより設定を選択してください。 
   表示：「昇降無効」 ⇔ 「有効 50Hz」 ⇔ 「有効 60Hz」 
 ３．セット ボタンを押す 
   表示が「設定完了」となります。 その後リモコンは停止状態に戻ります。 

各制御の詳細は、技術資料等でご

確定 セット ボタンを押す 

戻る リセット ボタンを押す 

選択 ▲ ▼ ボタンを押す 

終了 運転／停止 ボタンを押す 

(設定の途中でも終了しますが、設定が完 

了していないものは無効になります。) 

「○」  初期設定 

「※」  自動判別 

　

　

室内ユニットを変更して設定する

場合は、エアコン№ ボタンを

押す と、 室内 ユニット 選択表示

(例：内 000)に戻ります。

運転／停止ボタン 

(終了) 

エアコン停止状態で 

セット＋運転切換ボタン同時３秒押し 

(開始) 

　

　

７．運転／停止ボタンを押す。

設定を終了します。

【現在設定の確認方法】

上記操作により、「番号と機能」を選び、セットを押した時に、最初に表示される「設定」が、

現在設定されている内容です。（ただし、「全台▼」を選んだ場合は、室内番号の最も若い機種の設定が表示されます。）

・設定の途中で、運転／停止ボタンを押しても終了します。ただし、設定が完了していない内容は 

 無効となりますのでご注意ください。 

・設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻ります。 

・セット内容は、コントローラ内部に記憶され停電しても保存されております。 

設定内容を記録して
保管してください。

室内風量設定ファンタップ

標準

高天井
1,2

高天井
設定

Hi-Me-Lo

UH-Hi-Me

急-強-弱

Hi-Lo

UH-Me

急-弱

Hi-Me

急-強

UH-Hi

UH-Hi-Me-Lo

UH-UH-Hi-Me

Ｐ急-急-強-弱

注2：高天井設定時のファ

機種によって、初期設定が高天井設定の機種もあります。

ンタップ

 開始：
：

：

：

：

：

：

エアコン停止状態で セット + 運転切換 ボタン同時3秒押し

注3：ツイン・トリプル・ダブルツイン機の場合、室内機能設定は親室内ユニット・子室内ユニット各々設定してください。

※
※

ＰＪＡ０１２Ｄ７２９

　　ただし、グリル昇降設定や、「○」印の初期設定を変更したい場合は、その機能番号の項目のみ、設定を変更してください。 

　　　ただし、「05 外部入力切替」「06 運転許可／禁止」は親室内ユニットのみで設定可能です。

室内ユニットファン風量３速の機種

室内ユニットファン風量２速の機種
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確認ください。

機能設定

●リモコンと室内ユニットの各機能は、リモコンと室内ユニットを接続した際に、標準的な使い方である初期設定に自動的に
および室外ユニットにより異なり、下記の通り自動判別されます。トッニユ内室るれさ続接、は定設期初の印」※「：１注。んせまりいは更変の定設、は合場るすを方い使な的準標。すまれさ定設　　

機能番号 項目 初期設定 機種
ﾘﾓｺﾝ機能02 自動運転設定 自動運転有効 「自動」モード選択可能な機種

自動運転無効 「自動」モードの無い機種
ﾘﾓｺﾝ機能06 風量切換 風量切換有効 室内ファン風量切換えが2速又は3速の機種

風量切換無効 室内ファン風量切換えが１速のみの機種
ﾘﾓｺﾝ機能07 風向切換 風向切換有効 オートスイングルーバ搭載機種

風向切換無効 その他
ﾘﾓｺﾝ機能13 室内ファン 3速HI-ME-LO

2速HI-LO
2速HI-ME
1速 室内ファン風量切換えが１速のみの機種

ﾘﾓｺﾝ機能14 ﾙｰﾊﾞ制御設定 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 床置FDF以外のｵｰﾄｽｲﾝｸﾞﾙｰﾊﾞ搭載機種
室内機能04 ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 床置FDF[機能設定のながれ]
ﾘﾓｺﾝ機能15 冷専／ヒーポン ヒーポン ヒーポン機

冷専 冷専機

室内機能17 外機制御 圧力制御標準 給気処理室内機以外
圧力制御切換 給気処理室内機

　
（注3）
室内ユニット複数台接続時のみ
室内ユニット №選択

機能 　 機能
01 ｸﾞﾘﾙ昇降設定 　 内000 02 高天井設定 設定

昇降無効 ○ 内001 標準
有効50Hz 50Hz地区で使用の場合 内002 高天井１
有効60Hz 60Hz地区で使用の場合 内003 高天井２

02 自動運転設定 内004 03 ﾌｨﾙﾀｰｻｲﾝ設定
自動運転有効 ※ 表示なし
自動運転無効 ※ 自動運転不可 設定１ 180時間でﾌｨﾙﾀｻｲﾝを表示します。

03 温度設定 設定２ 600時間でﾌｨﾙﾀｻｲﾝを表示します。
温度設定有効 ○ 設定３ 1000時間でﾌｨﾙﾀｻｲﾝを表示します。

。すまし止停制強らたし過経間時42、後のそ、し示表をﾝｲｻﾀﾙｨﾌで間時0001４定設止禁作操のンタボ定設度温止禁定設度温
04 運転切換

40○効有換切転運 ﾙｰﾊﾞ制御設定 室内機能「04ﾙｰﾊﾞ制御設定」を変更する場合は、
運転切換禁止 運転切換ボタンの操作禁止 ﾘﾓｺﾝ機能「14ﾙｰﾊﾞ制御設定」も変更してください。

05 運転/停止 ﾙｰﾊﾞ4位置停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、４位置より選択します。
運転/停止有効 ○ ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。

50止禁作操のンタボ止停／転運止禁止停/転運 外部入力切替
06 風量切換 ﾚﾍﾞﾙ入力 ○

風量切換有効 ※ ﾊﾟﾙｽ入力
60止禁作操のンタボ整調量風※止禁換切量風 運転許可／禁止

07 風向切換 無効 ○
風向切換有効 ※ 有効 運

（マルチ室内ユニットのみ）

転許可／禁止制御を有効にします。
止停急緊70止禁作操のンタボ整調向風※止禁換切向風

08 タイマー 無効 ○
タイマー有効 ○ 有効 マルチ室内ユニットの場合、同一室外ユニットに接続された全室内ユニットを
タイマー禁止 タイマーボタンの操作禁止 緊急停止させる時に使用します。

09 ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ設定 遠方発停端子「CnT－６」から停止信号が入った場合、全室内ユニットが
緊急停止します。ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ無効 ○

ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効 　 室温補正＋3.0℃ 暖房時の設定温度を＋3.0℃補正します。
まし正補℃0.2＋を度温定設の時房暖℃0.2＋正補温室。るす正補度温℃0.3＋つか、効有ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ℃0.3＋ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ す。

80。るす正補度温℃0.2＋つか、効有ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ℃0.2＋ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ 暖房室温補正 室温補正＋1.0℃ 暖房時の設定温度を＋1.0℃補正します。
○しな正補。るす正補度温℃0.1＋つか、効有ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ℃0.1＋ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ

ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ－1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ有効、かつ－1.0℃温度補正する。
トッニユ内室℃0.2＋正補込吸。るす正補度温℃0.2－つか、効有ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ℃0.2－ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ
トッニユ内室℃5.1＋正補込吸。るす正補度温℃0.3－つか、効有ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ℃0.3－ｻﾝｾﾝｺﾓﾘ

10 停電補償設定 09 吸込温度補正 吸込補正＋1.0℃ 室内ユニット

の吸込温度を＋2.0℃補正します。
の吸込温度を＋1.5℃補正します。
の吸込温度を＋1.0℃補正します。

停電補償無効 ○ 補正なし ○
停電補償有効 吸込補正－1.0℃ 室内ユニット

11 換気設定 吸込補正－1.5℃ 室内ユニット
換気なし ○ 吸込補正－2.0℃ 室内ユニット

の吸込温度を－1.0℃補正します。
の吸込温度を－1.5℃補正します。
の吸込温度を－2.0℃補正します。

シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 10 暖房ﾌｧﾝ制御
換気機器を接続すると、室内ユニットの運転に連動し、 弱風 ○ 暖房サーモOFF時、弱風で運転します。
換気機器の運転／停止を行います。 暖房サーモOFF時、設定風量で運転します。

換気連動なし シングル機は室内基板CnT、マルチ機は室内基板CnDに 電気集塵機を取付けた場合は「設定風量」に設定してください。
換気機器を接続すると、換気ボタンの操作により、 間欠 暖房サーモOFF時、間欠運転します。
換気機器が単独で運転／停止を行います。 停止　 暖房サーモOFF時、ファンは停止します。

リモコンセンサ有効時は、自動的に「停止」に設定されます。
12 温度範囲設定 本体サーモの時は、設定しないでください。

温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、
制御に追従し変化します。 11 フロスト防止温度 フロスト防止制御を作動させる室内熱交温度の切換。

高　　　度温、ずせ従追に御制、は示表度温定設、合場たし更変を囲範定設度温し無更変示表
○低　　　度温。すまりなとままの度温たし定設

13 室内ファン
３速HI-ME-LO ※ ﾌｧﾝ風量が、急-強-弱の３速またはＰ急-急-強-弱の４速となります。 12 フロスト防止制御 シングル機のみ有効

。すまげ上をプッタンァフ内室、に時御制止防トスロフ○効有御制ﾝｧﾌ。すまりなと速２の弱-急、が量風ﾝｧﾌ※OL-IH速２
効無御制ﾝｧﾌ。すまりなと速２の強-急、が量風ﾝｧﾌ　EM-IH速２

プンポンレド31。すまれさ定固でみの速１が量風ﾝｧﾌ※速１
標準 ○ 冷房・除湿時ドレンポンプON

14 ﾙｰﾊ 湿除・房冷房暖、は合場るす更変を」定設御制ﾞﾊｰﾙ41「能機ﾝｺﾓﾘ定設御制ﾞ
湿除・房冷風送　　房暖。いさだくてし更変てせわ合も」定設御制ﾞﾊｰﾙ40「能機内室
湿除・房冷風送。すまし択選りよ置位４、は置位止停のﾞﾊｰﾙ※止停置位４ﾞﾊｰﾙ

＋暖房時ドレンポンプON
＋暖房＋送風時ドレンポンプON
＋送風時ドレンポンプON

ﾙｰﾊﾞﾌﾘｰ停止 ※ ﾙｰﾊﾞの停止位置は、任意の位置に停止します。 14

15

冷房ファン運転
15 冷専／ﾋｰﾎﾟﾝ 連動なし ○ 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。

ヒーポン ※ 0.5時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。
冷専 ※ １時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、１時間ﾌｧﾝ残留運転する。

16 外部入力設定 ６時間 冷房停止、または冷房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。
室内基板のCnTに外部入力すると、その室内ユニットが単独で 暖房ファン運転
外部入力に従い運転します。 連動なし ○ 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。

全台同一運転 室内基板のCnTに外部入力すると、同一ﾘﾓｺﾝネットワークの全台が 0.5時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。
外部入力に従い運転します。 ２時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、２時間ﾌｧﾝ残留運転する。

17 室温表示設定 ６時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。
室温表示無し ○ 　 16 暖房ファン間欠
室温表示有り 通常

（親リモコンのみ切換可能）
○しな動連。すまし示表を温室にりわ代の示表量風、ていおに示表転運の

18 暖房準備表示
２０休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは20分OFF5分弱風の間欠運転。

表示有り ○
５休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは5分OFF5分弱風の間欠運転。

表示無し
暖房準備表示を出さない様にします。 17 外機制御

圧力制御標準 ※
圧力制御切換 ※ 給気処理室内機を接続すると、圧力制御切換に自動的に設定されます。

設定風量

室内機能

一台運転 ○

設定

機能設定

換気連動

ﾘﾓｺﾝ機能

表示変更有り ○

機能設定の仕方
１． エアコンを停止させて、セットと運転切換ボタンを同時に長

押しする。

表示が「機能設定 ▼」となります。

２． セットボタンを押す。

３． 設定したい内容が「リモコン機能」か「室内機能」かを確認

する。

４． ▲または▼ボタンを押す。

「リモコン機能▼」または「室内機能▲」を選びます。

５． セットボタンを押す。

６． 【リモコン機能を選んだ場合】

①「データ確認中」（約 2 秒間点滅表示） 

     ↓

 「０１ グリル昇降設定」と、表示が切換わります。

②▲または▼ボタンを押す。

  リモコン機能一覧表の「番号と機能」が順番に

表示されますので、機能を選びます。

③セットボタンを押す。

   選択した機能の、現在の設定が表示されます。

 （例） 「昇降無効 」 ← 「０１ グリル昇降設定」を選

択した場合。

④ ▲または▼ボタンを押す。

設定を選びます。

 

① セットボタンを押す。

「設定完了」が表示され、設定が完了します。

その後、「番号と機能」 の表示に戻りますので、

続けて設定する場合は、同じ要領で設定してください。

終了する場合は、７へお進みください。

【室内機能を選んだ場合】 

①「データ確認中」（データを読み込む間約 2～23 秒点滅）↓

「０２ 高天井設」と、表示が切換わります。  

②へお進みください。 

【注意】 

（1）室内ユニットをリモコンに複数台接続している場合は、

下記表示となります。 

「内 ０００」（点滅） ← 接続されている

室内ユニットの、

最も若い番号を表示。 

( 2) ▲または▼ボタンを押す。 

設定したい室内ユニットの番号を選びます。 

「全台▼」を選択すると、全台同一の設定ができます。 

（3）セットボタンを押す。 

 

②▲または▼ボタンを押す。 

室内機能一覧表の「番号と機能」が順番に表示されます

ので、機能を選びます。 

（例） 

 

 

③セットボタンを押す。 

選択した機能の、現在の設定が表示されます。 

（例） 「標準」 ← 「０２ 高天井設定」を選択した場合。 

 

 

④▲または▼ボタンを押す。 

設定を選びます。 

 

⑤ セットボタンを押す。 

「設定完了」が表示され、設定が完了します。 

その後、「番号と機能」の表示に戻りますので、続けて設

定する場合は、同じ要領で設定してください。 

終了する場合は、７へお進みください。 

 

※ 室内ユニット複数台接続時、エアコン№ ボタンを押すと 

室内ユニット選択表示（例「内 ０００」）に戻りますので、

室内ユニットを換えて設定する場合は、同じ要領で

設定してください。  

 

 

 

 

ラクリーナパネル使用時のご注意

初期設定では、リモコンはグリル昇降無効の設定となっています。ラクリーナパネルをご使用の場合は、
必ずグリル昇降有効の設定をしてください。 
据付地域の電源周波数に合わせ、50Hz 地区または 60Hz 地区のどちらかを選んで設定してください。  
【グリル昇降有効設定のしかた（簡易設定）】 
 １．エアコン停止状態で、セット ボタンと グリル昇降 ボタンを同時に長押ししてください。 
   表示が「昇降無効」となります。 
 ２．▲ または ▼ ボタンにより設定を選択してください。 
   表示：「昇降無効」 ⇔ 「有効 50Hz」 ⇔ 「有効 60Hz」 
 ３．セット ボタンを押す 
   表示が「設定完了」となります。 その後リモコンは停止状態に戻ります。 

各制御の詳細は、技術資料等でご

確定 セット ボタンを押す 

戻る リセット ボタンを押す 

選択 ▲ ▼ ボタンを押す 

終了 運転／停止 ボタンを押す 

(設定の途中でも終了しますが、設定が完 

了していないものは無効になります。) 

「○」  初期設定 

「※」  自動判別 

　

　

室内ユニットを変更して設定する

場合は、エアコン№ ボタンを

押す と、 室内 ユニット 選択表示

(例：内 000)に戻ります。

運転／停止ボタン 

(終了) 

エアコン停止状態で 

セット＋運転切換ボタン同時３秒押し 

(開始) 

　

　

７．運転／停止ボタンを押す。

設定を終了します。

【現在設定の確認方法】

上記操作により、「番号と機能」を選び、セットを押した時に、最初に表示される「設定」が、

現在設定されている内容です。（ただし、「全台▼」を選んだ場合は、室内番号の最も若い機種の設定が表示されます。）

・設定の途中で、運転／停止ボタンを押しても終了します。ただし、設定が完了していない内容は 

 無効となりますのでご注意ください。 

・設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻ります。 

・セット内容は、コントローラ内部に記憶され停電しても保存されております。 

設定内容を記録して
保管してください。

室内風量設定ファンタップ

標準

高天井
1,2

高天井
設定

Hi-Me-Lo

UH-Hi-Me

急-強-弱

Hi-Lo

UH-Me

急-弱

Hi-Me

急-強

UH-Hi

UH-Hi-Me-Lo

UH-UH-Hi-Me

Ｐ急-急-強-弱

注2：高天井設定時のファ

機種によって、初期設定が高天井設定の機種もあります。

ンタップ

 開始：
：

：

：

：

：

：

エアコン停止状態で セット + 運転切換 ボタン同時3秒押し

注3：ツイン・トリプル・ダブルツイン機の場合、室内機能設定は親室内ユニット・子室内ユニット各々設定してください。

※
※

ＰＪＡ０１２Ｄ７２９

　　ただし、グリル昇降設定や、「○」印の初期設定を変更したい場合は、その機能番号の項目のみ、設定を変更してください。 

　　　ただし、「05 外部入力切替」「06 運転許可／禁止」は親室内ユニットのみで設定可能です。

室内ユニットファン風量３速の機種

室内ユニットファン風量２速の機種
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.6

19
.3

～
19

.7

φ
6.

35
φ

9.
52

φ
12

.7
φ

15
.8

8

銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R
32

ま
た

は
Ｒ

41
0Ａ

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0～
0.

5
0.

7～
1.

3

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

サ
イ
ド
カ
バ
ー
の
外
し
方

●
現

地
配

管
施

工
は

、
操

作
弁

を
全

閉
に

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
内

部
に

水
分

、
異

物
が

入
ら

な
い

よ
う

に
、

管
端

の
養

生
（

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
）

を
十

分
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

曲
げ

は
で

き
る

だ
け

大
き

な
半

径
（

Ｒ
10

0～
Ｒ

15
0）

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
曲

げ
な

お
し

を
何

回
も

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
と

冷
媒

配
管

と
の

接
続

は
フ

レ
ア

方
式

で
す

。
配

管
に

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
取

付
け

後
、

フ
レ

ア
加

工
を

施
し

て
く

だ
さ

い
。

R
32

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

40
7C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
32

ま
た

は
R

41
0A

用
フ

レ
ア

ツ
ー

ル
を

推
奨

し
ま

す
が

、
出

し
代

調
整

用
ゲ

ー
ジ

に
て

出
し

代
Ｂ

寸
法

を
調

節
す

れ
ば

、
従

来
ツ

ー
ル

を
使

用
で

き
ま

す
。

サ
イ

ド
カ

バ
ー

の
ね

じ
を

外
し

、
下

方
に

ス
ラ

イ
ド

さ
せ

、
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

図
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
を

お
願

い
し

ま
す

。

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。ト
ル

ク
レ

ン
チ

が
な

い
場

合
は

フ
レ

ア
ナ

ット
を

手
締

め
し

た
後

、左
表

を
目

安
に

フ
レ

ア
ナ

ット
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

●
フ

レ
ア

接
続

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

な
お

､操
作

弁
は

必
ず

閉
の

ま
ま

に
し

て
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

(ア
) 

0.
5M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1.

5M
P

aま
で

加
圧

し
、

再
び

５
分

間
以

上
そ

の
ま

ま
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(ウ

) 
そ

の
後

、
規

定
圧

力
（

4.
15

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0.

01
M

P
a

低
下

し
ま

す
の

で
補

正
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

(オ
)（

ア
）～

（
エ

）の
確

認
で

圧
力

低
下

の
認

め
ら

れ
た

も
の

に
は

漏
れ

が
あ

り
ま

す
。

溶
接

箇
所

、
フ

レ
ア

部
等

に
発

泡
試

験
液

等
を

用
い

て
漏

れ
箇

所
を

発
見

し
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

補
修

後
は

再
度

気
密

試
験

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

②
気

密
試

験
に

は
窒

素
ガ

ス
を

使
用

し
、

窒
素

ガ
ス

に
よ

る
加

圧
は

ガ
ス

側
か

ら
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
窒

素
以

外
の

ガ
ス

は
絶

対
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

同
一

締
付

け
ト

ル
ク

で
も

、
ユ

ニ
オ

ン
の

ね
じ

部
に

冷
凍

機
油

を
塗

布
し

た
場

合
は

、
ね

じ
部

摺
動

摩
擦

力
が

低
下

す
る

こ
と

に
よ

り
、

軸
方

向
分

力
が

増
加

し
て

フ
レ

ア
の

応
腐

食
割

れ
の

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ユ

ニ
オ

ン
ね

じ
部

、
ま

た
は

フ
レ

ア
外

面
に

は
冷

凍
機

油
塗

布
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

冷
凍

機
油

を
塗

布
す

る
場

合
は

、
フ

レ
ア

内
面

の
み

と
し

て
く

だ
さ

い
。

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m

)
締

付
角

度
 (

°
  )

締
 付

ト
ル

ク
 (

N・
m

)
工

具
の

推
奨

腕
長

さ
(m

m
)

φ
6.

35
 （

1/
4"

）
 

14
～

17
 

45
～

60
 

15
0

φ
9.

52
 （

3/
8"

）
 

34
～

42
 

30
～

45
 

20
0

φ
12

.7
 （

1/
2"

）
 

49
～

61
 

30
～

45
 

25
0

φ
15

.8
8（

5/
8"

）
 

68
～

82
 

15
～

20
 

30
0

気 密 試 験 完 了

真 空 引 き 開 始

真 空 引 き 完 了

真 空 度 チ ェ ッ ク

冷 媒 封 入

１
時

間
以

上
放

置
し

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
の

上
昇

な
き

こ
と

－
10

1k
P

a以
下

（
－

75
5m

m
H

g以
下

）
に

な
っ

て
か

ら
1時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

●
異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
22

、
R

40
7C

等
）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
真

空
ポ

ン
プ

油
が

冷
凍

シ
ス

テ
ム

内
に

混
入

し
な

い
よ

う
に

、
逆

流
防

止
ア

ダ
プ

タ
を

使
用

く
だ

さ
い

。

本
機

は
R

32
の

た
め

下
記

の
点

に
ご

注
意

く
だ

さ
い

。

配
管

を
ろ

う
付

す
る

場
合

風
向

風
向

50
0以

上

吸
込

吸
込

吹
出

サー
ビス

スペ
ース

L 3
L 2

L4

L 1

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

Z
P

・
V

P
シ

リ
ー

ズ

ZP
40

～
56

，
VP

40
～

56

冷
媒

R
32

対
応

機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。左
側

を
持

つ
作

業
者

は
、右

手
で

ユ
ニ

ッ
ト

正
面

の
把

手
を

持
ち

、
左

手
は

コ
ー

ナ
ー

支
柱

部
に

添
え

て
く

だ
さ

い
。

ユ
ニ

ッ
ト

に
ロ

ー
プ

掛
け

を
行

い
搬

入
す

る
場

合
は

、
必

ず
ユ

ニ
ッ

ト
重

心
の

ず
れ

を
考

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

ユ
ニ

ッ
ト

が
安

定
を

失
っ

て
落

下
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1m
以

上
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
横

連
続

設
置

す
る

と
き

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

間
に

25
0m

m
以

上
の

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
の

サ
ー

ビ
ス

性
を

考
慮

し
ユ

ニ
ッ

ト
の

天
板

が
外

せ
る

よ
う

に
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

ガ
イ

ド
ル

ー
バ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

込
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
付

け
る

。
③

軒
下

に
設

置
す

る
か

、
雪

除
け

屋
根（

現
地

　
手

配
）を

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
[⇒

３
．

ド
レ

ン
配

管
工

事
 参

照
]

・
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

の
切

換
え

と
防

雪
フ

ァ
ン

制
御

の
設

定
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

[⇒
５

.3
  現

地
ス

イ
ッ

チ
の

設
定

参
照

]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
　

よ
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

を
架

台
の

　
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 据

付
時

に
は

据
付

場
所

の
選

定
、

電
源

仕
様

、
使

用
可

能
範

囲（
配

管
距

離
・

室
内

外
高

低
差

・
電

源
電

圧
等

）・
据

付
ス

ペ
ー

ス
等

な
ど

が
適

正
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

種
・

電
源

仕
様

　
　

　
  ●

冷
媒

配
管

長
●

配
管

・
配

線
・

小
物

部
品

　
●

室
内

ユ
ニ

ット
据

付
説

明
書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

警
　

　
告

注
　

　
意

●
据

付
は

、
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

ま
た

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、

ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

、
ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、
ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
小

部
屋

に
据

付
け

る
場

合
は

日
本

冷
凍

工
業

会
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

JR
A

 G
L-

13
に

従
い

、
万

一
冷

媒
が

漏
れ

て
も

限
界

濃
度

を
超

え
な

い
対

策
が

必
要

で
す

。
　

限
界

濃
度

を
超

え
な

い
対

策
に

つ
い

て
は

、
販

売
店

と
相

談
し

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

万
一

、
冷

媒
が

漏
洩

し
て

限
界

濃
度

を
超

え
る

と
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
作

業
中

に
冷

媒
が

漏
れ

た
場

合
は

換
気

す
る

。
　

冷
媒

が
火

気
に

触
れ

る
と

有
毒

ガ
ス

が
発

生
す

る
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

完
了

後
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

れ
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
　

冷
媒

が
室

内
に

漏
れ

、
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
、

ス
ト

ー
ブ

、
コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

台
風

な
ど

の
強

風
、

地
震

に
備

え
、

所
定

の
据

付
工

事
を

行
う

。
　

据
付

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

転
倒

な
ど

に
よ

る
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

電
気

工
事

は
、

電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、

「
電

気
設

備
に

関
す

る
技

術
基

準
」

「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を使
用

す
る

。
　

電
源

回
路

容
量

不
足

や
施

工
不

備
が

あ
る

と
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

元
電

源
を

切
っ

た
後

に
電

気
工

事
を

行
う

　
感

電
、

故
障

や
動

作
不

良
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

電
源

配
線

は
、

電
流

容
量

、
規

格
に

適
合

し
た

配
線

に
よ

り
工

事
を

す
る

。
　

適
合

品
以

外
の

配
線

を
使

用
し

た
場

合
は

、
漏

電
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
線

は
、

所
定

の
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
て

確
実

に
接

続
し

、
端

子
接

続
部

に
ケ

ー
ブ

ル
の

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
す

る
。

　
接

続
や

固
定

が
不

完
全

な
場

合
は

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
室

内
外

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

配
線

は
、

端
子

カ
バ

ー
が

浮
き

上
が

ら
な

い
よ

う
に

整
形

し
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
が

不
完

全
な

場
合

は
、

端
子

接
続

部
の

発
熱

、
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

密
閉

さ
れ

た
部

屋
で

配
管

ろ
う

付
作

業
を

し
な

い
。

　
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

管
、

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
32

ま
た

は
R

41
0A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存（

R
22

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、

機
器

の
故

障
と

同
時

に
冷

媒
サ

イ
ク

ル
の

破
裂

な
ど

の
重

大
な

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

の
締

付
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
行

い
、

ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
る

。
締

付
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
過

ぎ
に

よ
る

破
損

が
発

生
し

た
場

合
に

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
洩

し
て

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
、

気
密

試
験

お
よ

び
真

空
引

き
が

完
了

す
る

ま
で

は
、

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
開

放
状

態
で

圧
縮

機
を

運
転

す
る

と
、

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
と

な
り

、
破

裂
、

ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

を
さ

れ
、

不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、

再
設

置
す

る
場

合
は

、
販

売
店

ま
た

は
専

門
業

者
に

相
談

す
る

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

作
業

で
は

、
操

作
弁

を
閉

じ
た

後
、

冷
媒

配
管

を
は

ず
す

前
に

圧
縮

機
を

停
止

す
る

。
　

圧
縮

機
を

運
転

し
た

ま
ま

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
開

放
状

態
で

冷
媒

配
管

を
は

ず
す

と
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、
ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
32

)以
外

の
空

気
等

を
入

れ
な

い
。

　
空

気
が

混
入

す
る

と
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、

ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、
巻

込
ま

れ
た

り
、

や
け

ど
や

感
電

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
確

実
に

取
付

け
る

。
　

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

取
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

ホ
コ

リ
、

水
な

ど
に

よ
り

、
火

災
、

感
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

改
修

は
絶

対
に

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス

（
接

地
）

を
確

実
に

行
う

。
　

ア
ー

ス
線

は
、

ガ
ス

管
、

水
道

管
、

避
雷

針
、

電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

下
さ

い
。

ア
ー

ス
（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、
引

火
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
●

正
し

い
容

量
の

全
極

し
ゃ

断
す

る
ブ

レ
ー

カ
（

漏
電

し
ゃ

断
器

・
手

元
開

閉
器

（
開

閉
器

＋
B

種
ヒ

ュ
ー

ズ
）・

配
線

し
ゃ

断
器

）
を

使
用

す
る

。
　

不
適

切
な

ブ
レ

ー
カ

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
製

品
の

運
搬

は
十

分
注

意
し

て
行

う
。

　
20

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2人
以

上
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

ま
た

素
手

で
フ

ィ
ン

な
ど

に
触

れ
る

と
ケ

ガ
を

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
保

護
具

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。
●

梱
包

材
の

処
理

は
確

実
に

行
う

。
　

梱
包

材
に

ク
ギ

等
の

金
属

あ
る

い
は

、
木

片
等

を
使

用
し

て
い

ま
す

の
で

放
置

状
態

に
し

ま
す

と
ケ

ガ
を

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

梱
包

用
の

ポ
リ

ブ
ク

ロ
で

子
供

が
遊

ぶ
と

窒
息

事
故

の
原

因
と

な
り

ま
す

の
で

、
必

ず
破

い
て

か
ら

廃
棄

し
て

く
だ

さ
い

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
近

く
で

溶
接

作
業

を
行

う
場

合
は

十
分

注
意

し
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

止
す

る
。

　
溶

接
作

業
時

な
ど

に
発

生
す

る
ス

パ
ッ

タ
が

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

浸
入

し
た

場
合

、
ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、

覆
い

な
ど

に
よ

り
必

ず
カ

バ
ー

を
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
配

管
の

断
熱

は
結

露
し

な
い

よ
う

に
確

実
に

行
う

。
　

不
完

全
な

断
熱

施
工

を
行

う
と

配
管

等
の

表
面

が
結

露
し

て
、

露
た

れ
等

を
発

生
し

、
天

井
、

床
そ

の
他

、
大

切
な

も
の

を
濡

ら
す

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

終
了

後
は

窒
素

ガ
ス

に
よ

る
気

密
試

験
を

行
い

、
漏

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
万

一
、

狭
い

部
屋

に
冷

媒
ガ

ス
が

漏
洩

し
て

限
界

濃
度

を
超

え
る

と
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス

（
亜

硫
酸

ガ
ス

等
）、

可
燃

性
ガ

ス
（

シ
ン

ナ
ー

、
ガ

ソ
リ

ン
等

）、
の

発
生

、
滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、
揮

発
性

引
火

物
を

取
扱

う
所

で
の

据
付

、
使

用
は

行
わ

な
い

。
　

熱
交

の
腐

食
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

屋
上

あ
る

い
は

高
所

に
設

置
す

る
場

合
は

、
転

落
防

止
の

た
め

、
通

路
に

は
恒

久
ハ

シ
ゴ

、
手

す
り

等
を

、
ま

た
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
周

辺
に

は
フ

ェ
ン

ス
、

手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
 

　
フ

ェ
ン

ス
、

手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

、
使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、
小

動
物

の
す

み
か

と
な

る
よ

う
な

場
所

に
設

置
し

な
い

。
　

小
動

物
が

侵
入

し
て

、
内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、

故
障

や
発

煙
、

発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

お
客

様
に

周
辺

を
き

れ
い

に
保

つ
こ

と
を

お
願

い
し

て
く

だ
さ

い
。

●
長

期
使

用
で

傷
ん

だ
ま

ま
の

据
付

台
を

使
用

し
な

い
。

　
傷

ん
だ

ま
ま

放
置

す
る

と
ユ

ニ
ッ

ト
の

落
下

に
つ

な
が

り
。

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

カ
ー

ボ
ン

繊
維

や
金

属
粉

、
パ

ウ
ダ

ー
等

が
浮

遊
す

る
所

　
　

　
　

　
　

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
化

粧
品

、
特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、
機

械
工

場
等

）
　

　
　

　
　

　
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、
所

定
の

架
台

、
防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

標
高

10
00

ｍ
以

上
の

所
　

・
ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

他
の

熱
源

か
ら

熱
放

射
を

受
け

る
所

　
・

通
風

の
悪

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

お
き

る
よ

う
な

所
　

・
強

風
の

影
響

を
う

け
や

す
い

所
（

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
騒

音
や

熱
風

が
隣

家
に

迷
惑

を
か

け
る

よ
う

な
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

強
度

が
不

十
分

で
振

動
が

増
幅

、
伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

　
　

　
　

　
　

　
　

・
機

器
か

ら
発

生
す

る
騒

音
、

振
動

の
影

響
を

受
け

や
す

い
所

（
寝

室
の

壁
や

そ
の

近
傍

）
　

　
吹

出
し

風
に

よ
る

植
木

な
ど

へ
の

被
害

の
原

因
に

な
り

ま
す

　
　

　
　

　
・

高
周

波
に

影
響

さ
れ

る
機

器
の

あ
る

所
（

T
V

お
よ

び
ラ

ジ
オ

等
の

近
傍

）
　

・
ド

レ
ン

の
排

水
が

と
れ

な
い

所
　

周
辺

の
環

境
に

影
響

を
お

よ
ぼ

し
ク

レ
ー

ム
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

食
品

、
動

植
物

、
精

密
機

器
、

美
術

品
の

保
存

な
ど

特
殊

用
途

に
は

使
用

し
な

い
。

　
保

存
物

の
品

質
低

下
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

濡
れ

た
手

で
ス

イ
ッ

チ
を

操
作

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

運
転

中
の

冷
媒

配
管

を
素

手
で

触
れ

な
い

。
　

運
転

中
の

冷
媒

配
管

は
流

れ
る

冷
媒

の
状

況
に

よ
り

低
温

と
高

温
に

な
り

ま
す

。
　

素
手

で
触

れ
る

と
凍

傷
や

、
や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

上
に

乗
ら

な
い

。
　

落
下

、
転

倒
な

ど
に

よ
り

ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

ZP
40

～
56

、
V

P
40

～
56

据
付

例
寸

法

L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

10
0

10
0

25
0

Ⅱ 28
0

75 80 開
放

Ⅲ 28
0

開
放 80 25
0

Ⅳ 18
0

開
放 80 開
放

（
m

m
）

O
材

　
O

Ｌ
材

サ
イ

ド
カ

バ
ー

PS
C

01
2D

09
4

注
意

注
意

注
意

重
要

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

ボ
ル

ト
で

固
定

（
M

10
～

12
）

巾
を

ひ
ろ

く
す

る
根

入
り

を
深

く
す

る

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
付

け
る

場
合

、
左

記
ボ

ル
ト

で
ユ

ニ
ッ

ト
の

足
を

必
ず

固
定

し
て

く
だ

さ
い

。
●

前
面

側
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

飛
び

出
し

長
さ

は
15

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

左
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

７
）

外
気

温
－

5℃
以

下
で

冷
房

運
転

を
行

う
場

合
●

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

お
よ

び
防

雪
フ

ー
ド

（
別

売
品

）
を

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

吸
込

吹
出

312.524.3 14.8

288.7

88
.4

51
0

20
0

351.6

冷
媒
Ｒ
3
2
対
応
機
と
し
て
の
注
意
点

●
Ｒ
3
2
以
外
の
冷
媒
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。Ｒ
3
2
は
従
来
の
冷
媒
（
R
2
2
な
ど
）に
比
べ
圧
力
が
1.
6
倍
高
く
な
り
ま
す
。

●
Ｒ
3
2
機
は
、他
冷
媒
の
誤
封
入
防
止
の
た
め
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
操
作
弁
の
チ
ャ
ー
ジ
ポ
ー
ト
径
と
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
チ
ェ
ッ
ク
ジ
ョ
イ
ン
ト
径
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、耐
圧
強
度
を
上
げ
る
た
め
冷
媒
配
管
の
フ
レ
ア
加
工
寸
法
お
よ

び
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
の
対
辺
寸
法
を
変
更
し
て
い
ま
す
。従
っ
て
、
施
工・
サ
ー
ビ
ス
時
に
は
、右
表
に
示
す
R
3
2
ま
た
は
Ｒ
41
0Ａ
専
用
ツ
ー
ル
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
チ
ャ
ー
ジ
シ
リ
ン
ダ
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
は
R
3
2
専
用
ま
た
は
R
3
2
/Ｒ
41
0Ａ
併
用
機
と
な
り
ま
す
。
接
続
可
能
な
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
は
カ
タ
ロ
グ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
他
の
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
を
接
続
す
る
と
正
常
運
転
で
き
ま
せ
ん
。）

●
異
種
油
の
混
入
を
さ
け
る
た
め
に
、
冷
媒
の
種
類
に
よ
り
工
具
を
使
い
分
け
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
ゲ
ー
ジ
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
、チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
は
絶
対
に
他
冷
媒
（
R
2
2、
R
4
0
7
C）
と
共
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
冷
媒
R
3
2
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
燃
焼
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、半
地
下
や
狭
小
部
な
ど
換
気
の
悪
い
場
所
で
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
・
修
理
・
移
設
す
る
際
の
作
業
時
は
冷
媒
漏
え
い
セ
ン
サ
を
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。
冷
媒
が
漏
え

い
し
た
場
合
、窒
息
や
着
火
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

こ
の
製
品
の
移
設・
修
理・

廃
棄
等
に
あ
た
っ
て
は
フ

ロ
ン
類
の
回
収
が
必
要
で

す
。本
機
に
は
地
球
温
暖

化
係
数（
G
W
P
）が
6
7
5

の
フ
ロ
ン
類
を
使
用
し
て

い
ま
す
。（
冷
媒
R
3
2
）

a） b） c） d） e） f） g
）
h）

ゲ
ー
ジ
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド

チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス

冷
媒
充
填
用
電
子
は
か
り

ト
ル
ク
レ
ン
チ

フ
レ
ア
ツ
ー
ル

出
し
代
調
整
用
銅
管
ゲ
ー
ジ

真
空
ポ
ン
プ
ア
ダ
プ
タ

ガ
ス
漏
れ
検
知
器

R
3
2
ま
た
は
R
4
1
0
A
専
用
ツ
ー
ル

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。ま
た

、波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。室
外

ユ
ニ

ット
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ット

底
板

内
へ

の
水

の
滞

留
は

、著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、底

板
内

の
水

抜
け

性
を

損
な

わ
な

い
よ

う
に

、傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
で

付
い

た
傷

は
、補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。必

要
に

応
じ

て
再

防
錆

処
置

や
部

品
交

換
等

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

●
基

礎
部

分
の

排
水

性
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。

ユ
ニ

ット
ユ

ニ
ット

35
ペ
ー
ジ
以
降
の

L

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット

Ａ

Ｂ

管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〔 窒 素 〕
ろ

う
付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0.
5M

P
a

手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

重
い

当
て

板

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

片
道

配
管

長
の

制
限

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6.
 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

2
．
冷
媒
配
管
工
事
　

詳
細

は
、

冷
媒

配
管

工
事

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

片
道

配
管

長

制
　

限
　

項
　

目
制

限
寸

法
右

図
で

の
記

号

50
ｍ

以
下

50
ｍ

以
下

30
ｍ

以
下

15
ｍ

以
下

L Ｌ Ｈ Ｈ

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

冷
媒

配
管（

主
管

Ｌ
）

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

上
の

場
合

Z
P

40
～

56
、

V
P

40
～

56

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

が
下

の
場

合

主
管

長

 ガ
ス

管
 

液
管

φ
12

.7
 

φ
6.

35

 フ
レ

ア
 

フ
レ

ア

φ
12

.7
 

φ
6.

35

φ
12

.7
 

φ
6.

35

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径

［
m

m
］

 
6.

35
 

9.
52

 
12

.7
 

15
.8

8

最
小

配
管

肉
厚

［
m

m
］

 
0.

8 
0.

8 
0.

8 
1.

0

配
管

材
質

※

お
願

い
●

配
管

の
選

定
・

施
工

に
つ

い
て

は
、

必
ず

「
冷

凍
保

安
規

則
関

係
例

示
基

準
」

を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、
最

小
配

管
肉

厚
以

上
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

※
リ

ン
脱

酸
銅

継
目

無
管

  C
12

20
Ｔ

、
JI

S
 Ｈ

 3
30

0

フ
レ

ア
管

端
部

：
Ａ

（
ｍ

ｍ
）

フ
レ

ア
加

工
の

銅
管

出
し

代
：

Ｂ
（

ｍ
ｍ

）

φ
6.

35
φ

9.
52

φ
12

.7
φ

15
.8

8

銅
管

外
径

ね
じ

Ａ

8.
9～

  9
.1

12
.8

～
13

.2
16

.2
～

16
.6

19
.3

～
19

.7

φ
6.

35
φ

9.
52

φ
12

.7
φ

15
.8

8

銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R
32

ま
た

は
Ｒ

41
0Ａ

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0～
0.

5
0.

7～
1.

3

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

サ
イ
ド
カ
バ
ー
の
外
し
方

●
現

地
配

管
施

工
は

、
操

作
弁

を
全

閉
に

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
内

部
に

水
分

、
異

物
が

入
ら

な
い

よ
う

に
、

管
端

の
養

生
（

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
）

を
十

分
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

曲
げ

は
で

き
る

だ
け

大
き

な
半

径
（

Ｒ
10

0～
Ｒ

15
0）

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
曲

げ
な

お
し

を
何

回
も

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
と

冷
媒

配
管

と
の

接
続

は
フ

レ
ア

方
式

で
す

。
配

管
に

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
取

付
け

後
、

フ
レ

ア
加

工
を

施
し

て
く

だ
さ

い
。

R
32

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

40
7C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
32

ま
た

は
R

41
0A

用
フ

レ
ア

ツ
ー

ル
を

推
奨

し
ま

す
が

、
出

し
代

調
整

用
ゲ

ー
ジ

に
て

出
し

代
Ｂ

寸
法

を
調

節
す

れ
ば

、
従

来
ツ

ー
ル

を
使

用
で

き
ま

す
。

サ
イ

ド
カ

バ
ー

の
ね

じ
を

外
し

、
下

方
に

ス
ラ

イ
ド

さ
せ

、
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

図
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
を

お
願

い
し

ま
す

。

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。ト
ル

ク
レ

ン
チ

が
な

い
場

合
は

フ
レ

ア
ナ

ット
を

手
締

め
し

た
後

、左
表

を
目

安
に

フ
レ

ア
ナ

ット
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

●
フ

レ
ア

接
続

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

な
お

､操
作

弁
は

必
ず

閉
の

ま
ま

に
し

て
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

(ア
) 

0.
5M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1.

5M
P

aま
で

加
圧

し
、

再
び

５
分

間
以

上
そ

の
ま

ま
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(ウ

) 
そ

の
後

、
規

定
圧

力
（

4.
15

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0.

01
M

P
a

低
下

し
ま

す
の

で
補

正
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

(オ
)（

ア
）～

（
エ

）の
確

認
で

圧
力

低
下

の
認

め
ら

れ
た

も
の

に
は

漏
れ

が
あ

り
ま

す
。

溶
接

箇
所

、
フ

レ
ア

部
等

に
発

泡
試

験
液

等
を

用
い

て
漏

れ
箇

所
を

発
見

し
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

補
修

後
は

再
度

気
密

試
験

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

②
気

密
試

験
に

は
窒

素
ガ

ス
を

使
用

し
、

窒
素

ガ
ス

に
よ

る
加

圧
は

ガ
ス

側
か

ら
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
窒

素
以

外
の

ガ
ス

は
絶

対
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

同
一

締
付

け
ト

ル
ク

で
も

、
ユ

ニ
オ

ン
の

ね
じ

部
に

冷
凍

機
油

を
塗

布
し

た
場

合
は

、
ね

じ
部

摺
動

摩
擦

力
が

低
下

す
る

こ
と

に
よ

り
、

軸
方

向
分

力
が

増
加

し
て

フ
レ

ア
の

応
腐

食
割

れ
の

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ユ

ニ
オ

ン
ね

じ
部

、
ま

た
は

フ
レ

ア
外

面
に

は
冷

凍
機

油
塗

布
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

冷
凍

機
油

を
塗

布
す

る
場

合
は

、
フ

レ
ア

内
面

の
み

と
し

て
く

だ
さ

い
。

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m

)
締

付
角

度
 (

°
  )

締
 付

ト
ル

ク
 (

N・
m

)
工

具
の

推
奨

腕
長

さ
(m

m
)

φ
6.

35
 （

1/
4"

）
 

14
～

17
 

45
～

60
 

15
0

φ
9.

52
 （

3/
8"

）
 

34
～

42
 

30
～

45
 

20
0

φ
12

.7
 （

1/
2"

）
 

49
～

61
 

30
～

45
 

25
0

φ
15

.8
8（

5/
8"

）
 

68
～

82
 

15
～

20
 

30
0

気 密 試 験 完 了

真 空 引 き 開 始

真 空 引 き 完 了

真 空 度 チ ェ ッ ク

冷 媒 封 入

１
時

間
以

上
放

置
し

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
の

上
昇

な
き

こ
と

－
10

1k
P

a以
下

（
－

75
5m

m
H

g以
下

）
に

な
っ

て
か

ら
1時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

●
異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
22

、
R

40
7C

等
）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
真

空
ポ

ン
プ

油
が

冷
凍

シ
ス

テ
ム

内
に

混
入

し
な

い
よ

う
に

、
逆

流
防

止
ア

ダ
プ

タ
を

使
用

く
だ

さ
い

。

本
機

は
R

32
の

た
め

下
記

の
点

に
ご

注
意

く
だ

さ
い

。

配
管

を
ろ

う
付

す
る

場
合

風
向

風
向

50
0以

上

吸
込

吸
込

吹
出

サー
ビス

スペ
ース

L 3
L 2

L4

L 1

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

Z
P

・
V

P
シ

リ
ー

ズ

ZP
40

～
56

，
VP

40
～

56

冷
媒

R
32

対
応

機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。左
側

を
持

つ
作

業
者

は
、右

手
で

ユ
ニ

ッ
ト

正
面

の
把

手
を

持
ち

、
左

手
は

コ
ー

ナ
ー

支
柱

部
に

添
え

て
く

だ
さ

い
。

ユ
ニ

ッ
ト

に
ロ

ー
プ

掛
け

を
行

い
搬

入
す

る
場

合
は

、
必

ず
ユ

ニ
ッ

ト
重

心
の

ず
れ

を
考

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

ユ
ニ

ッ
ト

が
安

定
を

失
っ

て
落

下
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1m
以

上
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
横

連
続

設
置

す
る

と
き

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

間
に

25
0m

m
以

上
の

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
の

サ
ー

ビ
ス

性
を

考
慮

し
ユ

ニ
ッ

ト
の

天
板

が
外

せ
る

よ
う

に
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

ガ
イ

ド
ル

ー
バ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

込
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
付

け
る

。
③

軒
下

に
設

置
す

る
か

、
雪

除
け

屋
根（

現
地

　
手

配
）を

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
[⇒

３
．

ド
レ

ン
配

管
工

事
 参

照
]

・
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

の
切

換
え

と
防

雪
フ

ァ
ン

制
御

の
設

定
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

[⇒
５

.3
  現

地
ス

イ
ッ

チ
の

設
定

参
照

]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
　

よ
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

を
架

台
の

　
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 据

付
時

に
は

据
付

場
所

の
選

定
、

電
源

仕
様

、
使

用
可

能
範

囲（
配

管
距

離
・

室
内

外
高

低
差

・
電

源
電

圧
等

）・
据

付
ス

ペ
ー

ス
等

な
ど

が
適

正
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

種
・

電
源

仕
様

　
　

　
  ●

冷
媒

配
管

長
●

配
管

・
配

線
・

小
物

部
品

　
●

室
内

ユ
ニ

ット
据

付
説

明
書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

警
　

　
告

注
　

　
意

●
据

付
は

、
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

ま
た

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、

ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

、
ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、
ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
小

部
屋

に
据

付
け

る
場

合
は

日
本

冷
凍

工
業

会
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

JR
A

 G
L-

13
に

従
い

、
万

一
冷

媒
が

漏
れ

て
も

限
界

濃
度

を
超

え
な

い
対

策
が

必
要

で
す

。
　

限
界

濃
度

を
超

え
な

い
対

策
に

つ
い

て
は

、
販

売
店

と
相

談
し

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

万
一

、
冷

媒
が

漏
洩

し
て

限
界

濃
度

を
超

え
る

と
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
作

業
中

に
冷

媒
が

漏
れ

た
場

合
は

換
気

す
る

。
　

冷
媒

が
火

気
に

触
れ

る
と

有
毒

ガ
ス

が
発

生
す

る
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

完
了

後
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

れ
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
　

冷
媒

が
室

内
に

漏
れ

、
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
、

ス
ト

ー
ブ

、
コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

台
風

な
ど

の
強

風
、

地
震

に
備

え
、

所
定

の
据

付
工

事
を

行
う

。
　

据
付

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

転
倒

な
ど

に
よ

る
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

電
気

工
事

は
、

電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、

「
電

気
設

備
に

関
す

る
技

術
基

準
」

「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を使
用

す
る

。
　

電
源

回
路

容
量

不
足

や
施

工
不

備
が

あ
る

と
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

元
電

源
を

切
っ

た
後

に
電

気
工

事
を

行
う

　
感

電
、

故
障

や
動

作
不

良
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

電
源

配
線

は
、

電
流

容
量

、
規

格
に

適
合

し
た

配
線

に
よ

り
工

事
を

す
る

。
　

適
合

品
以

外
の

配
線

を
使

用
し

た
場

合
は

、
漏

電
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
線

は
、

所
定

の
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
て

確
実

に
接

続
し

、
端

子
接

続
部

に
ケ

ー
ブ

ル
の

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
す

る
。

　
接

続
や

固
定

が
不

完
全

な
場

合
は

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
室

内
外

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

配
線

は
、

端
子

カ
バ

ー
が

浮
き

上
が

ら
な

い
よ

う
に

整
形

し
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
が

不
完

全
な

場
合

は
、

端
子

接
続

部
の

発
熱

、
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

密
閉

さ
れ

た
部

屋
で

配
管

ろ
う

付
作

業
を

し
な

い
。

　
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

管
、

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
32

ま
た

は
R

41
0A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存（

R
22

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、

機
器

の
故

障
と

同
時

に
冷

媒
サ

イ
ク

ル
の

破
裂

な
ど

の
重

大
な

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

の
締

付
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
行

い
、

ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
る

。
締

付
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
過

ぎ
に

よ
る

破
損

が
発

生
し

た
場

合
に

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
洩

し
て

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
、

気
密

試
験

お
よ

び
真

空
引

き
が

完
了

す
る

ま
で

は
、

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
開

放
状

態
で

圧
縮

機
を

運
転

す
る

と
、

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
と

な
り

、
破

裂
、

ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

を
さ

れ
、

不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、

再
設

置
す

る
場

合
は

、
販

売
店

ま
た

は
専

門
業

者
に

相
談

す
る

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

作
業

で
は

、
操

作
弁

を
閉

じ
た

後
、

冷
媒

配
管

を
は

ず
す

前
に

圧
縮

機
を

停
止

す
る

。
　

圧
縮

機
を

運
転

し
た

ま
ま

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
開

放
状

態
で

冷
媒

配
管

を
は

ず
す

と
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、
ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
32

)以
外

の
空

気
等

を
入

れ
な

い
。

　
空

気
が

混
入

す
る

と
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、

ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、
巻

込
ま

れ
た

り
、

や
け

ど
や

感
電

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
確

実
に

取
付

け
る

。
　

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

取
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

ホ
コ

リ
、

水
な

ど
に

よ
り

、
火

災
、

感
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

改
修

は
絶

対
に

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス

（
接

地
）

を
確

実
に

行
う

。
　

ア
ー

ス
線

は
、

ガ
ス

管
、

水
道

管
、

避
雷

針
、

電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

下
さ

い
。

ア
ー

ス
（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、
引

火
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
●

正
し

い
容

量
の

全
極

し
ゃ

断
す

る
ブ

レ
ー

カ
（

漏
電

し
ゃ

断
器

・
手

元
開

閉
器

（
開

閉
器

＋
B

種
ヒ

ュ
ー

ズ
）・

配
線

し
ゃ

断
器

）
を

使
用

す
る

。
　

不
適

切
な

ブ
レ

ー
カ

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
製

品
の

運
搬

は
十

分
注

意
し

て
行

う
。

　
20

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2人
以

上
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

ま
た

素
手

で
フ

ィ
ン

な
ど

に
触

れ
る

と
ケ

ガ
を

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
保

護
具

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。
●

梱
包

材
の

処
理

は
確

実
に

行
う

。
　

梱
包

材
に

ク
ギ

等
の

金
属

あ
る

い
は

、
木

片
等

を
使

用
し

て
い

ま
す

の
で

放
置

状
態

に
し

ま
す

と
ケ

ガ
を

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

梱
包

用
の

ポ
リ

ブ
ク

ロ
で

子
供

が
遊

ぶ
と

窒
息

事
故

の
原

因
と

な
り

ま
す

の
で

、
必

ず
破

い
て

か
ら

廃
棄

し
て

く
だ

さ
い

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
近

く
で

溶
接

作
業

を
行

う
場

合
は

十
分

注
意

し
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

止
す

る
。

　
溶

接
作

業
時

な
ど

に
発

生
す

る
ス

パ
ッ

タ
が

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

浸
入

し
た

場
合

、
ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、

覆
い

な
ど

に
よ

り
必

ず
カ

バ
ー

を
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
配

管
の

断
熱

は
結

露
し

な
い

よ
う

に
確

実
に

行
う

。
　

不
完

全
な

断
熱

施
工

を
行

う
と

配
管

等
の

表
面

が
結

露
し

て
、

露
た

れ
等

を
発

生
し

、
天

井
、

床
そ

の
他

、
大

切
な

も
の

を
濡

ら
す

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

終
了

後
は

窒
素

ガ
ス

に
よ

る
気

密
試

験
を

行
い

、
漏

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
万

一
、

狭
い

部
屋

に
冷

媒
ガ

ス
が

漏
洩

し
て

限
界

濃
度

を
超

え
る

と
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス

（
亜

硫
酸

ガ
ス

等
）、

可
燃

性
ガ

ス
（

シ
ン

ナ
ー

、
ガ

ソ
リ

ン
等

）、
の

発
生

、
滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、
揮

発
性

引
火

物
を

取
扱

う
所

で
の

据
付

、
使

用
は

行
わ

な
い

。
　

熱
交

の
腐

食
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

屋
上

あ
る

い
は

高
所

に
設

置
す

る
場

合
は

、
転

落
防

止
の

た
め

、
通

路
に

は
恒

久
ハ

シ
ゴ

、
手

す
り

等
を

、
ま

た
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
周

辺
に

は
フ

ェ
ン

ス
、

手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
 

　
フ

ェ
ン

ス
、

手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

、
使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、
小

動
物

の
す

み
か

と
な

る
よ

う
な

場
所

に
設

置
し

な
い

。
　

小
動

物
が

侵
入

し
て

、
内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、

故
障

や
発

煙
、

発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

お
客

様
に

周
辺

を
き

れ
い

に
保

つ
こ

と
を

お
願

い
し

て
く

だ
さ

い
。

●
長

期
使

用
で

傷
ん

だ
ま

ま
の

据
付

台
を

使
用

し
な

い
。

　
傷

ん
だ

ま
ま

放
置

す
る

と
ユ

ニ
ッ

ト
の

落
下

に
つ

な
が

り
。

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

カ
ー

ボ
ン

繊
維

や
金

属
粉

、
パ

ウ
ダ

ー
等

が
浮

遊
す

る
所

　
　

　
　

　
　

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
化

粧
品

、
特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、
機

械
工

場
等

）
　

　
　

　
　

　
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、
所

定
の

架
台

、
防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

標
高

10
00

ｍ
以

上
の

所
　

・
ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

他
の

熱
源

か
ら

熱
放

射
を

受
け

る
所

　
・

通
風

の
悪

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

お
き

る
よ

う
な

所
　

・
強

風
の

影
響

を
う

け
や

す
い

所
（

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
騒

音
や

熱
風

が
隣

家
に

迷
惑

を
か

け
る

よ
う

な
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

強
度

が
不

十
分

で
振

動
が

増
幅

、
伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

　
　

　
　

　
　

　
　

・
機

器
か

ら
発

生
す

る
騒

音
、

振
動

の
影

響
を

受
け

や
す

い
所

（
寝

室
の

壁
や

そ
の

近
傍

）
　

　
吹

出
し

風
に

よ
る

植
木

な
ど

へ
の

被
害

の
原

因
に

な
り

ま
す

　
　

　
　

　
・

高
周

波
に

影
響

さ
れ

る
機

器
の

あ
る

所
（

T
V

お
よ

び
ラ

ジ
オ

等
の

近
傍

）
　

・
ド

レ
ン

の
排

水
が

と
れ

な
い

所
　

周
辺

の
環

境
に

影
響

を
お

よ
ぼ

し
ク

レ
ー

ム
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

食
品

、
動

植
物

、
精

密
機

器
、

美
術

品
の

保
存

な
ど

特
殊

用
途

に
は

使
用

し
な

い
。

　
保

存
物

の
品

質
低

下
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

濡
れ

た
手

で
ス

イ
ッ

チ
を

操
作

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

運
転

中
の

冷
媒

配
管

を
素

手
で

触
れ

な
い

。
　

運
転

中
の

冷
媒

配
管

は
流

れ
る

冷
媒

の
状

況
に

よ
り

低
温

と
高

温
に

な
り

ま
す

。
　

素
手

で
触

れ
る

と
凍

傷
や

、
や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

上
に

乗
ら

な
い

。
　

落
下

、
転

倒
な

ど
に

よ
り

ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

ZP
40

～
56

、
V

P
40

～
56

据
付

例
寸

法

L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

10
0

10
0

25
0

Ⅱ 28
0

75 80 開
放

Ⅲ 28
0

開
放 80 25
0

Ⅳ 18
0

開
放 80 開
放

（
m

m
）

O
材

　
O

Ｌ
材

サ
イ

ド
カ

バ
ー

PS
C

01
2D

09
4

注
意

注
意

注
意

重
要

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

ボ
ル

ト
で

固
定

（
M

10
～

12
）

巾
を

ひ
ろ

く
す

る
根

入
り

を
深

く
す

る

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
付

け
る

場
合

、
左

記
ボ

ル
ト

で
ユ

ニ
ッ

ト
の

足
を

必
ず

固
定

し
て

く
だ

さ
い

。
●

前
面

側
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

飛
び

出
し

長
さ

は
15

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

左
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

７
）

外
気

温
－

5℃
以

下
で

冷
房

運
転

を
行

う
場

合
●

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

お
よ

び
防

雪
フ

ー
ド

（
別

売
品

）
を

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

吸
込

吹
出

312.524.3 14.8

288.7

88
.4

51
0

20
0

351.6

冷
媒
Ｒ
3
2
対
応
機
と
し
て
の
注
意
点

●
Ｒ
3
2
以
外
の
冷
媒
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。Ｒ
3
2
は
従
来
の
冷
媒
（
R
2
2
な
ど
）に
比
べ
圧
力
が
1.
6
倍
高
く
な
り
ま
す
。

●
Ｒ
3
2
機
は
、他
冷
媒
の
誤
封
入
防
止
の
た
め
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
操
作
弁
の
チ
ャ
ー
ジ
ポ
ー
ト
径
と
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
チ
ェ
ッ
ク
ジ
ョ
イ
ン
ト
径
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、耐
圧
強
度
を
上
げ
る
た
め
冷
媒
配
管
の
フ
レ
ア
加
工
寸
法
お
よ

び
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
の
対
辺
寸
法
を
変
更
し
て
い
ま
す
。従
っ
て
、
施
工・
サ
ー
ビ
ス
時
に
は
、右
表
に
示
す
R
3
2
ま
た
は
Ｒ
41
0Ａ
専
用
ツ
ー
ル
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
チ
ャ
ー
ジ
シ
リ
ン
ダ
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
は
R
3
2
専
用
ま
た
は
R
3
2
/Ｒ
41
0Ａ
併
用
機
と
な
り
ま
す
。
接
続
可
能
な
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
は
カ
タ
ロ
グ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
他
の
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
を
接
続
す
る
と
正
常
運
転
で
き
ま
せ
ん
。）

●
異
種
油
の
混
入
を
さ
け
る
た
め
に
、
冷
媒
の
種
類
に
よ
り
工
具
を
使
い
分
け
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
ゲ
ー
ジ
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
、チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
は
絶
対
に
他
冷
媒
（
R
2
2、
R
4
0
7
C）
と
共
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
冷
媒
R
3
2
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
燃
焼
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、半
地
下
や
狭
小
部
な
ど
換
気
の
悪
い
場
所
で
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
・
修
理
・
移
設
す
る
際
の
作
業
時
は
冷
媒
漏
え
い
セ
ン
サ
を
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。
冷
媒
が
漏
え

い
し
た
場
合
、窒
息
や
着
火
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

こ
の
製
品
の
移
設・
修
理・

廃
棄
等
に
あ
た
っ
て
は
フ

ロ
ン
類
の
回
収
が
必
要
で

す
。本
機
に
は
地
球
温
暖

化
係
数（
G
W
P
）が
6
7
5

の
フ
ロ
ン
類
を
使
用
し
て

い
ま
す
。（
冷
媒
R
3
2
）

a） b） c） d） e） f） g
）
h）

ゲ
ー
ジ
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド

チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス

冷
媒
充
填
用
電
子
は
か
り

ト
ル
ク
レ
ン
チ

フ
レ
ア
ツ
ー
ル

出
し
代
調
整
用
銅
管
ゲ
ー
ジ

真
空
ポ
ン
プ
ア
ダ
プ
タ

ガ
ス
漏
れ
検
知
器

R
3
2
ま
た
は
R
4
1
0
A
専
用
ツ
ー
ル

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。ま
た

、波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。室
外

ユ
ニ

ット
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ット

底
板

内
へ

の
水

の
滞

留
は

、著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、底

板
内

の
水

抜
け

性
を

損
な

わ
な

い
よ

う
に

、傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
で

付
い

た
傷

は
、補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。必

要
に

応
じ

て
再

防
錆

処
置

や
部

品
交

換
等

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

●
基

礎
部

分
の

排
水

性
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。

ユ
ニ

ット
ユ

ニ
ット

35
ペ
ー
ジ
以
降
の

機
種
：
	FD
C
Z
P
4
0
5
H
,4
5
5
H
,5
0
5
H
,5
6
5
H
,4
0
5
H
K
,4
5
5
H
K
,5
0
5
H
K
,5
6
5
H
K
	

FD
C
V
P
4
0
5
H
,4
5
5
H
,5
0
5
H
,5
6
5
H
,4
0
5
H
K
,4
5
5
H
K
,5
0
5
H
K
,5
6
5
H
K

⑶　室外ユニットの据付
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L

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット

Ａ

Ｂ

管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〔 窒 素 〕
ろ

う
付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0.
5M

P
a

手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

重
い

当
て

板

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

片
道

配
管

長
の

制
限

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6.
 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

2
．
冷
媒
配
管
工
事
　

詳
細

は
、

冷
媒

配
管

工
事

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

片
道

配
管

長

制
　

限
　

項
　

目
制

限
寸

法
右

図
で

の
記

号

50
ｍ

以
下

50
ｍ

以
下

30
ｍ

以
下

15
ｍ

以
下

L Ｌ Ｈ Ｈ

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

冷
媒

配
管（

主
管

Ｌ
）

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

上
の

場
合

Z
P

40
～

56
、

V
P

40
～

56

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

が
下

の
場

合

主
管

長

 ガ
ス

管
 

液
管

φ
12

.7
 

φ
6.

35

 フ
レ

ア
 

フ
レ

ア

φ
12

.7
 

φ
6.

35

φ
12

.7
 

φ
6.

35

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径

［
m

m
］

 
6.

35
 

9.
52

 
12

.7
 

15
.8

8

最
小

配
管

肉
厚

［
m

m
］

 
0.

8 
0.

8 
0.

8 
1.

0

配
管

材
質

※

お
願

い
●

配
管

の
選

定
・

施
工

に
つ

い
て

は
、

必
ず

「
冷

凍
保

安
規

則
関

係
例

示
基

準
」

を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、
最

小
配

管
肉

厚
以

上
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

※
リ

ン
脱

酸
銅

継
目

無
管

  C
12

20
Ｔ

、
JI

S
 Ｈ

 3
30

0

フ
レ

ア
管

端
部

：
Ａ

（
ｍ

ｍ
）

フ
レ

ア
加

工
の

銅
管

出
し

代
：

Ｂ
（

ｍ
ｍ

）

φ
6.

35
φ

9.
52

φ
12

.7
φ

15
.8

8

銅
管

外
径

ね
じ

Ａ

8.
9～

  9
.1

12
.8

～
13

.2
16

.2
～

16
.6

19
.3

～
19

.7

φ
6.

35
φ

9.
52

φ
12

.7
φ

15
.8

8

銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R
32

ま
た

は
Ｒ

41
0Ａ

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0～
0.

5
0.

7～
1.

3

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

サ
イ
ド
カ
バ
ー
の
外
し
方

●
現

地
配

管
施

工
は

、
操

作
弁

を
全

閉
に

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
内

部
に

水
分

、
異

物
が

入
ら

な
い

よ
う

に
、

管
端

の
養

生
（

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
）

を
十

分
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

曲
げ

は
で

き
る

だ
け

大
き

な
半

径
（

Ｒ
10

0～
Ｒ

15
0）

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
曲

げ
な

お
し

を
何

回
も

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
と

冷
媒

配
管

と
の

接
続

は
フ

レ
ア

方
式

で
す

。
配

管
に

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
取

付
け

後
、

フ
レ

ア
加

工
を

施
し

て
く

だ
さ

い
。

R
32

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

40
7C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
32

ま
た

は
R

41
0A

用
フ

レ
ア

ツ
ー

ル
を

推
奨

し
ま

す
が

、
出

し
代

調
整

用
ゲ

ー
ジ

に
て

出
し

代
Ｂ

寸
法

を
調

節
す

れ
ば

、
従

来
ツ

ー
ル

を
使

用
で

き
ま

す
。

サ
イ

ド
カ

バ
ー

の
ね

じ
を

外
し

、
下

方
に

ス
ラ

イ
ド

さ
せ

、
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

図
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
を

お
願

い
し

ま
す

。

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。ト
ル

ク
レ

ン
チ

が
な

い
場

合
は

フ
レ

ア
ナ

ット
を

手
締

め
し

た
後

、左
表

を
目

安
に

フ
レ

ア
ナ

ット
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

●
フ

レ
ア

接
続

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

な
お

､操
作

弁
は

必
ず

閉
の

ま
ま

に
し

て
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

(ア
) 

0.
5M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1.

5M
P

aま
で

加
圧

し
、

再
び

５
分

間
以

上
そ

の
ま

ま
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(ウ

) 
そ

の
後

、
規

定
圧

力
（

4.
15

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0.

01
M

P
a

低
下

し
ま

す
の

で
補

正
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

(オ
)（

ア
）～

（
エ

）の
確

認
で

圧
力

低
下

の
認

め
ら

れ
た

も
の

に
は

漏
れ

が
あ

り
ま

す
。

溶
接

箇
所

、
フ

レ
ア

部
等

に
発

泡
試

験
液

等
を

用
い

て
漏

れ
箇

所
を

発
見

し
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

補
修

後
は

再
度

気
密

試
験

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

②
気

密
試

験
に

は
窒

素
ガ

ス
を

使
用

し
、

窒
素

ガ
ス

に
よ

る
加

圧
は

ガ
ス

側
か

ら
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
窒

素
以

外
の

ガ
ス

は
絶

対
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

同
一

締
付

け
ト

ル
ク

で
も

、
ユ

ニ
オ

ン
の

ね
じ

部
に

冷
凍

機
油

を
塗

布
し

た
場

合
は

、
ね

じ
部

摺
動

摩
擦

力
が

低
下

す
る

こ
と

に
よ

り
、

軸
方

向
分

力
が

増
加

し
て

フ
レ

ア
の

応
腐

食
割

れ
の

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ユ

ニ
オ

ン
ね

じ
部

、
ま

た
は

フ
レ

ア
外

面
に

は
冷

凍
機

油
塗

布
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

冷
凍

機
油

を
塗

布
す

る
場

合
は

、
フ

レ
ア

内
面

の
み

と
し

て
く

だ
さ

い
。

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m

)
締

付
角

度
 (

°
  )

締
 付

ト
ル

ク
 (

N・
m

)
工

具
の

推
奨

腕
長

さ
(m

m
)

φ
6.

35
 （

1/
4"

）
 

14
～

17
 

45
～

60
 

15
0

φ
9.

52
 （

3/
8"

）
 

34
～

42
 

30
～

45
 

20
0

φ
12

.7
 （

1/
2"

）
 

49
～

61
 

30
～

45
 

25
0

φ
15

.8
8（

5/
8"

）
 

68
～

82
 

15
～

20
 

30
0

気 密 試 験 完 了

真 空 引 き 開 始

真 空 引 き 完 了

真 空 度 チ ェ ッ ク

冷 媒 封 入

１
時

間
以

上
放

置
し

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
の

上
昇

な
き

こ
と

－
10

1k
P

a以
下

（
－

75
5m

m
H

g以
下

）
に

な
っ

て
か

ら
1時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

●
異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
22

、
R

40
7C

等
）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
真

空
ポ

ン
プ

油
が

冷
凍

シ
ス

テ
ム

内
に

混
入

し
な

い
よ

う
に

、
逆

流
防

止
ア

ダ
プ

タ
を

使
用

く
だ

さ
い

。

本
機

は
R

32
の

た
め

下
記

の
点

に
ご

注
意

く
だ

さ
い

。

配
管

を
ろ

う
付

す
る

場
合

風
向

風
向

50
0以

上

吸
込

吸
込

吹
出

サー
ビス

スペ
ース

L 3
L 2

L4

L 1

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

Z
P

・
V

P
シ

リ
ー

ズ

ZP
40

～
56

，
VP

40
～

56

冷
媒

R
32

対
応

機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。左
側

を
持

つ
作

業
者

は
、右

手
で

ユ
ニ

ッ
ト

正
面

の
把

手
を

持
ち

、
左

手
は

コ
ー

ナ
ー

支
柱

部
に

添
え

て
く

だ
さ

い
。

ユ
ニ

ッ
ト

に
ロ

ー
プ

掛
け

を
行

い
搬

入
す

る
場

合
は

、
必

ず
ユ

ニ
ッ

ト
重

心
の

ず
れ

を
考

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

ユ
ニ

ッ
ト

が
安

定
を

失
っ

て
落

下
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1m
以

上
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
横

連
続

設
置

す
る

と
き

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

間
に

25
0m

m
以

上
の

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
の

サ
ー

ビ
ス

性
を

考
慮

し
ユ

ニ
ッ

ト
の

天
板

が
外

せ
る

よ
う

に
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

ガ
イ

ド
ル

ー
バ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

込
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
付

け
る

。
③

軒
下

に
設

置
す

る
か

、
雪

除
け

屋
根（

現
地

　
手

配
）を

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
[⇒

３
．

ド
レ

ン
配

管
工

事
 参

照
]

・
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

の
切

換
え

と
防

雪
フ

ァ
ン

制
御

の
設

定
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

[⇒
５

.3
  現

地
ス

イ
ッ

チ
の

設
定

参
照

]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
　

よ
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

を
架

台
の

　
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 据

付
時

に
は

据
付

場
所

の
選

定
、

電
源

仕
様

、
使

用
可

能
範

囲（
配

管
距

離
・

室
内

外
高

低
差

・
電

源
電

圧
等

）・
据

付
ス

ペ
ー

ス
等

な
ど

が
適

正
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

種
・

電
源

仕
様

　
　

　
  ●

冷
媒

配
管

長
●

配
管

・
配

線
・

小
物

部
品

　
●

室
内

ユ
ニ

ット
据

付
説

明
書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

警
　

　
告

注
　

　
意

●
据

付
は

、
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

ま
た

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、

ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

、
ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、
ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
小

部
屋

に
据

付
け

る
場

合
は

日
本

冷
凍

工
業

会
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

JR
A

 G
L-

13
に

従
い

、
万

一
冷

媒
が

漏
れ

て
も

限
界

濃
度

を
超

え
な

い
対

策
が

必
要

で
す

。
　

限
界

濃
度

を
超

え
な

い
対

策
に

つ
い

て
は

、
販

売
店

と
相

談
し

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

万
一

、
冷

媒
が

漏
洩

し
て

限
界

濃
度

を
超

え
る

と
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
作

業
中

に
冷

媒
が

漏
れ

た
場

合
は

換
気

す
る

。
　

冷
媒

が
火

気
に

触
れ

る
と

有
毒

ガ
ス

が
発

生
す

る
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

完
了

後
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

れ
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
　

冷
媒

が
室

内
に

漏
れ

、
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
、

ス
ト

ー
ブ

、
コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

台
風

な
ど

の
強

風
、

地
震

に
備

え
、

所
定

の
据

付
工

事
を

行
う

。
　

据
付

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

転
倒

な
ど

に
よ

る
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

電
気

工
事

は
、

電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、

「
電

気
設

備
に

関
す

る
技

術
基

準
」

「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を使
用

す
る

。
　

電
源

回
路

容
量

不
足

や
施

工
不

備
が

あ
る

と
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

元
電

源
を

切
っ

た
後

に
電

気
工

事
を

行
う

　
感

電
、

故
障

や
動

作
不

良
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

電
源

配
線

は
、

電
流

容
量

、
規

格
に

適
合

し
た

配
線

に
よ

り
工

事
を

す
る

。
　

適
合

品
以

外
の

配
線

を
使

用
し

た
場

合
は

、
漏

電
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
線

は
、

所
定

の
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
て

確
実

に
接

続
し

、
端

子
接

続
部

に
ケ

ー
ブ

ル
の

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
す

る
。

　
接

続
や

固
定

が
不

完
全

な
場

合
は

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
室

内
外

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

配
線

は
、

端
子

カ
バ

ー
が

浮
き

上
が

ら
な

い
よ

う
に

整
形

し
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
が

不
完

全
な

場
合

は
、

端
子

接
続

部
の

発
熱

、
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

密
閉

さ
れ

た
部

屋
で

配
管

ろ
う

付
作

業
を

し
な

い
。

　
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

管
、

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
32

ま
た

は
R

41
0A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存（

R
22

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、

機
器

の
故

障
と

同
時

に
冷

媒
サ

イ
ク

ル
の

破
裂

な
ど

の
重

大
な

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

の
締

付
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
行

い
、

ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
る

。
締

付
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
過

ぎ
に

よ
る

破
損

が
発

生
し

た
場

合
に

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
洩

し
て

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
、

気
密

試
験

お
よ

び
真

空
引

き
が

完
了

す
る

ま
で

は
、

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
開

放
状

態
で

圧
縮

機
を

運
転

す
る

と
、

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
と

な
り

、
破

裂
、

ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

を
さ

れ
、

不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、

再
設

置
す

る
場

合
は

、
販

売
店

ま
た

は
専

門
業

者
に

相
談

す
る

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

作
業

で
は

、
操

作
弁

を
閉

じ
た

後
、

冷
媒

配
管

を
は

ず
す

前
に

圧
縮

機
を

停
止

す
る

。
　

圧
縮

機
を

運
転

し
た

ま
ま

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
開

放
状

態
で

冷
媒

配
管

を
は

ず
す

と
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、
ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
32

)以
外

の
空

気
等

を
入

れ
な

い
。

　
空

気
が

混
入

す
る

と
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、

ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、
巻

込
ま

れ
た

り
、

や
け

ど
や

感
電

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
確

実
に

取
付

け
る

。
　

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

取
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

ホ
コ

リ
、

水
な

ど
に

よ
り

、
火

災
、

感
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

改
修

は
絶

対
に

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス

（
接

地
）

を
確

実
に

行
う

。
　

ア
ー

ス
線

は
、

ガ
ス

管
、

水
道

管
、

避
雷

針
、

電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

下
さ

い
。

ア
ー

ス
（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、
引

火
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
●

正
し

い
容

量
の

全
極

し
ゃ

断
す

る
ブ

レ
ー

カ
（

漏
電

し
ゃ

断
器

・
手

元
開

閉
器

（
開

閉
器

＋
B

種
ヒ

ュ
ー

ズ
）・

配
線

し
ゃ

断
器

）
を

使
用

す
る

。
　

不
適

切
な

ブ
レ

ー
カ

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
製

品
の

運
搬

は
十

分
注

意
し

て
行

う
。

　
20

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2人
以

上
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

ま
た

素
手

で
フ

ィ
ン

な
ど

に
触

れ
る

と
ケ

ガ
を

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
保

護
具

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。
●

梱
包

材
の

処
理

は
確

実
に

行
う

。
　

梱
包

材
に

ク
ギ

等
の

金
属

あ
る

い
は

、
木

片
等

を
使

用
し

て
い

ま
す

の
で

放
置

状
態

に
し

ま
す

と
ケ

ガ
を

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

梱
包

用
の

ポ
リ

ブ
ク

ロ
で

子
供

が
遊

ぶ
と

窒
息

事
故

の
原

因
と

な
り

ま
す

の
で

、
必

ず
破

い
て

か
ら

廃
棄

し
て

く
だ

さ
い

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
近

く
で

溶
接

作
業

を
行

う
場

合
は

十
分

注
意

し
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

止
す

る
。

　
溶

接
作

業
時

な
ど

に
発

生
す

る
ス

パ
ッ

タ
が

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

浸
入

し
た

場
合

、
ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、

覆
い

な
ど

に
よ

り
必

ず
カ

バ
ー

を
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
配

管
の

断
熱

は
結

露
し

な
い

よ
う

に
確

実
に

行
う

。
　

不
完

全
な

断
熱

施
工

を
行

う
と

配
管

等
の

表
面

が
結

露
し

て
、

露
た

れ
等

を
発

生
し

、
天

井
、

床
そ

の
他

、
大

切
な

も
の

を
濡

ら
す

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

終
了

後
は

窒
素

ガ
ス

に
よ

る
気

密
試

験
を

行
い

、
漏

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
万

一
、

狭
い

部
屋

に
冷

媒
ガ

ス
が

漏
洩

し
て

限
界

濃
度

を
超

え
る

と
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス

（
亜

硫
酸

ガ
ス

等
）、

可
燃

性
ガ

ス
（

シ
ン

ナ
ー

、
ガ

ソ
リ

ン
等

）、
の

発
生

、
滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、
揮

発
性

引
火

物
を

取
扱

う
所

で
の

据
付

、
使

用
は

行
わ

な
い

。
　

熱
交

の
腐

食
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

屋
上

あ
る

い
は

高
所

に
設

置
す

る
場

合
は

、
転

落
防

止
の

た
め

、
通

路
に

は
恒

久
ハ

シ
ゴ

、
手

す
り

等
を

、
ま

た
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
周

辺
に

は
フ

ェ
ン

ス
、

手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
 

　
フ

ェ
ン

ス
、

手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

、
使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、
小

動
物

の
す

み
か

と
な

る
よ

う
な

場
所

に
設

置
し

な
い

。
　

小
動

物
が

侵
入

し
て

、
内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、

故
障

や
発

煙
、

発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

お
客

様
に

周
辺

を
き

れ
い

に
保

つ
こ

と
を

お
願

い
し

て
く

だ
さ

い
。

●
長

期
使

用
で

傷
ん

だ
ま

ま
の

据
付

台
を

使
用

し
な

い
。

　
傷

ん
だ

ま
ま

放
置

す
る

と
ユ

ニ
ッ

ト
の

落
下

に
つ

な
が

り
。

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

カ
ー

ボ
ン

繊
維

や
金

属
粉

、
パ

ウ
ダ

ー
等

が
浮

遊
す

る
所

　
　

　
　

　
　

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
化

粧
品

、
特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、
機

械
工

場
等

）
　

　
　

　
　

　
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、
所

定
の

架
台

、
防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

標
高

10
00

ｍ
以

上
の

所
　

・
ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

他
の

熱
源

か
ら

熱
放

射
を

受
け

る
所

　
・

通
風

の
悪

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

お
き

る
よ

う
な

所
　

・
強

風
の

影
響

を
う

け
や

す
い

所
（

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
騒

音
や

熱
風

が
隣

家
に

迷
惑

を
か

け
る

よ
う

な
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

強
度

が
不

十
分

で
振

動
が

増
幅

、
伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

　
　

　
　

　
　

　
　

・
機

器
か

ら
発

生
す

る
騒

音
、

振
動

の
影

響
を

受
け

や
す

い
所

（
寝

室
の

壁
や

そ
の

近
傍

）
　

　
吹

出
し

風
に

よ
る

植
木

な
ど

へ
の

被
害

の
原

因
に

な
り

ま
す

　
　

　
　

　
・

高
周

波
に

影
響

さ
れ

る
機

器
の

あ
る

所
（

T
V

お
よ

び
ラ

ジ
オ

等
の

近
傍

）
　

・
ド

レ
ン

の
排

水
が

と
れ

な
い

所
　

周
辺

の
環

境
に

影
響

を
お

よ
ぼ

し
ク

レ
ー

ム
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

食
品

、
動

植
物

、
精

密
機

器
、

美
術

品
の

保
存

な
ど

特
殊

用
途

に
は

使
用

し
な

い
。

　
保

存
物

の
品

質
低

下
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

濡
れ

た
手

で
ス

イ
ッ

チ
を

操
作

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

運
転

中
の

冷
媒

配
管

を
素

手
で

触
れ

な
い

。
　

運
転

中
の

冷
媒

配
管

は
流

れ
る

冷
媒

の
状

況
に

よ
り

低
温

と
高

温
に

な
り

ま
す

。
　

素
手

で
触

れ
る

と
凍

傷
や

、
や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

上
に

乗
ら

な
い

。
　

落
下

、
転

倒
な

ど
に

よ
り

ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

ZP
40

～
56

、
V

P
40

～
56

据
付

例
寸

法

L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

10
0

10
0

25
0

Ⅱ 28
0

75 80 開
放

Ⅲ 28
0

開
放 80 25
0

Ⅳ 18
0

開
放 80 開
放

（
m

m
）

O
材

　
O

Ｌ
材

サ
イ

ド
カ

バ
ー

PS
C

01
2D

09
4

注
意

注
意

注
意

重
要

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

ボ
ル

ト
で

固
定

（
M

10
～

12
）

巾
を

ひ
ろ

く
す

る
根

入
り

を
深

く
す

る

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
付

け
る

場
合

、
左

記
ボ

ル
ト

で
ユ

ニ
ッ

ト
の

足
を

必
ず

固
定

し
て

く
だ

さ
い

。
●

前
面

側
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

飛
び

出
し

長
さ

は
15

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

左
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

７
）

外
気

温
－

5℃
以

下
で

冷
房

運
転

を
行

う
場

合
●

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

お
よ

び
防

雪
フ

ー
ド

（
別

売
品

）
を

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

吸
込

吹
出

312.524.3 14.8

288.7

88
.4

51
0

20
0

351.6

冷
媒
Ｒ
3
2
対
応
機
と
し
て
の
注
意
点

●
Ｒ
3
2
以
外
の
冷
媒
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。Ｒ
3
2
は
従
来
の
冷
媒
（
R
2
2
な
ど
）に
比
べ
圧
力
が
1.
6
倍
高
く
な
り
ま
す
。

●
Ｒ
3
2
機
は
、他
冷
媒
の
誤
封
入
防
止
の
た
め
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
操
作
弁
の
チ
ャ
ー
ジ
ポ
ー
ト
径
と
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
チ
ェ
ッ
ク
ジ
ョ
イ
ン
ト
径
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、耐
圧
強
度
を
上
げ
る
た
め
冷
媒
配
管
の
フ
レ
ア
加
工
寸
法
お
よ

び
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
の
対
辺
寸
法
を
変
更
し
て
い
ま
す
。従
っ
て
、
施
工・
サ
ー
ビ
ス
時
に
は
、右
表
に
示
す
R
3
2
ま
た
は
Ｒ
41
0Ａ
専
用
ツ
ー
ル
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
チ
ャ
ー
ジ
シ
リ
ン
ダ
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
は
R
3
2
専
用
ま
た
は
R
3
2
/Ｒ
41
0Ａ
併
用
機
と
な
り
ま
す
。
接
続
可
能
な
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
は
カ
タ
ロ
グ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
他
の
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
を
接
続
す
る
と
正
常
運
転
で
き
ま
せ
ん
。）

●
異
種
油
の
混
入
を
さ
け
る
た
め
に
、
冷
媒
の
種
類
に
よ
り
工
具
を
使
い
分
け
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
ゲ
ー
ジ
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
、チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
は
絶
対
に
他
冷
媒
（
R
2
2、
R
4
0
7
C）
と
共
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
冷
媒
R
3
2
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
燃
焼
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、半
地
下
や
狭
小
部
な
ど
換
気
の
悪
い
場
所
で
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
・
修
理
・
移
設
す
る
際
の
作
業
時
は
冷
媒
漏
え
い
セ
ン
サ
を
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。
冷
媒
が
漏
え

い
し
た
場
合
、窒
息
や
着
火
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

こ
の
製
品
の
移
設・
修
理・

廃
棄
等
に
あ
た
っ
て
は
フ

ロ
ン
類
の
回
収
が
必
要
で

す
。本
機
に
は
地
球
温
暖

化
係
数（
G
W
P
）が
6
7
5

の
フ
ロ
ン
類
を
使
用
し
て

い
ま
す
。（
冷
媒
R
3
2
）

a） b） c） d） e） f） g
）
h）

ゲ
ー
ジ
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド

チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス

冷
媒
充
填
用
電
子
は
か
り

ト
ル
ク
レ
ン
チ

フ
レ
ア
ツ
ー
ル

出
し
代
調
整
用
銅
管
ゲ
ー
ジ

真
空
ポ
ン
プ
ア
ダ
プ
タ

ガ
ス
漏
れ
検
知
器

R
3
2
ま
た
は
R
4
1
0
A
専
用
ツ
ー
ル

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。ま
た

、波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。室
外

ユ
ニ

ット
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ット

底
板

内
へ

の
水

の
滞

留
は

、著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、底

板
内

の
水

抜
け

性
を

損
な

わ
な

い
よ

う
に

、傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
で

付
い

た
傷

は
、補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。必

要
に

応
じ

て
再

防
錆

処
置

や
部

品
交

換
等

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

●
基

礎
部

分
の

排
水

性
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。

ユ
ニ

ット
ユ

ニ
ット

35
ペ
ー
ジ
以
降
の
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L

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット

Ａ

Ｂ

管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〔 窒 素 〕
ろ

う
付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0.
5M

P
a

手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

重
い

当
て

板

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

片
道

配
管

長
の

制
限

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6.
 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

2
．
冷
媒
配
管
工
事
　

詳
細

は
、

冷
媒

配
管

工
事

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

片
道

配
管

長

制
　

限
　

項
　

目
制

限
寸

法
右

図
で

の
記

号

50
ｍ

以
下

50
ｍ

以
下

30
ｍ

以
下

15
ｍ

以
下

L Ｌ Ｈ Ｈ

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

冷
媒

配
管（

主
管

Ｌ
）

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

上
の

場
合

Z
P

40
～

56
、

V
P

40
～

56

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

が
下

の
場

合

主
管

長

 ガ
ス

管
 

液
管

φ
12

.7
 

φ
6.

35

 フ
レ

ア
 

フ
レ

ア

φ
12

.7
 

φ
6.

35

φ
12

.7
 

φ
6.

35

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径

［
m

m
］

 
6.

35
 

9.
52

 
12

.7
 

15
.8

8

最
小

配
管

肉
厚

［
m

m
］

 
0.

8 
0.

8 
0.

8 
1.

0

配
管

材
質

※

お
願

い
●

配
管

の
選

定
・

施
工

に
つ

い
て

は
、

必
ず

「
冷

凍
保

安
規

則
関

係
例

示
基

準
」

を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、
最

小
配

管
肉

厚
以

上
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

※
リ

ン
脱

酸
銅

継
目

無
管

  C
12

20
Ｔ

、
JI

S
 Ｈ

 3
30

0

フ
レ

ア
管

端
部

：
Ａ

（
ｍ

ｍ
）

フ
レ

ア
加

工
の

銅
管

出
し

代
：

Ｂ
（

ｍ
ｍ

）

φ
6.

35
φ

9.
52

φ
12

.7
φ

15
.8

8

銅
管

外
径

ね
じ

Ａ

8.
9～

  9
.1

12
.8

～
13

.2
16

.2
～

16
.6

19
.3

～
19

.7

φ
6.

35
φ

9.
52

φ
12

.7
φ

15
.8

8

銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R
32

ま
た

は
Ｒ

41
0Ａ

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0～
0.

5
0.

7～
1.

3

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

サ
イ
ド
カ
バ
ー
の
外
し
方

●
現

地
配

管
施

工
は

、
操

作
弁

を
全

閉
に

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
内

部
に

水
分

、
異

物
が

入
ら

な
い

よ
う

に
、

管
端

の
養

生
（

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
）

を
十

分
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

曲
げ

は
で

き
る

だ
け

大
き

な
半

径
（

Ｒ
10

0～
Ｒ

15
0）

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
曲

げ
な

お
し

を
何

回
も

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
と

冷
媒

配
管

と
の

接
続

は
フ

レ
ア

方
式

で
す

。
配

管
に

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
取

付
け

後
、

フ
レ

ア
加

工
を

施
し

て
く

だ
さ

い
。

R
32

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

40
7C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
32

ま
た

は
R

41
0A

用
フ

レ
ア

ツ
ー

ル
を

推
奨

し
ま

す
が

、
出

し
代

調
整

用
ゲ

ー
ジ

に
て

出
し

代
Ｂ

寸
法

を
調

節
す

れ
ば

、
従

来
ツ

ー
ル

を
使

用
で

き
ま

す
。

サ
イ

ド
カ

バ
ー

の
ね

じ
を

外
し

、
下

方
に

ス
ラ

イ
ド

さ
せ

、
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

図
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
を

お
願

い
し

ま
す

。

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。ト
ル

ク
レ

ン
チ

が
な

い
場

合
は

フ
レ

ア
ナ

ット
を

手
締

め
し

た
後

、左
表

を
目

安
に

フ
レ

ア
ナ

ット
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

●
フ

レ
ア

接
続

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

な
お

､操
作

弁
は

必
ず

閉
の

ま
ま

に
し

て
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

(ア
) 

0.
5M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1.

5M
P

aま
で

加
圧

し
、

再
び

５
分

間
以

上
そ

の
ま

ま
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(ウ

) 
そ

の
後

、
規

定
圧

力
（

4.
15

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0.

01
M

P
a

低
下

し
ま

す
の

で
補

正
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

(オ
)（

ア
）～

（
エ

）の
確

認
で

圧
力

低
下

の
認

め
ら

れ
た

も
の

に
は

漏
れ

が
あ

り
ま

す
。

溶
接

箇
所

、
フ

レ
ア

部
等

に
発

泡
試

験
液

等
を

用
い

て
漏

れ
箇

所
を

発
見

し
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

補
修

後
は

再
度

気
密

試
験

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

②
気

密
試

験
に

は
窒

素
ガ

ス
を

使
用

し
、

窒
素

ガ
ス

に
よ

る
加

圧
は

ガ
ス

側
か

ら
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
窒

素
以

外
の

ガ
ス

は
絶

対
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

同
一

締
付

け
ト

ル
ク

で
も

、
ユ

ニ
オ

ン
の

ね
じ

部
に

冷
凍

機
油

を
塗

布
し

た
場

合
は

、
ね

じ
部

摺
動

摩
擦

力
が

低
下

す
る

こ
と

に
よ

り
、

軸
方

向
分

力
が

増
加

し
て

フ
レ

ア
の

応
腐

食
割

れ
の

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ユ

ニ
オ

ン
ね

じ
部

、
ま

た
は

フ
レ

ア
外

面
に

は
冷

凍
機

油
塗

布
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

冷
凍

機
油

を
塗

布
す

る
場

合
は

、
フ

レ
ア

内
面

の
み

と
し

て
く

だ
さ

い
。

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m

)
締

付
角

度
 (

°
  )

締
 付

ト
ル

ク
 (

N・
m

)
工

具
の

推
奨

腕
長

さ
(m

m
)

φ
6.

35
 （

1/
4"

）
 

14
～

17
 

45
～

60
 

15
0

φ
9.

52
 （

3/
8"

）
 

34
～

42
 

30
～

45
 

20
0

φ
12

.7
 （

1/
2"

）
 

49
～

61
 

30
～

45
 

25
0

φ
15

.8
8（

5/
8"

）
 

68
～

82
 

15
～

20
 

30
0

気 密 試 験 完 了

真 空 引 き 開 始

真 空 引 き 完 了

真 空 度 チ ェ ッ ク

冷 媒 封 入

１
時

間
以

上
放

置
し

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
の

上
昇

な
き

こ
と

－
10

1k
P

a以
下

（
－

75
5m

m
H

g以
下

）
に

な
っ

て
か

ら
1時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

●
異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
22

、
R

40
7C

等
）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
真

空
ポ

ン
プ

油
が

冷
凍

シ
ス

テ
ム

内
に

混
入

し
な

い
よ

う
に

、
逆

流
防

止
ア

ダ
プ

タ
を

使
用

く
だ

さ
い

。

本
機

は
R

32
の

た
め

下
記

の
点

に
ご

注
意

く
だ

さ
い

。

配
管

を
ろ

う
付

す
る

場
合

風
向

風
向

50
0以

上

吸
込

吸
込

吹
出

サー
ビス

スペ
ース

L 3
L 2

L4

L 1

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

Z
P

・
V

P
シ

リ
ー

ズ

ZP
40

～
56

，
VP

40
～

56

冷
媒

R
32

対
応

機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。左
側

を
持

つ
作

業
者

は
、右

手
で

ユ
ニ

ッ
ト

正
面

の
把

手
を

持
ち

、
左

手
は

コ
ー

ナ
ー

支
柱

部
に

添
え

て
く

だ
さ

い
。

ユ
ニ

ッ
ト

に
ロ

ー
プ

掛
け

を
行

い
搬

入
す

る
場

合
は

、
必

ず
ユ

ニ
ッ

ト
重

心
の

ず
れ

を
考

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

ユ
ニ

ッ
ト

が
安

定
を

失
っ

て
落

下
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1m
以

上
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
横

連
続

設
置

す
る

と
き

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

間
に

25
0m

m
以

上
の

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
の

サ
ー

ビ
ス

性
を

考
慮

し
ユ

ニ
ッ

ト
の

天
板

が
外

せ
る

よ
う

に
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

ガ
イ

ド
ル

ー
バ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

込
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
付

け
る

。
③

軒
下

に
設

置
す

る
か

、
雪

除
け

屋
根（

現
地

　
手

配
）を

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
[⇒

３
．

ド
レ

ン
配

管
工

事
 参

照
]

・
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

の
切

換
え

と
防

雪
フ

ァ
ン

制
御

の
設

定
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

[⇒
５

.3
  現

地
ス

イ
ッ

チ
の

設
定

参
照

]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
　

よ
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

を
架

台
の

　
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 据

付
時

に
は

据
付

場
所

の
選

定
、

電
源

仕
様

、
使

用
可

能
範

囲（
配

管
距

離
・

室
内

外
高

低
差

・
電

源
電

圧
等

）・
据

付
ス

ペ
ー

ス
等

な
ど

が
適

正
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

種
・

電
源

仕
様

　
　

　
  ●

冷
媒

配
管

長
●

配
管

・
配

線
・

小
物

部
品

　
●

室
内

ユ
ニ

ット
据

付
説

明
書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

警
　

　
告

注
　

　
意

●
据

付
は

、
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

ま
た

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、

ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

、
ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、
ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
小

部
屋

に
据

付
け

る
場

合
は

日
本

冷
凍

工
業

会
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

JR
A

 G
L-

13
に

従
い

、
万

一
冷

媒
が

漏
れ

て
も

限
界

濃
度

を
超

え
な

い
対

策
が

必
要

で
す

。
　

限
界

濃
度

を
超

え
な

い
対

策
に

つ
い

て
は

、
販

売
店

と
相

談
し

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

万
一

、
冷

媒
が

漏
洩

し
て

限
界

濃
度

を
超

え
る

と
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
作

業
中

に
冷

媒
が

漏
れ

た
場

合
は

換
気

す
る

。
　

冷
媒

が
火

気
に

触
れ

る
と

有
毒

ガ
ス

が
発

生
す

る
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

完
了

後
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

れ
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
　

冷
媒

が
室

内
に

漏
れ

、
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
、

ス
ト

ー
ブ

、
コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

台
風

な
ど

の
強

風
、

地
震

に
備

え
、

所
定

の
据

付
工

事
を

行
う

。
　

据
付

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

転
倒

な
ど

に
よ

る
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

電
気

工
事

は
、

電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、

「
電

気
設

備
に

関
す

る
技

術
基

準
」

「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を使
用

す
る

。
　

電
源

回
路

容
量

不
足

や
施

工
不

備
が

あ
る

と
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

元
電

源
を

切
っ

た
後

に
電

気
工

事
を

行
う

　
感

電
、

故
障

や
動

作
不

良
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

電
源

配
線

は
、

電
流

容
量

、
規

格
に

適
合

し
た

配
線

に
よ

り
工

事
を

す
る

。
　

適
合

品
以

外
の

配
線

を
使

用
し

た
場

合
は

、
漏

電
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
線

は
、

所
定

の
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
て

確
実

に
接

続
し

、
端

子
接

続
部

に
ケ

ー
ブ

ル
の

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
す

る
。

　
接

続
や

固
定

が
不

完
全

な
場

合
は

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
室

内
外

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

配
線

は
、

端
子

カ
バ

ー
が

浮
き

上
が

ら
な

い
よ

う
に

整
形

し
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
が

不
完

全
な

場
合

は
、

端
子

接
続

部
の

発
熱

、
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

密
閉

さ
れ

た
部

屋
で

配
管

ろ
う

付
作

業
を

し
な

い
。

　
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

管
、

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
32

ま
た

は
R

41
0A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存（

R
22

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、

機
器

の
故

障
と

同
時

に
冷

媒
サ

イ
ク

ル
の

破
裂

な
ど

の
重

大
な

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

の
締

付
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
行

い
、

ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
る

。
締

付
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
過

ぎ
に

よ
る

破
損

が
発

生
し

た
場

合
に

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
洩

し
て

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
、

気
密

試
験

お
よ

び
真

空
引

き
が

完
了

す
る

ま
で

は
、

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
開

放
状

態
で

圧
縮

機
を

運
転

す
る

と
、

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
と

な
り

、
破

裂
、

ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

を
さ

れ
、

不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、

再
設

置
す

る
場

合
は

、
販

売
店

ま
た

は
専

門
業

者
に

相
談

す
る

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

作
業

で
は

、
操

作
弁

を
閉

じ
た

後
、

冷
媒

配
管

を
は

ず
す

前
に

圧
縮

機
を

停
止

す
る

。
　

圧
縮

機
を

運
転

し
た

ま
ま

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
開

放
状

態
で

冷
媒

配
管

を
は

ず
す

と
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、
ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
32

)以
外

の
空

気
等

を
入

れ
な

い
。

　
空

気
が

混
入

す
る

と
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、

ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、
巻

込
ま

れ
た

り
、

や
け

ど
や

感
電

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
確

実
に

取
付

け
る

。
　

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

取
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

ホ
コ

リ
、

水
な

ど
に

よ
り

、
火

災
、

感
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

改
修

は
絶

対
に

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス

（
接

地
）

を
確

実
に

行
う

。
　

ア
ー

ス
線

は
、

ガ
ス

管
、

水
道

管
、

避
雷

針
、

電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

下
さ

い
。

ア
ー

ス
（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、
引

火
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
●

正
し

い
容

量
の

全
極

し
ゃ

断
す

る
ブ

レ
ー

カ
（

漏
電

し
ゃ

断
器

・
手

元
開

閉
器

（
開

閉
器

＋
B

種
ヒ

ュ
ー

ズ
）・

配
線

し
ゃ

断
器

）
を

使
用

す
る

。
　

不
適

切
な

ブ
レ

ー
カ

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
製

品
の

運
搬

は
十

分
注

意
し

て
行

う
。

　
20

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2人
以

上
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

ま
た

素
手

で
フ

ィ
ン

な
ど

に
触

れ
る

と
ケ

ガ
を

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
保

護
具

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。
●

梱
包

材
の

処
理

は
確

実
に

行
う

。
　

梱
包

材
に

ク
ギ

等
の

金
属

あ
る

い
は

、
木

片
等

を
使

用
し

て
い

ま
す

の
で

放
置

状
態

に
し

ま
す

と
ケ

ガ
を

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

梱
包

用
の

ポ
リ

ブ
ク

ロ
で

子
供

が
遊

ぶ
と

窒
息

事
故

の
原

因
と

な
り

ま
す

の
で

、
必

ず
破

い
て

か
ら

廃
棄

し
て

く
だ

さ
い

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
近

く
で

溶
接

作
業

を
行

う
場

合
は

十
分

注
意

し
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

止
す

る
。

　
溶

接
作

業
時

な
ど

に
発

生
す

る
ス

パ
ッ

タ
が

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

浸
入

し
た

場
合

、
ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、

覆
い

な
ど

に
よ

り
必

ず
カ

バ
ー

を
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
配

管
の

断
熱

は
結

露
し

な
い

よ
う

に
確

実
に

行
う

。
　

不
完

全
な

断
熱

施
工

を
行

う
と

配
管

等
の

表
面

が
結

露
し

て
、

露
た

れ
等

を
発

生
し

、
天

井
、

床
そ

の
他

、
大

切
な

も
の

を
濡

ら
す

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

終
了

後
は

窒
素

ガ
ス

に
よ

る
気

密
試

験
を

行
い

、
漏

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
万

一
、

狭
い

部
屋

に
冷

媒
ガ

ス
が

漏
洩

し
て

限
界

濃
度

を
超

え
る

と
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス

（
亜

硫
酸

ガ
ス

等
）、

可
燃

性
ガ

ス
（

シ
ン

ナ
ー

、
ガ

ソ
リ

ン
等

）、
の

発
生

、
滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、
揮

発
性

引
火

物
を

取
扱

う
所

で
の

据
付

、
使

用
は

行
わ

な
い

。
　

熱
交

の
腐

食
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

屋
上

あ
る

い
は

高
所

に
設

置
す

る
場

合
は

、
転

落
防

止
の

た
め

、
通

路
に

は
恒

久
ハ

シ
ゴ

、
手

す
り

等
を

、
ま

た
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
周

辺
に

は
フ

ェ
ン

ス
、

手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
 

　
フ

ェ
ン

ス
、

手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

、
使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、
小

動
物

の
す

み
か

と
な

る
よ

う
な

場
所

に
設

置
し

な
い

。
　

小
動

物
が

侵
入

し
て

、
内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、

故
障

や
発

煙
、

発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

お
客

様
に

周
辺

を
き

れ
い

に
保

つ
こ

と
を

お
願

い
し

て
く

だ
さ

い
。

●
長

期
使

用
で

傷
ん

だ
ま

ま
の

据
付

台
を

使
用

し
な

い
。

　
傷

ん
だ

ま
ま

放
置

す
る

と
ユ

ニ
ッ

ト
の

落
下

に
つ

な
が

り
。

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

カ
ー

ボ
ン

繊
維

や
金

属
粉

、
パ

ウ
ダ

ー
等

が
浮

遊
す

る
所

　
　

　
　

　
　

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
化

粧
品

、
特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、
機

械
工

場
等

）
　

　
　

　
　

　
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、
所

定
の

架
台

、
防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

標
高

10
00

ｍ
以

上
の

所
　

・
ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

他
の

熱
源

か
ら

熱
放

射
を

受
け

る
所

　
・

通
風

の
悪

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

お
き

る
よ

う
な

所
　

・
強

風
の

影
響

を
う

け
や

す
い

所
（

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
騒

音
や

熱
風

が
隣

家
に

迷
惑

を
か

け
る

よ
う

な
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

強
度

が
不

十
分

で
振

動
が

増
幅

、
伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

　
　

　
　

　
　

　
　

・
機

器
か

ら
発

生
す

る
騒

音
、

振
動

の
影

響
を

受
け

や
す

い
所

（
寝

室
の

壁
や

そ
の

近
傍

）
　

　
吹

出
し

風
に

よ
る

植
木

な
ど

へ
の

被
害

の
原

因
に

な
り

ま
す

　
　

　
　

　
・

高
周

波
に

影
響

さ
れ

る
機

器
の

あ
る

所
（

T
V

お
よ

び
ラ

ジ
オ

等
の

近
傍

）
　

・
ド

レ
ン

の
排

水
が

と
れ

な
い

所
　

周
辺

の
環

境
に

影
響

を
お

よ
ぼ

し
ク

レ
ー

ム
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

食
品

、
動

植
物

、
精

密
機

器
、

美
術

品
の

保
存

な
ど

特
殊

用
途

に
は

使
用

し
な

い
。

　
保

存
物

の
品

質
低

下
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

濡
れ

た
手

で
ス

イ
ッ

チ
を

操
作

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

運
転

中
の

冷
媒

配
管

を
素

手
で

触
れ

な
い

。
　

運
転

中
の

冷
媒

配
管

は
流

れ
る

冷
媒

の
状

況
に

よ
り

低
温

と
高

温
に

な
り

ま
す

。
　

素
手

で
触

れ
る

と
凍

傷
や

、
や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

上
に

乗
ら

な
い

。
　

落
下

、
転

倒
な

ど
に

よ
り

ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

ZP
40

～
56

、
V

P
40

～
56

据
付

例
寸

法

L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

10
0

10
0

25
0

Ⅱ 28
0

75 80 開
放

Ⅲ 28
0

開
放 80 25
0

Ⅳ 18
0

開
放 80 開
放

（
m

m
）

O
材

　
O

Ｌ
材

サ
イ

ド
カ

バ
ー

PS
C

01
2D

09
4

注
意

注
意

注
意

重
要

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

ボ
ル

ト
で

固
定

（
M

10
～

12
）

巾
を

ひ
ろ

く
す

る
根

入
り

を
深

く
す

る

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
付

け
る

場
合

、
左

記
ボ

ル
ト

で
ユ

ニ
ッ

ト
の

足
を

必
ず

固
定

し
て

く
だ

さ
い

。
●

前
面

側
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

飛
び

出
し

長
さ

は
15

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

左
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

７
）

外
気

温
－

5℃
以

下
で

冷
房

運
転

を
行

う
場

合
●

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

お
よ

び
防

雪
フ

ー
ド

（
別

売
品

）
を

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

吸
込

吹
出

312.524.3 14.8

288.7

88
.4

51
0

20
0

351.6

冷
媒
Ｒ
3
2
対
応
機
と
し
て
の
注
意
点

●
Ｒ
3
2
以
外
の
冷
媒
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。Ｒ
3
2
は
従
来
の
冷
媒
（
R
2
2
な
ど
）に
比
べ
圧
力
が
1.
6
倍
高
く
な
り
ま
す
。

●
Ｒ
3
2
機
は
、他
冷
媒
の
誤
封
入
防
止
の
た
め
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
操
作
弁
の
チ
ャ
ー
ジ
ポ
ー
ト
径
と
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
チ
ェ
ッ
ク
ジ
ョ
イ
ン
ト
径
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、耐
圧
強
度
を
上
げ
る
た
め
冷
媒
配
管
の
フ
レ
ア
加
工
寸
法
お
よ

び
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
の
対
辺
寸
法
を
変
更
し
て
い
ま
す
。従
っ
て
、
施
工・
サ
ー
ビ
ス
時
に
は
、右
表
に
示
す
R
3
2
ま
た
は
Ｒ
41
0Ａ
専
用
ツ
ー
ル
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
チ
ャ
ー
ジ
シ
リ
ン
ダ
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
は
R
3
2
専
用
ま
た
は
R
3
2
/Ｒ
41
0Ａ
併
用
機
と
な
り
ま
す
。
接
続
可
能
な
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
は
カ
タ
ロ
グ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
他
の
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
を
接
続
す
る
と
正
常
運
転
で
き
ま
せ
ん
。）

●
異
種
油
の
混
入
を
さ
け
る
た
め
に
、
冷
媒
の
種
類
に
よ
り
工
具
を
使
い
分
け
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
ゲ
ー
ジ
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
、チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
は
絶
対
に
他
冷
媒
（
R
2
2、
R
4
0
7
C）
と
共
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
冷
媒
R
3
2
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
燃
焼
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、半
地
下
や
狭
小
部
な
ど
換
気
の
悪
い
場
所
で
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
・
修
理
・
移
設
す
る
際
の
作
業
時
は
冷
媒
漏
え
い
セ
ン
サ
を
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。
冷
媒
が
漏
え

い
し
た
場
合
、窒
息
や
着
火
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

こ
の
製
品
の
移
設・
修
理・

廃
棄
等
に
あ
た
っ
て
は
フ

ロ
ン
類
の
回
収
が
必
要
で

す
。本
機
に
は
地
球
温
暖

化
係
数（
G
W
P
）が
6
7
5

の
フ
ロ
ン
類
を
使
用
し
て

い
ま
す
。（
冷
媒
R
3
2
）

a） b） c） d） e） f） g
）
h）

ゲ
ー
ジ
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド

チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス

冷
媒
充
填
用
電
子
は
か
り

ト
ル
ク
レ
ン
チ

フ
レ
ア
ツ
ー
ル

出
し
代
調
整
用
銅
管
ゲ
ー
ジ

真
空
ポ
ン
プ
ア
ダ
プ
タ

ガ
ス
漏
れ
検
知
器

R
3
2
ま
た
は
R
4
1
0
A
専
用
ツ
ー
ル

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。ま
た

、波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。室
外

ユ
ニ

ット
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ット

底
板

内
へ

の
水

の
滞

留
は

、著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、底

板
内

の
水

抜
け

性
を

損
な

わ
な

い
よ

う
に

、傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
で

付
い

た
傷

は
、補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。必

要
に

応
じ

て
再

防
錆

処
置

や
部

品
交

換
等

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

●
基

礎
部

分
の

排
水

性
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。

ユ
ニ

ット
ユ

ニ
ット

35
ペ
ー
ジ
以
降
の



－ 77 －

L

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット

Ａ

Ｂ

管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〔 窒 素 〕
ろ

う
付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0.
5M

P
a

手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

重
い

当
て

板

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

片
道

配
管

長
の

制
限

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6.
 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

2
．
冷
媒
配
管
工
事
　

詳
細

は
、

冷
媒

配
管

工
事

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

片
道

配
管

長

制
　

限
　

項
　

目
制

限
寸

法
右

図
で

の
記

号

50
ｍ

以
下

50
ｍ

以
下

30
ｍ

以
下

15
ｍ

以
下

L Ｌ Ｈ Ｈ

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

冷
媒

配
管（

主
管

Ｌ
）

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

上
の

場
合

Z
P

40
～

56
、

V
P

40
～

56

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

が
下

の
場

合

主
管

長

 ガ
ス

管
 

液
管

φ
12

.7
 

φ
6.

35

 フ
レ

ア
 

フ
レ

ア

φ
12

.7
 

φ
6.

35

φ
12

.7
 

φ
6.

35

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径

［
m

m
］

 
6.

35
 

9.
52

 
12

.7
 

15
.8

8

最
小

配
管

肉
厚

［
m

m
］

 
0.

8 
0.

8 
0.

8 
1.

0

配
管

材
質

※

お
願

い
●

配
管

の
選

定
・

施
工

に
つ

い
て

は
、

必
ず

「
冷

凍
保

安
規

則
関

係
例

示
基

準
」

を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、
最

小
配

管
肉

厚
以

上
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

※
リ

ン
脱

酸
銅

継
目

無
管

  C
12

20
Ｔ

、
JI

S
 Ｈ

 3
30

0

フ
レ

ア
管

端
部

：
Ａ

（
ｍ

ｍ
）

フ
レ

ア
加

工
の

銅
管

出
し

代
：

Ｂ
（

ｍ
ｍ

）

φ
6.

35
φ

9.
52

φ
12

.7
φ

15
.8

8

銅
管

外
径

ね
じ

Ａ

8.
9～

  9
.1

12
.8

～
13

.2
16

.2
～

16
.6

19
.3

～
19

.7

φ
6.

35
φ

9.
52

φ
12

.7
φ

15
.8

8

銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R
32

ま
た

は
Ｒ

41
0Ａ

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0～
0.

5
0.

7～
1.

3

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

サ
イ
ド
カ
バ
ー
の
外
し
方

●
現

地
配

管
施

工
は

、
操

作
弁

を
全

閉
に

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
内

部
に

水
分

、
異

物
が

入
ら

な
い

よ
う

に
、

管
端

の
養

生
（

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
）

を
十

分
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

曲
げ

は
で

き
る

だ
け

大
き

な
半

径
（

Ｒ
10

0～
Ｒ

15
0）

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
曲

げ
な

お
し

を
何

回
も

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
と

冷
媒

配
管

と
の

接
続

は
フ

レ
ア

方
式

で
す

。
配

管
に

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
取

付
け

後
、

フ
レ

ア
加

工
を

施
し

て
く

だ
さ

い
。

R
32

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

40
7C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
32

ま
た

は
R

41
0A

用
フ

レ
ア

ツ
ー

ル
を

推
奨

し
ま

す
が

、
出

し
代

調
整

用
ゲ

ー
ジ

に
て

出
し

代
Ｂ

寸
法

を
調

節
す

れ
ば

、
従

来
ツ

ー
ル

を
使

用
で

き
ま

す
。

サ
イ

ド
カ

バ
ー

の
ね

じ
を

外
し

、
下

方
に

ス
ラ

イ
ド

さ
せ

、
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

図
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
を

お
願

い
し

ま
す

。

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。ト
ル

ク
レ

ン
チ

が
な

い
場

合
は

フ
レ

ア
ナ

ット
を

手
締

め
し

た
後

、左
表

を
目

安
に

フ
レ

ア
ナ

ット
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

●
フ

レ
ア

接
続

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

な
お

､操
作

弁
は

必
ず

閉
の

ま
ま

に
し

て
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

(ア
) 

0.
5M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1.

5M
P

aま
で

加
圧

し
、

再
び

５
分

間
以

上
そ

の
ま

ま
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(ウ

) 
そ

の
後

、
規

定
圧

力
（

4.
15

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0.

01
M

P
a

低
下

し
ま

す
の

で
補

正
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

(オ
)（

ア
）～

（
エ

）の
確

認
で

圧
力

低
下

の
認

め
ら

れ
た

も
の

に
は

漏
れ

が
あ

り
ま

す
。

溶
接

箇
所

、
フ

レ
ア

部
等

に
発

泡
試

験
液

等
を

用
い

て
漏

れ
箇

所
を

発
見

し
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

補
修

後
は

再
度

気
密

試
験

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

②
気

密
試

験
に

は
窒

素
ガ

ス
を

使
用

し
、

窒
素

ガ
ス

に
よ

る
加

圧
は

ガ
ス

側
か

ら
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
窒

素
以

外
の

ガ
ス

は
絶

対
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

同
一

締
付

け
ト

ル
ク

で
も

、
ユ

ニ
オ

ン
の

ね
じ

部
に

冷
凍

機
油

を
塗

布
し

た
場

合
は

、
ね

じ
部

摺
動

摩
擦

力
が

低
下

す
る

こ
と

に
よ

り
、

軸
方

向
分

力
が

増
加

し
て

フ
レ

ア
の

応
腐

食
割

れ
の

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ユ

ニ
オ

ン
ね

じ
部

、
ま

た
は

フ
レ

ア
外

面
に

は
冷

凍
機

油
塗

布
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

冷
凍

機
油

を
塗

布
す

る
場

合
は

、
フ

レ
ア

内
面

の
み

と
し

て
く

だ
さ

い
。

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m

)
締

付
角

度
 (

°
  )

締
 付

ト
ル

ク
 (

N・
m

)
工

具
の

推
奨

腕
長

さ
(m

m
)

φ
6.

35
 （

1/
4"

）
 

14
～

17
 

45
～

60
 

15
0

φ
9.

52
 （

3/
8"

）
 

34
～

42
 

30
～

45
 

20
0

φ
12

.7
 （

1/
2"

）
 

49
～

61
 

30
～

45
 

25
0

φ
15

.8
8（

5/
8"

）
 

68
～

82
 

15
～

20
 

30
0

気 密 試 験 完 了

真 空 引 き 開 始

真 空 引 き 完 了

真 空 度 チ ェ ッ ク

冷 媒 封 入

１
時

間
以

上
放

置
し

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
の

上
昇

な
き

こ
と

－
10

1k
P

a以
下

（
－

75
5m

m
H

g以
下

）
に

な
っ

て
か

ら
1時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

●
異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
22

、
R

40
7C

等
）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
真

空
ポ

ン
プ

油
が

冷
凍

シ
ス

テ
ム

内
に

混
入

し
な

い
よ

う
に

、
逆

流
防

止
ア

ダ
プ

タ
を

使
用

く
だ

さ
い

。

本
機

は
R

32
の

た
め

下
記

の
点

に
ご

注
意

く
だ

さ
い

。

配
管

を
ろ

う
付

す
る

場
合

風
向

風
向

50
0以

上

吸
込

吸
込

吹
出

サー
ビス

スペ
ース

L 3
L 2

L4

L 1

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

Z
P

・
V

P
シ

リ
ー

ズ

ZP
40

～
56

，
VP

40
～

56

冷
媒

R
32

対
応

機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。左
側

を
持

つ
作

業
者

は
、右

手
で

ユ
ニ

ッ
ト

正
面

の
把

手
を

持
ち

、
左

手
は

コ
ー

ナ
ー

支
柱

部
に

添
え

て
く

だ
さ

い
。

ユ
ニ

ッ
ト

に
ロ

ー
プ

掛
け

を
行

い
搬

入
す

る
場

合
は

、
必

ず
ユ

ニ
ッ

ト
重

心
の

ず
れ

を
考

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

ユ
ニ

ッ
ト

が
安

定
を

失
っ

て
落

下
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1m
以

上
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
横

連
続

設
置

す
る

と
き

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

間
に

25
0m

m
以

上
の

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
の

サ
ー

ビ
ス

性
を

考
慮

し
ユ

ニ
ッ

ト
の

天
板

が
外

せ
る

よ
う

に
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

ガ
イ

ド
ル

ー
バ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

込
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
付

け
る

。
③

軒
下

に
設

置
す

る
か

、
雪

除
け

屋
根（

現
地

　
手

配
）を

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
[⇒

３
．

ド
レ

ン
配

管
工

事
 参

照
]

・
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

の
切

換
え

と
防

雪
フ

ァ
ン

制
御

の
設

定
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

[⇒
５

.3
  現

地
ス

イ
ッ

チ
の

設
定

参
照

]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
　

よ
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

を
架

台
の

　
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 据

付
時

に
は

据
付

場
所

の
選

定
、

電
源

仕
様

、
使

用
可

能
範

囲（
配

管
距

離
・

室
内

外
高

低
差

・
電

源
電

圧
等

）・
据

付
ス

ペ
ー

ス
等

な
ど

が
適

正
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

種
・

電
源

仕
様

　
　

　
  ●

冷
媒

配
管

長
●

配
管

・
配

線
・

小
物

部
品

　
●

室
内

ユ
ニ

ット
据

付
説

明
書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

警
　

　
告

注
　

　
意

●
据

付
は

、
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

ま
た

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、

ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

、
ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、
ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
小

部
屋

に
据

付
け

る
場

合
は

日
本

冷
凍

工
業

会
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

JR
A

 G
L-

13
に

従
い

、
万

一
冷

媒
が

漏
れ

て
も

限
界

濃
度

を
超

え
な

い
対

策
が

必
要

で
す

。
　

限
界

濃
度

を
超

え
な

い
対

策
に

つ
い

て
は

、
販

売
店

と
相

談
し

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

万
一

、
冷

媒
が

漏
洩

し
て

限
界

濃
度

を
超

え
る

と
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
作

業
中

に
冷

媒
が

漏
れ

た
場

合
は

換
気

す
る

。
　

冷
媒

が
火

気
に

触
れ

る
と

有
毒

ガ
ス

が
発

生
す

る
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

完
了

後
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

れ
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
　

冷
媒

が
室

内
に

漏
れ

、
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
、

ス
ト

ー
ブ

、
コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

台
風

な
ど

の
強

風
、

地
震

に
備

え
、

所
定

の
据

付
工

事
を

行
う

。
　

据
付

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

転
倒

な
ど

に
よ

る
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

電
気

工
事

は
、

電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、

「
電

気
設

備
に

関
す

る
技

術
基

準
」

「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を使
用

す
る

。
　

電
源

回
路

容
量

不
足

や
施

工
不

備
が

あ
る

と
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

元
電

源
を

切
っ

た
後

に
電

気
工

事
を

行
う

　
感

電
、

故
障

や
動

作
不

良
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

電
源

配
線

は
、

電
流

容
量

、
規

格
に

適
合

し
た

配
線

に
よ

り
工

事
を

す
る

。
　

適
合

品
以

外
の

配
線

を
使

用
し

た
場

合
は

、
漏

電
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
線

は
、

所
定

の
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
て

確
実

に
接

続
し

、
端

子
接

続
部

に
ケ

ー
ブ

ル
の

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
す

る
。

　
接

続
や

固
定

が
不

完
全

な
場

合
は

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
室

内
外

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

配
線

は
、

端
子

カ
バ

ー
が

浮
き

上
が

ら
な

い
よ

う
に

整
形

し
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
が

不
完

全
な

場
合

は
、

端
子

接
続

部
の

発
熱

、
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

密
閉

さ
れ

た
部

屋
で

配
管

ろ
う

付
作

業
を

し
な

い
。

　
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

管
、

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
32

ま
た

は
R

41
0A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存（

R
22

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、

機
器

の
故

障
と

同
時

に
冷

媒
サ

イ
ク

ル
の

破
裂

な
ど

の
重

大
な

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

の
締

付
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
行

い
、

ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
る

。
締

付
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
過

ぎ
に

よ
る

破
損

が
発

生
し

た
場

合
に

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
洩

し
て

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
、

気
密

試
験

お
よ

び
真

空
引

き
が

完
了

す
る

ま
で

は
、

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
開

放
状

態
で

圧
縮

機
を

運
転

す
る

と
、

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
と

な
り

、
破

裂
、

ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

を
さ

れ
、

不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、

再
設

置
す

る
場

合
は

、
販

売
店

ま
た

は
専

門
業

者
に

相
談

す
る

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

作
業

で
は

、
操

作
弁

を
閉

じ
た

後
、

冷
媒

配
管

を
は

ず
す

前
に

圧
縮

機
を

停
止

す
る

。
　

圧
縮

機
を

運
転

し
た

ま
ま

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
開

放
状

態
で

冷
媒

配
管

を
は

ず
す

と
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、
ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
32

)以
外

の
空

気
等

を
入

れ
な

い
。

　
空

気
が

混
入

す
る

と
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、

ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、
巻

込
ま

れ
た

り
、

や
け

ど
や

感
電

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
確

実
に

取
付

け
る

。
　

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

取
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

ホ
コ

リ
、

水
な

ど
に

よ
り

、
火

災
、

感
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

改
修

は
絶

対
に

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス

（
接

地
）

を
確

実
に

行
う

。
　

ア
ー

ス
線

は
、

ガ
ス

管
、

水
道

管
、

避
雷

針
、

電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

下
さ

い
。

ア
ー

ス
（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、
引

火
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
●

正
し

い
容

量
の

全
極

し
ゃ

断
す

る
ブ

レ
ー

カ
（

漏
電

し
ゃ

断
器

・
手

元
開

閉
器

（
開

閉
器

＋
B

種
ヒ

ュ
ー

ズ
）・

配
線

し
ゃ

断
器

）
を

使
用

す
る

。
　

不
適

切
な

ブ
レ

ー
カ

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
製

品
の

運
搬

は
十

分
注

意
し

て
行

う
。

　
20

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2人
以

上
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

ま
た

素
手

で
フ

ィ
ン

な
ど

に
触

れ
る

と
ケ

ガ
を

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
保

護
具

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。
●

梱
包

材
の

処
理

は
確

実
に

行
う

。
　

梱
包

材
に

ク
ギ

等
の

金
属

あ
る

い
は

、
木

片
等

を
使

用
し

て
い

ま
す

の
で

放
置

状
態

に
し

ま
す

と
ケ

ガ
を

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

梱
包

用
の

ポ
リ

ブ
ク

ロ
で

子
供

が
遊

ぶ
と

窒
息

事
故

の
原

因
と

な
り

ま
す

の
で

、
必

ず
破

い
て

か
ら

廃
棄

し
て

く
だ

さ
い

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
近

く
で

溶
接

作
業

を
行

う
場

合
は

十
分

注
意

し
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

止
す

る
。

　
溶

接
作

業
時

な
ど

に
発

生
す

る
ス

パ
ッ

タ
が

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

浸
入

し
た

場
合

、
ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、

覆
い

な
ど

に
よ

り
必

ず
カ

バ
ー

を
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
配

管
の

断
熱

は
結

露
し

な
い

よ
う

に
確

実
に

行
う

。
　

不
完

全
な

断
熱

施
工

を
行

う
と

配
管

等
の

表
面

が
結

露
し

て
、

露
た

れ
等

を
発

生
し

、
天

井
、

床
そ

の
他

、
大

切
な

も
の

を
濡

ら
す

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

終
了

後
は

窒
素

ガ
ス

に
よ

る
気

密
試

験
を

行
い

、
漏

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
万

一
、

狭
い

部
屋

に
冷

媒
ガ

ス
が

漏
洩

し
て

限
界

濃
度

を
超

え
る

と
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス

（
亜

硫
酸

ガ
ス

等
）、

可
燃

性
ガ

ス
（

シ
ン

ナ
ー

、
ガ

ソ
リ

ン
等

）、
の

発
生

、
滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、
揮

発
性

引
火

物
を

取
扱

う
所

で
の

据
付

、
使

用
は

行
わ

な
い

。
　

熱
交

の
腐

食
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

屋
上

あ
る

い
は

高
所

に
設

置
す

る
場

合
は

、
転

落
防

止
の

た
め

、
通

路
に

は
恒

久
ハ

シ
ゴ

、
手

す
り

等
を

、
ま

た
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
周

辺
に

は
フ

ェ
ン

ス
、

手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
 

　
フ

ェ
ン

ス
、

手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

、
使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、
小

動
物

の
す

み
か

と
な

る
よ

う
な

場
所

に
設

置
し

な
い

。
　

小
動

物
が

侵
入

し
て

、
内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、

故
障

や
発

煙
、

発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

お
客

様
に

周
辺

を
き

れ
い

に
保

つ
こ

と
を

お
願

い
し

て
く

だ
さ

い
。

●
長

期
使

用
で

傷
ん

だ
ま

ま
の

据
付

台
を

使
用

し
な

い
。

　
傷

ん
だ

ま
ま

放
置

す
る

と
ユ

ニ
ッ

ト
の

落
下

に
つ

な
が

り
。

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

カ
ー

ボ
ン

繊
維

や
金

属
粉

、
パ

ウ
ダ

ー
等

が
浮

遊
す

る
所

　
　

　
　

　
　

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
化

粧
品

、
特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、
機

械
工

場
等

）
　

　
　

　
　

　
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、
所

定
の

架
台

、
防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

標
高

10
00

ｍ
以

上
の

所
　

・
ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

他
の

熱
源

か
ら

熱
放

射
を

受
け

る
所

　
・

通
風

の
悪

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

お
き

る
よ

う
な

所
　

・
強

風
の

影
響

を
う

け
や

す
い

所
（

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
騒

音
や

熱
風

が
隣

家
に

迷
惑

を
か

け
る

よ
う

な
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

強
度

が
不

十
分

で
振

動
が

増
幅

、
伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

　
　

　
　

　
　

　
　

・
機

器
か

ら
発

生
す

る
騒

音
、

振
動

の
影

響
を

受
け

や
す

い
所

（
寝

室
の

壁
や

そ
の

近
傍

）
　

　
吹

出
し

風
に

よ
る

植
木

な
ど

へ
の

被
害

の
原

因
に

な
り

ま
す

　
　

　
　

　
・

高
周

波
に

影
響

さ
れ

る
機

器
の

あ
る

所
（

T
V

お
よ

び
ラ

ジ
オ

等
の

近
傍

）
　

・
ド

レ
ン

の
排

水
が

と
れ

な
い

所
　

周
辺

の
環

境
に

影
響

を
お

よ
ぼ

し
ク

レ
ー

ム
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

食
品

、
動

植
物

、
精

密
機

器
、

美
術

品
の

保
存

な
ど

特
殊

用
途

に
は

使
用

し
な

い
。

　
保

存
物

の
品

質
低

下
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

濡
れ

た
手

で
ス

イ
ッ

チ
を

操
作

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

運
転

中
の

冷
媒

配
管

を
素

手
で

触
れ

な
い

。
　

運
転

中
の

冷
媒

配
管

は
流

れ
る

冷
媒

の
状

況
に

よ
り

低
温

と
高

温
に

な
り

ま
す

。
　

素
手

で
触

れ
る

と
凍

傷
や

、
や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

上
に

乗
ら

な
い

。
　

落
下

、
転

倒
な

ど
に

よ
り

ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

ZP
40

～
56

、
V

P
40

～
56

据
付

例
寸

法

L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

10
0

10
0

25
0

Ⅱ 28
0

75 80 開
放

Ⅲ 28
0

開
放 80 25
0

Ⅳ 18
0

開
放 80 開
放

（
m

m
）

O
材

　
O

Ｌ
材

サ
イ

ド
カ

バ
ー

PS
C

01
2D

09
4

注
意

注
意

注
意

重
要

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

ボ
ル

ト
で

固
定

（
M

10
～

12
）

巾
を

ひ
ろ

く
す

る
根

入
り

を
深

く
す

る

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
付

け
る

場
合

、
左

記
ボ

ル
ト

で
ユ

ニ
ッ

ト
の

足
を

必
ず

固
定

し
て

く
だ

さ
い

。
●

前
面

側
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

飛
び

出
し

長
さ

は
15

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

左
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

７
）

外
気

温
－

5℃
以

下
で

冷
房

運
転

を
行

う
場

合
●

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

お
よ

び
防

雪
フ

ー
ド

（
別

売
品

）
を

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

吸
込

吹
出

312.524.3 14.8

288.7

88
.4

51
0

20
0

351.6

冷
媒
Ｒ
3
2
対
応
機
と
し
て
の
注
意
点

●
Ｒ
3
2
以
外
の
冷
媒
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。Ｒ
3
2
は
従
来
の
冷
媒
（
R
2
2
な
ど
）に
比
べ
圧
力
が
1.
6
倍
高
く
な
り
ま
す
。

●
Ｒ
3
2
機
は
、他
冷
媒
の
誤
封
入
防
止
の
た
め
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
操
作
弁
の
チ
ャ
ー
ジ
ポ
ー
ト
径
と
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
チ
ェ
ッ
ク
ジ
ョ
イ
ン
ト
径
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、耐
圧
強
度
を
上
げ
る
た
め
冷
媒
配
管
の
フ
レ
ア
加
工
寸
法
お
よ

び
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
の
対
辺
寸
法
を
変
更
し
て
い
ま
す
。従
っ
て
、
施
工・
サ
ー
ビ
ス
時
に
は
、右
表
に
示
す
R
3
2
ま
た
は
Ｒ
41
0Ａ
専
用
ツ
ー
ル
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
チ
ャ
ー
ジ
シ
リ
ン
ダ
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
は
R
3
2
専
用
ま
た
は
R
3
2
/Ｒ
41
0Ａ
併
用
機
と
な
り
ま
す
。
接
続
可
能
な
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
は
カ
タ
ロ
グ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
他
の
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
を
接
続
す
る
と
正
常
運
転
で
き
ま
せ
ん
。）

●
異
種
油
の
混
入
を
さ
け
る
た
め
に
、
冷
媒
の
種
類
に
よ
り
工
具
を
使
い
分
け
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
ゲ
ー
ジ
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
、チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
は
絶
対
に
他
冷
媒
（
R
2
2、
R
4
0
7
C）
と
共
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
冷
媒
R
3
2
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
燃
焼
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、半
地
下
や
狭
小
部
な
ど
換
気
の
悪
い
場
所
で
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
・
修
理
・
移
設
す
る
際
の
作
業
時
は
冷
媒
漏
え
い
セ
ン
サ
を
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。
冷
媒
が
漏
え

い
し
た
場
合
、窒
息
や
着
火
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

こ
の
製
品
の
移
設・
修
理・

廃
棄
等
に
あ
た
っ
て
は
フ

ロ
ン
類
の
回
収
が
必
要
で

す
。本
機
に
は
地
球
温
暖

化
係
数（
G
W
P
）が
6
7
5

の
フ
ロ
ン
類
を
使
用
し
て

い
ま
す
。（
冷
媒
R
3
2
）

a） b） c） d） e） f） g
）
h）

ゲ
ー
ジ
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド

チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス

冷
媒
充
填
用
電
子
は
か
り

ト
ル
ク
レ
ン
チ

フ
レ
ア
ツ
ー
ル

出
し
代
調
整
用
銅
管
ゲ
ー
ジ

真
空
ポ
ン
プ
ア
ダ
プ
タ

ガ
ス
漏
れ
検
知
器

R
3
2
ま
た
は
R
4
1
0
A
専
用
ツ
ー
ル

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。ま
た

、波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。室
外

ユ
ニ

ット
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ット

底
板

内
へ

の
水

の
滞

留
は

、著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、底

板
内

の
水

抜
け

性
を

損
な

わ
な

い
よ

う
に

、傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
で

付
い

た
傷

は
、補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。必

要
に

応
じ

て
再

防
錆

処
置

や
部

品
交

換
等

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

●
基

礎
部

分
の

排
水

性
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。

ユ
ニ

ット
ユ

ニ
ット

35
ペ
ー
ジ
以
降
の
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内
外
接
続
電
線

外
装
テ
ー
プ

ガ
ス
管

断
熱
材

液
管

バ
ン
ド（

付
属
品
）

パ
イ
プ
カ
バ
ー（

付
属
品
）

追
加

封
入

量（
kg

）＝
｛

主
管

長（
ｍ

）－
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
分

30
（

ｍ
）｝

×
0.

02
（

kg
/m

）
追

加
冷

媒
量

計
算

式
※

追
加

冷
媒

量
の

計
算

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

、
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

●
サ

ー
ビ

ス
な

ど
で

再
チ

ャ
ー

ジ
す

る
場

合
は

配
管

長
4m

以
上

20
m

以
下

で
は

基
準

チ
ャ

ー
ジ

量
を

再
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
長

が
4m

よ
り

短
い

場
合

は
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
よ

り
0.

3k
g減

ら
し

た
冷

媒
量

を
再

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

例
）

10
m

で
再

チ
ャ

ー
ジ

す
る

場
合

は
1.

30
kg

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

25
m

で
再

チ
ャ

ー
ジ

す
る

場
合

は
1.

30
＋（

25
-2

0）
×

0.
02

＝
1.

40
kg

を
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

こ
の

際
も

、
ボ

ン
ベ

か
ら

の
冷

媒
取

出
し

は
必

ず
液

相
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
圧

縮
機

保
護

の
た

め
、

ボ
ン

ベ
の

バ
ル

ブ
を

絞
り

気
味

に
す

る
か

、
液

冷
媒

を
霧

状
に

変
換

す
る

専
用

ツ
ー

ル
を

使
用

し
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
に

吸
引

さ
れ

た
時

に
は

ガ
ス

化
し

て
い

る
よ

う
に

調
整

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

の
封

入
は

必
ず

は
か

り
を

使
用

し
て

計
算

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

運
転

し
な

が
ら

冷
媒

封
入

す
る

場
合

は
必

ず
30

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

８
）
断
熱
・
防
露

（
１

）
冷

媒
配

管
（

ガ
ス

管
、

液
管

共
）

の
防

露
断

熱
工

事
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
防

露
断

熱
工

事
に

不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

ま
た

は
露

た
れ

が
発

生
し

、
家

財
等

を
濡

ら
す

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
（

２
）

断
熱

材
は

12
0℃

以
上

の
耐

熱
性

が
あ

る
も

の
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

耐
熱

性
が

低
い

と
断

熱
不

良
や

電
線

劣
化

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
・

ガ
ス

管
は

冷
房

運
転

時
、

配
管

に
結

露
し

た
も

の
が

ド
レ

ン
水

と
な

り
水

漏
れ

事
故

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

暖
房

時
に

は
吐

出
ガ

ス
が

流
れ

、
管

表
面

温
度

が
高

温
と

な
る

た
め

、
人

に
接

触
す

る
と

火
傷

な
ど

の
危

険
が

あ
り

ま
す

。
・

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
フ

レ
ア

接
続

部
分

は
断

熱
材

（
パ

イ
プ

カ
バ

ー
）

で
断

熱
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ガ

ス
管

・
液

管
共

に
断

熱
し

て
く

だ
さ

い
。

）
・

断
熱

は
ガ

ス
側

、
液

側
配

管
共

両
方

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
そ

の
際

断
熱

材
と

配
管

を
密

着
さ

せ
て

隙
間

が
で

き
な

い
よ

う
に

接
続

線
と

共
に

外
装

テ
ー

プ
で

巻
い

て
く

だ
さ

い
。

・
本

エ
ア

コ
ン

は
Ｊ

Ｉ
Ｓ

露
付

条
件

で
試

験
を

行
い

不
具

合
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
お

り
ま

す
が

、
相
対
湿
度
70
％
を
超
え
る
天
井
内
等
で
は
、
ガ
ス
側
、
液
側
配
管
共
厚
さ

20
m
m
以
上
の
断
熱
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

同
梱

の
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
、

ド
レ

ン
グ

ロ
メ

ッ
ト

を
利

用
し

て
ド

レ
ン

配
管

を
施

工
し

て
く

だ
さ

い
。

●
凝

縮
水

を
排

水
口

な
ど

に
導

く
と

き
は

平
置

き
台

（
別

売
品

）
や

ブ
ロ

ッ
ク

な
ど

に
載

せ
て

据
付

け
て

く
だ

さ
い

。
０

℃
以

下
の

気
温

が
数

日
続

く
地

域
で

は
、

ド
レ

ン
エ

ル
ボ

・
グ

ロ
メ

ッ
ト

は
取

付
け

な
い

で
く

だ
さ

い
｡(

凍
結

に
よ

り
ド

レ
ン

水
が

排
水

で
き

な
く

な
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
｡)

注
意

※
三
菱
重
工
冷
熱
(株

)ド
レ
ン
集
中
排
水
キ
ッ
ト

　
H
A
05

70
0を

推
奨
し
ま
す
。

こ
の

穴
部

分
に

は
、

グ
ロ

メ
ット

を
取

付
け

な
い

。
こ

の
穴

は
、ド

レ
ン

水
が

多
量

に
た

ま
っ

た
場

合
の

予
備

の
排

水
穴

で
す

。

７
）
冷
媒
追
加
封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

基
準

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）

1.
30

 
20

 
0.

02
 

1.
50

 
30

Z
P

40
～

56
、

V
P

40
～

56

冷
媒

配
管（

液
管

φ
6.

35
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量 （

kg
）

基
準

チ
ャ

ー
ジ

配
管

長
（

m
）

工
場

出
荷

時
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ （
ｍ

）

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
30

ｍ
相

当
分

の
冷

媒
量

が
工

場
出

荷
時

に
封

入
さ

れ
て

お
り

、
30

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●
配
管
長
が
4m
（
FD
Tと
の
組
合
せ
の
場
合
は
2m
）
よ
り
短
い
場
合
は
工
場
出
荷
チ
ャ
ー
ジ
量
よ
り
0.
3k
g減
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

●
既

設
配

管
を

使
用

す
る

場
合

は
、

液
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

必
要

封
入

量
が

変
わ

り
ま

す
。

詳
し

く
は

「
6.

 既
設

配
管

対
応

」
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

ド
レ
ン
エ
ル
ボ

グ
ロ
メ
ット

ド
レ
ン
ホ
ー
ス

（
現
地
手
配
）

こ
の

製
品

は
フ

ロ
ン

排
出

抑
制

法
の

第
1種

特
定

製
品

で
す

。
●

フ
ロ

ン
類

を
み

だ
り

に
大

気
に

放
出

す
る

こ
と

は
禁

じ
ら

れ
て

い
ま

す
。

●
こ

の
製

品
を

廃
棄

・
整

備
す

る
場

合
に

は
、

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。
冷

媒
回

収
す

る
と

き
は

、
フ

ロ
ン

排
出

抑
制

法
の

基
準

に
従

っ
て

く
だ

さ
い

。
●
冷
媒
の
追
加
・
回
収
量
お
よ
び
出
荷
時
と
の
合
計
量
を
サ
イ
ド
カ
バ
ー
裏
面
の
冷
媒
量
記
入
銘
板
に
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た

、
そ

の
C

O
2換

算
値

も
記

入
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

修
理

、
運

転
、

調
整

な
ど

に
よ

り
、

冷
媒

の
回

収
や

充
填

を
行

い
表

示
内

容
が

生
じ

た
と

き
は

、
冷

媒
量

を
再

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

注
意
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内
外
接
続
電
線

外
装
テ
ー
プ

ガ
ス
管

断
熱
材

液
管

バ
ン
ド（

付
属
品
）

パ
イ
プ
カ
バ
ー（

付
属
品
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

S
W

5,
 S

W
8

〈
配

管
サ

イ
ズ

制
限

表
〉

◎：
標

準
配

管
サ

イ
ズ

　
○：

使
用

可
能

　
△：

配
管

長
制

限
短

縮

注
意

１２

SW5 SW8

Ｏ
Ｎ

３４

追
加

封
入

量（
kg

）＝
｛

主
管

長（
ｍ

）－
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
分

30
（

ｍ
）｝

×
0.

02
（

kg
/m

）
追

加
冷

媒
量

計
算

式
※

追
加

冷
媒

量
の

計
算

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

、
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

●
サ

ー
ビ

ス
な

ど
で

再
チ

ャ
ー

ジ
す

る
場

合
は

配
管

長
4m

以
上

20
m

以
下

で
は

基
準

チ
ャ

ー
ジ

量
を

再
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
長

が
4m

よ
り

短
い

場
合

は
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
よ

り
0.

3k
g減

ら
し

た
冷

媒
量

を
再

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

例
）

10
m

で
再

チ
ャ

ー
ジ

す
る

場
合

は
1.

30
kg

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

25
m

で
再

チ
ャ

ー
ジ

す
る

場
合

は
1.

30
＋（

25
-2

0）
×

0.
02

＝
1.

40
kg

を
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

こ
の

際
も

、
ボ

ン
ベ

か
ら

の
冷

媒
取

出
し

は
必

ず
液

相
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
圧

縮
機

保
護

の
た

め
、

ボ
ン

ベ
の

バ
ル

ブ
を

絞
り

気
味

に
す

る
か

、
液

冷
媒

を
霧

状
に

変
換

す
る

専
用

ツ
ー

ル
を

使
用

し
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
に

吸
引

さ
れ

た
時

に
は

ガ
ス

化
し

て
い

る
よ

う
に

調
整

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

の
封

入
は

必
ず

は
か

り
を

使
用

し
て

計
算

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

運
転

し
な

が
ら

冷
媒

封
入

す
る

場
合

は
必

ず
30

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

８
）

断
熱

・
防

露
（

１
）

冷
媒

配
管

（
ガ

ス
管

、
液

管
共

）
の

防
露

断
熱

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

防
露

断
熱

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
ま

た
は

露
た

れ
が

発
生

し
、

家
財

等
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

（
２

）
断

熱
材

は
12

0℃
以

上
の

耐
熱

性
が

あ
る

も
の

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。
耐

熱
性

が
低

い
と

断
熱

不
良

や
電

線
劣

化
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

・
ガ

ス
管

は
冷

房
運

転
時

、
配

管
に

結
露

し
た

も
の

が
ド

レ
ン

水
と

な
り

水
漏

れ
事

故
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
暖

房
時

に
は

吐
出

ガ
ス

が
流

れ
、

管
表

面
温

度
が

高
温

と
な

る
た

め
、

人
に

接
触

す
る

と
火

傷
な

ど
の

危
険

が
あ

り
ま

す
。

・
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
レ

ア
接

続
部

分
は

断
熱

材
（

パ
イ

プ
カ

バ
ー

）
で

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

管
・

液
管

共
に

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
）

・
断

熱
は

ガ
ス

側
、

液
側

配
管

共
両

方
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

際
断

熱
材

と
配

管
を

密
着

さ
せ

て
隙

間
が

で
き

な
い

よ
う

に
接

続
線

と
共

に
外

装
テ

ー
プ

で
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
・

本
エ

ア
コ

ン
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
露

付
条

件
で

試
験

を
行

い
不

具
合

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

が
、

相
対

湿
度

70
％

を
超

え
る

天
井

内
等

で
は

、
ガ

ス
側

、
液

側
配

管
共

厚
さ

20
m

m
以

上
の

断
熱

が
必

要
と

な
り

ま
す

。

4
．
電
気
配
線
　
電
気
工
事
の
詳
細
は
、
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

5
．
試
運
転

6
．
既
設
配
管
対
応

●
ア

ー
ス

工
事

を
行

う
際

に
は

、
電

源
を

切
っ

た
状

態
で

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

※
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

FD
U

、
FD

R
機

の
場

合

電
源

・
内

外
接

続
線

●
配

線
仕

様
は

金
属

管
ま

た
は

合
成

樹
脂

管
配

線
で

、
管

内
に

３
本

以
下

で
電

圧
降

下
２

％
と

し
た

場
合

を
示

し
ま

す
。

こ
れ

以
外

の
条

件
は

内
線

規
程

に
よ

り
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

●
上

図
は

室
外

電
源

取
り

の
場

合
を

示
し

ま
す

。
既

設
配

線
流

用
接

続
（

室
内

電
源

取
り

、
室

内
、

室
外

電
源

取
り

）
は

カ
タ

ロ
グ

・
技

術
資

料
を

参
考

く
だ

さ
い

。

●
試

運
転

の
前

に
操

作
弁

が
全

開
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

必
ず

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

試
運

転
の

6時
間

前
に

電
源

を
入

れ
、

ク
ラ

ン
ク

ケ
ー

ス
ヒ

ー
タ

に
通

電
し

て
く

だ
さ

い
。

●
停

止
か

ら
運

転
ま

で
は

、
必

ず
３

分
以

上
待

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

外
す

と
、

高
圧

充
電

部
・

高
温

部
が

露
出

し
て

危
険

で
す

。
感

電
や

火
傷

に
十

分
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

を
開

け
た

ま
ま

放
置

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

●
現

地
設

定
ス

イ
ッ

チ
を

操
作

す
る

場
合

は
、

充
電

部
に

触
れ

ぬ
よ

う
十

分
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

●
液

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト
か

ら
吐

出
圧

力
の

検
圧

は
で

き
ま

せ
ん

。
●

四
方

弁（
20

Ｓ
）は

暖
房

運
転

時
に

通
電

さ
れ

ま
す

。
●

電
源

し
ゃ

断
に

よ
り

リ
セ

ッ
ト

す
る

場
合

は
、

電
源

し
ゃ

断
よ

り
３

分
経

過
後

に
電

源
を

再
投

入
し

て
く

だ
さ

い
。

3分
経

過
後

で
な

け
れ

ば
「

E-
5」

（
通

信
異

常
）

が
発

生
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

３
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

5-
1の

設
定

  
  

サ
イ

ド
カ

バ
ー

を
外

し
て

く
だ

さ
い

。
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

切
換

え
(S

W
5-

1）
・

O
N

す
る

こ
と

で
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

に
入

り
易

く
な

り
ま

す
。

・
暖

房
シ

ー
ズ

ン
時

、
外

気
温

が
氷

点
下

以
下

と
な

る
地

域
は

、
設

定
を

O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

　

５
）

停
止

時
の

電
子

膨
張

弁
の

状
態

電
源

投
入

時
の

通
常

停
止

時
、

お
よ

び
異

常
停

止
時

の
電

子
膨

張
弁

の
状

態
は

右
表

の
通

り
で

す
。

電
源

投
入

時
通

常
停

止
時

異
常

停
止

時

微
開

全
開

全
閉

警
告

注
意

２
）

運
転

状
態

の
チ

ェ
ッ

ク
  

  
サ

イ
ド

カ
バ

ー
を

外
し

て
く

だ
さ

い
。

吐
出

圧
力

、
吸

込
圧

力
の

検
圧

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

内
部

の
四

方
切

換
弁

後
に

取
付

け
ら

れ
た

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト
お

よ
び

、
ガ

ス
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

冷
房

運
転

・
暖

房
運

転
に

よ
っ

て
右

表
の

よ
う

に
検

出
圧

力
は

異
な

り
ま

す
。

既
設

ユ
ニ

ッ
ト

で
下

記
作

業
 を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。（
①

→
②

→
③

→
④

の
順

番
）

①
30

分
間

冷
房

運
転

②
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

な
ど

で
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
吸

込
口

を
完

全
に

閉
塞

し
3分

間
冷

房
運

転
（

液
バ

ッ
ク

運
転

）
③

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
液

操
作

弁
を

締
め

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

（
冷

媒
回

収
）

④
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

ブ
ロ

ー
　

※
ブ

ロ
ー

に
よ

り
変

色
し

た
冷

凍
機

油
や

油
以

外
の

残
留

物
が

　
排

出
さ

れ
た

場
合

は
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
お

願
い

し
ま

す
。

　
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

は
流

用
せ

ず
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
付

属
の

も
の

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
ま

た
フ

レ
ア

は
Ｒ

32
用

に
再

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。
　

●
「

配
管

洗
浄

」
を

行
う

場
合

は
、

最
寄

の
代

理
店

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

左
記

の
項

目
に

不
備

が
あ

り
ま

す
と

、
圧

縮
機

が
故

障
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

１
）

試
運

転
方

法
  

  
サ

イ
ド

カ
バ

ー
を

外
し

て
く

だ
さ

い
。

(1
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

５
ー

３
、４

に
よ

り
室

外
ユ

ニ
ット

側
か

ら
試

運
転

が
可

能
で

す
。

(2
）

Ｓ
Ｗ

５
ー

３
を

O
N

す
る

こ
と

で
圧

縮
機

が
運

転
し

ま
す

。
(3

）
Ｓ

Ｗ
５

ー
４

が
Ｏ

ＦＦ
状

態
で

冷
房

試
運

転
を

行
い

、Ｏ
Ｎ

状
態

で
は

暖
房

運
転

を
行

い
ま

す
。

(4
）

試
運

転
終

了
後

は
、必

ず
Ｓ

Ｗ
５

ー
３

を
O

FF
に

戻
し

て
く

だ
さ

い
。

 絶
縁

抵
抗

に
つ

い
て

●
据

付
直

後
、

も
し

く
は

元
電

源
を

切
っ

た
状

態
で

長
時

間
放

置
し

た
場

合
、

圧
縮

機
に

冷
媒

が
溜

ま
る

こ
と

に
よ

り
、

絶
縁

抵
抗

が
数

M
Ω

ま
で

低
下

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

絶
縁

抵
抗

が
小

さ
く

、
漏

電
ブ

レ
ー

カ
が

作
動

す
る

場
合

は
、

以
下

の
事

項
を

確
認

く
だ

さ
い

。
①

電
源

を
投

入
し

、
6時

間
程

度
経

過
後

、
絶

縁
抵

抗
が

復
帰

す
る

か
確

認
す

る
。

　
電

源
を

投
入

す
る

こ
と

に
よ

り
、

圧
縮

機
に

通
電

加
熱

を
行

い
、

圧
縮

機
に

溜
ま

っ
た

冷
媒

を
蒸

発
さ

せ
ま

す
。

②
漏

電
ブ

レ
ー

カ
が

高
調

波
対

応
品

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
　

本
機

は
イ

ン
バ

ー
タ

を
装

備
し

て
お

り
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

の
誤

動
作

を
防

止
す

る
た

め
、

高
調

波
対

応
品

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

●
上

記
以

外
の

異
常

が
表

示
さ

れ
る

場
合

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

と
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

配
線

銘
板

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

E3
4

E5
7

赤
LE

D

1回
点

滅

1回
点

滅

室
外

基
板

LE
D表

示（
周

期
５

秒
）

S
W

-5
-3

O
N

O
FF

S
W

-5
-4

O
FF O
N －

冷
房

試
運

転
暖

房
試

運
転

通
常

、お
よ

び
試

運
転

終
了

対
　

　
　

策
故

障
内

容

欠
相

操
作

弁
閉

運
転

1.
 操

作
弁

が
開

い
て

い
る

か
確

認
2.

 圧
縮

機
停

止
か

ら
3分

経
過

後
、

異
常

が
解

消
さ

れ
て

い
れ

ば
リ

モ
コ

ン
か

ら
の

点
検

リ
セ

ッ
ト

に
よ

り
再

起
動

可
能

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

同
梱

の
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
、

ド
レ

ン
グ

ロ
メ

ッ
ト

を
利

用
し

て
ド

レ
ン

配
管

を
施

工
し

て
く

だ
さ

い
。

●
凝

縮
水

を
排

水
口

な
ど

に
導

く
と

き
は

平
置

き
台

（
別

売
品

）
や

ブ
ロ

ッ
ク

な
ど

に
載

せ
て

据
付

け
て

く
だ

さ
い

。

４
）

試
運

転
時

の
故

障
診

断

漏
電

し
ゃ

断
器

の
誤

動
作

を
防

ぐ
た

め
、

必
ず

イ
ン

バ
ー

タ
回

路
用

し
ゃ

断
器

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
の

取
付

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
漏

電
し

ゃ
断

器
が

取
付

け
ら

れ
て

い
な

い
と

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

外
配

線
は

同
一

端
子

番
号

を
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

線
は

、
配

線
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

し
、

端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

●
制

御
箱

に
ア

ー
ス

端
子

が
あ

り
ま

す
。

Ｄ
種

接
地

工
事

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

内
外

渡
り

線
は

必
ず

3心
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
シ

ー
ル

ド
線

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

電
源

線
の

ゆ
る

み
、外

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認

リ
モ

コ
ン

表
示

V
C

T
キ

ャ
ブ

タ
イ

ヤ
ケ

ー
ブ

ル
V

V
F

平
形

ケ
ー

ブ
ル

4心
ケ

ー
ブ

ル
シ

ー
ル

ド
線

〈
三

相
機

〉
〈

単
相

機
〉

○
×

ス
タ

ー
ト

旧
ユ

ニ
ット

は
当

社
品

で
す

か
？

い
い

え

い
い

え

い
い

え
い

い
え

い
い

え

は
い

は
い

は
い

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

は
い

は
い

な
い

な
い

な
い

な
い

緩
み

な
し

緩
み

あ
り

修
正

修
正

修
正

交
換

撤
去

気
密

合
格

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

は
室

外
ユ

ニ
ット

と
室

内
ユ

ニ
ット

が
接

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

、腐
食・

傷・
へ

こ
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
の

断
熱

材
に

、剥
が

れ
、劣

化
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？（
ガ

ス
管

、液
管

と
も

に
断

熱
が

必
要

で
す

）

配
管

支
持

金
具

は
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

ガ
ス

漏
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

（
頻

繁
に

冷
媒

を
追

加
す

る
よ

う
な

こ
と

が
な

か
っ

た
か

確
認

）

室
内

ユ
ニ

ット
が

接
続

さ
れ

て
い

な
い

枝
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

既
設

配
管

を
利

用
し

施
工

す
る

機
体

は
ツ

イ
ン・

ト
リ

プ
ル・

ダ
ブ

ル
ツ

イ
ン

機
で

す
か

？

既
設

配
管

を
再

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

新
規

配
管

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。

旧
ユ

ニ
ット

の
冷

凍
機

油
は

下
記

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
ま

す
か

？
ス

ニ
ソ・

M
S・

バ
ー

レ
ル

フ
リ

ー
ズ・

H
A

B・
フ

レ
オ

ー
ル・

エ
ー

テ
ル

油・
エ

ス
テ

ル
油

※
技

術
資

料
の

ツ
イ

ン・
ト

リ
プ

ル・
ダ

ブ
ル

ツ
イ

ン
機

で
既

設
配

管
を

利
用

す
る

場
合

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

分
岐

管
を

当
社

指
定

品
に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

現
地

で
既

設
配

管
の

気
密

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

枝
配

管
を

撤
去

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

再
利

用
す

る
既

設
配

管
は

下
記

の
全

て
を

満
足

し
ま

す
か

？
①

配
管

長
は

40
m

以
下

で
あ

る
。

②
配

管
サ

イ
ズ

は
配

管
サ

イ
ズ

制
限

表
を

満
た

す
。

③
室

内
外

ユ
ニ

ット
間

の
高

低
差

は
下

記
を

満
た

す
。

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

上
の

場
合：

30
m

以
下

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

下
の

場
合：

15
m

以
下

使
用

可
否

を
照

会
願

い
ま

す
。

交
換

不
能

使
用

不
可

使
用

可 修
正

不
能

修
正

不
能

撤
去

不
能

気
密

不
良

既
設

配
管

が
再

利
用

で
き

る
か

ど
う

か
を

下
記

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

使
用

し
て

判
断

し
て

く
だ

さ
い

。
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

（
オ

プ
シ

ョ
ン

）
を

ご
使

用
の

場
合

は
、

キ
ッ

ト
内

に
付

属
の

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

既
設

配
管

を
ご

使
用

に
な

れ
ま

す
。

Z
P

40
V

P
40

配
管

サ
イ

ズ

Z
P

50
V

P
50

Z
P

56
V

P
56

Z
P

45
V

P
45

 
液

管
 

φ
6.

35
 

φ
6.

35
 

φ
9.

52
 

φ
9.

52

 
ガ

ス
管

 
φ

12
.7

 
φ1

5.
88

 
φ

12
.7

 
φ1

5.
88

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

試
運

転
前

の
確

認
事

項

試
運

転
手

順

●
電

源
を

入
れ

た
状

態
で

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

離
れ

る
場

合
は

、
パ

ネ
ル

を
必

ず
閉

め
て

く
だ

さ
い

。

●
必

ず
試

運
転

を
行

い
、

下
記

の
順

に
従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

ろ
う

付
し

た
場

合
は

、配
管

に
窒

素
ガ

ス
を

流
し

て
ろ

う
付

し
ま

し
た

か
。

気
密

試
験

、真
空

引
き

は
確

実
に

行
い

ま
し

た
か

。
配

管
の

断
熱

材
は

液
管

と
ガ

ス
管

の
両

方
に

取
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
操

作
弁

は
液

管
側・

ガ
ス

管
側

の
両

方
と

も
確

実
に

開
い

て
い

ま
す

か
。

冷
媒

追
加

充
填

量
、冷

媒
配

管
長

さ
を

パ
ネ

ル
の

ラ
ベ

ル
に

記
入

し
ま

し
た

か
。

配
線

の
接

続
忘

れ
、欠

相
、逆

相
は

な
い

で
す

か
。

し
ゃ

断
器

、配
線

な
ど

電
気

機
器

は
適

正
容

量
の

機
器

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
。

複
数

設
置

の
場

合
は

、ユ
ニ

ット
間

の
配

線
が

入
れ

替
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

リ
モ

コ
ン

線
に

室
内

外
通

信
線

を
接

続
し

て
い

ま
せ

ん
か

。
室

内
外

配
線

は
同

一
端

子
番

号
間

で
接

続
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

外
配

線
は

V
C

Tキ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

ま
た

は
V

V
F平

形
ケ

ー
ブ

ル
で

す
か

。
ア

ー
ス

工
事

は
D

種
接

地
工

事
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

。
他

の
機

器
の

ア
ー

ス
線

と
接

続
せ

ず
、単

独
で

ア
ー

ス
を

取
っ

て
い

ま
す

か
。

配
線

の
取

付
部

の
ね

じ
が

緩
ん

で
い

ま
せ

ん
か

。
配

線
は

配
線

ク
ラ

ン
プ

で
固

定
し

、端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
か

。
室

内
ユ

ニ
ット

の
据

付
作

業
は

完
了

し
て

い
ま

す
か

。
室

内
ユ

ニ
ット

に
化

粧
パ

ネ
ル

を
取

付
け

る
場

合
は

、化
粧

パ
ネ

ル
の

取
付

が
完

了
し

て
い

ま
す

か
。

①
 

ガ
ス

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
②

 
液

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
③

 
パ

ネ
ル

を
閉

め
て

く
だ

さ
い

。
④

 
リ

モ
コ

ン
に

よ
る

現
地

設
定

を
行

う
場

合
は

、リ
モ

コ
ン

に
よ

る
現

地
設

定
の

説
明

に
従

っ
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

⑤
 

S
W

5-
3 

O
N

 ／
 S

W
5-

4 
O

FF
：冷

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
 

S
W

5-
3 

O
N

 ／
 S

W
5-

4 
O

N：
暖

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
⑥

 
運

転
が

開
始

し
た

ら
、リ

モ
コ

ン
の

風
向

き
調

節
ボ

タ
ン

を
押

し
て

作
動

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑦
 

室
内

ユ
ニ

ット
の

吹
出

口
に

手
を

当
て

、冷
房

は
冷

風
、暖

房
は

暖
風

が
出

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
⑧

 
赤

LE
D

が
点

滅
し

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑨
 

試
運

転
終

了
後

、必
ず

S
W

5-
3を

O
FF

し
て

く
だ

さ
い

。
⑩

 
オ

プ
シ

ョ
ン

品
を

使
用

し
て

い
る

場
合

は
、各

々
の

取
扱

説
明

書
に

従
っ

て
機

能
の

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

据
説

の
項

目
№

項
　

目
確

　
認

　
項

　
目

冷
媒

配
管

工
事

2 4 ー

電
気

配
線

室
内

ユ
ニ

ット

チ
ェ

ッ
ク

順
番

操
　

作
　

内
　

容
チ

ェ
ッ

ク

冷
房

運
転

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

ガ
ス

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

暖
房

運
転

配
管

1m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

0.
02

kg
/m

0.
05

4k
g/

m

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量
計

算
式

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）=
｛

主
配

管
長（

m
）ー

表
の

チ
ャ

ー
ジ

レ
ス

長（
m

）｝
×

表
の

配
管

1m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）

※
計

算
の

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

で
す

。
例

）既
設

配
管

20
m（

液
管

φ
9.

52
、ガ

ス
管

φ
15

.8
8）

を
使

用
し

て
、Z

P
63

を
設

置
す

る
場

合
。

（
20

m
ー

15
m

）×
0.

05
4k

g/
m

=
0.

27
kg

を
追

加
チ

ャ
ー

ジ
す

る
。

０
℃

以
下

の
気

温
が

数
日

続
く

地
域

で
は

、
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
・

グ
ロ

メ
ッ

ト
は

取
付

け
な

い
で

く
だ

さ
い

｡(
凍

結
に

よ
り

ド
レ

ン
水

が
排

水
で

き
な

く
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

｡)

注
意

※
三
菱
重
工
冷
熱
(株

)ド
レ
ン
集
中
排
水
キ
ッ
ト

　
H
A
05

70
0を

推
奨
し
ま
す
。

こ
の

穴
部

分
に

は
、

グ
ロ

メ
ット

を
取

付
け

な
い

。
こ

の
穴

は
、ド

レ
ン

水
が

多
量

に
た

ま
っ

た
場

合
の

予
備

の
排

水
穴

で
す

。

配
線

銘
板

●
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ボ

ッ
ク

ス
の

蓋
の

上
に

貼
付

　
し

て
あ

り
ま

す
。

電
源

端
子

台

ア
ー

ス
端

子

電
源

端
子

台

S
W

5
出

荷
時

全
て

O
FF

※
1　

S
W

8は
操

作
し

な
い

で
く

だ
さ

い

７
）

冷
媒

追
加

封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

基
準

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）

1.
30

 
20

 
0.

02
 

1.
50

 
30

Z
P

40
～

63
、

V
P

40
～

63

冷
媒

配
管（

液
管

φ
6.

35
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量 （

kg
）

基
準

チ
ャ

ー
ジ

配
管

長
（

m
）

工
場

出
荷

時
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ（
ｍ

）

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
30

ｍ
相

当
分

の
冷

媒
量

が
工

場
出

荷
時

に
封

入
さ

れ
て

お
り

、
30

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

長
が

4m
（

FD
Tと

の
組

合
せ

の
場

合
は

2m
）

よ
り

短
い

場
合

は
工

場
出

荷
チ

ャ
ー

ジ
量

よ
り

0.
3k

g減
ら

し
て

く
だ

さ
い

。
●

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

、
液

管
サ

イ
ズ

に
よ

り
必

要
封

入
量

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6.
 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

配
線

ク
ラ

ン
プ

●
配

線
を

固
定

し
、

端
子

接
続

部
に

　
外

力
が

加
わ

ら
な

い
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

●
Ｄ

種
接

地
工

事
を

必
ず

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ド
レ
ン
エ
ル
ボ

グ
ロ
メ
ット

ド
レ
ン
ホ
ー
ス

（
現
地
手
配
）

Ｌ１ Ｌ２
１ ２ ３

漏 電 し ゃ 断 器

（ 高 調 波 対 応 品 ）

室
外

ユ
ニ

ット
１ ２ ３室
内

ユ
ニ

ット
リモ

コ
ン

ア
ー

ス

ア
ー

ス
ア

ー
ス

ア
ー

ス

漏 電 し ゃ 断 器

（ 高 調 波 対 応 品 ）

手 元 開 閉 器

ま た は

配 線 用 し ゃ 断 器

Ｒ Ｓ Ｔ

1 2 3

X Y
X Y

1 2 3

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

リモ
コ

ン
X Y

X Y
手 元 開 閉 器

ま た は

配 線 用 し ゃ 断 器

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ネ
ジ

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

2.
0m

m
2 ×

2

2 .
0m

m
2 ×

3

M
5

M
5

φ
1.

6

φ
1.

6

14
m

21
m

30
A

15
A

20
A

15
A

20
A

15
A

φ
1.

6×
3

φ
1.

6×
3

20
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

15
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

単 相 三 相

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ネ
ジ

2.
0m

m
2 ×

2

2.
0m

m
2 ×

3

M
5

M
5

φ
1.

6

φ
1.

6

13
m

30
A

30
A

30
A

20
A

30
A

20
A

φ
1.

6×
3

φ
1.

6×
3

30
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

20
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

単 相 三 相

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

18
m

PS
C

01
2D

09
4

こ
の

製
品

は
フ

ロ
ン

排
出

抑
制

法
の

第
1種

特
定

製
品

で
す

。
●

フ
ロ

ン
類

を
み

だ
り

に
大

気
に

放
出

す
る

こ
と

は
禁

じ
ら

れ
て

い
ま

す
。

●
こ

の
製

品
を

廃
棄

・
整

備
す

る
場

合
に

は
、

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。
冷

媒
回

収
す

る
と

き
は

、
フ

ロ
ン

排
出

抑
制

法
の

基
準

に
従

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

の
追

加
・

回
収

量
お

よ
び

出
荷

時
と

の
合

計
量

を
サ

イ
ド

カ
バ

ー
裏

面
の

冷
媒

量
記

入
銘

板
に

必
ず

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

そ
の

C
O

2換
算

値
も

記
入

く
だ

さ
い

。
●

機
器

の
修

理
、

運
転

、
調

整
な

ど
に

よ
り

、
冷

媒
の

回
収

や
充

填
を

行
い

表
示

内
容

が
生

じ
た

と
き

は
、

冷
媒

量
を

再
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

注
意

注
意

〈
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

可
能

な
場

合
〉

〈
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

で
き

な
い

場
合

〉
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
お

願
い

し
ま

す
。



－ 80 －

内
外
接
続
電
線

外
装
テ
ー
プ

ガ
ス
管

断
熱
材

液
管

バ
ン
ド（

付
属
品
）

パ
イ
プ
カ
バ
ー（

付
属
品
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

S
W

5,
 S

W
8

〈
配

管
サ

イ
ズ

制
限

表
〉

◎：
標

準
配

管
サ

イ
ズ

　
○：

使
用

可
能

　
△：

配
管

長
制

限
短

縮

注
意

１２

SW5 SW8

Ｏ
Ｎ

３４

追
加

封
入

量（
kg

）＝
｛

主
管

長（
ｍ

）－
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
分

30
（

ｍ
）｝

×
0.

02
（

kg
/m

）
追

加
冷

媒
量

計
算

式
※

追
加

冷
媒

量
の

計
算

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

、
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

●
サ

ー
ビ

ス
な

ど
で

再
チ

ャ
ー

ジ
す

る
場

合
は

配
管

長
4m

以
上

20
m

以
下

で
は

基
準

チ
ャ

ー
ジ

量
を

再
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
長

が
4m

よ
り

短
い

場
合

は
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
よ

り
0.

3k
g減

ら
し

た
冷

媒
量

を
再

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

例
）

10
m

で
再

チ
ャ

ー
ジ

す
る

場
合

は
1.

30
kg

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

25
m

で
再

チ
ャ

ー
ジ

す
る

場
合

は
1.

30
＋（

25
-2

0）
×

0.
02

＝
1.

40
kg

を
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

こ
の

際
も

、
ボ

ン
ベ

か
ら

の
冷

媒
取

出
し

は
必

ず
液

相
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
圧

縮
機

保
護

の
た

め
、

ボ
ン

ベ
の

バ
ル

ブ
を

絞
り

気
味

に
す

る
か

、
液

冷
媒

を
霧

状
に

変
換

す
る

専
用

ツ
ー

ル
を

使
用

し
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
に

吸
引

さ
れ

た
時

に
は

ガ
ス

化
し

て
い

る
よ

う
に

調
整

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

の
封

入
は

必
ず

は
か

り
を

使
用

し
て

計
算

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

運
転

し
な

が
ら

冷
媒

封
入

す
る

場
合

は
必

ず
30

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

８
）

断
熱

・
防

露
（

１
）

冷
媒

配
管

（
ガ

ス
管

、
液

管
共

）
の

防
露

断
熱

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

防
露

断
熱

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
ま

た
は

露
た

れ
が

発
生

し
、

家
財

等
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

（
２

）
断

熱
材

は
12

0℃
以

上
の

耐
熱

性
が

あ
る

も
の

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。
耐

熱
性

が
低

い
と

断
熱

不
良

や
電

線
劣

化
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

・
ガ

ス
管

は
冷

房
運

転
時

、
配

管
に

結
露

し
た

も
の

が
ド

レ
ン

水
と

な
り

水
漏

れ
事

故
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
暖

房
時

に
は

吐
出

ガ
ス

が
流

れ
、

管
表

面
温

度
が

高
温

と
な

る
た

め
、

人
に

接
触

す
る

と
火

傷
な

ど
の

危
険

が
あ

り
ま

す
。

・
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
レ

ア
接

続
部

分
は

断
熱

材
（

パ
イ

プ
カ

バ
ー

）
で

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

管
・

液
管

共
に

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
）

・
断

熱
は

ガ
ス

側
、

液
側

配
管

共
両

方
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

際
断

熱
材

と
配

管
を

密
着

さ
せ

て
隙

間
が

で
き

な
い

よ
う

に
接

続
線

と
共

に
外

装
テ

ー
プ

で
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
・

本
エ

ア
コ

ン
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
露

付
条

件
で

試
験

を
行

い
不

具
合

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

が
、

相
対

湿
度

70
％

を
超

え
る

天
井

内
等

で
は

、
ガ

ス
側

、
液

側
配

管
共

厚
さ

20
m

m
以

上
の

断
熱

が
必

要
と

な
り

ま
す

。

4
．
電
気
配
線
　
電
気
工
事
の
詳
細
は
、
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

5
．
試
運
転

6
．
既
設
配
管
対
応

●
ア

ー
ス

工
事

を
行

う
際

に
は

、
電

源
を

切
っ

た
状

態
で

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

※
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

FD
U

、
FD

R
機

の
場

合

電
源

・
内

外
接

続
線

●
配

線
仕

様
は

金
属

管
ま

た
は

合
成

樹
脂

管
配

線
で

、
管

内
に

３
本

以
下

で
電

圧
降

下
２

％
と

し
た

場
合

を
示

し
ま

す
。

こ
れ

以
外

の
条

件
は

内
線

規
程

に
よ

り
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

●
上

図
は

室
外

電
源

取
り

の
場

合
を

示
し

ま
す

。
既

設
配

線
流

用
接

続
（

室
内

電
源

取
り

、
室

内
、

室
外

電
源

取
り

）
は

カ
タ

ロ
グ

・
技

術
資

料
を

参
考

く
だ

さ
い

。

●
試

運
転

の
前

に
操

作
弁

が
全

開
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

必
ず

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

試
運

転
の

6時
間

前
に

電
源

を
入

れ
、

ク
ラ

ン
ク

ケ
ー

ス
ヒ

ー
タ

に
通

電
し

て
く

だ
さ

い
。

●
停

止
か

ら
運

転
ま

で
は

、
必

ず
３

分
以

上
待

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

外
す

と
、

高
圧

充
電

部
・

高
温

部
が

露
出

し
て

危
険

で
す

。
感

電
や

火
傷

に
十

分
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

を
開

け
た

ま
ま

放
置

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

●
現

地
設

定
ス

イ
ッ

チ
を

操
作

す
る

場
合

は
、

充
電

部
に

触
れ

ぬ
よ

う
十

分
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

●
液

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト
か

ら
吐

出
圧

力
の

検
圧

は
で

き
ま

せ
ん

。
●

四
方

弁（
20

Ｓ
）は

暖
房

運
転

時
に

通
電

さ
れ

ま
す

。
●

電
源

し
ゃ

断
に

よ
り

リ
セ

ッ
ト

す
る

場
合

は
、

電
源

し
ゃ

断
よ

り
３

分
経

過
後

に
電

源
を

再
投

入
し

て
く

だ
さ

い
。

3分
経

過
後

で
な

け
れ

ば
「

E-
5」

（
通

信
異

常
）

が
発

生
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

３
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

5-
1の

設
定

  
  

サ
イ

ド
カ

バ
ー

を
外

し
て

く
だ

さ
い

。
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

切
換

え
(S

W
5-

1）
・

O
N

す
る

こ
と

で
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

に
入

り
易

く
な

り
ま

す
。

・
暖

房
シ

ー
ズ

ン
時

、
外

気
温

が
氷

点
下

以
下

と
な

る
地

域
は

、
設

定
を

O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

　

５
）

停
止

時
の

電
子

膨
張

弁
の

状
態

電
源

投
入

時
の

通
常

停
止

時
、

お
よ

び
異

常
停

止
時

の
電

子
膨

張
弁

の
状

態
は

右
表

の
通

り
で

す
。

電
源

投
入

時
通

常
停

止
時

異
常

停
止

時

微
開

全
開

全
閉

警
告

注
意

２
）

運
転

状
態

の
チ

ェ
ッ

ク
  

  
サ

イ
ド

カ
バ

ー
を

外
し

て
く

だ
さ

い
。

吐
出

圧
力

、
吸

込
圧

力
の

検
圧

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

内
部

の
四

方
切

換
弁

後
に

取
付

け
ら

れ
た

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト
お

よ
び

、
ガ

ス
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

冷
房

運
転

・
暖

房
運

転
に

よ
っ

て
右

表
の

よ
う

に
検

出
圧

力
は

異
な

り
ま

す
。

既
設

ユ
ニ

ッ
ト

で
下

記
作

業
 を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。（
①

→
②

→
③

→
④

の
順

番
）

①
30

分
間

冷
房

運
転

②
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

な
ど

で
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
吸

込
口

を
完

全
に

閉
塞

し
3分

間
冷

房
運

転
（

液
バ

ッ
ク

運
転

）
③

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
液

操
作

弁
を

締
め

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

（
冷

媒
回

収
）

④
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

ブ
ロ

ー
　

※
ブ

ロ
ー

に
よ

り
変

色
し

た
冷

凍
機

油
や

油
以

外
の

残
留

物
が

　
排

出
さ

れ
た

場
合

は
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
お

願
い

し
ま

す
。

　
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

は
流

用
せ

ず
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
付

属
の

も
の

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
ま

た
フ

レ
ア

は
Ｒ

32
用

に
再

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。
　

●
「

配
管

洗
浄

」
を

行
う

場
合

は
、

最
寄

の
代

理
店

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

左
記

の
項

目
に

不
備

が
あ

り
ま

す
と

、
圧

縮
機

が
故

障
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

１
）

試
運

転
方

法
  

  
サ

イ
ド

カ
バ

ー
を

外
し

て
く

だ
さ

い
。

(1
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

５
ー

３
、４

に
よ

り
室

外
ユ

ニ
ット

側
か

ら
試

運
転

が
可

能
で

す
。

(2
）

Ｓ
Ｗ

５
ー

３
を

O
N

す
る

こ
と

で
圧

縮
機

が
運

転
し

ま
す

。
(3

）
Ｓ

Ｗ
５

ー
４

が
Ｏ

ＦＦ
状

態
で

冷
房

試
運

転
を

行
い

、Ｏ
Ｎ

状
態

で
は

暖
房

運
転

を
行

い
ま

す
。

(4
）

試
運

転
終

了
後

は
、必

ず
Ｓ

Ｗ
５

ー
３

を
O

FF
に

戻
し

て
く

だ
さ

い
。

 絶
縁

抵
抗

に
つ

い
て

●
据

付
直

後
、

も
し

く
は

元
電

源
を

切
っ

た
状

態
で

長
時

間
放

置
し

た
場

合
、

圧
縮

機
に

冷
媒

が
溜

ま
る

こ
と

に
よ

り
、

絶
縁

抵
抗

が
数

M
Ω

ま
で

低
下

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

絶
縁

抵
抗

が
小

さ
く

、
漏

電
ブ

レ
ー

カ
が

作
動

す
る

場
合

は
、

以
下

の
事

項
を

確
認

く
だ

さ
い

。
①

電
源

を
投

入
し

、
6時

間
程

度
経

過
後

、
絶

縁
抵

抗
が

復
帰

す
る

か
確

認
す

る
。

　
電

源
を

投
入

す
る

こ
と

に
よ

り
、

圧
縮

機
に

通
電

加
熱

を
行

い
、

圧
縮

機
に

溜
ま

っ
た

冷
媒

を
蒸

発
さ

せ
ま

す
。

②
漏

電
ブ

レ
ー

カ
が

高
調

波
対

応
品

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
　

本
機

は
イ

ン
バ

ー
タ

を
装

備
し

て
お

り
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

の
誤

動
作

を
防

止
す

る
た

め
、

高
調

波
対

応
品

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

●
上

記
以

外
の

異
常

が
表

示
さ

れ
る

場
合

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

と
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

配
線

銘
板

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

E3
4

E5
7

赤
LE

D

1回
点

滅

1回
点

滅

室
外

基
板

LE
D表

示（
周

期
５

秒
）

S
W

-5
-3

O
N

O
FF

S
W

-5
-4

O
FF O
N －

冷
房

試
運

転
暖

房
試

運
転

通
常

、お
よ

び
試

運
転

終
了

対
　

　
　

策
故

障
内

容

欠
相

操
作

弁
閉

運
転

1.
 操

作
弁

が
開

い
て

い
る

か
確

認
2.

 圧
縮

機
停

止
か

ら
3分

経
過

後
、

異
常

が
解

消
さ

れ
て

い
れ

ば
リ

モ
コ

ン
か

ら
の

点
検

リ
セ

ッ
ト

に
よ

り
再

起
動

可
能

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

同
梱

の
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
、

ド
レ

ン
グ

ロ
メ

ッ
ト

を
利

用
し

て
ド

レ
ン

配
管

を
施

工
し

て
く

だ
さ

い
。

●
凝

縮
水

を
排

水
口

な
ど

に
導

く
と

き
は

平
置

き
台

（
別

売
品

）
や

ブ
ロ

ッ
ク

な
ど

に
載

せ
て

据
付

け
て

く
だ

さ
い

。

４
）

試
運

転
時

の
故

障
診

断

漏
電

し
ゃ

断
器

の
誤

動
作

を
防

ぐ
た

め
、

必
ず

イ
ン

バ
ー

タ
回

路
用

し
ゃ

断
器

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
の

取
付

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
漏

電
し

ゃ
断

器
が

取
付

け
ら

れ
て

い
な

い
と

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

外
配

線
は

同
一

端
子

番
号

を
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

線
は

、
配

線
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

し
、

端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

●
制

御
箱

に
ア

ー
ス

端
子

が
あ

り
ま

す
。

Ｄ
種

接
地

工
事

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

内
外

渡
り

線
は

必
ず

3心
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
シ

ー
ル

ド
線

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

電
源

線
の

ゆ
る

み
、外

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認

リ
モ

コ
ン

表
示

V
C

T
キ

ャ
ブ

タ
イ

ヤ
ケ

ー
ブ

ル
V

V
F

平
形

ケ
ー

ブ
ル

4心
ケ

ー
ブ

ル
シ

ー
ル

ド
線

〈
三

相
機

〉
〈

単
相

機
〉

○
×

ス
タ

ー
ト

旧
ユ

ニ
ット

は
当

社
品

で
す

か
？

い
い

え

い
い

え

い
い

え
い

い
え

い
い

え

は
い

は
い

は
い

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

は
い

は
い

な
い

な
い

な
い

な
い

緩
み

な
し

緩
み

あ
り

修
正

修
正

修
正

交
換

撤
去

気
密

合
格

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

は
室

外
ユ

ニ
ット

と
室

内
ユ

ニ
ット

が
接

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

、腐
食・

傷・
へ

こ
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
の

断
熱

材
に

、剥
が

れ
、劣

化
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？（
ガ

ス
管

、液
管

と
も

に
断

熱
が

必
要

で
す

）

配
管

支
持

金
具

は
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

ガ
ス

漏
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

（
頻

繁
に

冷
媒

を
追

加
す

る
よ

う
な

こ
と

が
な

か
っ

た
か

確
認

）

室
内

ユ
ニ

ット
が

接
続

さ
れ

て
い

な
い

枝
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

既
設

配
管

を
利

用
し

施
工

す
る

機
体

は
ツ

イ
ン・

ト
リ

プ
ル・

ダ
ブ

ル
ツ

イ
ン

機
で

す
か

？

既
設

配
管

を
再

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

新
規

配
管

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。

旧
ユ

ニ
ット

の
冷

凍
機

油
は

下
記

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
ま

す
か

？
ス

ニ
ソ・

M
S・

バ
ー

レ
ル

フ
リ

ー
ズ・

H
A

B・
フ

レ
オ

ー
ル・

エ
ー

テ
ル

油・
エ

ス
テ

ル
油

※
技

術
資

料
の

ツ
イ

ン・
ト

リ
プ

ル・
ダ

ブ
ル

ツ
イ

ン
機

で
既

設
配

管
を

利
用

す
る

場
合

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

分
岐

管
を

当
社

指
定

品
に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

現
地

で
既

設
配

管
の

気
密

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

枝
配

管
を

撤
去

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

再
利

用
す

る
既

設
配

管
は

下
記

の
全

て
を

満
足

し
ま

す
か

？
①

配
管

長
は

40
m

以
下

で
あ

る
。

②
配

管
サ

イ
ズ

は
配

管
サ

イ
ズ

制
限

表
を

満
た

す
。

③
室

内
外

ユ
ニ

ット
間

の
高

低
差

は
下

記
を

満
た

す
。

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

上
の

場
合：

30
m

以
下

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

下
の

場
合：

15
m

以
下

使
用

可
否

を
照

会
願

い
ま

す
。

交
換

不
能

使
用

不
可

使
用

可 修
正

不
能

修
正

不
能

撤
去

不
能

気
密

不
良

既
設

配
管

が
再

利
用

で
き

る
か

ど
う

か
を

下
記

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

使
用

し
て

判
断

し
て

く
だ

さ
い

。
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

（
オ

プ
シ

ョ
ン

）
を

ご
使

用
の

場
合

は
、

キ
ッ

ト
内

に
付

属
の

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

既
設

配
管

を
ご

使
用

に
な

れ
ま

す
。

Z
P

40
V

P
40

配
管

サ
イ

ズ

Z
P

50
V

P
50

Z
P

56
V

P
56

Z
P

45
V

P
45

 
液

管
 

φ
6.

35
 

φ
6.

35
 

φ
9.

52
 

φ
9.

52

 
ガ

ス
管

 
φ

12
.7

 
φ1

5.
88

 
φ

12
.7

 
φ1

5.
88

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

試
運

転
前

の
確

認
事

項

試
運

転
手

順

●
電

源
を

入
れ

た
状

態
で

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

離
れ

る
場

合
は

、
パ

ネ
ル

を
必

ず
閉

め
て

く
だ

さ
い

。

●
必

ず
試

運
転

を
行

い
、

下
記

の
順

に
従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

ろ
う

付
し

た
場

合
は

、配
管

に
窒

素
ガ

ス
を

流
し

て
ろ

う
付

し
ま

し
た

か
。

気
密

試
験

、真
空

引
き

は
確

実
に

行
い

ま
し

た
か

。
配

管
の

断
熱

材
は

液
管

と
ガ

ス
管

の
両

方
に

取
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
操

作
弁

は
液

管
側・

ガ
ス

管
側

の
両

方
と

も
確

実
に

開
い

て
い

ま
す

か
。

冷
媒

追
加

充
填

量
、冷

媒
配

管
長

さ
を

パ
ネ

ル
の

ラ
ベ

ル
に

記
入

し
ま

し
た

か
。

配
線

の
接

続
忘

れ
、欠

相
、逆

相
は

な
い

で
す

か
。

し
ゃ

断
器

、配
線

な
ど

電
気

機
器

は
適

正
容

量
の

機
器

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
。

複
数

設
置

の
場

合
は

、ユ
ニ

ット
間

の
配

線
が

入
れ

替
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

リ
モ

コ
ン

線
に

室
内

外
通

信
線

を
接

続
し

て
い

ま
せ

ん
か

。
室

内
外

配
線

は
同

一
端

子
番

号
間

で
接

続
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

外
配

線
は

V
C

Tキ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

ま
た

は
V

V
F平

形
ケ

ー
ブ

ル
で

す
か

。
ア

ー
ス

工
事

は
D

種
接

地
工

事
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

。
他

の
機

器
の

ア
ー

ス
線

と
接

続
せ

ず
、単

独
で

ア
ー

ス
を

取
っ

て
い

ま
す

か
。

配
線

の
取

付
部

の
ね

じ
が

緩
ん

で
い

ま
せ

ん
か

。
配

線
は

配
線

ク
ラ

ン
プ

で
固

定
し

、端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
か

。
室

内
ユ

ニ
ット

の
据

付
作

業
は

完
了

し
て

い
ま

す
か

。
室

内
ユ

ニ
ット

に
化

粧
パ

ネ
ル

を
取

付
け

る
場

合
は

、化
粧

パ
ネ

ル
の

取
付

が
完

了
し

て
い

ま
す

か
。

①
 

ガ
ス

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
②

 
液

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
③

 
パ

ネ
ル

を
閉

め
て

く
だ

さ
い

。
④

 
リ

モ
コ

ン
に

よ
る

現
地

設
定

を
行

う
場

合
は

、リ
モ

コ
ン

に
よ

る
現

地
設

定
の

説
明

に
従

っ
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

⑤
 

S
W

5-
3 

O
N

 ／
 S

W
5-

4 
O

FF
：冷

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
 

S
W

5-
3 

O
N

 ／
 S

W
5-

4 
O

N：
暖

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
⑥

 
運

転
が

開
始

し
た

ら
、リ

モ
コ

ン
の

風
向

き
調

節
ボ

タ
ン

を
押

し
て

作
動

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑦
 

室
内

ユ
ニ

ット
の

吹
出

口
に

手
を

当
て

、冷
房

は
冷

風
、暖

房
は

暖
風

が
出

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
⑧

 
赤

LE
D

が
点

滅
し

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑨
 

試
運

転
終

了
後

、必
ず

S
W

5-
3を

O
FF

し
て

く
だ

さ
い

。
⑩

 
オ

プ
シ

ョ
ン

品
を

使
用

し
て

い
る

場
合

は
、各

々
の

取
扱

説
明

書
に

従
っ

て
機

能
の

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

据
説

の
項

目
№

項
　

目
確

　
認

　
項

　
目

冷
媒

配
管

工
事

2 4 ー

電
気

配
線

室
内

ユ
ニ

ット

チ
ェ

ッ
ク

順
番

操
　

作
　

内
　

容
チ

ェ
ッ

ク

冷
房

運
転

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

ガ
ス

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

暖
房

運
転

配
管

1m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

0.
02

kg
/m

0.
05

4k
g/

m

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量
計

算
式

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）=
｛

主
配

管
長（

m
）ー

表
の

チ
ャ

ー
ジ

レ
ス

長（
m

）｝
×

表
の

配
管

1m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）

※
計

算
の

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

で
す

。
例

）既
設

配
管

20
m（

液
管

φ
9.

52
、ガ

ス
管

φ
15

.8
8）

を
使

用
し

て
、Z

P
63

を
設

置
す

る
場

合
。

（
20

m
ー

15
m

）×
0.

05
4k

g/
m

=
0.

27
kg

を
追

加
チ

ャ
ー

ジ
す

る
。

０
℃

以
下

の
気

温
が

数
日

続
く

地
域

で
は

、
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
・

グ
ロ

メ
ッ

ト
は

取
付

け
な

い
で

く
だ

さ
い

｡(
凍

結
に

よ
り

ド
レ

ン
水

が
排

水
で

き
な

く
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

｡)

注
意

※
三
菱
重
工
冷
熱
(株

)ド
レ
ン
集
中
排
水
キ
ッ
ト

　
H
A
05

70
0を

推
奨
し
ま
す
。

こ
の

穴
部

分
に

は
、

グ
ロ

メ
ット

を
取

付
け

な
い

。
こ

の
穴

は
、ド

レ
ン

水
が

多
量

に
た

ま
っ

た
場

合
の

予
備

の
排

水
穴

で
す

。

配
線

銘
板

●
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ボ

ッ
ク

ス
の

蓋
の

上
に

貼
付

　
し

て
あ

り
ま

す
。

電
源

端
子

台

ア
ー

ス
端

子

電
源

端
子

台

S
W

5
出

荷
時

全
て

O
FF

※
1　

S
W

8は
操

作
し

な
い

で
く

だ
さ

い

７
）

冷
媒

追
加

封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

基
準

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）

1.
30

 
20

 
0.

02
 

1.
50

 
30

Z
P

40
～

63
、

V
P

40
～

63

冷
媒

配
管（

液
管

φ
6.

35
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量 （

kg
）

基
準

チ
ャ

ー
ジ

配
管

長
（

m
）

工
場

出
荷

時
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ （
ｍ

）

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
30

ｍ
相

当
分

の
冷

媒
量

が
工

場
出

荷
時

に
封

入
さ

れ
て

お
り

、
30

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

長
が

4m
（

FD
Tと

の
組

合
せ

の
場

合
は

2m
）

よ
り

短
い

場
合

は
工

場
出

荷
チ

ャ
ー

ジ
量

よ
り

0.
3k

g減
ら

し
て

く
だ

さ
い

。
●

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

、
液

管
サ

イ
ズ

に
よ

り
必

要
封

入
量

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6.
 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

配
線

ク
ラ

ン
プ

●
配

線
を

固
定

し
、

端
子

接
続

部
に

　
外

力
が

加
わ

ら
な

い
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

●
Ｄ

種
接

地
工

事
を

必
ず

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ド
レ
ン
エ
ル
ボ

グ
ロ
メ
ット

ド
レ
ン
ホ
ー
ス

（
現
地
手
配
）

Ｌ１ Ｌ２
１ ２ ３

漏 電 し ゃ 断 器

（ 高 調 波 対 応 品 ）

室
外

ユ
ニ

ット
１ ２ ３室
内

ユ
ニ

ット
リモ

コ
ン

ア
ー

ス

ア
ー

ス
ア

ー
ス

ア
ー

ス

漏 電 し ゃ 断 器

（ 高 調 波 対 応 品 ）

手 元 開 閉 器

ま た は

配 線 用 し ゃ 断 器

Ｒ Ｓ Ｔ

1 2 3

X Y
X Y

1 2 3

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

リモ
コ

ン
X Y

X Y
手 元 開 閉 器

ま た は

配 線 用 し ゃ 断 器

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ネ
ジ

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

2.
0m

m
2 ×

2

2 .
0m

m
2 ×

3

M
5

M
5

φ
1.

6

φ
1.

6

14
m

21
m

30
A

15
A

20
A

15
A

20
A

15
A

φ
1.

6×
3

φ
1.

6×
3

20
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

15
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

単 相 三 相

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ネ
ジ

2.
0m

m
2 ×

2

2.
0m

m
2 ×

3

M
5

M
5

φ
1.

6

φ
1.

6

13
m

30
A

30
A

30
A

20
A

30
A

20
A

φ
1.

6×
3

φ
1.

6×
3

30
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

20
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

単 相 三 相

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

18
m

PS
C

01
2D

09
4

こ
の

製
品

は
フ

ロ
ン

排
出

抑
制

法
の

第
1種

特
定

製
品

で
す

。
●

フ
ロ

ン
類

を
み

だ
り

に
大

気
に

放
出

す
る

こ
と

は
禁

じ
ら

れ
て

い
ま

す
。

●
こ

の
製

品
を

廃
棄

・
整

備
す

る
場

合
に

は
、

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。
冷

媒
回

収
す

る
と

き
は

、
フ

ロ
ン

排
出

抑
制

法
の

基
準

に
従

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

の
追

加
・

回
収

量
お

よ
び

出
荷

時
と

の
合

計
量

を
サ

イ
ド

カ
バ

ー
裏

面
の

冷
媒

量
記

入
銘

板
に

必
ず

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

そ
の

C
O

2換
算

値
も

記
入

く
だ

さ
い

。
●

機
器

の
修

理
、

運
転

、
調

整
な

ど
に

よ
り

、
冷

媒
の

回
収

や
充

填
を

行
い

表
示

内
容

が
生

じ
た

と
き

は
、

冷
媒

量
を

再
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

注
意

注
意

〈
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

可
能

な
場

合
〉

〈
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

で
き

な
い

場
合

〉
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
お

願
い

し
ま

す
。
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内
外
接
続
電
線

外
装
テ
ー
プ

ガ
ス
管

断
熱
材

液
管

バ
ン
ド（

付
属
品
）

パ
イ
プ
カ
バ
ー（

付
属
品
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

S
W

5,
 S

W
8

〈
配

管
サ

イ
ズ

制
限

表
〉

◎：
標

準
配

管
サ

イ
ズ

　
○：

使
用

可
能

　
△：

配
管

長
制

限
短

縮

注
意

１２

SW5 SW8

Ｏ
Ｎ

３４

追
加

封
入

量（
kg

）＝
｛

主
管

長（
ｍ

）－
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
分

30
（

ｍ
）｝

×
0.

02
（

kg
/m

）
追

加
冷

媒
量

計
算

式
※

追
加

冷
媒

量
の

計
算

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

、
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

●
サ

ー
ビ

ス
な

ど
で

再
チ

ャ
ー

ジ
す

る
場

合
は

配
管

長
4m

以
上

20
m

以
下

で
は

基
準

チ
ャ

ー
ジ

量
を

再
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
長

が
4m

よ
り

短
い

場
合

は
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
よ

り
0.

3k
g減

ら
し

た
冷

媒
量

を
再

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

例
）

10
m

で
再

チ
ャ

ー
ジ

す
る

場
合

は
1.

30
kg

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

25
m

で
再

チ
ャ

ー
ジ

す
る

場
合

は
1.

30
＋（

25
-2

0）
×

0.
02

＝
1.

40
kg

を
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

こ
の

際
も

、
ボ

ン
ベ

か
ら

の
冷

媒
取

出
し

は
必

ず
液

相
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
圧

縮
機

保
護

の
た

め
、

ボ
ン

ベ
の

バ
ル

ブ
を

絞
り

気
味

に
す

る
か

、
液

冷
媒

を
霧

状
に

変
換

す
る

専
用

ツ
ー

ル
を

使
用

し
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
に

吸
引

さ
れ

た
時

に
は

ガ
ス

化
し

て
い

る
よ

う
に

調
整

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

の
封

入
は

必
ず

は
か

り
を

使
用

し
て

計
算

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

運
転

し
な

が
ら

冷
媒

封
入

す
る

場
合

は
必

ず
30

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

８
）

断
熱

・
防

露
（

１
）

冷
媒

配
管

（
ガ

ス
管

、
液

管
共

）
の

防
露

断
熱

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

防
露

断
熱

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
ま

た
は

露
た

れ
が

発
生

し
、

家
財

等
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

（
２

）
断

熱
材

は
12

0℃
以

上
の

耐
熱

性
が

あ
る

も
の

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。
耐

熱
性

が
低

い
と

断
熱

不
良

や
電

線
劣

化
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

・
ガ

ス
管

は
冷

房
運

転
時

、
配

管
に

結
露

し
た

も
の

が
ド

レ
ン

水
と

な
り

水
漏

れ
事

故
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
暖

房
時

に
は

吐
出

ガ
ス

が
流

れ
、

管
表

面
温

度
が

高
温

と
な

る
た

め
、

人
に

接
触

す
る

と
火

傷
な

ど
の

危
険

が
あ

り
ま

す
。

・
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
レ

ア
接

続
部

分
は

断
熱

材
（

パ
イ

プ
カ

バ
ー

）
で

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

管
・

液
管

共
に

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
）

・
断

熱
は

ガ
ス

側
、

液
側

配
管

共
両

方
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

際
断

熱
材

と
配

管
を

密
着

さ
せ

て
隙

間
が

で
き

な
い

よ
う

に
接

続
線

と
共

に
外

装
テ

ー
プ

で
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
・

本
エ

ア
コ

ン
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
露

付
条

件
で

試
験

を
行

い
不

具
合

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

が
、

相
対

湿
度

70
％

を
超

え
る

天
井

内
等

で
は

、
ガ

ス
側

、
液

側
配

管
共

厚
さ

20
m

m
以

上
の

断
熱

が
必

要
と

な
り

ま
す

。

4
．
電
気
配
線
　
電
気
工
事
の
詳
細
は
、
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

5
．
試
運
転

6
．
既
設
配
管
対
応

●
ア

ー
ス

工
事

を
行

う
際

に
は

、
電

源
を

切
っ

た
状

態
で

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

※
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

FD
U

、
FD

R
機

の
場

合

電
源

・
内

外
接

続
線

●
配

線
仕

様
は

金
属

管
ま

た
は

合
成

樹
脂

管
配

線
で

、
管

内
に

３
本

以
下

で
電

圧
降

下
２

％
と

し
た

場
合

を
示

し
ま

す
。

こ
れ

以
外

の
条

件
は

内
線

規
程

に
よ

り
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

●
上

図
は

室
外

電
源

取
り

の
場

合
を

示
し

ま
す

。
既

設
配

線
流

用
接

続
（

室
内

電
源

取
り

、
室

内
、

室
外

電
源

取
り

）
は

カ
タ

ロ
グ

・
技

術
資

料
を

参
考

く
だ

さ
い

。

●
試

運
転

の
前

に
操

作
弁

が
全

開
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

必
ず

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

試
運

転
の

6時
間

前
に

電
源

を
入

れ
、

ク
ラ

ン
ク

ケ
ー

ス
ヒ

ー
タ

に
通

電
し

て
く

だ
さ

い
。

●
停

止
か

ら
運

転
ま

で
は

、
必

ず
３

分
以

上
待

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

外
す

と
、

高
圧

充
電

部
・

高
温

部
が

露
出

し
て

危
険

で
す

。
感

電
や

火
傷

に
十

分
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

を
開

け
た

ま
ま

放
置

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

●
現

地
設

定
ス

イ
ッ

チ
を

操
作

す
る

場
合

は
、

充
電

部
に

触
れ

ぬ
よ

う
十

分
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

●
液

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト
か

ら
吐

出
圧

力
の

検
圧

は
で

き
ま

せ
ん

。
●

四
方

弁（
20

Ｓ
）は

暖
房

運
転

時
に

通
電

さ
れ

ま
す

。
●

電
源

し
ゃ

断
に

よ
り

リ
セ

ッ
ト

す
る

場
合

は
、

電
源

し
ゃ

断
よ

り
３

分
経

過
後

に
電

源
を

再
投

入
し

て
く

だ
さ

い
。

3分
経

過
後

で
な

け
れ

ば
「

E-
5」

（
通

信
異

常
）

が
発

生
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

３
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

5-
1の

設
定

  
  

サ
イ

ド
カ

バ
ー

を
外

し
て

く
だ

さ
い

。
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

切
換

え
(S

W
5-

1）
・

O
N

す
る

こ
と

で
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

に
入

り
易

く
な

り
ま

す
。

・
暖

房
シ

ー
ズ

ン
時

、
外

気
温

が
氷

点
下

以
下

と
な

る
地

域
は

、
設

定
を

O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

　

５
）

停
止

時
の

電
子

膨
張

弁
の

状
態

電
源

投
入

時
の

通
常

停
止

時
、

お
よ

び
異

常
停

止
時

の
電

子
膨

張
弁

の
状

態
は

右
表

の
通

り
で

す
。

電
源

投
入

時
通

常
停

止
時

異
常

停
止

時

微
開

全
開

全
閉

警
告

注
意

２
）

運
転

状
態

の
チ

ェ
ッ

ク
  

  
サ

イ
ド

カ
バ

ー
を

外
し

て
く

だ
さ

い
。

吐
出

圧
力

、
吸

込
圧

力
の

検
圧

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

内
部

の
四

方
切

換
弁

後
に

取
付

け
ら

れ
た

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト
お

よ
び

、
ガ

ス
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

冷
房

運
転

・
暖

房
運

転
に

よ
っ

て
右

表
の

よ
う

に
検

出
圧

力
は

異
な

り
ま

す
。

既
設

ユ
ニ

ッ
ト

で
下

記
作

業
 を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。（
①

→
②

→
③

→
④

の
順

番
）

①
30

分
間

冷
房

運
転

②
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

な
ど

で
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
吸

込
口

を
完

全
に

閉
塞

し
3分

間
冷

房
運

転
（

液
バ

ッ
ク

運
転

）
③

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
液

操
作

弁
を

締
め

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

（
冷

媒
回

収
）

④
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

ブ
ロ

ー
　

※
ブ

ロ
ー

に
よ

り
変

色
し

た
冷

凍
機

油
や

油
以

外
の

残
留

物
が

　
排

出
さ

れ
た

場
合

は
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
お

願
い

し
ま

す
。

　
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

は
流

用
せ

ず
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
付

属
の

も
の

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
ま

た
フ

レ
ア

は
Ｒ

32
用

に
再

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。
　

●
「

配
管

洗
浄

」
を

行
う

場
合

は
、

最
寄

の
代

理
店

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

左
記

の
項

目
に

不
備

が
あ

り
ま

す
と

、
圧

縮
機

が
故

障
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

１
）

試
運

転
方

法
  

  
サ

イ
ド

カ
バ

ー
を

外
し

て
く

だ
さ

い
。

(1
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

５
ー

３
、４

に
よ

り
室

外
ユ

ニ
ット

側
か

ら
試

運
転

が
可

能
で

す
。

(2
）

Ｓ
Ｗ

５
ー

３
を

O
N

す
る

こ
と

で
圧

縮
機

が
運

転
し

ま
す

。
(3

）
Ｓ

Ｗ
５

ー
４

が
Ｏ

ＦＦ
状

態
で

冷
房

試
運

転
を

行
い

、Ｏ
Ｎ

状
態

で
は

暖
房

運
転

を
行

い
ま

す
。

(4
）

試
運

転
終

了
後

は
、必

ず
Ｓ

Ｗ
５

ー
３

を
O

FF
に

戻
し

て
く

だ
さ

い
。

 絶
縁

抵
抗

に
つ

い
て

●
据

付
直

後
、

も
し

く
は

元
電

源
を

切
っ

た
状

態
で

長
時

間
放

置
し

た
場

合
、

圧
縮

機
に

冷
媒

が
溜

ま
る

こ
と

に
よ

り
、

絶
縁

抵
抗

が
数

M
Ω

ま
で

低
下

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

絶
縁

抵
抗

が
小

さ
く

、
漏

電
ブ

レ
ー

カ
が

作
動

す
る

場
合

は
、

以
下

の
事

項
を

確
認

く
だ

さ
い

。
①

電
源

を
投

入
し

、
6時

間
程

度
経

過
後

、
絶

縁
抵

抗
が

復
帰

す
る

か
確

認
す

る
。

　
電

源
を

投
入

す
る

こ
と

に
よ

り
、

圧
縮

機
に

通
電

加
熱

を
行

い
、

圧
縮

機
に

溜
ま

っ
た

冷
媒

を
蒸

発
さ

せ
ま

す
。

②
漏

電
ブ

レ
ー

カ
が

高
調

波
対

応
品

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
　

本
機

は
イ

ン
バ

ー
タ

を
装

備
し

て
お

り
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

の
誤

動
作

を
防

止
す

る
た

め
、

高
調

波
対

応
品

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

●
上

記
以

外
の

異
常

が
表

示
さ

れ
る

場
合

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

と
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

配
線

銘
板

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

E3
4

E5
7

赤
LE

D

1回
点

滅

1回
点

滅

室
外

基
板

LE
D表

示（
周

期
５

秒
）

S
W

-5
-3

O
N

O
FF

S
W

-5
-4

O
FF O
N －

冷
房

試
運

転
暖

房
試

運
転

通
常

、お
よ

び
試

運
転

終
了

対
　

　
　

策
故

障
内

容

欠
相

操
作

弁
閉

運
転

1.
 操

作
弁

が
開

い
て

い
る

か
確

認
2.

 圧
縮

機
停

止
か

ら
3分

経
過

後
、

異
常

が
解

消
さ

れ
て

い
れ

ば
リ

モ
コ

ン
か

ら
の

点
検

リ
セ

ッ
ト

に
よ

り
再

起
動

可
能

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

同
梱

の
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
、

ド
レ

ン
グ

ロ
メ

ッ
ト

を
利

用
し

て
ド

レ
ン

配
管

を
施

工
し

て
く

だ
さ

い
。

●
凝

縮
水

を
排

水
口

な
ど

に
導

く
と

き
は

平
置

き
台

（
別

売
品

）
や

ブ
ロ

ッ
ク

な
ど

に
載

せ
て

据
付

け
て

く
だ

さ
い

。

４
）

試
運

転
時

の
故

障
診

断

漏
電

し
ゃ

断
器

の
誤

動
作

を
防

ぐ
た

め
、

必
ず

イ
ン

バ
ー

タ
回

路
用

し
ゃ

断
器

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
の

取
付

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
漏

電
し

ゃ
断

器
が

取
付

け
ら

れ
て

い
な

い
と

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

外
配

線
は

同
一

端
子

番
号

を
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

線
は

、
配

線
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

し
、

端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

●
制

御
箱

に
ア

ー
ス

端
子

が
あ

り
ま

す
。

Ｄ
種

接
地

工
事

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

内
外

渡
り

線
は

必
ず

3心
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
シ

ー
ル

ド
線

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

電
源

線
の

ゆ
る

み
、外

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認

リ
モ

コ
ン

表
示

V
C

T
キ

ャ
ブ

タ
イ

ヤ
ケ

ー
ブ

ル
V

V
F

平
形

ケ
ー

ブ
ル

4心
ケ

ー
ブ

ル
シ

ー
ル

ド
線

〈
三

相
機

〉
〈

単
相

機
〉

○
×

ス
タ

ー
ト

旧
ユ

ニ
ット

は
当

社
品

で
す

か
？

い
い

え

い
い

え

い
い

え
い

い
え

い
い

え

は
い

は
い

は
い

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

は
い

は
い

な
い

な
い

な
い

な
い

緩
み

な
し

緩
み

あ
り

修
正

修
正

修
正

交
換

撤
去

気
密

合
格

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

は
室

外
ユ

ニ
ット

と
室

内
ユ

ニ
ット

が
接

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

、腐
食・

傷・
へ

こ
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
の

断
熱

材
に

、剥
が

れ
、劣

化
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？（
ガ

ス
管

、液
管

と
も

に
断

熱
が

必
要

で
す

）

配
管

支
持

金
具

は
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

ガ
ス

漏
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

（
頻

繁
に

冷
媒

を
追

加
す

る
よ

う
な

こ
と

が
な

か
っ

た
か

確
認

）

室
内

ユ
ニ

ット
が

接
続

さ
れ

て
い

な
い

枝
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

既
設

配
管

を
利

用
し

施
工

す
る

機
体

は
ツ

イ
ン・

ト
リ

プ
ル・

ダ
ブ

ル
ツ

イ
ン

機
で

す
か

？

既
設

配
管

を
再

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

新
規

配
管

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。

旧
ユ

ニ
ット

の
冷

凍
機

油
は

下
記

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
ま

す
か

？
ス

ニ
ソ・

M
S・

バ
ー

レ
ル

フ
リ

ー
ズ・

H
A

B・
フ

レ
オ

ー
ル・

エ
ー

テ
ル

油・
エ

ス
テ

ル
油

※
技

術
資

料
の

ツ
イ

ン・
ト

リ
プ

ル・
ダ

ブ
ル

ツ
イ

ン
機

で
既

設
配

管
を

利
用

す
る

場
合

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

分
岐

管
を

当
社

指
定

品
に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

現
地

で
既

設
配

管
の

気
密

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

枝
配

管
を

撤
去

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

再
利

用
す

る
既

設
配

管
は

下
記

の
全

て
を

満
足

し
ま

す
か

？
①

配
管

長
は

40
m

以
下

で
あ

る
。

②
配

管
サ

イ
ズ

は
配

管
サ

イ
ズ

制
限

表
を

満
た

す
。

③
室

内
外

ユ
ニ

ット
間

の
高

低
差

は
下

記
を

満
た

す
。

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

上
の

場
合：

30
m

以
下

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

下
の

場
合：

15
m

以
下

使
用

可
否

を
照

会
願

い
ま

す
。

交
換

不
能

使
用

不
可

使
用

可 修
正

不
能

修
正

不
能

撤
去

不
能

気
密

不
良

既
設

配
管

が
再

利
用

で
き

る
か

ど
う

か
を

下
記

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

使
用

し
て

判
断

し
て

く
だ

さ
い

。
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

（
オ

プ
シ

ョ
ン

）
を

ご
使

用
の

場
合

は
、

キ
ッ

ト
内

に
付

属
の

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

既
設

配
管

を
ご

使
用

に
な

れ
ま

す
。

Z
P

40
V

P
40

配
管

サ
イ

ズ

Z
P

50
V

P
50

Z
P

56
V

P
56

Z
P

45
V

P
45

 
液

管
 

φ
6.

35
 

φ
6.

35
 

φ
9.

52
 

φ
9.

52

 
ガ

ス
管

 
φ

12
.7

 
φ1

5.
88

 
φ

12
.7

 
φ1

5.
88

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

 
適

用
可

否
 

◎
 

○
 

△
 

△

 
最

大
片

道
配

管
長

 
50

 
50

 
20

 
20

 
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長

 
30

 
30

 
15

 
15

試
運

転
前

の
確

認
事

項

試
運

転
手

順

●
電

源
を

入
れ

た
状

態
で

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

離
れ

る
場

合
は

、
パ

ネ
ル

を
必

ず
閉

め
て

く
だ

さ
い

。

●
必

ず
試

運
転

を
行

い
、

下
記

の
順

に
従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

ろ
う

付
し

た
場

合
は

、配
管

に
窒

素
ガ

ス
を

流
し

て
ろ

う
付

し
ま

し
た

か
。

気
密

試
験

、真
空

引
き

は
確

実
に

行
い

ま
し

た
か

。
配

管
の

断
熱

材
は

液
管

と
ガ

ス
管

の
両

方
に

取
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
操

作
弁

は
液

管
側・

ガ
ス

管
側

の
両

方
と

も
確

実
に

開
い

て
い

ま
す

か
。

冷
媒

追
加

充
填

量
、冷

媒
配

管
長

さ
を

パ
ネ

ル
の

ラ
ベ

ル
に

記
入

し
ま

し
た

か
。

配
線

の
接

続
忘

れ
、欠

相
、逆

相
は

な
い

で
す

か
。

し
ゃ

断
器

、配
線

な
ど

電
気

機
器

は
適

正
容

量
の

機
器

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
。

複
数

設
置

の
場

合
は

、ユ
ニ

ット
間

の
配

線
が

入
れ

替
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

リ
モ

コ
ン

線
に

室
内

外
通

信
線

を
接

続
し

て
い

ま
せ

ん
か

。
室

内
外

配
線

は
同

一
端

子
番

号
間

で
接

続
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

外
配

線
は

V
C

Tキ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

ま
た

は
V

V
F平

形
ケ

ー
ブ

ル
で

す
か

。
ア

ー
ス

工
事

は
D

種
接

地
工

事
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

。
他

の
機

器
の

ア
ー

ス
線

と
接

続
せ

ず
、単

独
で

ア
ー

ス
を

取
っ

て
い

ま
す

か
。

配
線

の
取

付
部

の
ね

じ
が

緩
ん

で
い

ま
せ

ん
か

。
配

線
は

配
線

ク
ラ

ン
プ

で
固

定
し

、端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
か

。
室

内
ユ

ニ
ット

の
据

付
作

業
は

完
了

し
て

い
ま

す
か

。
室

内
ユ

ニ
ット

に
化

粧
パ

ネ
ル

を
取

付
け

る
場

合
は

、化
粧

パ
ネ

ル
の

取
付

が
完

了
し

て
い

ま
す

か
。

①
 

ガ
ス

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
②

 
液

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
③

 
パ

ネ
ル

を
閉

め
て

く
だ

さ
い

。
④

 
リ

モ
コ

ン
に

よ
る

現
地

設
定

を
行

う
場

合
は

、リ
モ

コ
ン

に
よ

る
現

地
設

定
の

説
明

に
従

っ
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

⑤
 

S
W

5-
3 

O
N

 ／
 S

W
5-

4 
O

FF
：冷

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
 

S
W

5-
3 

O
N

 ／
 S

W
5-

4 
O

N：
暖

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
⑥

 
運

転
が

開
始

し
た

ら
、リ

モ
コ

ン
の

風
向

き
調

節
ボ

タ
ン

を
押

し
て

作
動

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑦
 

室
内

ユ
ニ

ット
の

吹
出

口
に

手
を

当
て

、冷
房

は
冷

風
、暖

房
は

暖
風

が
出

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
⑧

 
赤

LE
D

が
点

滅
し

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑨
 

試
運

転
終

了
後

、必
ず

S
W

5-
3を

O
FF

し
て

く
だ

さ
い

。
⑩

 
オ

プ
シ

ョ
ン

品
を

使
用

し
て

い
る

場
合

は
、各

々
の

取
扱

説
明

書
に

従
っ

て
機

能
の

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

据
説

の
項

目
№

項
　

目
確

　
認

　
項

　
目

冷
媒

配
管

工
事

2 4 ー

電
気

配
線

室
内

ユ
ニ

ット

チ
ェ

ッ
ク

順
番

操
　

作
　

内
　

容
チ

ェ
ッ

ク

冷
房

運
転

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

ガ
ス

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

暖
房

運
転

配
管

1m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

0.
02

kg
/m

0.
05

4k
g/

m

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量
計

算
式

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）=
｛

主
配

管
長（

m
）ー

表
の

チ
ャ

ー
ジ

レ
ス

長（
m

）｝
×

表
の

配
管

1m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）

※
計

算
の

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

で
す

。
例

）既
設

配
管

20
m（

液
管

φ
9.

52
、ガ

ス
管

φ
15

.8
8）

を
使

用
し

て
、Z

P
63

を
設

置
す

る
場

合
。

（
20

m
ー

15
m

）×
0.

05
4k

g/
m

=
0.

27
kg

を
追

加
チ

ャ
ー

ジ
す

る
。

０
℃

以
下

の
気

温
が

数
日

続
く

地
域

で
は

、
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
・

グ
ロ

メ
ッ

ト
は

取
付

け
な

い
で

く
だ

さ
い

｡(
凍

結
に

よ
り

ド
レ

ン
水

が
排

水
で

き
な

く
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

｡)

注
意

※
三
菱
重
工
冷
熱
(株

)ド
レ
ン
集
中
排
水
キ
ッ
ト

　
H
A
05

70
0を

推
奨
し
ま
す
。

こ
の

穴
部

分
に

は
、

グ
ロ

メ
ット

を
取

付
け

な
い

。
こ

の
穴

は
、ド

レ
ン

水
が

多
量

に
た

ま
っ

た
場

合
の

予
備

の
排

水
穴

で
す

。

配
線

銘
板

●
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ボ

ッ
ク

ス
の

蓋
の

上
に

貼
付

　
し

て
あ

り
ま

す
。

電
源

端
子

台

ア
ー

ス
端

子

電
源

端
子

台

S
W

5
出

荷
時

全
て

O
FF

※
1　

S
W

8は
操

作
し

な
い

で
く

だ
さ

い

７
）

冷
媒

追
加

封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

基
準

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）

1.
30

 
20

 
0.

02
 

1.
50

 
30

Z
P

40
～

63
、

V
P

40
～

63

冷
媒

配
管（

液
管

φ
6.

35
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量 （

kg
）

基
準

チ
ャ

ー
ジ

配
管

長
（

m
）

工
場

出
荷

時
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ（
ｍ

）

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
30

ｍ
相

当
分

の
冷

媒
量

が
工

場
出

荷
時

に
封

入
さ

れ
て

お
り

、
30

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

長
が

4m
（

FD
Tと

の
組

合
せ

の
場

合
は

2m
）

よ
り

短
い

場
合

は
工

場
出

荷
チ

ャ
ー

ジ
量

よ
り

0.
3k

g減
ら

し
て

く
だ

さ
い

。
●

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

、
液

管
サ

イ
ズ

に
よ

り
必

要
封

入
量

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6.
 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

配
線

ク
ラ

ン
プ

●
配

線
を

固
定

し
、

端
子

接
続

部
に

　
外

力
が

加
わ

ら
な

い
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

●
Ｄ

種
接

地
工

事
を

必
ず

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ド
レ
ン
エ
ル
ボ

グ
ロ
メ
ット

ド
レ
ン
ホ
ー
ス

（
現
地
手
配
）

Ｌ１ Ｌ２
１ ２ ３

漏 電 し ゃ 断 器

（ 高 調 波 対 応 品 ）

室
外

ユ
ニ

ット
１ ２ ３室
内

ユ
ニ

ット
リモ

コ
ン

ア
ー

ス

ア
ー

ス
ア

ー
ス

ア
ー

ス

漏 電 し ゃ 断 器

（ 高 調 波 対 応 品 ）

手 元 開 閉 器

ま た は

配 線 用 し ゃ 断 器

Ｒ Ｓ Ｔ

1 2 3

X Y
X Y

1 2 3

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

リモ
コ

ン
X Y

X Y
手 元 開 閉 器

ま た は

配 線 用 し ゃ 断 器

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ネ
ジ

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

2.
0m

m
2 ×

2

2 .
0m

m
2 ×

3

M
5

M
5

φ
1.

6

φ
1.

6

14
m

21
m

30
A

15
A

20
A

15
A

20
A

15
A

φ
1.

6×
3

φ
1.

6×
3

20
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

15
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

単 相 三 相

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

Z
P

40
～

56
V

P
40

～
56

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ネ
ジ

2.
0m

m
2 ×

2

2.
0m

m
2 ×

3

M
5

M
5

φ
1.

6

φ
1.

6

13
m

30
A

30
A

30
A

20
A

30
A

20
A

φ
1.

6×
3

φ
1.

6×
3

30
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

20
A

,3
0m

A
,0

.1
se

c以
下

単 相 三 相

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

18
m

PS
C

01
2D

09
4

こ
の

製
品

は
フ

ロ
ン

排
出

抑
制

法
の

第
1種

特
定

製
品

で
す

。
●

フ
ロ

ン
類

を
み

だ
り

に
大

気
に

放
出

す
る

こ
と

は
禁

じ
ら

れ
て

い
ま

す
。

●
こ

の
製

品
を

廃
棄

・
整

備
す

る
場

合
に

は
、

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。
冷

媒
回

収
す

る
と

き
は

、
フ

ロ
ン

排
出

抑
制

法
の

基
準

に
従

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

の
追

加
・

回
収

量
お

よ
び

出
荷

時
と

の
合

計
量

を
サ

イ
ド

カ
バ

ー
裏

面
の

冷
媒

量
記

入
銘

板
に

必
ず

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

そ
の

C
O

2換
算

値
も

記
入

く
だ

さ
い

。
●

機
器

の
修

理
、

運
転

、
調

整
な

ど
に

よ
り

、
冷

媒
の

回
収

や
充

填
を

行
い

表
示

内
容

が
生

じ
た

と
き

は
、

冷
媒

量
を

再
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

注
意

注
意

〈
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

可
能

な
場

合
〉

〈
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

で
き

な
い

場
合

〉
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
お

願
い

し
ま

す
。
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本説明書は冷媒配管工事に関する一般事項について示したものです。
室外ユニット据付説明書・室内ユニット据付説明書・他の説明書を合わせてご覧ください。

安全上のご注意

①現地配管と配管継ぎ手の準備

②既設配管再利用時の確認・点検事項

警告
●据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。

ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニットの落下によるケガの原因になります。

●小部屋に据付ける場合は日本冷凍工業会のガイドライン JRA GL-13 に従い、万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策が
必要です。
限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付けてください。万一、冷媒が漏洩して限界濃度超えると酸欠事故の原因になります。

●作業中に冷媒が漏れた場合は換気する。
冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●据付工事完了後冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
冷媒が室内に漏れ、ファンヒータ、ストーブ、コンロ等の火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●配管、フレアナット、工具は R32 または R410A 専用のものを使用する。
既存（R22）部材を使用すると、機器の故障と同時に冷媒サイクルの破損などの重大な事故の原因になります。

●フレアナットの締付はダブルスパナで行い、トルクレンチで指定の方法で締付ける。締付過ぎによるフレア部の破損に注意してく
ださい。
フレア部のゆるみ、締付過ぎによる破損が発生した場合に、冷媒ガスが漏洩して酸欠事故の原因になることがあります。

●冷媒配管工事、機密試験および真空引きが完了するまでは、サービスバルブ（液、ガス共）を開けないでください。
冷媒配管が確実に取付けておらず、サービスバルブ開放状態で圧縮機を運転すると、急激な冷媒漏れによる凍傷、けがの原因になります。また空
気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧となり、破損、ケガ等の原因になります。

●エアコンの設置や移設の場合、冷媒サイクル内に指定冷媒（R32 または R410A）以外の空気等を入れない。
空気が混入すると冷媒サイクル内が異常高圧になり、破損、ケガ等の原因になります。

●室内ユニットの近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの侵入を防止する。
溶接作業時などに発生するスパッタがユニット内に侵入した場合、ドレンパン等に損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れ等の原因になることがあります。
ユニット内へのスパッタの侵入を防ぐため梱包状態にしておくとか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
不完全な断熱施工を行うと配管等の表面が結露して、露たれ等を発生し、天井、床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる機密試験を行い、漏れのないことを確認してください。
万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。

冷媒R32またはR410A対応機としての注意点
●R32またはR410A以外の冷媒は使用しないでください。R32およびR410Aは従来の冷媒（R22など）に

比べ圧力が1.6倍高くなります。
●R32またはR410A機は、他冷媒誤封入防止のため室外ユニット操作弁のチャージポート径とユニット内

のチェックジョイント径を変更しています。また、耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法および
フレアナットの対辺寸法を変更しています。従って、施工、サービス時には、右表に示すR32またはR410A
専用ツールを準備してください。

●異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具を使い分けてください。特にゲージマニホールド、チ
ャージホースは絶対に他冷媒（R22、R407C等）と共用しないでください。

●チャージシリンダは使用しないでください。チャージシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し、能力不
足等の原因になります。

●冷媒封入は必ずボンベから液相で取出して行ってください。
●室内ユニットはR32またはR410A専用機となります。接続可能な室外ユニットはカタログ等で確認してく

ださい。（他の室内ユニットを接続すると正常に運転できません。）

R32またはR410A専用ツール

a)

b)

c)

d)

e)

f)

g)

h)

ゲージマニホールド

チャージホース

冷媒充填用電子はかり

トルクレンチ

フレアツール

出し代調整用配管ゲージ

真空ポンプアダプタ

ガス漏れ検知器

⑴配管および配管継手は、その配管に傷がないこと、および経時硬化していないものを用い、フレアおよびろう付管継手にあっては、
　JIS B 8607に規定したものを使用すること。
⑵フレア加工する銅管はO材、OL材を使用する。また、R32またはR410A冷媒で外径19.05mmはO材では肉厚1.2mmを使用しなければならない。
⑶ろう付接続する銅管は、外径19.05 mm 以上は1/2H、またはH 材の使用を推奨する。
⑷フレアナットは製品付属のもの、またはJIS B 8607適合品を使用すること。

⑴フレアナットは流用せずユニットに付属のものを使用し、部分的に交換した新しい配管に、R32またはR410A用のフレア加工（図Ａ、図
Ｂ、表３）をしてください。

⑵配管肉厚、設置年数、過去に配管腐食による漏えいの有無確認を行ってください。
　⇒再利用する既設配管に､ガス漏れはありませんか？
⑶既設配管の気密確認をしてください。
　気密不良の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑷配管に腐食、亀裂、傷、変形、劣化などが無いかを可能な限り点検してください。
　⇒再利用する既設配管に､腐食・傷・へこみはありませんか？
⑸不具合部分を修正してください。
　⇒修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑹再利用する既設配管の断熱材に､剥がれ､劣化はありませんか？
　配管支持金具は緩んでいませんか？
⑺不具合部分を修正してください。
　修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。

既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの説明書またはカタログ・技術資料で確認すること。

⑴ろう付作業は高度な技術と経験を要するため、労働安全衛生法で定めた溶接技能士または、ガス溶接技術講習を終了した者が作業
すること

⑵ろう付接合面を重ね、そのすき間にろう材を溶着させるため、接合面積を十分に取り、適切なすき間を取る。
⑶銅管継手の最少はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は、表４のとおり。
⑷銀ろうの場合のすき間は0.05mm～0.1mm 程度が、接続強度を最も高くすることができる。

⑸ろう材については、次の注意事項を遵守する。
⒜亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では、りん銅ろうBCuP はイオウと反応しやすく、水溶性のもろい化合物

を作り、冷媒漏えいの原因となるので、他のろう材（例えば銀ろう）にする。また、ろう付部を塗装するなどの対策
が必要。

め、使用しない。
⒞修理などで再ろう付する場合は、同一ろう材を使用する。ろう材の名称が同じでも号数が異なれば、再ろう付できな

い場合がある。

⑴配管は、接続の直前まで密栓・キャップ等でカバーして水分、ゴミ、ほこり、切粉、壁材などが入らないようにすること。 ⑸フレアーナットは、トルクレンチを使用して、表２のトルクで締付けること。
　図の様にユニオン側又は操作弁側を固定して適性なトルクで締付ける。

⑵冷媒配管はできるだけ短く、直線になるように配管する。やむを得ず曲がりを取る場合は、曲げ半径を配管外径の4倍以上にする
こと。

⑶冷媒配管を曲げる場合はベンダを使用し、パイプが2/3D以下につぶれないようにすること。
⑷作業手順

①パ イ プ 切 断：パイプの長さに余裕（30～50mm）をもって、パイプカッタを使用し、切断面を直角にする。
②バ　リ　取　り：切り粉が配管内に入らないように、配管を下向きにして、リーマを使用する。
③バリの銅くず除去：配管内部の銅くずを、ドライバの柄などで軽くたたくか、ガーゼ棒を使用して除去する。
④フ レ ア 加 工：フレアナットを挿入し、フレアダイス面から配管先端までは適正な寸法でセットし（図Ａ,表３）、フレア内

面はキズがないように真円で均一に加工する。
⑤フレア部の確認：（図Ｂ、表３）にて寸法を確認し、図Ｄのような形状となっていないか確認する
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注記

同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸方
向分力が増加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニオンねじ部、又はフレア外面への冷凍機
油塗布は推奨しない。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとすること。
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③冷媒配管施工上の注意点

④ろう付接続に関する注意点

1

3 4裏面へつづく

2

③冷媒配管施工上の注意点の続き

●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ

く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によっては
重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
用使いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

⑷　冷媒配管工事 PSC012D007B F

PSC012D007A F
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のチェックジョイント径を変更しています。また、耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法および
フレアナットの対辺寸法を変更しています。従って、施工、サービス時には、右表に示すR32またはR410A
専用ツールを準備してください。

●異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具を使い分けてください。特にゲージマニホールド、チ
ャージホースは絶対に他冷媒（R22、R407C等）と共用しないでください。
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a)

b)

c)

d)

e)

f)

g)

h)

ゲージマニホールド

チャージホース

冷媒充填用電子はかり

トルクレンチ

フレアツール

出し代調整用配管ゲージ

真空ポンプアダプタ

ガス漏れ検知器

⑴配管および配管継手は、その配管に傷がないこと、および経時硬化していないものを用い、フレアおよびろう付管継手にあっては、
　JIS B 8607に規定したものを使用すること。
⑵フレア加工する銅管はO材、OL材を使用する。また、R32またはR410A冷媒で外径19.05mmはO材では肉厚1.2mmを使用しなければならない。
⑶ろう付接続する銅管は、外径19.05 mm 以上は1/2H、またはH 材の使用を推奨する。
⑷フレアナットは製品付属のもの、またはJIS B 8607適合品を使用すること。

⑴フレアナットは流用せずユニットに付属のものを使用し、部分的に交換した新しい配管に、R32またはR410A用のフレア加工（図Ａ、図
Ｂ、表３）をしてください。

⑵配管肉厚、設置年数、過去に配管腐食による漏えいの有無確認を行ってください。
　⇒再利用する既設配管に､ガス漏れはありませんか？
⑶既設配管の気密確認をしてください。
　気密不良の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑷配管に腐食、亀裂、傷、変形、劣化などが無いかを可能な限り点検してください。
　⇒再利用する既設配管に､腐食・傷・へこみはありませんか？
⑸不具合部分を修正してください。
　⇒修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑹再利用する既設配管の断熱材に､剥がれ､劣化はありませんか？
　配管支持金具は緩んでいませんか？
⑺不具合部分を修正してください。
　修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。

既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの説明書またはカタログ・技術資料で確認すること。

⑴ろう付作業は高度な技術と経験を要するため、労働安全衛生法で定めた溶接技能士または、ガス溶接技術講習を終了した者が作業
すること

⑵ろう付接合面を重ね、そのすき間にろう材を溶着させるため、接合面積を十分に取り、適切なすき間を取る。
⑶銅管継手の最少はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は、表４のとおり。
⑷銀ろうの場合のすき間は0.05mm～0.1mm 程度が、接続強度を最も高くすることができる。

⑸ろう材については、次の注意事項を遵守する。
⒜亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では、りん銅ろうBCuP はイオウと反応しやすく、水溶性のもろい化合物

を作り、冷媒漏えいの原因となるので、他のろう材（例えば銀ろう）にする。また、ろう付部を塗装するなどの対策
が必要。

め、使用しない。
⒞修理などで再ろう付する場合は、同一ろう材を使用する。ろう材の名称が同じでも号数が異なれば、再ろう付できな

い場合がある。

⑴配管は、接続の直前まで密栓・キャップ等でカバーして水分、ゴミ、ほこり、切粉、壁材などが入らないようにすること。 ⑸フレアーナットは、トルクレンチを使用して、表２のトルクで締付けること。
　図の様にユニオン側又は操作弁側を固定して適性なトルクで締付ける。

⑵冷媒配管はできるだけ短く、直線になるように配管する。やむを得ず曲がりを取る場合は、曲げ半径を配管外径の4倍以上にする
こと。

⑶冷媒配管を曲げる場合はベンダを使用し、パイプが2/3D以下につぶれないようにすること。
⑷作業手順

①パ イ プ 切 断：パイプの長さに余裕（30～50mm）をもって、パイプカッタを使用し、切断面を直角にする。
②バ　リ　取　り：切り粉が配管内に入らないように、配管を下向きにして、リーマを使用する。
③バリの銅くず除去：配管内部の銅くずを、ドライバの柄などで軽くたたくか、ガーゼ棒を使用して除去する。
④フ レ ア 加 工：フレアナットを挿入し、フレアダイス面から配管先端までは適正な寸法でセットし（図Ａ,表３）、フレア内

面はキズがないように真円で均一に加工する。
⑤フレア部の確認：（図Ｂ、表３）にて寸法を確認し、図Ｄのような形状となっていないか確認する
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同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸方
向分力が増加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニオンねじ部、又はフレア外面への冷凍機
油塗布は推奨しない。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとすること。
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③冷媒配管施工上の注意点

④ろう付接続に関する注意点

1

3 4裏面へつづく

2

③冷媒配管施工上の注意点の続き

●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ

く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によっては
重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
用使いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

冷媒配管工事説明書冷媒配管工事説明書 PSC012D007B

本説明書は冷媒配管工事に関する一般事項について示したものです。
室外ユニット据付説明書・室内ユニット据付説明書・他の説明書を合わせてご覧ください。

安全上のご注意

①現地配管と配管継ぎ手の準備

②既設配管再利用時の確認・点検事項

●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
●ここに示した注意事項は、「　警告」「　注意」に区分していますが、誤った据付けをしたときに、死亡や重傷等の重大な結果に結び

つく可能性が大きいものを特に「　警告」の欄にまとめて記載しています。しかし、「　注意」の欄に記載した事項でも、状況によっ
ては重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

●ここで使われる“図記号”の意味は右のとおりです。
●据付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに取扱説明書にそって「安全上のご注意」や正しい使用方法、お手入

れの方法をご指導ください。
●据付説明書は、取扱説明書と共に、お客様で保管頂くように依頼してください。またお使いになる方が代わられる場合は、新しくお使

いになる方に、取扱説明書をお渡しくださるよう依頼してください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う

警告
●据付は、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。

ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニットの落下によるケガの原因になります。

●小部屋に据付ける場合は日本冷凍工業会のガイドライン JRA GL-13 に従い、万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策が
必要です。
限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度超えると酸欠事故の原因になります。

●作業中に冷媒が漏れた場合は換気する。
冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●据付工事完了後冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロ等の火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●配管、フレアナット、工具は R32 または R410A 専用のものを使用する。
既存（R22）部材を使用すると、機器の故障と同時に冷媒サイクルの破損などの重大な事故の原因になります。

●フレアナットの締付はダブルスパナで行い、トルクレンチで指定の方法で締付ける。締付け過ぎによるフレア部の破損に注意して
ください。
フレア部のゆるみ、締付け過ぎによる破損が発生した場合に、冷媒ガスが漏洩して酸欠事故の原因になることがあります。

●冷媒配管工事、機密試験および真空引きが完了するまでは、サービスバルブ（液、ガス共）を開けないでください。
冷媒配管が確実に取付けておらず、サービスバルブ開放状態で圧縮機を運転すると、急激な冷媒漏れによる凍傷、けがの原因になります。また空
気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧となり、破損、ケガ等の原因になります。

●エアコンの設置や移設の場合、冷媒サイクル内に指定冷媒（R32）以外の空気等を入れない。
空気が混入すると冷媒サイクル内が異常高圧になり、破損、ケガ等の原因になります。

●室内ユニットの近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの侵入を防止する。
溶接作業時などに発生するスパッタがユニット内に侵入した場合、ドレンパン等に損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れ等の原因になることがあります。
ユニット内へのスパッタの侵入を防ぐため梱包状態にしておくとか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
不完全な断熱施工を行うと配管等の表面が結露して、露たれ等を発生し、天井、床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる機密試験を行い、漏れのないことを確認してください。
万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。

冷媒R32対応機としての注意点
●R32以外の冷媒は使用しないでください。R32は従来の冷媒（R22など）に比べ圧力が1.6倍高くなります。
●R32機は、他冷媒誤封入防止のため室外ユニット操作弁のチャージポート径とユニット内のチェックジョ

イント径を変更しています。又、耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法及びフレアナットの対
辺寸法を変更しています。従って、施工、サービス時には、右表に示すR32またはR410A専用ツールを準備
してください。

●異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具を使い分けてください。特にゲージマニホールド、チ
ャージホースは絶対に他冷媒（R22、R407C等）と共用しないでください。

●チャージシリンダは使用しないでください。チャージシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し、能力不
足等の原因になります。

●冷媒封入は必ずボンベから液相で取り出して行ってください。
●室内ユニットはR32またはR410A専用機となります。接続可能な室外ユニットはカタログ等で確認してく

ださい。（他の室内ユニットを接続すると正常に運転できません。）

R32またはR410A専用ツール

a)

b)

c)

d)

e)

f)

g)

h)

ゲージマニホールド

チャージホース

冷媒充填用電子はかり

トルクレンチ

フレアツール

出し代調整用配管ゲージ

真空ポンプアダプター

ガス漏れ検知器

⑴配管および配管継手は、その配管に傷がないこと、および経時硬化していないものを用い、フレアおよびろう付管継手にあっては、
　JIS B 8607に規定したものを使用すること。
⑵フレア加工する銅管はO材、OL材を使用する。また、R32またはR410A冷媒で外径19.05mmはO材では肉厚1.2mmを使用しなければならない。
⑶ろう付接続する銅管は、外径19.05 mm 以上は1/2H、またはH 材の使用を推奨する。
⑷フレアナットは製品付属のもの、またはJIS B 8607適合品を使用すること。

⑴フレアナットは流用せずユニットに付属のものを使用し、部分的に交換した新しい配管に、R32またはR410A用のフレア加工（図Ａ、図
Ｂ、表３）をしてください。

⑵配管肉厚、設置年数、過去に配管腐食による漏えいの有無確認を行ってください。
　⇒再利用する既設配管に､ガス漏れはありませんか？
⑶既設配管の気密確認をしてください。
　気密不良の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑷配管に腐食、亀裂、傷、変形、劣化などが無いかを可能な限り点検してください。
　⇒再利用する既設配管に､腐食・傷・へこみはありませんか？
⑸不具合部分を修正してください。
　⇒修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑹再利用する既設配管の断熱材に､剥がれ､劣化はありませんか？
　配管支持金具は緩んでいませんか？
⑺不具合部分を修正してください。
　修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。

既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの説明書またはカタログ・技術資料で確認すること。

⑴ろう付作業は高度な技術と経験を要するため、労働安全衛生法で定めた溶接技能士又は、ガス溶接技術講習を終了した者が作業す
ること

⑵ろう付接合面を重ね、そのすき間にろう材を溶着させるため、接合面積を十分に取り、適切なすき間を取る。
⑶銅管継手の最少はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は、表４のとおり。
⑷銀ろうの場合のすき間は0.05mm～0.1mm 程度が、接続強度を最も高くすることができる。

⑸ろう材については、次の注意事項を遵守する。
⒜亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では、りん銅ろうBCuP はイオウと反応しやすく、水溶性のもろい化合物

を作り、冷媒漏えいの原因となるので、他のろう材（例えば銀ろう）にする。また、ろう付部を塗装するなどの対策
が必要。

⒝低温ろう（溶融温度が450℃未満のもの、いわゆる“はんだ”）は、強度が弱く冷媒漏えいを起こすおそれがあるた
め、使用しない。

⒞修理などで再ろう付する場合は、同一ろう材を使用する。ろう材の名称が同じでも号数が異なれば、再ろう付できな
い場合がある。

⑴配管は、接続の直前まで密栓・キャップ等でカバーして水分、ゴミ、ほこり、切粉、壁材などが入らないようにすること。 ⑸フレアーナットは、トルクレンチを使用して、表２のトルクで締付けること。
　図の様にユニオン側又は操作弁側を固定して適性なトルクで締付ける。

⑵冷媒配管はできるだけ短く、直線になるように配管する。やむを得ず曲がりを取る場合は、曲げ半径を配管外径の4倍以上にする
こと。

⑶冷媒配管を曲げる場合はベンダを使用し、パイプが2/3D以下につぶれないようにすること。
⑷作業手順

①パ イ プ 切 断：パイプの長さに余裕（30～50mm）をもって、パイプカッタを使用し、切断面を直角にする。
②バ　リ　取　り：切り粉が配管内に入らないように、配管を下向きにして、リーマを使用する。
③バリの銅くず除去：配管内部の銅くずを、ドライバの柄などで軽くたたくか、ガーゼ棒を使用して除去する。
④フ レ ア 加 工：フレアナットを挿入し、フレアダイス面から配管先端までは適正な寸法でセットし（図Ａ,表３）、フレア内

面はキズがないように真円で均一に加工する。
⑤フレア部の確認：（図Ｂ、表３）にて寸法を確認し、図Ｄのような形状となっていないか確認する
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フレア加工の不具合例 （図D)
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注記

同一締付けトルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸
方向分力が増加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニオンねじ部、又はフレア外面への冷凍
機油塗布は推奨しない。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとすること。
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③冷媒配管施工上の注意点

④ろう付接続に関する注意点
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③冷媒配管施工上の注意点の続き

冷媒配管工事説明書冷媒配管工事説明書 PSC012D007B

本説明書は冷媒配管工事に関する一般事項について示したものです。
室外ユニット据付説明書・室内ユニット据付説明書・他の説明書を合わせてご覧ください。

安全上のご注意

①現地配管と配管継ぎ手の準備

②既設配管再利用時の確認・点検事項

●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
●ここに示した注意事項は、「　警告」「　注意」に区分していますが、誤った据付けをしたときに、死亡や重傷等の重大な結果に結び

つく可能性が大きいものを特に「　警告」の欄にまとめて記載しています。しかし、「　注意」の欄に記載した事項でも、状況によっ
ては重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

●ここで使われる“図記号”の意味は右のとおりです。
●据付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに取扱説明書にそって「安全上のご注意」や正しい使用方法、お手入

れの方法をご指導ください。
●据付説明書は、取扱説明書と共に、お客様で保管頂くように依頼してください。またお使いになる方が代わられる場合は、新しくお使

いになる方に、取扱説明書をお渡しくださるよう依頼してください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う

警告
●据付は、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。

ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニットの落下によるケガの原因になります。

●小部屋に据付ける場合は日本冷凍工業会のガイドライン JRA GL-13 に従い、万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策が
必要です。
限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度超えると酸欠事故の原因になります。

●作業中に冷媒が漏れた場合は換気する。
冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●据付工事完了後冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロ等の火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●配管、フレアナット、工具は R32 または R410A 専用のものを使用する。
既存（R22）部材を使用すると、機器の故障と同時に冷媒サイクルの破損などの重大な事故の原因になります。

●フレアナットの締付はダブルスパナで行い、トルクレンチで指定の方法で締付ける。締付け過ぎによるフレア部の破損に注意して
ください。
フレア部のゆるみ、締付け過ぎによる破損が発生した場合に、冷媒ガスが漏洩して酸欠事故の原因になることがあります。

●冷媒配管工事、機密試験および真空引きが完了するまでは、サービスバルブ（液、ガス共）を開けないでください。
冷媒配管が確実に取付けておらず、サービスバルブ開放状態で圧縮機を運転すると、急激な冷媒漏れによる凍傷、けがの原因になります。また空
気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧となり、破損、ケガ等の原因になります。

●エアコンの設置や移設の場合、冷媒サイクル内に指定冷媒（R32）以外の空気等を入れない。
空気が混入すると冷媒サイクル内が異常高圧になり、破損、ケガ等の原因になります。

●室内ユニットの近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの侵入を防止する。
溶接作業時などに発生するスパッタがユニット内に侵入した場合、ドレンパン等に損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れ等の原因になることがあります。
ユニット内へのスパッタの侵入を防ぐため梱包状態にしておくとか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
不完全な断熱施工を行うと配管等の表面が結露して、露たれ等を発生し、天井、床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる機密試験を行い、漏れのないことを確認してください。
万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。

冷媒R32対応機としての注意点
●R32以外の冷媒は使用しないでください。R32は従来の冷媒（R22など）に比べ圧力が1.6倍高くなります。
●R32機は、他冷媒誤封入防止のため室外ユニット操作弁のチャージポート径とユニット内のチェックジョ

イント径を変更しています。又、耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法及びフレアナットの対
辺寸法を変更しています。従って、施工、サービス時には、右表に示すR32またはR410A専用ツールを準備
してください。

●異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具を使い分けてください。特にゲージマニホールド、チ
ャージホースは絶対に他冷媒（R22、R407C等）と共用しないでください。

●チャージシリンダは使用しないでください。チャージシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し、能力不
足等の原因になります。

●冷媒封入は必ずボンベから液相で取り出して行ってください。
●室内ユニットはR32またはR410A専用機となります。接続可能な室外ユニットはカタログ等で確認してく

ださい。（他の室内ユニットを接続すると正常に運転できません。）

R32またはR410A専用ツール

a)

b)

c)

d)

e)

f)

g)

h)

ゲージマニホールド

チャージホース

冷媒充填用電子はかり

トルクレンチ

フレアツール

出し代調整用配管ゲージ

真空ポンプアダプター

ガス漏れ検知器

⑴配管および配管継手は、その配管に傷がないこと、および経時硬化していないものを用い、フレアおよびろう付管継手にあっては、
　JIS B 8607に規定したものを使用すること。
⑵フレア加工する銅管はO材、OL材を使用する。また、R32冷媒で外径19.05mmはO材では肉厚1.2mmを使用しなければならない。
⑶ろう付接続する銅管は、外径19.05 mm 以上は1/2H、又はH 材の使用を推奨する。
⑷フレアナットは製品付属のもの、又はJIS B 8607適合品を使用すること。

⑴フレアナットは流用せずユニットに付属のものを使用し、部分的に交換した新しい配管に、R32用のフレア加工（図Ａ、図Ｂ、表３）をして
ください。

⑵配管肉厚、設置年数、過去に配管腐食による漏えいの有無確認を行ってください。
　⇒再利用する既設配管に､ガス漏れはありませんか？
⑶既設配管の気密確認をしてください。
　気密不良の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑷配管に腐食、亀裂、傷、変形、劣化などが無いかを可能な限り点検してください。
　⇒再利用する既設配管に､腐食・傷・へこみはありませんか？
⑸不具合部分を修正してください。
　⇒修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑹再利用する既設配管の断熱材に､剥がれ､劣化はありませんか？
　配管支持金具は緩んでいませんか？
⑺不具合部分を修正してください。
　修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。

既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの説明書またはカタログ・技術資料で確認すること。

⑴ろう付作業は高度な技術と経験を要するため、労働安全衛生法で定めた溶接技能士又は、ガス溶接技術講習を終了した者が作業す
ること

⑵ろう付接合面を重ね、そのすき間にろう材を溶着させるため、接合面積を十分に取り、適切なすき間を取る。
⑶銅管継手の最少はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は、表４のとおり。
⑷銀ろうの場合のすき間は0.05mm～0.1mm 程度が、接続強度を最も高くすることができる。

⑸ろう材については、次の注意事項を遵守する。
⒜亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では、りん銅ろうBCuP はイオウと反応しやすく、水溶性のもろい化合物

を作り、冷媒漏えいの原因となるので、他のろう材（例えば銀ろう）にする。また、ろう付部を塗装するなどの対策
が必要。

⒝低温ろう（溶融温度が450℃未満のもの、いわゆる“はんだ”）は、強度が弱く冷媒漏えいを起こすおそれがあるた
め、使用しない。

⒞修理などで再ろう付する場合は、同一ろう材を使用する。ろう材の名称が同じでも号数が異なれば、再ろう付できな
い場合がある。

⑴配管は、接続の直前まで密栓・キャップ等でカバーして水分、ゴミ、ほこり、切粉、壁材などが入らないようにすること。 ⑸フレアーナットは、トルクレンチを使用して、表２のトルクで締付けること。
　図の様にユニオン側又は操作弁側を固定して適性なトルクで締付ける。

⑵冷媒配管はできるだけ短く、直線になるように配管する。やむを得ず曲がりを取る場合は、曲げ半径を配管外径の4倍以上にする
こと。

⑶冷媒配管を曲げる場合はベンダを使用し、パイプが2/3D以下につぶれないようにすること。
⑷作業手順

①パ イ プ 切 断：パイプの長さに余裕（30～50mm）をもって、パイプカッタを使用し、切断面を直角にする。
②バ　リ　取　り：切り粉が配管内に入らないように、配管を下向きにして、リーマを使用する。
③バリの銅くず除去：配管内部の銅くずを、ドライバの柄などで軽くたたくか、ガーゼ棒を使用して除去する。
④フ レ ア 加 工：フレアナットを挿入し、フレアダイス面から配管先端までは適正な寸法でセットし（図Ａ,表３）、フレア内

面はキズがないように真円で均一に加工する。
⑤フレア部の確認：（図Ｂ、表３）にて寸法を確認し、図Ｄのような形状となっていないか確認する
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フレア加工の不具合例 （図D)
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注記

同一締付けトルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸
方向分力が増加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニオンねじ部、又はフレア外面への冷凍
機油塗布は推奨しない。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとすること。
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⑴配管は、接続の直前まで密栓・キャップ等でカバーして水分、ゴミ、ほこり、切粉、壁材などが入らないようにすること。

⑵冷媒配管はできるだけ短く、直線になるように配管する。やむを得ず曲がりを取る場合は、曲げ半径を配管外径の4倍以上にする
こと。

⑶冷媒配管を曲げる場合はベンダを使用し、パイプが2/3D以下につぶれないようにすること。
⑷作業手順

①パ イ プ 切 断：パイプの長さに余裕（30～50mm）をもって、パイプカッタを使用し、切断面を直角にする。
②バ　リ　取　り：切り粉が配管内に入らないように、配管を下向きにして、リーマを使用する。
③バリの銅くず除去：配管内部の銅くずを、ドライバーの柄などで軽くたたくか、ガーゼ棒を使用して除去する。
④フ レ ア 加 工：フレアナットを挿入し、フレアダイス面から配管先端までは適正な寸法でセットし（図Ａ,表３）、フレア内

面はキズがないように真円で均一に加工する。
⑤フレア部の確認：（図Ｂ、表３）にて寸法を確認し、図Ｄのような形状となっていないか確認する

（図C）
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⑴ろう付作業は高度な技術と経験を要するため、労働安全衛生法で定めた溶接技能士または、ガス溶接技術講習を終了した者が作業す
ること

⑵ろう付接合面を重ね、そのすき間にろう材を溶着させるため、接合面積を十分に取り、適切なすき間を取る。
⑶銅管継手の最少はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は、表４のとおり。
⑷銀ろうの場合のすき間は0.05mm～0.1mm 程度が、接続強度を最も高くすることができる。

⑸ろう材については、次の注意事項を遵守する。
⒜亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では、りん銅ろうBCuP はイオウと反応しやすく、水溶性のもろい化合物

を作り、冷媒漏えいの原因となるので、他のろう材（例えば銀ろう）にする。また、ろう付部を塗装するなどの対策
が必要。

め、使用しない。
⒞修理などで再ろう付する場合は、同一ろう材を使用する。ろう材の名称が同じでも号数が異なれば、再ろう付できな

い場合がある。

⑸フレアーナットは、トルクレンチを使用して、表２のトルクで締付けること。
　図の様にユニオン側又は操作弁側を固定して適性なトルクで締付ける。

φ5 以上 φ8 未満

φ8 以上φ12 未満

φ12 以上φ16 未満

φ16 以上φ25 未満

φ25 以上φ35 未満

φ35 以上φ45 未満

6

7

8

10

12

14

0.05～0.35

0.05～0.45

0.05～0.55

配管径
DB

最小はまり込み深さ
B

すき間
A－D

（表4）

（図E）
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同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸
方向分力が増加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニオンねじ部、またはフレア外面への冷
凍機油塗布は推奨しない。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとすること。
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⑹フラックスを使用する場合は、母材の種類、形状及びろう材の種類およびろう付の方法などによって、適切なフラックスの選定が必要となる。表5にフ
ラックスの分類を示す。注意事項を次に示す。
⒜ろう付後、フラックスを除去する。
⒝フラックスに含まれる塩素が配管内に残量すると冷凍機油が劣化する原因になるので、塩素含有率の低いフラックスを選定する。
⒞フラックスに水を追加する場合は、塩素を含まない蒸留水を使用する。その他、JIS Z 3621参照。

⑺ろう付作業は、配管材の内部に酸化皮膜が発生しないように窒素ガスを流しながら（窒素ガスブロー）施工する。
⑻酸化皮膜が発生すると、はがれてキャピラリチューブ・膨張弁の詰まりおよび圧縮機の故障の原因になる。
⑼作業手順は、次による。

①窒素容器に減圧弁と流量計を付ける。
②配管材に導く配管は細い銅管を使用し、容器側に流量計を取付ける。
③配管材と挿入する窒素用導管のすき間は、図Ｆのように外から空気が混入するのを防ぐためにシールする。
④窒素ガスを流すときは、配管側の端部は行き止まりにせず、抵抗を付けて開放する。
⑤窒素ガスの流量は0.05㎥/h、または減圧弁で0.02MPa（0.2 kgf/㎠）以下が適当。
⑥ろう材に適した温度でろう付する。
⑦操作弁と配管とのろう付は、弁本体を濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
⑧作業後、配管がある程度冷えるまで（手でさわれる程度、やけど注意）窒素ガスを流したままにする。
⑨ろう付作業後フラックスは完全に除去する。

⑽ろう付時の注意事項は、次による。
⒜過 　 熱 　 防 　 止 ろう付加熱により母材の内外面は酸化するが、特に配管内部の加熱酸化によるスケールの生成は冷媒系統

のゴミとなり、致命的な悪影響を及ぼすので、ろう付適正温度でしかも必要最小限の加熱面積でろう付す
る。

⒝過 　 熱 　 保 　 護 バーナーの火炎によるろう付部に近い部品の火災による過熱損傷および変質を防ぐため、金属板による
しゃ蔽保護並びにウエスを水に浸して保護する、または熱吸収材を使い過熱保護する。

⒞ろ う 付 後 の 冷 却 加熱後すぐに水をかけると、配管が劣化する場合もあるため、水をかけないことを推奨する。
⒟ろ う 付 時 の 固 定 溶融したろう材が凝固する時、動いたり振動が伝わったりすると、ろう付部に割れが入り漏えいの原因と

なる。
⒠酸化防止剤について ろう付作業の効率化のため、各種酸化防止剤が出回っている。しかし、その成分は多種多様であり、中に

は配管を腐食し、HFC 冷媒および冷凍機油などに悪影響を及ぼすことが予想されるものもあるので、注
意を要する。

表５　フラックスの分類

AW5
No. 使用形状 ろうのタイプ

FB3-A

FB3-C

FB3-D

FB3-K

FB4-A

ペースト

ペースト

ペースト

液　　状

ペースト

565～870

565～925

760～1205

760～1205

595～870

BAg，BCuP

BAg，BCuP

BAg，BCuP，
BNi
BAu，BCuZn，
BAg，BCuP
BCuZn，BAg，
BCuP

ほう酸塩
フッ化物
ほう酸塩，ボロン，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
塩化物，ほう酸塩，
フッ化物

すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
Al 青銅，Al 黄銅，Ti 及び他の
金属が少量添加されたもの

活性温度範囲
単位 ℃ フラックスの組成 母材の種類

（図Ｆ）
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⑹フラックスを使用する場合は、母材の種類、形状及びろう材の種類及びろう付の方法などによって、適切なフラックスの選定が必要となる。表5にフ
ラックスの分類を示す。注意事項を次に示す。
⒜ろう付後、フラックスを除去する。
⒝フラックスに含まれる塩素が配管内に残量すると冷凍機油が劣化する原因になるので、塩素含有率の低いフラックスを選定する。
⒞フラックスに水を追加する場合は、塩素を含まない蒸留水を使用する。その他、JIS Z 3621参照。

⑺ろう付作業は、配管材の内部に酸化皮膜が発生しないように窒素ガスを流しながら（窒素ガスブロー）施工する。
⑻酸化皮膜が発生すると、はがれてキャピラリチューブ・膨張弁の詰まり及び圧縮機の故障の原因になる。
⑼作業手順は、次による。

①窒素容器に減圧弁と流量計を付ける。
②配管材に導く配管は細い銅管を使用し、容器側に流量計を取付ける。
③配管材と挿入する窒素用導管のすき間は、図Ｆのように外から空気が混入するのを防ぐためにシールする。
④窒素ガスを流すときは、配管側の端部は行き止まりにせず、抵抗を付けて開放する。
⑤窒素ガスの流量は0.05㎥/h、又は減圧弁で0.02MPa（0.2 kgf/㎠）以下が適当。
⑥ろう材に適した温度でろう付する。
⑦操作弁と配管とのろう付は、弁本体を濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
⑧作業後、配管がある程度冷えるまで（手でさわれる程度、やけど注意）窒素ガスを流したままにする。
⑨ろう付作業後フラックスは完全に除去する。

⑽ろう付時の注意事項は、次による。
⒜過 　 熱 　 防 　 止 ろう付加熱により母材の内外面は酸化するが、特に配管内部の加熱酸化によるスケールの生成は冷媒系統

のゴミとなり、致命的な悪影響を及ぼすので、ろう付適正温度でしかも必要最小限の加熱面積でろう付す
る。

⒝過 　 熱 　 保 　 護 バーナーの火炎によるろう付部に近い部品の火災による過熱損傷及び変質を防ぐため、金属板による遮蔽
保護並びにウエスを水に浸して保護する、又は熱吸収材を使い過熱保護する。

⒞ろ う 付 後 の 冷 却 加熱後すぐに水をかけると、配管が劣化する場合もあるため、水をかけないことを推奨する。
⒟ろ う 付 時 の 固 定 溶融したろう材が凝固する時、動いたり振動が伝わったりすると、ろう付部に割れが入り漏えいの原因と

なる。
⒠酸化防止剤について ろう付作業の効率化のため、各種酸化防止剤が出回っている。しかし、その成分は多種多様であり、中に

は配管を腐食し、HFC 冷媒及び冷凍機油などに悪影響を及ぼすことが予想されるものもあるので、注意
を要する。

注a）文字板の大きさは、75mm以上のものを使用する。最高目盛は、試験圧力の1.25倍以上2倍以下のものを使用する。
 精度1.6級以上のものを使用する。
注b）店舗用：室内ユニット側に仕切りがない場合は、ガス管/液管どちらか片方からの加圧のみでも可。
 マルチ：室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、ガス管/液管両方に加圧すること。
 　　（新品出荷時点は膨張弁は開で出荷。通電後に停止した場合は膨張弁は閉となっています。）
⑴気密試験方法

①気密試験は、窒素ガスで機器の気密試験圧力まで、冷媒配管内を加圧して行うため、図Gを参考に器具類を接続する。
注記1 気密試験時に機器を運転してはならない。
注記2 加圧ガスにはフロン類、酸素及び可燃性ガスなどは絶対に使用しない。
注記3 機器側の操作弁は閉じたままとし、配管施工部以外に加圧しないように注意する。
注記4 室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、必ず液管、ガス管の両方に加圧し気密試験を実施する。
注記5 ろう付後、配管温度が下がらないうちに加圧すると、冷却後に減圧するので注意する。

②加圧は一度に試験圧力値まで昇圧せず、徐々に加圧する。
注記1 0.5MPaまで加圧したところで、加圧を止めて5分間以上放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記2 1.5MPaまで加圧し、再び5分間以上そのまま放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記3 その後に試験圧力値まで昇圧し、周囲温度と圧力をメモする。

③規定値で約一昼夜放置し、圧力が低下していなければ合格とする。
　容器内の気体の圧力は絶対温度に比例するため、外気温度による圧力変動に注意する。
　例 （測定時絶対圧力）＝（加圧時絶対圧力）×｛（273十測定時温度（℃））/（273十加圧時温度（℃））｝
④上記②,③の確認で、圧力低下が認められた場合は漏えいがあるので、必ず補修し再度漏えいのないことを確認する。

配管施工が終了した後、漏えいの有無を検査するため、配管に窒素ガスを加圧封入し圧力計の針の動きによって漏えいがないことを
確認する。
図Gに示す装置を用いて窒素ガスにより加圧し、漏えいが予想される箇所に発泡液を塗布して泡の発生がないことを確認する。

⑴気密試験合格後に冷媒配管内部の空気、又は窒素ガスを排除するため、真空ポンプで真空引きを行ってください。
⑵冷媒によるエアパージは、冷媒の放出を伴うため、禁止されています。
⑶真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防止アダプタを使用ください。

⑴冷媒の封入は必ずはかりを使用して計量しながら行ってください。チャージシリンダは絶対使用しないでください。
⑵操作弁を閉じたまま、必ず液側のサービスポートから液冷媒で封入してください。規定量が封入できない場合は、室外ユニットのバルブを液

側、ガス側ともに全開にした後、冷房運転を行いガス側（吸入側）サービスポートから封入します。ただし圧縮機保護のため、ボンベのバ
ルブを絞り気味にするか、液冷媒を霧状に変換する専用ツールを使用して、ユニットに吸引された時にはガス化しているように調
整してください。

⑶運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分以内に完了してください。冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原
因となります。

⑷室外ユニット説明書に従って配管長から算出した冷媒量を決定し、その追加した冷媒量を室外ユニットサービスパネル裏面の冷媒
量記入欄に記入してください。

⑸冷媒封入作業完了後、冷媒液側及びガス側の操作弁を全開にしてください。
⑹バルブはキャップを被せ、所定のトルクで締付けてください。
　チャージポート・チェックジョイントのキャップの締付けトルク：11～13N･m
　操作弁のキャップの締付けトルク：30～33N･m

⑴断熱工事は、気密試験の時に漏えいを検出可能なように、気密試験実施後に行う。
⑵埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の点検が可能なように点検口などを設けてください。
⑶配管接続部が天井内にある場合にも必ず点検口を設けてください。
⑷断熱材は120℃以上の耐熱性のあるものをご使用ください。耐熱性が低いと断熱不良や電線劣化の原因となります。
⑸防露断熱工事に不備があると、水漏れまたは露たれが発生し、家財等を濡らす原因となることがあります。
⑹ガス管は冷房運転時、配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることがあります。また、暖房時には吐出ガスが流

れ、管表面温度が高温となるため、人に接触すると火傷などの危険があります。
⑺室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）で断熱してください。（ガス管・液管共に断熱してください。）
⑻断熱はガス側、液側配管共両方に行ってください。その際断熱材と配管を密着させて隙間ができないように接続線と共に外装テー

プで巻いてください。
⑼本エアコンはＪＩＳ露付条件で試験を行い不具合のないことを確認しておりますが、相対湿度70％※を超える天井内等では、ガス

側、液側配管共厚さ20mm以上の断熱が必要となります。
　※中温パッケージの場合は相対湿度60％

表５　フラックスの分類

AW5
No. 使用形状 ろうのタイプ

FB3-A

FB3-C

FB3-D

FB3-K

FB4-A

ペースト

ペースト

ペースト

液　　状

ペースト

565～870

565～925

760～1205

760～1205

595～870

BAg，BCuP

BAg，BCuP

BAg，BCuP，
BNi
BAu，BCuZn，
BAg，BCuP
BCuZn，BAg，
BCuP

ほう酸塩
フッ化物
ほう酸塩，ボロン，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
塩化物，ほう酸塩，
フッ化物

すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
Al 青銅，Al 黄銅，Ti 及び他の
金属が少量添加されたもの

活性温度範囲
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真空ゲージ計が上昇した場合は、配管内に水分が残っているか、
漏れ箇所があります。
再度真空引き又は修理後 気密試験を行ってください。

－101kPa（5Torr）に達してから１時間
以上真空引きを行い、配管内の真空
乾燥を行ってください。

真
空
引
き
開
始

真
空
引
き
完
了

気
密
試
験
合
格

修
理

気
密
試
験

Yes

No

④ろう付接続に関する注意点の続き ⑤気密試験

⑥真空引き

⑦冷媒の封入と記録　操作弁を開く

⑧配管の断熱工事

（図G）

5

7 8

6

PSC012D007B

冷
媒
封
入

１時間以上
放置し真空ゲージ計の

上昇がないこと。

⑹フラックスを使用する場合は、母材の種類、形状及びろう材の種類及びろう付の方法などによって、適切なフラックスの選定が必要となる。表5にフ
ラックスの分類を示す。注意事項を次に示す。
⒜ろう付後、フラックスを除去する。
⒝フラックスに含まれる塩素が配管内に残量すると冷凍機油が劣化する原因になるので、塩素含有率の低いフラックスを選定する。
⒞フラックスに水を追加する場合は、塩素を含まない蒸留水を使用する。その他、JIS Z 3621参照。

⑺ろう付作業は、配管材の内部に酸化皮膜が発生しないように窒素ガスを流しながら（窒素ガスブロー）施工する。
⑻酸化皮膜が発生すると、はがれてキャピラリチューブ・膨張弁の詰まり及び圧縮機の故障の原因になる。
⑼作業手順は、次による。

①窒素容器に減圧弁と流量計を付ける。
②配管材に導く配管は細い銅管を使用し、容器側に流量計を取付ける。
③配管材と挿入する窒素用導管のすき間は、図Ｆのように外から空気が混入するのを防ぐためにシールする。
④窒素ガスを流すときは、配管側の端部は行き止まりにせず、抵抗を付けて開放する。
⑤窒素ガスの流量は0.05㎥/h、又は減圧弁で0.02MPa（0.2 kgf/㎠）以下が適当。
⑥ろう材に適した温度でろう付する。
⑦操作弁と配管とのろう付は、弁本体を濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
⑧作業後、配管がある程度冷えるまで（手でさわれる程度、やけど注意）窒素ガスを流したままにする。
⑨ろう付作業後フラックスは完全に除去する。

⑽ろう付時の注意事項は、次による。
⒜過 　 熱 　 防 　 止 ろう付加熱により母材の内外面は酸化するが、特に配管内部の加熱酸化によるスケールの生成は冷媒系統

のゴミとなり、致命的な悪影響を及ぼすので、ろう付適正温度でしかも必要最小限の加熱面積でろう付す
る。

⒝過 　 熱 　 保 　 護 バーナーの火炎によるろう付部に近い部品の火災による過熱損傷及び変質を防ぐため、金属板による遮蔽
保護並びにウエスを水に浸して保護する、又は熱吸収材を使い過熱保護する。

⒞ろ う 付 後 の 冷 却 加熱後すぐに水をかけると、配管が劣化する場合もあるため、水をかけないことを推奨する。
⒟ろ う 付 時 の 固 定 溶融したろう材が凝固する時、動いたり振動が伝わったりすると、ろう付部に割れが入り漏えいの原因と

なる。
⒠酸化防止剤について ろう付作業の効率化のため、各種酸化防止剤が出回っている。しかし、その成分は多種多様であり、中に

は配管を腐食し、HFC 冷媒及び冷凍機油などに悪影響を及ぼすことが予想されるものもあるので、注意
を要する。

注a）文字板の大きさは、75mm以上のものを使用する。最高目盛は、試験圧力の1.25倍以上2倍以下のものを使用する。
 精度1.6級以上のものを使用する。
注b）店舗用：室内ユニット側に仕切りがない場合は、ガス管/液管どちらか片方からの加圧のみでも可。
 マルチ：室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、ガス管/液管両方に加圧すること。
 　　（新品出荷時点は膨張弁は開で出荷。通電後に停止した場合は膨張弁は閉となっています。）
⑴気密試験方法

①気密試験は、窒素ガスで機器の気密試験圧力まで、冷媒配管内を加圧して行うため、図Gを参考に器具類を接続する。
注記1 気密試験時に機器を運転してはならない。
注記2 加圧ガスにはフロン類、酸素および可燃性ガスなどは絶対に使用しない。
注記3 機器側の操作弁は閉じたままとし、配管施工部以外に加圧しないように注意する。
注記4 室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、必ず液管、ガス管の両方に加圧し気密試験を実施する。
注記5 ろう付後、配管温度が下がらないうちに加圧すると、冷却後に減圧するので注意する。

②加圧は一度に試験圧力値まで昇圧せず、徐々に加圧する。
注記1 0.5MPaまで加圧したところで、加圧を止めて5分間以上放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記2 1.5MPaまで加圧し、再び5分間以上そのまま放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記3 その後に試験圧力値まで昇圧し、周囲温度と圧力をメモする。

③規定値で約一昼夜放置し、圧力が低下していなければ合格とする。
　容器内の気体の圧力は絶対温度に比例するため、外気温度による圧力変動に注意する。
　例 （測定時絶対圧力）＝（加圧時絶対圧力）×｛（273十測定時温度（℃））/（273十加圧時温度（℃））｝
④上記②,③の確認で、圧力低下が認められた場合は漏えいがあるので、必ず補修し再度漏えいのないことを確認する。

配管施工が終了した後、漏えいの有無を検査するため、配管に窒素ガスを加圧封入し圧力計の針の動きによって漏えいがないことを
確認する。
図Gに示す装置を用いて窒素ガスにより加圧し、漏えいが予想される箇所に発泡液を塗布して泡の発生がないことを確認する。

⑴気密試験合格後に冷媒配管内部の空気、又は窒素ガスを排除するため、真空ポンプで真空引きを行ってください。
⑵冷媒によるエアパージは、冷媒の放出を伴うため、禁止されています。
⑶真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防止アダプタを使用ください。

⑴冷媒の封入は必ずはかりを使用して計量しながら行ってください。チャージシリンダは絶対使用しないでください。
⑵操作弁を閉じたまま、必ず液側のサービスポートから液冷媒で封入してください。規定量が封入できない場合は、室外ユニットのバルブを液

側、ガス側ともに全開にした後、冷房運転を行いガス側（吸入側）サービスポートから封入します。ただし圧縮機保護のため、ボンベのバ
ルブを絞り気味にするか、液冷媒を霧状に変換する専用ツールを使用して、ユニットに吸引された時にはガス化しているように調
整してください。

⑶運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分以内に完了してください。冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原
因となります。

⑷室外ユニット説明書に従って配管長から算出した冷媒量を決定し、その追加した冷媒量を室外ユニットサービスパネル裏面の冷媒
量記入欄に記入してください。

⑸冷媒封入作業完了後、冷媒液側及びガス側の操作弁を全開にしてください。
⑹バルブはキャップを被せ、所定のトルクで締付けてください。
　チャージポート・チェックジョイントのキャップの締付けトルク：11～13N･m
　操作弁のキャップの締付けトルク：30～33N･m

⑴断熱工事は、気密試験の時に漏えいを検出可能なように、気密試験実施後に行う。
⑵埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の点検が可能なように点検口などを設けてください。
⑶配管接続部が天井内にある場合にも必ず点検口を設けてください。
⑷断熱材は120℃以上の耐熱性のあるものをご使用ください。耐熱性が低いと断熱不良や電線劣化の原因となります。
⑸防露断熱工事に不備があると、水漏れまたは露たれが発生し、家財等を濡らす原因となることがあります。
⑹ガス管は冷房運転時、配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることがあります。また、暖房時には吐出ガスが流

れ、管表面温度が高温となるため、人に接触すると火傷などの危険があります。
⑺室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）で断熱してください。（ガス管・液管共に断熱してください。）
⑻断熱はガス側、液側配管共両方に行ってください。その際断熱材と配管を密着させて隙間ができないように接続線と共に外装テー

プで巻いてください。
⑼本エアコンはＪＩＳ露付条件で試験を行い不具合のないことを確認しておりますが、相対湿度70％※を超える天井内等では、ガス

側、液側配管共厚さ20mm以上の断熱が必要となります。
　※中温パッケージの場合は相対湿度60％

表５　フラックスの分類
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No. 使用形状 ろうのタイプ
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鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
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⑹フラックスを使用する場合は、母材の種類、形状及びろう材の種類及びろう付の方法などによって、適切なフラックスの選定が必要となる。表5にフ
ラックスの分類を示す。注意事項を次に示す。
⒜ろう付後、フラックスを除去する。
⒝フラックスに含まれる塩素が配管内に残量すると冷凍機油が劣化する原因になるので、塩素含有率の低いフラックスを選定する。
⒞フラックスに水を追加する場合は、塩素を含まない蒸留水を使用する。その他、JIS Z 3621参照。

⑺ろう付作業は、配管材の内部に酸化皮膜が発生しないように窒素ガスを流しながら（窒素ガスブロー）施工する。
⑻酸化皮膜が発生すると、はがれてキャピラリチューブ・膨張弁の詰まり及び圧縮機の故障の原因になる。
⑼作業手順は、次による。

①窒素容器に減圧弁と流量計を付ける。
②配管材に導く配管は細い銅管を使用し、容器側に流量計を取付ける。
③配管材と挿入する窒素用導管のすき間は、図Ｆのように外から空気が混入するのを防ぐためにシールする。
④窒素ガスを流すときは、配管側の端部は行き止まりにせず、抵抗を付けて開放する。
⑤窒素ガスの流量は0.05㎥/h、又は減圧弁で0.02MPa（0.2 kgf/㎠）以下が適当。
⑥ろう材に適した温度でろう付する。
⑦操作弁と配管とのろう付は、弁本体を濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
⑧作業後、配管がある程度冷えるまで（手でさわれる程度、やけど注意）窒素ガスを流したままにする。
⑨ろう付作業後フラックスは完全に除去する。

⑽ろう付時の注意事項は、次による。
⒜過 　 熱 　 防 　 止 ろう付加熱により母材の内外面は酸化するが、特に配管内部の加熱酸化によるスケールの生成は冷媒系統

のゴミとなり、致命的な悪影響を及ぼすので、ろう付適正温度でしかも必要最小限の加熱面積でろう付す
る。

⒝過 　 熱 　 保 　 護 バーナーの火炎によるろう付部に近い部品の火災による過熱損傷及び変質を防ぐため、金属板による遮蔽
保護並びにウエスを水に浸して保護する、又は熱吸収材を使い過熱保護する。

⒞ろ う 付 後 の 冷 却 加熱後すぐに水をかけると、配管が劣化する場合もあるため、水をかけないことを推奨する。
⒟ろ う 付 時 の 固 定 溶融したろう材が凝固する時、動いたり振動が伝わったりすると、ろう付部に割れが入り漏えいの原因と

なる。
⒠酸化防止剤について ろう付作業の効率化のため、各種酸化防止剤が出回っている。しかし、その成分は多種多様であり、中に

は配管を腐食し、HFC 冷媒及び冷凍機油などに悪影響を及ぼすことが予想されるものもあるので、注意
を要する。

注a）文字板の大きさは、75mm以上のものを使用する。最高目盛は、試験圧力の1.25倍以上2倍以下のものを使用する。
 精度1.6級以上のものを使用する。
注b）店舗用：室内ユニット側に仕切りがない場合は、ガス管/液管どちらか片方からの加圧のみでも可。
 マルチ：室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、ガス管/液管両方に加圧すること。
 　　（新品出荷時点は膨張弁は開で出荷。通電後に停止した場合は膨張弁は閉となっています。）
⑴気密試験方法

①気密試験は、窒素ガスで機器の気密試験圧力まで、冷媒配管内を加圧して行うため、図Gを参考に器具類を接続する。
注記1 気密試験時に機器を運転してはならない。
注記2 加圧ガスにはフロン類、酸素及び可燃性ガスなどは絶対に使用しない。
注記3 機器側の操作弁は閉じたままとし、配管施工部以外に加圧しないように注意する。
注記4 室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、必ず液管、ガス管の両方に加圧し気密試験を実施する。
注記5 ろう付後、配管温度が下がらないうちに加圧すると、冷却後に減圧するので注意する。

②加圧は一度に試験圧力値まで昇圧せず、徐々に加圧する。
注記1 0.5MPaまで加圧したところで、加圧を止めて5分間以上放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記2 1.5MPaまで加圧し、再び5分間以上そのまま放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記3 その後に試験圧力値まで昇圧し、周囲温度と圧力をメモする。

③規定値で約一昼夜放置し、圧力が低下していなければ合格とする。
　容器内の気体の圧力は絶対温度に比例するため、外気温度による圧力変動に注意する。
　例 （測定時絶対圧力）＝（加圧時絶対圧力）×｛（273十測定時温度（℃））/（273十加圧時温度（℃））｝
④上記②,③の確認で、圧力低下が認められた場合は漏えいがあるので、必ず補修し再度漏えいのないことを確認する。

配管施工が終了した後、漏えいの有無を検査するため、配管に窒素ガスを加圧封入し圧力計の針の動きによって漏えいがないことを
確認する。
図Gに示す装置を用いて窒素ガスにより加圧し、漏えいが予想される箇所に発泡液を塗布して泡の発生がないことを確認する。

⑴気密試験合格後に冷媒配管内部の空気、又は窒素ガスを排除するため、真空ポンプで真空引きを行ってください。
⑵冷媒によるエアパージは、冷媒の放出を伴うため、禁止されています。
⑶真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防止アダプタを使用ください。

⑴冷媒の封入は必ずはかりを使用して計量しながら行ってください。チャージシリンダは絶対使用しないでください。
⑵操作弁を閉じたまま、必ず液側のサービスポートから液冷媒で封入してください。規定量が封入できない場合は、室外ユニットのバルブを液

側、ガス側ともに全開にした後、冷房運転を行いガス側（吸入側）サービスポートから封入します。ただし圧縮機保護のため、ボンベのバ
ルブを絞り気味にするか、液冷媒を霧状に変換する専用ツールを使用して、ユニットに吸引された時にはガス化しているように調
整してください。

⑶運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分以内に完了してください。冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原
因となります。

⑷室外ユニット説明書に従って配管長から算出した冷媒量を決定し、その追加した冷媒量を室外ユニットサービスパネル裏面の冷媒
量記入欄に記入してください。

⑸冷媒封入作業完了後、冷媒液側及びガス側の操作弁を全開にしてください。
⑹バルブはキャップを被せ、所定のトルクで締付けてください。
　チャージポート・チェックジョイントのキャップの締付けトルク：11～13N･m
　操作弁のキャップの締付けトルク：30～33N･m

⑴断熱工事は、気密試験の時に漏えいを検出可能なように、気密試験実施後に行う。
⑵埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の点検が可能なように点検口などを設けてください。
⑶配管接続部が天井内にある場合にも必ず点検口を設けてください。
⑷断熱材は120℃以上の耐熱性のあるものをご使用ください。耐熱性が低いと断熱不良や電線劣化の原因となります。
⑸防露断熱工事に不備があると、水漏れまたは露たれが発生し、家財等を濡らす原因となることがあります。
⑹ガス管は冷房運転時、配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることがあります。また、暖房時には吐出ガスが流

れ、管表面温度が高温となるため、人に接触すると火傷などの危険があります。
⑺室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）で断熱してください。（ガス管・液管共に断熱してください。）
⑻断熱はガス側、液側配管共両方に行ってください。その際断熱材と配管を密着させて隙間ができないように接続線と共に外装テー

プで巻いてください。
⑼本エアコンはＪＩＳ露付条件で試験を行い不具合のないことを確認しておりますが、相対湿度70％※を超える天井内等では、ガス

側、液側配管共厚さ20mm以上の断熱が必要となります。
　※中温パッケージの場合は相対湿度60％

表５　フラックスの分類

AW5
No. 使用形状 ろうのタイプ

FB3-A

FB3-C

FB3-D

FB3-K

FB4-A

ペースト

ペースト

ペースト

液　　状

ペースト

565～870

565～925

760～1205

760～1205

595～870

BAg，BCuP

BAg，BCuP

BAg，BCuP，
BNi
BAu，BCuZn，
BAg，BCuP
BCuZn，BAg，
BCuP

ほう酸塩
フッ化物
ほう酸塩，ボロン，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
塩化物，ほう酸塩，
フッ化物

すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
Al 青銅，Al 黄銅，Ti 及び他の
金属が少量添加されたもの

活性温度範囲
単位 ℃ フラックスの組成 母材の種類

（図Ｆ）
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管端はテープ等にて抵抗をつけて
管内に窒素を充填させてください
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点線部も接続する

液管側サービスポート
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ガス管

操作弁

操作弁室内ユニットへ

室外ユニット

窒
素
ガ
ス

操作弁閉

1.5MPa
5分間放置

試験圧力
約一昼夜放置

修理 大気圧まで減圧

漏えい箇所調査

合格

スタート

圧力
低下
なし
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真空ゲージ計が上昇した場合は、配管内に水分が残っているか、
漏れ箇所があります。
再度真空引き又は修理後 気密試験を行ってください。

－101kPa（5Torr）に達してから１時間
以上真空引きを行い、配管内の真空
乾燥を行ってください。
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④ろう付接続に関する注意点の続き ⑤気密試験
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⑦冷媒の封入と記録　操作弁を開く

⑧配管の断熱工事
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⑴気密試験合格後に冷媒配管内部の空気、または窒素ガスを排除するため、真空ポンプで真空引きを行ってください。
⑵冷媒によるエアパージは、冷媒の放出を伴うため、禁止されています。
⑶真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防止アダプタを使用ください。

⑴冷媒の封入は必ずはかりを使用して計量しながら行ってください。チャージシリンダは絶対使用しないでください。
⑵操作弁を閉じたまま、必ず液側のサービスポートから液冷媒で封入してください。規定量が封入できない場合は、室外ユニットのバルブを液

側、ガス側ともに全開にした後、冷房運転を行いガス側（吸入側）サービスポートから封入します。ただし圧縮機保護のため、ボンベのバ
ルブを絞り気味にするか、液冷媒を霧状に変換する専用ツールを使用して、ユニットに吸引された時にはガス化しているように調
整してください。

⑶運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分以内に完了してください。冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原
因となります。

⑷室外ユニット説明書に従って配管長から算出した冷媒量を決定し、その追加した冷媒量を室外ユニットサービスパネル裏面の冷媒
量記入欄に記入してください。

⑸冷媒封入作業完了後、冷媒液側およびガス側の操作弁を全開にしてください。
⑹バルブはキャップを被せ、所定のトルクで締付けてください。
　チャージポート・チェックジョイントのキャップの締付トルク：11～13N･m
　操作弁のキャップの締付トルク：30～33N･m

⑴断熱工事は、気密試験の時に漏えいを検出可能なように、気密試験実施後に行う。
⑵埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の点検が可能なように点検口などを設けてください。
⑶配管接続部が天井内にある場合にも必ず点検口を設けてください。
⑷断熱材は120℃以上の耐熱性のあるものをご使用ください。耐熱性が低いと断熱不良や電線劣化の原因となります。
⑸防露断熱工事に不備があると、水漏れまたは露たれが発生し、家財等を濡らす原因となることがあります。
⑹ガス管は冷房運転時、配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることがあります。また、暖房時には吐出ガスが流

れ、管表面温度が高温となるため、人に接触すると火傷などの危険があります。
⑺室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）で断熱してください。（ガス管・液管共に断熱してください。）
⑻断熱はガス側、液側配管共両方に行ってください。その際断熱材と配管を密着させて隙間ができないように接続線と共に外装テー

プで巻いてください。
⑼本エアコンはＪＩＳ露付条件で試験を行い不具合のないことを確認しておりますが、相対湿度70％※を超える天井内等では、ガス

側、液側配管共厚さ20mm以上の断熱が必要となります。
　※中温パッケージの場合は相対湿度60％

（図J）

真空ゲージ計が上昇した場合は、配管内に水分が残っているか、
漏れ箇所があります。
再度真空引きまたは修理後 気密試験を行ってください。
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アカ

CＮT
（青・6P）

+12

CＮTA
（青・2P）

+12

室内基板

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR6

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
又はタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力1

XR6 AC100V
DC12V
DC24V

入力2

注（1）0.3mm2×2m

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。

遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m
突合せ形接続子

（適用範囲0.75～1.25mm2）

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ5は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オムロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣｎＴコネクタ（現地側）メーカ、形式

コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６
端　　子：モレックス製 ５２６３Ｔ
別売品（PCZ006A043）を準備しておりますのでご利用ください。

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますのでご利用ください。 
●ＣｎＴＡコネクタは､ＦＤＴ他に搭載＜仕様書で確認願います＞（現地側）メーカ、形式

コネクタ：日本圧着端子JST製　ＸＡＰ０２Ｖ－１－Ｅ
端　　子：日本圧着端子JST製　ＳＸＡ－０１Ｔ－Ｐ０.６
別売品（PCZ006A053）を準備しておりますのでご利用ください。

●電気工事は電力会社の認定工事店で行ってください。本配線仕様は、下記に基づいて決定しています。
①配線は銅線以外のものを使用しないでください。
②電源は、室外ユニットへ接続してください。
③電気ヒータ（別売品）はなしにて記載してあります。注：電気ヒータの組込みは不可です。別置ヒータを連動させる場合は、ヒータ専用電源を設けること。

●アース線は室内外接続線および室内ユニット間配線の接続前に接続してください。また、アース線は室内外接続線より長くし、アース線に力が
かからないようにしてください。

●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●端子台への接続は、丸型圧着端子を使用してください。
●専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる二次災害が生じる恐れがあります。
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●室内外接続線は途中接続しないでください。途中接続した場所に水が浸入すると、対地間絶縁不良や途中接続部の接触不良をまねき、通信異常

の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）
●天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線など）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
●室内外ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
●リモコン用端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

①室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱内の電源側端子台、リモコン側端子台に接続してください。
室内外接続線の①②③は極性がありますので、必ず番号を合わせて接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。

②電源には必ず漏電しゃ断器を取付けてください。漏電しゃ断器は、インバータ回路用遮しゃ器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、その同等
品）を選定してください。

③漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合には、漏電しゃ断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用しゃ断器が必要となります。
④手元開閉器は室外ユニットの近傍に設置してください。

●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。また、制御箱内のコネクタの抜けや端子外れがないことを確認してください。
●補助電気ヒータ組込の場合は、電気ヒータ組込時の説明書・または技術資料で確認してください。

標準リモコン (RC-Dシリーズ )の場合  機種容量は確認できません。

カバーを開けた状態です。また、液晶表示部は全表示してあります。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモコンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン+ ワイヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組合せ
ができます。
1 個を「親」に、残りを「子」に設定してください。

○ 注意　リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。

1.エアコン№ボタンを押す。
室内ユニットアドレスが表示されます。
2.▲▼ボタンを押す。

接続されている室内ユニットのアドレスが表示されます。

●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　 は工場出荷時の設定）

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電や火災の原因になることがあります。
●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

安全上のご注意
●作業前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく作業してください。
　安全のため必ずお守りください。
● 誤った作業、行為をしたときに生じる危害や損害を「 」と「 」に区分し、お守りいただく内容を「図記号」を使用し説明

していますので、必ずお守りください。
●「 」「 」の意味

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

①電源・室内外配線の接続

）きづつ（ 法方認確量容種機スレドアのトッニユ内室③

④リモコンからの操作・確認方法

⑤室内基板ＣnＴコネクタの機能

警告 守らないと、死亡または重大な障害にいたる危険性
がある事項について説明しています。 注意 守らないと、傷害や物的損害ある事項について説明

しています。

制御の切換

機種容量の設定

②リモコンの取付（別売部品）

●本室内ユニットは、マルチＶ接続の場合のみ、それぞれの室内ユニット毎に機種容量設定が必要です。
機種容量設定は室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で設定してください。

シングル ･ツイン･トリプル ･ Ｗツイン接続の場合
［ ⅰ ］同機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合

①室外ユニットから電源投入すると自動で機種容量を認識しますので、スイッチ設定は不要です。
②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

マルチ V 接続の場合  
［ ⅰ ］異機種 / 異容量、同機種 / 異容量の室内ユニットを接続する場合

①電源投入前に室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で機種容量を設定してください。形式により設定できる機種容量は下表の通り
です。これ以外に設定しないでください。正常に運転できません。また破損の原因となります。

［ ⅰⅰ ］異機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合
①自動で機種容量を認識するため、設定不要です。

形式 FDT ZP635S ZP715S ZP805S ZP1605S
FDR ZP565S ZP635S ZP805S ZP1125S ZP1605S

容量 P50 P56 P63 P71 P80 P112 P140
SW6-1 ON OFF ON OFF ON ON OFF
SW6-2 OFF ON ON OFF OFF ON OFF
SW6-3 ON ON ON OFF OFF OFF ON
SW6-4 OFF OFF OFF ON ON ON ON

②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

●取付の詳細はリモコンの据付説明書を参照ください。
●次の位置へ取付けないでください。

リモコン取付・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。配線の被覆は 1mm 以上のものを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

延長距離が１００ｍを超える場合は、下記サイズに変更してください。ただし、リモコンケース内を通る配線は最大０．５ｍｍ２以下とし、リモコン外部
の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。

 １００～２００ｍ以内 ・・・・・０．５ｍｍ２×２心
 ３００ｍ以内 ・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
 ４００ｍ以内 ・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
 ６００ｍ以内 ・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多心ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
①１つのリモコンで複数台の室内ユニット（最大１６台）をグループ制御できます。

同一モード、同一室温設定で運転します。
②グループ制御用に各室内ユニット間を２心のリモコン線にて渡り配線してくだ

さい。

●出力１～４, 入力１･２を下記の項目より自由に選択 ･ 設
定することができます。

　工場出荷時は下記のように設定されています。
出力

① 運転出力 ⑧ ファン運転出力３
② 暖房出力 ⑨ デフロスト, 油戻し出力
③ コンプ ON 出力 ⑩ 換気出力
④ 点検 ( 異常 ) 出力 ⑪ ヒータ出力
⑤ 冷房出力 ⑫ フリークーリング出力
⑥ ファン運転出力１ ⑬ 室内過負荷異常出力
⑦ ファン運転出力２

入力
① 運転 / 停止 ⑤ 設定温度シフト
② 運転許可禁止 ⑥ 強制サーモ OFF
③ 緊急停止 ⑦ 一時停止
④ 冷房 / 暖房 ⑧ 静音モード

工場出荷時の設定
CnT-2 出力 1 運転出力 CnT-5 出力 4 点検 ( 異常 ) 出力
CnT-3 出力 2 暖房出力 CnT-6 入力 1 運転 / 停止
CnT-4 出力 3 コンプ ON 出力 CnTA 入力 2 運転 / 停止

●設定の方法は109ページをご覧ください。

○直射日光の当たる所
○発熱器具に近い所

○湿気の多い所、水が飛散する所
○取付面が発熱・結露する所

○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
○取付面の凹凸がある所

リモコン リモコン
「親」

室内ユニット

「子」

三  

相  

機

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

G  電源線

J 室内外接続線

電源 

①②③ 

R S T

(高調波対応品)

D 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

A 漏電しゃ断器

X Y

X Y

単 

相 

機 

G  電源線

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

電源

L1 L2

①②③ 

(高調波対応品)

または 
配線用しゃ断器

J 室内外接続線

A  漏電しゃ断器

D 手元開閉器

X Y

X Y

室外ユニット

室内ユニット

室外ユニット

室内ユニット

シングル接続の結線

①室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
※ 例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、
　所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン接続の結線

丸型圧着端子 電線

点 検 試運転エアコン No.

風向調整 換 気

風量調整セット

リセット

タイマー

グリル昇降

運転切換

温度設定 運転／停止

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 1
2
3
4

午 前
午 後

時 間
℃ 後 切切午 前

午 後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法
●電源投入後、接続されている室内ユニットの機種容量とアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してください。
（アドレス確認はシングル接続を除く）

eco タッチリモコン (RC-DXシリーズ )の場合

1.メニューをタッ
チする。
メニュー画面に
切換わります。

6.次ページをタッ
チする。

2.サービス設定を
タッチする。
サービス設定画
面に切換わり
ます。

8.接続されている
室内ユニットのア
ドレス№（室内
機№）と機種容
量（容量）が表示
されます。

7.室内機容量表
示をタッチする。

3.サービス･メン
テナンスをタッ
チする。
パスワード入力
画面に切換わり
ます。

4.サービスパスワ
ードを入力する。

5.セットをタッチ
する。
サービス･メンテ
ナンスの画面に
切換わります。

リモコン

アース

電源

 

または
配線用しゃ断器

室内ユニット
親

アース アース アース アース

ツイン接続の場合 トリプル接続の場合 Ｗツイン接続の場合

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

電源線

①②③
室外ユニット

室内ユニットの親・子設定方法 「親」
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
スイッチ ＳＷ５－２ ＯＮ ＯＮ

ＯＮ

室内ユニット
　子１

室内ユニット
　子２

室内ユニット
　子３

①②③ ①②③ ①②③ ①②③

G

室内外
接続線

J

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

J J J

No. 項目 eco タッチリモコンから操作（RC-DX シリーズ） 標準リモコンから操作（RC-D シリーズ )

1 リモコン系統内の
接続室内ユニット
の接続確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ サービス・
メンテナンス ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ エアコン No. 表示 ] ⇒ [ 個別送風運転 ]

①エアコン No. を押してください。
②▲▼ボタンで室内ユニットのアドレスを選択してください。
③ [ 運転切換 ] を押してください。送風運転します。

2 親子リモコン
設定

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[リモコン設定]⇒[サービスパスワード]⇒
[ リモコン親子設定 ]

子リモコン切換スイッチ（SW1）を「子」に設定してくだ
さい。

3 運転データの
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 運転データ表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
室内機選択⇒▲▼ボタンで接続されている室内アドレスを
１台選択⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒▲▼データ選択

4 点検表示の
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 点検表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ ▼ ] ⇒
エラーデータ表示▲⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
データ表示

5 リモコンからの
冷房試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ 試運転 ] ⇒ [ 冷房試運転 ] ⇒ [ 開始 ]

① [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。
② [ 運転切換 ] により、「冷房」を選択します。
③  [ 試運転 ] を３秒以上押します。表示が、「冷房試運転▼」

となります。
④「冷房試運転▼」の表示で、[ セット ] ボタンを押すと、

冷房試運転を開始します。表示は「冷房試運転」となり
ます。

6 リモコンから
ドレンポンプ
試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[試運転]⇒[ドレンポンプ試運転]⇒[運転]

①  [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。表示が「冷
房試運転▼」となります。

② [ ▼ ] を一度押し、「ドレンポンプ運転」を表示させます。
③ [ セット ] を押すと、ドレンポンプ運転を開始します。
　表示：「セットで停止」

リモコン形式の違いにより、メニュー構成が異なる場合があります。リモコン形式が異なる場合は、リモコン付属の据付説明書
をご覧ください。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

注1： 工場出荷時の設定は自動認識（全て
OFF）になっています。

注2： シングル・ツイン・トリプル・Wツイン接
続の場合でもスイッチを自動認識以
外の状態にすると、設定した機種容
量として認識してしまいます。［工場出荷時設定］

1 2 3 4

ON

SW6

※注 1：集中制御機器接続時の場合
通信方式であるスーパーリンクの仕様が選択できます。
　　旧 SL：ビル空調 2LX シリーズ，ガスヒートポンプ M7 シリーズ以前
　　新 SL：ビル空調 3LX シリーズ，ガスヒートポンプ M8 シリーズ以降
 SW7-2 が OFF（工場出荷設定）の場合は，通信仕様（新 SL/ 旧 SL）を自動
判別します。
旧 SL 通信仕様固定で使用する場合は，SW7-2 を ON にしてください。
各通信仕様の特徴，制限は室内ユニット付属の説明書をご覧ください。

リモコン
リモコン線(無極性)

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「000」

室内ユニット
アドレス「001」 

室内ユニット 
アドレス「127」

X Y

X Y

X YX Y

スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－2

ＯＮ
新SL/旧SL通信仕様自動判別ＯＦＦ
旧SL通信仕様固定

ＳＷ7－3

制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

親/子切換（プルーラル/子機設定）

ＳＷ7－2 （注1）

室内アドレス（１００の位）  ON：1
室内アドレス（１００の位）  OFF：0

ＯＮ
ＯＦＦ

ＳＷ６－１～４ 機種容量
ＯＮ
ＯＦＦ

運転チェック・ドレンポンプ試運転
通常運転

ＳＷ７－１

①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎ
の同一番号間を接続してください。

③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチ
ＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定して
ください。

②室内基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、ＳＷ 1
（10 の位）、SW2（1 の位）により、「000」～「015」
に設定してください。同一冷媒系統すべての室内ユ
ニットは同一アドレスに設定してください。

③室内ユニットの基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、SW1（10 の位）、
ＳＷ２（1 の位）により、室内アドレスを重複しないよう「000」～「127」
から設定してください。

⑸　電気配線工事
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1

2

1

2

3

4

5

6

1

2

1

2

3

4

5

6

アカ

CＮT
（青・6P）

+12

CＮTA
（青・2P）

+12

室内基板

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR6

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
又はタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力1

XR6 AC100V
DC12V
DC24V

入力2

注（1）0.3mm2×2m

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。

遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m
突合せ形接続子

（適用範囲0.75～1.25mm2）

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ5は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オムロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣｎＴコネクタ（現地側）メーカ、形式

コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６
端　　子：モレックス製 ５２６３Ｔ
別売品（PCZ006A043）を準備しておりますのでご利用ください。

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますのでご利用ください。 
●ＣｎＴＡコネクタは､ＦＤＴ他に搭載＜仕様書で確認願います＞（現地側）メーカ、形式

コネクタ：日本圧着端子JST製　ＸＡＰ０２Ｖ－１－Ｅ
端　　子：日本圧着端子JST製　ＳＸＡ－０１Ｔ－Ｐ０.６
別売品（PCZ006A053）を準備しておりますのでご利用ください。

●電気工事は電力会社の認定工事店で行ってください。本配線仕様は、下記に基づいて決定しています。
①配線は銅線以外のものを使用しないでください。
②電源は、室外ユニットへ接続してください。
③電気ヒータ（別売品）はなしにて記載してあります。注：電気ヒータの組込みは不可です。別置ヒータを連動させる場合は、ヒータ専用電源を設けること。

●アース線は室内外接続線および室内ユニット間配線の接続前に接続してください。また、アース線は室内外接続線より長くし、アース線に力が
かからないようにしてください。

●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●端子台への接続は、丸型圧着端子を使用してください。
●専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる二次災害が生じる恐れがあります。
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●室内外接続線は途中接続しないでください。途中接続した場所に水が浸入すると、対地間絶縁不良や途中接続部の接触不良をまねき、通信異常

の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）
●天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線など）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
●室内外ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
●リモコン用端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

①室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱内の電源側端子台、リモコン側端子台に接続してください。
室内外接続線の①②③は極性がありますので、必ず番号を合わせて接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。

②電源には必ず漏電しゃ断器を取付けてください。漏電しゃ断器は、インバータ回路用遮しゃ器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、その同等
品）を選定してください。

③漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合には、漏電しゃ断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用しゃ断器が必要となります。
④手元開閉器は室外ユニットの近傍に設置してください。

●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。また、制御箱内のコネクタの抜けや端子外れがないことを確認してください。
●補助電気ヒータ組込の場合は、電気ヒータ組込時の説明書・または技術資料で確認してください。

標準リモコン (RC-Dシリーズ )の場合  機種容量は確認できません。

カバーを開けた状態です。また、液晶表示部は全表示してあります。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモコンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン+ ワイヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組合せ
ができます。
1 個を「親」に、残りを「子」に設定してください。

○ 注意　リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。

1.エアコン№ボタンを押す。
室内ユニットアドレスが表示されます。
2.▲▼ボタンを押す。

接続されている室内ユニットのアドレスが表示されます。

●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　 は工場出荷時の設定）

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電や火災の原因になることがあります。
●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

安全上のご注意
●作業前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく作業してください。
　安全のため必ずお守りください。
● 誤った作業、行為をしたときに生じる危害や損害を「 」と「 」に区分し、お守りいただく内容を「図記号」を使用し説明

していますので、必ずお守りください。
●「 」「 」の意味

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

①電源・室内外配線の接続

）きづつ（ 法方認確量容種機スレドアのトッニユ内室③

④リモコンからの操作・確認方法

⑤室内基板ＣnＴコネクタの機能

警告 守らないと、死亡または重大な障害にいたる危険性
がある事項について説明しています。 注意 守らないと、傷害や物的損害ある事項について説明

しています。

制御の切換

機種容量の設定

②リモコンの取付（別売部品）

●本室内ユニットは、マルチＶ接続の場合のみ、それぞれの室内ユニット毎に機種容量設定が必要です。
機種容量設定は室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で設定してください。

シングル ･ツイン･トリプル ･ Ｗツイン接続の場合
［ ⅰ ］同機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合

①室外ユニットから電源投入すると自動で機種容量を認識しますので、スイッチ設定は不要です。
②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

マルチ V 接続の場合  
［ ⅰ ］異機種 / 異容量、同機種 / 異容量の室内ユニットを接続する場合

①電源投入前に室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で機種容量を設定してください。形式により設定できる機種容量は下表の通り
です。これ以外に設定しないでください。正常に運転できません。また破損の原因となります。

［ ⅰⅰ ］異機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合
①自動で機種容量を認識するため、設定不要です。

形式 FDT ZP635S ZP715S ZP805S ZP1605S
FDR ZP565S ZP635S ZP805S ZP1125S ZP1605S

容量 P50 P56 P63 P71 P80 P112 P140
SW6-1 ON OFF ON OFF ON ON OFF
SW6-2 OFF ON ON OFF OFF ON OFF
SW6-3 ON ON ON OFF OFF OFF ON
SW6-4 OFF OFF OFF ON ON ON ON

②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

●取付の詳細はリモコンの据付説明書を参照ください。
●次の位置へ取付けないでください。

リモコン取付・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。配線の被覆は 1mm 以上のものを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

延長距離が１００ｍを超える場合は、下記サイズに変更してください。ただし、リモコンケース内を通る配線は最大０．５ｍｍ２以下とし、リモコン外部
の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。

 １００～２００ｍ以内 ・・・・・０．５ｍｍ２×２心
 ３００ｍ以内 ・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
 ４００ｍ以内 ・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
 ６００ｍ以内 ・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多心ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
①１つのリモコンで複数台の室内ユニット（最大１６台）をグループ制御できます。

同一モード、同一室温設定で運転します。
②グループ制御用に各室内ユニット間を２心のリモコン線にて渡り配線してくだ

さい。

●出力１～４, 入力１･２を下記の項目より自由に選択 ･ 設
定することができます。

　工場出荷時は下記のように設定されています。
出力

① 運転出力 ⑧ ファン運転出力３
② 暖房出力 ⑨ デフロスト, 油戻し出力
③ コンプ ON 出力 ⑩ 換気出力
④ 点検 ( 異常 ) 出力 ⑪ ヒータ出力
⑤ 冷房出力 ⑫ フリークーリング出力
⑥ ファン運転出力１ ⑬ 室内過負荷異常出力
⑦ ファン運転出力２

入力
① 運転 / 停止 ⑤ 設定温度シフト
② 運転許可禁止 ⑥ 強制サーモ OFF
③ 緊急停止 ⑦ 一時停止
④ 冷房 / 暖房 ⑧ 静音モード

工場出荷時の設定
CnT-2 出力 1 運転出力 CnT-5 出力 4 点検 ( 異常 ) 出力
CnT-3 出力 2 暖房出力 CnT-6 入力 1 運転 / 停止
CnT-4 出力 3 コンプ ON 出力 CnTA 入力 2 運転 / 停止

●設定の方法は109ページをご覧ください。

○直射日光の当たる所
○発熱器具に近い所

○湿気の多い所、水が飛散する所
○取付面が発熱・結露する所

○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
○取付面の凹凸がある所

リモコン リモコン
「親」

室内ユニット

「子」

三  

相  

機

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

G  電源線

J 室内外接続線

電源 

①②③ 

R S T

(高調波対応品)

D 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

A 漏電しゃ断器

X Y

X Y

単 

相 

機 

G  電源線

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

電源

L1 L2

①②③ 

(高調波対応品)

または 
配線用しゃ断器

J 室内外接続線

A  漏電しゃ断器

D 手元開閉器

X Y

X Y

室外ユニット

室内ユニット

室外ユニット

室内ユニット

シングル接続の結線

①室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
※ 例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、
　所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン接続の結線

丸型圧着端子 電線

点 検 試運転エアコン No.

風向調整 換 気

風量調整セット

リセット

タイマー

グリル昇降

運転切換

温度設定 運転／停止

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 1
2
3
4

午 前
午 後

時 間
℃ 後 切切午 前

午 後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法
●電源投入後、接続されている室内ユニットの機種容量とアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してください。
（アドレス確認はシングル接続を除く）

eco タッチリモコン (RC-DXシリーズ )の場合

1.メニューをタッ
チする。
メニュー画面に
切換わります。

6.次ページをタッ
チする。

2.サービス設定を
タッチする。
サービス設定画
面に切換わり
ます。

8.接続されている
室内ユニットのア
ドレス№（室内
機№）と機種容
量（容量）が表示
されます。

7.室内機容量表
示をタッチする。

3.サービス･メン
テナンスをタッ
チする。
パスワード入力
画面に切換わり
ます。

4.サービスパスワ
ードを入力する。

5.セットをタッチ
する。
サービス･メンテ
ナンスの画面に
切換わります。

リモコン

アース

電源

 

または
配線用しゃ断器

室内ユニット
親

アース アース アース アース

ツイン接続の場合 トリプル接続の場合 Ｗツイン接続の場合

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

電源線

①②③
室外ユニット

室内ユニットの親・子設定方法 「親」
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
スイッチ ＳＷ５－２ ＯＮ ＯＮ

ＯＮ

室内ユニット
　子１

室内ユニット
　子２

室内ユニット
　子３

①②③ ①②③ ①②③ ①②③

G

室内外
接続線

J

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

J J J

No. 項目 eco タッチリモコンから操作（RC-DX シリーズ） 標準リモコンから操作（RC-D シリーズ )

1 リモコン系統内の
接続室内ユニット
の接続確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ サービス・
メンテナンス ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ エアコン No. 表示 ] ⇒ [ 個別送風運転 ]

①エアコン No. を押してください。
②▲▼ボタンで室内ユニットのアドレスを選択してください。
③ [ 運転切換 ] を押してください。送風運転します。

2 親子リモコン
設定

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[リモコン設定]⇒[サービスパスワード]⇒
[ リモコン親子設定 ]

子リモコン切換スイッチ（SW1）を「子」に設定してくだ
さい。

3 運転データの
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 運転データ表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
室内機選択⇒▲▼ボタンで接続されている室内アドレスを
１台選択⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒▲▼データ選択

4 点検表示の
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 点検表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ ▼ ] ⇒
エラーデータ表示▲⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
データ表示

5 リモコンからの
冷房試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ 試運転 ] ⇒ [ 冷房試運転 ] ⇒ [ 開始 ]

① [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。
② [ 運転切換 ] により、「冷房」を選択します。
③  [ 試運転 ] を３秒以上押します。表示が、「冷房試運転▼」

となります。
④「冷房試運転▼」の表示で、[ セット ] ボタンを押すと、

冷房試運転を開始します。表示は「冷房試運転」となり
ます。

6 リモコンから
ドレンポンプ
試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[試運転]⇒[ドレンポンプ試運転]⇒[運転]

①  [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。表示が「冷
房試運転▼」となります。

② [ ▼ ] を一度押し、「ドレンポンプ運転」を表示させます。
③ [ セット ] を押すと、ドレンポンプ運転を開始します。
　表示：「セットで停止」

リモコン形式の違いにより、メニュー構成が異なる場合があります。リモコン形式が異なる場合は、リモコン付属の据付説明書
をご覧ください。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

注1： 工場出荷時の設定は自動認識（全て
OFF）になっています。

注2： シングル・ツイン・トリプル・Wツイン接
続の場合でもスイッチを自動認識以
外の状態にすると、設定した機種容
量として認識してしまいます。［工場出荷時設定］

1 2 3 4

ON

SW6

※注 1：集中制御機器接続時の場合
通信方式であるスーパーリンクの仕様が選択できます。
　　旧 SL：ビル空調 2LX シリーズ，ガスヒートポンプ M7 シリーズ以前
　　新 SL：ビル空調 3LX シリーズ，ガスヒートポンプ M8 シリーズ以降
 SW7-2 が OFF（工場出荷設定）の場合は，通信仕様（新 SL/ 旧 SL）を自動
判別します。
旧 SL 通信仕様固定で使用する場合は，SW7-2 を ON にしてください。
各通信仕様の特徴，制限は室内ユニット付属の説明書をご覧ください。

リモコン
リモコン線(無極性)

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「000」

室内ユニット
アドレス「001」 

室内ユニット 
アドレス「127」

X Y

X Y

X YX Y

スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－2

ＯＮ
新SL/旧SL通信仕様自動判別ＯＦＦ
旧SL通信仕様固定

ＳＷ7－3

制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

親/子切換（プルーラル/子機設定）

ＳＷ7－2 （注1）

室内アドレス（１００の位）  ON：1
室内アドレス（１００の位）  OFF：0

ＯＮ
ＯＦＦ

ＳＷ６－１～４ 機種容量
ＯＮ
ＯＦＦ

運転チェック・ドレンポンプ試運転
通常運転

ＳＷ７－１

①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎ
の同一番号間を接続してください。

③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチ
ＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定して
ください。

②室内基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、ＳＷ 1
（10 の位）、SW2（1 の位）により、「000」～「015」
に設定してください。同一冷媒系統すべての室内ユ
ニットは同一アドレスに設定してください。

③室内ユニットの基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、SW1（10 の位）、
ＳＷ２（1 の位）により、室内アドレスを重複しないよう「000」～「127」
から設定してください。
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1
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1

2

3

4

5

6

アカ

CＮT
（青・6P）

+12

CＮTA
（青・2P）

+12

室内基板

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR6

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
又はタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力1

XR6 AC100V
DC12V
DC24V

入力2

注（1）0.3mm2×2m

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。

遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m
突合せ形接続子

（適用範囲0.75～1.25mm2）

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ5は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オムロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣｎＴコネクタ（現地側）メーカ、形式

コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６
端　　子：モレックス製 ５２６３Ｔ
別売品（PCZ006A043）を準備しておりますのでご利用ください。

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますのでご利用ください。 
●ＣｎＴＡコネクタは､ＦＤＴ他に搭載＜仕様書で確認願います＞（現地側）メーカ、形式

コネクタ：日本圧着端子JST製　ＸＡＰ０２Ｖ－１－Ｅ
端　　子：日本圧着端子JST製　ＳＸＡ－０１Ｔ－Ｐ０.６
別売品（PCZ006A053）を準備しておりますのでご利用ください。

●電気工事は電力会社の認定工事店で行ってください。本配線仕様は、下記に基づいて決定しています。
①配線は銅線以外のものを使用しないでください。
②電源は、室外ユニットへ接続してください。
③電気ヒータ（別売品）はなしにて記載してあります。注：電気ヒータの組込みは不可です。別置ヒータを連動させる場合は、ヒータ専用電源を設けること。

●アース線は室内外接続線および室内ユニット間配線の接続前に接続してください。また、アース線は室内外接続線より長くし、アース線に力が
かからないようにしてください。

●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●端子台への接続は、丸型圧着端子を使用してください。
●専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる二次災害が生じる恐れがあります。
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●室内外接続線は途中接続しないでください。途中接続した場所に水が浸入すると、対地間絶縁不良や途中接続部の接触不良をまねき、通信異常

の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）
●天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線など）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
●室内外ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
●リモコン用端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

①室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱内の電源側端子台、リモコン側端子台に接続してください。
室内外接続線の①②③は極性がありますので、必ず番号を合わせて接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。

②電源には必ず漏電しゃ断器を取付けてください。漏電しゃ断器は、インバータ回路用遮しゃ器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、その同等
品）を選定してください。

③漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合には、漏電しゃ断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用しゃ断器が必要となります。
④手元開閉器は室外ユニットの近傍に設置してください。

●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。また、制御箱内のコネクタの抜けや端子外れがないことを確認してください。
●補助電気ヒータ組込の場合は、電気ヒータ組込時の説明書・または技術資料で確認してください。

標準リモコン (RC-Dシリーズ )の場合  機種容量は確認できません。

カバーを開けた状態です。また、液晶表示部は全表示してあります。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモコンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン+ ワイヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組合せ
ができます。
1 個を「親」に、残りを「子」に設定してください。

○ 注意　リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。

1.エアコン№ボタンを押す。
室内ユニットアドレスが表示されます。
2.▲▼ボタンを押す。

接続されている室内ユニットのアドレスが表示されます。

●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　 は工場出荷時の設定）

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電や火災の原因になることがあります。
●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

安全上のご注意
●作業前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく作業してください。
　安全のため必ずお守りください。
● 誤った作業、行為をしたときに生じる危害や損害を「 」と「 」に区分し、お守りいただく内容を「図記号」を使用し説明

していますので、必ずお守りください。
●「 」「 」の意味

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

①電源・室内外配線の接続

）きづつ（ 法方認確量容種機スレドアのトッニユ内室③

④リモコンからの操作・確認方法

⑤室内基板ＣnＴコネクタの機能

警告 守らないと、死亡または重大な障害にいたる危険性
がある事項について説明しています。 注意 守らないと、傷害や物的損害ある事項について説明

しています。

制御の切換

機種容量の設定

②リモコンの取付（別売部品）

●本室内ユニットは、マルチＶ接続の場合のみ、それぞれの室内ユニット毎に機種容量設定が必要です。
機種容量設定は室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で設定してください。

シングル ･ツイン･トリプル ･ Ｗツイン接続の場合
［ ⅰ ］同機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合

①室外ユニットから電源投入すると自動で機種容量を認識しますので、スイッチ設定は不要です。
②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

マルチ V 接続の場合  
［ ⅰ ］異機種 / 異容量、同機種 / 異容量の室内ユニットを接続する場合

①電源投入前に室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で機種容量を設定してください。形式により設定できる機種容量は下表の通り
です。これ以外に設定しないでください。正常に運転できません。また破損の原因となります。

［ ⅰⅰ ］異機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合
①自動で機種容量を認識するため、設定不要です。

形式 FDT ZP635S ZP715S ZP805S ZP1605S
FDR ZP565S ZP635S ZP805S ZP1125S ZP1605S

容量 P50 P56 P63 P71 P80 P112 P140
SW6-1 ON OFF ON OFF ON ON OFF
SW6-2 OFF ON ON OFF OFF ON OFF
SW6-3 ON ON ON OFF OFF OFF ON
SW6-4 OFF OFF OFF ON ON ON ON

②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

●取付の詳細はリモコンの据付説明書を参照ください。
●次の位置へ取付けないでください。

リモコン取付・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。配線の被覆は 1mm 以上のものを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

延長距離が１００ｍを超える場合は、下記サイズに変更してください。ただし、リモコンケース内を通る配線は最大０．５ｍｍ２以下とし、リモコン外部
の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。

 １００～２００ｍ以内 ・・・・・０．５ｍｍ２×２心
 ３００ｍ以内 ・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
 ４００ｍ以内 ・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
 ６００ｍ以内 ・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多心ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
①１つのリモコンで複数台の室内ユニット（最大１６台）をグループ制御できます。

同一モード、同一室温設定で運転します。
②グループ制御用に各室内ユニット間を２心のリモコン線にて渡り配線してくだ

さい。

●出力１～４, 入力１･２を下記の項目より自由に選択 ･ 設
定することができます。

　工場出荷時は下記のように設定されています。
出力

① 運転出力 ⑧ ファン運転出力３
② 暖房出力 ⑨ デフロスト, 油戻し出力
③ コンプ ON 出力 ⑩ 換気出力
④ 点検 ( 異常 ) 出力 ⑪ ヒータ出力
⑤ 冷房出力 ⑫ フリークーリング出力
⑥ ファン運転出力１ ⑬ 室内過負荷異常出力
⑦ ファン運転出力２

入力
① 運転 / 停止 ⑤ 設定温度シフト
② 運転許可禁止 ⑥ 強制サーモ OFF
③ 緊急停止 ⑦ 一時停止
④ 冷房 / 暖房 ⑧ 静音モード

工場出荷時の設定
CnT-2 出力 1 運転出力 CnT-5 出力 4 点検 ( 異常 ) 出力
CnT-3 出力 2 暖房出力 CnT-6 入力 1 運転 / 停止
CnT-4 出力 3 コンプ ON 出力 CnTA 入力 2 運転 / 停止

●設定の方法は109ページをご覧ください。

○直射日光の当たる所
○発熱器具に近い所

○湿気の多い所、水が飛散する所
○取付面が発熱・結露する所

○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
○取付面の凹凸がある所

リモコン リモコン
「親」

室内ユニット

「子」

三  

相  

機

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

G  電源線

J 室内外接続線

電源 

①②③ 

R S T

(高調波対応品)

D 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

A 漏電しゃ断器

X Y

X Y

単 

相 

機 

G  電源線

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

電源

L1 L2

①②③ 

(高調波対応品)

または 
配線用しゃ断器

J 室内外接続線

A  漏電しゃ断器

D 手元開閉器

X Y

X Y

室外ユニット

室内ユニット

室外ユニット

室内ユニット

シングル接続の結線

①室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
※ 例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、
　所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン接続の結線

丸型圧着端子 電線

点 検 試運転エアコン No.

風向調整 換 気

風量調整セット

リセット

タイマー

グリル昇降

運転切換

温度設定 運転／停止

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 1
2
3
4

午 前
午 後

時 間
℃ 後 切切午 前

午 後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法
●電源投入後、接続されている室内ユニットの機種容量とアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してください。
（アドレス確認はシングル接続を除く）

eco タッチリモコン (RC-DXシリーズ )の場合

1.メニューをタッ
チする。
メニュー画面に
切換わります。

6.次ページをタッ
チする。

2.サービス設定を
タッチする。
サービス設定画
面に切換わり
ます。

8.接続されている
室内ユニットのア
ドレス№（室内
機№）と機種容
量（容量）が表示
されます。

7.室内機容量表
示をタッチする。

3.サービス･メン
テナンスをタッ
チする。
パスワード入力
画面に切換わり
ます。

4.サービスパスワ
ードを入力する。

5.セットをタッチ
する。
サービス･メンテ
ナンスの画面に
切換わります。

リモコン

アース

電源

 

または
配線用しゃ断器

室内ユニット
親

アース アース アース アース

ツイン接続の場合 トリプル接続の場合 Ｗツイン接続の場合

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

電源線

①②③
室外ユニット

室内ユニットの親・子設定方法 「親」
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
スイッチ ＳＷ５－２ ＯＮ ＯＮ

ＯＮ

室内ユニット
　子１

室内ユニット
　子２

室内ユニット
　子３

①②③ ①②③ ①②③ ①②③

G

室内外
接続線

J

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

J J J

No. 項目 eco タッチリモコンから操作（RC-DX シリーズ） 標準リモコンから操作（RC-D シリーズ )

1 リモコン系統内の
接続室内ユニット
の接続確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ サービス・
メンテナンス ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ エアコン No. 表示 ] ⇒ [ 個別送風運転 ]

①エアコン No. を押してください。
②▲▼ボタンで室内ユニットのアドレスを選択してください。
③ [ 運転切換 ] を押してください。送風運転します。

2 親子リモコン
設定

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[リモコン設定]⇒[サービスパスワード]⇒
[ リモコン親子設定 ]

子リモコン切換スイッチ（SW1）を「子」に設定してくだ
さい。

3 運転データの
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 運転データ表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
室内機選択⇒▲▼ボタンで接続されている室内アドレスを
１台選択⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒▲▼データ選択

4 点検表示の
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 点検表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ ▼ ] ⇒
エラーデータ表示▲⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
データ表示

5 リモコンからの
冷房試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ 試運転 ] ⇒ [ 冷房試運転 ] ⇒ [ 開始 ]

① [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。
② [ 運転切換 ] により、「冷房」を選択します。
③  [ 試運転 ] を３秒以上押します。表示が、「冷房試運転▼」

となります。
④「冷房試運転▼」の表示で、[ セット ] ボタンを押すと、

冷房試運転を開始します。表示は「冷房試運転」となり
ます。

6 リモコンから
ドレンポンプ
試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[試運転]⇒[ドレンポンプ試運転]⇒[運転]

①  [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。表示が「冷
房試運転▼」となります。

② [ ▼ ] を一度押し、「ドレンポンプ運転」を表示させます。
③ [ セット ] を押すと、ドレンポンプ運転を開始します。
　表示：「セットで停止」

リモコン形式の違いにより、メニュー構成が異なる場合があります。リモコン形式が異なる場合は、リモコン付属の据付説明書
をご覧ください。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

注1： 工場出荷時の設定は自動認識（全て
OFF）になっています。

注2： シングル・ツイン・トリプル・Wツイン接
続の場合でもスイッチを自動認識以
外の状態にすると、設定した機種容
量として認識してしまいます。［工場出荷時設定］

1 2 3 4

ON

SW6

※注 1：集中制御機器接続時の場合
通信方式であるスーパーリンクの仕様が選択できます。
　　旧 SL：ビル空調 2LX シリーズ，ガスヒートポンプ M7 シリーズ以前
　　新 SL：ビル空調 3LX シリーズ，ガスヒートポンプ M8 シリーズ以降
 SW7-2 が OFF（工場出荷設定）の場合は，通信仕様（新 SL/ 旧 SL）を自動
判別します。
旧 SL 通信仕様固定で使用する場合は，SW7-2 を ON にしてください。
各通信仕様の特徴，制限は室内ユニット付属の説明書をご覧ください。

リモコン
リモコン線(無極性)

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「000」

室内ユニット
アドレス「001」 

室内ユニット 
アドレス「127」

X Y

X Y

X YX Y

スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－2

ＯＮ
新SL/旧SL通信仕様自動判別ＯＦＦ
旧SL通信仕様固定

ＳＷ7－3

制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

親/子切換（プルーラル/子機設定）

ＳＷ7－2 （注1）

室内アドレス（１００の位）  ON：1
室内アドレス（１００の位）  OFF：0

ＯＮ
ＯＦＦ

ＳＷ６－１～４ 機種容量
ＯＮ
ＯＦＦ

運転チェック・ドレンポンプ試運転
通常運転

ＳＷ７－１

①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎ
の同一番号間を接続してください。

③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチ
ＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定して
ください。

②室内基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、ＳＷ 1
（10 の位）、SW2（1 の位）により、「000」～「015」
に設定してください。同一冷媒系統すべての室内ユ
ニットは同一アドレスに設定してください。

③室内ユニットの基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、SW1（10 の位）、
ＳＷ２（1 の位）により、室内アドレスを重複しないよう「000」～「127」
から設定してください。
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1

2

1

2

3

4

5

6

1

2

1

2

3

4

5

6

アカ

CＮT
（青・6P）

+12

CＮTA
（青・2P）

+12

室内基板

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR6

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
又はタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力1

XR6 AC100V
DC12V
DC24V

入力2

注（1）0.3mm2×2m

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。

遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m
突合せ形接続子

（適用範囲0.75～1.25mm2）

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ5は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オムロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣｎＴコネクタ（現地側）メーカ、形式

コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６
端　　子：モレックス製 ５２６３Ｔ
別売品（PCZ006A043）を準備しておりますのでご利用ください。

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますのでご利用ください。 
●ＣｎＴＡコネクタは､ＦＤＴ他に搭載＜仕様書で確認願います＞（現地側）メーカ、形式

コネクタ：日本圧着端子JST製　ＸＡＰ０２Ｖ－１－Ｅ
端　　子：日本圧着端子JST製　ＳＸＡ－０１Ｔ－Ｐ０.６
別売品（PCZ006A053）を準備しておりますのでご利用ください。

●電気工事は電力会社の認定工事店で行ってください。本配線仕様は、下記に基づいて決定しています。
①配線は銅線以外のものを使用しないでください。
②電源は、室外ユニットへ接続してください。
③電気ヒータ（別売品）はなしにて記載してあります。注：電気ヒータの組込みは不可です。別置ヒータを連動させる場合は、ヒータ専用電源を設けること。

●アース線は室内外接続線および室内ユニット間配線の接続前に接続してください。また、アース線は室内外接続線より長くし、アース線に力が
かからないようにしてください。

●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●端子台への接続は、丸型圧着端子を使用してください。
●専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる二次災害が生じる恐れがあります。
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●室内外接続線は途中接続しないでください。途中接続した場所に水が浸入すると、対地間絶縁不良や途中接続部の接触不良をまねき、通信異常

の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）
●天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線など）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
●室内外ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
●リモコン用端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

①室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱内の電源側端子台、リモコン側端子台に接続してください。
室内外接続線の①②③は極性がありますので、必ず番号を合わせて接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。

②電源には必ず漏電しゃ断器を取付けてください。漏電しゃ断器は、インバータ回路用遮しゃ器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、その同等
品）を選定してください。

③漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合には、漏電しゃ断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用しゃ断器が必要となります。
④手元開閉器は室外ユニットの近傍に設置してください。

●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。また、制御箱内のコネクタの抜けや端子外れがないことを確認してください。
●補助電気ヒータ組込の場合は、電気ヒータ組込時の説明書・または技術資料で確認してください。

標準リモコン (RC-Dシリーズ )の場合  機種容量は確認できません。

カバーを開けた状態です。また、液晶表示部は全表示してあります。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモコンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン+ ワイヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組合せ
ができます。
1 個を「親」に、残りを「子」に設定してください。

○ 注意　リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。

1.エアコン№ボタンを押す。
室内ユニットアドレスが表示されます。
2.▲▼ボタンを押す。

接続されている室内ユニットのアドレスが表示されます。

●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　 は工場出荷時の設定）

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電や火災の原因になることがあります。
●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

安全上のご注意
●作業前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく作業してください。
　安全のため必ずお守りください。
● 誤った作業、行為をしたときに生じる危害や損害を「 」と「 」に区分し、お守りいただく内容を「図記号」を使用し説明

していますので、必ずお守りください。
●「 」「 」の意味

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

①電源・室内外配線の接続

）きづつ（ 法方認確量容種機スレドアのトッニユ内室③

④リモコンからの操作・確認方法

⑤室内基板ＣnＴコネクタの機能

警告 守らないと、死亡または重大な障害にいたる危険性
がある事項について説明しています。 注意 守らないと、傷害や物的損害ある事項について説明

しています。

制御の切換

機種容量の設定

②リモコンの取付（別売部品）

●本室内ユニットは、マルチＶ接続の場合のみ、それぞれの室内ユニット毎に機種容量設定が必要です。
機種容量設定は室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で設定してください。

シングル ･ツイン･トリプル ･ Ｗツイン接続の場合
［ ⅰ ］同機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合

①室外ユニットから電源投入すると自動で機種容量を認識しますので、スイッチ設定は不要です。
②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

マルチ V 接続の場合  
［ ⅰ ］異機種 / 異容量、同機種 / 異容量の室内ユニットを接続する場合

①電源投入前に室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で機種容量を設定してください。形式により設定できる機種容量は下表の通り
です。これ以外に設定しないでください。正常に運転できません。また破損の原因となります。

［ ⅰⅰ ］異機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合
①自動で機種容量を認識するため、設定不要です。

形式 FDT ZP635S ZP715S ZP805S ZP1605S
FDR ZP565S ZP635S ZP805S ZP1125S ZP1605S

容量 P50 P56 P63 P71 P80 P112 P140
SW6-1 ON OFF ON OFF ON ON OFF
SW6-2 OFF ON ON OFF OFF ON OFF
SW6-3 ON ON ON OFF OFF OFF ON
SW6-4 OFF OFF OFF ON ON ON ON

②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

●取付の詳細はリモコンの据付説明書を参照ください。
●次の位置へ取付けないでください。

リモコン取付・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。配線の被覆は 1mm 以上のものを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

延長距離が１００ｍを超える場合は、下記サイズに変更してください。ただし、リモコンケース内を通る配線は最大０．５ｍｍ２以下とし、リモコン外部
の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。

 １００～２００ｍ以内 ・・・・・０．５ｍｍ２×２心
 ３００ｍ以内 ・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
 ４００ｍ以内 ・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
 ６００ｍ以内 ・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多心ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
①１つのリモコンで複数台の室内ユニット（最大１６台）をグループ制御できます。

同一モード、同一室温設定で運転します。
②グループ制御用に各室内ユニット間を２心のリモコン線にて渡り配線してくだ

さい。

●出力１～４, 入力１･２を下記の項目より自由に選択 ･ 設
定することができます。

　工場出荷時は下記のように設定されています。
出力

① 運転出力 ⑧ ファン運転出力３
② 暖房出力 ⑨ デフロスト, 油戻し出力
③ コンプ ON 出力 ⑩ 換気出力
④ 点検 ( 異常 ) 出力 ⑪ ヒータ出力
⑤ 冷房出力 ⑫ フリークーリング出力
⑥ ファン運転出力１ ⑬ 室内過負荷異常出力
⑦ ファン運転出力２

入力
① 運転 / 停止 ⑤ 設定温度シフト
② 運転許可禁止 ⑥ 強制サーモ OFF
③ 緊急停止 ⑦ 一時停止
④ 冷房 / 暖房 ⑧ 静音モード

工場出荷時の設定
CnT-2 出力 1 運転出力 CnT-5 出力 4 点検 ( 異常 ) 出力
CnT-3 出力 2 暖房出力 CnT-6 入力 1 運転 / 停止
CnT-4 出力 3 コンプ ON 出力 CnTA 入力 2 運転 / 停止

●設定の方法は109ページをご覧ください。

○直射日光の当たる所
○発熱器具に近い所

○湿気の多い所、水が飛散する所
○取付面が発熱・結露する所

○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
○取付面の凹凸がある所

リモコン リモコン
「親」

室内ユニット

「子」

三  

相  

機

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

G  電源線

J 室内外接続線

電源 

①②③ 

R S T

(高調波対応品)

D 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

A 漏電しゃ断器

X Y

X Y

単 

相 

機 

G  電源線

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

電源

L1 L2

①②③ 

(高調波対応品)

または 
配線用しゃ断器

J 室内外接続線

A  漏電しゃ断器

D 手元開閉器

X Y

X Y

室外ユニット

室内ユニット

室外ユニット

室内ユニット

シングル接続の結線

①室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
※ 例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、
　所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン接続の結線

丸型圧着端子 電線

点 検 試運転エアコン No.

風向調整 換 気

風量調整セット

リセット

タイマー

グリル昇降

運転切換

温度設定 運転／停止

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 1
2
3
4

午 前
午 後

時 間
℃ 後 切切午 前

午 後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法
●電源投入後、接続されている室内ユニットの機種容量とアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してください。
（アドレス確認はシングル接続を除く）

eco タッチリモコン (RC-DXシリーズ )の場合

1.メニューをタッ
チする。
メニュー画面に
切換わります。

6.次ページをタッ
チする。

2.サービス設定を
タッチする。
サービス設定画
面に切換わり
ます。

8.接続されている
室内ユニットのア
ドレス№（室内
機№）と機種容
量（容量）が表示
されます。

7.室内機容量表
示をタッチする。

3.サービス･メン
テナンスをタッ
チする。
パスワード入力
画面に切換わり
ます。

4.サービスパスワ
ードを入力する。

5.セットをタッチ
する。
サービス･メンテ
ナンスの画面に
切換わります。

リモコン

アース

電源

 

または
配線用しゃ断器

室内ユニット
親

アース アース アース アース

ツイン接続の場合 トリプル接続の場合 Ｗツイン接続の場合

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

電源線

①②③
室外ユニット

室内ユニットの親・子設定方法 「親」
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
スイッチ ＳＷ５－２ ＯＮ ＯＮ

ＯＮ

室内ユニット
　子１

室内ユニット
　子２

室内ユニット
　子３

①②③ ①②③ ①②③ ①②③

G

室内外
接続線

J

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

J J J

No. 項目 eco タッチリモコンから操作（RC-DX シリーズ） 標準リモコンから操作（RC-D シリーズ )

1 リモコン系統内の
接続室内ユニット
の接続確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ サービス・
メンテナンス ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ エアコン No. 表示 ] ⇒ [ 個別送風運転 ]

①エアコン No. を押してください。
②▲▼ボタンで室内ユニットのアドレスを選択してください。
③ [ 運転切換 ] を押してください。送風運転します。

2 親子リモコン
設定

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[リモコン設定]⇒[サービスパスワード]⇒
[ リモコン親子設定 ]

子リモコン切換スイッチ（SW1）を「子」に設定してくだ
さい。

3 運転データの
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 運転データ表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
室内機選択⇒▲▼ボタンで接続されている室内アドレスを
１台選択⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒▲▼データ選択

4 点検表示の
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 点検表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ ▼ ] ⇒
エラーデータ表示▲⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
データ表示

5 リモコンからの
冷房試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ 試運転 ] ⇒ [ 冷房試運転 ] ⇒ [ 開始 ]

① [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。
② [ 運転切換 ] により、「冷房」を選択します。
③  [ 試運転 ] を３秒以上押します。表示が、「冷房試運転▼」

となります。
④「冷房試運転▼」の表示で、[ セット ] ボタンを押すと、

冷房試運転を開始します。表示は「冷房試運転」となり
ます。

6 リモコンから
ドレンポンプ
試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[試運転]⇒[ドレンポンプ試運転]⇒[運転]

①  [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。表示が「冷
房試運転▼」となります。

② [ ▼ ] を一度押し、「ドレンポンプ運転」を表示させます。
③ [ セット ] を押すと、ドレンポンプ運転を開始します。
　表示：「セットで停止」

リモコン形式の違いにより、メニュー構成が異なる場合があります。リモコン形式が異なる場合は、リモコン付属の据付説明書
をご覧ください。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

注1： 工場出荷時の設定は自動認識（全て
OFF）になっています。

注2： シングル・ツイン・トリプル・Wツイン接
続の場合でもスイッチを自動認識以
外の状態にすると、設定した機種容
量として認識してしまいます。［工場出荷時設定］

1 2 3 4

ON

SW6

※注 1：集中制御機器接続時の場合
通信方式であるスーパーリンクの仕様が選択できます。
　　旧 SL：ビル空調 2LX シリーズ，ガスヒートポンプ M7 シリーズ以前
　　新 SL：ビル空調 3LX シリーズ，ガスヒートポンプ M8 シリーズ以降
 SW7-2 が OFF（工場出荷設定）の場合は，通信仕様（新 SL/ 旧 SL）を自動
判別します。
旧 SL 通信仕様固定で使用する場合は，SW7-2 を ON にしてください。
各通信仕様の特徴，制限は室内ユニット付属の説明書をご覧ください。

リモコン
リモコン線(無極性)

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「000」

室内ユニット
アドレス「001」 

室内ユニット 
アドレス「127」

X Y

X Y

X YX Y

スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－2

ＯＮ
新SL/旧SL通信仕様自動判別ＯＦＦ
旧SL通信仕様固定

ＳＷ7－3

制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

親/子切換（プルーラル/子機設定）

ＳＷ7－2 （注1）

室内アドレス（１００の位）  ON：1
室内アドレス（１００の位）  OFF：0

ＯＮ
ＯＦＦ

ＳＷ６－１～４ 機種容量
ＯＮ
ＯＦＦ

運転チェック・ドレンポンプ試運転
通常運転

ＳＷ７－１

①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎ
の同一番号間を接続してください。

③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチ
ＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定して
ください。

②室内基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、ＳＷ 1
（10 の位）、SW2（1 の位）により、「000」～「015」
に設定してください。同一冷媒系統すべての室内ユ
ニットは同一アドレスに設定してください。

③室内ユニットの基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、SW1（10 の位）、
ＳＷ２（1 の位）により、室内アドレスを重複しないよう「000」～「127」
から設定してください。
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A：RC-DX3Bリモコン付属の取扱説明書を参照ください。
B：RC-DX3Bリモコン付属の据付工事説明書を参照ください。
C：インターネットよりユーティリティーソフトを配信中です。

○：RC-DX3Bリモコンと、ほぼ同等の機能設定・操作が可能です。
△：RC-DX3Bリモコンと、類似の機能設定・操作が可能です。
※1：RC-DX2 以前のリモコンには、この機能はありません。
※2：RC-DX3 以前のリモコンには、この機能はありません。
※3：RC-DX3A 以前のリモコンには、この機能はありません。

⑥リモコンからの操作・設定

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

設定および表示項目 詳細内容 RC-
DX3B

RC-
D4G

1.リモコンネットワーク
1 複数室内機制御 リモコン1台（リモコンネットワーク内）に最大16台室内ユニットを接続制御

できます。室内ユニット側にアドレスを設定します。 ○

2 親子リモコン設定 リモコンネットワーク内に2個のリモコン(含むワイヤレスリモコン）を接続
できます。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。 B ○

2.TOP 画面・SW 操作
1 メニュー 制御・設定・詳細設定等の項目を追加します。 A
2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。 A ○
3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。 A ○
4 風向 風向を設定します。おまかせ気流の有効 / 無効を設定します（FDK の場合）。※2 A △
5 風量 風量を設定します。 A ○
6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。 A ○
7 運転／停止 SW 運転を開始します。／停止します。 A ○
8 F1 スイッチ ※1 F1 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A
9Ｆ２スイッチ ※1 F2 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A

10 言語切換 ※3リモコンに表示する言語を選択します。
選択できる言語は下記です。
英語 / 日本語
ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /
トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

3. 便利機能
1 フリーフロー設定 各ルーバの可動範囲（上限位置̶下限位置）を設定します。

FDK の場合は左限位置 - 右限位置も設定します。　※2 A △

2 エアフレックス（風よけ）設定　　　※1

エアフレックスパネル組合せの場合

 ・ 詳細設定：   各運転モード、各吹出口のエアフレックス（風よけ）機構
動作の有効・無効を設定します。

 ・ ON/OFF 切換： 詳細設定で、有効にされている各吹出口のエアフレッ
　※3 クスON/OFF（作動中 / 停止中）を切換えます。

A

3 タイマー設定 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。 A △

時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。

A △

タイマー設定内容確認 各タイマーの設定内容を一覧できます。 A
4 おこのみ設定

管理者パスワード
※1 おこのみ設定運転で使用する運転モード、設定温度、風量、風向を設

定します。おこのみ設定1、おこのみ設定2のそれぞれに設定が可能です。 A

5 ウィークリータイマー 1 週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
 ・1 日最大 8 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

6 るす番運転

管理者パスワード

お部屋を留守にするとき、お部屋が著しく高温 / 低温にならないように温
度を保ちます。
 ・外温と制御温度により冷房 / 暖房を行います。
 ・設定温度、風量の設定が可能です。

A

7 換気

換気機器組合せの場合

換気の ON/OFF 操作を行います。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [リモコン設定 ] ⇒ [ 換気設定 ] の設
定が必要です。
 ・換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転 / 停止

ができます。

A ○

設定および表示項目 詳細内容

8 言語切換設定 リモコンに表示する言語を選択します。
 ・選択できる言語は下記です。　　　　　　　　　　　　　　　
　 英語 / 日本語
　ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /　　※2
　トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

9 室外静音設計 ※3 室外ユニットの静音性を優先して運転します。
 ・室外静音運転の開始・停止を設定します。 A

10 見てみて 室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。 A

11 消費電力量表示 今日、今週、今年の消費電力量をグラフで表示します。
昨日、先週、昨年と比較することができます。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。

A

4. 省エネ設定 管理者パスワード
1 切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

 ・設定時間は 30 ～ 240 分 (10 分単位）まで選択可能です。
 ・設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

A △

2 ピークカットタイマー 能力を制限する運転の開始時刻と停止時刻、能力制限率を設定します。
 ・1 日最大 4 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・能力制限率は 0,40 ～ 80％ (20％単位）から選択可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。

A

3 設定温度自動復帰 設定時刻後に設定した温度に戻ります。
 ・暖房モード / 冷房モード他、各々設定可能です。
 ・設定時間は 20 ～ 120 分（10 分単位）まで設定可能です。
 ・設定時刻は 10 分単位で設定可能です。

A △

4 人感センサー制御 ※1
人感センサー付パネル組合せの場合

人感センサーを使用の場合、パワーコントロールとオートオフの有効／無効
を設定します。 A

5. お手入れ
1 フィルターサイン

リセット
フィルターサインの解除 フィルターサインの解除を行います。 A
次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。 A

2 グリル昇降 ラクリーナパネル制御
ラクリーナパネル
組合せの場合

ラクリーナパネル　グリルの昇降操作をします。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ 据付設定 ] ⇒ [グリル昇降操作 ] の
設定が必要です。

A ○

降下長設定

　管理者パスワード

グリル昇降長さを設定します。
 ・0.1 ～ 4.0ｍの範囲で設定できます。
 ・設定長さは 0.1ｍ単位で設定可能です。
 ・接続室内ユニット毎に設定できます。

A ○

ダスト回収リセット
お掃除パネル組合せの場合

ダスト回収後にダスト回収タイマーをリセットします。 A

3 お掃除パネル設定

管理者パスワード

お掃除自動設定 自動清掃の有効 / 休止を設定します。 A
清掃時間帯設定 自動清掃を開始する時間帯を設定します。 A
清掃間隔設定 自動清掃する最小の間隔を設定します。 A
ダスト回収設定 ダストの回収時期を設定します。 A
ブラシ清掃回数設定 ブラシの清掃回数を設定します。 A

6. ユーザ設定
1 初期設定 時刻設定 現在の日付・時刻を設定および修正を行います。

 ・ 80 時間以内の停電の場合、内蔵バックアップ電源の働きにより時計は動き続けます。 A △

時刻表示設定 時刻表示のあり／なし、12Ｈ／ 24Ｈ、AM/PM 位置、を設定します。 A
サマータイム補正 現在時刻に対し、＋ 1 時間の補正を行います。 A
コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。 A
バックライト バックライトの有効／無効、点灯時間を設定します。 A
ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり／なしを設定します。 A
運転ランプ輝度　※1 運転ランプの輝度の調整を行います。 A

2 管理者設定

管理者パスワード

操作制限設定  ・操作の許可 / 禁止を設定します。
[ 運転 / 停止 ][ 設定温度切換 ][ 運転モード切換 ][ 風向切換 ]
[ 風量切換 ][ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 見てみて][タイマー設定 ]
[ 消費電力量表示 ]　※1
 ・操作時の管理者パスワード要求を設定します。
[フリーフロー設定 ][グリル降下長設定 ][ウィークリータイマー設定 ]　
[ 言語切換設定 ][ドラフト防止設定 ]　※1

A △

設定および表示項目 詳細内容

2 管理者設定

管理者パスワード

室外静音タイマー 室外ユニットの静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
 ・静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。

A △

設定温度範囲 設定温度範囲を制限します。
 ・運転モードによる温度範囲の制限が可能です。 A △

温度設定刻み切換 設定温度の刻み (0.5℃ /1.0℃）を設定します。 A
設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切換えます。 A
リモコン表示設定 リモコン名称、室内ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/ なしを設定します。
点検コード、暖房準備、除霜運転中、自動冷暖の表示、リモコン・室温・
外温表示のあり/ なしを設定します。

A △

管理者パスワード変更 管理者パスワードの変更を行います。 A
管理者パスワードのリセットを行います。 B

スイッチ機能変更 ※1 F1、F2 スイッチの機能を設定します。
設定できる機能
[ エアフレックスON/OFF]　※3
[ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 室外静音制御 ][るす番運転 ]
[ おこのみ設定運転１][ おこのみ設定運転 2][フィルターサインリセット]
[グリル昇降 ][ 消費電力量表示 ]

A

7. サービス設定
1 据付設定

サービスパスワード

据付日登録 据付日を登録した場合、点検表示を行います。 B
サービス情報入力 リモコンに連絡先を登録することができます。

 ・連絡先を半角 26 文字相当以内で登録できます。
 ・連絡先 TEL 番号を13 文字以内で登録できます。

B

試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
B △冷房試運転 設定 5℃ 30 分間運転します。

ドレンポンプ試運転 ドレンポンプのみを運転します。
お掃除試運転 フィルター清掃　ブラシ清掃運転します。　お掃除パネル組合せの場合 B

ダクト機静圧補正 機外静圧補正機能付ダクト形室内ユニット組合せの場合に操作できます。
 ・接続室内ユニット毎に個別に設定できます。 B

自動アドレス変更 個別発停マルチシリーズ自動アドレス番号を変更することができます。 B △
親室内機アドレス
設定

個別発停マルチシリーズ　設定された親ユニットのみ運転モード変更を許
可し、親を設定したユニットは親ユニットから送られた運転モードに従って
運転します。

B △

バックアップ制御 1 台のリモコンに室内ユニット2 台（2グループ）は接続されている時にロー
テーション運転、キャパシティバックアップ運転、フォルトバックアップ運転
の有効／無効が設定できます。

B

人感センサー設定
※1

人感センサー付パネル
の組合せの場合

リモコンに接続された室内ユニットの人感センサー検知の有効／無効を
設定します。
無効の場合は、省エネ設定の人感センサー制御を行うことができません。 B

グリル昇降操作 ラクリーナパネル操作を有効に設定します。
ラクリーナパネル組合せの場合 B ○

2リモコン設定

サービスパスワード

リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。 B ○
吸込センサー制御 1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に

用いる吸込センサーを選択できます。
 ・個別／親機／平均の選択が可能です。

B

リモコンセンサー リモコンセンサーに切替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切替可能です。 B △

リモコンセンサー補正 リモコンセンサー検知温度を補正できます。
冷房／暖房　別々に補正可能です。 B △

運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。 B △
設定温度単位 設定温度の単位を設定します。

 ・℃／℉の選択が可能です。 B

ファン速度 ファン速度の選択が可能です。 B ○
外部入力設定 1 つのリモコンに複数室内ユニットが接続された場合、CnT 入力の適用

範囲が設定されます。 B ○

上下ルーバ制御 上下ルーバの [4 位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B ○

設定および表示項目 詳細内容

2リモコン設定

サービスパスワード

左右ルーバ制御 ※2 左右ルーバの [ 固定位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B
換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。 B ○
停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。 B ○
設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。 B
風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。 B

3 室内設定

サービスパスワード

風速設定 室内ユニットの風量タップを設定します。 B ○
フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。 B ○
外部入力 1 設定 外部入力 1 の制御内容を換えられます。 B ○
外部入力 1 方式切換 外部入力 1 の信号方式を換えられます。 B ○
外部入力 2 設定 外部入力 2 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 2 方式切換 外部入力 2 の信号方式を換えられます。 B
暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0 ～ +3℃の範囲で補正できます。 B △
吸込温度補正 吸込センサー検知温度を±2℃の範囲で補正できます。 B △
冷房ファン制御 冷房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
暖房ファン制御 暖房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
フロスト防止温度 冷房中室内ユニットの凍結防止制御の判定温度を変更できます。 B ○
フロスト防止制御 冷房中室内ユニットの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更で

きます。 B ○

ドレンポンプ運転 冷房・除湿以外の運転モードでのドレンポンプ運転範囲を設定できます。 B ○
冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。 B ○
送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。 B
外調機設定 マルチユニット外調機単独運転時の圧力制御を変更できます。 B
運転モード自動設定 運転モード自動判定方法を3 種類から選択できます。 B
サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。 B
風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。 B
室内過負荷アラーム 運転開始 30 分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定

した温度差以上ある場合、外部出力（CnT-5) から過負荷アラーム信号
を送信します。

B

外部出力設定　※1 外部出力 1 ～ 4 に割り当てる機能を換えられます。 B
4 サービス・

メンテナンス

サービスパスワード

エアコンＮｏ．表示 リモコン 1 台に 16 台の室内ユニットを接続できます。個別送風運転で
確認できます。 B ○

次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。 A B ○
運転データ表示 室内ユニット＋室外ユニットの運転データをモニターすることができます。 B ○
点検表示

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

B △
異常時運転データ表示 直前の異常発生時の運転データを表示します。
異常時運転データ消去 異常時運転データが消去されます。
定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

室内設定保存 接続室内ユニット基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。 B
特殊操作 [ 室内アドレス消去 ][CPUリセット][ 初期化設定 ][タッチパネル調整 ] の

操作ができます。 B △

室内機容量表示 ※1リモコンに接続されている室内アドレス番号とその容量を表示します。 B
お掃除パネル点検 お掃除パネルの詳細点検操作ができます。 B ○

8. 困ったときは・・・
1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号、サービスフロントセンターフリーコールを表示

します。
QRコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。

A

2 サービスを依頼される前に Q＆A Q＆Ａが表示されます。 A
9. 点検表示

点検表示確認 異常発生時の表示 A △
10. パソコン接続

USB 接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。 C
◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G
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A：RC-DX3Bリモコン付属の取扱説明書を参照ください。
B：RC-DX3Bリモコン付属の据付工事説明書を参照ください。
C：インターネットよりユーティリティーソフトを配信中です。

○：RC-DX3Bリモコンと、ほぼ同等の機能設定・操作が可能です。
△：RC-DX3Bリモコンと、類似の機能設定・操作が可能です。
※1：RC-DX2 以前のリモコンには、この機能はありません。
※2：RC-DX3 以前のリモコンには、この機能はありません。
※3：RC-DX3A 以前のリモコンには、この機能はありません。

⑥リモコンからの操作・設定

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

設定および表示項目 詳細内容 RC-
DX3B

RC-
D4G

1.リモコンネットワーク
1 複数室内機制御 リモコン1台（リモコンネットワーク内）に最大16台室内ユニットを接続制御

できます。室内ユニット側にアドレスを設定します。 ○

2 親子リモコン設定 リモコンネットワーク内に2個のリモコン(含むワイヤレスリモコン）を接続
できます。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。 B ○

2.TOP 画面・SW 操作
1 メニュー 制御・設定・詳細設定等の項目を追加します。 A
2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。 A ○
3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。 A ○
4 風向 風向を設定します。おまかせ気流の有効 / 無効を設定します（FDK の場合）。※2 A △
5 風量 風量を設定します。 A ○
6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。 A ○
7 運転／停止 SW 運転を開始します。／停止します。 A ○
8 F1 スイッチ ※1 F1 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A
9Ｆ２スイッチ ※1 F2 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A

10 言語切換 ※3リモコンに表示する言語を選択します。
選択できる言語は下記です。
英語 / 日本語
ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /
トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

3. 便利機能
1 フリーフロー設定 各ルーバの可動範囲（上限位置̶下限位置）を設定します。

FDK の場合は左限位置 - 右限位置も設定します。　※2 A △

2 エアフレックス（風よけ）設定　　　※1

エアフレックスパネル組合せの場合

 ・ 詳細設定：   各運転モード、各吹出口のエアフレックス（風よけ）機構
動作の有効・無効を設定します。

 ・ ON/OFF 切換： 詳細設定で、有効にされている各吹出口のエアフレッ
　※3 クスON/OFF（作動中 / 停止中）を切換えます。

A

3 タイマー設定 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。 A △

時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。

A △

タイマー設定内容確認 各タイマーの設定内容を一覧できます。 A
4 おこのみ設定

管理者パスワード
※1 おこのみ設定運転で使用する運転モード、設定温度、風量、風向を設

定します。おこのみ設定1、おこのみ設定2のそれぞれに設定が可能です。 A

5 ウィークリータイマー 1 週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
 ・1 日最大 8 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

6 るす番運転

管理者パスワード

お部屋を留守にするとき、お部屋が著しく高温 / 低温にならないように温
度を保ちます。
 ・外温と制御温度により冷房 / 暖房を行います。
 ・設定温度、風量の設定が可能です。

A

7 換気

換気機器組合せの場合

換気の ON/OFF 操作を行います。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [リモコン設定 ] ⇒ [ 換気設定 ] の設
定が必要です。
 ・換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転 / 停止

ができます。

A ○

設定および表示項目 詳細内容

8 言語切換設定 リモコンに表示する言語を選択します。
 ・選択できる言語は下記です。　　　　　　　　　　　　　　　
　 英語 / 日本語
　ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /　　※2
　トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

9 室外静音設計 ※3 室外ユニットの静音性を優先して運転します。
 ・室外静音運転の開始・停止を設定します。 A

10 見てみて 室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。 A

11 消費電力量表示 今日、今週、今年の消費電力量をグラフで表示します。
昨日、先週、昨年と比較することができます。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。

A

4. 省エネ設定 管理者パスワード
1 切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

 ・設定時間は 30 ～ 240 分 (10 分単位）まで選択可能です。
 ・設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

A △

2 ピークカットタイマー 能力を制限する運転の開始時刻と停止時刻、能力制限率を設定します。
 ・1 日最大 4 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・能力制限率は 0,40 ～ 80％ (20％単位）から選択可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。

A

3 設定温度自動復帰 設定時刻後に設定した温度に戻ります。
 ・暖房モード / 冷房モード他、各々設定可能です。
 ・設定時間は 20 ～ 120 分（10 分単位）まで設定可能です。
 ・設定時刻は 10 分単位で設定可能です。

A △

4 人感センサー制御 ※1
人感センサー付パネル組合せの場合

人感センサーを使用の場合、パワーコントロールとオートオフの有効／無効
を設定します。 A

5. お手入れ
1 フィルターサイン

リセット
フィルターサインの解除 フィルターサインの解除を行います。 A
次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。 A

2 グリル昇降 ラクリーナパネル制御
ラクリーナパネル
組合せの場合

ラクリーナパネル　グリルの昇降操作をします。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ 据付設定 ] ⇒ [グリル昇降操作 ] の
設定が必要です。

A ○

降下長設定

　管理者パスワード

グリル昇降長さを設定します。
 ・0.1 ～ 4.0ｍの範囲で設定できます。
 ・設定長さは 0.1ｍ単位で設定可能です。
 ・接続室内ユニット毎に設定できます。

A ○

ダスト回収リセット
お掃除パネル組合せの場合

ダスト回収後にダスト回収タイマーをリセットします。 A

3 お掃除パネル設定

管理者パスワード

お掃除自動設定 自動清掃の有効 / 休止を設定します。 A
清掃時間帯設定 自動清掃を開始する時間帯を設定します。 A
清掃間隔設定 自動清掃する最小の間隔を設定します。 A
ダスト回収設定 ダストの回収時期を設定します。 A
ブラシ清掃回数設定 ブラシの清掃回数を設定します。 A

6. ユーザ設定
1 初期設定 時刻設定 現在の日付・時刻を設定および修正を行います。

 ・ 80 時間以内の停電の場合、内蔵バックアップ電源の働きにより時計は動き続けます。 A △

時刻表示設定 時刻表示のあり／なし、12Ｈ／ 24Ｈ、AM/PM 位置、を設定します。 A
サマータイム補正 現在時刻に対し、＋ 1 時間の補正を行います。 A
コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。 A
バックライト バックライトの有効／無効、点灯時間を設定します。 A
ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり／なしを設定します。 A
運転ランプ輝度　※1 運転ランプの輝度の調整を行います。 A

2 管理者設定

管理者パスワード

操作制限設定  ・操作の許可 / 禁止を設定します。
[ 運転 / 停止 ][ 設定温度切換 ][ 運転モード切換 ][ 風向切換 ]
[ 風量切換 ][ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 見てみて][タイマー設定 ]
[ 消費電力量表示 ]　※1
 ・操作時の管理者パスワード要求を設定します。
[フリーフロー設定 ][グリル降下長設定 ][ウィークリータイマー設定 ]　
[ 言語切換設定 ][ドラフト防止設定 ]　※1

A △

設定および表示項目 詳細内容

2 管理者設定

管理者パスワード

室外静音タイマー 室外ユニットの静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
 ・静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。

A △

設定温度範囲 設定温度範囲を制限します。
 ・運転モードによる温度範囲の制限が可能です。 A △

温度設定刻み切換 設定温度の刻み (0.5℃ /1.0℃）を設定します。 A
設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切換えます。 A
リモコン表示設定 リモコン名称、室内ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/ なしを設定します。
点検コード、暖房準備、除霜運転中、自動冷暖の表示、リモコン・室温・
外温表示のあり/ なしを設定します。

A △

管理者パスワード変更 管理者パスワードの変更を行います。 A
管理者パスワードのリセットを行います。 B

スイッチ機能変更 ※1 F1、F2 スイッチの機能を設定します。
設定できる機能
[ エアフレックスON/OFF]　※3
[ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 室外静音制御 ][るす番運転 ]
[ おこのみ設定運転１][ おこのみ設定運転 2][フィルターサインリセット]
[グリル昇降 ][ 消費電力量表示 ]

A

7. サービス設定
1 据付設定

サービスパスワード

据付日登録 据付日を登録した場合、点検表示を行います。 B
サービス情報入力 リモコンに連絡先を登録することができます。

 ・連絡先を半角 26 文字相当以内で登録できます。
 ・連絡先 TEL 番号を13 文字以内で登録できます。

B

試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
B △冷房試運転 設定 5℃ 30 分間運転します。

ドレンポンプ試運転 ドレンポンプのみを運転します。
お掃除試運転 フィルター清掃　ブラシ清掃運転します。　お掃除パネル組合せの場合 B

ダクト機静圧補正 機外静圧補正機能付ダクト形室内ユニット組合せの場合に操作できます。
 ・接続室内ユニット毎に個別に設定できます。 B

自動アドレス変更 個別発停マルチシリーズ自動アドレス番号を変更することができます。 B △
親室内機アドレス
設定

個別発停マルチシリーズ　設定された親ユニットのみ運転モード変更を許
可し、親を設定したユニットは親ユニットから送られた運転モードに従って
運転します。

B △

バックアップ制御 1 台のリモコンに室内ユニット2 台（2グループ）は接続されている時にロー
テーション運転、キャパシティバックアップ運転、フォルトバックアップ運転
の有効／無効が設定できます。

B

人感センサー設定
※1

人感センサー付パネル
の組合せの場合

リモコンに接続された室内ユニットの人感センサー検知の有効／無効を
設定します。
無効の場合は、省エネ設定の人感センサー制御を行うことができません。 B

グリル昇降操作 ラクリーナパネル操作を有効に設定します。
ラクリーナパネル組合せの場合 B ○

2リモコン設定

サービスパスワード

リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。 B ○
吸込センサー制御 1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に

用いる吸込センサーを選択できます。
 ・個別／親機／平均の選択が可能です。

B

リモコンセンサー リモコンセンサーに切替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切替可能です。 B △

リモコンセンサー補正 リモコンセンサー検知温度を補正できます。
冷房／暖房　別々に補正可能です。 B △

運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。 B △
設定温度単位 設定温度の単位を設定します。

 ・℃／℉の選択が可能です。 B

ファン速度 ファン速度の選択が可能です。 B ○
外部入力設定 1 つのリモコンに複数室内ユニットが接続された場合、CnT 入力の適用

範囲が設定されます。 B ○

上下ルーバ制御 上下ルーバの [4 位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B ○

設定および表示項目 詳細内容

2リモコン設定

サービスパスワード

左右ルーバ制御 ※2 左右ルーバの [ 固定位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B
換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。 B ○
停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。 B ○
設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。 B
風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。 B

3 室内設定

サービスパスワード

風速設定 室内ユニットの風量タップを設定します。 B ○
フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。 B ○
外部入力 1 設定 外部入力 1 の制御内容を換えられます。 B ○
外部入力 1 方式切換 外部入力 1 の信号方式を換えられます。 B ○
外部入力 2 設定 外部入力 2 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 2 方式切換 外部入力 2 の信号方式を換えられます。 B
暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0 ～ +3℃の範囲で補正できます。 B △
吸込温度補正 吸込センサー検知温度を±2℃の範囲で補正できます。 B △
冷房ファン制御 冷房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
暖房ファン制御 暖房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
フロスト防止温度 冷房中室内ユニットの凍結防止制御の判定温度を変更できます。 B ○
フロスト防止制御 冷房中室内ユニットの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更で

きます。 B ○

ドレンポンプ運転 冷房・除湿以外の運転モードでのドレンポンプ運転範囲を設定できます。 B ○
冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。 B ○
送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。 B
外調機設定 マルチユニット外調機単独運転時の圧力制御を変更できます。 B
運転モード自動設定 運転モード自動判定方法を3 種類から選択できます。 B
サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。 B
風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。 B
室内過負荷アラーム 運転開始 30 分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定

した温度差以上ある場合、外部出力（CnT-5) から過負荷アラーム信号
を送信します。

B

外部出力設定　※1 外部出力 1 ～ 4 に割り当てる機能を換えられます。 B
4 サービス・

メンテナンス

サービスパスワード

エアコンＮｏ．表示 リモコン 1 台に 16 台の室内ユニットを接続できます。個別送風運転で
確認できます。 B ○

次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。 A B ○
運転データ表示 室内ユニット＋室外ユニットの運転データをモニターすることができます。 B ○
点検表示

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

B △
異常時運転データ表示 直前の異常発生時の運転データを表示します。
異常時運転データ消去 異常時運転データが消去されます。
定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

室内設定保存 接続室内ユニット基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。 B
特殊操作 [ 室内アドレス消去 ][CPUリセット][ 初期化設定 ][タッチパネル調整 ] の

操作ができます。 B △

室内機容量表示 ※1リモコンに接続されている室内アドレス番号とその容量を表示します。 B
お掃除パネル点検 お掃除パネルの詳細点検操作ができます。 B ○

8. 困ったときは・・・
1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号、サービスフロントセンターフリーコールを表示

します。
QRコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。

A

2 サービスを依頼される前に Q＆A Q＆Ａが表示されます。 A
9. 点検表示

点検表示確認 異常発生時の表示 A △
10. パソコン接続

USB 接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。 C
◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G
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A：RC-DX3Bリモコン付属の取扱説明書を参照ください。
B：RC-DX3Bリモコン付属の据付工事説明書を参照ください。
C：インターネットよりユーティリティーソフトを配信中です。

○：RC-DX3Bリモコンと、ほぼ同等の機能設定・操作が可能です。
△：RC-DX3Bリモコンと、類似の機能設定・操作が可能です。
※1：RC-DX2 以前のリモコンには、この機能はありません。
※2：RC-DX3 以前のリモコンには、この機能はありません。
※3：RC-DX3A 以前のリモコンには、この機能はありません。

⑥リモコンからの操作・設定

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

設定および表示項目 詳細内容 RC-
DX3B

RC-
D4G

1.リモコンネットワーク
1 複数室内機制御 リモコン1台（リモコンネットワーク内）に最大16台室内ユニットを接続制御

できます。室内ユニット側にアドレスを設定します。 ○

2 親子リモコン設定 リモコンネットワーク内に2個のリモコン(含むワイヤレスリモコン）を接続
できます。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。 B ○

2.TOP 画面・SW 操作
1 メニュー 制御・設定・詳細設定等の項目を追加します。 A
2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。 A ○
3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。 A ○
4 風向 風向を設定します。おまかせ気流の有効 / 無効を設定します（FDK の場合）。※2 A △
5 風量 風量を設定します。 A ○
6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。 A ○
7 運転／停止 SW 運転を開始します。／停止します。 A ○
8 F1 スイッチ ※1 F1 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A
9Ｆ２スイッチ ※1 F2 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A

10 言語切換 ※3リモコンに表示する言語を選択します。
選択できる言語は下記です。
英語 / 日本語
ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /
トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

3. 便利機能
1 フリーフロー設定 各ルーバの可動範囲（上限位置̶下限位置）を設定します。

FDK の場合は左限位置 - 右限位置も設定します。　※2 A △

2 エアフレックス（風よけ）設定　　　※1

エアフレックスパネル組合せの場合

 ・ 詳細設定：   各運転モード、各吹出口のエアフレックス（風よけ）機構
動作の有効・無効を設定します。

 ・ ON/OFF 切換： 詳細設定で、有効にされている各吹出口のエアフレッ
　※3 クスON/OFF（作動中 / 停止中）を切換えます。

A

3 タイマー設定 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。 A △

時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。

A △

タイマー設定内容確認 各タイマーの設定内容を一覧できます。 A
4 おこのみ設定

管理者パスワード
※1 おこのみ設定運転で使用する運転モード、設定温度、風量、風向を設

定します。おこのみ設定1、おこのみ設定2のそれぞれに設定が可能です。 A

5 ウィークリータイマー 1 週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
 ・1 日最大 8 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

6 るす番運転

管理者パスワード

お部屋を留守にするとき、お部屋が著しく高温 / 低温にならないように温
度を保ちます。
 ・外温と制御温度により冷房 / 暖房を行います。
 ・設定温度、風量の設定が可能です。

A

7 換気

換気機器組合せの場合

換気の ON/OFF 操作を行います。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [リモコン設定 ] ⇒ [ 換気設定 ] の設
定が必要です。
 ・換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転 / 停止

ができます。

A ○

設定および表示項目 詳細内容

8 言語切換設定 リモコンに表示する言語を選択します。
 ・選択できる言語は下記です。　　　　　　　　　　　　　　　
　 英語 / 日本語
　ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /　　※2
　トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

9 室外静音設計 ※3 室外ユニットの静音性を優先して運転します。
 ・室外静音運転の開始・停止を設定します。 A

10 見てみて 室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。 A

11 消費電力量表示 今日、今週、今年の消費電力量をグラフで表示します。
昨日、先週、昨年と比較することができます。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。

A

4. 省エネ設定 管理者パスワード
1 切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

 ・設定時間は 30 ～ 240 分 (10 分単位）まで選択可能です。
 ・設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

A △

2 ピークカットタイマー 能力を制限する運転の開始時刻と停止時刻、能力制限率を設定します。
 ・1 日最大 4 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・能力制限率は 0,40 ～ 80％ (20％単位）から選択可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。

A

3 設定温度自動復帰 設定時刻後に設定した温度に戻ります。
 ・暖房モード / 冷房モード他、各々設定可能です。
 ・設定時間は 20 ～ 120 分（10 分単位）まで設定可能です。
 ・設定時刻は 10 分単位で設定可能です。

A △

4 人感センサー制御 ※1
人感センサー付パネル組合せの場合

人感センサーを使用の場合、パワーコントロールとオートオフの有効／無効
を設定します。 A

5. お手入れ
1 フィルターサイン

リセット
フィルターサインの解除 フィルターサインの解除を行います。 A
次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。 A

2 グリル昇降 ラクリーナパネル制御
ラクリーナパネル
組合せの場合

ラクリーナパネル　グリルの昇降操作をします。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ 据付設定 ] ⇒ [グリル昇降操作 ] の
設定が必要です。

A ○

降下長設定

　管理者パスワード

グリル昇降長さを設定します。
 ・0.1 ～ 4.0ｍの範囲で設定できます。
 ・設定長さは 0.1ｍ単位で設定可能です。
 ・接続室内ユニット毎に設定できます。

A ○

ダスト回収リセット
お掃除パネル組合せの場合

ダスト回収後にダスト回収タイマーをリセットします。 A

3 お掃除パネル設定

管理者パスワード

お掃除自動設定 自動清掃の有効 / 休止を設定します。 A
清掃時間帯設定 自動清掃を開始する時間帯を設定します。 A
清掃間隔設定 自動清掃する最小の間隔を設定します。 A
ダスト回収設定 ダストの回収時期を設定します。 A
ブラシ清掃回数設定 ブラシの清掃回数を設定します。 A

6. ユーザ設定
1 初期設定 時刻設定 現在の日付・時刻を設定および修正を行います。

 ・ 80 時間以内の停電の場合、内蔵バックアップ電源の働きにより時計は動き続けます。 A △

時刻表示設定 時刻表示のあり／なし、12Ｈ／ 24Ｈ、AM/PM 位置、を設定します。 A
サマータイム補正 現在時刻に対し、＋ 1 時間の補正を行います。 A
コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。 A
バックライト バックライトの有効／無効、点灯時間を設定します。 A
ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり／なしを設定します。 A
運転ランプ輝度　※1 運転ランプの輝度の調整を行います。 A

2 管理者設定

管理者パスワード

操作制限設定  ・操作の許可 / 禁止を設定します。
[ 運転 / 停止 ][ 設定温度切換 ][ 運転モード切換 ][ 風向切換 ]
[ 風量切換 ][ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 見てみて][タイマー設定 ]
[ 消費電力量表示 ]　※1
 ・操作時の管理者パスワード要求を設定します。
[フリーフロー設定 ][グリル降下長設定 ][ウィークリータイマー設定 ]　
[ 言語切換設定 ][ドラフト防止設定 ]　※1

A △

設定および表示項目 詳細内容

2 管理者設定

管理者パスワード

室外静音タイマー 室外ユニットの静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
 ・静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。

A △

設定温度範囲 設定温度範囲を制限します。
 ・運転モードによる温度範囲の制限が可能です。 A △

温度設定刻み切換 設定温度の刻み (0.5℃ /1.0℃）を設定します。 A
設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切換えます。 A
リモコン表示設定 リモコン名称、室内ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/ なしを設定します。
点検コード、暖房準備、除霜運転中、自動冷暖の表示、リモコン・室温・
外温表示のあり/ なしを設定します。

A △

管理者パスワード変更 管理者パスワードの変更を行います。 A
管理者パスワードのリセットを行います。 B

スイッチ機能変更 ※1 F1、F2 スイッチの機能を設定します。
設定できる機能
[ エアフレックスON/OFF]　※3
[ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 室外静音制御 ][るす番運転 ]
[ おこのみ設定運転１][ おこのみ設定運転 2][フィルターサインリセット]
[グリル昇降 ][ 消費電力量表示 ]

A

7. サービス設定
1 据付設定

サービスパスワード

据付日登録 据付日を登録した場合、点検表示を行います。 B
サービス情報入力 リモコンに連絡先を登録することができます。

 ・連絡先を半角 26 文字相当以内で登録できます。
 ・連絡先 TEL 番号を13 文字以内で登録できます。

B

試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
B △冷房試運転 設定 5℃ 30 分間運転します。

ドレンポンプ試運転 ドレンポンプのみを運転します。
お掃除試運転 フィルター清掃　ブラシ清掃運転します。　お掃除パネル組合せの場合 B

ダクト機静圧補正 機外静圧補正機能付ダクト形室内ユニット組合せの場合に操作できます。
 ・接続室内ユニット毎に個別に設定できます。 B

自動アドレス変更 個別発停マルチシリーズ自動アドレス番号を変更することができます。 B △
親室内機アドレス
設定

個別発停マルチシリーズ　設定された親ユニットのみ運転モード変更を許
可し、親を設定したユニットは親ユニットから送られた運転モードに従って
運転します。

B △

バックアップ制御 1 台のリモコンに室内ユニット2 台（2グループ）は接続されている時にロー
テーション運転、キャパシティバックアップ運転、フォルトバックアップ運転
の有効／無効が設定できます。

B

人感センサー設定
※1

人感センサー付パネル
の組合せの場合

リモコンに接続された室内ユニットの人感センサー検知の有効／無効を
設定します。
無効の場合は、省エネ設定の人感センサー制御を行うことができません。 B

グリル昇降操作 ラクリーナパネル操作を有効に設定します。
ラクリーナパネル組合せの場合 B ○

2リモコン設定

サービスパスワード

リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。 B ○
吸込センサー制御 1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に

用いる吸込センサーを選択できます。
 ・個別／親機／平均の選択が可能です。

B

リモコンセンサー リモコンセンサーに切替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切替可能です。 B △

リモコンセンサー補正 リモコンセンサー検知温度を補正できます。
冷房／暖房　別々に補正可能です。 B △

運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。 B △
設定温度単位 設定温度の単位を設定します。

 ・℃／℉の選択が可能です。 B

ファン速度 ファン速度の選択が可能です。 B ○
外部入力設定 1 つのリモコンに複数室内ユニットが接続された場合、CnT 入力の適用

範囲が設定されます。 B ○

上下ルーバ制御 上下ルーバの [4 位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B ○

設定および表示項目 詳細内容

2リモコン設定

サービスパスワード

左右ルーバ制御 ※2 左右ルーバの [ 固定位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B
換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。 B ○
停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。 B ○
設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。 B
風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。 B

3 室内設定

サービスパスワード

風速設定 室内ユニットの風量タップを設定します。 B ○
フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。 B ○
外部入力 1 設定 外部入力 1 の制御内容を換えられます。 B ○
外部入力 1 方式切換 外部入力 1 の信号方式を換えられます。 B ○
外部入力 2 設定 外部入力 2 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 2 方式切換 外部入力 2 の信号方式を換えられます。 B
暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0 ～ +3℃の範囲で補正できます。 B △
吸込温度補正 吸込センサー検知温度を±2℃の範囲で補正できます。 B △
冷房ファン制御 冷房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
暖房ファン制御 暖房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
フロスト防止温度 冷房中室内ユニットの凍結防止制御の判定温度を変更できます。 B ○
フロスト防止制御 冷房中室内ユニットの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更で

きます。 B ○

ドレンポンプ運転 冷房・除湿以外の運転モードでのドレンポンプ運転範囲を設定できます。 B ○
冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。 B ○
送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。 B
外調機設定 マルチユニット外調機単独運転時の圧力制御を変更できます。 B
運転モード自動設定 運転モード自動判定方法を3 種類から選択できます。 B
サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。 B
風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。 B
室内過負荷アラーム 運転開始 30 分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定

した温度差以上ある場合、外部出力（CnT-5) から過負荷アラーム信号
を送信します。

B

外部出力設定　※1 外部出力 1 ～ 4 に割り当てる機能を換えられます。 B
4 サービス・

メンテナンス

サービスパスワード

エアコンＮｏ．表示 リモコン 1 台に 16 台の室内ユニットを接続できます。個別送風運転で
確認できます。 B ○

次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。 A B ○
運転データ表示 室内ユニット＋室外ユニットの運転データをモニターすることができます。 B ○
点検表示

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

B △
異常時運転データ表示 直前の異常発生時の運転データを表示します。
異常時運転データ消去 異常時運転データが消去されます。
定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

室内設定保存 接続室内ユニット基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。 B
特殊操作 [ 室内アドレス消去 ][CPUリセット][ 初期化設定 ][タッチパネル調整 ] の

操作ができます。 B △

室内機容量表示 ※1リモコンに接続されている室内アドレス番号とその容量を表示します。 B
お掃除パネル点検 お掃除パネルの詳細点検操作ができます。 B ○

8. 困ったときは・・・
1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号、サービスフロントセンターフリーコールを表示

します。
QRコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。

A

2 サービスを依頼される前に Q＆A Q＆Ａが表示されます。 A
9. 点検表示

点検表示確認 異常発生時の表示 A △
10. パソコン接続

USB 接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。 C
◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G
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A：RC-DX3Bリモコン付属の取扱説明書を参照ください。
B：RC-DX3Bリモコン付属の据付工事説明書を参照ください。
C：インターネットよりユーティリティーソフトを配信中です。

○：RC-DX3Bリモコンと、ほぼ同等の機能設定・操作が可能です。
△：RC-DX3Bリモコンと、類似の機能設定・操作が可能です。
※1：RC-DX2 以前のリモコンには、この機能はありません。
※2：RC-DX3 以前のリモコンには、この機能はありません。
※3：RC-DX3A 以前のリモコンには、この機能はありません。

⑥リモコンからの操作・設定

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

設定および表示項目 詳細内容 RC-
DX3B

RC-
D4G

1.リモコンネットワーク
1 複数室内機制御 リモコン1台（リモコンネットワーク内）に最大16台室内ユニットを接続制御

できます。室内ユニット側にアドレスを設定します。 ○

2 親子リモコン設定 リモコンネットワーク内に2個のリモコン(含むワイヤレスリモコン）を接続
できます。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。 B ○

2.TOP 画面・SW 操作
1 メニュー 制御・設定・詳細設定等の項目を追加します。 A
2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。 A ○
3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。 A ○
4 風向 風向を設定します。おまかせ気流の有効 / 無効を設定します（FDK の場合）。※2 A △
5 風量 風量を設定します。 A ○
6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。 A ○
7 運転／停止 SW 運転を開始します。／停止します。 A ○
8 F1 スイッチ ※1 F1 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A
9Ｆ２スイッチ ※1 F2 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A

10 言語切換 ※3リモコンに表示する言語を選択します。
選択できる言語は下記です。
英語 / 日本語
ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /
トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

3. 便利機能
1 フリーフロー設定 各ルーバの可動範囲（上限位置̶下限位置）を設定します。

FDK の場合は左限位置 - 右限位置も設定します。　※2 A △

2 エアフレックス（風よけ）設定　　　※1

エアフレックスパネル組合せの場合

 ・ 詳細設定：   各運転モード、各吹出口のエアフレックス（風よけ）機構
動作の有効・無効を設定します。

 ・ ON/OFF 切換： 詳細設定で、有効にされている各吹出口のエアフレッ
　※3 クスON/OFF（作動中 / 停止中）を切換えます。

A

3 タイマー設定 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。 A △

時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。

A △

タイマー設定内容確認 各タイマーの設定内容を一覧できます。 A
4 おこのみ設定

管理者パスワード
※1 おこのみ設定運転で使用する運転モード、設定温度、風量、風向を設

定します。おこのみ設定1、おこのみ設定2のそれぞれに設定が可能です。 A

5 ウィークリータイマー 1 週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
 ・1 日最大 8 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

6 るす番運転

管理者パスワード

お部屋を留守にするとき、お部屋が著しく高温 / 低温にならないように温
度を保ちます。
 ・外温と制御温度により冷房 / 暖房を行います。
 ・設定温度、風量の設定が可能です。

A

7 換気

換気機器組合せの場合

換気の ON/OFF 操作を行います。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [リモコン設定 ] ⇒ [ 換気設定 ] の設
定が必要です。
 ・換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転 / 停止

ができます。

A ○

設定および表示項目 詳細内容

8 言語切換設定 リモコンに表示する言語を選択します。
 ・選択できる言語は下記です。　　　　　　　　　　　　　　　
　 英語 / 日本語
　ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /　　※2
　トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

9 室外静音設計 ※3 室外ユニットの静音性を優先して運転します。
 ・室外静音運転の開始・停止を設定します。 A

10 見てみて 室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。 A

11 消費電力量表示 今日、今週、今年の消費電力量をグラフで表示します。
昨日、先週、昨年と比較することができます。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。

A

4. 省エネ設定 管理者パスワード
1 切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

 ・設定時間は 30 ～ 240 分 (10 分単位）まで選択可能です。
 ・設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

A △

2 ピークカットタイマー 能力を制限する運転の開始時刻と停止時刻、能力制限率を設定します。
 ・1 日最大 4 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・能力制限率は 0,40 ～ 80％ (20％単位）から選択可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。

A

3 設定温度自動復帰 設定時刻後に設定した温度に戻ります。
 ・暖房モード / 冷房モード他、各々設定可能です。
 ・設定時間は 20 ～ 120 分（10 分単位）まで設定可能です。
 ・設定時刻は 10 分単位で設定可能です。

A △

4 人感センサー制御 ※1
人感センサー付パネル組合せの場合

人感センサーを使用の場合、パワーコントロールとオートオフの有効／無効
を設定します。 A

5. お手入れ
1 フィルターサイン

リセット
フィルターサインの解除 フィルターサインの解除を行います。 A
次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。 A

2 グリル昇降 ラクリーナパネル制御
ラクリーナパネル
組合せの場合

ラクリーナパネル　グリルの昇降操作をします。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ 据付設定 ] ⇒ [グリル昇降操作 ] の
設定が必要です。

A ○

降下長設定

　管理者パスワード

グリル昇降長さを設定します。
 ・0.1 ～ 4.0ｍの範囲で設定できます。
 ・設定長さは 0.1ｍ単位で設定可能です。
 ・接続室内ユニット毎に設定できます。

A ○

ダスト回収リセット
お掃除パネル組合せの場合

ダスト回収後にダスト回収タイマーをリセットします。 A

3 お掃除パネル設定

管理者パスワード

お掃除自動設定 自動清掃の有効 / 休止を設定します。 A
清掃時間帯設定 自動清掃を開始する時間帯を設定します。 A
清掃間隔設定 自動清掃する最小の間隔を設定します。 A
ダスト回収設定 ダストの回収時期を設定します。 A
ブラシ清掃回数設定 ブラシの清掃回数を設定します。 A

6. ユーザ設定
1 初期設定 時刻設定 現在の日付・時刻を設定および修正を行います。

 ・ 80 時間以内の停電の場合、内蔵バックアップ電源の働きにより時計は動き続けます。 A △

時刻表示設定 時刻表示のあり／なし、12Ｈ／ 24Ｈ、AM/PM 位置、を設定します。 A
サマータイム補正 現在時刻に対し、＋ 1 時間の補正を行います。 A
コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。 A
バックライト バックライトの有効／無効、点灯時間を設定します。 A
ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり／なしを設定します。 A
運転ランプ輝度　※1 運転ランプの輝度の調整を行います。 A

2 管理者設定

管理者パスワード

操作制限設定  ・操作の許可 / 禁止を設定します。
[ 運転 / 停止 ][ 設定温度切換 ][ 運転モード切換 ][ 風向切換 ]
[ 風量切換 ][ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 見てみて][タイマー設定 ]
[ 消費電力量表示 ]　※1
 ・操作時の管理者パスワード要求を設定します。
[フリーフロー設定 ][グリル降下長設定 ][ウィークリータイマー設定 ]　
[ 言語切換設定 ][ドラフト防止設定 ]　※1

A △

設定および表示項目 詳細内容

2 管理者設定

管理者パスワード

室外静音タイマー 室外ユニットの静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
 ・静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。

A △

設定温度範囲 設定温度範囲を制限します。
 ・運転モードによる温度範囲の制限が可能です。 A △

温度設定刻み切換 設定温度の刻み (0.5℃ /1.0℃）を設定します。 A
設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切換えます。 A
リモコン表示設定 リモコン名称、室内ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/ なしを設定します。
点検コード、暖房準備、除霜運転中、自動冷暖の表示、リモコン・室温・
外温表示のあり/ なしを設定します。

A △

管理者パスワード変更 管理者パスワードの変更を行います。 A
管理者パスワードのリセットを行います。 B

スイッチ機能変更 ※1 F1、F2 スイッチの機能を設定します。
設定できる機能
[ エアフレックスON/OFF]　※3
[ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 室外静音制御 ][るす番運転 ]
[ おこのみ設定運転１][ おこのみ設定運転 2][フィルターサインリセット]
[グリル昇降 ][ 消費電力量表示 ]

A

7. サービス設定
1 据付設定

サービスパスワード

据付日登録 据付日を登録した場合、点検表示を行います。 B
サービス情報入力 リモコンに連絡先を登録することができます。

 ・連絡先を半角 26 文字相当以内で登録できます。
 ・連絡先 TEL 番号を13 文字以内で登録できます。

B

試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
B △冷房試運転 設定 5℃ 30 分間運転します。

ドレンポンプ試運転 ドレンポンプのみを運転します。
お掃除試運転 フィルター清掃　ブラシ清掃運転します。　お掃除パネル組合せの場合 B

ダクト機静圧補正 機外静圧補正機能付ダクト形室内ユニット組合せの場合に操作できます。
 ・接続室内ユニット毎に個別に設定できます。 B

自動アドレス変更 個別発停マルチシリーズ自動アドレス番号を変更することができます。 B △
親室内機アドレス
設定

個別発停マルチシリーズ　設定された親ユニットのみ運転モード変更を許
可し、親を設定したユニットは親ユニットから送られた運転モードに従って
運転します。

B △

バックアップ制御 1 台のリモコンに室内ユニット2 台（2グループ）は接続されている時にロー
テーション運転、キャパシティバックアップ運転、フォルトバックアップ運転
の有効／無効が設定できます。

B

人感センサー設定
※1

人感センサー付パネル
の組合せの場合

リモコンに接続された室内ユニットの人感センサー検知の有効／無効を
設定します。
無効の場合は、省エネ設定の人感センサー制御を行うことができません。 B

グリル昇降操作 ラクリーナパネル操作を有効に設定します。
ラクリーナパネル組合せの場合 B ○

2リモコン設定

サービスパスワード

リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。 B ○
吸込センサー制御 1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に

用いる吸込センサーを選択できます。
 ・個別／親機／平均の選択が可能です。

B

リモコンセンサー リモコンセンサーに切替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切替可能です。 B △

リモコンセンサー補正 リモコンセンサー検知温度を補正できます。
冷房／暖房　別々に補正可能です。 B △

運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。 B △
設定温度単位 設定温度の単位を設定します。

 ・℃／℉の選択が可能です。 B

ファン速度 ファン速度の選択が可能です。 B ○
外部入力設定 1 つのリモコンに複数室内ユニットが接続された場合、CnT 入力の適用

範囲が設定されます。 B ○

上下ルーバ制御 上下ルーバの [4 位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B ○

設定および表示項目 詳細内容

2リモコン設定

サービスパスワード

左右ルーバ制御 ※2 左右ルーバの [ 固定位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B
換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。 B ○
停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。 B ○
設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。 B
風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。 B

3 室内設定

サービスパスワード

風速設定 室内ユニットの風量タップを設定します。 B ○
フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。 B ○
外部入力 1 設定 外部入力 1 の制御内容を換えられます。 B ○
外部入力 1 方式切換 外部入力 1 の信号方式を換えられます。 B ○
外部入力 2 設定 外部入力 2 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 2 方式切換 外部入力 2 の信号方式を換えられます。 B
暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0 ～ +3℃の範囲で補正できます。 B △
吸込温度補正 吸込センサー検知温度を±2℃の範囲で補正できます。 B △
冷房ファン制御 冷房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
暖房ファン制御 暖房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
フロスト防止温度 冷房中室内ユニットの凍結防止制御の判定温度を変更できます。 B ○
フロスト防止制御 冷房中室内ユニットの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更で

きます。 B ○

ドレンポンプ運転 冷房・除湿以外の運転モードでのドレンポンプ運転範囲を設定できます。 B ○
冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。 B ○
送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。 B
外調機設定 マルチユニット外調機単独運転時の圧力制御を変更できます。 B
運転モード自動設定 運転モード自動判定方法を3 種類から選択できます。 B
サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。 B
風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。 B
室内過負荷アラーム 運転開始 30 分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定

した温度差以上ある場合、外部出力（CnT-5) から過負荷アラーム信号
を送信します。

B

外部出力設定　※1 外部出力 1 ～ 4 に割り当てる機能を換えられます。 B
4 サービス・

メンテナンス

サービスパスワード

エアコンＮｏ．表示 リモコン 1 台に 16 台の室内ユニットを接続できます。個別送風運転で
確認できます。 B ○

次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。 A B ○
運転データ表示 室内ユニット＋室外ユニットの運転データをモニターすることができます。 B ○
点検表示

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

B △
異常時運転データ表示 直前の異常発生時の運転データを表示します。
異常時運転データ消去 異常時運転データが消去されます。
定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

室内設定保存 接続室内ユニット基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。 B
特殊操作 [ 室内アドレス消去 ][CPUリセット][ 初期化設定 ][タッチパネル調整 ] の

操作ができます。 B △

室内機容量表示 ※1リモコンに接続されている室内アドレス番号とその容量を表示します。 B
お掃除パネル点検 お掃除パネルの詳細点検操作ができます。 B ○

8. 困ったときは・・・
1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号、サービスフロントセンターフリーコールを表示

します。
QRコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。

A

2 サービスを依頼される前に Q＆A Q＆Ａが表示されます。 A
9. 点検表示

点検表示確認 異常発生時の表示 A △
10. パソコン接続

USB 接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。 C
◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G
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⑹　スーパーリンク配線工事（新スーパーリンク対応機用）

PSC012D125

PSC012D125
201903セゾンエアコン スーパーリンク 配線工事説明書

＜新スーパーリンク対応機＞

  ・  本説明書は、集中制御オプション等を使用するためのスーパーリンクネットワーク信号線（DC5V）接続方法を記載してあります。
 他の説明書と合わせてご覧ください。

①  据付の前に
● ネットワークに接続される全ての機器が新スーパーリンク対応の場合にのみ新スーパーリンク仕様になります。
 ネットワーク内に旧スーパーリンク対応機器が存在する場合は、旧スーパーリンク仕様になります。
 旧スーパーリンクの場合にはディップスイッチ SW7-2（ON）に切換えてください。

通信方式 新スーパーリンク（※１） 旧スーパーリンク（※２）
ネットワーク内の 

接続台数
 室内ユニットの台数  最大 128 台　000 ～ 127  最大 48 台　00 ～ 47
 プルーラル機の台数  最大  16 台　000 ～ 015  最大 16 台　00 ～ 15

 使用する配線の仕様 MVVS（シールド線） 　　（※３）
ネットワーク全体の信号線

合計長さ
 1000m 以内 　　　1.25mm2　　（※４） 　　　1.25mm2　　（※４）

 1000 ～ 1500m 　　　0.75mm2 不可

（※１）ビル空調 3LX シリーズ，ガスヒートポンプ M8 シリーズ以降
（※２）ビル空調 2LX シリーズ，ガスヒートポンプ M7 シリーズ以前
（※３）電線工業会 規格番号：JCS 4271：2003
（※４）線径 2.0mm2 は使用しないでください。誤作動となる場合があります。

SW7-2
スー パ ーリンク 
新旧

ON ：旧固定

OFF：自動判定

②  室内アドレスの設定
● 室内ユニットコントローラ基板のスイッチにて室内アドレス設定をしてください。
 オートアドレス設定には対応していません。リモコンからのアドレス設定には対応していません。

 ・ プルーラルの親子設定は　ディップスイッチ SW5 にて設定してください＜電気配線工事説明書参照＞。
 ・ 
 ・ プルーラル子機は親機の室内アドレスに合わせて設定してください。

③  スーパーリンクネットワーク接続要領 ＜信号端子台 Ａ Ｂ＞
・  信号端子台への接続は、Ｍ 3.5 用

の圧着端子を使用してください。

・  配線はシールド線を使用して両端
をアースへ接続してください。

・ AB 信号線には極性はありません。
 AB 接続が反転しても通信します。

・  電源 + 室内外信号線とリモコン線
の並走は避けてください。

・  電源 + 室内外信号線とスーパーリ
ンク線の並走は避けてください。

複数台ネットワーク接続の場合  

室内ユニット接続  

1

ON

2 3 4

1

ON

2 3 4

スイッチ 出荷時設定

000

SW7 3

100の位

SW1

10の位

SW2

1の位

ON : 1

OFF : 0

1 2 3 X Y A B

信号端子台電源端子台

リモコン信号線

スーパーリンクネットワーク信号線（シールド線）

室外ユニットからの
電源+室内外信号線

7mm以下

A

B

A

B

A

B

A

B

室 内

R

室 内

R

室 内

R

室 内

R

室 内

R

室 内 集中制御

分岐接続は可

・ループ状となる配線は不可
  点線部分の配線禁止

※室内ユニット内No.は
　室内アドレス設定例

R

AB AB AB

ABAB

AB AB

031 032 033

022021

012
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④ 接続の確認要領

● ＡＢ信号線回路は DC5V ですので絶対に AC200V の配線を接続しないでください。 
 ・  電源投入前に信号線端子台 A-B 間の抵抗をご確認ください。
   A-B間の抵抗が 100Ω以下の場合は、電源線を信号線端子台へ接続している可能性があります。
   新スーパーリンク対応機だけが接続されている場合　抵抗値の目安＝ 5100 ／接続台数
   旧スーパーリンク機が混在している場合　抵抗値の目安＝ 46000 ／（（旧の接続台数×5）+（新の接続台数×9））
   　台数が多い場合は、一時的に信号線を外し、分割後の回路毎に確認してください。

⑤ 予備回路の接続
● ＡＢ信号線回路（DC5V）と電源線の接続を間違えますと全ての基板が焼損する場合がありますので、ご注意ください。
 1.  A-B 信号線に誤って 200V 電源を接続しても初めの 1 回は保護します。
 2.   電源投入 15 分経過後集中制御側から室内アドレス No. が確認できない場合は、全ての信号線を確認して誤接続を修復してください。
 3.     焼損（ヒューズ F3,F4 が切れている）基板のジャンパ線 -JSL1-  を切り、コネクタ CNK（白）を CNK1（白）から CNK2（黒）

に差し替えてください。
 4.  端子台 AB から基板までの配線に異常があれば交換してください。

⑥  点検表示
・ 室内ユニット 基板 LED ・リモコン ・集中制御オプション等を確認してください。

室内ユニット 基板 LED 点検モード エラー表示赤 緑
消灯 連続点滅 正常 消灯

消灯 消灯
電源不良 
室内①②に電圧が無い

消灯

1 回点滅 連続点滅
室内アドレス No. 重複 
室内ユニット接続台数オーバー

Ｅ２

⑦ 注意事項
1. ①リモコン無（ワイヤードリモコンまたはワイヤレスリモコン無）では使用できません。
 
 ●①②の仕様が必要な場合は、 スーパーリンクアダプタ SC-ADNA の使用を検討してください。
　 　スーパーリンクアダプタ（リモコン線接続）を使用の場合は、室内基板 CNK の接続を外してください。
2. 集中制御機器からプルーラル子機の機能設定はできません。親機のみ有効です。
 子機は設定可能なワイヤードリモコンより操作してください。
3. 集中制御へのフィルターサイン出力は、親機の出力のみ有効です。
 子機の情報はワイヤードリモコンより確認してください。

プルーラル制御 複数台の混在  

・ スーパーリンクは親機にのみ接続してください。
・  

ら設定してください。
・ 子機の室内アドレスは親機に合わせてください。  
・  

てください。＜リモコン据付工事説明書参照＞
 ※室内ユニット内 No. は室内アドレス設定例

リモコンに複数室内機接続＆スーパーリンク  

・  集中制御する全室内ユニットに信号線をつないでください。
  集中制御から個別に室温設定・風量設定等が行えます。
  リモコンには優先室内ユニットの情報が表示されます。
 リモコンから操作した場合同一設定になります。
・  
 ※室内ユニット内 No. は室内アドレス設定例

内

室外

内

R

内 内
親 子 子 子

R

内

室外

内外渡り線

一方のみ 親 に
設定してください。

集中制御
オプション

内外渡り線

内 内
000 000 000 000 015 015 015

親 子 子

R
R

外 外 外 外 外 外 外 外

集中制御
オプション

内
親

000
内

親

001
内

親

045
内

親

026
内

親

020
内

親

012
内

親

034
内

親

015

内外渡り線3心
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13. マイコン運転制御機能

13.1 室内コントローラによる運転制御機能

⑵　自動運転
　 リモコンで「自動」モードを選択すると，外気温度と設定温度または設定温度と吸込温度の差温に応じ自動的に冷房・

暖房に切換えます。（冷房⇔暖房切換えが3分以内に行われる場合は3分タイマにより3分間圧縮機は運転しません。）中
間期等に於ける冷/暖切換え操作を簡便にできると共に，店舗等（銀行のATMコーナー）の無人運転に対応できます。

　RC-DX3Bリモコンを使用する場合，設定により⒜〜⒞の自動運転が選択できます。（初期設定は⒜）。
　RC-D4Gリモコンの場合，⒜のみとなります。
⒜　自動運転1：設定温度と吸込温度の差により，冷暖運転モードを判定します。
　　　　　　　　運転モード切換温度差はリモコン設定により変更可能です。（RC-D4Gを除く）。

注⑴　自動冷房／暖房時の室温制御は，室温設定温度により行います（DIFF：±1deg）
　⑵　暖房時室内熱交温度が59℃以上になる

と自動的に冷房に切換えます。またこ
の切換え後１時間以内は右記の温度に
かかわらず暖房運転を行いません。

室温設定温度
＋3－3

冷房運転

暖房運転

室温（Thi-Aで検知）〔deg〕
5956

暖房運転停止（冷房）

暖房可能

室内熱交温度（℃）

⑴　室温制御
 吸込温度センサ（Thi-A）にて検知をします。

注⑴　リモコンセンサ有効時はリモコンセンサ（Thc）にて検知。

室温設定温度
＋1－1

OFF（CM，FMo）
ON（CM，FMo）

室温設定温度
＋1－1

OFF（CM，FMo）
ON（CM，FMo）

室温（Thi-Aで検知）〔deg〕

暖　

房

冷　

房

室温（Thi-Aで検知）〔deg〕

⒝　自動運転2： 「設定温度＋冷房切換温度と室内吸込温度による判定」と「室外温度による判定」との条件により，冷暖
運転モードを判定します。冷房切換温度，暖房切換温度，室外温度・冷房，室外温度・暖房はリモコン
設定により変更可能です。

　　1　「設定温度－冷房切換温度＜室内吸込温度」 かつ 「室外温度・冷房＜室外吸込温度」⇒ 運転モード：冷房
　　2　「設定温度＋暖房切換温度＞室内吸込温度」 かつ 「室外温度・暖房＞室外吸込温度」⇒ 運転モード：暖房
　　3　上記判定条件の室外吸込温度は，10分毎にサンプリングをします。
　　4　上記の冷房・暖房領域が重なる範囲の場合 ⇒ 強制サーモOFF

室内吸込温度 (℃)

24 2612 14 16 18 28 3020 22

12

26

24

22

20

18

16

14

30

28

暖房

冷房強制サーモOFF

強制サーモ
OFF

強制サーモ
OFF

室外温度・暖房

室外温度・冷房

冷房切換温度 暖房切換温度

設
定
温
度

室
外
吸
込
温
度

(℃)

AP

Y

BP

ESP-FP-2298

ESP-FP-1986

ESP-FP-2002

　

◆ エクシードハイパーシリーズ／ハイパーインバータシリーズ 共通
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　⒞　自動運転3： 設定温度によらず，「室内温度・冷房または暖房と室外温度・冷房または暖房による判定により，冷暖
運転モードを判定します。室内温度冷房，室内温度暖房，室外温度冷房，室外温度暖房はリモコン設
定により変更可能です。

   　1　「室内温度・冷房＜室内吸込温度」 かつ 「室外温度・冷房＜室外吸込温度」の場合 ⇒ 運転モード：冷房
   　2　「室内温度・暖房＞室内吸込温度」 かつ 「室外温度・暖房＞室外吸込温度」の場合 ⇒ 運転モード：暖房
   　3　上記判定条件の室外吸込温度は，10分毎にサンプリングをします。
   　4　上記の冷房・暖房領域が重なる範囲の場合 ⇒ 強制サーモOFF

室内吸込温度 (℃)

24 2612 14 16 18 28 3020 22

12

26

24

22

20

18

16

14

30

28

暖房

冷房強制サーモOFF

強制サーモ
OFF

強制サーモ
OFF

室外温度・暖房

室外温度・冷房

室
外
吸
込
温
度

(℃)

室内温度冷房 室内温度暖房

⑶　冷房・暖房運転時の機能品動作

⑷　除湿運転
吸込口に設置された相対湿度センサ［HS］および吸込空気温度センサ〔Thi-A（リモコンセンサ有効時はリモコンセンサ

による）〕により，室内の温湿度環境を同時に制御します。

ⅰ　 冷房運転で運転を開始し，吸込空気温度と設定温度の差が2℃以内の場合は，室内ファンタップを1タップダウ

ンします。室内ファンタップ切換え後3分間はタップを保持します。

   ⅱ　 上記成立後，吸込温度と設定温度の差が３℃以下，かつ，相対湿度が目標相対湿度より高い場合は，室内ファン

タップを１タップダウンします。吸込温度と設定温度との差が３℃より大きい場合，室内ファンタップを１タッ

プアップします。室内ファンタップ切換え後３分間はタップを保持します。

   ⅲ　相対湿度センサの検知湿度が目標相対湿度以下になった場合，室内ファンタップを保持します。

   ⅳ　上記制御中にサーモOFFが成立した場合，サーモON時の室内ファンタップを保持します。

冷　　房 暖　　房
除　湿送　風

動　作

機能品
サーモ
ON

サーモ
ON

サーモ
OFF

サーモ
OFF

ホットスタート
（デフロスト）

圧 縮 機

四 方 切 換 弁

室 外 送 風 機

室 内 送 風 機

ル ー バ モ ー タ

ド レ ン ポ ン プ ⑶

加 湿 機

◯

×

◯

◯

◯

×

×

×

◯

×⑵

×

×

×

×

◯

×⑵

◯

◯

◯

◯／×

◯／×

×

◯

×

◯／×

◯／×

◯

◯（×）

◯（×）

◯／×

◯／×

◯／×

×

◯／×

◯／×

◯／×
サーモON：◯
サーモOFF：×⑵

×

◯／×

◯／×⑵

◯／×⑷

注
　
　
⑷

○：運転　×：停止　○／×：室温制御以外の制御により運転／停止します。
ドレンモータ遅延制御中はON。
ワイヤードリモコンの室内機能設定によりドレンポンプON設定の選択が可能です。
加湿器ドレン連動制御中はON。
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⑸　タイマー運転

時間タイマー
時刻切タイマー
時刻入タイマー
ウィークリータイマー

時間タイマー

×
○
×

時刻切タイマー
×

○
×

時刻入タイマー
○
○

×

ウィークリータイマー
×
×
×

注⑴　○：可，×：不可
　⑵　時刻入タイマーと時間タイマーおよび時刻切タイマーが併用設定されており，タイマー入時刻と
　　　タイマー切時刻（または切時間）が同時刻に設定された場合は，タイマー切設定が優先されます。

 ⒜　RC-DX3Bリモコンの場合
    ⅰ　切忘れタイマー
          運転開始してから停止するまでの時間を設定します。設定時間は30～240分の範囲（10分単位）まで選択可能です。
　　　　注⑴　リモコンより「切忘れタイマー」設定を有効にしてください。有効の場合，毎回タイマーが作動します。

    ⅱ　時間切タイマー
          運転後，停止させたい時間を1～12時間の範囲（1時間単位）で設定します。
    ⅲ　時間入タイマー
          停止後，運転させたい時間を1～12時間の範囲（1時間単位）で設定します。また，同時に室内温度・運転モー
          ド・風量・ウォームアップ有効／無効の設定が可能です。
    ⅳ　時刻入タイマー
          運転開始時刻を設定します。設定時刻は5分単位での設定が可能で，1回のみ／毎日の切換えが可能です。また，
          同時に室内温度・運転モード・風量・ウォームアップ有効／無効の設定が可能です。
　　　　注⑴　時刻入タイマーを使用するには，時刻設定が必要です。

    ⅴ　時刻切タイマー
          運転停止時刻を設定します。設定時刻は5分単位での設定が可能で，1回のみ／毎日の切換えが可能です。
　　　　注⑴　時刻切タイマーを使用するには，時刻設定が必要です。

    ⅵ　ウィークリータイマー
          1週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。１日最大８パターンまでの設定が可能で，祭日および臨時
          休業など休日設定が可能です。
            注⑴　ウィークリータイマーを使用するには，時刻設定が必要です。

    ⅶ　タイマー運転の併用設定可能な組合せ

注⑴　○：可，×：不可

切忘れタイマー 時間切タイマー 時間入タイマー 時刻切タイマー 時刻入タイマー ウィークリータイマー
切忘れタイマー × × ○
時間切タイマー × × × × ×
時間入タイマー × × × × ×
時刻切タイマー ○ × × ○ ×
時刻入タイマー ○ × × ○ ×
ウィークリータイマー ○ × × × ×

○ ○

⒝　RC-D4Gリモコンの場合
ⅰ　時間タイマー

現在よりエアコンOFFの時間を設定します。
「１時間後切」から「10時間後切」の10段階での選択が可能です。時間タイマー設定後は，現在時刻の経過ととも
に１時間単位で残り時間の表示を行います。

ⅱ　時刻切タイマー
エアコンOFF時刻を10分単位での設定が可能です。

ⅲ　時刻入タイマー
エアコンON時刻を10分単位での設定が可能です。また，同時に室内温度も1℃単位で設定が可能です。

ⅳ　ウィークリータイマー
各曜日毎に，一日最大４回タイマー運転（入タイマー，切タイマー）の設定が可能です。

ⅴ　タイマー運転の併用設定可能な組合せ
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⑹　ホットスタート（暖房時コールドドラフト防止）
⒜　開始条件

下記のいずれかの条件が成立時，ホットスタート制御を行います。
ⅰ　停止から暖房運転へ
ⅱ　冷房運転から暖房運転へ
ⅲ　暖房サーモOFFからサーモONへ
ⅳ　デフロスト制御終了後（サーモONユニットのみ）

⒝　制御内容
ⅰ　ホットスタート時の室内ファン制御

1）　暖房運転開始後7分以内にサーモ状態（暖房サーモOFF時のファン制御）によりファンモードを決定します。
a）　サーモOFFの場合

ⅰ）　暖房サーモOFF時の室内ファン制御設定により運転します。
ⅱ）　 サーモOFFからサーモONに変化しても室内ファンは室内熱交温度センサ（Thi-R1，R2の何れか高い方）

が35℃以上になるまでサーモOFF時のファン制御で運転を続けます。
ⅲ）　室内熱交温度センサ（Thi-R1，R2の何れか高い方）が35℃以上になった時は，設定風量で運転します。

b）　サーモONの場合
ⅰ）　室内熱交温度センサ（Thi-R1，R2の何れか高い方）が25℃以下の時は，室内ファンはOFFで運転しません。
ⅱ）　 室内熱交温度センサ（Thi-R1，R2の何れか高い方）が25℃以上になった時は，暖房サーモOFF時のファ

ン制御で運転します。
ⅲ）　室内熱交温度センサ（Thi-R1，R2の何れか高い方）が35℃以上になった時は，設定風量で運転します。

c）　 ワイヤードリモコン室内機能設定から「暖房ファン制御」を「設定風量」に設定している場合は，サーモON/
OFFに関わらず室内ファンは設定風量で運転します。

2）　 サーモON中に1度室内ファンがOFFからONとなると，室内熱交温度センサが25℃以下となっても室内ファンを
OFFしません。
注⑴　デフロスト制御受信時はデフロスト時のファン制御に従います。

3）　一旦ホットスタートを終了すると室内熱交温度センサの温度が低下してもホットスタートを再開しません。
ⅱ　ホットスタート作動時は，ルーバは水平位置となります。
ⅲ　 デフロスト終了後，連続7分間室内ファンがOFFの場合は，室内熱交温度センサ（Thi-R1，R2）の検知温度に係

わらずONします。
⒞　終了条件

ⅰ　ホットスタート制御中に下記の何れかの条件が成立した時，本制御を終了し室内ファンは設定風量で運転します。
1）　室内熱交温度センサ（Thi-R1，R2の何れか高い方）が35℃以上の時。
2）　ホットスタート制御開始7分経過した時。

⑺　ホットキープ
デフロスト制御開始時にホットキープ制御を行います。

⒜　制御内容
ⅰ　 室内熱交温度（Thi-R1またはR2で検知）が35℃未満となった場合，室内ファンはサーモOFF時のファン設定に従い

ます。
ⅱ　ホットキープ時は，ルーバは水平位置となります。

⑻　サーモ動作
⒜　冷房

ⅰ　室温制御によりサーモを動作させます。
ⅱ　設定温度に対し，サーモONとOFFは次の通りです。

ⅲ　冷房運転開始時（暖房から冷房も含む）室温が－1＜設定温度＜＋1の間はサーモONとします。

－1 ＋1

設定温度

サーモON

温度下降

温度上昇
サーモOFF
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⒝　暖房
ⅰ　室温制御によりサーモを動作させます。
ⅱ　設定温度に対し，サーモONとOFFは次の通りです。

ⅲ　暖房運転開始時（冷房から暖房も含む）室温が－1＜設定温度＜＋1の間はサーモONとします。
⒞　暖房サーモOFF中のファン制御
ⅰ　暖房サーモOFF中のファン制御は下記に示す内容が，ワイヤードリモコンの室内機能設定から選択が可能です。

①弱風（工場出荷時）　②設定風量　③間欠　④停止
ⅱ　「弱風（工場出荷時）」を選択した場合の室内ファンタップはULoで運転します。

－1 ＋1

設定温度

サーモON

ヒータON
サーモOFF

ヒータOFF

－1 ＋1 3℃

温度下降

温度上昇

ⅲ　「設定風量」を選択した場合は，サーモOFF時も設定風量で運転します。
ⅳ　「間欠」を選択した場合は，下記の制御を行います。
1）　�暖房運転中にサーモOFFした室内ユニットは，室内ファンをOFFします。
2）　�室内ファンOFFを5分間固定とし，5分後に室内ファンをULoで運転を2分間行います。この間ルーバは水平制御

となります。
3）　室内ファンをULoで運転2分後に1）項に移行します。
4）　サーモONであれば，ホットスタート制御へ移行します。
5）　�暖房サーモOFFとなった場合，リモコンに表示する温度は室内ファンが停止となった時点とし，以降室内ファン

がULoから停止のタイミングで更新します。
　　リモコンでは運転データ表示操作により温度表示を行い，室内ファンがOFF中も値を更新します。
6）　�暖房サーモOFF中にデフロストに入った場合，またはデフロスト中にサーモOFFした場合の室内ファンはOFF

とします。（ホットキープ，ホットスタート制御を優先）ただし，吸込温度の更新は7分毎に行います。
7）　�暖房サーモONとなった場合，または他の運転モード（含む停止）に切換えた場合は，その時点で本制御を中止し，

その後通常運転に復帰します。
ⅴ　�「停止」を選択した場合は，暖房運転中にサーモOFFすると室内ファンをOFFします。

⒟　冷房サーモOFF中のファン制御
ⅰ　冷房サーモOFF中のファン制御は下記に示す内容が，ワイヤードリモコンの室内機能設定から選択が可能です。

①弱風　②設定風量（工場出荷時）　③間欠　④停止
ⅱ　「弱風」を選択した場合の室内ファンタップはULoで運転します。
ⅲ　「設定風量（工場出荷時）」を選択した場合は，サーモOFF時も設定風量で運転します。
ⅳ　「間欠」を選択した場合は，下記の制御を行います。
1）　冷房運転中にサーモOFFした室内ユニットは，室内ファンをOFFします。
2）　�室内ファンOFFを5分間固定とし，5分後に室内ファンをULoで運転を2分間行います。
3）　室内ファンをULoで運転2分後に1）項に移行します。
4）　サーモONであれば，室内ファンは設定風量で，冷房運転を行います。
5）　�冷房サーモOFFとなった場合，リモコンに表示する温度は室内ファンが停止となった時点とし，以降室内ファン

がULoから停止のタイミングで更新します。
　　リモコンでは運転データ表示操作により温度表示を行い，室内ファンがOFF中も値を更新します。
6）　�冷房サーモONとなった場合，または他の運転モード（含む停止）に切換えた場合は，その時点で本制御を中止し，

その後通常運転に復帰します。
ⅴ　�「停止」を選択した場合は，冷房運転中にサーモOFFした室内ファンをOFFします。
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⑽�　オートスイング制御（オートスイング機能付機種のみ）

   ⒜　RC-DX3Bリモコンの場合
   ⅰ　ルーバ制御
1）エアコンが運転している時に，ルーバを動かすときは，リモコンのTOP画面で「風向」ボタンをタッチする

                 と風向切換画面が表示されます。
2）ルーバをスイングさせる場合は「オートスイング」ボタンをタッチしてください。ルーバが上下に連動して

                 動きます。 
                 ルーバ位置を固定する場合は 1 ～ 4 ボタンをタッチしてください。ルーバが指定の位置でとまります。

3）ルーバ４位置制御機の電源投入時のルーバ動作
                 電源投入時，ルーバは自動的に（リモコン操作なし）1回スイングします。
                 これは，ルーバ位置をマイコンが確認するため，ルーバモータ（LM）の位置をマイコンに入力させるための
                 動作です。
   ⅱ　暖房時のルーバ自動水平セット

                 ホットスタートおよび暖房サーモOFF時は，（コールドドラフトを防ぐため）オートスイング操作(オートスイ
                 ングまたはルーバ停止)に関わらずルーバは水平位置となります。またルーバ位置の表示は本制御に入る前の表
                 示を継続します。
   ⅲ　ルーバフリー停止制御

                 リモコンのTOP画面の「メニュー」より「メニュー画面」→「サービス設定」→「リモコン設定」→「サー
                 ビスパスワード」→「ルーバ制御」の順に選択してください。
                 この画面にてフリー停止を選択するとリモコンより停止信号があった場合ルーバを停止します。
             さらにリモコンよりオートスイング信号があった場合，停止位置よりルーバが動き始めます。
                 

⒝　RC-D4Gリモコンの場合
ⅰ　ルーバ制御
1）　�エアコンが運転している時に，ルーバを動かすときは，�風向調整�ボタンを押します。� �
「スイング」を表示し，ルーバが上下に連続して動きます。

2）　�ルーバの位置を固定するときは，ルーバが動いているときに，�風向調整�ボタンを一度押すと，4位の停止位置が
1秒ごとに順番に表示されます。�
停止させたい位置に表示がきたときに，再度�風向調整�ボタンを押します。表示が停止し，「ルーバ停止」表示を
5秒間表し，ルーバが停止します。

3）　�ルーバ4位置制御機の電源投入時のルーバ動作� �
電源投入時，ルーバは自動的に（リモコン操作なし）1回スイングします。� �
これは，ルーバ位置をマイコンが確認するため，ルーバモータ（LM）の位置をマイコンに入力させるための動作です。

ⅱ　暖房時のルーバ自動水平セット
�ホットスタートおよび暖房サーモOFF時はオートスイングスイッチの操作（オートスイングまたはルーバ停止）に
関わらずルーバは水平位置となります。（コールドドラフトを防ぐため）またルーバ位置の表示は本制御に入る前の
表示を継続します。

ⅲ　ルーバフリー停止制御
�ワイヤードリモコン室内機能「ルーバ制御設定」でルーバフリー停止を選択した場合，リモコンより停止信号があっ
た場合ルーバモータを停止します。さらにリモコンよりオートスイング信号があった場合，停止前の位置よりオー
トスイングを始めます。
注⑴　ワイヤードリモコン室内機能「ルーバ制御設定」を切換えた場合は，リモコン機能「ルーバ制御設定」も同様に切換えてください。

⑼　フィルターサイン
�運転時間（運転／停止スイッチがONとなっている時間）が 180 時間⑴になるとリモコン上の「フィルター清掃」を表
示します。（運転／停止に関係なく，故障時，集中制御時も表示します。）

フィルターサイン設定

設定１

設定２

設定３

設定４

機　　　　　能
設定時間： 180 時間（工場出荷時）

設定時間： 600 時間

設定時間： 1,000 時間

設定時間：1,000 時間（ユニット停止）⑵

注⑴ フィルターサインの時間設定はワイヤードリモコンの室内機能「フィルターサイン設定」により下表の様に設定が可能です。
（工場出荷時は，設定1に設定されています。）

設定 4では，設定時間経過後フィルター清掃を表示させ更に 24時間（停止中もカウント）経過後ユニットを停止します。⑵

�注意　�FDTCシリーズはRC-DX3Bリモコンの機能設定で「ドラフト防止設定」が有効の時，オートスイングを選択
してもドラフト防止設定が有効なルーバはスイングせず水平位置となります。オートスイングさせる場合は「ド
ラフト防止設定」を解除してください。
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⑾　圧縮機インチング防止制御
⒜　3分タイマー
　�圧縮機がサーモスタット，リモコンの運転スイッチ，異常により停止した場合は3分間圧縮機を再始動させません。
ただし電源投入時，3分タイマーは無効となります。

⒝　3分強制運転タイマー
ⅰ　�圧縮機ON後3分間圧縮機は停止しません。ただし運転／停止による停止，運転モード変更によりサーモOFFとなっ
た時は即停止します。

ⅱ　強制運転制御中に，保護制御に入った場合は，保護制御を優先して圧縮機をOFFします。

⑿　ドレンポンプ制御
⒜　冷房運転，自動の冷房および除湿運転にて圧縮機運転中に作動します。
⒝　�ドレンポンプがONしてからOFFの領域となっても，5分間ドレンポンプONを継続し，その後停止します。�
また異常停止の場合も5分間遅延を継続します。

⒞　圧縮機ONからOFF時にドレンポンプを5分間遅延運転させます。
⒟　上記以外の状態（暖房，送風，停止，冷房サーモOFF）でもドレン検知によりドレンポンプ制御を行います。
⒠　ワイヤードリモコン室内機能設定の「ドレンポンプ運転」により下記設定が可能です。
ⅰ　標準：冷房・除湿時ドレンポンプON（出荷時）
ⅱ　暖房：ⅰ＋暖房時ドレンポンプON
ⅲ　暖房　送風：ⅰ＋暖房時，送風時ドレンポンプON
ⅳ　送風：ⅰ＋送風時ドレンポンプON

⒀　ドレン異常検知
⒜　フロートスイッチ（FS）とタイマーによりドレン検知スイッチをON-OFFします。

［＊1］�ドレン検知可能区間においてフロートスイッチ「開」を3秒間連続検知した時，ドレン検知スイッチを「ON」
にします。

［＊2］フロートスイッチ「閉」を10秒間連続検知した時，ドレン検知スイッチを「OFF」にします。

通常状態 通常状態

［＊2］［＊1］

ドレン検知スイッチ　ON

ⅰ　電源ON後 30秒以降は常時検知します。
ⅱ　ドレンポンプOFF後 10秒間はドレン異常検知を行ないません。
ⅲ　ドレン検知スイッチ「ON」により，ドレンポンプを強制ONにします。
ⅳ　ドレン検知スイッチ「OFF」により，ドレンポンプ強制ONを解除します。

⒝　室内ユニットは，各運転状態によりA制御またはB制御を行ないます。

ⅰ　A制御
1）　�フロートスイッチがドレン異常を検知すると異常停止（E9表示）します。異常検知後，ドレンモータはONを

継続します。
2）　�フロートスイッチがドレン異常を検知している間は運転します。

ⅱ　B制御
フロートスイッチがドレン異常を検知するとドレンモータを5分間ONし，ドレンモータOFF後10秒の時点でフロー
トスイッチをチェックし正常ならば通常の停止，異常ならばE9を表示しドレンモータをONします。（ドレン検知中
はONのまま。）

停止⑴

室内ユニットの運転モード

A　制　御

B　制　御

圧縮機ON中

圧縮機OFF中

冷房 除湿 暖房送風⑵

注⑴　冷房，除湿，送風，暖房からの停止，異常停止を含む
⑵　運転モード不一致による「送風」運転を含む
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⒁　運転チェック／ドレンポンプ試運転モード
⒜　室内基板上のディップスイッチ（SW7－1）をONの状態で電源を投入することにより運転チェック／ドレンポンプ

試運転モードに入ります。なお，電源投入後の切換えは無効（禁止）です。
⒝　ディップスイッチ（SW7－1）がONで電源投入後60秒以内にリモコン通信が確定した場合は，運転チェックモード

に入ります。また，リモコン通信が確定しない場合は，ドレンポンプ試運転モードに入ります。
注⑴　ドレンポンプ試運転モードを選択する場合は，室内基板上のリモコン用コネクタ（CnB）を抜きリモコン通信を断ってください。

⒞　運転チェックモード
室外ユニットとの通信は行われず，リモコン操作により各運転モードを行います。

⒟　ドレンポンプ試運転モード
ドレンポンプ試運転確定後ドレンポンプのみ運転を行い，運転中は，室内ユニットのマイコンによる保護機能は無効
となります。

⒂　室内熱交アンチフロスト（凍結防止制御）
⒜　強制圧縮機OFF制御
ⅰ　「冷房」「除湿」運転中，熱交温度センサ（Thi-R1，R2）の検知により圧縮機をOFFします。

ⅱ　�圧縮機ON後4分間は，凍結防止制御の強制圧縮機OFF制御を作動させません。圧縮機ONから4分経過時点で，室
内熱交温度センサ（Thi-R1，R2）の検知温度が強制圧縮機OFF温度（1.0℃）以上の場合は，圧縮機ON可の状態
から検知を開始します。

ⅲ　�圧縮機ONから4分経過後，室内熱交温度センサ（Thi-R1，R2の何れか）が5分連続して強制圧縮機OFF温度（1.0℃）
以下となると圧縮機をOFFさせます。また，室内熱交温度センサ（Thi-R1，R2）の温度が10℃以上になると圧
縮機をONさせます。

ⅳ　室外ユニットへ「アンチフロスト」信号を送ります。
ⅴ　ワイヤードリモコン室内機能設定の「フロスト防止温度」により強制圧縮機OFF温度の切換えができます。
　 • 温度　低：1.0℃（工場出荷時）
　 • 温度　高：2.5℃
　ここで、湿度センサ有り（FDT,�FDTC,�FDKシリーズ）の場合は下記となります。
　相対湿度が50％ RH以下を連続３分間検知した場合、強制圧縮機OFF温度は下記となります。
　 • 温度　低：－0.5℃（工場出荷時）
　 • 温度　高：���1.0℃

1.0 10
室内・熱交センサ温度（℃）

ON5分タイマー

温度下降

温度上昇

強制
圧縮機OFF

⒝　凍結防止制御時の室内ファン制御
　冷房・除湿運転中に凍結防止制御に入った場合は，室内ファンを切換えます。
ⅰ　DCモータの場合
　1）　�室内ユニットの吸込空気温度（Thi-Aで検知）が23℃以上かつ，室内熱交温度（Thi-R1，2で検知）が周波数

低下開始温度A℃＋1.0℃を検知した場合は，室内ファン回転数を20min-1増加させます。
　 • 周波数低下開始温度（A）　低：1.0℃（工場出荷時）
　 • 周波数低下開始温度（A）　高：2.5℃

　2）　�室内ユニットの吸込空気温度（Thi-Aで検知）が23℃以上かつ，凍結防止制御による強制圧縮機OFF制御実施時，
室内ファンを1タップ上げます。

　3）　�凍結防止制御による室内ファンアップ後，吸込空気温度が23℃以上かつ室内熱交温度が周波数低下開始温度A℃
＋1.0℃を検知した場合は，室内ファン回転数を20min-1増加させます。

　4）　凍結防止制御による室内ファンアップ後，2）項を再度検知した場合は，室内ファンを1タップ上げます。
　5）　ワイヤードリモコン室内機能「フロスト防止制御」によりファン制御の有効／無効が切換えられます。
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SW2：0〜9,A〜Fを設定します。

SW5：親・子ユニットを設定します。

（右表を参照）
親ユニット OFF OFF

OFF ON

SW5-1 SW5-2

ON OFF

ON ON

子aユニット
子bユニット
子cユニット

スイッチ
ユニット

SW5の設定

⒃　暖房過負荷保護制御
⒜　室内熱交温度（Thi-R1，2で検知）が63℃以上を2秒間検知した場合は，暖房過負荷保護制御を開始し，検知温度が

56℃以下を検知すると解除します。

⒝　1回目の暖房過負荷検出
ⅰ　圧縮機OFF信号を送信し停止制御を行います。
ⅱ　�サーモONにより圧縮機をONし，吸込温度（Thi-Aで検知）が31℃以上を2秒間検知すると圧縮機を強制OFFしま

す。
⒞　暖房過負荷検出後，60分以内に2回目，3回目，4回目の検出
ⅰ　圧縮機OFF信号を送信し停止制御を行います。
ⅱ　サーモONにより圧縮機をONし，室内ファン速度が強以下であれば1速アップさせます。

⒟　1回目の検知から60分以内に5回および連続6分間検出すると異常停止（E8）します。

56 63
室内熱交温度（℃）

開始暖房過負荷保護制御

温度下降

温度上昇

解除

⒄　�室内ファンモータ異常
⒜　ファンモータ運転後，30秒間連続して回転数が200min-1未満を60分以内に4回検知した時は異常停止（E16）します。
⒝　ファンモータが回転指令出力後，2分間連続して要求回転数－50min-1に達しないときは，ファンモータ異常として異

常停止（E20）します。

⒅　複数台制御ー 1リモコンによる 16台グループ制御
⒜　機　　能
1個のリモコンで複数台のユニット（室内ユニット・最大16台）をグループ制御できます。リモコンでセットした「運
転モード」でグループの全ユニットは号機No.⑴順に順次運転・停止させることができます。
各ユニットのサーモ，保護機能は独立して機能します。
注⑴　号機NO.は室内制御基板上のSW2で設定します。SW2の号機設定は室内のみ必要です。

　⑵　号機は重複しなければランダムでも構いませんが，0，1，2…，Fと順番に設定していった方が間違いなく設定できます。

⒝　リモコンへの表示
ⅰ　�センタまたはリモート別，暖房準備：運転中のユニットでリモートモードの（リモートモードが無い時は，セン
ターモード）最若号機ユニットの表示

ⅱ　点検表示，フィルターサイン：いずれか初発のユニット対応で表示
⒞　接続ユニットの確認
ⅰ　RC-DX3Bリモコンの場合
　�リモコンのTOP画面の「メニュー」より「メニュー画面」→「サービス設定」→「サービス・メンテナンス」→「サー
ビスパスワード入力」→「エアコンNo.表示」の順に選択すると接続室内ユニットが表示されます。

ⅱ　�RC-D4Gリモコンの場合
　�リモコンの�エアコンNo.�ボタンを押すと，リモコン通信アドレスが表示されます。その後▲  ▼ボタンを押すと最
若号機から順に表示されます。

リモコン

室内ユニット

室外ユニット

室内・外接続線

リモコン配線
R

0 1 2 3 F
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  外部入力（遠方表示）／遠方操作
       外部入出力端子CnTおよび入力端子CnTAにより，運転状態の出力およびエアコンの発停入力をすることができます。
     ⒜  外部制御（遠方表示）用出力（オプションの遠方発停監視キットが利用できます。）
        ⒤  出荷状態の出力
　　　　1)   室内制御基板上に下記の出力用コネクタ（CnT）を持っています。遠方発停監視キットを接続して各々の無電
                  圧接点を取出してください。
　　      2)   出荷状態では，以下の４つの出力が割り当てられています。
                  ・運転出力（CnT1-2）：運転中，リレー駆動用出力DC12Vを出力します。
                  ・暖房出力（CnT1-3）：暖房運転中，リレー駆動用出力DC12Vを出力します。
                  ・圧縮機 ON 出力（CnT1-4）：圧縮機が運転中，リレー駆動用出力DC12Vを出力します。
                  ・異常出力（CnT1-5）：異常発生時，リレー駆動用出力DC12Vを出力します。
       ⅱ  出力コネクタの変更
　　　　1)   ワイヤードリモコンの室内機能設定により，出力コネクタの変更および(ⅲ)項の出荷状態以外の出力に変更する
　　　         ことができます。ワイヤードリモコンRC-DX3Bでの設定は可能ですが，ワイヤードリモコンRC-D4Gでは
                  設定ができません。
　　      2)   設定は，ワイヤードリモコンの室内機能「外部出力設定 」で出力先の選択してください。ワイヤードリモコン
                  での設定名とコネクタは以下のようになります。
                  ①外部出力１：CnT1-2  ②外部出力2：CnT1-3  ③外部出力3：CnT1-4  ④外部出力4：CnT1-5
      ⅲ  出荷状態以外の出力
　　　　1)   冷房出力：冷房モード中（自動の冷房運転，デフロスト，暖房油戻しを含む）に出力します。
　　　　2)   ファン運転出力1：室内ファンの速度によらず，ファン運転中に出力します。
　　　　3)   ファン運転出力2：室内ファンが，Hiタップ以上で運転中に出力します。
　　　　4)   ファン運転出力3：室内ファンが，Hiタップ未満で運転中に出力します。
　　　　5)   デフロスト，油戻し出力：室外ユニットからのデフロスト信号または暖房油戻し信号を受信中に出力します。
　　　　6)   換気出力：ワイヤードリモコンからの換気指令により出力します。
　　　　7)   ヒータ出力：（8），(b)項の条件により出力します。
　　　　8)   フリークーリング出力
　　　         運転モードが冷房または送風の場合，外気温度により出力します。（外気導入による温度調整用）
　　　　

　　　　
   
            

OFF OFF

ON

12

外温下降
外温上昇

1０ 16 18
外気温度（Tho-A）

入力端子
室内機能設定

RC-DX3B（ワイヤードリモコン） RC-D4G（ワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：運転/停止 運転許可/禁止:無効

CnTA 外部入力２設定：運転/停止 
設定項目はありませんが、出荷状態の
ままで使用可能です。

入力方式
CnT

外部入力１方式：“レベル入力”または
“パルス入力”

外部入力切換え：“レベル入力”または
“パルス入力”

CnTA
外部入力２方式：“レベル入力”または

“パルス入力”
設定項目はありませんが、出荷状態の
ままでレベル入力です。

　　　　９)   室内過負荷アラーム出力
                   運転開始30分以降で，設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定した温度差以上となった場合，出力し
                   ます。
     ⒝  遠方操作用入力（CnT1-6 または CnTA1-2）
        ⒤  リモコンによる設定方法
　　　　1)   ワイヤードリモコンの室内機能設定により，運転/停止モードおよび入力方式を設定します。出荷状態で，外部
　　　　　   入出力1，2の設定は運転/停止，外部入力1，2の方式はレベル入力となっています。

       ⅱ  外部入力による動作
　　　　1)   運転・停止の切換え
               a)   レベル入力の場合
                     外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2は閉）の場合は運転となります。
                     外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2は開）の場合は停止となります。

⒟　異常時
ⅰ　�グループの一部ユニットに異常が発生した場合（保護装置作動）当該ユニットは異常停止しますが，他の正常な
ユニットはそのまま運転を継続します。

ⅱ　配線要領
�各ユニットの室内・外接続線は各ユニット毎に通常と同じ配線をしてください。グループ制御用にリモコンの端
子台（X，Y）を使用し各室間に渡り配線をしてください。
�リモコン線と電源線または他の電気機械器具電線（AC100V以上）とは分離して配線してください。

⒆　風速制御
�高天井に設置された室内ユニットで風量が不足する場合にファンタップを変更することにより風量のアップが可能で
す。ワイヤードリモコン室内機能の「風速（高天井）設定」によりファンタップが変更できます。

�吸込温度センサの検知温度が－50℃以下，室内熱交温度センサの検知温度が－50℃以下を連続5秒間検知した場合は
圧縮機を停止します。3分遅延後に圧縮機を再起動させ1回目の検知から60分以内に再検知および連続6分間検知した
場合は，停止（吸込温度センサ：E7，室内熱交温度センサ：E6）します。

⒝　短絡検知
室内熱交温度センサの検知温度が，冷房運転で圧縮機ON2分後から20秒間に短絡を連続5秒間検知した場合は停止
（E6）します。

⒇　温度センサ（吸込・室内熱交）断線・短絡検知
⒜　断線検知

注⑴　出荷時標準に設定されています。
　⑵　ホットスタートおよび暖房サーモOFF時等は室内ファンを各設定の低速タップで運転します。
　⑶　（　）内は，RC-D4Gリモコンの場合を示します。

標準
設定1(高天井1)
設定2(高天井2)

風速設定
(高天井設定)

Hi - Lo Hi - MeHi - Me - LoP-Hi1 - Hi - Me - Lo

急 - 弱 急 - 強急 - 強 - 弱P急 - 急 - 強 - 弱

P-Hi1 - Me P-Hi1 - HiP-Hi1 - Hi - MeP-Hi2 - PHi1 - Hi - Me

Hi - Lo Hi - MeHi - Me - LoP-Hi2 - Hi - Me - Lo

室内風量設定
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  外部入力（遠方表示）／遠方操作
       外部入出力端子CnTおよび入力端子CnTAにより，運転状態の出力およびエアコンの発停入力をすることができます。
     ⒜  外部制御（遠方表示）用出力（オプションの遠方発停監視キットが利用できます。）
        ⒤  出荷状態の出力
　　　　1)   室内制御基板上に下記の出力用コネクタ（CnT）を持っています。遠方発停監視キットを接続して各々の無電
                  圧接点を取出してください。
　　      2)   出荷状態では，以下の４つの出力が割り当てられています。
                  ・運転出力（CnT1-2）：運転中，リレー駆動用出力DC12Vを出力します。
                  ・暖房出力（CnT1-3）：暖房運転中，リレー駆動用出力DC12Vを出力します。
                  ・圧縮機 ON 出力（CnT1-4）：圧縮機が運転中，リレー駆動用出力DC12Vを出力します。
                  ・異常出力（CnT1-5）：異常発生時，リレー駆動用出力DC12Vを出力します。
       ⅱ  出力コネクタの変更
　　　　1)   ワイヤードリモコンの室内機能設定により，出力コネクタの変更および(ⅲ)項の出荷状態以外の出力に変更する
　　　         ことができます。ワイヤードリモコンRC-DX3Bでの設定は可能ですが，ワイヤードリモコンRC-D4Gでは
                  設定ができません。
　　      2)   設定は，ワイヤードリモコンの室内機能「外部出力設定 」で出力先の選択してください。ワイヤードリモコン
                  での設定名とコネクタは以下のようになります。
                  ①外部出力１：CnT1-2  ②外部出力2：CnT1-3  ③外部出力3：CnT1-4  ④外部出力4：CnT1-5
      ⅲ  出荷状態以外の出力
　　　　1)   冷房出力：冷房モード中（自動の冷房運転，デフロスト，暖房油戻しを含む）に出力します。
　　　　2)   ファン運転出力1：室内ファンの速度によらず，ファン運転中に出力します。
　　　　3)   ファン運転出力2：室内ファンが，Hiタップ以上で運転中に出力します。
　　　　4)   ファン運転出力3：室内ファンが，Hiタップ未満で運転中に出力します。
　　　　5)   デフロスト，油戻し出力：室外ユニットからのデフロスト信号または暖房油戻し信号を受信中に出力します。
　　　　6)   換気出力：ワイヤードリモコンからの換気指令により出力します。
　　　　7)   ヒータ出力：（8），(b)項の条件により出力します。
　　　　8)   フリークーリング出力
　　　         運転モードが冷房または送風の場合，外気温度により出力します。（外気導入による温度調整用）
　　　　

　　　　
   
            

OFF OFF

ON

12

外温下降
外温上昇

1０ 16 18
外気温度（Tho-A）

入力端子
室内機能設定

RC-DX3B（ワイヤードリモコン） RC-D4G（ワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：運転/停止 運転許可/禁止:無効

CnTA 外部入力２設定：運転/停止 
設定項目はありませんが、出荷状態の
ままで使用可能です。

入力方式
CnT

外部入力１方式：“レベル入力”または
“パルス入力”

外部入力切換え：“レベル入力”または
“パルス入力”

CnTA
外部入力２方式：“レベル入力”または

“パルス入力”
設定項目はありませんが、出荷状態の
ままでレベル入力です。

　　　　９)   室内過負荷アラーム出力
                   運転開始30分以降で，設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定した温度差以上となった場合，出力し
                   ます。
     ⒝  遠方操作用入力（CnT1-6 または CnTA1-2）
        ⒤  リモコンによる設定方法
　　　　1)   ワイヤードリモコンの室内機能設定により，運転/停止モードおよび入力方式を設定します。出荷状態で，外部
　　　　　   入出力1，2の設定は運転/停止，外部入力1，2の方式はレベル入力となっています。

       ⅱ  外部入力による動作
　　　　1)   運転・停止の切換え
               a)   レベル入力の場合
                     外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2は閉）の場合は運転となります。
                     外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2は開）の場合は停止となります。

  運転許可・禁止（コインタイマー用制御）
      リモコンで設定を変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTAの機能切換えを行い，外部信号の
      入力によりエアコンの操作可能・操作不可を制御することができます。
　　市販のコインタイマーの信号等によりエアコン使用可能・使用不可を制御することができます。

ON ON
OFF OFF

外部入力機能切換

運転/停止

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

運転/停止

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

運転/停止

運転/停止
（競合）

外部入力方式 動           作           

①レベル

②パルス

運転 運転
停止 停止

運転 運転
停止 停止

↑リモコン停止 ↑リモコン運転

↑リモコン停止 ↑リモコン運転

運転/停止
（競合）

ON ON
OFF OFF

運転/停止反転
ONエッジ

運転/停止反転
ONエッジ

運転指令エッジ↑ ↑停止指令エッジ

運転
停止 停止

運転 運転
停止 停止 停止

      ⅲ  注意事項
　　　　1)   ワイヤードリモコンは必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。
　　　　2)   エアコンの操作が「センターモード」となっている時は，CnT または CnTA による遠方操作は無効となります。
　　　　3)   コネクタの部品番号（別売品，配線長さ 500mm）  

コネクタ 部品番号

CnT PCZ006A043

CnTA PCZ006A053

CnZ（HA用） PCZ006A054

入力端子
室内機能設定

RC-DX3B（ワイヤードリモコン） RC-D4G（ワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：許可/禁止 運転許可/禁止:有効

CnTA 外部入力２設定：許可/禁止 設定できません。

入力方式
CnT

外部入力１方式：“レベル入力”または
“パルス入力”

外部入力切換え：“レベル入力”または
“パルス入力”

CnTA
外部入力２方式：“レベル入力”または

“パルス入力”
設定できません。

               b)   パルス入力の場合
                     外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで運転と運転停止を反転します。

               2)   パルス入力の場合
                     外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで運転許可と運転禁止を
                     反転します。

      ⒝　外部入力による動作
　　　　ⅰ   運転許可・禁止の切換え
               1)   レベル入力の場合
                     外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合は，運転許可となります。
                     外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合は，運転禁止となります。

ON ON
OFF OFF

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

運転許可/禁止
許可 許可

禁止 禁止

運転指令エッジ↑ ↑停止指令エッジ

ON ON
OFF OFF

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

運転許可/禁止
許可

禁止 禁止

運転/停止反転
ONエッジ

運転/停止反転
ONエッジ

注(1) CnZは、FDT, FDKにはありません。

     ⒜  リモコンによる設定方法
　　　　ⅰ   ワイヤードリモコンの室内機能設定により，運転許可・禁止モードおよび入力方式を設定します。  
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　　　　ⅱ   運転許可の場合の動作
               1)   エアコンは，リモコンからの操作が可能です。
               2)   「センター」モード設定時は，センターからのみ操作可能がとなります。
　　　　ⅲ   運転禁止時の場合の動作
               1)   エアコンは，リモコンからの操作ができません。
               2)   エアコン運転中に運転禁止となった場合は，エアコンは停止します。
        ⒞  注意事項
　　　　ⅰ   ワイヤードリモコンは，必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。
　　　　ⅱ   プルーラル制御中は，親機のみ本制御を受け付けます。子機は本制御を受け付けません。子機は，親機の入力
　　　　      に連動します。

  冷房・暖房外部入力機能切換え
      リモコンで設定変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切換えを行い，外部信号の
      入力により運転モードを冷房/暖房に切換えることができます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
        ⒤  ワイヤードリモコンの室内機能設定により，冷房/暖房モードおよび入力方式を設定します。
             RC-DX3Bのリモコンで設定可能です。RC-D4Gリモコンでは設定できません。

入力端子 室内機能設定（RC-DX3Bワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：冷房/暖房

CnTA 外部入力２設定：冷房/暖房

入力方式
CnT 外部入力１方式：“レベル入力”または “パルス入力”

CnTA 外部入力２方式：“レベル入力”または “パルス入力”

  緊急停止信号処理
      室内機能設定を変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切替えを行い，外部信号の
      入力により，室外ユニットを緊急停止させます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
　　　 室内機能設定により，緊急停止モードを設定します。

     ⒝  外部入力による動作
        ⒤  冷房/暖房の切換え
　　　　1)   レベル入力の場合
                  外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合は暖房となります。
                  外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合は冷房となります。
　　　　2)   パルス入力の場合
　　　　　　外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで冷房と暖房を反転します。

     ⒞  外部入力により冷房 / 暖房の切換えを受けた場合は，リモコンに運転モードを送信します。

     ⒟  注意事項
         ワイヤードリモコンは必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと本制御は行えません。

ON ON
OFF OFF

暖房専用区間 冷房専用区間

外部入力機能切換

冷房/暖房切換

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

冷房/暖房

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

冷房/暖房

冷房/暖房
（競合）

外部入力方式 動　　　　作           

⑤レベル

⑥パルス

リモコン冷房，除湿，自動指令↑

↑リモコン冷房，
　除湿，自動指令

↑「冷/暖」＋
　「パルス」に設定

↑リモコン暖房，自動指令

↑リモコン暖房，
　自動指令

冷房/暖房
（競合）

ON ON
OFF OFF

暖房専用区間

暖房
冷房 冷房

運転
停止

自動

自動 停止

冷房専用区間 暖房専用区間

暖房 暖房
冷房 冷房

暖房 暖房
冷房 冷房

↑「冷/暖切換」設定後，現在の運転モードによって冷/暖切換を行う。
　暖房時：暖房専用設定（冷房禁止区間）にする。
　冷房，除湿，自動，送風時：冷房専用設定（暖房禁止区間）にする。

冷房専用区間

  運転許可・禁止（コインタイマー用制御）
      リモコンで設定を変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTAの機能切換えを行い，外部信号の
      入力によりエアコンの操作可能・操作不可を制御することができます。
　　市販のコインタイマーの信号等によりエアコン使用可能・使用不可を制御することができます。

ON ON
OFF OFF

外部入力機能切換

運転/停止

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

運転/停止

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

運転/停止

運転/停止
（競合）

外部入力方式 動           作           

①レベル

②パルス

運転 運転
停止 停止

運転 運転
停止 停止

↑リモコン停止 ↑リモコン運転

↑リモコン停止 ↑リモコン運転

運転/停止
（競合）

ON ON
OFF OFF

運転/停止反転
ONエッジ

運転/停止反転
ONエッジ

運転指令エッジ↑ ↑停止指令エッジ

運転
停止 停止

運転 運転
停止 停止 停止

      ⅲ  注意事項
　　　　1)   ワイヤードリモコンは必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。
　　　　2)   エアコンの操作が「センターモード」となっている時は，CnT または CnTA による遠方操作は無効となります。
　　　　3)   コネクタの部品番号（別売品，配線長さ 500mm）  

コネクタ 部品番号

CnT PCZ006A043

CnTA PCZ006A053

CnZ（HA用） PCZ006A054

入力端子
室内機能設定

RC-DX3B（ワイヤードリモコン） RC-D4G（ワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：許可/禁止 運転許可/禁止:有効

CnTA 外部入力２設定：許可/禁止 設定できません。

入力方式
CnT

外部入力１方式：“レベル入力”または
“パルス入力”

外部入力切換え：“レベル入力”または
“パルス入力”

CnTA
外部入力２方式：“レベル入力”または

“パルス入力”
設定できません。

               b)   パルス入力の場合
                     外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで運転と運転停止を反転します。

               2)   パルス入力の場合
                     外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで運転許可と運転禁止を
                     反転します。

      ⒝　外部入力による動作
　　　　ⅰ   運転許可・禁止の切換え
               1)   レベル入力の場合
                     外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合は，運転許可となります。
                     外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合は，運転禁止となります。

ON ON
OFF OFF

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

運転許可/禁止
許可 許可

禁止 禁止

運転指令エッジ↑ ↑停止指令エッジ

ON ON
OFF OFF

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

運転許可/禁止
許可

禁止 禁止

運転/停止反転
ONエッジ

運転/停止反転
ONエッジ

注(1) CnZは、FDT, FDKにはありません。

     ⒜  リモコンによる設定方法
　　　　ⅰ   ワイヤードリモコンの室内機能設定により，運転許可・禁止モードおよび入力方式を設定します。  
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　　　　ⅱ   運転許可の場合の動作
               1)   エアコンは，リモコンからの操作が可能です。
               2)   「センター」モード設定時は，センターからのみ操作可能がとなります。
　　　　ⅲ   運転禁止時の場合の動作
               1)   エアコンは，リモコンからの操作ができません。
               2)   エアコン運転中に運転禁止となった場合は，エアコンは停止します。
        ⒞  注意事項
　　　　ⅰ   ワイヤードリモコンは，必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。
　　　　ⅱ   プルーラル制御中は，親機のみ本制御を受け付けます。子機は本制御を受け付けません。子機は，親機の入力
　　　　      に連動します。

  冷房・暖房外部入力機能切換え
      リモコンで設定変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切換えを行い，外部信号の
      入力により運転モードを冷房/暖房に切換えることができます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
        ⒤  ワイヤードリモコンの室内機能設定により，冷房/暖房モードおよび入力方式を設定します。
             RC-DX3Bのリモコンで設定可能です。RC-D4Gリモコンでは設定できません。

入力端子 室内機能設定（RC-DX3Bワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：冷房/暖房

CnTA 外部入力２設定：冷房/暖房

入力方式
CnT 外部入力１方式：“レベル入力”または “パルス入力”

CnTA 外部入力２方式：“レベル入力”または “パルス入力”

  緊急停止信号処理
      室内機能設定を変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切替えを行い，外部信号の
      入力により，室外ユニットを緊急停止させます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
　　　 室内機能設定により，緊急停止モードを設定します。

     ⒝  外部入力による動作
        ⒤  冷房/暖房の切換え
　　　　1)   レベル入力の場合
                  外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合は暖房となります。
                  外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合は冷房となります。
　　　　2)   パルス入力の場合
　　　　　　外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで冷房と暖房を反転します。

     ⒞  外部入力により冷房 / 暖房の切換えを受けた場合は，リモコンに運転モードを送信します。

     ⒟  注意事項
         ワイヤードリモコンは必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと本制御は行えません。

ON ON
OFF OFF

暖房専用区間 冷房専用区間

外部入力機能切換

冷房/暖房切換

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

冷房/暖房

外部端子入力
(CnT または

CnTA)

冷房/暖房

冷房/暖房
（競合）

外部入力方式 動　　　　作           

⑤レベル

⑥パルス

リモコン冷房，除湿，自動指令↑

↑リモコン冷房，
　除湿，自動指令

↑「冷/暖」＋
　「パルス」に設定

↑リモコン暖房，自動指令

↑リモコン暖房，
　自動指令

冷房/暖房
（競合）

ON ON
OFF OFF

暖房専用区間

暖房
冷房 冷房

運転
停止

自動

自動 停止

冷房専用区間 暖房専用区間

暖房 暖房
冷房 冷房

暖房 暖房
冷房 冷房

↑「冷/暖切換」設定後，現在の運転モードによって冷/暖切換を行う。
　暖房時：暖房専用設定（冷房禁止区間）にする。
　冷房，除湿，自動，送風時：冷房専用設定（暖房禁止区間）にする。

冷房専用区間

入力端子 室内機能設定（RC-DX3Bワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：制御が有効

CnTA 外部入力２設定：制御が有効

入力方式
CnT 外部入力１方式：“レベル入力”または “パルス入力”

CnTA 外部入力２方式：“レベル入力”または “パルス入力”

     ⒝  外部入力による動作
        ⒤  設定温度シフト入力の切換え
　　　　1)   レベル入力の場合
                  外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合は設定温度シフトが有効となります。
                  外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合は設定温度シフトが無効となります。
　　　　2)   パルス入力の場合
　　　　　　外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで制御の有効／無効を反転します。
        ⅱ  注意事項
　　　　ワイヤードリモコンは，必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。

     ⒝  緊急停止信号による動作
          外部入力OFF（CnT1-6またはCnTA1-2：開）の場合、緊急停止します。

  強制サーモ OFF 入力
      リモコンで設定変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切換えを行い，外部信号の
      入力により運転モードを強制サーモOFF入力に切換えることができます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
        ⒤  ワイヤードリモコンの室内機能設定により，強制サーモOFF入力モードおよび入力方式を設定します。
             RC-DX3Bのリモコンで設定可能です。RC-D4Gリモコンでは設定できません。

入力端子 室内機能設定（RC-DX3Bワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：制御が有効

CnTA 外部入力２設定：制御が有効

入力方式
CnT 外部入力１方式：“レベル入力”または “パルス入力”

CnTA 外部入力２方式：“レベル入力”または “パルス入力”

     ⒝  外部入力による動作
        ⒤  強制サーモOFF入力の切換え
　　　　1)   レベル入力の場合
                  外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合は強制サーモOFFが有効となります。
                  外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合は強制サーモOFFが無効となります。
　　　　2)   パルス入力の場合
　　　　　　外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで制御の有効／無効を反転します。
        ⅱ  注意事項
　　　　ワイヤードリモコンは，必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。

      リモコンで設定変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切換えを行い，外部信号の
      入力により運転モードを一時停止入力に切換えることができます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
        ⒤  ワイヤードリモコンの室内機能設定により，一時停止入力モードおよび入力方式を設定します。
             RC-DX3Bのリモコンで設定可能です。RC-D4Gリモコンでは設定できません。

  一時停止入力

       リモコンで設定変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切換えを行い，外部信号の
       入力により運転モードを設定温度シフト入力に切換えることができます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
         ⒤  ワイヤードリモコンの室内機能設定により，設定温度シフト入力モードおよび入力方式を設定します。
              RC-DX3Bのリモコンで設定可能です。RC-D4Gリモコンでは設定できません。

  設定温度シフト入力

入力端子
室内機能設定

モード設定
CnT 外部入力１設定：緊急停止

CnTA 外部入力２設定：緊急停止

緊急停止：有効

RC-DX3B RC-D4G

設定できません
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     ⒝  外部入力による動作
         ⒤   一時停止入力の切換え
　　　　1)   レベル入力の場合
                  外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合は一時停止が有効となります。
                  外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合は一時停止が無効となります。
　　　　2)   パルス入力の場合
　　　　　　外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで制御の有効／無効を反転します。
         ⅱ   注意事項
　　　　ワイヤードリモコンは，必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。

  サイレントモード入力
      リモコンで設定変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切換えを行い，外部信号の
      入力により運転モードをサイレントモード入力に切換えることができます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
         ⒤  ワイヤードリモコンの室内機能設定により，静音モードおよび入力方式を設定します。
              RC-DX3Bのリモコンで設定可能です。RC-D4Gリモコンでは設定できません。

入力端子 室内機能設定（RC-DX3Bワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：制御が有効

CnTA 外部入力２設定：制御が有効

入力方式
CnT 外部入力１方式：“レベル入力”または “パルス入力”

CnTA 外部入力２方式：“レベル入力”または “パルス入力”

     ⒝  外部入力による動作
         ⒤   サイレントモード入力の切換え
　　　　1)   レベル入力の場合
                  外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合はサイレントモードが有効となります。
                  外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合はサイレントモードが無効となります。
　　　　2)   パルス入力の場合
　　　　　　外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで制御の有効／無効を反転します。
         ⅱ   注意事項
　　　　ワイヤードリモコンは，必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。

     ⒜  CnTとCnTAの組合せ優先順位

CnTA

①運転停止レベル ②運転停止パルス ③運転許可/禁止レベル ④運転許可/禁止パルス

①運転停止レベル CnT① CnT① CnT①＋CnTA③ CnT①

②運転停止パルス CnT② CnT② CnT②＋CnTA③ CnT②

③運転許可/禁止レベル CnT③＞CnTA① CnT③＞CnTA② CnT③＋CnTA③ CnT③

④運転許可/禁止パルス CnT④ CnT④ CnT④＋CnTA③※ CnT④

⑤冷暖切換レベル CnT⑤／CnTA① CnT⑤／CnTA② CnT⑤／CnTA③ CnT⑤／CnTA④

⑥冷暖切換パルス CnT⑥／CnTA① CnT⑥／CnTA② CnT⑥／CnTA③ CnT⑥／CnTA④

■CnTとCnTAの組合せ優先順位

⑤冷暖切換レベル ⑥冷暖切換パルス

CnT①／CnTA⑤ CnT①／CnTA⑥

CnT②／CnTA⑤ CnT②／CnTA⑥

CnT③／CnTA⑤ CnT③／CnTA⑥

CnT④／CnTA⑤ CnT④／CnTA⑥

CnT⑤ CnT⑤

CnT⑥ CnT⑥

注(1) ※部のCnTAによる運転禁止設定中は，以下の運転指令を受付けます。
　　  ・ リモコンからの個別運転指令，室外からの試運転指令およびオプションからの運転指令

CnT

参考：上記記号および組合せ記号の説明
　1. CnT"番号"の場合，CnT"番号"採用しCnTAを無効とする。
　2. CnTA"番号"の場合，CnTA"番号"採用しCnTを無効とする。
　3. CnT"番号"／CnTA"番号"の場合，CnT"番号"とCnTA"番号"は共に独立した機能とする。
　4. CnT"番号"+CnTA"番号"の場合，CnT"番号"とCnTA"番号"は競合機能
　5. CnT"番号"＞CnTA"番号"の場合，CnT"番号"はCnTA"番号"より機能の優先順位が高い。
　6. CnT"番号"＜CnTA"番号"の場合，CnTA"番号"はCnT"番号"より機能の優先順位が高い。
　（上記"番号"の部分には，①～⑥の番号が入ります）  

  外部入力機能と優先順位

入力端子 室内機能設定（RC-DX3Bワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：制御が有効

CnTA 外部入力２設定：制御が有効

入力方式
CnT 外部入力１方式：“レベル入力”または “パルス入力”

CnTA 外部入力２方式：“レベル入力”または “パルス入力”

入力端子 室内機能設定（RC-DX3Bワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：制御が有効

CnTA 外部入力２設定：制御が有効

入力方式
CnT 外部入力１方式：“レベル入力”または “パルス入力”

CnTA 外部入力２方式：“レベル入力”または “パルス入力”

     ⒝  外部入力による動作
        ⒤  設定温度シフト入力の切換え
　　　　1)   レベル入力の場合
                  外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合は設定温度シフトが有効となります。
                  外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合は設定温度シフトが無効となります。
　　　　2)   パルス入力の場合
　　　　　　外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで制御の有効／無効を反転します。
        ⅱ  注意事項
　　　　ワイヤードリモコンは，必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。

     ⒝  緊急停止信号による動作
          外部入力OFF（CnT1-6またはCnTA1-2：開）の場合、緊急停止します。

  強制サーモ OFF 入力
      リモコンで設定変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切換えを行い，外部信号の
      入力により運転モードを強制サーモOFF入力に切換えることができます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
        ⒤  ワイヤードリモコンの室内機能設定により，強制サーモOFF入力モードおよび入力方式を設定します。
             RC-DX3Bのリモコンで設定可能です。RC-D4Gリモコンでは設定できません。

入力端子 室内機能設定（RC-DX3Bワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：制御が有効

CnTA 外部入力２設定：制御が有効

入力方式
CnT 外部入力１方式：“レベル入力”または “パルス入力”

CnTA 外部入力２方式：“レベル入力”または “パルス入力”

     ⒝  外部入力による動作
        ⒤  強制サーモOFF入力の切換え
　　　　1)   レベル入力の場合
                  外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合は強制サーモOFFが有効となります。
                  外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合は強制サーモOFFが無効となります。
　　　　2)   パルス入力の場合
　　　　　　外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで制御の有効／無効を反転します。
        ⅱ  注意事項
　　　　ワイヤードリモコンは，必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。

      リモコンで設定変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切換えを行い，外部信号の
      入力により運転モードを一時停止入力に切換えることができます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
        ⒤  ワイヤードリモコンの室内機能設定により，一時停止入力モードおよび入力方式を設定します。
             RC-DX3Bのリモコンで設定可能です。RC-D4Gリモコンでは設定できません。

  一時停止入力

       リモコンで設定変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切換えを行い，外部信号の
       入力により運転モードを設定温度シフト入力に切換えることができます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
         ⒤  ワイヤードリモコンの室内機能設定により，設定温度シフト入力モードおよび入力方式を設定します。
              RC-DX3Bのリモコンで設定可能です。RC-D4Gリモコンでは設定できません。

  設定温度シフト入力

入力端子
室内機能設定

モード設定
CnT 外部入力１設定：緊急停止

CnTA 外部入力２設定：緊急停止

緊急停止：有効

RC-DX3B RC-D4G

設定できません
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     ⒝  外部入力による動作
         ⒤   一時停止入力の切換え
　　　　1)   レベル入力の場合
                  外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合は一時停止が有効となります。
                  外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合は一時停止が無効となります。
　　　　2)   パルス入力の場合
　　　　　　外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで制御の有効／無効を反転します。
         ⅱ   注意事項
　　　　ワイヤードリモコンは，必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。

  サイレントモード入力
      リモコンで設定変更することで，(21)項の遠方制御/遠方操作用端子CnT，CnTA の機能切換えを行い，外部信号の
      入力により運転モードをサイレントモード入力に切換えることができます。
     ⒜  リモコンによる設定方法
         ⒤  ワイヤードリモコンの室内機能設定により，静音モードおよび入力方式を設定します。
              RC-DX3Bのリモコンで設定可能です。RC-D4Gリモコンでは設定できません。

入力端子 室内機能設定（RC-DX3Bワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：制御が有効

CnTA 外部入力２設定：制御が有効

入力方式
CnT 外部入力１方式：“レベル入力”または “パルス入力”

CnTA 外部入力２方式：“レベル入力”または “パルス入力”

     ⒝  外部入力による動作
         ⒤   サイレントモード入力の切換え
　　　　1)   レベル入力の場合
                  外部入力ON（CnT1-6：閉またはCnTA1-2:閉）の場合はサイレントモードが有効となります。
                  外部入力OFF（CnT1-6：開またはCnTA1-2:開）の場合はサイレントモードが無効となります。
　　　　2)   パルス入力の場合
　　　　　　外部入力（CnT1-6またはCnTA1-2）がOFF（開）からＯＮ（閉）のタイミングで制御の有効／無効を反転します。
         ⅱ   注意事項
　　　　ワイヤードリモコンは，必ず接続してください。ワイヤードリモコンを接続しないと，本制御は行えません。

     ⒜  CnTとCnTAの組合せ優先順位

CnTA

①運転停止レベル ②運転停止パルス ③運転許可/禁止レベル ④運転許可/禁止パルス

①運転停止レベル CnT① CnT① CnT①＋CnTA③ CnT①

②運転停止パルス CnT② CnT② CnT②＋CnTA③ CnT②

③運転許可/禁止レベル CnT③＞CnTA① CnT③＞CnTA② CnT③＋CnTA③ CnT③

④運転許可/禁止パルス CnT④ CnT④ CnT④＋CnTA③※ CnT④

⑤冷暖切換レベル CnT⑤／CnTA① CnT⑤／CnTA② CnT⑤／CnTA③ CnT⑤／CnTA④

⑥冷暖切換パルス CnT⑥／CnTA① CnT⑥／CnTA② CnT⑥／CnTA③ CnT⑥／CnTA④

■CnTとCnTAの組合せ優先順位

⑤冷暖切換レベル ⑥冷暖切換パルス

CnT①／CnTA⑤ CnT①／CnTA⑥

CnT②／CnTA⑤ CnT②／CnTA⑥

CnT③／CnTA⑤ CnT③／CnTA⑥

CnT④／CnTA⑤ CnT④／CnTA⑥

CnT⑤ CnT⑤

CnT⑥ CnT⑥

注(1) ※部のCnTAによる運転禁止設定中は，以下の運転指令を受付けます。
　　  ・ リモコンからの個別運転指令，室外からの試運転指令およびオプションからの運転指令

CnT

参考：上記記号および組合せ記号の説明
　1. CnT"番号"の場合，CnT"番号"採用しCnTAを無効とする。
　2. CnTA"番号"の場合，CnTA"番号"採用しCnTを無効とする。
　3. CnT"番号"／CnTA"番号"の場合，CnT"番号"とCnTA"番号"は共に独立した機能とする。
　4. CnT"番号"+CnTA"番号"の場合，CnT"番号"とCnTA"番号"は競合機能
　5. CnT"番号"＞CnTA"番号"の場合，CnT"番号"はCnTA"番号"より機能の優先順位が高い。
　6. CnT"番号"＜CnTA"番号"の場合，CnTA"番号"はCnT"番号"より機能の優先順位が高い。
　（上記"番号"の部分には，①～⑥の番号が入ります）  

  外部入力機能と優先順位

入力端子 室内機能設定（RC-DX3Bワイヤードリモコン）

モード設定
CnT 外部入力１設定：制御が有効

CnTA 外部入力２設定：制御が有効

入力方式
CnT 外部入力１方式：“レベル入力”または “パルス入力”

CnTA 外部入力２方式：“レベル入力”または “パルス入力”
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     ⒝　CnTとCnTAでの優先順位例
         ⒤   CnT①運転レベル＞CnTA③運転許可／禁止レベルの場合   

       ⅱ  CnT③運転許可／禁止レベル ＋ CnTA③運転許可／禁止レベルの場合

CnT③
運転許可禁止設定

CnTA③
運転許可/禁止設定

運転許可/禁止
ゾーン

(※) 運転禁止ゾーンはCnT運転禁止ゾーンとCnTA運転禁止ゾーンのOR判定とする。

運転許可 運転許可

運転禁止

運転許可 運転許可

運転禁止

運転許可 運転許可

　運転禁止 (※)

CnT①
レベル入力

CnTA③
運転許可/禁止設定

実運転

運転許可/禁止
ゾーン

(※) CnTレベル入力をCnTA運転禁止よりも優先する。

運転許可

運転禁止

停止 停止

運転許可 運転許可

禁止 禁止

運転 運転 運転

停止 停止

停止

停止

運転 運転 (※) 運転

�　�暖房立上がり時のファン制御
⒜　開始条件

暖房運転開始時とホットスタート制御終了後に，設定温度と吸込温度との温度差が5℃以上の時，本制御を行います。
⒝　制御内容
ⅰ　サンプルリング時間は1分毎とし， 室内熱交温度（Thi-R1，2で検知）が37℃以上の場合， 現在の室内ファン回転数を
10min-1上げます。

ⅱ　次のサンプルリング時に室内熱交温度が37℃未満となった場合，現在の室内ファン回転数を10min-1下げます。
⒞　終了条件

圧縮機OFFが成立した場合および暖房運転開始時から30分経過後， - 10min-1/分で設定風量まで室内ファン回転数
を下げます。

�　暖房時室温検知温度補正
サーモの設定温度で圧縮機をON/OFFしていますが，天井に暖気がこもり易い据付状況で早目にサーモOFFしてしまう
場合，ワイヤードリモコン室内機能「暖房室温補正」により設定温度の変更が可能です。設定温度＋3， ＋2， ＋1℃のいず
れかの温度で圧縮機をON/OFFさせ，暖房フィーリング向上させることができます。ただし設定温度の上限を30℃としま
す。

�　吸込温度補正
吸込温度センサの検知温度とユニット据付後の計測温度との誤差が生じて，補正が必要となった場合に補正する機能です。

⒜　ワイヤードリモコン室内機能「吸込温度補正」により0.5℃単位で変更が可能です。
　　　　●＋1.0℃，＋1.5℃，＋2.0℃，　　　●－1.0℃，－1.5℃，－2.0℃，

⒝　補正後の温度をリモコンや室外ユニットに送信し，補正後の温度で制御を行います。
　　　注⑴　検知温度補正は室内ユニットセンサのみ有効です。

運転

設定温度
室温（deg） 

－1 ＋1

停止
標　準 圧縮機

運転

設定温度
室温（deg）

＋4＋2

停止
設定を＋3℃とした場合 圧縮機
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　ハイパワー運転〔RC-DX3Bリモコンのみ〕
       最大能力で，最長15分間運転します。

　省エネ運転〔RC-DX3Bリモコンのみ〕
       設定温度を冷房28℃，暖房22℃，自動25℃で固定して運転します。（最大能力を80％に制限します。）

　ピークカットタイマー〔RC-DX3Bリモコンのみ〕
       最大能力を制限することで消費電力を削減します。

　ウォームアップ制御〔RC-DX3Bリモコンのみ〕
       運転開始設定時間にお部屋が設定温度近くになるように，マイコンが運転開始時間を予測して，5～60分
       前から運転を開始します。

　人感センサ制御
       人感センサにより人の有無および活動量をセンサで判定し，下記制御を行います。
       ①　パワーコントロール制御（省エネ制御/快適制御）
       　　赤外線センサにより人の活動量および人の有無を検知し，設定温度を補正します。

       ②　オートオフ制御
       　　1時間不在の場合は，運転を停止して運転待機状態となります。待機状態が12時間継続した場合は，
　　　　 運転を停止します。

   ⒜　RC-DX3Bから設定する場合
        設定は、TOP画面の「メニュー」より「メニュー画面」→「サービス設定」→「据付設定」→「サービス
        パスワード」→「据付設定メニュー」→「人感センサー設定」の順に選択し、有効・無効の設定をしてく
        ださい。
        次に「メニュー画面」→「省エネ設定」→「人感センサー制御」を選択します。

冷房時

暖房時

設定温度

-3ºC

33ºC

15ºC

+3ºC

熱源と活動量 活動量：小 平常 活動量：大 不在

運転モード（自動／冷房／暖房）と制御

①パワーコントロールの有効/無効を設定します。
②オートオフの有効/無効を設定します。
③��各項目設定後、 セット ボタンをタッチしてください。
省エネ設定メニュー画面に戻ります。

人感センサー制御

セット 戻る

有効無効

有効無効

設定を選択してください。

パワーコントロール

オートオフ

1

2

3

・パワーコントロール有効の場合

設定温度を補正中はメッセージ表示部に「パワ－コントロール中」を表示します。
メニュー

風向暖房

20：20（火）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

パワーコントロール中

設定温度
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ボタン 番号表示部 機能設定

室外静音 00 赤外線センサー設定（人感センサー設定）：無効
01 赤外線センサー設定（人感センサー設定）：有効

ハイパワー

00 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：無効
01 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：パワーコントロールのみ
02 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：オートオフのみ
03 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：パワーコントロール+オートオフ

⒝　ワイヤレスリモコンから設定する場合
　ⅰ　�室内機能設定のしかた
　　　①運転/停止を押し、停止状態にします。
　　　②室内機能設定スイッチを押しながら、ⅱ項に示すボタンを押します。
　　　③選択ボタン▲、▼で設定を変更します。
　　　④予約ボタンを押します。
　　　　リモコン信号受信部より、ピッピッと２回ブザーが鳴り、
　　　　LEDは２秒毎に４回点滅します。

　ⅱ　設定内容

�　�疑似異常発報制御
試運転などの異常時の信号確認を簡単に行います。

⒜　開始条件
ⅰ　冷房試運転を行います。
ⅱ　冷房試運転開始30分以内に「フィルターサインリセット」を操作します。

⒝　制御内容
異常停止“E-80”を発信して運転停止します。

⒞　終了条件
異常表示は、運転/停止スイッチで復帰します。
注⑴　エコタッチリモコンに異常履歴が記憶されます。確認終了後は異常履歴表示画面から消去してください。

①

④

②

②

②

③

・オートオフ有効の場合
『運転待機』･･･エアコンは停止しますが､人が戻ると運転を再開します。
　　　　　　　メッセージ表示部に「オートオフ中」を表示します。
『完全停止』･･･エアコンを停止します。人が戻っても運転を再開しません。
　　　　　　　�メッセージ表示部の「オートオフ中」表示が消え、運転ランプが

消灯します。

メニュー

風向冷房

16：32（月）

F1：ハイパワー運転 F2：省エネ運転

タイマー設定

オートオフ中

設定温度
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⑴　RC-DX3Bリモコンの場合
⒜　リモコンの運転モード選択
　ⅰ　�TOP画面上より「運転モード」ボタンをタッチしてください。

　ⅱ　�「運転モード」選択画面が表示されますので，ご希望の運転モードをタッチしてください。

　ⅲ　�運転モード選択後，TOP画面に戻ります。

⒝　CPUリセット
　　下記手順にてリモコンよりCPUをリセットしてください。

　ⅰ　�TOP画面の「メニュー」より「サービス設定」→「サービス・メンテナンス」を選択し，サービスパスワードを入力します。

　ⅱ　�「サービス・メンテナンス�メニュー」より「特殊操作」→「CPUリセット」の順に選択すると接続している室内ユニッ

ト・室外ユニットのマイコンがリセット(停電復帰状態)されます。

⒞　停電補償機能
　　下記手順にてリモコンより停電補償機能を有効設定してください。

��ⅰ　�TOP画面上の「メニュー」より「サービス設定」→「リモコン設定」を選択し，サービスパスワードを入力します。

��ⅱ　�「リモコン設定�メニュー」より「停電補償」を選択し「有効」に設定してください。運転中に停電した場合は，停電復旧(電

源投入後の制御終了)後に，停電前の状態に戻ります。

13.2�リモートコントローラ

②運転モード①TOP画面冷房 送風

除湿 暖房

自動

注(1) 室内ユニット-室外ユニットの組合せにより，選択できない運転モードは表示されません。

   (2) 自動を選択すると，室温と外温に応じて，冷房・暖房自動切換運転を行います。

室内機アドレス消去

CPUリセット

初期化設定

タッチパネル調整

特殊操作

①サービス・メンテナンス　メニュー ②特殊操作

特殊操作特殊操作

室内機容量表示

お掃除パネル点検

サービス・メンテナンス

①リモコン設定メニュー ②停電補償

換気設定

停電補償

設定温度自動設定

風量自動設定

リモコン設定

戻る

室内機アドレス消去

CPUリセット

初期化設定
タッチパネル調整

特殊操作

操作を選択してください。

停電補償

戻る
操作を選択してください。

有効

無効
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室内機確認注意喚起画面

タイマー時刻設定警告画面

誤接続画面

●常にリモコンの状態を記憶しており停電から復帰後，記憶内容により運転を再開します。ただしタイマーモードは

   キャンセルされますが，ウィークリータイマー，ピークカットタイマーおよび室外静音タイマーについては下記内

   容となります。

　 ・時計機能が有効の場合：設定された内容により機能します。

　 ・時計機能が無効の場合：時計機能を再設定し，リモコンの機能設定によりウィークリータイマー，ピークカット

　　　　　　　　　　　　　 タイマーおよび室外静音タイマーの設定を「有効」にすると記憶された内容で機能しま

                                        す。

●停電補償で記憶される内容は以下のとおりです。

   注(1) ⑥，⑦項は停電補償有効・無効にかかわらず記憶されます。

    ①　停電時　運転中／停止中

          時刻切タイマーモード，時間タイマーモードで運転中は，停止中を記憶します。

    ②　運転モード

    ③　風量モード

    ④　室温設定

    ⑤　ルーバのオートスイング／停止

          ただし停止位置(4位置)はキャンセルされます。

    ⑥　「お掃除パネル設定」「管理者設定」「据付設定」「室内設定」により設定された内容は，室内ユニットが記

          憶します。

    ⑦　ウィークリータイマー，ピークカットタイマー，室外静音タイマー

    ⑧   リモコン設定 

(d)  注意喚起表示

      下記( i )～( iii )が表示される場合，以下のとおり確認，処置してください。

( i ) 室内機確認注意喚起

( ii ) タイマー時刻設定警告

( iii ) 誤接続

●リモコンと室内ユニット間の通信が確立できない場合に表示

   します。

      システム（室内ユニット，室外ユニット，リモコン）とし

      て正しく接続されているか，室外ユニットの電源が接続さ

      れているかを確認してください。

●時刻未設定でタイマー設定をしたときに表示します。

      時刻設定を行ってください。時刻設定を行わないとタイマ

　　ー設定が出来ません。

●リモコンに空調機以外のものが接続されたとき本表示を行い

　ます。

      リモコンの接続先を確認してください。
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⒜　リモコンの運転モードスイッチ切換え順

⒝　CPUリセット
リモコンの�点検��グリル昇降�ボタンを同時に押した場合に機能します。電源リセットと動作は同じです。

⒞　停電補償機能
◦リモコンの機能設定により「停電補償有効」の設定をすると有効となります。
◦常にリモコンの状態を記憶しており停電から復帰後，記憶内容により運転を再開します。ただしオートスイング停止
位置，タイマーモードはキャンセルされますがウィークリータイマー設定は全曜日とも休日設定で復帰します。

� 復電後，時刻合わせを行い，各曜日の休日設定を解除することにより，ウィークリータイマーの設定が有効となります。
◦停電補償で記憶される内容は以下のとおりです。
注⑴　⑥，⑦，⑧項は停電補償有効・無効にかかわらず記憶され，静音モード設定は停電補償有効・無効にかかわらずキャンセルされます。

①　停電時　運転中／停止中
� 時刻切タイマーモード，時間タイマーモードで運転中は，停止中を記憶します。（復電時タイマーモードはキャン
セルされますが，ウィークリータイマー設定は全曜日が休日設定となります。）

②　運転モード
③　風量モード
④　室温設定
⑤　ルーバのオートスイング／停止
� ただし停止位置（4位置）はキャンセルされます。
⑥　リモコンの機能設定により設定された「リモコン機能項目」（「室内機能項目」は室内ユニットが記憶します。）
⑦　温度設定制御で設定した上限値，下限値。
⑧　時間タイマー，ウィークリータイマー設定（その他のタイマー設定は記憶しません。）

除湿　　　冷房　　   送風　　　暖房　　　自動

リモコン基板の部品配置

■制御切換スイッチ（SW1）
スイッチ

SW1

設定
親
子

機能内容
親リモコン
子リモコン

注⑴　SW2は，通常使用しませんので，切換えないでください。

X Y

SW2

SW1

A

B

M

S

親

子
ＳＷ１

ＳＷ２

⑵　RC-D4Gリモコンの場合
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⑴　圧縮機目標回転数

　⒜　冷房運転� 単位：rps� ⒝　暖房運転� 単位：rps
P40形 P45形 P50形 P56形

最高目標回転数 60 65 70 75
最低目標回転数 12 12 12 12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※外気温および室温に応じ124rps

⑵　圧縮機保護始動
　⒜　圧縮機保護始動Ⅰ

ⅰ　制御条件
�前回の圧縮機停止（サーモOFF，リモコン停止など）から６時間未満で，電源ブレーカ投入後の圧縮機始動
回数が積算2回目以降の始動。

ⅱ　制御内容
圧縮機始動から４分間圧縮機設定回転数の上限値を制御します。

� 単位：rps
30秒まで ４分まで

冷房運転 40 40
　暖房運転　 40※ 1 ※ 2

※1　デフロスト終了後の再起動は60rps

　⒝　圧縮機保護始動Ⅱ
ⅰ　制御条件
1）� 圧縮機始動回数が積算1回目の始動で、電源ブレーカ投入後６時間以上経過した場合。
2）� 圧縮機始動回数が積算2回目以降の始動で、前回の圧縮機停止（サーモOFF，リモコン停止など）から６時
間以上が経過した場合。

3）� 下記内容が成立した場合
a）　電源投入後の圧縮機始動回数が積算1回目のとき。
b）　電源投入後から６時間未満のとき。
c）　圧縮機ON後，吐出管温度（Tho-D）が外気温度（Tho-A）より15℃以上のとき。

ⅱ　制御内容
圧縮機始動から４分間圧縮機設定回転数の上限値を制御します。

� 単位：rps
30秒まで ４分まで

冷房運転 40 40
暖房運転 40 ※ 1

　⒞　圧縮機保護始動Ⅲ
ⅰ　制御条件

下記の条件がすべて成立し，圧縮機がOFFからＯＮになったとき。
a）　電源投入後の圧縮機始動回数が積算1回目のとき。
b）　電源投入から6時間未満の場合。
c）　圧縮機ON後，吐出管温度（Tho-D）が外気温度（Tho-A）より15℃未満のとき。

ⅱ　制御内容
圧縮機始動から12（20）分間圧縮機設定回転数の上限値を制御します。

� 単位：rps
30秒まで ４分まで ７分まで 12(20)分まで

冷房運転 40 40 55 75
暖房運転 40 45 120 120

注⑴　�（　）内数値は暖房運転時を示します。

P40形 P45形 P50形 P56形
最高目標回転数 92 92 120 120※

最低目標回転数 12 12 12 12

HESP-FP-2329◆�エクシードハイパーシリーズ／ハイパーインバータシリーズ�共通
　　機種：FDCZP405～ 565／ FDCVP405～ 565形

※1　4分までの圧縮機回転数

-10 -6
外気温度（℃）

60rps

45rps

※2　4分までの圧縮機回転数

-10 -6（通常時）
（デフロスト終了後の再起動時）3 4

外気温度（℃）

60rps

45rps

13.3�室外コントローラによる運転制御機能
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⑶　室外ファン制御
　⒜　室外ファンタップとファンモータ回転数
� 単位：min-1

室外ファンタップ 1速 2速 3速 4速 5速 6速 7速 8速
P40,�P45 形 150 225 485 520 570 685 740 850
P50,�P56 形 150 225 485 520 570 685 800 850

　⒝　始動時の室外ファン制御
�圧縮機始動時，外気温度（Tho-A）が22℃未満のとき室外ファンタップを固定します。
ⅰ　外気温度が11℃以上のとき，圧縮機ON後30秒間2速とします。
ⅱ　外気温度が11℃未満のとき，圧縮機ON後30秒間1速とします。

　⒞　圧縮機回転数とファンタップの関係
�運転モード（冷房・暖房）と圧縮機回転数によりファンタップを決定します。

冷房 圧縮機回転数（rps） 22未満 22～ 30未満 30～ 58未満 58～ 80未満 80以上
室外ファンタップ 4速 5速 6速 7速 8速

暖房 圧縮機回転数（rps） 30未満 30～ 38未満 38～ 78未満 78～ 90未満 90以上
室外ファンタップ 4速 5速 6速 7速 8速

注⑴　サイレントモード制御中は，6～ 8速は5速に変更します。

　⒟　冷房低外気時の室外ファン制御
�室外熱交温度（Tho-R）と外気温度（Tho-A）により室外ファンを制御します。

外気温度（℃）
22

ON

25

OFF

ⅰ　外気温度が22℃未満で，室外ファンがONのとき室外ファンタップを以下の通り切換えます。
1）� 外気温度が11℃以上のとき，�2速とします。
2）� 外気温度が11℃未満のとき，�1速とします。

ⅱ　さらに室外熱交温度により室外ファン回転数を制御します。
室外ファン回転数を増減させた場合は，20秒間回転数を保持します。

ⅲ　本制御中の室外ファン回転数の下限値は100min-1とし，上限値は500min-1とします。

　⒠　暖房低外気時の室外ファン制御
��外気温度（Tho-A）が，下図に示すON領域を30秒間連続して検知したとき，室外ファンタップを2速アップします。
20秒間保持した後，さらにこれを繰り返しますが，室外ファンタップの上限は8速とします。

外気温度（℃）
4

ON

6
OFF

　⒡　冷房過負荷時の室外ファン制御
��外気温度（Tho-A）が，下図に示すON領域を30秒間連続して検知したとき，室外ファンタップを下図の通りアップし
ます。（室外ファンタップの上限値は8速）

OFF（通常制御）

外気温度（℃）

ON（step2）
ON（step1）

40 41 46 47

　⒢　暖房過負荷時の室外ファン制御
��室外熱交温度（Tho-R）が，下図に示すON領域を30秒間連続して検知したとき，室外ファンタップを3速下げます。（室
外ファンタップの下限値は2速）

OFF（通常制御）

室外熱交温度（℃）

ON（制御中）

10 13

ON時の状態 ファン速
step1 +3 速
step2 +4 速
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⑷　除霜
　⒜　除霜開始条件

ⅰ　通常時の除霜運転
　　以下の条件をすべて満したとき除霜運転を開始します。
1）� 運転開始および除霜終了後，圧縮機運転累積時間が
35分経過。

2）� 室外熱交温度（Tho-R）が3分間継続して下記温度
になったとき。

　　　　　◦圧縮機運転累積時間150分未満のとき：－5℃
　　　　　◦圧縮機運転累積時間150分以上のとき：－3.5℃

3）� 室外温度（Tho-A）および室外熱交温度（Tho－R）�
が右図に示す除霜領域内に30秒間連続して存在�
したとき。

4)� 圧縮機ON後7分経過。
ⅱ　低負荷時の除霜運転

　　　　�以下の条件をすべて満したとき除霜運転を開始します。
1）� 運転開始および除霜終了後，圧縮機運転累積時間が35分経過。
2）� 室外熱交温度（Tho-R）が3分間継続して下記温度になったとき。

　　　　　◦圧縮機回転数が62rps以上のとき：－5℃
　　　　　◦圧縮機回転数が62rps未満のとき：－4℃

3）� 外気温度（Tho-A）が3℃未満のとき。
4)� 圧縮機ON後7分経過。

ⅲ　SW5-1による除霜制御の切換え
　　　　��室外ユニット制御基板上のSW5-1をONすることで，除霜運転に入りやすくなります。

　⒝　除霜終了条件
�次の何れかの条件を満すと除霜運転を終了します。
ⅰ　除霜開始から15分が経過したとき。
ⅱ　室外熱交温度（Tho-R）が10℃以上となったとき。

⑸　圧縮機回転数による保護制御／異常停止制御
　⒜　圧縮機吐出管温度保護
　　ⅰ　保護制御

　吐出管温度（Tho-Dで検知）が設定値を超えると，圧縮機回転数を制御し吐出管温度の上昇を抑えます。

　　ⅱ　異常停止制御
1）　吐出管温度（Tho-Dで検知）が設定値を超えると，圧縮機を停止させます。
2）　�60分以内に2回，吐出管温度が設定値を超え，圧縮機が停止した時点で，リモコンにE36を表示し異常停止モード

となります。

　　ⅲ　異常停止モードの解除
45分間継続して，解除値95℃（デフロスト中の作動の場合80℃）未満となった時点で，リモコンにより再運転が可
能になります。

保持

回転数を下げる
（2０秒毎に回転数を下げる）

解除

吐出管温度（℃）

95 105 （通常時）
（デフロスト中）75 85

保持

圧縮機停止

圧縮機運転

95 １1５
80 100

吐出管温度（℃）

（通常時）
（デフロスト中）
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⒝　冷房高圧保護制御
ⅰ　目的：冷房時の異常高圧運転を防止します。
ⅱ　検知：室外熱交温度（Tho-R）
ⅲ　動作内容

室外熱交温度(Tho-R) Tho-R<Ｐ1 P1≦Tho-R<Ｐ2 P2≦Tho-R P3≦Tho-R

圧縮機回転数 通常 (解除 ) 圧縮機回転数保持 圧縮機回転数を�
下げる 圧縮機停止

◦サンプリング開始時の外気温度（Tho-A）条件
外気温度条件 P1 P2 P3
Tho-A≧32℃ 40～50℃ 50～53℃ 62℃
Tho-A<32℃ 51℃ 53℃ 56℃

　　ⅳ　異常停止
　異常検知（P3≦Tho-R）が，60分以内に5回または，圧縮機停止中も含め10分間継続したとき，リモコンにE35を表������
���示し異常停止モードとなります。

⒞　暖房高圧保護制御
ⅰ　目的：暖房時の異常高圧運転を防止します。
ⅱ　検知：室内熱交温度(Thi-R)
ⅲ　動作内容

室内熱交温度(Thi-R) Thi-R<Ｐ1 P1≦Thi-R<Ｐ2 P2≦Thi-R<Ｐ3 P3≦Thi-R

圧縮機回転数 通常 (解除 ) 圧縮機回転数保持 圧縮機回転数を�
下げる（step1）

圧縮機回転数を�
下げる（step2）

◦室内熱交温度領域（℃）
圧縮機回転数（rps） P1 P2 P3

10 ～ 50 45 52 54.5
50 ～ 115 45 52 57
115 ～ 120 45 ～ 43 52 ～ 50 57 ～ 55

⒟　冷凍サイクルシステム保護制御
ⅰ　異常検知条件：運転開始5分(暖房9分)以降に次の条件を共に5分以上継続したとき。
1）　圧縮機回転数が 40rps 以上
2）　冷房運転時：室内熱交温度 (Thi-R)―室温>－ 4℃

暖房運転時：室内熱交温度 (Thi-R)―室温<+4℃
注（1）本制御は室温が冷房時：10～40℃，暖房時：0～40℃の範囲にある場合に有効です。

ⅱ　異常停止
ⅰ項の異常停止で，60分間に2回本制御により圧縮機が停止した場合，リモコンにE57を表示し異常停止モ一ドとな
ります。

⒠　冷房過負荷保護
圧縮機運転中に室外温度(Tho-A)が30秒間継続して下図のON領域になったとき，圧縮機回転数の上下限値を変更します。

ON（step1）

OFF

外気温度（℃）
40 41 46 47

ON（step2）
ON時の状態 圧縮機回転数(rps)

下限値 上限値
step1 30 85
step2 30 60
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⒡　暖房過負荷保護制御
圧縮機運転中に室外温度(Tho-A)が30秒間継続して下図のON領域になったとき，圧縮機回転数の上下限値を制限しま
す。

ON（step1）

OFF

外気温度（℃）
11 13 16 17

ON（step2）
ON時の状態 圧縮機回転数(rps)

下限値 上限値
step1 30 90
step2 35 75

　⒢　冷房低外気保護制御
�圧縮機運転中に外気温度（Tho-A）が，開始条件判定温度に基づき20秒間連続して下図のON領域になったとき，圧縮機
回転数の上下限値を制限します。以降，1時間に1回，領域判定温度に基づき，圧縮機回転数の上下限値を再判定します。

a b c d e f
開始条件判定温度 9 11 22 25 26 28
領域判定温度 16 19 25 28 26 28

　⒣　暖房低外気保護制御
�圧縮機運転中に外気温度（Tho-A）が，30秒間連続して下図のON領域になったとき，圧縮機回転数の下限値を制限し
ます。

ON時の状態 圧縮機下限値
step1 45
step2 50
step3 60

　⒤　カレントセーフ制御
室外インバータ入力電流を検知し，電流値が設定値を超えると，圧縮機回転数を制御しインバータを保護します。
外気温が高い場合，下表より低い電流値で制御が開始することもあります。

� 単位：A
冷房 暖房

制御値A 制御値B 制御値A 制御値B
単相 15.0 14.5 15.0 14.5
三相 11.5 11.0 11.5 11.0

　⒥　カレントカット
ⅰ　室外インバータに過電流が流れるのを防止するため電流を検知し，設定値を超えると圧縮機を停止させます。3分遅
延後に再始動します。

　　　　　設定値：19.5～25.3A
ⅱ　�40分以内に3回，電流値が設定値を超えると圧縮機停止させ，リモコンにE42を表示し異常停止モードとなります。

　⒦　シリアル信号伝送工ラ一保護
室内・外通信が35秒間連続して信号を受信出来ないとき，圧縮機停止させ，リモコンにE5を表示し異常停止モードとな
ります。

OFF

－10 －8 －1 1 4 6

ON（step3）

ON（step2）

ON（step1）

外気温度（℃）

OFF

外気温度（℃）
c da b

(     )ON
上限：60
下限：45

ON(     )上限：75
下限：35

ON(      )上限：120
下限：20

e f

保持

1秒毎に回転数を下げる

解除

電流（A）

B A
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　⒧　ファンモータ異常
室外ファンモータの回転数が75min-1以下を30秒以上継続したとき，圧縮機および室外ファンモータ停止させます。異
常停止が3回発生した場合は，リモコンにE48を表示し異常停止モードとなります。

　⒨　圧縮機ロータロック異常
圧縮機起動後，脱調を検知すると圧縮機を停止し，リモコンにE60を表示し異常停止モードとなります。

　⒩　温度センサ断線検知
ⅰ　室外熱交温度センサ,�外気温度センサ

　　　　圧縮機ON後,2分～2分20秒間または電源投入後20秒間に5秒間連続して検知温度が，－55℃以下を検知したとき圧縮
　　　　機を停止させます。3分遅延後に圧縮機を再起動させますが,40分間に3回再検知した場合は異常停止します。

ⅱ　吐出管温度センサ
　　　　�圧縮機ON後，10分～10分20秒間に5秒間連続して検知温度が－25℃以下を検知したとき圧縮機を停止させます。3

分遅延後に圧縮機を再起動させますが，40分間に3回再検知した場合は異常停止します。

⑹　サイレントモード
リモコンよリ「サイレントモード開始」信号を受信した場合
ⅰ　室外ファンタップを下げて運転します。詳しくは，前述の(3)項の室外ファン制御をご覧ください。
ⅱ　圧縮機最高目標回転数60rpsにします。（冷房・暖房共）

⑺　試運転
　⒜　室外制御基板上のスイッチにより室外ユ二ットよリ運転が可能です。

SW5-3 ON SW5-4 OFF 冷房試運転
ON 暖房試運転

OFF 通常および試運転終了

　⒝　試運転制御
ⅰ　機種毎に決まる最高回転数にて運転をします。
ⅱ　各保護制御，異常検知制御は有効とします。
ⅲ　試運転中にSW5-4を切換えた場合は停止制御を行い冷・暖房運転を切換えます。
ⅳ　試運転中リモコンの設定および表示。

リモコン
リモコンの設定・表示内容

モード

冷房試運転 冷房，初期設定温度は5℃。

暖房試運転 暖房（準備）初期設定温度は30℃。
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消灯 消灯

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

消灯
室内制御基板

排水不良

オプション

室内接続台数

フロートスイッチ

消灯

1回点滅 ※ 室内制御基板不良（フロートスイッチ入力回路不良）

　 フロートスイッチの作動不良（誤作動）

　 ドレンポンプ（DM）不良，ドレンポンプ用配線断線・コネクタ外れ

※ 室内制御基板不良（DM駆動用出力回路不良）

室内ファンモータ 　 室内ファンモータ不良

　 オプション部品不良（オプション異常入力設定時）

　 1リモコン複数台制御時⇒室内ユニット接続台数オーバー

連続
点滅

アドレス設定 　 リモコン通信アドレス設定不良

アドレス設定 　 室内アドレス重複

消灯消灯 修　　理

修　　理

点　　検　　表　　示

リモコン

無表示

内機確認中
または消灯

消灯 消灯 消灯

（ノイズ）

室外制御基板

室内基板

室内制御基板

室内制御基板

据付・運転状況

室内熱交
温度センサ

室内熱交
温度センサ

吸込
温度センサ

室内電源

リモコン室内制御基板

リモコン

消灯 連続
点滅 消灯

消灯 連続
点滅 2回点滅

2回点滅

2回点滅 2回点滅

2回点滅

2回点滅

1回点滅

1回点滅

1回点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

消灯

消灯

消灯

1回点滅 連続
点滅 消灯

アドレス設定 室内ユニットでのアドレス設定不良1回点滅 連続
点滅 消灯

消灯

消灯

室内制御基板 室外制御基板 故障箇所 故　　障　　内　　容⑵

故障記号 点検表示
灯（赤）

点検表示
灯（赤） 点検表示灯（赤）正常表⑴

示灯（緑）

連　

続　

点　

滅

連続
点滅

消灯消灯

室内外接続線

リモコン
リモコン配線

リモコン配線

（ノイズ）

室内外接続線

　 正常運転

　 通電中に室外制御基板CPUが暴走

　 室内熱交温度センサ不良（素子不良，断線，短絡）　 温度センサ用コネクタ接触不良

　 室内熱交温度センサ不良（短絡）

　 吸込温度センサ不良（素子不良，断線，短絡）　 温度センサ用コネクタ接触不良

※ 室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※ 室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※ 室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

　 暖房過負荷（室内熱交温度が異常に高い）

※ 通電中に室外制御基板不良発生（通信回路不良）？

室外制御基板 　 通電中に室外制御基板不良

ヒューズ 　 通電中にヒューズ切れ

　 ノイズ等による室内外通信異常
　 運転中に室内外接続線接続不良発生（外れ・緩み）　　

　 室内外接続線の接続不良または断線

　 リモコン親子設定不良

　 電源OFF，断線・ヒューズ切れ

※ リモコンまたは室内制御基板不良（通信回路不良）？

　 リモコン信号線（シロ）の接続不良
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆電源ON時断線時消灯
　 リモコン線にノイズ侵入

基板交換

DM交換・修理

修　　理

修　　理

修　　理

1回点滅 室内制御基板 　 室内制御基板不良 交　　換
交換・修理

修理
方法

記載
ページ

基板交換

交　　換

温度センサ
交換・修理

リモコンまたは
基 板 交 換

基板交換
温度センサ
交換・修理

基板交換

温度センサ
交　　　換

基板交換

修　　理

　

修　　理

リモコン交換

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理

注⑴
　⑵

正常表示灯（室内・外：緑）はCPU異常時のみ消灯（または連続点灯）します。CPU異常以外の故障の場合は点滅を続けます。
故障内容の※印は通常の診断では，明確にそれと原因を特定できない場合で，部品交換して故障が直れば，結果的に交換した部品が悪かっ
たことを判断できるケースを示します。

☆

連続
点滅 消灯1回点滅

室内ファンモータ 　 室内ファンモータ回転不良連続
点滅 消灯1回点滅

交換・修理
室内制御基板 　 室内制御基板不良 交　　換

修　　理室内制御基板 　 運転モード設定不良

リモコン温度センサ　 リモコン温度センサ不良連続
点滅 消灯消灯 修　　理

－

152～154

消灯 連続
点滅 2回点滅

　 リモコン線の接続不良・断線（クロ,シロ）

　 リモコン基板不良

167

消灯
室内号機設定 　 子機に対応する親機がない連続

点滅3回点滅 リモコン配線 　 親機子機間のリモコン配線接続不良,断線
166

修　　理 165

168

170

156

149

161

163

　

159

160

162

164

　

　
169

148

158

157

14.1�点検表示一覧
⑴　リモコンの故障記号一覧（室内・外制御基板の正常［緑］，点検［赤］表示灯との組合せによる故障表示）
⒜　室内ユニット側故障時に於けるリモコン，制御基板の点検表示一覧

◆�エクシードハイパーシリーズ／ハイパーインバータシリーズ�共通

14.�電装品故障診断要領
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消灯 消灯

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

消灯
室内制御基板

排水不良

オプション

室内接続台数

フロートスイッチ

消灯

1回点滅 ※ 室内制御基板不良（フロートスイッチ入力回路不良）

　 フロートスイッチの作動不良（誤作動）

　 ドレンポンプ（DM）不良，ドレンポンプ用配線断線・コネクタ外れ

※ 室内制御基板不良（DM駆動用出力回路不良）

室内ファンモータ 　 室内ファンモータ不良

　 オプション部品不良（オプション異常入力設定時）

　 1リモコン複数台制御時⇒室内ユニット接続台数オーバー

連続
点滅

アドレス設定 　 リモコン通信アドレス設定不良

アドレス設定 　 室内アドレス重複

消灯消灯 修　　理

修　　理

点　　検　　表　　示

リモコン

無表示

内機確認中
または消灯

消灯 消灯 消灯

（ノイズ）

室外制御基板

室内基板

室内制御基板

室内制御基板

据付・運転状況

室内熱交
温度センサ

室内熱交
温度センサ

吸込
温度センサ

室内電源

リモコン室内制御基板

リモコン

消灯 連続
点滅 消灯

消灯 連続
点滅 2回点滅

2回点滅

2回点滅 2回点滅

2回点滅

2回点滅

1回点滅

1回点滅

1回点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

消灯

消灯

消灯

1回点滅 連続
点滅 消灯

アドレス設定 室内ユニットでのアドレス設定不良1回点滅 連続
点滅 消灯

消灯

消灯

室内制御基板 室外制御基板 故障箇所 故　　障　　内　　容⑵

故障記号 点検表示
灯（赤）

点検表示
灯（赤） 点検表示灯（赤）正常表⑴

示灯（緑）

連　

続　

点　

滅

連続
点滅

消灯消灯

室内外接続線

リモコン
リモコン配線

リモコン配線

（ノイズ）

室内外接続線

　 正常運転

　 通電中に室外制御基板CPUが暴走

　 室内熱交温度センサ不良（素子不良，断線，短絡）　 温度センサ用コネクタ接触不良

　 室内熱交温度センサ不良（短絡）

　 吸込温度センサ不良（素子不良，断線，短絡）　 温度センサ用コネクタ接触不良

※ 室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※ 室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※ 室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

　 暖房過負荷（室内熱交温度が異常に高い）

※ 通電中に室外制御基板不良発生（通信回路不良）？

室外制御基板 　 通電中に室外制御基板不良

ヒューズ 　 通電中にヒューズ切れ

　 ノイズ等による室内外通信異常
　 運転中に室内外接続線接続不良発生（外れ・緩み）　　

　 室内外接続線の接続不良または断線

　 リモコン親子設定不良

　 電源OFF，断線・ヒューズ切れ

※ リモコンまたは室内制御基板不良（通信回路不良）？

　 リモコン信号線（シロ）の接続不良
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆電源ON時断線時消灯
　 リモコン線にノイズ侵入

基板交換

DM交換・修理

修　　理

修　　理

修　　理

1回点滅 室内制御基板 　 室内制御基板不良 交　　換
交換・修理

修理
方法

記載
ページ

基板交換

交　　換

温度センサ
交換・修理

リモコンまたは
基 板 交 換

基板交換
温度センサ
交換・修理

基板交換

温度センサ
交　　　換

基板交換

修　　理

　

修　　理

リモコン交換

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理

注⑴
　⑵

正常表示灯（室内・外：緑）はCPU異常時のみ消灯（または連続点灯）します。CPU異常以外の故障の場合は点滅を続けます。
故障内容の※印は通常の診断では，明確にそれと原因を特定できない場合で，部品交換して故障が直れば，結果的に交換した部品が悪かっ
たことを判断できるケースを示します。

☆

連続
点滅 消灯1回点滅

室内ファンモータ 　 室内ファンモータ回転不良連続
点滅 消灯1回点滅

交換・修理
室内制御基板 　 室内制御基板不良 交　　換

修　　理室内制御基板 　 運転モード設定不良

リモコン温度センサ　 リモコン温度センサ不良連続
点滅 消灯消灯 修　　理

－

152～154

消灯 連続
点滅 2回点滅

　 リモコン線の接続不良・断線（クロ,シロ）

　 リモコン基板不良

167

消灯
室内号機設定 　 子機に対応する親機がない連続

点滅3回点滅 リモコン配線 　 親機子機間のリモコン配線接続不良,断線
166

修　　理 165

168

170

156

149

161

163

　

159

160

162

164

　

　
169

148

158

157

⒝　�室外ユニット側故障時に於けるリモコン，制御基板の点検表示一覧�
機種：FDCZP405 ～ 565/FDCVP405 ～ 565 形

　

断
診
障
故

点　　検　　表　　示 

リモコン 

1回点滅

1回点滅

1回点滅

1回点滅

1回点滅

室外制御基板

室外制御基板

室外制御基板

室外制御基板

据付状況

室外制御基板

室外ファンモータ

室外制御基板

運転状況

据付状況

据付・運転状況

据付・運転状況

室外熱交
温度センサ

室外熱交
温度センサ

外気温度センサ

吐出管
温度センサ

吐出管
温度センサ

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

室内制御基板 室外制御基板 故障箇所 故　　障　　内　　容

故障記号 点検表示 
灯（赤） 

点検表示 
灯（赤） 点検表示灯（赤） 正常表示 

灯（緑） 

連　

続　

点　

滅

　 室外熱交温度が高い

　 吐出温度が高い

　 吐出管温度センサ不良

　 室外熱交温度センサ不良　

　 室外熱交温度センサ不良または断線またはコネクタ接触不良

　 外気温度センサ不良または断線またはコネクタ接触不良

　 吐出管温度センサ不良または断線またはコネクタ接触不良

※ 室外制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※ 室外制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※ 室外制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※ 室外制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※ 室外制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

1回点滅

1回点滅

1回点滅

5回点滅

1回点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅 圧縮機

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

室外制御基板
圧縮機

室外制御基板
パワトラ

圧縮機
室外制御基板

1回点滅連続
点滅消灯

　 操作弁閉運転

　 カレントカット（圧縮機過電流異常）

　 圧縮機起動異常

　 冷媒量不足
　 操作弁閉運転

　 室外ファンモータ不良

　 室外制御基板不良

　 インバータ過電圧異常

　 圧縮機ロータロック異常

修　　理

修　　理

基板交換

基板交換

修理
方法

記載 
ページ 

温度センサ
交換修理

修　　理

交　　換

修　　理

交　　換

交　　換

修　　理
基板交換

1回点滅連続
点滅消灯 室外制御基板 　 異常 修　　理

基板交換

1回点滅連続
点滅消灯 室外制御基板 　 カレントセーフ 基板交換

修　　理

操作弁開確認

操作弁開確認

基板交換

温度センサ
交換修理

温度センサ
交換修理

基板交換

温度センサ
交換修理

基板交換

温度センサ
交換修理

注⑴ 故障内容の※印は通常の診断では，明確にそれと原因を特定できない場合で，部品交換して故障が直れば，結果的に交換した部品が悪かった
ことを判断できるケースを示します。

（単相機のみ）

三相機のみ

173

174

175

1回点滅
室外制御基板

電源配線連続
点滅消灯

　 室外電源T相欠相，ノイズフィルタ不良　

※ 室外制御基板不良（電源入力回路不良）？ 基板交換

176

177

178・179

180

181

182

183

184

185

186

171・172

⒞　オプションコントローラ使用時の点検表示一覧
点　検　表　示

SL1N
SL2NA
SL4

室内制御基板
点検表示
灯　（赤）

点検表示
灯　（赤） 点検表示灯（赤）正常表示

灯　（緑）

室外制御基板

故障記号

故障箇所 故　障　内　容
修理
方法

連続
点滅

SL1N
SL2NA
SL4

◦通信異常（SL1N，SL2NA，SL4 本体の通信回路不良） 交　換消灯 点滅 消灯
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■故障検知時期
区分 故　障　内　容

■故障の記憶とリセット
故　障　表　示 記　　　　憶 リ　セ　ッ　ト

ドレン異常（フロートスイッチ作動）

室内一室外誤接続

リモコン・室内伝送不良

室内・外伝送不良

吸込温度センサ断線

室内熱交温度センサ断線，短絡

外気温度センサ断線

室外熱交温度センサ断線

故障記号

内機確認中

故　障　検　知　時　期

電源ON30秒後常時

室外ユニットと一度も通信していない状態。

室外と1度以上通信した後2分間連続して通信異常

電源投入後（通電中）常時

1回目の検知から60分以内に吸込温度センサ入力温度が-50℃以下を5秒
間以上計測した時

電源投入後リモコンと室内が1度以上通信した後，伝送不良が2分間
継続した時

1回目の検知から60分以内に熱交温度センサ温度が-50℃以下を5秒間
以上計測した時および70℃以上を連続5秒間検知した時

1回目の検知から40分以内に3回温度センサ入力温度が-55℃以下を5秒間以上
計測した時および電源投入時，20秒間に-55℃以下を連続5秒間検知した時

1回目の検知から40分以内に3回温度センサ入力温度が-55℃以下を5秒間以上
計測した時および電源投入時，20秒間に-55℃以下を連続5秒間検知した時

1回目の検知から40分以内に3回温度センサ入力温度が-10℃以下を
5秒間以上計測した時

�優先度の高いモードを記憶
�リモコンの運転／停止スイッチを押してユニット
　を停止する

�異常が復旧していれば再運転可能
�記憶は不可

�優先度の高いモードを記憶

リ モ コ ン の 故 障 記 号

室内・点検表示灯（赤）

室外・点検表示灯（赤）

室　
　
　
　
　

内

室　
　
　
　
　

外

室内ユニット接続台数オーバー
（1リモコン複数台制御時）

吐出管温度センサ断線

⒟　故障記号・点検表示灯の表示順序
■1種類の故障が発生
故障に応じた表示をそれぞれ行います。

区　　　　　分 表　　　示　　　区　　　分

優先度の高い故障を表示（複数の故障が現に継続している場合）

現在発生している故障を表示（先発の故障が自動復帰後，新たに故障が発生した場合）

リ モ コ ン の 故 障 記 号

室内制御基板の点検LED（赤）

室外制御基板の点検LED（赤）

■複数の故障が発生
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　・リモコン故障モード記憶の解除
      TOP画面の「メニュー」より「メニュー画面」→「サービス設定」→「サービス・メンテナンス」→「サービスパス
      ワード入力」→「点検表示」→「異常履歴表示」の順に選択します。
      画面上の「消去」→消去確認画面で「はい」の順に選択すると，リモコンが記憶している異常履歴・異常発生時のデ
      ータの記憶をすべて消去します。
　・室内ユニット故障モード記憶の解除
      TOP画面の「メニュー」より「メニュー画面」→「サービス設定」→「サービス・メンテナンス」→「サービスパス
      ワード入力」→「点検表示」→「異常時運転データ消去」の順に選択します。
      異常時運転データ消去画面で「はい」を選択すると，リモコンは室内ユニットに異常履歴クリアを送信します。送信
      された室内ユニットは，リモコンに対し異常なしを送信します。

①　RC-DX3Bリモコンの場合
■故障モード記憶の解除（故障が復帰している場合）

14.2 故障診断の手順

故障 電源の確認
（室内・外）

点検表示
の確認
室内・外基板
リモコン

リモコンにて
異常運転

データチェック〔 〔
ユニット・
コントローラ
の点検

故障部品の
交換修理
試運転調整

故障が発生したら，次の手順で点検を進めてください。それぞれの点検方法の詳細は後述してあります。

故障診断は，点検表示またはユニットの運転状況（圧縮機が回らない，ファンが回らない，四方切換弁が切換わらない等）に
応じて室内ユニットの基板周辺の各コネクタ部で電圧（AC,�DC）抵抗等を測定する等して不良部品を見つけ，下記の部品単
位で交換修理します。

⑴　室内基板関係の交換部品単位
制御基板，電源基板，温度センサ（吸込，室内熱交），リモコンスイッチ，リミットスイッチ，ヒューズ
注⑴　強電回路・冷凍サイクルの部品は，通常の点検方法により判定してください。

⑵　基板交換要領
お願い　�ワイヤードリモコン使用機種は基板交換後，電源を投入した後に ｢リモコンによる機能設定｣ を参照し室内

ユニットの機能や用途に合せて設定を行ってください。

14.3 室内ユニット基板の交換手順

● 交換工事は，この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行なってください。
● ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。
表示と意味は次のようになっています。

警告　　 　誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
注意　　 　誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

● 基板交換完了後，試運転を行い異常がないことを確認してください。

● 交換作業は，販売店または専門業者に依頼する。
ご自分で作業をされ不備があると，感電や火災の原因になります。

● 作業は，この交換要領書に従って確実に行う。　
作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

● 元電源を切った後，交換工事をする。（電源を切って1分以上経過後に実施してください。）
通電状態での基板交換は，感電・故障・動作不良の原因になります。ファンモータ他の接続機器破壊の原因になります。

● 配線は確実に接続し，端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
接続や固定が不完全な場合は，発熱・火災の原因になります。

● 基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認する。
交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

● 基板にコネクタを接続する際は，基板が変形しないように接続する。破損・故障の原因になります。
● コネクタは，確実に挿入しストッパを掛ける。火災・動作不良の原因になります。
● 配線は，かみ込んだり，つっぱらないように結束する。断線・変形して故障・感電の原因になることがあります。

安全上のご注意

　　　　　　　　　　警　　告！

　　　　　　　　　注　　意！

！
！

・リモコン故障モード記憶の解除
�点検�ボタンを押しながら�タイマー�ボタンを押すことにより，リモコンが記憶している故障モードの記憶を解除します。
・室内ユニット故障モード記憶の解除
�点検�ボタンを押しながら�換気�ボタンを押すことにより，リモコンは室内ユニットに異常履歴クリアを送信します。
送信された室内ユニットは，リモコンに対し異常なしを送信します。

②　RC-D4Gリモコンの場合
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OFF

ⅰ アドレス設定・仕様切換スイッチ設定をしてください。
    交換する基板と同一設定としてください。

ⅱ 容量切換スイッチ(SW6)により容量を設定してください。
　 交換する基板と同一になります。

注⑴　機種設定の自動認識（SW6が全てOFF）を選択した場合は，接続する室外ユニットにより機種容量を自動認識
　　　しますので設定は不要です。

項目 スイッチ
アドレス SW1, SW2, SW7-3

親 子１ 子２ 子３
SW5-1 OFF OFF ON ON
SW5-2 OFF ON OFF ON

制御内容
1リモコン複数室内ユニット制御

親/子
設定

機種
設定 -1 -2 -3 -4

P40 ON
OFF

ON

ON
ON

自動認識 OFFOFF

OFF
OFFON

OFF OFF

OFF

OFF

P45
P50

SW6

項目 スイッチ
OFF
ON

試運転 SW7-1 通常運転
運転チェック/ドレンポンプ試運転

制御内容

ⅲ 基板を交換してください。
    1 基板に接続されているE1配線(黄／緑)のねじ止め部のねじ(矢視Ａ)を外してください。
    2 基板にコネクタ接続されている配線を全て取外した後、基板を交換してください。
    3 基板は，配線類をかみ込まないように固定してください。
    4 スイッチ設定は、交換する基板と同一設定としてください。
    5 基板へコネクタ接続してください。基板上のコネクタ色と配線コネクタ色を合わせて接続してください。
    6 1項で外した配線を元の場所にねじ止めしてください(矢視Ａ)。

ⅳ 制御基板部品配置図
　  基板の種類により部品実装が異なります。

SW6
ON

1 2 3 4
(P50の場合)P56 ON

ON

OFF

OFFOFF

PSC012D050

・�FDTCシリーズ

( iii ) 基板を交換してください。

    1) 基板に接続されているE1配線(黄／緑)のねじ止め部のねじ(矢視Ａ)を外してください。

    2) 基板にコネクタ接続されている配線を全て取り外した後、基板を交換してください。

    3) 基板は，配線類をかみ込まないように固定してください。

    4) スイッチ設定は、交換する基板と同一設定としてください。

    5) 基板へコネクタ接続してください。基板上のコネクタ色と配線コネクタ色を合わせて接続してください。

    6)  1)項で外した配線を元の場所にねじ止めしてください(矢視Ａ)。

(iV) 制御基板

　  基板の種類により部品実装が異なります。

PSC012D050

CNW3（白） CNQ（赤）CNR（白）CNV2（黒）CNV（白）

CNH（黒）

CNTA（青）

CNL（黒）

CNC（白）

CNF（黄）

CNN（黄）

CNI（青）

JX1

CNJ1（白） CNJ2（灰） CNB（黒）

CNM1（白）

CNP（緑）

Ａ 

CNT（青） CNG（青）

CNW0（白）

CNA（赤） CNK2（黒） CNK1（白） 部品番号 

 

CNT2（赤）

CNWR（白）

SW2

SW7 SW6

SW5LED3

LED2

C
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14.4�室外ユニット基板の交換手順
室外ユニットの故障診断は，リモコンの故障記号，室外制御基板上の点検表示灯（赤・LED）の点滅パターンを確認して
故障の概要とその原因，部位を推定した上で点検・修理を進めてください。
室内・外マイコンによる自己診断はマイコン異常の他，電源系統の異常，据付スペース，冷媒量不適等に起因するオーバー
ロード等を診断できるので，故障発見が円滑に行えます。
また，室外の点検表示灯は電源しゃ断する以外，故障が自動復帰した後も記憶され点滅を続けます。
故障復帰後，記憶されている故障より優先度の高いモードが発生すると，そのモードに切り替えて記憶します。

［電源のリセットについて］
室外制御基板交換をする場合および点検をする場合，室外ユニットへの供給電源をしゃ断してもコントローラ内部の電
解コンデンサに電圧が残っていますので，作業をされる場合は感電にご注意ください。
電源しゃ断後，3分以上経過し，コントローラ内部赤LEDが10秒以上，消灯していることを確認してから作業を実施し
てください。電解コンデンサ（C58）の両端の電圧（DC）を測定して十分に放電した事を確認してください。
（防湿コーティングしてあるため測定できないことがありますので，感電に注意して防湿剤を剥がして測定してください。）

⑴　室外コントローラ関係の交換部品単位
室外制御基板，インバータ基板，温度センサ（室外熱交，吐出管，外気，パワトラ，吸入管，ドーム下），ヒューズ（電源，
制御基板），ノイズフィルタ，コンデンサ，リアクタ

⑵　基板交換要領
安全上のご注意 

・ ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。
表示と意味は次のようになっています。
！ 警告 誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
注意 誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

 
・ 基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。
    交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。
・ 基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。
    通電状態での基板交換は，感電の原因になります。
・ 基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。
    交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・ 配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

！

  注意！

 ！ 警告

機種：FDCZP405 ～ P565H，HK／FDCVP405 ～ P565H，HK
ⅰ　制御基板
下記の要領でコントロール基板の交換を行ってください。
1）　�基板交換作業は電源を切って３分以上放置し、図３で示すコントロール基板部品面上のLED1（赤）が10秒以上

消灯していることを確認してから実施してください。
2）　�図４で示すC58端子間のDC電圧を測定し、10Ｖ以下であることを確認してください。(防湿剤によりコーティ

ングしてあるため測定できないことがあります。感電に注意して防湿剤を剥がして測定してください。）
3）　�コントローラ基板から接続されているハーネスおよび基板上のコネクタを外してください。
4）　新しいコントローラ基板上のSW6，7の設定を交換前の基板に合わせてください。
（SW6の実装は機種によって異なります。）

5）　�コントローラ基板を交換してください。
6）　�ハーネスおよびコネクタを元通りに接続してください。接続後、半挿しが無いことを確認してください。
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圧縮機配線

図1．単相機部品配置図（部品面）

図2．三相機部品配置図（部品面）

図3．LED位置 図4．電圧測定箇所（半田面）

圧縮機配線

PCA012D079

PCA012D080
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●ディップスイッチ設定表
機種：FDCZP405～565H, HK／FDCVP405～565H, HK

　表１：室外ユニット機種切換

スイッチ

SW6-1

OFF

OFF

OFF

ON

SW6-2
SW6-3

OFF
OFF

SW6-4
SW7-1

SW7-2

P405H

OFF

OFF

OFF

ON

ON
OFF

P405HK

OFF

ON

OFF

ON

OFF
OFF

P455H

OFF

ON

OFF

ON

ON
OFF

P455HK

ON

OFF

OFF

ON

OFF
OFF

P505H

ON

OFF

OFF

ON

ON
OFF

P505HK

ON

ON

OFF

ON

OFF
OFF

P565H

ON

ON

OFF

ON

ON
OFF

P565HK

スイッチ

SW5-1 通常/寒冷地デフロスト設定切換 OFF 通常 寒冷地

SW5-2 ― ― OFF ― ―

SW5-3 試運転モード 通常/試運転 OFF

OFF

通常

ON

試運転

冷房試運転 暖房試運転SW5-4 冷房/暖房試運転切換

SW6-1 機種切換

冷房/暖房

機種容量

表1参照

SW6-2 機種切換

三相/単相

ヒーポン/冷専

三相 単相

ヒーポン 冷専

SW6-3 機種切換

SW6-4 機種切換

SW7-1 機種切換

SW7-2 機種切換 ハイパー/エクシード

OFF

ハイパー エクシード

SW7-3 ― ― OFF

SW7-4 ―

―

―

通常/有効

― OFF

―

―

―

―

―

―

―

―

通常 チェックモード

SW8-1 ― OFF

SW8-2 OFF

SW8-3 インバータチェックモード切換

―

OFF

項目 出荷時
内容
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14.5�リモコンによる異常運転データの確認
異常発生時の運転データを記憶し，リモコンから異常運転データの確認ができます。
⑴　RC-DX3Bリモコンの場合
[操作手順]
①TOP画面の「メニュー」より「メニュー画面」→「サービス設定」→「サービス・メンテナンス」→「サービスパスワー
����ド入力」�→「点検表示」→「異常時運転データ表示」の順に選択します。
②リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合は，以下の表示となります。
1）.�異常がある場合：「データ読込み中」の後，異常時の運転データが表示されます。
表示内容
・異常コード
・番号およびデータ項目

2）.�異常がない場合：「異常なし」を表示し，本モードを終了します。
③リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合は，以下の表示となります。
1）.�異常がある場合：「室内機選択」画面で対象室内ユニットを選択→「データ読込み中」の後，異常時の

�������運転データが表示されます。
表示内容
・室内機��No.
・異常コード
・番号およびデータ項目

2）.�異常がない場合：「異常なし」を表示し，本モードを終了します。
　�注⑴「室内機選択」画面で接続台数が１ページを超える場合は，「次ページ」を選択してください。

④��運転／停止��ボタンを押すと，�TOP画面に戻ります。
◎設定の途中で，「戻る」をタッチすると，一回前の設定画面に戻ります。
注⑴��異常運転データの確認は，リモコン2台で室内ユニットを運転する場合，親りモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はで

きません。）

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
 ・解除時まで表示
 ・重複時は，表示データの一番若い
    番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による
  冷房･除湿時 ：保護制御中の場合は“８”を
  冷房･除湿時 ：表示する。

正常
表 示 内 容 

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロスト又は露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止又は脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（Thi-R1）
06 室内熱交温度（Thi-R2）
07 室内熱交温度（Thi-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
13 吹出温度
21 外気温度
22 室外熱交温度（Tho-R1）
23 室外熱交温度（Tho-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT電流
30 SH制御値
31 実SH
32 実TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1ON／OFF 
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

異常運転データ(機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。)

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
・解除時まで表示
・重複時は，表示データの一番若い
番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による

保護制御中の場合は“８”を
表示する。

正常
表 示 内 容

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロストまたは露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止または脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”
“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
 ・解除時まで表示
 ・重複時は，表示データの一番若い
    番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による
  冷房･除湿時 ：保護制御中の場合は“８”を
  冷房･除湿時 ：表示する。

正常
表 示 内 容 

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロスト又は露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止又は脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（Thi-R1）
06 室内熱交温度（Thi-R2）
07 室内熱交温度（Thi-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
13 吹出温度
21 外気温度
22 室外熱交温度（Tho-R1）
23 室外熱交温度（Tho-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT電流
30 SH制御値
31 実SH
32 実TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1ON／OFF 
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

異常運転データ(機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。)

コード 内容
M1 お掃除パネル異常
M7 室内過負荷アラーム
M9 ドレンポンプ過電流検知

■メンテナンスコード
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⑵　RC-D4Gリモコンの場合

■異常運転データ

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
・解除時まで表示
・重複時は，表示データの一番若い
番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による

保護制御中の場合は“８”を
表示する。

正常
表 示 内 容

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロストまたは露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止または脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”
“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（Thi-R1）
06 室内熱交温度（Thi-R2）
07 室内熱交温度（Thi-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
21 外気温度
22 室外熱交温度（Tho-R1）
23 室外熱交温度（Tho-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT電流
30 SH制御値
31 実 SH
32 実 TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1�ON／OFF
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

[操作手順]
①�点検�ボタンを押します。表示が「運転データ表示▼」となります。
②�▼�ボタンを一度押して，「エラーデータ表示▲」に切換えます。
③�セット�ボタンを押すと，異常運転データ表示モードに入ります。
④リモコンに接続されている室内ユニットが1台の場合は，以下の表示となります。
1）.�異常履歴がある場合 :エラーコードと「データ確認中」を表示します。
「例」「E8」（エラーコード）
「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）
続いて，データが表示されます。⑧へお進みください。

2）.�異常履歴がない場合 :「異常なし」を3秒間表示し，本モードを終了します。
⑤リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合は，以下の表示となります。
1）.��異常履歴がある場合 : 接続されている室内ユニットの中で，最も小さい室内アドレス番号とその室内ユニットのエ
ラーコードを表示します。
「例」�「E8」�「内000▲」（点滅）
2）.�異常履歴がない場合 :アドレス番号表示のみとなります。

⑥�▲��▼�ボタンで，表示したい室内アドレスを選びます。
⑦�セット�により確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）
「例」�「E8」
「内000」（選択した室内アドレスを2秒間点灯）→�「E8」
「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）続いて，�データが表示されます。
異常履歴がない室内ユニットを撰択した場合は，「異常なし」を3秒間表示し，室内アドレス表示に戻ります。

⑧�▲��▼�ボタンにより，異常運転データを確認できます。データ項目は下表をご覧ください。
注⑴�機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。

⑨室内ユニットを変更する場合は，エアコンNo.�ボタンを押すことにより，室内ユニット選択表示に戻ります。
⑩�運転／停止�ボタンを押すと，終了します。
◎設定の途中で，リセット�ボタンを押すと，一回前の設定画面に戻ります。
注⑴��異常運転データの確認は，リモコン2台で室内ユニットを運転する場合，親りモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はでき

ません。）
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14.6�ワイヤレス仕様機の点検表示      ワイヤレス仕様機の点検表示

(1)  点検表示，フィルターサインについて

   (a)  タイマー/点検表示灯（黄色）が短点滅（0.5秒点灯，0.5秒消灯）したとき。

         エアコンに異常が起きています。

         タイマー／点検表示灯の点滅（0.5秒点灯，0.5秒消灯）と同時にエアコンは停止します。

           ( i )  本体の点検モニター部にアドレスNo.および点検コードが表示されます。

          ( ii )   モニター表示は，表示時間が経過すると消灯します。

          ( iii )   モニター部に表示がでていない場合は，リモコン操作またはバックアップスイッチを押してください。

    (b)  タイマー/点検表示灯（黄色）が長点滅（2秒点灯，1秒消灯）したとき。

          フィルタの掃除をしてください。

       ( i )  延べ運転時間が180時間になるとタイマー／点検表示灯が長点滅（2秒点灯，1秒消灯）します。

       ( ii )  フィルタの掃除完了後，リモコンのフィルタボタンを押してリセットしてください。

            （フィルタボタンは1秒以上押し続けてください）  

(2) バックアップスイッチの使い方

      リモコンの電池切れ，紛失および故障時に本体表示部のバックアップスイッチで応急的にエアコンの運転／停止がで

      きます。

■バックアップスイッチを押してから2秒以内にスイッチから手を離してください。

　運転を開始します。

■もう一度押すと停止します。

運転／停止

運転モード………自動 風量切換……急
タイマー…………連続 設定温度……23℃
オートスイング…停止（水平）

■設定内容

点検モニター 

タイマー／点検表示灯 

RUN
TI MER
CHECK

タイマー／点検表示灯 

RUN
TI MER
CHECK

バックアップスイッチ 
RUN

TI MER
CHECK
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14.7�パワトラモジュール（含むドライブ回路）点検方法
パワトラモジュールに
割れ，焼損はないか

10％以上の電流差がある。
（加減速時はのぞく）

OK

NG

圧縮機電流の
相間バランスは良いか

YES

NO

パワトラモジュール端子間に
短絡はないか※1

OK

NG

圧縮機運転

正常 インバータ基板交換

※ 1　パワトラモジュール端子短絡点検要領
圧縮機の配線を外し，テスタで短絡チェックをしてください。
P-U,�P-V,�P-W
N-U,�N-V,�N-W
P-N 端子間を点検
各端子は下記の場所がテスタを当てやすいです。
P� ：パワトラP端子
N� ：パワトラN端子
U� ：圧縮機への赤ハーネス先端
V� ：圧縮機への白ハーネス先端
W� ：圧縮機への黒または青ハーネス先端

パワトラ短絡確認
インバータ不良判定用診断チェッカを持っていないとき，パワトラ部品の端子間を
測定しパワトラ不良かどうか診断する。

正常な値（Ω）テスタ

端子(＋)

P
N
P
P
P
N
N
N
U
V
W
U
V
W

N
P
U
V
W
U
V
W
P
P
P
N
M
M

0～
（数値の上昇）

数M
（数値の上昇）

約180k

約160k

約240k

端子(－) FDCZP405～565
FDCVP405～565

測定値が0～数kΩの場合は，素子が破損している可能性があるのでパワトラ部品を
交換してください。
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※2  インバータ不良判定用診断チェッカ
◆チェック要領

LEDの点滅状態

インバータ

6個のLEDが同じ
点滅をした場合

6個のLEDが消灯または
数個のLED点滅の場合

正常 不良

LED

赤 

ファストン端子
圧縮機接続配線端子と接続する。

白 
黒 U

V
W

品番 重工冷熱扱SA01927

■インバータ不良判定用診断チェッカ

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

点灯
消灯

ＬＥＤ点滅パターン

    ⑴　チェッカのセット手順
       ⒜　電源をOFFにします。（ブレーカOFF）
       ⒝　圧縮機のターミナルカバーを外して接続線（U，V，W）を外します。
       ⒞　チェッカの配線（U：赤, V：白, W：黒）を外した接続配線端子部に接続します。
    ⑵　判定運転方法
       ⒜　インバータ基板のスイッチJSW10-4をONし電源を投入します。
       ⒝　電源投入15秒後，LEDが5秒間点滅/消灯を10回繰り返します。
       ⒞　6個のLEDの点滅状態を確認します。 
       ⒟　LEDの点滅状態により判定

       ⒠　作業終了後は,インバータ基板のスイッチJSW10-4を
            かならず0FFしてください。

繰り返し遷移

⑴
         繰り返します。

注

電源投入(試運転開始)

15秒 5秒 5秒

～
1 2 3 10

部の動作区間は下図のLED点滅パターンを
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14.8�室外コントローラ故障診断回路図
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⑴　故障内容一覧
14.9�故障診断フロー

リモコン表示 故障内容 記載ページ
なし 運転するが，冷えない 141
なし 運転するが，暖まらない 142
なし 漏電ブレーカ作動 143
なし 音・振動が非常に大きい（その 1） 144
なし 音・振動が非常に大きい（その 2） 145
なし 音・振動が非常に大きい（その 3） 146
なし ルーバーモータが回らない 147
なし 電源系統異常（室内・外基板への電源供給） 148
なし 電源系統異常（リモコンへの電源供給） 149
内機確認中 室内機点検表示（リモコン1台接続または2台接続時） 150
内機確認中 室内機点検表示（リモコン3台以上接続） 151
内機確認中 内機確認中 152～ 154
無表示 無表示 155
E1 リモコン通信回路不良 156
E2 室内アドレス重複 157
E5 運転中に室内外通信異常 158
E6 室内熱交温度センサ不良 159
E7 吸込温度センサ不良 160
E8 暖房過負荷運転 161
E9 ドレン不良 162
E10 1リモコン複数台制御時接続台数オーバー（17台以上） 163
E11 リモコン通信アドレス設定不良 164
E12 室内ユニットでのアドレス設定不良 165
E14 親子室内ユニット間通信異常 166
E16 室内ファンモータ不良 167
E19 運転モード設定不良 168
E20 室内ファンモータ回転不良 169
E28 リモコン温度センサ不良 170
E34 電源欠相（三相機のみ） 171・172
E35 冷房過負荷運転 173
E36 吐出管温度異常 174
E37 室外熱交温度センサ不良 175
E38 外気温度センサ不良 176
E39 吐出管温度センサ不良 177
E42 カレントカット（その 1，2） 178・179
E47 インバータ過電圧異常（単相機のみ） 180
E48 室外ファンモータ不良 181
E51 パワートランジスタ異常 182
E57 冷媒量不足または操作弁閉検出 183
E58 カレントセーフ 184
E59 圧縮機起動異常 185
E60 圧縮機ロータロック異常 186
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⑵　故障診断

表示 
リモコン： なし

ＬEＤ  赤 

室内

室外

内容 

運転するが，冷えない
連続点滅 消灯

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 

冷房温度差

10～20℃以

内 

室内ユニット送風機の運転確認

吸込－吹出温度差の測定 

設置以降
の熱負荷
増加

リモコンで冷房
・除湿・暖房の運転を操作した

際「運転準備中」の表示（３秒間）
がでる。

圧縮機回転

数が低い

内外の空気条件は，

定格条件付近か？

室外コントローラによる運転制御機能の
「圧縮機回転数の決定」および
「圧縮機回転数による保護制御」から
該当する運転制御内容を確認してください。

ユニットは正常に運転し，圧縮機や各
部品を保護している可能性があります。
不明な点がございましたら，
弊社サービスセンターにご連絡ください。

NO

YES

YES

NO  

YES

YES

YES

NO

圧縮機は運転

しているか？ 
NO

機種選定ミス，熱負荷
再計算願います

YES

NO

注(1)　外３５℃内２７℃ DB／１９℃ WB

(1)

正常です。
（本機は，電源リセット後
再スタートする場合圧縮
機ドーム温度検知により
ソフトスタートします。）

増設の検討が必要です。

圧縮機の冷凍機油保護
制御が作動しています。
制御内容は，マイコン制
御機能の圧縮機始動制
御をご覧ください。

異常検出制御により圧
縮機を停止させている可
能性があります。
マイコン制御機能の圧
縮機回転数による異常
停止制御の内容をご確
認ください。

下記は参考にしてください。
・重度のフィルタ詰り
・重度の熱交換器の汚れ
・重度のショートサーキット
・重度の冷媒量過不足
・圧縮機保護始動中
・室内ユニットファンタップ
・サイレントモードの有効設定

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・圧縮機の圧縮不良
・膨張弁動作不良
・インバータ不良

注記：

緑

インバータ基板不良
→交換

NO

⑵　故障診断



－ 142－

表示 
リモコン： なし

ＬEＤ  赤 

室内

室外

内容 

運転するが，暖まらない
連続点滅 消灯

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 

暖房温度差

10～30℃以

内 

室内ユニット送風機の運転確認

吸込－吹出温度差の測定 

設置以降
の熱負荷
増加

リモコンで冷房
・除湿・暖房の運転を操作した

際「運転準備中」の表示（３秒間）
がでる。

圧縮機回転

数が低い

内外の空気条件は，

定格条件付近か？

室外コントローラによる運転制御機能の
「圧縮機回転数の決定」および
「圧縮機回転数による保護制御」から
該当する運転制御内容を確認してください。

ユニットは正常に運転し，圧縮機や各
部品を保護している可能性があります。
不明な点がございましたら，
弊社サービスセンターにご連絡ください。

NO

YES

YES

NO 

YES

YES

YES

NO

NO

圧縮機は運転

しているか？ 
NO

機種選定ミス，熱負荷
再計算願います

YES

NO

注(1)　外7℃ 内２0℃ DB

(1)

正常です。
（本機は，電源リセット後
再スタートする場合圧縮
機ドーム温度検知により
ソフトスタートします。）

増設の検討が必要です。

圧縮機の冷凍機油保護
制御が作動しています。
制御内容は，マイコン制
御機能の圧縮機始動制
御をご覧ください。

異常検出制御により圧
縮機を停止させている可
能性があります。
マイコン制御機能の圧
縮機回転数による異常
停止制御の内容をご確
認ください。

下記は参考にしてください。
・重度のフィルタ詰り
・重度の熱交換器の汚れ
・重度のショートサーキット
・重度の冷媒量過不足
・圧縮機保護始動中
・室内ユニットファンタップ
・サイレントモードの有効設定

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・四方切換弁動作不良
・圧縮機の圧縮不良
・膨張弁動作不良
・インバータ不良

注記：

緑

インバータ基板不良
→交換



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 143－

なし 漏電ブレーカ作動消灯 消灯

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圧縮機の絶縁抵抗，
端子間抵抗（1）はOK？

各ハーネス類は
絶縁が確保されているか？
板金などの噛み込み

はないか？

 

 室外アース線／漏電しゃ断器チェック 
 
①アース線は，室外ユニットのアースねじ部から配電盤のアース端子
まで，単独の線で工事してください。（他のアース線との接続はしな
いでください） 
②漏電しゃ断器自体の誤作動を防止するため，高調波対応品である
か確認してください。 
 
※圧縮機の絶縁抵抗について 
●据付直後，もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合，圧縮機
　に冷媒が溜まることにより，絶縁抵抗が数MΩまで低下することがありま
　す。絶縁抵抗が小さく，漏電ブレーカーが作動する場合は，以下の事項を
　確認ください。
①電源を投入し，6時間程度経過後，絶縁抵抗が復帰するか確認する。
　電源を投入することにより，圧縮機に通電加熱を行い，圧縮機に溜まっ
　た冷媒を蒸発させます。
②漏電ブレーカーが高調波対応品であるか確認する。
　本機はインバータを装備しており，漏電ブレーカーの誤動作を防止する
　ため，高調波対応品を使用してください。

 

NO

YES

NO

YES

室外アース線／漏電しゃ断器
チェック  

Ω

圧縮機交換※

絶縁抵抗確保

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・圧縮機不良
・ノイズ

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 144－

なし 音・振動が非常に大きい（その 1）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内ユニット・
室外ユニットの
設置にガタがある。 

【据付工事】
エアコンだ
けでなく建
屋全体から
の音・振動か

【製品】  
送風(ファン
単独)運転で
の音・振動か

配管が壁な
どに接触し
ている。 

ファンやル
ーバが他の
部品と接触
しているか

その2へ  

NO

YES

YES

YES 

YES
 

YES YES

エアコン運転
中，停止直後
の音・振動か

NO

NO NO

NO

NO

停止後充分時間経過して音・振
動が大きい場合エアコンが原因
ではないと考えられます。

設置状態をよく見て設置状態を
修正したりゴムなどのクッショ
ン材を入れるなどしてガタをな
くしてください。

配管を壁などの面に固定した
り，壁穴に通す場合ゴムなどの
クッション材を配管の周囲に巻
いて配管の振動が伝達されない
ようにしてください。

天井面，壁面，床面など強度不
足の可能性が考えられます。設
置場所の見直し，または強度
アップのための補強を立ててく
ださい。

ユニットの傾き設置，ファンや
ルーバ，モータの取付け異常を
確認して接触原因を特定したあ
と修正してください。

熱交やフィルタに目詰りがある
場合は清掃してください。
また，ファンやモータの回転に
伴ってブーン，リーン，ウオン
ウオンといった音色の音・振動
を発生する場合がありますが異
常ではありません。
（耐え難い大きさの場合弊社に
ご相談ください。）

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

①据付工事不良
・設置時の防振対策不良
・取付面の強度不足

②製品不良
・工場出荷前／後不良

③運転調整不良
・冷媒の過多／不足など

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 145－

なし 音・振動が非常に大きい（その２）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【製品側】
冷房／暖房
運転が正常
な状態での
音・振動か

配管がケー
シングに接
触している

シュー，ゴー
など連続的
な音が発生

その 1から

その３へ 
起動・停止時
シュー，シャー
音が発生

暖房時の除
霜開始・終了
でブシュー音
が発生

暖房運転で
ビシッビシッ
音が発生

冷房運転中
停止後でシュー
音が発生

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

ケーシングに接触しないように
配管引き回しを修正します。

エアコン内部の配管中をガス冷
媒や液冷媒が流れることで発生
する音・振動です。特に冷房中
や暖房時の除霜中は発生しやす
く異常ではありません。

冷媒が流れ始めたり流れが止ま
ることで発生する音・振動です。
異常ではありません。

暖房時の除霜開始・終了では四
方切換弁の切換えによって冷媒
の流れ方向を反転させています。
この際，配管内に大きな圧力変
化が起きるためブシューといっ
た音色の音が発生します。また，
上記のシャー，シュー音も発生
します。異常ではありません。

暖房運転開始・停止後や除霜中
において，急激な温度変化によ
り樹脂部品が収縮・膨張するこ
とで発生する音です。異常では
ありません。

室内ユニットドレン水を排出す
るドレンポンプの運転音です。
冷房運転停止後も 5分間運転し
ます。異常ではありません。

減圧 ( 膨張弁 )，キャピラリ部
など発生源と考えられる部位に
防音用ダンパーシーラントを貼
り付けてください。

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 146－

なし 音・振動が非常に大きい（その３）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【運転調整】 
冷房／暖房運転が不良な
状態での音・振動か

その２から 

YES

冷房／暖房運転で温
度が適正でない不良
な状態の場合，以下の
懸念があります。

・冷媒の過多充填
・冷媒の不足充填
・空気，窒素などの
混入

このため，冷媒回収，
真空乾燥，冷媒再充填
を実施してください。

※音・振動はさまざま
なことが原因となっ
て発生するため，上記
の内容に当てはまら
ない場合があると思
われます。
その場合，以下の点を
確認・メモした後弊社
にご相談願います。

・室内／室外ユニット
・冷房／暖房／送風
・起動／停止／運転中
・運転状態
　（室内外温度，圧力）
・発生時間
・圧縮機回転数，熱交

センサ温度，電子
膨張弁開度等のリ
モコンによる運転
データ

・音色
・その他気付き事項

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 147－

なし
ルーバモータが回らない

連続点滅 消灯

－ 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

電源投入時
ルーバが動作す

るか

ルーバモータ
の配線は断線
しているか

ルーバモータは
ロックしているか

▲室内ユニット側で点検してください。

リモコンで
ルーバモータは
動作するか

YES

NO

1分以上経過し
てから操作して
ください。

YES 

NO

YES

NO

配線修理

室内制御基板不良→
交換

ルーバモータ交換

正常

ルーバモータ交換
（ルーバモータを交換
しても異常が出る場
合には，室内制御基
板を交換してくださ
い。）

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ルーバモータ不良
・ルーバモータ配線断線
・室内制御基板不良

注記：



－ 148－

ヒューズ（F2）は
OKか？

ヒューズ交換後
正常に作動するか 室内ファンモータ交換NO

表示 
リモコン： なし

ＬEＤ 緑  赤

室内

室外

内容 電源系統異常
（室内・外基板への電源供給）

消灯 消灯

－ 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

NO NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

室内
端子台①-②間に
AC200Vある

か？
室外

端子台①-②間に
AC200Vある

か？

CNM①-④間にDC
280Vはあか？

CNP
①-②間にDC8V

はあるか？

アクチュ
エータ等の短絡
チェックはOKか？

JX1は解放？

ヒューズ（F1）は
OKか？

ヒューズ交換後
正常に作動するか

室外制御基板（ノイズ
フィルタ）不良→交換

一過性の過電流による
ヒューズ溶断

一過性の過電流による
ヒューズ溶断

室内ユニット基板不良
→交換

室内ユニット基板不良
→交換
JX1を解放

対象部品を交換

室内ユニット基板不良
→交換

渡り配線の誤接続
または断線

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・渡り配線の誤接続または
　断線
・ヒューズの断線
・室内ファンモータ不良
・室外制御基板不良
・室内ユニット基板不良
・アクチュエータ等不良

注記：※1 CNWO, CNW3を除くコネクタを，一個ずつ外していき電源投入後にCNP①-②間にDC8Vがあるか確認。
          ・YES：コネクタを外しても，CNP①-④間にDC8Vがない。
          ・NO  ：コネクタを外しても，CNP①-④間にDC8Vがある。

NO

※1

YES

室内ユニット基板不良
→交換

室内ユニット基板不良
→交換

室内ユニット基板不良
→交換

室内ファンモータ交換

ヒューズ交換(1)

室内
ファンモータの抵抗

チェックはOK
か？

YES

YES

NO

NO

YES

YES

CNWO
①-③間が短絡して

いるかか？

室内ファンモータコネクタを
外しCNMO③-⑤間をチェック

短絡しているか?

CNM①-④間の抵抗
チェックはOKか？

NO

NO

NO
NO

注(1) ヒューズ交換後に電源を再投入し，ヒューズの
        溶断が発生した場合は室内ユニット基板交換

YES



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 149－

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 電源系統異常

（リモコンへの電源供給）
連続点滅 消灯

ー 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

リモコン配線
接続チェックＯＫ？
Ｘ（シロ），Ｙ（クロ）

NO

NO

室内端子台
X-Y間に電圧DC15V
以上はあるか？ 

室内ユニットの
親子設定は正しいか？

YES

電源リセット

YES

NO 電源リセットで
正常に戻るか？

NO

YES

YES

NO

リモコン線を 
はずす  

YES

室内端子台
X-Y間の電圧を再計測しDC15V

以上はあるか？ 

リモコン配線接続修正

リモコン線断線？
リモコン不良→交換

ノイズによる誤作動
（周辺環境確認）
室内ユニットの親子
設定修正→親設定に
してください。

室内制御基板不良→
交換

リモコン線断線？
リモコン不良→交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・リモコン線断線／短絡
・リモコン不良
・ノイズ誤動作
・ハーネス断線
・室内制御基板不良
・室内制御基板の親子ア
ドレス設定不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 150－

内機確認中 室内機点検表示
（リモコン 1台接続または 2台接続時）

連続点滅 消灯

ー 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

SW1を「親」に設定

正常

アドレス再設定
（SW2）

リモコン線を強電線
とはなす。

室内制御基板不良→
交換

リモコン不良→交換

２．異常検出方法

電源投入後 ,30分以上室内
ユニットと通信できない。
（リモコン側）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・設定不良
・周囲環境
・リモコン通信回路不良
・室内制御基板不良

注記：リモコン表示は「内機確認中」から 30分後，異常検出すると「室内機点検」に表示が変わります。

リモコンを2台
接続？

子リモコンの
⑴，⑵

注⑴ SW1にて親子の
設定を行う。

注⑵ リモコンのLCDに
「子」の表示あり。

⑵

設定となっている

正常復帰？

1台を親

子機に修正
機に，もう1台を

複数の室

レスになっている
内ユニットが同じアド

リモコン線が

ている
強電線と並走し

60秒後

動作する
自動的にドレンモータが

内外渡り線③
を外す

電源リセット

 

NO
YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 151－

内機確認中 室内機点検表示
（リモコン 3台以上接続）

連続点滅 消灯

ー 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

2台以下に変更する。

リモコンを親に設定
する。（SW1）

アドレス変更（SW2）

親に変更（SW5-1.2）

修正

修正

室外制御基板不良→
交換

渡り線断線→修正

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

電源投入後，30分以上室
内ユニット通信できない
（リモコン側）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・設定不良
・周囲環境
・リモコン通信回路不良
・室外制御基板不良
・室内制御基板不良

注記：リモコン表示は「内機確認中」から 30分後，異常検出すると「室内機点検」に表示が変わります。

NO

NO

NO

NO

NO

リモコンが
3台以上接統
されている

リモコン表示が
｢子｣になっている

YES

複数の室内ユニット
が同じアドレスになって

いる

子室内の
設定となっている

SW5-1，2

内外渡り線
の端子のゆる
み，誤接続

アース線の
接続はよいか？

室外端子台②－③
間に電圧約DC20V

はあるか?

室内端子台②－③
間に電圧約DC20V

はあるか?

YES

YES

YES

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 152－

内機確認中 内機確認中連続点滅 消灯

ー 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

電源投入後 2分待っても
リコモン LCD「内機確認
中」表示のままの場合

診　断 処　置

電源ヒューズ  
交換へ

NO

NO

YES

電源投入後2分待ってもリモ
コンLCD内機確認中表示の
まま  

一旦ブレーカをしゃ断し3分後  
に再度ブレーカを投入する。 

正常復帰？

YES

YES

NO

NO

NO

 

NO

ノイズフィルタ2次側に
AC200Vあるか？

ノイズフィルタ･インバータ
基板間の接続線は良いか？ NO

室内緑LEDは
点滅しているか？  

室外赤LEDは
2回点滅しているか？

室内・室外接続線は
正規に接続されているか

室外側端子台②～③間
電圧はDC約20V？

NO

室内側端子台②～③間
電圧はDC約20V?

NO

YES

室外端子台一室外
制御基板間の電源ヒューズ

は溶断しているか？ 

YES

YES

YES

YES

YES

正常

インバータ点検のため
次ページ参照

ノイズフィルタ交換

正しく接続する。

室内制御基板不良→
交換

室内制御基板不良→
交換
リモコン不良→交換
リモコン線�Y断線→交換
室内・外接続線修正

室外制御基板不良→
交換

接続線不良（断線）
ノイズ
室内制御基板不良→
交換
�����������������

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・ヒューズ溶断
・室内制御基板不良
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板不良

注記：通信中に異常が発生した場合は故障記号E5を表示します。（室外赤 LED2回点滅）点検要領は上記と同一です。（ただし，接続関連は除く）�
また，E5発生後電源リセットした場合，異常が継続していれば LCD「内機確認中」表示になります。短時間（1分以内）にブレーカ電源
投入を繰り返すと「内機確認中」表示することがあります。この場合，ブレーカをOFFして 3分お待ちください。



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 153－

内機確認中 内機確認中連続点滅 消灯

ー 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット全機種

ヒューズ溶断の場合，電
源ヒューズ交換前のイン
バータ点検方法

診　断 処　置

ノイズフィルタ
交換

室外制御基板
交換

リアクタ
交換

ノイズフィルタ
相関短絡ないか 

パワトラモジュールや
ダイオードスタックに
割れ焼損ないか 

リアクタ異常
ないか？

ヒューズ交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・室外制御基板不良
・リアクタ不良

注記：

YES

NO

NO

NO

相関短絡しているか

割れ焼損しているか

あるか

YES

YES



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 154－

内機確認中 内機確認中連続点滅 消灯

ー 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

電源投入後リモコン無表
示の場合

診　断 処　置

YES

NO

電源投入後
リモコン無表示

NO

NO

NO

室内緑LEDは
点滅しているか

室内制御基板の
ヒューズは良いか

 

室外赤LEDは
2回点滅しているか

室内・外接続線は
正規に接続されているか

室外側端子台②～③間
電圧DC約20V?

NO

室内側端子台②～③間
電圧DC約20V?

NO

YES

NO 

YES

リモコンをはずした状態で
リモコン側の線間に電圧
約DC10～11Vあるか

YES

YES

YES

YES

ヒューズ交換

リモコン線短絡

リモコン不良→交換

室内制御基板不良→
交換
リモコン不良→交換
リモコン線XまたはY断線

接続線修正

室外制御基板不良→
交換

接続線不良（断線）
ノイズ

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・ヒューズ溶断
・室内制御基板不良
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 155－

無表示 無表示消灯 消灯

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
電源投入後リモコン無表
示の場合

診　断 処　置

電源投入後
リモコン無表示

YES

YES

リモコン側の接続端子に
DC10V以上あるか？

NO

NO

室内・外接続線は
正規に接続されている

リモコンを外すと
リモコン線のコネクタにDC10V

以上が発生する。

NO

YES

YES

リモコン不良

リモコン不良

接続線不良
リモコン線不良
（ショートなど）

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・基板間の接続不良
・室内制御基板不良
・リモコン不良
・リモコン線断線

注記：



－ 156－

表示 
リモコン： E1

ＬEＤ 緑  赤 

室内

室外

内容 

699

リモコン通信回路不良
連続点滅 消灯

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

ノイズによる誤作動
（周辺環境確認）

室内制御基板不良→
交換

E5（運転中に通信異常）

２．異常検出方法

リモコン－室内ユニット間の
通信が運転中に2分以上
正常にできない場合
（リモコンでのみ検出）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・リモコン－室内ユニット間
通信回路不良

・ノイズ
・室内制御基板不良
・リモコン不良

注記：室内側ではリモコンと180秒間正常に通信できない場合，室内ユニットの基板は自動的にリセットスタート
します。

SW7-1をOFF→ON

内外渡り線③（内外

電源リセット

YES
電源リセットで

正常復帰できるか？

NO

YES
1分後，ドレンポンプが

自動的に運転を開始するか？

NO

16-17_HB_101_182.indd   143 2017/02/22   14:51:20

通信線のみ）を外す

リモコン不良または

診断へ移動

内外渡り線③を接続する

室内ユニット制御基板



－ 157－

表示 
リモコン： E1

ＬEＤ 緑  赤 

室内

室外

内容 

699

リモコン通信回路不良
連続点滅 消灯

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

ノイズによる誤作動
（周辺環境確認）

室内制御基板不良→
交換

E5（運転中に通信異常）

２．異常検出方法

リモコン－室内ユニット間の
通信が運転中に2分以上
正常にできない場合
（リモコンでのみ検出）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・リモコン－室内ユニット間
通信回路不良

・ノイズ
・室内制御基板不良
・リモコン不良

注記：室内側ではリモコンと180秒間正常に通信できない場合，室内ユニットの基板は自動的にリセットスタート
します。

SW7-1をOFF→ON

内外渡り線③（内外

電源リセット

YES
電源リセットで

正常復帰できるか？

NO

YES
1分後，ドレンポンプが

自動的に運転を開始するか？

NO

16-17_HB_101_182.indd   143 2017/02/22   14:51:20

通信線のみ）を外す

リモコン不良または

診断へ移動

内外渡り線③を接続する

室内ユニット制御基板



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 158－

E5 運転中に室内外通信異常連続点滅 2回点滅

ー 下記参照

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

リモコンLCD
正常に戻ったか

電源リセット

YES

NO

・室外赤LEDが消灯

室外ユニット
側で信号線の接続

ＯＫ？

室内～外
ユニット間信号線の
接続ＯＫ？

リモコンLCDは
正常に戻ったか

注⑴　室外端子台での接続不良（外れ，緩み）を点検⑴

⑵

電源リセット

注⑵　室内～室外ユニット間信号線の接続  
 不良または断線を点検。

YES

NO

YES

NO

YES

NO

・室外赤LEDが2回点滅の場合

信号線修理

信号線修理

「内機確認中」表示の
診断へ

ユニットは正常です。
（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

室外制御基板不良→
交換
（ネットワーク通信回
路不良）
ユニットは正常です。
（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

２．異常検出方法

室内－室外ユニット間が
2分以上正常に通信でき
ない場合

３．異常発生条件

運転中，同上を検知

４．予想原因

・号機設定ミス
・リモコン配線断線
・リモコン配線接続不良
・室外制御基板不良

注記：ポンプダウンスイッチを押すと，室内ユニットとの通信をキャンセルするため，室内ユニットおよ
びリモコンには“伝送異常・E5”が表示されますが異常ではありません。



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 159－

E6 室内熱交温度センサ不良連続点滅 1回点滅

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

室内熱交温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

室内熱交温度センサの
特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗　

（kΩ）

温　度  （℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

注⑴ 室内熱交温度センサ特性は下図参照

⑴ 

コネクタを確実に接
合する

室内熱交温度センサ
不良→交換

室内制御基板不良→
交換
（室内熱交温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室 内 熱 交 温 度 セ ン サ
（Thi-R1，R2，R3，）の異
常低温および異常高温（抵
抗）を検知

３．異常発生条件

・�温度センサがー50℃以下を�
連続 5 秒間検知（断線）
した場合は圧縮機を停止
します。3分遅延後に圧
縮機を再起動させ，1回
目の検知から 60 分以内
に再検知した場合。

・�70℃以上を連続 5秒間検知
（短絡）

４．予想原因

・�室内熱交温度センサコ
ネクタ不良

・室内熱交温度センサ不良
・室内制御基板不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 160－

E7 吸込温度センサ不良連続点滅 1回点滅

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

吸込温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

吸込温度センサ
の特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗　

（kΩ）

温　度  （℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

注⑴ 吸込温度センサ特性は下図参照
⑴ 

コネクタを確実に接
合する

吸込温度センサ不良
→交換

室内制御基板不良→
交換
（吸込温度センサ入力
回路不良）

２．異常検出方法

吸込温度センサ（Thi-A）
の異常低温および異常高
温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

・�温度センサがー50℃以下�
を連続 5秒間検知した
場合は圧縮機を停止し
ます。3 分遅延後に圧
縮機を再起動させ，1
回目の検知から 60 分
以内に再検知した場合。

４．予想原因

・吸込温度センサコネクタ
不良

・吸込温度センサ不良
・室内制御基板不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 161－

E8 暖房過負荷運転連続点滅 1回点滅

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

YES

エアフィルタ
が目詰まりして
いるか

室内熱交温度センサ
コネクタの接続はOKか

室内熱交温度センサ
の特性はOKか

NO

リモコンで異常データ点検

YES

暖房過負荷状態か

注⑵　過負荷状態か否かの点検は下記内容を確認する。
     ▲ショートサーキットは無いか
     ▲室内熱交換器の汚れ，つまりは無いか
     ▲室外ファンコントロールは正常か
     ▲室内・外気温が高すぎないか

YES

NO

異常停止

復帰

室内熱交温度（℃） 
56   　　 63 

注⑴ 室内熱交温度センサ特性は159ページ参照

NO

⑴

⑵

洗浄

コネクタを確実に接
合する

室内熱交温度センサ
不良→交換

冷媒系統点検

調整

２．異常検出方法

室内熱交温度センサ
（Thi-R1，R2，R3）

３．異常発生条件

1回目の検知から 60分以
内に 5回検知した時，ま
たは過負荷状態を連続6分
間感知した場合。

４．予想原因

・エアフィルタ目詰まり
・�室内熱交温度センサコ
ネクタ不良

・�室内熱交温度センサ不
良

・冷媒系統異常

注記：�暖房；圧縮機始動後，室内熱交温度（Thi-R）により圧縮機の回転数を下げ高圧制御します。



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 162－

E9 ドレン不良連続点滅 1回点滅

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

加湿器を接続？

NO

リモコンからドレンモータON

YES

ドレンモータ運転？

YES

NO

リモコンで異常データ点検

オーバーフローあり？

CNI両端に
DC12Vは
あるか？

CNIに接続？  NO

YES

オプションに
異常あり？

NO

YES

YES

リモコンの室内機能
設定により加湿器ドレンモータ連動

に設定したか？
NO

YES

CNRの両端に
DC12V？ NO

YES

ドレン配管のつまり
勾配OK？

NO

YES

NO

YES
NO

フロートスイッチ点検

室内制御基板不良→
交換

室内制御基板不良→
交換

オプションチェック

リモコンにより「加湿
器ドレンモータ連動」
へ設定

室内制御基板不良→
交換

ドレンモータ配線点検

修正

ドレンモータ点検

２．異常検出方法

フロートスイッチ作動

３．異常発生条件

フロートスイッチ開を 3
秒間連続検知したとき，
またはフロートスイッチ
の未接続時・断線時。

４．予想原因

・室内制御基板不良
・�フロートスイッチ設定ミス
・加湿器ドレンモータ連
動設定ミス

・オプション設定ミス
・ドレン配管ミス
・ドレンモータ不良
・�ドレンモータ配線不良
・フロートスイッチ不良

注記：�電源投入時に発生した場合は，フロートスイッチの断線・接点不良が考えられます。点検修正（交換）
してください。



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 163－

E10
���1 リモコン複数台制御時

接続台数オーバー（17台以上）
連続点滅 消灯

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

1個のリモコンに17台
以上接続していないか NO

YES

リモコン不良→交換

16台以下に変更２．異常検出方法

1リモコンで室内ユニット
17台以上を検知した時

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・接続台数オーバー
・リモコン不良

注記：
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リモコン通信アドレス設定不良

室内ユニットの
アドレス設定を
リモコンアドレス

で設定した

複数の室内ユニットを 1リ
モコンで結線し，リモコン
アドレスで設定をした場合

アドレス設定方法のまちが
い。
�リモコンからのアドレス�
�設定はできない。

設定

アドレス設定方法変更
室内ユニット制御基板
上のディップスイッチ 
SW2でアドレス設定を
行う。

下図のリモコン結線で、リモコンによりアドレス
設定をするとE11発生。

ー



－ 165－452

全機種

連続点滅 1回点滅

ー

室内ユニットアドレス設定

不可 不可 不可

室外ユニットアドレス設定 室外ユニットアドレス設定室内ユニットアドレス設定

複数冷媒系統自動アドレス

YES 

NO 

室内制御基板不良→
交換

• 室内ユニットでのアドレス
設定ミス

• 室内制御基板不良



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 166－

E14 親子室内ユニット間通信異常連続点滅 3回点滅

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室内ユニットの
親・子の号機設定
はよいか

NO

YES

室内ユニット間
のリモコン配線
不良？

電源リセット
で復帰するか？

注⑵　 室内制御基板上のディップスイッチSW5-1，
SW5-2を下表のように設定してください。

親  子a 子b 子c
SW5-1 OFF OFF ON
SW5-2 OFF ON OFF

ON
ON

 ディップ
スイッチ  

室内ユニット  

YES

NO

NO

YES

（工場出荷時[親]設定）

号機設定修正

配線修正

室内制御基板不良→
交換

ノイズによる誤作動
（周辺環境を確認）

２．異常検出方法

親子室内ユニット間に通信
異常が発生

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・号機設定ミス
・リモコン配線断線
・リモコン配線接続不良
・室内制御基板不良

注記：
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表示 
リモコン： E16

ＬEＤ 緑  赤

室内

室外

内容 

室内ファンモータ不良
消灯ー

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・室内ユニット基板不良
・ファンモータの回転部の
　異物
・ファンモータ不良
・基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：

室内ファンモータ回転数

室内ファンモータの実回転
が30秒連続して200minー1

以下になると圧縮機，室内
ファンモータを停止します。
2秒遅延後自動復帰します
が60分以内に4回作動した
場合。

YES

NO

ファンモータ
の回転部に異物が挟

まっているか？

NO

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

NO

NO

ファンモータコネクタ
CNM①-④間にDC280Ｖの

電圧はあるか？

ファンモータ運転
指令時にコネクタCNM⑤-④間

にDC15Ｖの電圧はあるか？

ヒューズが
溶断しているか？

正常になったか？

ファンモータ側の
コネクタを外し運転指令時に
CNM⑤-④間にDC15Ｖの

電圧はあるか？

YES

YES

YES

NO

NO

NO

YES

YES

NO

YES

注⑴  ヒューズ:F2

電源リセット

異物を取り除く

ファンモータを交換

電源電圧を点検して
ください

故障したファンモータと
室内ユニット基板を交換
一過性の過電流による
ヒューズ溶断

ファンモータ交換

ファンモータを交換
（ファンモータを交換
しても異常が出る場合
には，室内ユニット基板
を交換してください）

一過性
ノイズが乗ったこと
による。 

室内ユニット基板を交換

ヒューズ交換後
正常に作動するか？

YES



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 168－

E19 ���運転モード設定不良連続点滅 1回点滅

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

SW7-1がON?

電源ONと同時にE19発生

NO

YES

室内制御基板不良→
交換（スイッチ不良）

SW7-1 を OFF し電源
をリセット

２．異常検出方法

E19発生

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・スイッチ設定ミス
（スイッチの戻し忘れ）
・室内制御基板不良
（スイッチ不良）

注記：
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表示 
リモコン： E20

ＬEＤ 緑  赤

室内

室外

内容 

室内ファンモータ回転不良
消灯ー

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・室内ユニット基板不良
・ファンモータの回転部の
　異物
・ファンモータ不良
・基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：

室内ファンモータ回転数

室内ファンモータ回転指
令が出力された後2分経
過しても実回転数が要求
回転数－50min-1に達しな
いときは，ファンモータ
回転異常を検出し停止し
ます。

YES

NO

ファンモータ
の回転部に異物が挟

まっているか？

NO

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

NO

NO

ファンモータコネクタ
CNM①-④間にDC280Ｖの

電圧はあるか？

ファンモータ運転
指令時にコネクタCNM
⑤-④間にDC15Ｖの

電圧はあるか？

ヒューズ
が溶断しているか？

正常になったか？

ファンモータ側の
コネクタを外し運転指令時に
CNM⑤-④間にDC15Ｖの

電圧はあるか？

YES

YES

YES

NO

NO

YES

NO

YES

電源リセット

異物を取り除く

ファンモータを交換

電源電圧を点検して
ください

ファンモータ交換

ファンモータを交換
（ファンモータを交換
しても異常が出る場合
には，室内ユニット基板
を交換してください）

一過性（ノイズが乗っ
たことによる。） 

室内ユニット基板を交換

注⑴　④がGNDです。

注⑵  ヒューズ:F2

NO

YES

故障したファンモータと
室内ユニット基板を交換
一過性の過電流による
ヒューズ溶断

ヒューズ交換後
正常に作動するか？

YES



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 170－

E28 リモコン温度センサ不良連続点滅 消灯

ー 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

リモコン温度センサ
コネクタの
接続はOKか

リモコン温度
センサの特性は良いか
断線は無いか？

リモコン温度センサ抵抗温度特性（Thc）

0

1

2

4

6

8

10

12

65

62

59

53

48

44

40

36

14

16

18

20

22

24

26

28

33

30

27

25

23

21

19

18

30

32

34

36

38

40

42

44

16

15

14

13

12

11

9.9

9.2

46

48

50

52

54

56

58

60

8.5

7.8

7.3

6.7

6.3

5.8

5.4

5.0

温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ）

コネクタを確実に接
合する

リモコン温度センサ
不良→交換

リモコン基板不良→��
交換
（リモコン温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

リ モ コ ン 温 度 セ ン サ
（Thc）の異常低温（抵抗）
を検知

３．異常発生条件

温度センサが－ 50℃以下
を連続 5秒間検知した場
合は圧縮機を停止します。
3分間延長後に圧縮機を
再起動させ，1 回目の検
知から 60 分間以内に再
検知した場合。

４．予想原因

・�リモコン温度センサ接
続不良

・�リモコン温度センサ不
良

・リモコン基板不良

注記：リモコンセンサ無効→有効切換えの 10秒間以降は，断線してもE28 は表示しません。同時に使用
するセンサをリモコン→吸込温度センサに変更します。リモコンセンサを有効にしても点検表示の
吸込温度表示は吸込温度センサの値となります。



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 171－

E34 電源欠相
（三相機のみ）

連続点滅 消灯

ー 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

三相機のみ 診　断 処　置

電源ヒューズ交換へ

YES

YES

NO

YES

電源電圧を測定し
各相間にAC200V
はあるか？

電源ヒューズに溶断はないか？

ノイズフィルタの
2次側各相間にAC200Vはあるか？

ノイズフィルタと室外
制御基板間の結線はよいか

NO

NO

NO

YES

電源点検

電源ヒューズ交換前に
インバータを点検する�
（次ページ参照）
ノイズフィルタ不良
→交換

正しく接続する

室外制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

電源ON後，5秒間連続し
てR・S・T相何れかの電
圧が0Vの場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・電源異常
・電源ヒューズ溶断
・ノイズフィルタ不良
・�ノイズフィルタ制御基
板結線不良

・室外制御基板不良
・�インバータ基板不良
・室外ファンモータ不良
・ノイズフィルタ配線不良

注記：�電源電圧が逆相となっている場合はE34が表示されます。その場合は，電源の相を入換えてください。



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 172－

E34 電源欠相（続き）
（三相機のみ）

連続点滅 消灯

ー 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

三相機のみ
ヒューズ溶断の場合，
電源ヒューズ交換前に
インバータを点検す
る。

診　断 処　置

ノイズフィルタ交換
NO

室外制御基板，インバータ基板，
パワトラモジュール，
ダイオードスタック交換

リアクタ交換

YES

ノイズフィルタの
相間に短絡はしているか

パワトラモジュールや
ダイオードスタックに
割れや焼損がしているか

リアクタに異常は
あるか？

NO

NO

YES

YES

電源ヒューズ交換

２．異常検出方法

電源ON後，5秒間連続し
てR・S・T相何れかの電
圧が0Vの場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・電源異常
・電源ヒューズ溶断
・ノイズフィルタ不良
・�ノイズフィルタ結線不
良

・室外制御基板不良
・�インバータ基板不良
・リアクタ不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 173－

E35 冷房過負荷運転連続点滅 消灯

－ 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室外熱交
温度センサ特性は

正常か

異常検知温度
（実測）は正しいか

YES

YES

冷房過負荷運転？

高圧制御は正常か？ NO

NO

NO

NO

YES

YES

注⑴ 室外熱交温度センサ特性は
　　 175ページ参照 

※ 
制御内容は対応する機種のマイコン制御機能の圧縮機回転数による保護
制御，冷房高圧保護をご覧ください。

室外熱交温度センサ
交換

ユニット側を点検して
ください。
・室外ユニットはショート
サーキットしていないか

・据付スペースは適正か
・�熱交換器の汚れ，詰り
はないか

制御動作チェック�※

室外制御基板不良→
交換

冷媒量過多 : 冷媒計量
再チャージ

２．異常検出方法

室外熱交温度が 62℃（外
気温度が32℃未満：56℃）
以上を検知した場合。

３．異常発生条件

室外熱交温度異常が 60
分以内に 5回，或いは圧
縮機停止中も含め異常検
出状態が 10 分間連続し
た場合。

４．予想原因

・�室外熱交温度センサ不
良

・室外制御基板不良
・室内外の据付スペース
・室内外ショートサーキッ
ト

・熱交換器の汚れ，詰り
・冷媒量過多

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 174－

E36 吐出管温度異常連続点滅 消灯

ー 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

制御内容は対応する機種のマイコン制御機能の圧縮機回転数による
保護制御，冷房高圧保護をご覧ください。

吐出管
温度センサ特性は

正常か

吐出管温度
制御は正常か？

NO

YES

異常検知温度

停止時の室外機側
圧力飽和温度と外気温

はほぼ同じか

（実測）は正しいか

YES

YES

YES

冷暖運転時に
吐出管温度異常？

YES

注⑴ 吐出管温度センサ特性は
　　 177ページ参照 

※

NO

NO

NO

NO

吐出管温度センサ交換

冷媒量不足 : 冷媒計量
再チャージ

制御動作チェック�※

空気混入：
真空引き再チャージ

室外制御基板不良→
交換

ユニット側を点検して
ください。
・�フィルタは詰まってい
ないか

・�室内／外の据付スペー
スは適正か

・�ショートサーキットし
ていないか

・�室内熱交換器の汚れ，
詰りはないか

２．異常検出方法

異常検出方法については
対応する機種のマイコン
制御機能の圧縮機回転数
による保護制御，冷房高
圧保護をご覧ください。

３．異常発生条件

吐出管温度異常が 60 分
以内に 2回。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・吐出管温度センサ不良
・フィルタ詰り
・室内外の据付スペース
・室内外ショートサーキッ
ト

・熱交換器の汚れ，詰り

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 175－

E37 室外熱交温度センサ不良連続点滅 消灯

ー 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室外熱交
温度センサコネクタ
の接続はOKか

YES

室外熱交
温度センサ特性は

OKか

NO

室外熱交温度センサ特性は下図グラフ参照

YES

　
温度̶抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗　

温　度（℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

（kΩ）

NO

コネクタを確実に接
合する

室外熱交温度センサ
不良→交換

室外制御基板不良→
交換
（室外熱交温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室外熱交温度センサの異
常低温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

・圧縮機 ON 後 2 分～ 2
分 20秒の間に温度セン
サが－ 55℃以下を連続
5 秒検知すると圧縮機
を停止，3 分遅延後に
圧縮機を再起動させ 40
分に 3回検知した場合。

・電源投入時，20 秒の間
に連続 5秒間－ 55℃以
下を検知した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�センサ配線，感温部の断
線（モールド部を確認）

・�配線接合部（コネクタ）
のはずれ

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 176－

E38 外気温度センサ不良連続点滅 消灯

ー 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

外気
温度センサコネクタ
の接続はO Kか

YES

外気
温度センサ特性は

OKか

NO

外気温度センサ特性は下図参照  

YES

温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗　

温　度（℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ
（kΩ）

● P1125～P1605形

NO

コネクタを確実に接
合する

外気温度センサ不良
→交換

室外制御基板不良→
交換
（外気温度センサ入力
回路不良）

２．異常検出方法

外気温度センサの異常低
温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

・圧縮機ON後2分～2分
20秒の間に温度センサ
が－55℃以下を連続5
秒検知すると圧縮機を
停止，3分遅延後に圧
縮機を再起動させ40分
に3回検知した場合。

・電源投入時，20秒の間
に連続5秒間－55℃以
下を検知した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・センサ配線，感温部の断
線（モールド部を確認）

・配線接合部（コネクタ）
のはずれ

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 177－

E39 吐出管温度センサ不良連続点滅 消灯

ー 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

コネクタを確実に接
合する

吐出管温度センサ不
良→交換

室外制御基板不良→
交換
（吐出管温度センサ入
力回路不良）

２．異常検出方法

吐出管温度センサの異常
低温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

圧縮機 ON 後 10 分～10
分 20 秒の間に温度セン
サが－25℃以下を連続 5
秒検知すると圧縮機を停
止，3 分遅延後に圧縮機
を再起動させ 40 分に 3
回検知した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�センサ配線，感温部の断
線（モールド部を確認）

・配線接合部（コネクタ）
のはずれ

注記：

吐出管
温度センサコネクタ
の接続はOKか

YES

吐出管
温度センサ特性は

OKか

NO

吐出管温度センサ特性は下図グラフ参照  

YES

1401201008060402000

100

50

温
度
セ
ン
サ
抵
抗

（kΩ）

温     度（℃）

温度－抵抗特性

NO



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 178－

E42 カレントカット（その１）連続点滅 消灯

ー 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

電源電圧は
適正か？

YES

操作弁は
全開にして
あるか？

NO

電源をリセットすれば
正常になるか？

NO

YES

運転中の
高圧圧力は
適正か？

YES

圧縮機の絶縁
抵抗，端子間抵抗⑴

チェック

次ページへ

YES

OK

注⑴　1.452Ω（20℃）

⑵

 

NO

NO

NO

インバータ
チェッカで
点検

注⑵　インバータチェッカがない場合は，
      　次ページへ

 

NO

YES ノイズによる誤作動
（周辺環境確認）

電源点検

全開にする。

冷媒量・冷媒回路点検。
※過渡的な圧力上昇の
場合，2・3回繰り返
すうちに圧縮機内の
液冷媒が圧縮機外へ
排出されて改善復帰
することがあります。

圧縮機交換

インバータ基板不良
→交換

２．異常検出方法

インバータ部の過電流を
防止，電流が設定値を超
えると圧縮機を停止させ
ます。

３．異常発生条件

インバータ出力電流が設
定値を超えると圧縮機を
停止します。3分遅延後，
再始動しますが 40分間に
3回作動した時。

４．予想原因

・インバータ基板不良
・電源不良
・冷媒量不良
・圧縮機不良
・�パワトラモジュール不
良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 179－

E42 カレントカット（その２）連続点滅 消灯

ー 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

復帰したか？ YES

パワトラ

（137ページ参照）
モジュール点検 NG

     

     

     

・室内・室外ユニットの据付スペースは適正か
・室内・外ユニットにショートサーキットはないか
・冷房時：室外ファンモータは回っているか

操作弁は全開か
フィルタ目詰まりしていないか

・暖房時：室内ファンモータは回っているか
操作弁は全開か
フィルタ目詰まりしていないか

・圧縮機への液バックはないか
吐出管温度センサは正しく取付けられているか
検知温度と実温度にずれはないか

・圧縮機に異常音はないか

OK

インバータチェッカーがない場合前ページより

圧縮機交換

NO

インバータ基板不良
→交換

OK

インバータ基板不良
→交換

２．異常検出方法

インバータ部の過電流を
防止，電流が設定値を超
えると圧縮機を停止させ
ます。

３．異常発生条件

インバータ出力電流が設
定値を超えると圧縮機を
停止します。3分遅延後，
再始動しますが40分間に
3回作動した時。

４．予想原因

・インバータ基板不良
・電源不良
・冷媒量不良
・圧縮機不良
・�パワトラモジュール不
良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 180－

E47 インバータ過電圧異常
（単相機のみ）

連続点滅 消灯

－ 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種（単相機のみ） 診　断 処　置

塵埃・汚れ等の異物を
取り除く。

ヒューズ交換

室外制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

コンバータ電圧がDC390V
を超えた場合（20 分間に 3
回）異常表示。3 分経過後
にリモコンからのリセット
可能。

３．異常発生条件

同上。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断

注記：

YES

NO
制御基板の

半田面に塵埃・汚れ等の
異物はないか？

YES

ヒューズF3
（250V，1A）は溶断
していないか？

NO



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 181－

E48 室外ファンモータ不良連続点滅 消灯

－ 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

異物を取り除く

ファンモータを交換
⑥（Vm）；赤と
④（GND）：黒の間に抵
抗値が，1ｋΩ以下であ
れば故障

電源電圧を点検して
ください

故障したファンモータ
と室外制御基板を交換

ファンモータを交換
（ファンモータを交換
しても異常が出る場合
には，室外制御基板を
交換してください。）

一過性（ノイズが乗っ
たことによる）

室外制御基板交換

ファンモータ交換

２．異常検出方法

室外ファンモータ回転数

３．異常発生条件

室外ファンモータ出力ON
時，ファンモータ回転数
が 75min－1 以下を 30 秒
以上継続する現象が３回
連続発生した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�ファンモータの回転部
の異物

・ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ F3溶断

注記：E48発生時は，ほとんどの場合制御基板上の F3ヒューズ（1A）が断線しています。ファンモータ破
損により，ヒューズが断線してE48に至るケースが多く，制御基板（ヒューズ）交換のみを実施した
場合には他のトラブル（※ 1）を発生するケースがありますので F3ヒューズ断線時には，必ずファン
モータの故障有無をチェックし，ファンモータ交換後に通電確認を実施してください。ファンモー
タの故障有無未確認のまま電源投入しないでください。（※1：内機確認中表示／室外制御基板 LED消
灯，インバータ通信異常（E45）といった，一見ファンモータ異常と関係の無い異常が発生します。）

YES

NO

ファンモータ
の回転部に異物が挟

まっているか？

NO

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

NO

NO

ファンモータコネクタ
（CNFAN④（アオ）－⑥（アカ）の間）

にDC280Ｖの電圧
はあるか？

ヒューズF3が
溶断しているか？

正常になったか？

YES

YES NO

YES

NO

NO

YES

電源リセット

ファンモータコネクタ
（CNFAN④（アオ）－③（チャ）の間）

にDC15Ｖの電圧
はあるか？

YES

ファンモータ
側のコネクタを制御基板から

外し制御基板のコネクタピン（CNFAN④-③
の間に）DC15Vの電圧

はあるか?

YES



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 182－

E51 パワートランジスタ異常連続点滅 消灯

－ 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

YES

NO
制御基板の

半田面に塵埃・汚れ等の
異物はないか？

YES
ヒューズF2

（250V，20A）は溶断
していないか？

NO

塵埃・汚れ等の異物を
取り除く。

ヒューズ交換

室外制御基板不良
→交換

２．異常検出方法

パワートランジスタの一
次側の電流値が設定値を
超えた場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・室外制御基板不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 183－

E57 冷媒量不足または操作弁閉検出連続点滅 消灯

ー 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

操作弁は全開に
しているか

室内熱交・吸込温度
センサコネクタの接続は

OKか

NO

YES

NO

YES

室内熱交・吸込
温度センサの特性は

OKか

運転中の低圧
圧力は適正か？

室内熱交・吸込温度センサ 
温度一抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗　
 

温　度（℃）

15 

10

5 

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

（kΩ）

室内熱交・吸込温度センサ特性は
下図参照

全開にする。

コネクタを確実に接続
する

室内熱交・吸入温度セ
ンサ不良→交換

冷媒チャージ

室内制御基板不良→
交換
（室内熱交・吸入温度
センサ入力回路不良）

２．異常検出方法

・�室内熱交温度（Thi-R）
と吸込温度（Thi-A）の
差を検知しガスロー状
態を判断します。

３．異常発生条件

冷媒量不足異常を60分以
内に2回検知した場合。

４．予想原因

・�室内熱交温度センサ不
良

・�吸込温度センサ不良
・室内制御基板不良
・冷媒不足

注記：�冷媒量不足の保護制御は圧縮機始動から冷房・除湿 : 1分，暖房9分経過後に室内熱交温度（Thi-R）と吸
込温度（Thi-A）の 差を検知しガスロー状態を判断し圧縮機を停止します。（冷房：吸込温度（Thi-A）-室
内熱交温度（Thi-R）≧4deg，暖房：室内熱交温度（Thi-R）-吸込温度（Thi-A）≦4deg）



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 184－

E58 カレントセーフ連続点滅 消灯

－ 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

冷媒量は適正か？

YES

室外ユニット
の通風状態は良

いか？

NO

YES

圧縮機を
点検し正常か？

YES

外気温度センサは正常か？

YES

注⑴  外気温度センサの特性は176ページ
　　　をご覧ください。

 

NO

NO

NO

適正量にする。

吸込・吹出スペース確保

圧縮機交換

外気温度センサ交換

室外制御基板不良
→交換

２．異常検出方法

圧縮機回転数が設定回転
数以下のとき，入力電流
が設定値を超えた場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・過負荷運転
・圧縮機ロック
・オーバチャージ
・外気温度センサ不良
・室外制御基板不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 185－

E59 圧縮機起動異常連続点滅 消灯

－ 5回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

�

NO

YES

NO

YES

電源電圧は
適正か？

起動時の
バランス圧は適正か？

高低圧が雰囲気温度の飽和
圧力になっているか？

インバータNG

NO

YES

圧縮機の絶縁

⑴　1.452Ω（20℃）

抵抗，端子間抵抗⑴

はよいか

パワトラ
モジュール点検

（135ページ参照）

運転（起動）を
もう数回試みる

改善した NO

OK

OK

インバータ不良
判定用診断チェッカー
をつないで確認

NG

圧縮機が全く動かず
振動・音すらしない場合

外ファンモータのコネクタ
を外して運転（起動）  

圧縮機は
起動するか？ 起動した

起動しない

注⑵　数回繰り返すうちに圧縮
機内の液冷媒が，圧縮機
外へ排出されて起動異常
が改善復帰することがあ
ります。

室外ファンモータ交換

電源点検

冷媒量，冷媒回路点検

圧縮機交換（注記参照）

室外制御基板不良→
交換

室外制御基板不良→
交換

圧縮機交換

２．異常検出方法

圧縮機モータのロータ位
置検出運転に移行できな
い。

３．異常発生条件

起動 7回トライを 2セッ
トで起動できない場合。
3分経過後にリモコンリ
セット可能。

４．予想原因

・室外ファンモータ不良
・室外制御基板不良
・電源電圧異常
・冷媒量，冷媒回路不適合
・圧縮機不良（モータ，

軸受け）

注記：絶縁抵抗について
●据付直後 , もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合 , 圧縮機に冷媒が溜まることにより，絶縁抵抗が数MΩまで抵下することがあります。絶縁抵抗
が小さく，漏電ブレーカが作動する場合は，以下の事項を確認ください。
①電源を投入し，6時間程度経過後，絶縁抵抗が復帰するが確認する。
電源を投入することにより，圧縮機に通電加熱を行い，圧縮機に溜まった冷媒を蒸発させます。

②漏電ブレーカが高調波対応品であるか確認する。
本機はインバータを装備しており，漏電ブレーカの誤動作を防止するため，高調波対応品を使用してください。



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

－ 186－

E60 圧縮機ロータロック異常連続点滅 消灯

－ 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

現地の 
電源電圧に異常 
はないか  

NO

電源リセット再運転を行う  

YES

圧縮機は  
起動するか  

E59は発生
するか

NO

YES

E60再発なく
正常に起動するか？

YES

NO

E42発生なく
圧縮機は運
転するか

NO

YES

圧縮機の音
振動は正常か

インバータ不良
判定用診断チェッカー

の出力確認

YES

OK

NG

NO

NO

電源電圧点検，修正

E59故障診断により
修正

E42故障診断により
修正

室外制御基板不良→
交換

圧縮機交換

圧縮機絶縁，抵抗を
チェック，要すれば
圧縮機交換

室外インバータ基板
不良→交換

２．異常検出方法

圧縮機ロータ位置

３．異常発生条件

圧縮機ロータの位置検出
運転への移行後に，再度
ロータ位置を検出できな
かった場合に圧縮機を停
止させます。3 分後に自
動復帰させますが 15 分
に 4回作動した場合。

４．予想原因

・室外ファンモータ不良
・室外制御基板不良
・室外インバータ基板不良
・電源電圧異常
・冷媒量・冷媒回路不適合
・�圧縮機不良（モータ，
軸受け）

注記：絶縁抵抗について
●据付直後 , もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合 , 圧縮機に冷媒が溜まることにより，絶縁抵抗が数MΩまで抵下することがあります。絶縁抵抗
が小さく，漏電ブレーカが作動する場合は，以下の事項を確認ください。
①電源を投入し，6時間程度経過後，絶縁抵抗が復帰するが確認する。
電源を投入することにより，圧縮機に通電加熱を行い，圧縮機に溜まった冷媒を蒸発させます。

②漏電ブレーカが高調波対応品であるか確認する。
本機はインバータを装備しており，漏電ブレーカの誤動作を防止するため，高調波対応品を使用してください。
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名　　　称 機　　　能 設　定　値

（即時）

全形式

全形式

全形式

20W

適　　用　　形　　式　　記号

Thi-R1
Thi-R2

ThO-D

FS

ThO-R

CH

室  

内  

ユ  

ニ  

ッ  

ト

室　

外　

ユ　

ニ　

ッ　

ト

室 内 熱 交 温 度

セ ン サ

暖 房 時

過 負 荷 保 護

冷 房 時

フ ロ ス ト 防 止

オ ー バ ー フ ロ ー

防 止

吐 出 管 温 度

異 常 上 昇 保 護

冷 房 時

高圧異常上昇保護

圧 縮 機 へ の 冷 媒

溜 り 込 み 防 止

フ ロ ー ト

ス イ ッ チ

吐 出 管 温 度

セ ン サ

室 外 熱 交 温 度

セ ン サ

クランクケース

ヒ ー タ
全形式

63 OFF/56 ON(℃)

1.0 OFF/10 ON(℃)

62 OFF/51 ON(℃)

全形式

全形式

115 OFF/95 ON(℃)

15.��保護装置一覧
◆�エクシードハイパーシリーズ／ハイパーインバータシリーズ�共通
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JIS定格条件 室内：27℃DB/19℃WB 配管長：5m
室外：35℃DB/24℃WB

⑴　冷房運転

　⒜　冷房定格

　⒝　冷房過負荷

　⒞　冷房低温

項目
形式

圧縮機回転数

圧縮機回転数

圧縮機回転数

高圧圧力 低圧圧力 吐出管温度 吸入管温度 ドーム温度 吹出温度
rps MPa MPa ℃ ℃ ℃ ℃

項目
形式

高圧圧力 低圧圧力 吐出管温度 吸入管温度 ドーム温度 吹出温度
rps MPa MPa ℃ ℃ ℃ ℃

室内：32℃DB/23℃WB
室外：43℃DB/26℃WB

配管長：10m
電源電圧：180V

項目
形式

高圧圧力 低圧圧力 吐出管温度 吸入管温度 ドーム温度 吹出温度
rps MPa MPa ℃ ℃ ℃ ℃

室内：21℃DB/15℃WB 配管長：10m
室外：-15℃DB

55 3.13 0.75 73.4 2 61 5

P405
P455
P505
P565

42
49
55
65

2.78
2.86
2.88
2.92

1.08
1.06
1.03
0.97

67
70
74
81

12
11
10
9

64
66
72
75

20
19
18
17

P405
P455
P505
P565

60
65
70
75

3.42
3.48
3.55
3.61

1.22
1.20
1.19
1.17

81
83
85
88

17
17
16
16

77
79
81
84

21
20
20
19

P405
P455
P505
P565

16.�標準運転データ
◆�エクシードハイパーシリーズ／ハイパーインバータシリーズ�共通

JIS定格条件 室内：20℃DB 配管長：7.5m
室外：7℃DB/6℃WB

⑵　暖房運転

　⒜　暖房定格

　⒝　暖房過負荷

項目
形式

高圧圧力 低圧圧力 吐出管温度 吸入管温度 ドーム温度 吹出温度
rps MPa MPa ℃ ℃ ℃ ℃

項目
形式

高圧圧力 低圧圧力 吐出管温度 吸入管温度 ドーム温度 吹出温度
rps MPa MPa ℃ ℃ ℃ ℃

室内：30℃DB 配管長：10m
室外：24℃DB/18℃WB 電源電圧：180V

圧縮機回転数

圧縮機回転数

P405
P455
P505
P565

53
61
65
73

2.66
2.83
3.03
3.29

0.75
0.73
0.73
0.71

73
76
80
88

4
3
3
1

56
60
61
69

36
38
40
42

P405
P455
P505
P565

35 3.23 1.26 73 13 60 51
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◆�エクシードハイパーシリーズ／ハイパーインバータシリーズ�共通
耐重塩害仕様室外ユニットを受注生産品としてシリーズ化しています。商品ご注文時，耐重塩害仕様室外ユニットと
してご注文してください。
●形式記号　（例）

⑴�形　式
FDCZSP405HK，455HK，505HK，565HK，405H，455H，505H，565H

⑵�仕　様
耐重塩害仕様室外ユニットは離島・沖縄地区等の海岸線に近く直接潮風の当たらない場所に設置できる仕様です
が，設置に当っては⑷項以降に留意してください。

ＦＤＣＺＳＰ５６５Ｈ
耐重塩害仕様

注1　「耐重塩害仕様」は，日本冷凍空調工業会標準規格 JRA9002 に基づいています。
2　上表にて　　　下線は，標準機仕様と異なる点を示します。

PCA001Z814

17.　耐重塩害仕様室外ユニット

部  品  名 仕　　　　　　　　　　　様

熱   交   換   器

外板と同じ

高耐食仕様プレコートアルミ（青色）

全ての基板　　　　　　　　　  紙フェノール銅張積層板＋防湿材塗布

プラスチック, 板金部は外板と同じ

プラスチック　

塗装用亜鉛メッキ鋼板＋塗装(総合塗膜厚さ50μ以上)　　  下塗：カチオン電着塗装
　　　　　　　　　　　　 (P805～P1605の場合)　　  上塗：ポリエステル系塗料紛体塗装
　　　　　　　　　(P405～P635の場合50μ以上)　　  ※塗装色　スタッコホワイト（マンセル4.2Y7.5/1.1近似）

Zn-AI-Mg合金メッキ鋼鈑＋塗装(総合塗膜厚さ50μ以上)　下塗：カチオン電着塗装
　　　　　　　　　　　　      (P805～P1605の場合)　上塗：ポリエステル系塗料紛体塗装
　　　　　　　　　           (P405～P635 ： 50μ以上)　※塗装色　スタッコホワイト（マンセル4.2Y7.5/1.1近似）

プラスチック

亜鉛メッキ鋼鈑＋プラスチック＋防錆剤塗布

銅管＋防錆剤塗布

亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

外側 ： ステンレス＋ニッケル処理＋粉体塗装

内側 ： ステンレス＋酸化皮膜化処理

標準機と同じ

銅管＋防錆剤塗布

側　板

配　管

フ ィ ン

外板と同じ

外板と同じ

鋼＋ジオメット処理

外               板

底　　　　  板

フ ァ ン ガ ー ド

フ　　ァ　　 ン

ファン モ ー タ

モ ータベ ース

レ　シ　ー　バ

基　　　　  板

電   装   品   箱

仕  切  板

操作弁ブラケット

ね　　　　　じ

他（機能品，銘板など）

圧      縮      機 鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
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⑷　据付上の注意（維持管理）

⒜ �海水飛沫および潮風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置してください。また，波しぶき
等が直接かかる場所への設置は避けてください。

⒝ �外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるようにしてください。室外ユニットには日除
け等を取付けないなど配慮してください。

⒞ �室外ユニット底板内への水の滞留は，著しく腐食状態を促進するため，底板内の水抜け性を損なわないよう
に，傾き等に注意してください。

⒟ 海岸地帯への据付品については付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行ってください。

⒠ �据付，メンテナンス等に付いた傷は，補修してください。

⒡ 機器の状態を定期的に点検してください。必要に応じて再防錆処理や部品交換等を実施してください。

⒢ 基礎部分の排水性を確保してください。

⑶　据付時・メンテナンス時の注意

⒜ �建物の風下や軒下等に設置してください。

⒝ �海岸線に設置する場合直接潮風が当たらないように防風板等を設けてください。

⒞ �水はけのよい場所に設置してください。

⒟ 据付時についた傷は補修をしてください。

⒠ �取外したサービスパネル取付のねじは，作業終了後に確実に締付けられていることを確認してください。

⒡ �シーズンオフなどで長時間ユニットを停止する場合はユニットにカバーを掛ける等の処置をしてください。

潮風の影響を受ける場所
ただし，塩分を含んだ水が直接室外ユニットにかからない場所

潮風

耐重塩害仕様

海

据
付
場
所

設
置
場
所
条
件

◦室外ユニットに雨があまりかからない場所
◦潮風が直接当たる場所
◦室外ユニットの設置場所から海までの距離が約300m以内
にある場所
◦室外ユニットが建物の表（海岸面）になる場所
◦室外ユニット設置場所付近のトタン屋根，ベランダの鉄
製部の塗り替え等が多い場所

直接風が当たるところ（設置環境により条件が変わります）

H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等 H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等 

設置する地域 設置距離目安 
300m 500m 1km

内海に面する地域※1 

外洋に面する地域

沖縄・離島

－ 

L

L

直接風が当たらないところ（設置環境により条件が変わります）

設置する地域 設置距離目安 
300m 500m 1km

内海に面する地域※1 

外洋に面する地域 

沖縄・離島 

L

L

L

－ 

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

⑸　据付場所について

⑹　設置距離目安�
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①

②

基板

（差し込み）ブラケット（板金）

ブラケット取付用ねじ

基板取付用サポート

③

④、⑤ブラケット（板金）取付要領

⑥

配線（通信用）
フック

⑦配線（受信用）

⑧
４か所切除⑨ ⑩

① ワイヤレスリモコン 1

② リモコン用ホルダー 1

③ 同上用木ネジ 2

④ リモコン用電池 2

⑤ 取扱説明書 1

ワイヤレスリモコン（別売品）
RCN-D5

ワイヤレス受信部
LA-TC-5W

現地設定の変更方法
1. 付属品の基板上のスイッチを変更してください。

2. スイッチSW1を OFF にする場合はワイヤレスリモコン側も設定変更 してください。
設定変更は、本説明書 ④ワイヤレスリモコン の 混信防止設定 をご覧ください。

※受信可能範囲は、本説明書 ⑤受信部 をご覧ください。

　警告

　警告

安全上のご注意

① 付属品

● 工事の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく据付工事をしてください。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

警告　　 誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結びつく可能性が大きいもの。
注意　　  誤った取扱いをしたときに、傷害を負う可能性、または物的損害の可能性があるもの。

状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。
●本文中に使われる「絵表示」の意味は次の通りです。

 絶対にしないでください。  必ず指示どおりに行ってください。

●お使いになる方は、この説明書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の
場合、工事される方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方に
お渡しください。

●据付は、お買上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、感電、火災、故障の原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると感電、火災、故障の原因になります。
●据付工事部品は必ず付属品および指定部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、落下、火災、感電の原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、本機の落下などにより、ケガの原因になります。

● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」
　および据付説明書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。

●据付工事は、必ず電源をしゃ断して行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。
●改造は絶対にしない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●修理・点検に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF にする。

修理・点検にあたって、電源ブレーカが ON のままだと、感電およびケガの原因になります。
●特殊環境、可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれがあるところへ設置しない。

油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニア・硫黄化合物・酸など）の多いところや、酸性や
アルカリ性の溶液・特殊なスプレーなどを頻繁に使うところで使用すると、著しい性能の低下・
腐食による感電、火災、故障の原因になります。

●大量の水蒸気が発生するところ・結露するところには設置しない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●洗濯室など水のかかる所では使用しない。
　感電、火災、故障の原因になります。

●ぬれた手で操作しない。
　感電の原因になることがあります。

●本機を水洗いしない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わ

らないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。
● 病院・通信事業所などに据付ける場合、ノイズに対する備えを行うこと。

インバータ機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響により、誤動作や
故障の原因になります。
リモコン側から医療機器・通信機器への影響により、医療行為の妨げ・映像放送の乱れや雑音
の弊害が生じる原因になります。

●基板のケースを取り外したまま放置しない。
　水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。

● ワイヤレスキットを下記場所に設置しない。
　ワイヤレスキット故障や変形の原因になることがあります。
　⑴ 直射日光の当たる場所 ⑻ 蛍光灯（特にインバータタイプ）の近く
　⑵ 発熱器具の近く 　 あるいは、直射日光が受光アダプタに当たる場所
　⑶ 湿気の多い所・水のかかる所 ⑼ 他の赤外線通信機器の光線が受光アダプタ 
　⑷ 取付面が発熱・結露する場所  　 に当たる場所
　⑸ 油の飛沫や蒸気が直接触れる場所 ⑽  ワイヤレスリモコンの操作場所から見て、　 
　⑹ 取付面に凹凸がある所  　 障害物に隠れてしまう場所
　⑺ 室内ユニットの吹出空気が当たる場所 

　注意

次の付属品を確かめてください。

② 取付前の準備の続き

② 取付前の準備
基板の設定

複数リモコン使用時の親子設定

付属品の基板上のスイッチの設定は
右記の通りです。
なお、出荷時の設定は　　　で囲まれた
設定になっています。

1つのグループに対して最大 2 個まで
ワイヤレスリモコン（受信部）・ワイヤー
ドリモコンを接続できます。
その際は、いずれか一方を、子機設定
とする必要があります。
ワイヤードリモコンの設定変更は、ワ
イヤードリモコン付属の説明書をご覧
ください。 

③ 受信部の取付

③ 受信部の取付の続き

本ワイヤレスキットの受信部は、対応パネルのコーナリッドと交換することにより取付可能です。

① パネル据付説明書に従って、吸込グリルを取外してください。
② 冷媒配管側のコーナリッドを取外してください。
③ ユニット本体の制御箱の蓋のねじ（2 本）を緩めてください。
④ 制御箱の蓋を図の矢印方向にスライドさせて、取外してください。

受信部の取付
① 配線（通信用）のコネクタを基板の CNB に接続してください。
② 配線（受信用）のコネクタを基板の CN3 に接続してください。
③ ブラケット（板金）に基板取付用サポートを取付けてください。
④ 基板取付用サポートに基板を取付けてください。
⑤ 図のようにブラケット（板金）を制御箱片側に差し込み、もう片側をねじで締付けてください。
⑥ 配線（通信用）の丸端子を制御箱内の端子台（X、Y）に接続してください。配線に極性はありません。
⑦ 図のように配線をバンドで固定してください。
⑧ 図に示すパネルのハーフブランク（４か所）を切除してください。
⑨ 配線（受信用）をパネル開口部に通してください。
⑩ 配線（受信用）と受信部のコネクタを接続してください。
⑪ 受信部をパネル据付説明書に従って、パネルに取付けてください。
⑫ 配線を噛み込まないように制御箱の蓋を取付け、ねじ（2 本）で締付けてください。

SW1-1 複数台設置時の混信誤動作防止 ON：通常
OFF：切換

SW1-2 受信部の親子切換 ON：親
OFF：子

SW1-3 ブザー音 ON：有効
OFF：無効

SW1-4 停電補償 ON：有効
OFF：無効

① 受信部 1

② 基板 1

③ 基板取付用サポート 2

④ ブラケット（板金） 1

取り付け前の準備

⑤ ブラケット取付用ねじ 1

⑥ 配線（通信用） 1

⑦ 配線（受信用） 1

⑧ 据付説明書 1

②
ドレン配管 冷媒配管

③

④

スライド

ONOFF

出荷時

スイッチSW1

1
2
3
4

同上用木ねじ

⑴　�ワイヤレスキット（FDTCシリーズ）�
ワイヤレス受信部（LA-TC-5W）・ワイヤレスリモコン（RCN-D5）

18.�別　売　品

PJF012D505
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①

②

基板

（差し込み）ブラケット（板金）

ブラケット取付用ねじ

基板取付用サポート

③

④、⑤ブラケット（板金）取付要領

⑥

配線（通信用）
フック

⑦配線（受信用）

⑧
４か所切除⑨ ⑩

① ワイヤレスリモコン 1

② リモコン用ホルダー 1

③ 同上用木ネジ 2

④ リモコン用電池 2

⑤ 取扱説明書 1

ワイヤレスリモコン（別売品）
RCN-D5

ワイヤレス受信部
LA-TC-5W

現地設定の変更方法
1. 付属品の基板上のスイッチを変更してください。

2. スイッチSW1を OFF にする場合はワイヤレスリモコン側も設定変更 してください。
設定変更は、本説明書 ④ワイヤレスリモコン の 混信防止設定 をご覧ください。

※受信可能範囲は、本説明書 ⑤受信部 をご覧ください。

　警告

　警告

安全上のご注意

① 付属品

● 工事の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく据付工事をしてください。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

警告　　 誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結びつく可能性が大きいもの。
注意　　  誤った取扱いをしたときに、傷害を負う可能性、または物的損害の可能性があるもの。

状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。
●本文中に使われる「絵表示」の意味は次の通りです。

 絶対にしないでください。  必ず指示どおりに行ってください。

●お使いになる方は、この説明書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の
場合、工事される方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方に
お渡しください。

●据付は、お買上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、感電、火災、故障の原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると感電、火災、故障の原因になります。
●据付工事部品は必ず付属品および指定部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、落下、火災、感電の原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、本機の落下などにより、ケガの原因になります。

● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」
　および据付説明書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。

●据付工事は、必ず電源をしゃ断して行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。
●改造は絶対にしない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●修理・点検に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF にする。

修理・点検にあたって、電源ブレーカが ON のままだと、感電およびケガの原因になります。
●特殊環境、可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれがあるところへ設置しない。

油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニア・硫黄化合物・酸など）の多いところや、酸性や
アルカリ性の溶液・特殊なスプレーなどを頻繁に使うところで使用すると、著しい性能の低下・
腐食による感電、火災、故障の原因になります。

●大量の水蒸気が発生するところ・結露するところには設置しない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●洗濯室など水のかかる所では使用しない。
　感電、火災、故障の原因になります。

●ぬれた手で操作しない。
　感電の原因になることがあります。

●本機を水洗いしない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わ

らないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。
● 病院・通信事業所などに据付ける場合、ノイズに対する備えを行うこと。

インバータ機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響により、誤動作や
故障の原因になります。
リモコン側から医療機器・通信機器への影響により、医療行為の妨げ・映像放送の乱れや雑音
の弊害が生じる原因になります。

●基板のケースを取り外したまま放置しない。
　水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。

● ワイヤレスキットを下記場所に設置しない。
　ワイヤレスキット故障や変形の原因になることがあります。
　⑴ 直射日光の当たる場所 ⑻ 蛍光灯（特にインバータタイプ）の近く
　⑵ 発熱器具の近く 　 あるいは、直射日光が受光アダプタに当たる場所
　⑶ 湿気の多い所・水のかかる所 ⑼ 他の赤外線通信機器の光線が受光アダプタ 
　⑷ 取付面が発熱・結露する場所  　 に当たる場所
　⑸ 油の飛沫や蒸気が直接触れる場所 ⑽  ワイヤレスリモコンの操作場所から見て、　 
　⑹ 取付面に凹凸がある所  　 障害物に隠れてしまう場所
　⑺ 室内ユニットの吹出空気が当たる場所 

　注意

次の付属品を確かめてください。

② 取付前の準備の続き

② 取付前の準備
基板の設定

複数リモコン使用時の親子設定

付属品の基板上のスイッチの設定は
右記の通りです。
なお、出荷時の設定は　　　で囲まれた
設定になっています。

1つのグループに対して最大 2 個まで
ワイヤレスリモコン（受信部）・ワイヤー
ドリモコンを接続できます。
その際は、いずれか一方を、子機設定
とする必要があります。
ワイヤードリモコンの設定変更は、ワ
イヤードリモコン付属の説明書をご覧
ください。 

③ 受信部の取付

③ 受信部の取付の続き

本ワイヤレスキットの受信部は、対応パネルのコーナリッドと交換することにより取付可能です。

① パネル据付説明書に従って、吸込グリルを取外してください。
② 冷媒配管側のコーナリッドを取外してください。
③ ユニット本体の制御箱の蓋のねじ（2 本）を緩めてください。
④ 制御箱の蓋を図の矢印方向にスライドさせて、取外してください。

受信部の取付
① 配線（通信用）のコネクタを基板の CNB に接続してください。
② 配線（受信用）のコネクタを基板の CN3 に接続してください。
③ ブラケット（板金）に基板取付用サポートを取付けてください。
④ 基板取付用サポートに基板を取付けてください。
⑤ 図のようにブラケット（板金）を制御箱片側に差し込み、もう片側をねじで締付けてください。
⑥ 配線（通信用）の丸端子を制御箱内の端子台（X、Y）に接続してください。配線に極性はありません。
⑦ 図のように配線をバンドで固定してください。
⑧ 図に示すパネルのハーフブランク（４か所）を切除してください。
⑨ 配線（受信用）をパネル開口部に通してください。
⑩ 配線（受信用）と受信部のコネクタを接続してください。
⑪ 受信部をパネル据付説明書に従って、パネルに取付けてください。
⑫ 配線を噛み込まないように制御箱の蓋を取付け、ねじ（2 本）で締付けてください。

SW1-1 複数台設置時の混信誤動作防止 ON：通常
OFF：切換

SW1-2 受信部の親子切換 ON：親
OFF：子

SW1-3 ブザー音 ON：有効
OFF：無効

SW1-4 停電補償 ON：有効
OFF：無効

① 受信部 1

② 基板 1

③ 基板取付用サポート 2

④ ブラケット（板金） 1

取り付け前の準備

⑤ ブラケット取付用ねじ 1

⑥ 配線（通信用） 1

⑦ 配線（受信用） 1

⑧ 据付説明書 1

②
ドレン配管 冷媒配管

③

④

スライド

ONOFF

出荷時

スイッチSW1

1
2
3
4

同上用木ねじ
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①

②

基板

（差し込み）ブラケット（板金）

ブラケット取付用ねじ

基板取付用サポート

③

④、⑤ブラケット（板金）取付要領

⑥

配線（通信用）
フック

⑦配線（受信用）

⑧
４か所切除⑨ ⑩

① ワイヤレスリモコン 1

② リモコン用ホルダー 1

③ 同上用木ネジ 2

④ リモコン用電池 2

⑤ 取扱説明書 1

ワイヤレスリモコン（別売品）
RCN-D5

ワイヤレス受信部
LA-TC-5W

現地設定の変更方法
1. 付属品の基板上のスイッチを変更してください。

2. スイッチSW1を OFF にする場合はワイヤレスリモコン側も設定変更 してください。
設定変更は、本説明書 ④ワイヤレスリモコン の 混信防止設定 をご覧ください。

※受信可能範囲は、本説明書 ⑤受信部 をご覧ください。

　警告

　警告

安全上のご注意

① 付属品

● 工事の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく据付工事をしてください。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

警告　　 誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結びつく可能性が大きいもの。
注意　　  誤った取扱いをしたときに、傷害を負う可能性、または物的損害の可能性があるもの。

状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。
●本文中に使われる「絵表示」の意味は次の通りです。

 絶対にしないでください。  必ず指示どおりに行ってください。

●お使いになる方は、この説明書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の
場合、工事される方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方に
お渡しください。

●据付は、お買上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、感電、火災、故障の原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると感電、火災、故障の原因になります。
●据付工事部品は必ず付属品および指定部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、落下、火災、感電の原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、本機の落下などにより、ケガの原因になります。

● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」
　および据付説明書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。

●据付工事は、必ず電源をしゃ断して行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。
●改造は絶対にしない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●修理・点検に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF にする。

修理・点検にあたって、電源ブレーカが ON のままだと、感電およびケガの原因になります。
●特殊環境、可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれがあるところへ設置しない。

油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニア・硫黄化合物・酸など）の多いところや、酸性や
アルカリ性の溶液・特殊なスプレーなどを頻繁に使うところで使用すると、著しい性能の低下・
腐食による感電、火災、故障の原因になります。

●大量の水蒸気が発生するところ・結露するところには設置しない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●洗濯室など水のかかる所では使用しない。
　感電、火災、故障の原因になります。

●ぬれた手で操作しない。
　感電の原因になることがあります。

●本機を水洗いしない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わ

らないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。
● 病院・通信事業所などに据付ける場合、ノイズに対する備えを行うこと。

インバータ機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響により、誤動作や
故障の原因になります。
リモコン側から医療機器・通信機器への影響により、医療行為の妨げ・映像放送の乱れや雑音
の弊害が生じる原因になります。

●基板のケースを取り外したまま放置しない。
　水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。

● ワイヤレスキットを下記場所に設置しない。
　ワイヤレスキット故障や変形の原因になることがあります。
　⑴ 直射日光の当たる場所 ⑻ 蛍光灯（特にインバータタイプ）の近く
　⑵ 発熱器具の近く 　 あるいは、直射日光が受光アダプタに当たる場所
　⑶ 湿気の多い所・水のかかる所 ⑼ 他の赤外線通信機器の光線が受光アダプタ 
　⑷ 取付面が発熱・結露する場所  　 に当たる場所
　⑸ 油の飛沫や蒸気が直接触れる場所 ⑽  ワイヤレスリモコンの操作場所から見て、　 
　⑹ 取付面に凹凸がある所  　 障害物に隠れてしまう場所
　⑺ 室内ユニットの吹出空気が当たる場所 

　注意

次の付属品を確かめてください。

② 取付前の準備の続き

② 取付前の準備
基板の設定

複数リモコン使用時の親子設定

付属品の基板上のスイッチの設定は
右記の通りです。
なお、出荷時の設定は　　　で囲まれた
設定になっています。

1つのグループに対して最大 2 個まで
ワイヤレスリモコン（受信部）・ワイヤー
ドリモコンを接続できます。
その際は、いずれか一方を、子機設定
とする必要があります。
ワイヤードリモコンの設定変更は、ワ
イヤードリモコン付属の説明書をご覧
ください。 

③ 受信部の取付

③ 受信部の取付の続き

本ワイヤレスキットの受信部は、対応パネルのコーナリッドと交換することにより取付可能です。

① パネル据付説明書に従って、吸込グリルを取外してください。
② 冷媒配管側のコーナリッドを取外してください。
③ ユニット本体の制御箱の蓋のねじ（2 本）を緩めてください。
④ 制御箱の蓋を図の矢印方向にスライドさせて、取外してください。

受信部の取付
① 配線（通信用）のコネクタを基板の CNB に接続してください。
② 配線（受信用）のコネクタを基板の CN3 に接続してください。
③ ブラケット（板金）に基板取付用サポートを取付けてください。
④ 基板取付用サポートに基板を取付けてください。
⑤ 図のようにブラケット（板金）を制御箱片側に差し込み、もう片側をねじで締付けてください。
⑥ 配線（通信用）の丸端子を制御箱内の端子台（X、Y）に接続してください。配線に極性はありません。
⑦ 図のように配線をバンドで固定してください。
⑧ 図に示すパネルのハーフブランク（４か所）を切除してください。
⑨ 配線（受信用）をパネル開口部に通してください。
⑩ 配線（受信用）と受信部のコネクタを接続してください。
⑪ 受信部をパネル据付説明書に従って、パネルに取付けてください。
⑫ 配線を噛み込まないように制御箱の蓋を取付け、ねじ（2 本）で締付けてください。

SW1-1 複数台設置時の混信誤動作防止 ON：通常
OFF：切換

SW1-2 受信部の親子切換 ON：親
OFF：子

SW1-3 ブザー音 ON：有効
OFF：無効

SW1-4 停電補償 ON：有効
OFF：無効

① 受信部 1

② 基板 1

③ 基板取付用サポート 2

④ ブラケット（板金） 1

取り付け前の準備

⑤ ブラケット取付用ねじ 1

⑥ 配線（通信用） 1

⑦ 配線（受信用） 1

⑧ 据付説明書 1

②
ドレン配管 冷媒配管

③

④

スライド

ONOFF

出荷時

スイッチSW1

1
2
3
4

同上用木ねじ
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①

②

基板

（差し込み）ブラケット（板金）

ブラケット取付用ねじ

基板取付用サポート

③

④、⑤ブラケット（板金）取付要領

⑥

配線（通信用）
フック

⑦配線（受信用）

⑧
４か所切除⑨ ⑩

① ワイヤレスリモコン 1

② リモコン用ホルダー 1

③ 同上用木ネジ 2

④ リモコン用電池 2

⑤ 取扱説明書 1

ワイヤレスリモコン（別売品）
RCN-D5

ワイヤレス受信部
LA-TC-5W

現地設定の変更方法
1. 付属品の基板上のスイッチを変更してください。

2. スイッチSW1を OFF にする場合はワイヤレスリモコン側も設定変更 してください。
設定変更は、本説明書 ④ワイヤレスリモコン の 混信防止設定 をご覧ください。

※受信可能範囲は、本説明書 ⑤受信部 をご覧ください。

　警告

　警告

安全上のご注意

① 付属品

● 工事の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく据付工事をしてください。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

警告　　 誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結びつく可能性が大きいもの。
注意　　  誤った取扱いをしたときに、傷害を負う可能性、または物的損害の可能性があるもの。

状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。
●本文中に使われる「絵表示」の意味は次の通りです。

 絶対にしないでください。  必ず指示どおりに行ってください。

●お使いになる方は、この説明書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の
場合、工事される方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方に
お渡しください。

●据付は、お買上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、感電、火災、故障の原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると感電、火災、故障の原因になります。
●据付工事部品は必ず付属品および指定部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、落下、火災、感電の原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、本機の落下などにより、ケガの原因になります。

● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」
　および据付説明書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。

●据付工事は、必ず電源をしゃ断して行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。
●改造は絶対にしない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●修理・点検に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF にする。

修理・点検にあたって、電源ブレーカが ON のままだと、感電およびケガの原因になります。
●特殊環境、可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれがあるところへ設置しない。

油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニア・硫黄化合物・酸など）の多いところや、酸性や
アルカリ性の溶液・特殊なスプレーなどを頻繁に使うところで使用すると、著しい性能の低下・
腐食による感電、火災、故障の原因になります。

●大量の水蒸気が発生するところ・結露するところには設置しない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●洗濯室など水のかかる所では使用しない。
　感電、火災、故障の原因になります。

●ぬれた手で操作しない。
　感電の原因になることがあります。

●本機を水洗いしない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わ

らないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。
● 病院・通信事業所などに据付ける場合、ノイズに対する備えを行うこと。

インバータ機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響により、誤動作や
故障の原因になります。
リモコン側から医療機器・通信機器への影響により、医療行為の妨げ・映像放送の乱れや雑音
の弊害が生じる原因になります。

●基板のケースを取り外したまま放置しない。
　水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。

● ワイヤレスキットを下記場所に設置しない。
　ワイヤレスキット故障や変形の原因になることがあります。
　⑴ 直射日光の当たる場所 ⑻ 蛍光灯（特にインバータタイプ）の近く
　⑵ 発熱器具の近く 　 あるいは、直射日光が受光アダプタに当たる場所
　⑶ 湿気の多い所・水のかかる所 ⑼ 他の赤外線通信機器の光線が受光アダプタ 
　⑷ 取付面が発熱・結露する場所  　 に当たる場所
　⑸ 油の飛沫や蒸気が直接触れる場所 ⑽  ワイヤレスリモコンの操作場所から見て、　 
　⑹ 取付面に凹凸がある所  　 障害物に隠れてしまう場所
　⑺ 室内ユニットの吹出空気が当たる場所 

　注意

次の付属品を確かめてください。

② 取付前の準備の続き

② 取付前の準備
基板の設定

複数リモコン使用時の親子設定

付属品の基板上のスイッチの設定は
右記の通りです。
なお、出荷時の設定は　　　で囲まれた
設定になっています。

1つのグループに対して最大 2 個まで
ワイヤレスリモコン（受信部）・ワイヤー
ドリモコンを接続できます。
その際は、いずれか一方を、子機設定
とする必要があります。
ワイヤードリモコンの設定変更は、ワ
イヤードリモコン付属の説明書をご覧
ください。 

③ 受信部の取付

③ 受信部の取付の続き

本ワイヤレスキットの受信部は、対応パネルのコーナリッドと交換することにより取付可能です。

① パネル据付説明書に従って、吸込グリルを取外してください。
② 冷媒配管側のコーナリッドを取外してください。
③ ユニット本体の制御箱の蓋のねじ（2 本）を緩めてください。
④ 制御箱の蓋を図の矢印方向にスライドさせて、取外してください。

受信部の取付
① 配線（通信用）のコネクタを基板の CNB に接続してください。
② 配線（受信用）のコネクタを基板の CN3 に接続してください。
③ ブラケット（板金）に基板取付用サポートを取付けてください。
④ 基板取付用サポートに基板を取付けてください。
⑤ 図のようにブラケット（板金）を制御箱片側に差し込み、もう片側をねじで締付けてください。
⑥ 配線（通信用）の丸端子を制御箱内の端子台（X、Y）に接続してください。配線に極性はありません。
⑦ 図のように配線をバンドで固定してください。
⑧ 図に示すパネルのハーフブランク（４か所）を切除してください。
⑨ 配線（受信用）をパネル開口部に通してください。
⑩ 配線（受信用）と受信部のコネクタを接続してください。
⑪ 受信部をパネル据付説明書に従って、パネルに取付けてください。
⑫ 配線を噛み込まないように制御箱の蓋を取付け、ねじ（2 本）で締付けてください。

SW1-1 複数台設置時の混信誤動作防止 ON：通常
OFF：切換

SW1-2 受信部の親子切換 ON：親
OFF：子

SW1-3 ブザー音 ON：有効
OFF：無効

SW1-4 停電補償 ON：有効
OFF：無効

① 受信部 1

② 基板 1

③ 基板取付用サポート 2

④ ブラケット（板金） 1

取り付け前の準備

⑤ ブラケット取付用ねじ 1

⑥ 配線（通信用） 1

⑦ 配線（受信用） 1

⑧ 据付説明書 1

②
ドレン配管 冷媒配管

③

④

スライド

ONOFF

出荷時

スイッチSW1

1
2
3
4

同上用木ねじ
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④ ワイヤレスリモコン ④ ワイヤレスリモコンの続き
リモコンホルダーの据付

リモコンホルダーを付属のねじで固定してください。
※ホルダー取付時の注意
・垂直になるよう調節してください。
・ねじ頭が出ないようにしてください。
・土壁等へは取付けないでください。

電池の入れ方
1. 裏蓋を外します。

）本2四単（。すまれ入を池電乾 .2
3. 裏蓋を取付けます。

混信防止設定
1. リモコンの裏蓋をはずし、乾電池を取外す。
2. 乾電池横の切換線をニッパー等で切断する。
3. 乾電池を入れて、裏蓋を取付ける。

リモコンの設定変更
自動運転の設定変更のしかた
ビル空調・ガスヒートポンプシリーズ（除く冷暖フリーマルチ）は自動運転が 
できません。
これらの機種に使用する場合は、リモコンを自動運転無効の設定にしてください。
運転切換ボタンを押しながらリセットスイッチを押すか、運転切換ボタンを
押しながら電池を投入すると、自動運転が無効となります。
※注意：一度電池を取外すと初期設定（工場出荷時設定）へ戻ります。  

        電池を取外した時は、再度上記操作を行ってください。

室内機能設定
1. 室内機能設定のしかた

① 運転 / 停止を押し、停止状態にする。
② 室内機能設定スイッチを押しながら、2 項に示すボタンを押す。
③ 選択ボタン▲、▼で設定を変更する。
④ 予約ボタンを押す。

リモコン信号受信部より、ピッピッと 2 回ブザーが鳴り、
LED は 2 秒毎に 4 回点滅します。

1リモコンによる複数台室内ユニット制御
1. 1つのリモコンで複数台のユニット（最大 16 台）を 

グループ制御できます。 
同一モード、同一室温設定で運転します。

2. グループ制御用に各室内ユニット間を 
2 心のリモコン線にて渡り配線してください。

店舗シリーズの場合
室内基板上のロータリスイッチＳＷ 2 により、リモコン通信アドレスを重複しないよう「0」～「Ｆ」に 
設定してください。

ビル空調・ガスヒートポンプシリーズの場合
室内・室外Ｎｏ．を手動アドレス設定にてセットしてください。 
室内ユニット基板上のロータリスイッチＳＷ１、ＳＷ２により、室内Ｎｏ．を重複しないように設定してください。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット1台（または1グループ）に対して最大2個までのリモコンを接続できます。

ワイヤレスリモコンの操作距離
1. 標準的な受信距離
［条件］受信部照明度 300 ルクス

（一般事務所で受信部周辺 1m 以内の天井面に照明がない場合）

2. 平面から見たときの受信部照度と受信距離の関係
［条件］天井高さ 2.4m、床面より 1m の高さより、

リモコン操作した場合の受信部照度と受信
距離との関係を右図に示します。 照度が
2 倍になると受信距離は 2 ／ 3 となりま
す。

3. 複数台近接設置の注意
［条件］受信部照明度 300 ルクス 
（一般事務所で受信部周辺 1m 以内の天井面に照明がない場合） 
［複数台近接設置］リモコン使用時の同一動作を防止できる最小距離は 5m です。

バックアップスイッチ操作
表面受信部にバックアップスイッチを装備しています。
ワイヤレスリモコン操作ができない場合（電池切れ、紛失、
故障）に応急的に使用してください。
操作は手で直接操作してください。

1. 停止中に押すことにより自動モード（冷専は冷房モード）
で運転します。 
風量「急」　温度設定「23℃」　ルーバ「水平」

2. 運転中にバックアップスイッチを押すことにより「停止」します。

冷房試運転操作
● 受信部バックアップスイッチを押しながら、リモコンにて冷房運転を送信してください。
● 試運転時に受信部バックアップスイッチを押すと試運転が解除されます。
● 試運転時、正常に動作しない場合は、室内・室外ユニットに貼付けの結線銘鈑の点検表示を参照し、
　 点検してください。

2 桁表示の見方
受信部は 2 桁表示（7 セグメント）を装備しています。

1. 表示は電源投入後1 時間表示します。
2. リモコンから「停止」送信または、バックアップスイッチ「停止」操作後 3.5 秒間表示します。
3. 上記の表示は、運転開始とともに消灯します。
4. 異常履歴がない場合は接続台数分のアドレスを表示します。
5. 異常履歴が残っている場合は、履歴の内容を表示します。
6. 異常履歴は、バックアップスイッチを押しながらリモコンから「停止」送信によりクリアされます。

⑤ 受信部 ⑤ 受信部の続き

バックアップ
スイッチ

①

④

②

③

SW2 SW2

受信可能範囲

天井面

4m 3m 2m 1m 0 1m 2m 3m 4m

1m
1.

4m

2.
4m

スイッチ 設定 機能内容

SW2
ON 親リモコン
OFF 子リモコン

渡り配線の太さと長さの制限（最大 600m）
標凖　　　　　　0.3  mm2

0.5  mm2

0.75mm2

1.25mm2

2.0  mm2

ワイヤレスリモコン

室内ユニット (1)
アドレス (0)

室内ユニット (2)
アドレス (1)

室内ユニット (16)
アドレス (F)

受信部

受信部照度300ルクス
受信可能範囲

受信部照度600ルクス
受信可能範囲

4m

4m

3m

3m

2m

2m

1m
1m

2. 設定内容
　機能設定が可能な項目は下記となります。

ボタン 番号表示部 機能設定

風量
00 風速設定：標準
01 風速設定：設定 1　※
02 風速設定：設定 2　※

運転切換

00 暖房室温補正：無効
01 暖房室温補正：＋ 1℃
02 暖房室温補正：＋ 2℃
03 暖房室温補正：＋ 3℃

フィルター

00 フィルターサイン表示：なし
01 フィルターサイン表示：180 時間
02 フィルターサイン表示：600 時間
03 フィルターサイン表示：1000 時間
04 フィルターサイン表示：1000 時間後運転停止

上下 00 ドラフト防止設定（エアフレックス設定）：無効
01 ドラフト防止設定（エアフレックス設定）：有効

室外静音 00 赤外線センサー設定（人感センサー設定）：無効
01 赤外線センサー設定（人感センサー設定）：有効

ハイパワー

00 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：無効
01 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：パワーコントロールのみ
02 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：オートオフのみ
03 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：パワーコントロール＋オートオフ

入

00 冷房ファン残留運転：無効
01 冷房ファン残留運転：0.5 時間
02 冷房ファン残留運転：2 時間
03 冷房ファン残留運転：6 時間

切

00 暖房ファン残留運転：無効
01 暖房ファン残留運転：0.5 時間
02 暖房ファン残留運転：2 時間
03 暖房ファン残留運転：6 時間

るす番
00 リモコン信号受信部 LED：輝度明
01 リモコン信号受信部 LED：輝度暗
02 リモコン信号受信部 LED：消灯

省エネ

0.1 グリル自動昇降降下長：0.1 ｍ
0.2 グリル自動昇降降下長：0.2 ｍ
・ ・
・ ・
2.0 グリル自動昇降降下長：2.0 ｍ
・ ・
・ ・
3.9 グリル自動昇降降下長：3.9 ｍ
4.0 グリル自動昇降降下長：4.0 ｍ

運転 / 停止 50 グリル自動昇降周波数：50Hz
60 グリル自動昇降周波数：60Hz

※　詳細は108ページを参照ください。
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④ ワイヤレスリモコン ④ ワイヤレスリモコンの続き
リモコンホルダーの据付

リモコンホルダーを付属のねじで固定してください。
※ホルダー取付時の注意
・垂直になるよう調節してください。
・ねじ頭が出ないようにしてください。
・土壁等へは取付けないでください。

電池の入れ方
1. 裏蓋を外します。

）本2四単（。すまれ入を池電乾 .2
3. 裏蓋を取付けます。

混信防止設定
1. リモコンの裏蓋をはずし、乾電池を取外す。
2. 乾電池横の切換線をニッパー等で切断する。
3. 乾電池を入れて、裏蓋を取付ける。

リモコンの設定変更
自動運転の設定変更のしかた
ビル空調・ガスヒートポンプシリーズ（除く冷暖フリーマルチ）は自動運転が 
できません。
これらの機種に使用する場合は、リモコンを自動運転無効の設定にしてください。
運転切換ボタンを押しながらリセットスイッチを押すか、運転切換ボタンを
押しながら電池を投入すると、自動運転が無効となります。
※注意：一度電池を取外すと初期設定（工場出荷時設定）へ戻ります。  

        電池を取外した時は、再度上記操作を行ってください。

室内機能設定
1. 室内機能設定のしかた

① 運転 / 停止を押し、停止状態にする。
② 室内機能設定スイッチを押しながら、2 項に示すボタンを押す。
③ 選択ボタン▲、▼で設定を変更する。
④ 予約ボタンを押す。

リモコン信号受信部より、ピッピッと 2 回ブザーが鳴り、
LED は 2 秒毎に 4 回点滅します。

1リモコンによる複数台室内ユニット制御
1. 1つのリモコンで複数台のユニット（最大 16 台）を 

グループ制御できます。 
同一モード、同一室温設定で運転します。

2. グループ制御用に各室内ユニット間を 
2 心のリモコン線にて渡り配線してください。

店舗シリーズの場合
室内基板上のロータリスイッチＳＷ 2 により、リモコン通信アドレスを重複しないよう「0」～「Ｆ」に 
設定してください。

ビル空調・ガスヒートポンプシリーズの場合
室内・室外Ｎｏ．を手動アドレス設定にてセットしてください。 
室内ユニット基板上のロータリスイッチＳＷ１、ＳＷ２により、室内Ｎｏ．を重複しないように設定してください。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット1台（または1グループ）に対して最大2個までのリモコンを接続できます。

ワイヤレスリモコンの操作距離
1. 標準的な受信距離
［条件］受信部照明度 300 ルクス

（一般事務所で受信部周辺 1m 以内の天井面に照明がない場合）

2. 平面から見たときの受信部照度と受信距離の関係
［条件］天井高さ 2.4m、床面より 1m の高さより、

リモコン操作した場合の受信部照度と受信
距離との関係を右図に示します。 照度が
2 倍になると受信距離は 2 ／ 3 となりま
す。

3. 複数台近接設置の注意
［条件］受信部照明度 300 ルクス 
（一般事務所で受信部周辺 1m 以内の天井面に照明がない場合） 
［複数台近接設置］リモコン使用時の同一動作を防止できる最小距離は 5m です。

バックアップスイッチ操作
表面受信部にバックアップスイッチを装備しています。
ワイヤレスリモコン操作ができない場合（電池切れ、紛失、
故障）に応急的に使用してください。
操作は手で直接操作してください。

1. 停止中に押すことにより自動モード（冷専は冷房モード）
で運転します。 
風量「急」　温度設定「23℃」　ルーバ「水平」

2. 運転中にバックアップスイッチを押すことにより「停止」します。

冷房試運転操作
● 受信部バックアップスイッチを押しながら、リモコンにて冷房運転を送信してください。
● 試運転時に受信部バックアップスイッチを押すと試運転が解除されます。
● 試運転時、正常に動作しない場合は、室内・室外ユニットに貼付けの結線銘鈑の点検表示を参照し、
　 点検してください。

2 桁表示の見方
受信部は 2 桁表示（7 セグメント）を装備しています。

1. 表示は電源投入後1 時間表示します。
2. リモコンから「停止」送信または、バックアップスイッチ「停止」操作後 3.5 秒間表示します。
3. 上記の表示は、運転開始とともに消灯します。
4. 異常履歴がない場合は接続台数分のアドレスを表示します。
5. 異常履歴が残っている場合は、履歴の内容を表示します。
6. 異常履歴は、バックアップスイッチを押しながらリモコンから「停止」送信によりクリアされます。

⑤ 受信部 ⑤ 受信部の続き

バックアップ
スイッチ

①

④

②

③

SW2 SW2

受信可能範囲

天井面

4m 3m 2m 1m 0 1m 2m 3m 4m

1m
1.

4m

2.
4m

スイッチ 設定 機能内容

SW2
ON 親リモコン
OFF 子リモコン

渡り配線の太さと長さの制限（最大 600m）
標凖　　　　　　0.3  mm2

0.5  mm2

0.75mm2

1.25mm2

2.0  mm2

ワイヤレスリモコン

室内ユニット (1)
アドレス (0)

室内ユニット (2)
アドレス (1)

室内ユニット (16)
アドレス (F)

受信部

受信部照度300ルクス
受信可能範囲

受信部照度600ルクス
受信可能範囲

4m

4m

3m

3m

2m

2m

1m
1m

2. 設定内容
　機能設定が可能な項目は下記となります。

ボタン 番号表示部 機能設定

風量
00 風速設定：標準
01 風速設定：設定 1　※
02 風速設定：設定 2　※

運転切換

00 暖房室温補正：無効
01 暖房室温補正：＋ 1℃
02 暖房室温補正：＋ 2℃
03 暖房室温補正：＋ 3℃

フィルター

00 フィルターサイン表示：なし
01 フィルターサイン表示：180 時間
02 フィルターサイン表示：600 時間
03 フィルターサイン表示：1000 時間
04 フィルターサイン表示：1000 時間後運転停止

上下 00 ドラフト防止設定（エアフレックス設定）：無効
01 ドラフト防止設定（エアフレックス設定）：有効

室外静音 00 赤外線センサー設定（人感センサー設定）：無効
01 赤外線センサー設定（人感センサー設定）：有効

ハイパワー

00 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：無効
01 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：パワーコントロールのみ
02 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：オートオフのみ
03 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：パワーコントロール＋オートオフ

入

00 冷房ファン残留運転：無効
01 冷房ファン残留運転：0.5 時間
02 冷房ファン残留運転：2 時間
03 冷房ファン残留運転：6 時間

切

00 暖房ファン残留運転：無効
01 暖房ファン残留運転：0.5 時間
02 暖房ファン残留運転：2 時間
03 暖房ファン残留運転：6 時間

るす番
00 リモコン信号受信部 LED：輝度明
01 リモコン信号受信部 LED：輝度暗
02 リモコン信号受信部 LED：消灯

省エネ

0.1 グリル自動昇降降下長：0.1 ｍ
0.2 グリル自動昇降降下長：0.2 ｍ
・ ・
・ ・
2.0 グリル自動昇降降下長：2.0 ｍ
・ ・
・ ・
3.9 グリル自動昇降降下長：3.9 ｍ
4.0 グリル自動昇降降下長：4.0 ｍ

運転 / 停止 50 グリル自動昇降周波数：50Hz
60 グリル自動昇降周波数：60Hz

※　詳細は108ページを参照ください。
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④ ワイヤレスリモコン ④ ワイヤレスリモコンの続き
リモコンホルダーの据付

リモコンホルダーを付属のねじで固定してください。
※ホルダー取付時の注意
・垂直になるよう調節してください。
・ねじ頭が出ないようにしてください。
・土壁等へは取付けないでください。

電池の入れ方
1. 裏蓋を外します。

）本2四単（。すまれ入を池電乾 .2
3. 裏蓋を取付けます。

混信防止設定
1. リモコンの裏蓋をはずし、乾電池を取外す。
2. 乾電池横の切換線をニッパー等で切断する。
3. 乾電池を入れて、裏蓋を取付ける。

リモコンの設定変更
自動運転の設定変更のしかた
ビル空調・ガスヒートポンプシリーズ（除く冷暖フリーマルチ）は自動運転が 
できません。
これらの機種に使用する場合は、リモコンを自動運転無効の設定にしてください。
運転切換ボタンを押しながらリセットスイッチを押すか、運転切換ボタンを
押しながら電池を投入すると、自動運転が無効となります。
※注意：一度電池を取外すと初期設定（工場出荷時設定）へ戻ります。  

        電池を取外した時は、再度上記操作を行ってください。

室内機能設定
1. 室内機能設定のしかた

① 運転 / 停止を押し、停止状態にする。
② 室内機能設定スイッチを押しながら、2 項に示すボタンを押す。
③ 選択ボタン▲、▼で設定を変更する。
④ 予約ボタンを押す。

リモコン信号受信部より、ピッピッと 2 回ブザーが鳴り、
LED は 2 秒毎に 4 回点滅します。

1リモコンによる複数台室内ユニット制御
1. 1つのリモコンで複数台のユニット（最大 16 台）を 

グループ制御できます。 
同一モード、同一室温設定で運転します。

2. グループ制御用に各室内ユニット間を 
2 心のリモコン線にて渡り配線してください。

店舗シリーズの場合
室内基板上のロータリスイッチＳＷ 2 により、リモコン通信アドレスを重複しないよう「0」～「Ｆ」に 
設定してください。

ビル空調・ガスヒートポンプシリーズの場合
室内・室外Ｎｏ．を手動アドレス設定にてセットしてください。 
室内ユニット基板上のロータリスイッチＳＷ１、ＳＷ２により、室内Ｎｏ．を重複しないように設定してください。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット1台（または1グループ）に対して最大2個までのリモコンを接続できます。

ワイヤレスリモコンの操作距離
1. 標準的な受信距離
［条件］受信部照明度 300 ルクス

（一般事務所で受信部周辺 1m 以内の天井面に照明がない場合）

2. 平面から見たときの受信部照度と受信距離の関係
［条件］天井高さ 2.4m、床面より 1m の高さより、

リモコン操作した場合の受信部照度と受信
距離との関係を右図に示します。 照度が
2 倍になると受信距離は 2 ／ 3 となりま
す。

3. 複数台近接設置の注意
［条件］受信部照明度 300 ルクス 
（一般事務所で受信部周辺 1m 以内の天井面に照明がない場合） 
［複数台近接設置］リモコン使用時の同一動作を防止できる最小距離は 5m です。

バックアップスイッチ操作
表面受信部にバックアップスイッチを装備しています。
ワイヤレスリモコン操作ができない場合（電池切れ、紛失、
故障）に応急的に使用してください。
操作は手で直接操作してください。

1. 停止中に押すことにより自動モード（冷専は冷房モード）
で運転します。 
風量「急」　温度設定「23℃」　ルーバ「水平」

2. 運転中にバックアップスイッチを押すことにより「停止」します。

冷房試運転操作
● 受信部バックアップスイッチを押しながら、リモコンにて冷房運転を送信してください。
● 試運転時に受信部バックアップスイッチを押すと試運転が解除されます。
● 試運転時、正常に動作しない場合は、室内・室外ユニットに貼付けの結線銘鈑の点検表示を参照し、
　 点検してください。

2 桁表示の見方
受信部は 2 桁表示（7 セグメント）を装備しています。

1. 表示は電源投入後1 時間表示します。
2. リモコンから「停止」送信または、バックアップスイッチ「停止」操作後 3.5 秒間表示します。
3. 上記の表示は、運転開始とともに消灯します。
4. 異常履歴がない場合は接続台数分のアドレスを表示します。
5. 異常履歴が残っている場合は、履歴の内容を表示します。
6. 異常履歴は、バックアップスイッチを押しながらリモコンから「停止」送信によりクリアされます。

⑤ 受信部 ⑤ 受信部の続き

バックアップ
スイッチ

①

④

②

③

SW2 SW2

受信可能範囲

天井面

4m 3m 2m 1m 0 1m 2m 3m 4m

1m
1.

4m

2.
4m

スイッチ 設定 機能内容

SW2
ON 親リモコン
OFF 子リモコン

渡り配線の太さと長さの制限（最大 600m）
標凖　　　　　　0.3  mm2

0.5  mm2

0.75mm2

1.25mm2

2.0  mm2

ワイヤレスリモコン

室内ユニット (1)
アドレス (0)

室内ユニット (2)
アドレス (1)

室内ユニット (16)
アドレス (F)

受信部

受信部照度300ルクス
受信可能範囲

受信部照度600ルクス
受信可能範囲

4m

4m

3m

3m

2m

2m

1m
1m

2. 設定内容
　機能設定が可能な項目は下記となります。

ボタン 番号表示部 機能設定

風量
00 風速設定：標準
01 風速設定：設定 1　※
02 風速設定：設定 2　※

運転切換

00 暖房室温補正：無効
01 暖房室温補正：＋ 1℃
02 暖房室温補正：＋ 2℃
03 暖房室温補正：＋ 3℃

フィルター

00 フィルターサイン表示：なし
01 フィルターサイン表示：180 時間
02 フィルターサイン表示：600 時間
03 フィルターサイン表示：1000 時間
04 フィルターサイン表示：1000 時間後運転停止

上下 00 ドラフト防止設定（エアフレックス設定）：無効
01 ドラフト防止設定（エアフレックス設定）：有効

室外静音 00 赤外線センサー設定（人感センサー設定）：無効
01 赤外線センサー設定（人感センサー設定）：有効

ハイパワー

00 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：無効
01 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：パワーコントロールのみ
02 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：オートオフのみ
03 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：パワーコントロール＋オートオフ

入

00 冷房ファン残留運転：無効
01 冷房ファン残留運転：0.5 時間
02 冷房ファン残留運転：2 時間
03 冷房ファン残留運転：6 時間

切

00 暖房ファン残留運転：無効
01 暖房ファン残留運転：0.5 時間
02 暖房ファン残留運転：2 時間
03 暖房ファン残留運転：6 時間

るす番
00 リモコン信号受信部 LED：輝度明
01 リモコン信号受信部 LED：輝度暗
02 リモコン信号受信部 LED：消灯

省エネ

0.1 グリル自動昇降降下長：0.1 ｍ
0.2 グリル自動昇降降下長：0.2 ｍ
・ ・
・ ・
2.0 グリル自動昇降降下長：2.0 ｍ
・ ・
・ ・
3.9 グリル自動昇降降下長：3.9 ｍ
4.0 グリル自動昇降降下長：4.0 ｍ

運転 / 停止 50 グリル自動昇降周波数：50Hz
60 グリル自動昇降周波数：60Hz

※　詳細は108ページを参照ください。
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④ ワイヤレスリモコン ④ ワイヤレスリモコンの続き
リモコンホルダーの据付

リモコンホルダーを付属のねじで固定してください。
※ホルダー取付時の注意
・垂直になるよう調節してください。
・ねじ頭が出ないようにしてください。
・土壁等へは取付けないでください。

電池の入れ方
1. 裏蓋を外します。

）本2四単（。すまれ入を池電乾 .2
3. 裏蓋を取付けます。

混信防止設定
1. リモコンの裏蓋をはずし、乾電池を取外す。
2. 乾電池横の切換線をニッパー等で切断する。
3. 乾電池を入れて、裏蓋を取付ける。

リモコンの設定変更
自動運転の設定変更のしかた
ビル空調・ガスヒートポンプシリーズ（除く冷暖フリーマルチ）は自動運転が 
できません。
これらの機種に使用する場合は、リモコンを自動運転無効の設定にしてください。
運転切換ボタンを押しながらリセットスイッチを押すか、運転切換ボタンを
押しながら電池を投入すると、自動運転が無効となります。
※注意：一度電池を取外すと初期設定（工場出荷時設定）へ戻ります。  

        電池を取外した時は、再度上記操作を行ってください。

室内機能設定
1. 室内機能設定のしかた

① 運転 / 停止を押し、停止状態にする。
② 室内機能設定スイッチを押しながら、2 項に示すボタンを押す。
③ 選択ボタン▲、▼で設定を変更する。
④ 予約ボタンを押す。

リモコン信号受信部より、ピッピッと 2 回ブザーが鳴り、
LED は 2 秒毎に 4 回点滅します。

1リモコンによる複数台室内ユニット制御
1. 1つのリモコンで複数台のユニット（最大 16 台）を 

グループ制御できます。 
同一モード、同一室温設定で運転します。

2. グループ制御用に各室内ユニット間を 
2 心のリモコン線にて渡り配線してください。

店舗シリーズの場合
室内基板上のロータリスイッチＳＷ 2 により、リモコン通信アドレスを重複しないよう「0」～「Ｆ」に 
設定してください。

ビル空調・ガスヒートポンプシリーズの場合
室内・室外Ｎｏ．を手動アドレス設定にてセットしてください。 
室内ユニット基板上のロータリスイッチＳＷ１、ＳＷ２により、室内Ｎｏ．を重複しないように設定してください。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット1台（または1グループ）に対して最大2個までのリモコンを接続できます。

ワイヤレスリモコンの操作距離
1. 標準的な受信距離
［条件］受信部照明度 300 ルクス

（一般事務所で受信部周辺 1m 以内の天井面に照明がない場合）

2. 平面から見たときの受信部照度と受信距離の関係
［条件］天井高さ 2.4m、床面より 1m の高さより、

リモコン操作した場合の受信部照度と受信
距離との関係を右図に示します。 照度が
2 倍になると受信距離は 2 ／ 3 となりま
す。

3. 複数台近接設置の注意
［条件］受信部照明度 300 ルクス 
（一般事務所で受信部周辺 1m 以内の天井面に照明がない場合） 
［複数台近接設置］リモコン使用時の同一動作を防止できる最小距離は 5m です。

バックアップスイッチ操作
表面受信部にバックアップスイッチを装備しています。
ワイヤレスリモコン操作ができない場合（電池切れ、紛失、
故障）に応急的に使用してください。
操作は手で直接操作してください。

1. 停止中に押すことにより自動モード（冷専は冷房モード）
で運転します。 
風量「急」　温度設定「23℃」　ルーバ「水平」

2. 運転中にバックアップスイッチを押すことにより「停止」します。

冷房試運転操作
● 受信部バックアップスイッチを押しながら、リモコンにて冷房運転を送信してください。
● 試運転時に受信部バックアップスイッチを押すと試運転が解除されます。
● 試運転時、正常に動作しない場合は、室内・室外ユニットに貼付けの結線銘鈑の点検表示を参照し、
　 点検してください。

2 桁表示の見方
受信部は 2 桁表示（7 セグメント）を装備しています。

1. 表示は電源投入後1 時間表示します。
2. リモコンから「停止」送信または、バックアップスイッチ「停止」操作後 3.5 秒間表示します。
3. 上記の表示は、運転開始とともに消灯します。
4. 異常履歴がない場合は接続台数分のアドレスを表示します。
5. 異常履歴が残っている場合は、履歴の内容を表示します。
6. 異常履歴は、バックアップスイッチを押しながらリモコンから「停止」送信によりクリアされます。

⑤ 受信部 ⑤ 受信部の続き

バックアップ
スイッチ

①

④

②

③

SW2 SW2

受信可能範囲

天井面

4m 3m 2m 1m 0 1m 2m 3m 4m

1m
1.

4m

2.
4m

スイッチ 設定 機能内容

SW2
ON 親リモコン
OFF 子リモコン

渡り配線の太さと長さの制限（最大 600m）
標凖　　　　　　0.3  mm2

0.5  mm2

0.75mm2

1.25mm2

2.0  mm2

ワイヤレスリモコン

室内ユニット (1)
アドレス (0)

室内ユニット (2)
アドレス (1)

室内ユニット (16)
アドレス (F)

受信部

受信部照度300ルクス
受信可能範囲

受信部照度600ルクス
受信可能範囲

4m

4m

3m

3m

2m

2m

1m
1m

2. 設定内容
　機能設定が可能な項目は下記となります。

ボタン 番号表示部 機能設定

風量
00 風速設定：標準
01 風速設定：設定 1　※
02 風速設定：設定 2　※

運転切換

00 暖房室温補正：無効
01 暖房室温補正：＋ 1℃
02 暖房室温補正：＋ 2℃
03 暖房室温補正：＋ 3℃

フィルター

00 フィルターサイン表示：なし
01 フィルターサイン表示：180 時間
02 フィルターサイン表示：600 時間
03 フィルターサイン表示：1000 時間
04 フィルターサイン表示：1000 時間後運転停止

上下 00 ドラフト防止設定（エアフレックス設定）：無効
01 ドラフト防止設定（エアフレックス設定）：有効

室外静音 00 赤外線センサー設定（人感センサー設定）：無効
01 赤外線センサー設定（人感センサー設定）：有効

ハイパワー

00 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：無効
01 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：パワーコントロールのみ
02 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：オートオフのみ
03 赤外線センサー制御（人感センサー制御）：パワーコントロール＋オートオフ

入

00 冷房ファン残留運転：無効
01 冷房ファン残留運転：0.5 時間
02 冷房ファン残留運転：2 時間
03 冷房ファン残留運転：6 時間

切

00 暖房ファン残留運転：無効
01 暖房ファン残留運転：0.5 時間
02 暖房ファン残留運転：2 時間
03 暖房ファン残留運転：6 時間

るす番
00 リモコン信号受信部 LED：輝度明
01 リモコン信号受信部 LED：輝度暗
02 リモコン信号受信部 LED：消灯

省エネ

0.1 グリル自動昇降降下長：0.1 ｍ
0.2 グリル自動昇降降下長：0.2 ｍ
・ ・
・ ・
2.0 グリル自動昇降降下長：2.0 ｍ
・ ・
・ ・
3.9 グリル自動昇降降下長：3.9 ｍ
4.0 グリル自動昇降降下長：4.0 ｍ

運転 / 停止 50 グリル自動昇降周波数：50Hz
60 グリル自動昇降周波数：60Hz

※　詳細は108ページを参照ください。
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⑵　スーパーリンクアダプタ（SC-ADNA）

仕　　様 

名　　称 

形　　式 

適用機種 

外形寸法 
（mm) 

機　
　

能 

制御可能な 
室内機台数 

スーパーリンクアダプタ 

SC-ADNA

室外-室内　2心通信仕様 

プリント基板　65×80×20 

⑴　スーパーリンクオプションからの設定内容
　　を各室内ユニットに送信
⑵　スーパーリンクオプションからのデータ要
　　求に対し優先室内ユニットのデータを返信
⑶　接続室内ユニットの異常状態を点検
　　コードでスーパーリンクオプションに送信

板金ボックス100×85×35 

最大16台 
（同一運転モード） 

クロ

接続要領

取付要領

板金ボックス外形図

A

B

X

Y

X

Y

A

B

アオ

アオ

シロ

スーパーリンク信号線用
端子台へ接続

リモコン用端子台へ接続（極性無し）
（総配線長さ　600m以内）

ネットワークアドレス親子アドレス

親
子

ON
OFF

SW3-1

ON

OFF
SW3

LE
D
3

LE
D
2

SW1 SW2

運
転
異
常

SLアダプタ基板

●信号線 リモコンコードを延長する場合の注意
●コードは必ずシールド線を使用してください。
　● 0.3mm2×2心

0.75mm2～1.25mm2のシールド線（MVVS 2心）

室内ユニット外へ
設置する場合は,
板金カバーを取付け
てください。

リモコン背面へ取付
の場合は, 直接リモコン
下ケースへ取付けてください。

85

40

35

30

90
5

10
0

70

22.5

2-φ6

注⑴　延長距離が100mを超える場合は下記のサイズに
変更してください。ただし，リモコンケース内を
通る配線は最大0.5mm2以下とし，リモコン外部の
近傍で配線接続により，サイズを変更してくださ
い。

　　　100～200m以内…0.5mm2×2心
  　　  　  ～300m以内…0.75mm2×2心
　　     　 ～400m以内…1.25mm2×2心
 　　    　 ～600m以内…2mm2×2心

注⑴　線径が0.75mm2時で1500mまで，1.25mm2時で
1000mまでとなります。

　　　2.0mm2は使用しないでください。誤動作となる
場合があります。

注⑵　シールド線は，両端をアースしてください。
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クロ

接続要領

取付要領

板金ボックス外形図

A

B

X

Y

X

Y

A

B

アオ

アオ

シロ

スーパーリンク信号線用
端子台へ接続

リモコン用端子台へ接続（極性無し）
（総配線長さ　600m以内）

ネットワークアドレス親子アドレス

親
子

ON
OFF

SW3-1

ON

OFF
SW3

LE
D
3

LE
D
2

SW1 SW2

運
転
異
常

SLアダプタ基板

●信号線 リモコンコードを延長する場合の注意
●コードは必ずシールド線を使用してください。
　● 0.3mm2×2心

0.75mm2～1.25mm2のシールド線（MVVS 2心）

室内ユニット外へ
設置する場合は,
板金カバーを取付け
てください。

リモコン背面へ取付
の場合は, 直接リモコン
下ケースへ取付けてください。

85

40

35

30

90
5

10
0

70

22.5

2-φ6

注⑴　延長距離が100mを超える場合は下記のサイズに
変更してください。ただし，リモコンケース内を
通る配線は最大0.5mm2以下とし，リモコン外部の
近傍で配線接続により，サイズを変更してくださ
い。

　　　100～200m以内…0.5mm2×2心
  　　  　  ～300m以内…0.75mm2×2心
　　     　 ～400m以内…1.25mm2×2心
 　　    　 ～600m以内…2mm2×2心

注⑴　線径が0.75mm2時で1500mまで，1.25mm2時で
1000mまでとなります。

　　　2.0mm2は使用しないでください。誤動作となる
場合があります。

注⑵　シールド線は，両端をアースしてください。
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201.9
127

φ
74
.6

108.9 96.9

接続管D 接続管F

フレア接続

フレア接続

フレア接続

フレア接続

フレア接続
（φ12.7）（両端共）

（φ15.88）

（φ12.7）

（φ12.7）

（φ9.52）

接続管A197.6
127

φ
74
.6

96.6

フレア接続
フレア接続 フレア接続

（φ9.52）（両端共） （φ9.52） （φ6.35）

110

内径φ25.4 内径φ25.4

ドライヤ

銅管ストレーナ 銅管ストレーナ 銅管ストレーナ

ドライヤ

257
90

φ
40

112.8 104.1

接続管B 接続管C

フレア接続
　

フレア接続
　（φ19.05） （φ12.7）

フレア接続
（φ15.88）（両端共）

フレア接続
（φ15.88）

フレア接続
（φ15.88）

257
90

φ
40

接続管C

フレア接続
　（φ15.88）

104.1

フレア接続
（φ15.88）（両端共）

フレア接続
（φ12.7）

⒜�付属品
・据付工事前に確認してください。

REW－KIT63T REW－KIT160T REW－KIT280T

液
管
側

ガ
ス
管
側

⑶　リニューアルキット

●ドライヤは、運搬保管時の水分 , 異物の浸入を防止する目的でビニールキャップにて密封包装されています。据付時はビニールキャップを外してください。
　ビニールキャップを外した後は、長時間放置せず素早く既設配管へ取付、真空引きを行ってください。(長時間放置するとドライヤの性能が低下します。)
●ガス管，液管両方共に断熱材 (パイプカバー )が付属されています。
　リニューアルキット本体，フレア接続部およびろう付部を断熱してください。
　　！　注意　断熱工事に不備がありますと錆が発生し、リニューアルキット本体，フレア部あるいはろう付部からの冷媒漏れ事故になる恐れがあります。

銅管ストレーナ（ガス管側）
　●KIT63T・KIT160T の場合、φ 63× L530
　　 KIT280T の場合、φ 69× L210　の断熱材にてフレア接続部または
　　ろう付部を断熱する。

リニューアルキット据付例（後ろ抜きの場合）

ドライヤ（液管側）

ドライヤの断熱方法
KIT63T・KIT160T の場合、φ 46× L185
KIT280T の場合、φ 54× L195　の断熱材を２個使用

ドライヤ

φ 58× L330 の断熱材２個で
ドライヤを挟み込む

バンドで固定 (２箇所 )

VP224,280 の場合のリニューアルキット据付例

付属配管

現地手配エルボ現地手配φ25.4

既設配管をろう付

現地手配φ25.4

現地手配φ25.4

現地手配

既設配管をフレア接続

⒝�リニューアルキット据付方法
●ドライヤを液管へ、銅管ストレーナをガス管へ取付けてください。
●ドライヤおよび銅管ストレーナの取付方向は自由です。(360°全方位 )
●ドライヤおよびガス管ストレーナはできるだけ室外ユニット近傍に据付けてください。
●本キット内には下表に示す付属配管が同梱されています。下表に従い据付を行ってください。

REW－KIT63T REW－KIT160T REW－KIT280T

機種 エクシードハイパーシリーズの3～6馬力，ハイパーインバータシリーズの3～10馬力には，リニューアルキットを内蔵しています。

液管側
接続方法

ガス管側
接続方法

接続管A既設配管φ6.35

現地手配φ6.35

室外操作弁フレア接続

388

（φ6.35）

接続管Aのフレアナットを使用既設配管φ9.52

現地手配φ9.52
室外操作弁フレア接続

接続管A
接続管A

（φ9.52）

既設配管φ15.88

接続管C

接続管Bのフレアナットを使用

現地手配φ12.7

室外操作弁フレア接続

367

接続管C

（φ12.7） 既設配管φ15.88

接続管Bのフレアナットを使用
現地手配φ15.88

室外操作弁フレア接続

接続管Cのフレアナットを使用

（φ15.88）
接続管B

接続管C

既設配管φ19.05 現地手配φ15.88

室外操作弁フレア接続

接続管Cのフレアナットを使用

接続管B

376

接続管C

（φ15.88）

接続管Dのフレアナットを使用

接続管F

既設配管φ12.7 現地手配φ9.52

室外操作弁フレア接続

306

接続管D

（φ9.52）

現地手配φ25.4現地手配φ25.4

10

現地配管の差込み量は10mm以内としてください。
差込み過ぎるとストレーナメッシュの破損の恐れがあります。

既設配管φ15.88 現地手配φ12.7

室外操作弁フレア接続

接続管Fのフレアナットを使用

接続管D

318

接続管F

（φ12.7）

接続管C

461
既設配管φ12.7 現地手配φ12.7

室外操作弁フレア接続

  
（φ12.7）

ガス管がφ 12.7 の場合
（既設機がR410Aの場合）

ガス管がφ 15.88 の場合
（既設機がR22の場合）

※�説明書共通のため他機種も掲載しています。室外ユニット据付説明書 81ページの付属としてご利用ください。
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⒞��既設配管流用時の確認・留意事項
ⅰ�既設配管流用時の条件

「ⅳ 既設配管使用許可範囲と配管長制限」を参照してください。

3.60

配管の気密確認
・気密試験の圧力値を3.6MPaとしてください。（※）
※ガス管φ19.05×t1.0のO材、OL材の場合（ツイン・トリプル・
ダブルツインで第1分岐以降の配管にφ19.05×t1.0の
O材、OL材が存在する場合を含む）

・ただし、既設配管がφ19.05×t1.0で1/2H材、H材の場合は気
密試験の圧力値を4.15MPaとしてください。

「ⅴ 既設配線・電源流用」に従いⅲ

R410A/R32用
およ

室外ユニット

室外ユニット～室内ユニット
室外ユニット、室内ユニット

ⅲ

ⅴ

既設の室外ユニット、室内ユニット、リモコン等取外し

室外ユニット、室内ユニット、リモコン等据付

電気工事の実施

ただし

※

※

、204ページⅳ項をご覧ください。

R410A/R32用

R410A/R32（Hmm） R410A/R32（Hmm）

「ⅳ 既設配管使用許可範囲と配管長制限」を参照してください。

3.60

配管の気密確認
・気密試験の圧力値を3.6MPaとしてください。（※）
※ガス管φ19.05×t1.0のO材、OL材の場合（ツイン・トリプル・
ダブルツインで第1分岐以降の配管にφ19.05×t1.0の
O材、OL材が存在する場合を含む）

・ただし、既設配管がφ19.05×t1.0で1/2H材、H材の場合は気
密試験の圧力値を4.15MPaとしてください。

「ⅴ 既設配線・電源流用」に従いⅲ

R410A/R32用
およ

室外ユニット

室外ユニット～室内ユニット
室外ユニット、室内ユニット

ⅲ

ⅴ

既設の室外ユニット、室内ユニット、リモコン等取外し

室外ユニット、室内ユニット、リモコン等据付

電気工事の実施

ただし

※

※

、204ページⅳ項をご覧ください。

R410A/R32用

R410A/R32（Hmm） R410A/R32（Hmm）

ⅱ�既設配管流用時の施工手順
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スタート

いいえ

はい

はい

はい

ある

はい

はい

ない

ない

ない

ない

緩みなし
緩み
あり 修正

修正

修正

交換

撤去

気密合格

再利用する既設配管に、腐食・傷・へこみはありませんか？

再利用する既設配管の断熱材に、剥がれ、劣化はありま
せんか？（ガス管、液管ともに断熱が必要です）
断熱材厚さが足りない配管はありませんか？

配管支持金具は緩んでいませんか？

再利用する既設配管にガス漏れはありませんか？
（頻繁に冷媒を追加するようなことがなかったか確認）

室内ユニットが接続されていない枝配管はありませんか？

既設配管を再利用できません。
新規配管をご使用ください。

旧ユニットの冷凍機油は下記のいずれかに
該当しますか？
スニソ・MS・バーレルフリーズ・HAB・
フレオール・エーテル油・エステル油

分岐管を当社指定品に変更してください。

現地で既設配管の気密確認をしてください。

その枝配管を撤去してください。

不具合部分を修正してください。

不具合部分を修正してください。

不具合部分を修正してください。

再利用する配管は下記を全て満たしますか？
①配管使用制限

1.配管長制限
1）片道配管長制限
2）総冷媒量による配管長制限

2.配管サイズ制限
1）主管サイズ
2）配管の耐圧強度によるサイズ制限

②室内外ユニット間の高低差は下記を満たす。
   室外ユニットが上の場合：30m以下
   室外ユニットが下の場合：15m以下

使用可否を
照会願います。

交換不能

使用
不可

使用可

修正不能

修正不能

撤去不能

気密不良

既設配管をご使用になれます。

再利用する既設配管には室外ユニットと室内ユニットが
接続されていますか？

いいえ

いいえ
いいえ

いいえ

ある

ある

ある

旧ユニットは当社品ですか？

既設配管を利用し施工する機体はツイン・トリプル・
ダブルツイン機ですか？

注）

ⅲ�既設配管流用可否判断フローチャート
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ⅳ�既設配管使用許可範囲と配管長制限

配管 1ｍ当たりの
追加チャージ量 0.02kg/m 0.06kg/m��*7 0.08kg/m��*8 0.08

kg/m 0.12kg/m 0.20kg/m

配管サイズ
液管 φ 6.35 φ 9.52 φ 12.7 φ

12.7 φ 12.7 φ 15.88

ガス管 φ12.7 φ15.88 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ22.22 φ25.4 φ28.6 φ22.22 φ25.4 φ28.6

ZP40,45,50,
56,63

VP40,45,50,
56,63

適用可否 ◎ ○ △ △ × × × × × × × × × × × ×

最大片道配管長 50 50 20 20 × × × × × × × × × × × ×

チャージレス長 30 30 15 15 × × × × × × × × × × × ×

ZP80
VP80

適用可否 冷↓ △ 冷↓ ◎ ○�*1 × × △ × × × × × × × ×

最大片道配管長 20 20 70 70 70 × × 35 × × × × × × × ×

チャージレス長 10 10 30 30 30 × × 15 × × × × × × × ×

ZP112,140,160
VP112,140,160

適用可否 × △ × ◎ ○�*1 × × △ △�*1 × × × × × × ×

最大片道配管長 × 20 × 100�
*2

100�
*2 × × 50 50 × × × × × × ×

チャージレス長 × 10 × 30 30 × × 15 15 × × × × × × ×

VP224

適用可否 × × × × 冷↓
*3*4

冷↓
*3*4

◎
（冷↓*3*4） × 冷↓�

*3
冷↓�
*3 × ○�*3 ○�*3 冷↓ △ △

最大片道配管長 × × × × 40�*5 40�*5 40�*5 × 60�*5 60�*5 × 100�
*5

100�
*5

60�
*4*5

60�
*4*5

60�
*4*5

チャージレス長 × × × × 30 30 30 × 15 15 × 15 15 8 8 8

VP280

適用可否 × × × × × × × × × 冷↓�
*4 × ◎ ○ 冷↓ △ △ *1

最大片道配管長 × × × × × × × × × 60�*5 × 100�
*5

100�
*5

60�
*5*6

60�
*5*6

60�
*5*6

チャージレス長 × × × × × × × × × 30 × 30 30 15 15 15

＊１：φ 19.05 × t1.0 は耐圧強度が不足のため、室外ユニット基板上のディップスイッチＳＷ５-1をＯＮにしてください。� �
　　　ZP80,�VP80 の場合はディップスイッチＳＷ 7-1 をＯＮにしてください。
　　　（ツイン ･トリプル ･ダブルツイン機の場合、第１分岐以降の配管にφ 19.05 × t1.0 が存在する場合を含む）
　　　ただし、1/2 Ｈ材または肉厚 1.2 以上の配管を使用の場合は必要ありません。
＊２：分岐後の配管サイズは、主管と同じ径もしくは小さい径であること。
＊３：配管仕様制限を満たさない場合は、既設配管をご使用になれません。
＊４：主配管長が 40ｍを越える場合既設配管は使用できません。主配管の液管サイズをφ 12.7 としてください。
＊５：リニューアルキットおよびユニット内蔵リニューアルキットを使用した場合、最大片道配管長は下表の通りとなります。
　�　配管長制限を超える場合は、配管洗浄器での配管洗浄が必要です。（最寄の代理店にお問い合わせください。）

主管ガス管径 φ 19.5 φ 22.22 φ 25.4 φ 28.58

最大片道配管長 50m 30m

＊６：追加できる最大冷媒量は 9.3kg までです。追加冷媒量が 9.3kg を超える場合は液管サイズを下げて新設してください。
＊７：ZPシリーズの場合 0.054kg/m
＊８：ZPシリーズの場合 0.11kg/m
●既設配管の曲げＲが７０mm未満の場合は、配管の耐圧上室外ユニット基板上のディップスイッチをＯＮにしてください。
　（ZP40 ～ 63，VP40 ～ 63：SW8-1,��ZP80,�VP80：SW7-1,��ZP112 ～ 160,�VP112 ～ 280：SW5-1）
●配管長の下限は 3ｍとしてください。3ｍ以下の場合、冷媒充填量を減らす必要があります。（ZP112 ～ 160,�VP224,�280 を除く。）
　冷媒回収・再充填を行う場合は最寄の代理店にお問い合わせください。
●表に記載のない配管サイズの組合せおよび表の×の配管サイズの組合せは使用できません。

＜配管サイズ制限表＞
◎：標準配管サイズ　○：使用可能　△：配管長制限短縮　冷↓：冷房能力低下　×：使用不可
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　！　注意　ツイン ･トリプル ･ダブルツイン機の場合、下記事項を必ずお守りください。
●同じ室外ユニットに接続される室内ユニットは、同一の部屋に設置し、空調負荷が同一となる条件で使用してください。
　空調負荷が同一でない条件で使用され場合は、能力不足となる可能性があります。
●分岐管セット�DIS-TA1G，DIS-TB1G�を使用する場合は、各室内ユニット間までの配管長差を３m未満としてください。
　３m以上の配管長差を必要とする場合は、下記の分岐管セットを使用してください。
　　　室外 :P160 ＝室内 :P50 ＋ P50 ＋ P50　･･･　DIS-WA1Gを 2個
　　　室外 :P224 ＝室内 :P80 ＋ P80 ＋ P80　･･･　DIS-WB1G，DIS-WA1G�各 1個
●下記組合せ時は、DIS-WB1G，DIS-WA1G�を各１個�を使用し、各室内ユニット間までの配管長差を３m未満としてください。
　３m以上の配管長差の接続は不可です。
　　　室外 :P280 ＝室内 :P71 ＋ P71�＋ P140（第１分岐の接続にP140 を接続してください。）
　　　室外 :P280 ＝室内 :P80 ＋ P80�＋ P112（第１分岐の接続にP112 を接続してください。）
●既設機が FDKの 8・10馬力のトリプル・ダブルツインの場合、リニューアルキット使用不可です。
　（水漏れ、または露たれの発生する可能性があるため）

追加チャージ量計算式

追加チャージ量（kg）=｛主配管長（m）ー表のチャージレス長（m）｝×�表の配管 1m�当たりの追加チャージ量（kg/m）
+�分岐管総長（m）×�表の配管 1m�当たりの追加チャージ量（kg/m）

※計算の結果が負の値になる場合は追加チャージ不要です。
　例）既設配管 30m（液管φ 12.7、ガス管φ 15.88）を使用して、VP80（シングル機）を設置する場合。
　　（30mー 15m）× 0.08kg/m=1.2kg を追加チャージする。
　例）�既設配管 30m（主配管長 20m、液管φ 12.7、ガス管φ 15.88 ／分岐後配管長 5m× 2、液管φ 9.52、ガス管φ 12.7）を使用して、
　　　VP80（ツイン機）を設置する場合。
　　（20mー 15m）× 0.08kg/m+5m× 2× 0.06kg/m=1.0kg を追加チャージする。
　例）既設配管 20m（液管φ 12.7、ガス管φ 19.05）を使用して、VP160（シングル機）を設置する場合。
　　（20mー 15m）× 0.08kg/m=0.4kg を追加チャージする。
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ⅴ�既設配線・電源流用

　既設配線・電源の流用におきましては、下記内容にご留意ください。
　配線接続は電気設備技術基準および内線規程に従い適切に工事を実施してください。

①既設配線（内外渡り線）の確認
　�既設配線は線の種類や心数の他、設備図面などによって配線長や分岐数も確認してください。
　　・電源配線について
　　　　◆�漏電しゃ断器の容量，電線の太さ，こう長，およびアース線については、室外ユニットに付属している“据付説明書”をご覧く

ださい。
　　　　◆�単相機の場合は２心，三相機の場合は３心のＶＣＴキャプタイヤケーブル、または�ＶＶＦ平方ケーブルをご使用ください。
　　　　◆�４心ケーブルを使用したアース線と同心ケーブルとしないでください。シールド線は使用しないでください。
　　・内外渡り配線について
　　　　（3心通信仕様の場合）
　　　　◆�必ず３心のＶＣＴキャプタイヤケーブル、または�ＶＶＦ平方ケーブルを使用してください。シールド線は使用しないでください。
　　　　（スーパーリンク仕様の場合）
　　　　◆�配線の接続は、既設配線毎に「次ページの�3�接続方法、�4�室外ユニット改修内容」に従ってください。
　　　　◆�室内電源取りは室外ユニット容量 80以下の単相機に限ります。
　　・リモコン線について
　　　　◆配線の仕様については、室内ユニットに付属している“据付説明書”をご覧ください。
　　　　◆多心ケーブルの使用は避けてください。
　　　　◆配線はアース（建物の鉄骨部分または金属等）からできるだけ離してください。

②既設電源の確認
　既設電源の電圧や相数、漏電しゃ断器の容量などを確認してください。
　　　◆既設の漏電しゃ断器がインバータ回路用しゃ断器の場合はそのまま使用できます。
　　　　インバータ回路用しゃ断器でない場合はインバータ回路用しゃ断器に交換してください。
　�既設の電源設備を使用する際は、設備の老朽化、破損の有無を必ず確認してください。古い配線や電源設備の場合は、漏電や火災の原因
ともなりますのでご注意ください。

③既設配線の導通確認
　�既設配線の導通確認、電圧確認、漏電しゃ断器の動作確認を行ってください。
　異常があれば電線、部品の交換を行ない、配線を適切な状態にしてください。
　　　◆配線と大地間を 500Ｖメガーで計測して 100Ω以上あることを確認してください。
　　　　配線の劣化等により、100Ω以上ない場合は新規配線工事を行ってください。

④故障履歴の確認
　�伝送異常や通電不良など、配線・電源の異常が原因と考えられる故障が過去になかったかを確認してください。
　�該当する故障があった場合、その異常が改修されているかも確認し、改修されていない場合はその処置を行ってください。
　また、少しでも劣化、異常が感じられる部品、配線は、交換もしくは新設を行ってください。

　　【既設配線流用の例】

1�既設配線・電源流用に関する確認留意事項

Ｄ形以降の３心通信仕様ですか？ ｢ⅴ�既設配線 ･電源流用 ｣を満足すれば、そのまま
流用可能。

スーパーリンク仕様ですか？

はい

はい

いいえ

接続可能です。

機種母形 ハイパーインバータ エクシードハイパー
① FDCVP405HK FDCZP405HK

② FDCVP405H FDCZP405H

③ FDCVP805HK FDCZP805HK
④ FDCVP805H FDCZP805H
⑤ FDCVP1125H —
⑥ — FDCZP1125H
⑦ FDCVP2804H —

表１�セゾンエアコン室外ユニット�代表形式

2�対象機種
母形毎の代表形式を表１に示します。
各容量毎に右表から母形番号を確認してください。

単相 三相
40
45
50
56
63
80 ③ ④
112
140
160
224
280

ハイパーインバータ機種
容量

① ② ① ②

⑤

⑦

単相 三相

③ ④

エクシードハイパー

⑥
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基板

室内ユニット

L

N

ノイズフィルタ

制御基板

信号線

通信
回路

通信
回路

室外ユニット

強電
回路

電源線
１

２

３

１

２

３

電源

～

この回路の
削除が必要

室内電源取りの場合図３

図 4�母形②の改修部位

図６�端末処理

電 源 線
配 線 長 最大 50m( ただしこう長の範囲内 )
線 種 VCTキャブタイヤケーブルもしくはVVF平形ケーブル�同等品
線 径 2mm2( φ 1.6) 以上

信 号 線
配 線 長 最大 50m
線 種 VCTF
線 径 0.75mm2 以上

電 源 線
配 線 長 最大 50m( ただしこう長の範囲内 )
線 種 VCTキャブタイヤケーブルもしくはVVF平形ケーブル�同等品
線 径 φ 2.0 以上

信 号 線
配 線 長 最大 50m
線 種 VCTF
線 径 0.75mm2 以上

₃�接続方法
a）�室外電源取り�
・図１に従い配線の接続を行ってください。
・現行ユニットに対して電源線と信号線が分離されている為、
　内外各端子台の端子台 [2] にて電源線と信号線を共締めしてください。
(ユニット改修は必要ありません。)

・配線長、線種は表２に従ってください。

₄�室外ユニット改修内容
接続方法が[室内室外別電源取り]、[室内ユニット電源取り]の場合には、
以下の記載内容に従い室外ユニットの改修を行ってください。

b）�室内室外別電源取り�
・図２に従い配線の接続を行ってください。
・誤配線時の短絡防止の為、図中に示す室外ユニット内の部品を外します。
　[4�室外ユニット改修内容 ]に従い改修してください。
・室内ユニット端子台の端子台 [2] では、電源線と信号線を共締めしてください。
・配線長、線種は表３に従ってください。

b）��母形① , ③～⑦の場合�
端子台 [2] に接続されている端子を外します。�
端子台 [2] には配線が 2本接続されていますが、外すのは
１本のみです。�

　��i）�母形 ( ③～⑦ )ではノイズフィルタに接続されているほ
うを外してください。
母形 (① ) では電源端子台 [L2] に接続されているほう
を外してください。�

� （各母形における改修対象は図５を参照）
　��ii）�外した端子は、閉塞端子などを使用し確実な絶縁処理

をしてください。(図６)

a）��母形②の場合�
　�ＣＮＸ１に接続されているジャンパコネクタをＣＮＸ２に接続し ,
ジャンパ線J1、J2を切断してください。

c）�室内電源取り (単相機のみ )�
・図３に従い配線の接続を行ってください。
・誤配線時の短絡防止のため、図中に示す室外ユニット内の部品を外します。
　[4�室外ユニット改修内容 ]に従い改修してください。
・内線規定に従い、室内ユニットの端子台 [2] に電源線、室外電源線および信号線を接続します。
・配線長、線種は表４に従ってください。

表２�配線長、線種 (室外電源取り )

表４�配線長、線種 (室内電源取り )表３�配線長、線種 (室内室外別電源取り )

１

２

３

基板

室内ユニット

Ｒ

Ｓ

Ｔ

ノイズフィルタ

制御基板

～

電源

信号線

通信
回路

通信
回路

室外ユニット

強電
回路

電源線

１

２

３

図１ 室外電源取りの場合

信号線

配 線 長 最大 50m

線 種 VCTF

線 径 0.75mm2 以上

�(ノイズフィルタ基板 )

基板

室内ユニット

Ｒ

Ｓ

Ｔ

ノイズフィルタ

制御基板

信号線

通信
回路

通信
回路

室外ユニット

図２ 室内外渡り線が信号線のみで別電源取りの場合
(7,8形店舗用PACの配線で室内外別電源取り)

強電
回路 １

２

３

～

室外機
電源

１

２

３

室内機
電源

この回路の
削除が必要

～

J1 J2
↑↑

図 5-3�母形⑤の改修部位

ノイズフィルタに接続
されている端子を外す

図 5-2�母形③、④の改修部位

ノイズフィルタに接続されている
端子（灰色線奥側）を外す

図 5-5�母形⑦の改修部位

端子台 [S]に接続されて
いるほうの端子を外す

図 5-4�母形⑥の改修部位

ノイズフィルタに接続されている端子（黒
保護チューブから出てくる白線）を外す

図 5-1�母形①の改修部位

端子台 (L2)に接続され
ている配線を外す。
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●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

〒108-8215

〒108-0023

東京都港区港南２-16-５

東京都港区芝浦２-11-５

三菱重工サーマルシステムズ株式会社
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